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日頃より仙台市の埋蔵文化財行政に対 しまして、ご理解 とご協力いただき、

感謝申し上げます。

仙台市の北東部に位置する岩切地区周辺は、古 くから東街道の陸路 と七北

田川の水路が交差する交通の要衝 として発達 し、市が開かれていた と伝えら

れており、大きな集落が営まれていたことが推測されるところでもあ ります。

鴻ノ巣遺跡は、これまで 12次におよぶ発掘調査が行われ、古墳時代から近

世にかけて連綿 と歴史の舞台 となっていたことが分かってまい りました。

本書は、七北田川の河川改修に先だって行われた、第 9次発掘調査で発見

された、中世から古墳時代までの多 くの遺構や遺物についての成果をまとめ

たものです。中でも古墳時代前期まで遡る資料が出土 していることは注目され

ます。

先人たちの残 した貴重な文化遺産をこれからの「まちづ くり」の中でどの

ように保護 し、利用 しなが ら市民の宝 として長 く後世に伝えてい くか、地域

の方々と共に考えていかなければならない と考えてお ります。 ここに報告す

る調査成果が広 く活用され、文化財に対するご理解 と保護の一助になれば幸

いです。

最後になりましたが、発掘調査および本報告書の刊行に当たり、多 くの方々

のご協力、 ご助言をいただきましたことに深 く感謝 申し上げ、刊行の序 とい

たします。

平成 24年 3月

仙台市教育委員会

教育長 青沼 一民



例   言

1.本書は、七北田川河川改修事業に伴い平成 17年度から平成 21年度にかけて実施した、宮城県仙台市宮城

野区岩切字鴻巣に所在する鴻ノ巣遺跡第 9次発掘調査の報告書である。

2.発掘調査業務は、仙台市教育委員会がテイケイ トレー ド株式会社に委託して行った。

3.整理調査・報告書の刊行は、文化財課調査指導係 斎野裕彦、佐伯修一、主濱光朗、結城慎一、佐藤高揚の

監理のもと、テイケイ トレー ド株式会社が行った。

4.本書の執筆に当たっては、第 1章 第 1節 1を主濱光朗、第 1節 2以降を奥冨雅之 (テイケイ トレー ド株

式会社)が担当した。

5.出土した鉄製品、木製品についてはパリノ・サーヴェイ株式会社が保存処理を行った。

6.出土 した石器、石器・石製品の石材は柴田徹氏 (考古石材研究所)が鑑定を行った。

7.出土 した板碑片の文字の判読は、村山卓氏 (立正大学文学部史学科博士過程)が行った。

8.発掘調査及び資料の整理に際して、次の方々から多くの指導・助言を賜った。記して感謝の意を表する次第

である。 (五十音順・敬称略)

中野 光将   松本 秀明   持田 大輔

9.本書の調査成果については、既に遺跡見学会資料や宮城県遺跡調査成果発表会発表要旨などに内容の一部が

紹介されているが、本書の記載内容がそれらに優先する。

10。 本調査に係る一切の資料については、仙台市教育委員会が保管している。



例

1.本書で使用した地形図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図「仙台東北部」、財団法人日本地図センター

発行の『地図で見る仙台の変遷』所収の、大日本帝国陸地測量部発行の 2万 5千分の 1地形図、仙台市計

画の 2千 5百分の一仙台市都市計画基本図の一部を改変・縮小 して使用している。

2.遺構図中の座標値は「日本測地系」を基準とし、挿図中および本文記載の方位北は、原則として座標北を基

準としている。なお Alグ リッドの座標値は日本測地系で X=-189150。 Y=10670、 世界測地系で X=―
188841.2178・ Y=13698972、 F14グ リッドでは日本測地系で X=-189240・ Y=10800、 世界測地系で X=
-1889312147・ Y=104998990で ある。

3.断面図中の標高値は、海抜高度 (東京湾平均海面)を示 している。

4.本書で使用した土色の記述は、原則として『新版標準土色帖』(小山正忠・竹原秀雄 2003)に 準拠している。

5.検出遺構については次の遺構略号を使用し、遺構種別ごとに番号を付した。なお、整理作業の中で遺構でな

いと判断されたものに関しては欠番としている。

凡

6.本書で使用した遺構挿図は次の通 りで、スケールとともに図中に示した。調査区全体図 1/500、 遺構平面図

1/250、 1/100、 1/60、 1/40、 断面図 1/100、 1/60、 1/40、 SD8出土遺物垂直分布図 1/150。

7.遺構図で使用したスクリーントーンの凡例は、その都度挿図中に示してあるが、主なものは次のとおりである。

火床面 炭化物範囲
IT¬ 柱痕

8.遺構図で遺物の出土位置を示した ドットについては、種別ごとに変えその凡例を図中に示 してあるが、主な

ものは次のとおりである。

SA:柵列・柱穴列

SE:井戸跡

SR:流路跡

PT:ピ ット

o 土師器

ム 金属類

日 須恵器

SBI掘立柱建物跡

SI:竪穴住居跡

SX:性格不明遺構

pt i遺構内のピット

SD :溝跡

SK:土 坑

SSD:小溝状遺構群

★ 土製品

□ 陶磁器類

△ 木製品 。炭化材

△ 材

O 石器・石製品

☆ その他

9.出土遺物の登録には次の遺物記号を使用し、種別ごとに通し番号を付した。

C

F

」

L

X
遺物

1/2、

遺物

非ロクロ土師器

丸瓦

磁器

木製品

その他の遺物

D:ロ クロ土師器 。赤焼土器  E
G:平 瓦           I
K:石 器 。石製品       Ke
N:金 属製品 。銭貨      P

須恵器

陶器

石製模造品

土製品

10。 実測図にはスケールを付 してあるが、原則 として土器類・ 石製品 。瓦 1/3、 石器 2/3、 石製模造品

木製品 1/5と した。

実測図に使用 したスクリーン トーンおよび、破線の凡例は、次のとお りである。11.

内面黒色処理・黒漆 赤彩 。赤漆

摩耗範囲

区〕煤付着範囲

節理面

□  欠損範囲 施釉範囲

して遺物実測図の縮尺に準 じた。ただし臼玉の写真については、原寸 と12.掲載 した遺物写真の縮尺は原則 と

している。

13.遺物観察表の中で、長さの単位は cm、 重さの単位は gである。また ( )内の数値は残存値、◇ 内の数値

は復元値を示している。

14.座標値および海抜高度については、平成 23年 3月 11日 の東日本大震災以前のものを使用している。

15.本文中の「灰白色火山灰」(山 田・庄子 1980)は 、これまでの仙台市域の調査報告や東北中北部の研究から、「十

和田 a火山灰 (To― a)」 と考えられている。降下年代は現在、西暦 915年 (延喜 15年 )と 推定されており、

本書もこれに従う。
山田一郎・庄子貞雄 1980「宮城県に分布する灰白色火山灰」『宮城県多賀城跡調査研究所年報 1979』

仙台市教育委員会 2000『沼向遺跡第 1～ 3次 調査』仙台市文化財調査報告書第 241集

小口雅史 2003「古代北東北の広域テフラをめぐる問題―十和田 aと 白頭山 (長 白山)を 中心に―」『日本律令の展開』吉川弘文館

□  粘土付着範囲 □
　「
山
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第 1章 鴻ノ巣遺跡の概要

第 1節 調査に至る経緯と調査要項

1 調査に至る経緯
鴻ノ巣遺跡は、七北田川右岸の自然堤防上に立地する遺跡である。遺跡の北側を七北田川の河道が蛇行しなが

ら東へ向かって流れている。七北田川は昭和 23年 9月 のアイオン台風による決水被害等を受けたことにより、

昭和 24年 から河川の改修工事が進められ現在も継続されている。

鴻ノ巣遺跡内でも事業に伴う掘削工事の実施が計画されたことから、宮城県の担当部署である宮城県仙台東土

木事務所 (当 時 :現 宮城県仙台土木事務所 )か ら平成 10年 12月 3日 付仙東土第 1137号で仙台市教育委員会

へ埋蔵文化財のかかわりについての協議書が提出された。これを受け、協議の結果、確認調査を実施し、東北新

幹線高架下から東北本線の間の工事予定範囲では本調査があ要とされ、宮城県仙台東土木事務所長 (当 時 )か ら

平成 13年 7月 30日 付仙東土第 462号 で仙台市教育委員会教育長宛てに埋蔵文化財調査の通知が提出され、平

成 13～ 15年度に東北新幹線の東側の工事予定地 2,000∬ を対象 として、 1,000∬調査が行われ、平成 16年度

に発掘調査報告書が刊行された (仙台市文化財調査報告書第 280集 )。 東北新幹線と東北本線の間の工事につい

ては計画の見直しが行われ、平成 16年 5月 に見直し案が提示されたことを受けて、確認調査を実施 し、仙台市

教育委員会と宮城県仙台東土木事務所 (当 時 )で

協議をかさねた結果、鴻ノ巣遺跡第 9次調査 と

して、調査対象面積 2,000だ 、野外調査を平成

17年 ～ 22年度の 6カ 年、整理報告書作成期間

に平成 23～ 25年 度の 3カ 年の期間を要すると

の協議が整った。平成 17年度は 8月 22日 から

調査を開始した。平成 18年度には、調査計画の

見直しを行い、野外調査を平成 21年度までの 5カ

年、整理報告書作成期間を平成 21～ 23年 の 3カ

年 とした。野外調査は平成 21年 11月 5日 に終

了した。整理報告書作成作業は野外調査が終盤を

迎えた平成 21年 10月 5日 から開始した。 第 1図 鴻ノ巣遺跡の位置

2 調査要項

遺  跡  名   鴻ノ巣遺跡 (宮城県遺跡登録番号 01034)

所  在  地   仙台市宮城野区岩切字鴻巣地内

調 査 原 因   七北田川河川改修工事

調査対象面積   2,000∬

(1)平成 17年度調査体制

調 査 主 体   仙台市教育委員会

調 査 担 当   仙台市教育委員会文化財課調査係   主査 佐藤甲二  主査 工藤哲司

調 査 組 織   テイケイ トレー ド株式会社      主任調査員 奥冨雅之  調査員 森 元彦

調 査 期 間   平成 17年 8月 22日 ～平成 17年 11月 11日

調 査 面 積  240面

(2)平成 18年度調査体制

調 査 主 体   仙台市教育委員会

調 査 担 当   仙台市教育委員会文化財課調査係   主査 工藤哲司  主任 佐藤 淳
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調 査 組 織   テイケイ トレー ド株式会社      主任調査員 奥冨雅之  調査員 森 元彦

調 査 期 間   平成 18年 5月 10日 ～平成 18年 11月 17日

調 査 面 積  550∬
(3)平成 19年度調査体制

調 査 主 体   仙台市教育委員会

調 査 担 当   仙台市教育委員会文化財課調査係   主査 斎野裕彦  文化財教諭 藤田雄介

調 査 組 織   テイケイ トレー ド株式会社      主任調査員 奥冨雅之  調査員 森 元彦

調 査 期 間   平成 19年 5月 28日 ～平成 19年 11月 9日

調 査 面 積  400�
(4)平成 20年度調査体制

調 査 主 体   仙台市教育委員会

調 査 担 当   仙台市教育委員会文化財課調査係   主査 渡部弘美  文化財教論 鹿野仁子

調 査 組 織   テイケイ トレ‐ ド株式会社      主任調査員 奥冨雅之  調査員 森 元彦

調 査 期 間   平成 20年 6月 9日 ～平成 20年 12月 12日

調 査 面 積  450だ
(5)平成 21年度調査体制

調 査 主 体   仙台市教育委員会

調 査 担 当   仙台市教育委員会文化財課調査係   主査 斎野裕彦  文化財教諭 佐伯修一

調 査 組 織   テイケイ トレー ド株式会社      主任調査員 奥冨雅之  調査員 森 元彦

調査補助員 高橋尚敏

調 査 期 間   平成 21年 6月 8日 ～平成 21年 11月 5日

調 査 面 積  350だ
(6)平成 21年度調査報告書作成体制

調 査 主 体   仙台市教育委員会

調 査 担 当   仙台市教育委員会文化財課調査係   主査 斎野裕彦  文化財教諭 佐伯修一

調 査 組 織   テイケイ トレー ド株式会社      主任調査員 奥冨雅之  調査員 森 元彦

整 理 期 間   平成 21年 10月 5日 ～平成 22年 3月 12日

(7)平成 22年度調査報告書作成体制

調 査 主 体   仙台市教育委員会

調 査 担 当   仙台市教育委員会文化財課調査係   主査 主濱光朗  専門員 結城慎一

調 査 組 織   テイケイ トレー ド株式会社      主任調査員 奥冨雅之  調査員 大口和樹

調 査 補 助 員 渋谷玲呼

整 理 期 間   平成 22年 5月 10日 ～平成 23年 3月 11日

(8)平成 23年度調査報告書作成刊行体制

調 査 主 体   仙台市教育委員会

調 査 担 当   仙台市教育委員会文化財課調査係   主査 主濱光朗  文化財教諭 佐藤高揚

調 査 組 織   テイケイ トレー ド株式会社      主任調査員 奥冨雅之

整 理 期 間   平成 23年 8月 1日～平成 24年 3月 9日
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第 2節 遺跡の立地と環境

1 地理的環境
鴻ノ巣遺跡は、仙台市の北部、七北田川右岸に立地する。仙台市の地形は、大きく三つに大別される。西側か

ら奥羽山脈に属する山地、その麓に広がる台地、そして太平洋に面 した低地である。この低地部分は仙台平野 と

称され、北部は七北田川、中央は広瀬。名取川、南部は阿武隈川が東流する。七北田川は、仙台市北西部に位置

する泉ケ岳を源流とし、泉ケ岳から連なる富ケ谷丘陵や、七北田丘陵を開析しながら東流し、仙台平野を形成 し

ながら仙台湾へと注 ぐ。かつての七北田川は、多賀城市内を東流 し仙台港に至る、現在の砂押川の河道を流れて

いた。近世初頭に船曳堀の開削に先だって行われた、七北田川の浚渫工事に伴い、現在の河道を流れるようになっ

たと言われている。遺跡周辺の地形は大きく、自然堤防と、その背後に広がる後背湿地に分けられる。七北田川

流域の自然堤防は、河川に沿って数百メー トルの幅で広がり、本遺跡もこの自然堤防から後背湿地に立地 してい

る。戦前の旧地形図では、遺跡周辺は荒蕪地となっているが、近年この自然堤防上を中心に宅地化が進んでいる。

※周辺の地質は沼向遺跡第4～34次調査報告書第1章 第14図 仙台平野北部微地形分類図を基に作図(縮尺1:40000)
※周辺の旧地形図は、明治37年大日本帝国睦地測量部測図の2万分の1地形図「岩切」を縮小して使用(縮尺1:40000)

‐ 丘陵 ＝
□

砂礫地

浜堤列

□
□

□  鴻ノ巣遺跡範囲後背湿地 1

後背湿地2

第 2図 周辺の地質・周辺の旧地形図
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2 歴史的環境

本遺跡周辺は、西側に七北田丘陵、七北田川対岸となる北側に富ケ谷丘陵、東側に塩釜丘陵と、三方を丘陵に

囲まれ、南東方向に仙台平野が広がる。 こうした変化に富んだ地形から周辺には、多くの遺跡が存在している。

縄文時代では、七北田丘陵上の燕沢遺跡では早期から前期、塩釜丘陵状の五万崎遺跡では前期初頭から中期、

自然堤防上の山王遺跡では中期、浜堤列上の沼向遺跡では後期中葉の遺物が出土 している。

弥生時代では、沼向遺跡や五万崎遺跡で土器が出土 している。山王遺跡では弥生時代と推定される水田跡、新

田遺跡では溝跡が調査されている。燕沢遺跡、市川橋遺跡、五万崎遺跡では石庖丁が見つかっている。

古墳時代前期では、沼向遺跡で居住域が営まれ、燕沢遺跡でも 4軒の竪穴住居跡が検出されている。また新

田遺跡では土坑からこの時期の土器がまとまって出土し、五万崎遺跡では方形周溝墓が見つかつている。古墳時

代中期ではこれまでの鴻ノ巣遺跡の調査で、大規模な集落が営まれていることが明らかとなっている。新田遺跡

では竪穴住居跡や祭斤E跡、山王遺跡では竪穴住居跡や方形周溝墓と考えられる溝状遺構群が調査されている。ま

た今市遺跡では、赤彩された土器がまとまって出土 している。七北田丘陵では、千人塚古墳、糠塚古墳、五郎兵

衛古墳が築かれる。丘陵麓に近接する岩切小学校では校庭から出土したとされる円筒埴輪が所蔵され、岩切畑中

遺跡でも埴輪片が見つかっている。古墳時代後期に入ると、岩切畑中遺跡、新田遺跡、山王遺跡、市川橋遺跡な

どで居住域が営まれ、沼向遺跡では居住域 とともに生産域も調査されている。また富ケ谷丘陵斜面部では入生沢

横穴墓群、台屋敷横穴墓群、東光寺横穴墓群、塩釜丘陵では田屋場横穴墓群など多くの横穴墓が残されている。

と
'と

Pく

寧 ――― ――生_=
仙  台  市

4

第 3図 鴻ノ巣遺跡と周辺の遺跡
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※ 国土地理院発行の2万5千分の1地形図「仙台東北部Jを 50%に 縮小して使用



古代になると塩釜丘陵の南端に国府多賀城が造営され、洞ノロ遺跡、新田遺跡、山王遺跡、市川橋遺跡、高崎

遺跡など、広い範囲で多賀城に係わりの深い集落が計画的に営まれるようになる。周辺の燕沢遺跡、岩切畑中遺

跡、今市遺跡、鴻ノ巣遺跡でも竪穴住居跡が見つかっている。

中世では鎌倉幕府の奥州侵略がはじまり、奥州藤原氏を滅ぼした源頼朝は、伊沢家景を陸奥国留守職に任命す

る。伊沢氏はのちに留守氏を名乗 り、その居城 となったのが岩切城跡である。周辺には松森城跡、東光寺城跡、

化粧坂城跡、小鶴城跡など多くの城館が分布 し、洞ノロ遺跡、新田遺跡、山王遺跡、中野高柳遺跡では大規模な

屋敷跡が調査されている。また今市遺跡、鴻ノ巣遺跡でも建物跡、清跡、井戸跡などが見つかっている。

この様に七北田川流域では、古 くから人が生活 し、その痕跡として多くの遺跡が残されている。

第 1表 鴻ノ巣遺跡周辺の遺跡一覧表

番号 遺跡名 立地条件 性格 縄 弥 中 近 番号 遼跡名 立地条件 性格 十日 縦 古 古 中 近

1 写ン4果遺跡 自然堤防 再落。屋敷・墓跡・水田 ケノ内遺跡 睡 社布 lHl T 5
2 R生沢横穴墓群 丘陵 貢穴墓 ○ 日田織部館跡 1浜堤 至取 ○

3 (生沢遺跡 自然堤防 枚布地 ○ 卜小舎遺跡 自然堤防 致布地 ○

4 争屋敷横穴墓群 EL陵 黄穴墓 ○ 耳原遺跡 自然堤防 文布地
|

○

5 雪切城跡 丘 陵 碗館 ○ ミ山堀 康埠・埠 間滞 4J 里河 |

一〇

6 寵光寺横六墓群 丘 陵 黄穴墓 ○ ifrl三百 冊 生螂 ヨ然堤防 反al群 lo
7 薇光寺遺跡 丘陵 鰹甚々 婦給鍵寸暁

○ ]田神明社板碑群 ヨ然堤防 豆碑 Q
正ヽ囲還跡 自然堤防 夜布地 ヨ母神屋敷遺跡 ヨ然堤防 三取 Q

蠣 凶遺跡 自然堤防 茨布地 ○ 折田遺跡 室然堤防 亀落。屋敷 IC |○ |○

箱光寺磨崖仏群 EE陵 ξ窟仏 ○
箕楽寺遺跡 然堤防 峠 Q Q

再光寺板碑群 丘陵 反碑群 ○
然堤 防 峠 鳳

也蔵堂板碑群 丘陵 昆碑群 ○
L王遺跡千刈田地区 然堤|" 疇理●聖聖誓翌上f墾 つ 曜 l① P

雪宮前遺跡 丘陵 父館・祭祀 IC 1王遺跡 然堤防・後背湿地 ●
ｍ

港
ヤ

系

・
Э

|○ |○ |○

]切畑中遺跡 自然堤防 ○ ○

15 悟荷館跡 自然堤防 蹴 館 ○ (日 北遺跡    1自 然堤防 敦布地 16 応
チ市遺跡 自然堤防 集落 O 貫ヽ田遺跡 ヨ然堤防 散布地 | C

17 同ノ回遺跡 自然堤防・後背湿地 集落・城館・屋敷 ,水田・畑 ○ 旧瀬遺跡群 三陵・ 自然堤防 散布地 而 C
同ノロA板碑 自然堤防 板碑 二万崎遺跡 i陵 墓 巧
同ノロ板碑辞 自然堤防 板碑 骸堀貝塚     1丘 陵斜面 貝塚 IC
雪蒲沢遺跡 丘陵 談布 IIV C 日屋場横穴墓群  1丘陵斜面 横穴墓 ○

21 砦崎囲遺跡 丘陵麓 枚布地 寺別史跡 多賀城跡 丘陵・ 沖積平野 国 府 ○

F人塚古墳 丘陵 1円墳 g前遺跡 丘陸 官衝・城餌 ○ ○

照沢還跡 lr陵斜面 需落・寺院 ③ ○ 市川橋遺跡 lI陵 。自然堤防 集落 ,都市 IC ○ C ○

争沢遺跡 丘陵 技布地 西沢遺跡 丘陵 集落
|

康塚古墳 丘陵麓 ヨ墳 去性院遺跡 丘陵斜面 救布地・寺院

二郎兵衝古墳 丘陵 弓墳 予子沢遺跡 丘陵 帝布 IHl O
鶴ヽ遺跡 自然堤防 双布地 高原遺跡 丘陵 散布地 ○ ○

卜鶴城跡 丘陵 成鎚 卜沢原遺跡 丘陵 集落跡 ○ ○

互平淵板碑群 自然堤防 反碑群 O 野 田 還 明 丘 1笈 糾 向 散布地・城館 ○ ○

堰下遺跡 ヨ然堤防 及布地 ○ 矢作ヶ館跡 丘 陵 散布地・城館 O O
橿下板碑群 室然堤防 ○ 多賀城廃寺 丘 陵 寺院

西光寺板碑群 3然堤防 反碑 ○ 高崎遺跡 丘陵 集落・ 都市・城館

誓渡寺板碑群 室然堤防 反碑 ○ 高崎古墳群   1丘 陵麓 η墳

J帥 椀鞘 ヨ然堤防 反碑群 ○ 留ケ谷遺跡    1丘 陵 城館

]花一丁目A板鱒群 ヨ然堤防 碑群 蔽 戯 戸 ¬ 議 賊餡 l①

」花一丁目B板碑群 ヨ然堤防 板碑 ○ ミ田中窪前遺跡 丘陵麓 敗布地 。城館 | じ ①
一〇震vlal瞬枚碑 ヨ然堤防 板碑 ○ 玉引遺跡 丘陸 戒館 ,包含地 ЭI

冨室庚板碑 阪碑 ○ 語荷殿古墳 丘陵 ■墳

1野高柳遺跡 然堤防 三雅 集落。畑・水田 嬰井館跡 丘陵 成館

1野高柳板碑 ヨ然堤防 板碑 入幡館跡 丘陵 散布地・城館 〇 |

41 ,野曲田板碑 当然堤防 板碑 へ幡沖遺跡 浜堤 集落

」花遺跡 劉然堤防 散布地 木遺跡 沖積平野 城館

召向遺跡 民堤・後背湿地 古墳・集落跡・ 水田・畑 C C 浜堤 散布 III ○

雪野観音堂板碑群 ヨ然堤防 辰碑 C 釜古館跡 丘陵 城館
|

○

目田町遺跡 孜布地 ]町横穴墓群 丘陵斜面     | 横穴墓 ¬
寄巻熊野神社板碑 自然堤防 板碑 C ヨ黒前遺跡 丘陵 宗教遺跡・城館 ○

場巻 I遺跡 自然堤防 救布地 ヨ黒前板碑群 丘陵斜面 板碑群 ○

4 努巻 Ⅱ遺跡 自然堤防 救布地 宮ノ内遺跡 丘陵 城館 ○

ヨ子遺跡 自然堤防 救布地 ヒ粧坂城跡 三陵 成館 ○

卜原遺跡 自然堤防 技布地 ○ 患頭観音堂板碑群 雪然堤防 反碑 ○

鍬ヽ八幡神社板碑 自然堤防 坂碑 ○ 電野田遺跡 丘陵斜面 敦布地

軍取観音堂板碑 自然堤防 環碑 O
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第 3節 調査の方法と経過

1 調査の方法

測量 の基準 お よび水 準 は、3級 基準点 QE229501(X=-188749.229Y=10349,255H=13044)、 QE229601

(X=-188706083Y=105548,728H=11135)を 基準 とし、調査区の周縁部に測量用の杭を設置 し計測を行った。

またX=189150、 Y=10670を起点とし、東方向へは算用数字、南方向へはアルフアベットを 10m置きに付 し、

グリッドを設定 した。(第 5図 グリッド配置図 参照 )本調査区内での地点名は、全てこのグリッド名に従ってい

る。各遺構の記録は、トータルステーションによる二次元測量を行い、土層断面については写真測量を併用した。

発掘調査に当たっては、まず重機を用いて表土および、盛土の除去を実施 した。発生した残土は各年次 とも、

河川敷内に仮置きし、その後の人力掘削による発生土も、同様の場所に仮置きした。遺構確認面までの掘削およ

び、遺構検出はすべて人力にて行った。各検出面とも調査終了後、全景写真を撮影 し、必要に応じてスカイマス

ターを用いた空中撮影を実施 した。各遺構については、調査の各段階で、35mm一 眼レフカメラとデジタルカメ

ラによる写真撮影を行った。出土遺物の取 り上げについては、主要な遺物は写真測量による微細図を作成 し、トー

タルステーションを用いた出土位置の二次元位置の記録を行い、それ以外の遺物については層位ごとに取 り上げ

た。調査の最終段階では、仮置きした残土を用いて重機により埋め戻 しを行った。

整理調査ついては、平成 21年 10月 よリテイケイ トレー ド仙台整理室にて行った。遺構、遺物については、

種別ごとに通 し番号を付 し登録 した。

2 調査の経過
平成 17年度 (1年次)発掘調査

調査対象となったのは、新幹線高架に最も近い H～ 」15・ 16グ リッドに位置する、南北約 18.5m、 北辺東西

約 12m、 南辺東西約 14mの約 240∬ の範囲である。最初の調査面は表土から20～ 40cmで、 Ⅱ a・ コb層検出

遺構である。実働 16日 で表土除去から、遺構の完掘まで行った。Ⅲ層については、削平され遺存 している範囲

が狭 く、遺構数も少ないことから実働 2日 で調査を終了した。Va層以下についても、削平され堆積する範囲

が限られ、Ⅶ層検出遺構 として調査を進めた。この面の調査は、実働 24日 で終了した。

平成 18年度 (2年次)発掘調査

調査区は昨年度調査区の西側で、以降の調査区も前年の西壁が翌年の東壁 となる形で設定された。調査対象地

区は G～ 111～ 15グ リッドに位置する、南北約 15m、 東西約 37mの約 550M範 囲である。この調査区では西

側へ行 くほど盛土が厚 くな り、表土の層厚は 30～ 120cm、 最初の調査面は Ha・ Ⅱb層検出遺構である。表土

除去から遺構検出までは実働 14日、遺構調査には 23日 である。次の調査面はⅢ層上面で、実働 16日 で遺構掘

削を終了した。Va層以下については、削平され基本層の遺存状態が不良であった。 しかし調査区の一部で、前

度確認されなかったⅥ層の堆積が認められ、Ⅵ～Ⅶ層上面検出遺構 として調査し、実働 50日 で全ての調査を終

了した。

平成 19年度 (3年次)発掘調査

調査対象地区は E～ H9～ 12グ リッドに位置する南北約 15m、 東西約 30mの約 400だ の範囲である。表土

および盛土の層厚は 20～ 100cm、 最初の検出面はⅡb層上面である。 しかしこの年は、調査区のほぼ全域にか

かる SR2が検出され、基本層を平面的に捉えられる範囲が限られた。そのため SR2の検出と、掘削を優先 して

進めた。表土除去からSR2の 完掘までの実働は、24日 である。SR2完掘後 F・ G9グ リッド付近で、 Ⅱb層 の遺

存が確認され、実働 3日 で調査を終了した。その下層のⅢ層の調査は、5日 で終了した。V層についてまだこの

段階では細分 していないため、V層検出遺構として調査を進め、実働 46日 で終了した。Ⅵ層を検出するための

掘 り下げ作業の過程で、遺構がV層 中から検出されることが判明 し、掘 り下げと並行 して遺構の調査を進めた。

V層 の掘 り下げから、Ⅵ層検出遺構の調査まで実働 19日 で終了した。調査の最終段階では、東北学院大学教授
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の松本秀明氏によってⅧ層泥炭層の採取、分析が行われた。その結果、堆積した年代が 2100年前、誤差± 30年、

西暦にして紀元前 200～ 46年であることが明らかとなった。

平成 20年度 (4年次)発掘調査

調査対象地区は D～ F5～ 9グリッドに位置する南北約 12m、 東西約 41mの約 450活 の範囲である。この調

査区では、盛土層が薄 く、地表から 15～ 30cmで Ⅱa～ b層が検出された。遺構は調査区の全域に広がり、実

働 31日 でⅡb層の調査を終了した。Ⅲ層の調査は 27日 、Va層の調査は 19日 で終了した。Ⅵ層検出のための

掘 り下げを進めたところ、V層中に明らかな遺構確認面の存在が確認され、Vb層 として調査を行う。この面で

は S113・ 19・ 20な ど、良好な遺存状態の竪穴住居跡が検出された。そのため遺跡見学会を開催することとなった。

11月 5日記者発表を行い、新聞社 2社の取材を受けた。 11月 8日 に見学会を実施し、約 200名 の参加者があっ

た。Vb層 については、実働 29日 で調査を終了する。最後のⅥ層の調査は、実働 9日 で終了した。

平成 21年度 (5年次)発掘調査

調査対象地区は A～ Dl～ 5グ リッドに位置する、西端南北約 10m、 東端南北 13m、 東西約 48mの約 500

∬の範囲である。表土および盛土の層厚は 40～ 60cmで、A・ Bl・ 2グ リッド付近では削平のため、 Ⅱa～ Ⅲ

層は全 く遺存せず、Ⅶ層まで削 り取られている地点もあった。 Ⅱa層の調査は実働 17日 、 Ⅱb層の調査は実働

13日 で終了した。削平などの影響で、Ⅲ層上面で調査が行えず、Ⅱb層 に続 く調査はVa層上面となった。V
a層の調査は実働 10日、Vb層の調査は実働 6日 、Ⅵ層の調査は実働 12日 で終了した。

平成 21年度 発掘調査整理報告書作成業務

5年次の基礎整理と並行して、報告書の作成刊行業務を行った。遺物の洗浄、バインダー液による土師器片の

補強、注記、接合 と、一部復原まで進めた。実働日数は 86日 である。

平成 22年度 発掘調査整理報告書作成業務

遺物の復原、登録作業と、報告書掲載遺物の実預1、 トレース、写真撮影、遺構図面の整理 と挿図の編集作業、

遺構写真図版の作成を行った。実働日数は 200日 である。遺物の実測点数は、土師器・須恵器・陶磁器類 513点、

破片・拓本 と断面実測 41点、石器・石製品 119点、金属製品 11点、瓦 2点、木製品 4点、その他土製品など

25点 となった。

平成 23年度 発掘調査整理報告書作成業務

遺物図面の挿図、遺物写真図版の作成、報告書の原稿執筆と編集作業を行った。実働日数は 120日 である。

第 4図 遺跡見学会の模様
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第 2章 調査の概要

第 1節 調査区配置と基本層序

1 調査区配置

調査対象区は、鴻ノ巣遺跡の北東縁辺部である。調査原因の河川改修工事は、東北新幹線と東北本線の間に広

がる河川敷を対象としており、調査区は河川に近接 した荒蕪地に設けられた。この調査区は年次ごとに区切られ、

1年次は東北新幹線の北西側に近接 した箇所を対象とし、2年次以降上流側の北西方向へと展開させた。全ての

調査区の面積は約 1,990m2で 、七北田川に沿って約 170mの長さである。

調査地点付近は、河川敷内に盛土による土手が作られ、その標高は、北西端 A2グ リッド付近で 82～ 8.3m、

南東端 J16グ リッド付近で 8.2～ 84mである。

拶

義
ヽ
ヽ

襲
サ

詐
τ

巡
⑦

グラウン ド

/

|―
〈S‐ 1/25001

第 5図 調査区配置図とグリッド配置図

2 基本層序

9次調査の調査区においては、大別 11層、細別で 24層が確認されている。層名は基本的に、7次調査の層名

を踏襲 しているが、混乱を避けるため表記は算用数字ではなく、ローマ数字を使用 している。また 7次調査で

確認された 1層、4層 に相当する層は確認されなかったため I層、Ⅳ層はない。遺物の出土はVb層、遺構の検

出はⅥ a層上面までであり、それ以下の層位からは、遺物、遺構ともに検出されなかった。

聡目
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Ⅱ a層

Ⅱb層

Ⅲ a層

Ⅲ b層

Va層

Vb層

Ⅵ 層

Ⅶ 層

Ⅷ 層

Ⅸ 層

X 層

XI層

XⅡ 層

XⅢ 層

Ⅷ層以下の堆積状況については、5年次の調査の最終段階で、調査区最西端の A・ Blグリッドで深掘 りを実施

し確認 した。この地点は、現況で雨水の排水が不良で、常に湿地状態となっているため、堆積上のグライ化が認

められ本来の色調の確認は適わなかった。以下目視による観察結果を記す。

黒褐色シル ト層。削平等により遺存 していない箇所も認められ、A～ G2～ 9グ リッド(3年次調査区 )

の北西隅、4年次調査区西側から5年次調査区 )、 HH～ 13、 113～ 15、 」15グ リッド (1。 2年次調査

区の南側 )で確認されている。 1～ 4年次においては、本層上面で遺構の検出はできなかったが、壁面

で遺構の掘 り込みが確認された。5年次においては広範囲で確認され、上面で遺構を検出した。出土遺

物や、下層の遺構との関係から、中世から近世にかけて形成された土層と捉えられる。

黒褐色～暗褐色シル ト層。調査区の全域に広く堆積する。上面で奈良 。平安時代から、中世にかけての

遺構が検出された。

黄褐色～暗褐色砂層。Ⅲb層からVa層上面の窪地や、Va・ Vb層から掘 り込まれている大形の遺構

の上層に厚 く堆積している。河川の氾濫によって形成されたと考えられ、その際に埋没途中の遺構から

巻き上げられたと思われる遺物の混入が認められる。上面で、古墳時代後期の遺構を検出した。

暗褐色砂質シル ト層。A～ D2～ 4グリッド(5年次調査区)で のみ検出した。

にぶい黄褐色砂～砂質シル ト層。H15。 16、 116グ リッド (1・ 2年次調査区の北側 )を 除く調査区全域

に堆積する。Ⅲ a層同様に河川の氾濫によって形成されたと考えられ、堆積土の粒径は粗い物から細か

いものまで地点によって異る。上面で、古墳時代後期の遺構を検出した。

灰黄褐～オリーブ褐色砂質シル ト層。F～ J12～ 16グ リッド(1・ 2年次の調査区)で は確認されず、A

～ 12～ 11グ リッド(3～ 5年次の調査区)で確認された。上面から、古墳時代中期の遺構が検出された。

出土遺物や、上層の遺構 との重複関係から 1・ 2年次にV～Ⅶ層検出遺構とした遺構の多 くが、このV

b層上面検出遺構に含まれると考えられる。

黒褐色粘土層。A～ 11～ 14グ リッド(2～ 5年次調査区)で 確認された。A～ Fl～ 8グ リッド (4・ 5

年次調査区)に おいては、古墳時代中期遺構の検出面となっている。E～ Fllグ リッド(3年次調査区 )

以西では、下層確認坑壁面の観察によりⅥ a～Ⅵ c層 に細分された。何れの堆積土も黒褐色粘土が基本

であるが、Ⅵ b層中には灰黄色粘土質シル トブロックが混入する。

浅黄～にぶい黄色粘土質シル ト層。A～ Cl～ 3グ リッド(5年 次調査区)の西側では本層の上部と下

部に薄い炭化物層の堆積が認められ、Ⅶ a・ Ⅶ c層 とした。

黒色泥炭層。各下層確認調査区で確認され、調査区全域に広 く堆積すると考えられる。色調の違いから

Ⅷ a～Ⅷ e層に細分される。

暗灰黄色砂質シル ト層。Ⅷ層の泥炭層とは明らかに土質が異なっている。

黒緑色粘土質シル ト層。炭化物粒子を含む。

暗緑灰色砂質シル ト層。粒径の異なる砂質シル トおよび砂が互層をなして堆積している。間に入る砂層

の粒径の違いから、XIa～ XIc層 に細分 した。XIb層 には最も粒径の粗い砂が堆積する。

黒色泥炭層。炭化物粒子を密に含む。

暗青灰色砂層。粒径の細かい砂と、粗い砂が細かな互層をなす。

-9-



A2グリッド北壁

A2グリッド北壁

(2グ リッド下層確認坑東壁

C2グ リッド下層確認坑東壁

Alグリッド下層確認坑西壁

800m

|

Alグリッド下層確認坑西壁

600m

0              1m

lS‐ 1/401

第 6図 基本層序
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北壁 (1)

瓢
‐Ｉ

引ｍ

SSDl

SSD7 ⑥ SSD7 ②
SSD9 ① SSD9 ② PT420

Vb Va

第 7図 調査区壁面土層断面図 (1)

Ⅱa層   圏騒Va層

Ⅱb層   ■
Vb層

|I Ⅲa・ b層 |IMaoboC層

層位 土  色 土 性 備 考

Ⅱ

Ⅱb

10YR3/2 黒褐色 ン,レ ト
こぶい黄褐色砂質プロック少量 白色粒

子・則 ヒ物粒子、焼土粒子微量に含む。

10YR3/4 暗褐色 ン,レ ト 弓灰色シル トブロック少量、自色粒子

炭化物粒子・ 焼土粒子微量に含む。

Ш 陸
一Ⅲｂ

10YR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト ヨ色粒子・炭化物粒子微量に含む

10YR3/3 暗褐色 少質シル ト

V
Ｖａ

一
Ｖｂ

5Y3/3 暗オリーデ縄 色 ひ質シルト ヨ色粒子少量含む。

10YR4/2 灰貢褐色 少資シル ト J色粒子微量に含む。

Ⅵ

10YR2/2 黒褐色 告土
疋黄褐色粘土プロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

OYR4/2 灰黄褐色 七土
こぶい黄橙色砂質シルトブロック含む。
え化物粒子微量に含む。

OYR3/2 黒褐色 七土 同冒に浅黄色シル トブロックが混入する

Ⅶ

15Y5/3 黄褐色 七土質シル ト
こポい黄色粘土質ンル ト・ 泥炭層が数

目に渡って互層を成す。

5Y7/3 浅黄色 省土質シル

15Y3/3 暗オリープ褐色 せ土質シル ミ褐色粘上が層状に堆積する。

層位 土 色 上 牲 備 考

Im

WⅢ a OYR3/1 黒褐色 占土 災化物粒子微量に含む。

lllb OYR3/3 暗褐色 占土 聘イヒ物 対子級 量に含 こ『^

WIIc tOYR2/1 黒色 占土 炭化物粒子微量に含む。

Wttd OYR3/2 黒褐色 粘土
黄灰色粘土プロック含む、炭化物粒微

量に含む。

J5Y3/2 黒褐色 占土
黄灰色粘土ブロック少量、炭化物粒微

量に含む。

Ⅸ 」5Y4/2 暗灰黄色 少質シ,レ ト 夷化物粒子含む。グライ化。

X ,G2/1 緑黒色 古土質シル ト 夷化物粒子含む。グライ化。

I 10C4/1 暗緑灰色 少資シル ト クライ化。

I 10G3/1 暗緑灰色 少質 シ ,レ ト グライ化ハ

I ,G4/1 暗隷灰 色 少管 シル ト グライ化。

XⅡ (2/ 黒色 占土 炭化物粒子密に含む。グライ化。

X Il ,BC4/1暗青灰色 少 グライ化。

土 色 土 性 備 考

イ lllYR3/4 暗褐色 シアレト
母色シル トプロック含む。自色粒子・

錠化物粒子微量含む。

-11-



北壁 (2)

s∬|《
掘り方

SD31+

土 色 土 性 備 考

5Y3/1 オリーブ黒色 省土質ンル I 封色粒子・炭化物粒子微量に含む。

25Y3/1 黒褐色 鷺灰色粘土質シル トプロック含む。

10YR2/2 黒褐色 シ,レ ト
こぶい黄褐色シル トブロック少量、炭

ヒ物粒子微量に含む。

ホ 10YR3/2 黒褐色 シル ト 捷化物粒子微量にに含む。

10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト 死化物粒子少量、焼土粒子微量に含む。

ト 25Y3/2 黒褐色 シ,レ ト
鷺灰色粘土質シル トプロック含む。

え化物粒子少量含む。

土 色 土 性 備  考

チ 】5Y4/1 黄灰色 砂質シル ト え化物粒子。自色粒子微量に含む。

リ イ5YR3/1 黒褐色 ンルト
捷化物粒子少量、白色粒子 。焼土粒子

牧量に含む。

ヌ 10YR3/2 黒褐色 シァレト

10YR4/1 褐灰色 ンルト 捷化物粒子少量、白色粒子微量に含む(

第 8図 調査区壁面上層断面図 (2)
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北壁 (3)

第 9図 調査区壁面土層断面図 (3)
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離

　

　

８。ｍ

郵

ｓＫｃ

Ⅶｂ
一）ヽヽ、、

層位 土  色 土  性 備  考

フ lCIYR3/2 黒褐色 ンルト
灰糞褐色シル トプロック含む。炭化

物粒子少量含む。

ワ 7 5YR3/2 黒褐色 ン,レ ト
疋黄褐色シル トプロック・焼土粒子

きむ。戌化物粒子少量含む。

カ 10Y略 /3 暗褐色 シ,レ ト
ぶい黄褐色シル トプロック含む。

化物粒子少量含む。

層位 土 色 土 性 備 考

ヨ 7 5YR3/2 黒褐色 占土質シル ト
鷺褐色～灰黄褐色シル トプロック含む。

見化物粒子・焼土粒子微量に含む。

タ 10YR3/2 黒褐色 古土質シル ト
庭黄褐色シルトプロック含む。炭化物

立子少量、焼土粒子微量に含む。

レ 10YR2/3 黒褐色 シアレト
静島色シルトプロック・炭化物粒子少量、

え土粒子微量に含む。

第 10図 調査区壁面上層断面図 (4)
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南壁 (2)

Mc
ｎ

ｃ①
ｂ①
ＳＳＤMb

，ЮＳ
③

確
　
ＳＳ

層位 土  色 土 性 備 考

25Y3/1 黒褐色土 シアレト 自色粒子・ 炭化物粒子微量に含む。

ツ 5Y2/2 オリーブ黒色 ン,レ ト 炭化物粒子微量含む。

ネ 25Y4/1 黄灰色 ン,レ ト
にぶい黄褐色砂質シルトプロック含む。

炭化物粒子少量含む。

ナ [OYR2/1 黒色 シ,レ ト 灰黄褐色シル トブロック含む。

第 11図 調査区壁面上層断面図 (5)
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第 12図 調査区壁面土層断面図 (6)
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東壁 。西壁 (1)

1年次東壁
BO澱

1年次西壁

第13図 調査区壁面土層断面図 (7)
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4年次西壁

5年次西壁

86m型4

5年次東壁

揃

第 14図 調査区壁面上層断面図 (8)
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層位 土 色 土 性 備 考

25Y3/1 黒褐色 砂質シル ト 炭化物粒子・ 自色粒子微量に含む。

ム 「5YR2/1 黒色 シルト 炭化物粒子微量に含む。

ウ 25Y3/2 黒褐色 砂質シル ト にぶい黄褐色砂質シル トプロック含む。



第 2節 Ⅱa層検出の遺構と遺物
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第 15図  Ha層全体図
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第 2節  Ha層検出の遺構と遺物

l Ha層の概要
Ⅱa層は表土あるいは、盛土層直下に堆積 し、D oE7グ リッド以西で遺構検出面として確認された基本層である。

しかしそれ以東では、調査区壁面から断片的に確認されるだけで、遺構確認面として捉えることは出来なかった。

ここでは、D・ E7グリッド以西で平面確認出来た遺構、および査区壁面や下層の遺構との重複状況から、コa層

上面から掘 り込まれたと考えられる遺構を記載する。遺構数は、溝跡 7条、井戸跡 3基、土坑 21基、流路跡 1条、

性格不明遺構 2基、ピット7基である。また本層検出の SX13性格不明遺構は、SR2よ り新しく、堆積土中に近

代のゴミを含んでいたため、撹乱とした。

2 Ha層 検出の遺構 と遺物

1)溝跡

SDl溝跡 第 16～ 19図 図版 7・ 8・ 83

【位置・重複】H12～ 15、 113～ 15、 」15グ リッドに位置する。SE3、 SD4・ 17、 SK38、 SXl、 PT29と 重複し、

SD4よ り新しく、他より古い。【方向。規模】H12～ 15、 113～ 15グ リッドでは東西方向、H～ 」15グ リッドで

は南北方向と、ほぼ直角に屈曲するL字状の清である。主軸方向は東西溝で N-87° ―E、 南北溝で N2° ―Wで

ある。検出長は東西溝で 32.lm、 南北溝で 15,Omで ある。幅は、東西溝で 355～ 49mで、東から西にかけて

幅が広くなり、南北溝では 24～ 3.6mで、南から北にかけて幅が広くなっている。【深さ。断面形】深さは東西

溝では 1.5～ 1.6mで、東から西にかけて緩やかに傾斜し、南北溝では 1.3～ 14mで、南から北方向にかけて緩

やかに傾斜している。断面形はV字形または、逆台形である。東西溝では、南岸側から北岸側へ流路の掘り替

えが行われ、H。 113グ リッドの東側から、H・ 114グ リッドの西側付近では、溝の最深部が並行して掘り込まれ

る。【堆積土】9層から、26層 に分けられ、レンズ状に堆積している。流路の掘り替えを行っている状況は、土

層断面からも確認されている。【遺物】主に堆積土中から非ロクロ土師器片 4083点 、ロクロ土師器片 84点、須

恵器片 400点、陶磁器片 43点、鉄製品 4点、石器・石製品類 13点、石製模造品 4点、銭貨 2点、瓦片 4点が

出土している。そのうち 16点 を第 17～ 19図 に図示した。第 17図 ■(D-006)は 土師器の邪で、底面および体

部下端を回転ヘラケズリ、内面は黒色処理が施されている。2(E007)は 須恵器邪の体部から底部片で、底面は回

転糸切りの後無調整、内面には火ダスキが残る。31E008)は 須恵器蓋の摘み部分である。第 18図 lα 008)は 土

師質土器の小皿で、底面は静止糸切りの後無調整である。2α-039)は 土師質土器の大皿で、口縁部から体部にか

けて煤の付着が認められる事から、灯明皿として利用されていたと考えられる。3α 006)は陶器悟鉢の口縁部片、

4α 050)は陶器甕の体部から底部片で、見込み部分は使用による磨滅している。5α-051)|ま 陶器甕の回縁から体

部上半片で、回唇部は摘み出され外反する。6(P064)は 須恵器片の転用品で、割れ国の一部を研磨 した痕跡が

認められる。7(K044)は 打製石器のスクレイパーである。第 19図 1(K038)は砥石で、四面とも使用されている。

2・ 31N013・ 016)は銭貨 (北宋銭 )で、2が「祥符元費」3が 「熙寧元費」である。4～ 6(Ke 001・ 002・ 028)

石製模造品で、4は未製品、5は二孔の鏡、6は勾玉である。

SD4清跡 第 16・ 20図  図版 84

【位置・重複】H・ 115。 16グ リッドに位置する。SE3、 SDlと重複し本遺構が古い。【方向・規模】東西方向の溝で、

主軸方向は N-73°  Eで ある。検出長は 6.4m、 幅は西端で 2.35m、 東側は削平され 15mと なっている。【深さ。

断面形】深さは遺存状態の良い西側で 80cm、 東側では 50cmで ある。断面形は、西側の北岸には犬走 り状の段

を有するが、概ね逆台形である。【堆積土】 13層 に分けられ、レンズ状に堆積 している。【遺物】主に堆積土中

から非ロクロ土師器片 360点、須恵器片 17点、陶器片 1点が出上している。そのうち 2点を第 20図 に図示した。

何れも須恵器で、llE011)は長頸壷の体部下端から底部片である。2(E-013)は 甕の体部片で、外面は並行叩きが

施されている。
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位 置 土 色 土 性 備  考

ＳＤ‐
燃
酬

1 5Y4/3オ リーブ褐色 /,レ ト 天黄褐色シルトプロック多量に含む。

10YR 5/3に ぶい黄掲色 ケ質ンルト こぶい黄褐色土シルトブロック含む。

10YR 4/2灰 黄褐色 /ル ト
暗灰色シルトフロック・炭化物粒子微量に

多む。

4 10YR 4/3灰 黄褐色 砂 こぶい黄褐色砂粒多量、炭化材少量含む

5 10YR 3/4暗 褐色 砂
売化物粒子少量含む。4層 の砂粒より粒

10YR 3/4暗 褐色 /,レ ト
ヨ調の異なるシルトブロックが互層をな

す。炭化物粒子微量に含む。

25Y3/3暗オリーブ色 少質シルト
ヨ調の異なるシルトブロックが互層をな

芽。炭化材微量に含む。

」5Y4/2暗灰黄色 古土 沙粒含む。

J5Y3/3購オリーブ穆t 砂 発化物粒子微景に含む
^

10YR 4/2灰 黄褐色 古土質シルト え化物粒子微量に含む。

11 10YR 4/4暗 褐色 /,レ ト 瞥灰色シルトブロック少量含む。

12 ど5Y4/3オ リーブ褐色 フアレト
え黄褐色ンルトブロック少量、炭化材微握

こ含む。

10YR 4/4黒 褐色 /,レ ト
1/N量の暗灰色シルト粒子が下層に薄く雄

貰する。

10YR 4/4黒 褐色 ンアレト 暗灰色シルト粒子微量に含む。

10YR 3/2黒 褐色 七土質シアレト
暗灰色シルト粒子多量、暗灰色シルトブ
ロック・灰黄色シルト粒子少量含む。

10YR 3/3暗 褐色 少質シルト
黄灰色シルトプロック少量、炭化物粒子

微量に含む。

10YR 4/1褐 灰色 七土

10YR 5/2灰 養褐色 と土 こぶい黄橙色絡上質シルトブロック含むI

OVR 5/2灰 苦協缶 lJ/N管シ,レ ト 争体の鍵なる砂対 が 盲膚矛 /kすハ

OVR S/2灰 苦褐 ●I 常十 こぶい喬精色シルトプロック含むハ

25Y3/2黒褐色 ク,レ ト
曽灰色シルトブロック多量、砂粒・炭化物

笠子少量含む。

OYR 5/3に ぶい言褐色 砂 笠径の異なる砂維が互層をなす.

5Y4/1黄 灰色 ン,レ ト
天黄色シルトプロック少量、炭化物粒子

5V3/2黒 想 缶 七十 暗庚苦色 V1/1管シル トプロック少爵含 む .

4/2暗灰黄色 砂

OYR 6/3に ぶい黄橙色 省土質シルト
こぶい黄橙色粘土質シルトフロック含むて

倍性有り。

ＳＤ‐
∝
剛

I OYR 2/2黒 褐色 告土質ンル ト
黄褐色シル トブロック含む。炭化物粒

子・焼土粒子微量に含む。

OYR 2/2黒 掲色 七土質ンル ト黄褐色シル トブロック少員含む。

2 OYR 4/2灰 黄褐色 省土質シル ト 天黄褐色シル ト多量に含む。

3 OYR 5/3に ぶい黄褐色 シ,レ ト こぶい黄褐色シル ト密に含む。

4 OYR 3/2黒 褐色 七土質シル ト
黄褐色シル トプロック少量、焼土粒子

微量に含む。

5 OYR 5/2灰 黄褐色 ひ質シルト 天黄褐色砂～シル ト密に含む。

6 !5Y4/2暗灰黄色 少質シル ト

,5Y4/2暗灰黄色 告土質シル ト

5Y4/2暗 灰黄色 少質シル ト
売白砂～シル トブロック少量、炭化物

笠子微量に含む。

5Y3/2黒 褐色 告土質シル ト
灰自ンル トプロック含む。炭化物粒子

少量含む。

8 5Y3/3暗オリーブ褐色 少質ンル ト 夷化物粒子微量に含む。

9 5Y 4/3貢褐 色 簑褐色砂プロック多量に含む。

位置 野● 土  色 土 性 備  考

ＳＤ‐
ぱ

1 10YR 3/3黒 褐色 シアレト
黄褐色シル トプロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

2 ЮYR 3/4暗褐色 シル ト
黄褐色シル トブロック含む。炭化物粒

子微量に含む。

3 10YR 4/6褐 色 シルト
黒褐色シル トブロック多量、炭化物粒

子微量に含む。

10YR 4/3に ぶい黄褐色 ンルト
黒褐色シル トプロック含む。炭化物粒

子微量に含む。

5 B5Y 3/2黒 褐色 簡土質シル「

6 10YR 2/2黒 褐色 え化物粒子微量に含む。

」5Y 3/2黒褐色 シ,レ ト
灰黄褐色シル トブロック少量、炭化物

粒子微量に含む。

8 3/1暗オリー功 駆 シル ト
灰黄褐色シル トプロック含む。炭化物

粒子微量に含む。

9 3/1黒褐色 シル ト
暗灰色シル ト多量、炭化物粒子微量に

含む。

10 3/3暗オリーフ褐g シル ト 氏褐色 ンル トフロ ック含 む。

11 B5Y 3/2暗 灰黄色 ンタレト
灰色シル トプロック多量、炭化物粒子

微量に含む。

B5Y 4/1黄灰色 砂 灰自～黄灰色砂多量に含む。

!5Y 5/2暗 灰 貢色 沙質 ンフレト 火日色砂 フ ロ ツク奮 6・。

:5Y 5/1貢 灰 色 簡土質 ングレ「

15 :5Y 4/2暗灰黄色 粘 土 灰白色砂ブロック含む。

SDl
ptl,2

I 10YR 4/3に ぶい黄褐色 砂質シルト
黄褐色砂質シル トブロック少量、白色

粒子微量に含む。

遺構 土  色 土 性 備  考

1 10YR 4/3に ぶい黄褐色 ン,レ ト
黄灰色～灰色シル トブロック含む。

白色粒子微量に含む。

2 :5Y 4/4黄 褐色 シ,レ ト
黄褐色～灰色シル トブロックタ量に含

む 。

3 5Y 4/2暗灰黄色 シ,レ ト
黄灰色～灰色シル トブロック含む。自

色粒子微量に含む。

4 5Y 5/3貢褐色 シ,レ ト
灰色シル トブロック含む。白色粒子微

量に含む。

5 5Y 5/3黄褐色 シ,レ ト
灰色～灰白色シル トブロック粒子少電

含む。

」5Y 3/2黒褐色 砂質シル ト
灰黄色シル トブロック含む。白色粒子

微量に含む。

5Y 5/1黄灰色 シァレト
黄灰色シル トブロック少量、自色粒子

微量に含む。

8 5YR 2/2黒褐色 砂質シル ト
明黄褐色シル トブロック少量、自色粒

子微量に含む。

5Y 3/1黒褐色 シアレト
黄褐色～黒褐色シル トプロック多邑、

炭化物粒子微量に含む。

3/2灰黄褐色 砂質シル ト
黄褐色シル トプロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

10YR 3/2黄 褐色 毬土質ンル ト黄褐色シル トプロック少量含む。

12 10YR 4/3に ぶい黄褐色 砂

13 10YR 4/2灰黄褐色 ンルト

1(D-006) 袈
籍

2(E-007)

0                     10cm

(S‐ 1/3)

遺構 層位 種別・器種 ヨ径(ctt X底 径lalll× 器高em 外面 底両 内面 写真図版 登録番号

堆積土 と師器・不 (168〉 X〈90〉 ×46 クロナデ・ 回転ヘラケズリ ヨ転ヘラケズリ クロナデ・ヘラミガキ・黒側 図版 831

七積土 重京器・郷 〈62〉 コクロナデ ]転糸切 り ユクロナデ 当版 832 3007

SDl 進積■ コクロナデ ユクロナデ 図版 833 }008

第 17図 SDl溝跡 出上遺物 (1)
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遺構 層位 種別・器種 口径 lanl× 底径 lQnl× 器高 に司 外面 底面 内面 備 考 写真図版 登録番号

1 堆積土 土師質土器 。小皿 (86)X(62)X(15) ロクロナデ 回転糸切 り 口如 ナデ 笙地 目版 834 008

2 堆積土 土師質土器・ 大皿 く119〉 ×67× 35 ヨヨナデ・指押さえ ナ デ ヨコチデ 生地 14c～ 15c 目版 83-5

3 堆積土 旬器・播鉢 (220〉 X― X〈 51〉 ロクロナデ ロクロナデ・揺目
=滑

14c後～ 15c 電η貶83-6

4 堆積土 旬器・甕 ―×122X〈 70〉 ロクロナデ ロクロナデ 幸滑 14c 転用品 目版 83-7 1050

5 lL績土 〈270〉 ×一X(175〕 ロクロナデ ロクロナデ・ヘラナデ 下明 EXII板 838 I-051

遺 構 層位 種別・種類 長さ (call× 幅 lcall× 厚さ lcml 重さω 石材・材質 備考 写真図版 登録番号

6 堆績土 と製品・砥石 97× 58X14 貢恵器片転用 ]∫板839 P‐064

7 堆積土 甑 器・スクレイノ学 35X29X15 188 圭質頁岩 召版 83‐10 K‐ 044

第 18図 SDl溝跡 出土遺物 (2)
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第 19図 SDl溝跡 出土遺物 (3)

● 1・if

21E013)

61Ke-028)

o                5cm

(S‐ 1/2)

0                     10Cm

lS‐ 1/3)

遺 槽 層位 種別・種類 長さ (cm)X幅 (cm)× 厚さ lcml 重さ ω 石材 備考 写真図版 登録番号

1 SDl 堆積土 糊 ・ 彊 認 ゴ 217× 42X39 質流萩岩 または

綬岩管群 灰岩
圏版 8311

遺構 層位 種別・種類 厚さOnal X径 Oml 孔径 (cml 重さ (D 通貨名 備考 写真図版 登録番号

2 SDl 堆積土 斜高製品・銭貨 0115× 25 06 羊符元費 剛版 8312

3 堆積土 0108× 22 06 照寧元費 ]月更83-13

遺構 層位 種別・種類 長さ 化ml× 幅 にnll× 厚さ にInl 重さ lRl 石材 備考 写真図版 登録番号

4 堆積土 ζ製品・ 程螂鯉錦 (引毬品 】 1× 30× 055 告板岩 コ1板 8314

5 堆積土 g製品・再難製品 (鏡 〕 19)× (27)× (02) 古板岩 コ用寛83-15

6 堆積土 EI製品・石期開獣讀勾玉 ) 〕55X23× 05 も板岩 召版 83-16 Ke‐ 028

遼構 層 位 口径 lclnl× 底経 lonl× 器高 lcn 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 唯績土 須恵器・ 長頸壷 ―Xく78〉 ×(57) ]転ヘカ ズリ 支左けデ 雪版 841

2 唯積土 買恵器・褒 ―X一 ×1465) ヒ行日pき オデ 瓢版 842

第 20図  SD4溝跡 出土遺物

SDll溝跡 第 21・ 23図  図版 9。 10。 84

【位置・重複】F10。 11、 GoHH。 12グ リッドに位置する。SD17、 SR2と 重複 し本遺構が古い。【方向・規模】主

軸方向は N30° 一Wである。検出長は 26.3m、 幅は 135～ 2.45mで 、北側の遺存状態が良好である。【深さ。断

面形】深さは 40～ 90cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。一部一段深 く掘 り込まれている箇所が有 り、

その部分では V字形である。【堆積土】6層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【遺物】主に堆積土中から非ロ

クロ土師器片 758点、ロクロ土師器片 47点、須恵器片 166点、陶磁器片 6点、石製品 1点、石製模造品 1点

が出土 している。そのうち 4点を第 23図 に図示 した。 1(D060)は 土師器の高台付邪で、低い高台が貼 り付けら

-25-



れ、内面は黒色処置が施されている。21E-148)は須恵器長頸壼の体部下端から底部片、高台はハの字状に開く。

31E-153)は 須恵器甕の体部下端から底部片である。411062)は 陶器片口鉢の回縁から体部片である。

SD17溝跡 第 21・ 22図

【位置・重複】Hll～ 13グ リッドに位置 し、南岸は南側の調査区外に延びる。SDl・ Hと重複し本遺構が新 しい。

【方向・規模】主軸方向は不明であるが、概ね東西方向の溝である。検出長は 13,7m、 幅は 1,14m以 上である。【深

さ・断面形】深さは 1.3m以上である。北岸は急角度で立ち上がるが、断面形は不明である。【堆積土】6層 に分

けられた。観察を行ったのが縦断面であったため、水平の堆積である。【遺物】出土 していない。

須恵器

土師器

hl」 磁器

石製品・礫

金属信 錢含む)

その他 l・P,歯・種子etcl

-

lS 1/2501

SDll
78m｀              注

73m名

78m名

7:3m4

SDll・ 17溝跡 平面図・ 断面図
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SD17

80m名

位置 層 1 土 色 土 性 備 考

ＳＤ‐‐
μ
酬

OYR2/2黒褐色 ンル ト
灰黄褐色シル トプロック少量、炭化物

対子・ 白色粒子・ 焼土紅子微量に含む

2 OYR2/2黒褐色 ンフレト
灰黄褐色シル トプロック含む、炭化物

粒子微量に含む。

3 10YR3/2黒 褐色 ンルト
灰黄褐色シル トフロック少量、焼土フ

ロック・ 炭化材微量に含む。

4 10YR2/1黒 色 ングレト
灰黄褐色シル トブロック・焼土粒子・

炭化物粒子微量に含む。

10YR4/3に ぶい黄褐色 シルト
灰貢褐色ンル トフロック多量、炭化物

粒子微量に含む。

10YR3/1黒褐色 七土質シル I

灰黄褐色シル トプロック少量、炭化材

ICIYR3/1黒褐色 と土質シルトえ化物粒子・焼土粒子微量に含む。

10YR3/3暗褐色 省土質シル ト
少粒 。灰白色シル トブロック・黒褐色

士十ブロック含むハ

10YR4/2灰黄褐色 少質シル ト

砂粒・ 灰白色シル トプロック・黒褐色

粘上プロック多量、炭化物粒子微量に

含む。

位置 土  色 土 性 備  考

Ｈ

げ

ど

ＳＤ

Ｄ
．
Ｅ
．

10 5YR3/1 黒褐色 /アレト にぶい黄褐色シルトプロック少昆含む。

5YR3/2黒褐色 夕,レト
にぶい黄褐色シルトブロック少量、炭化

物粒子微量に含む。

12 OYR 4/3暗 褐色 /,レ ト
黄褐色シルトプロック少量、炭化物粒子・

焼土粒子微量に含む。

13 OYR 4/3に ぶい黄褐色 七土質シルト 黄褐色粘土質ンルトブロック多量に含む。

14 OYR 3/2黒 褐色 /,レ ト
暗灰色シルトプロック含む。炭1ヒ物粒子

15 OYR 3/4暗 褐色 にぶい黄褐色シルトブロック含む。

遺構 雪色 土 色 土 性 備  考

1 OYR 4/2灰 黄褐色 ン,レ ト

2 OYR 4/2に ぶい黄褐色 タアレト

3 OYR 5/2灰 黄褐色 砂 砂粒～イヽ礫をブロック状に多量に含む。

4 OYR 4/1 褐灰色 告土質シルト

5 OYR 4/2灰 黄褐色 告土質シルト

6 iYR 3/2オリーブ黒色 告土

第 22図  SD17溝跡 断面図

(S‐ 1/3)

遺構 層位 種別・器種 回径 lml× 底径 lQnlx器高 lcm 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 堆積土 卸 冊 高創梯 〈77〉 ×(48) コクロナデ ロクロナデ・ヘラミガキ 雪チ板843

2 堆積土 買恵器・長頸壷 ―×82X(48) コクロナデ ξヘラケズリ コクロナデ 雪版 844

3 堆積土 (3a ラヽケズリ・ヘラナデ ラケズリ 、ラナデ ]版 845 153

唯積■ 290× 一×(109) コクロナデ コクロナデ 常滑 14c 目llE 84-6

第 23図  SDll溝跡出土遺物

SD38溝跡 第 24～ 26図 図版 10・ 84

【位置・重複】C3～ 6、 D5・ 6グ リッドに位置する。SKl10、 SX70と重複し本遺構が古い。【方向・規模】東西方

向の溝で、主軸方向はN80° ―Wで ある。検出長は 39.6m、 幅は 236～ 316mである。【深さ・断面形】深さ

は 72～ 110cmで 、東から西にかけて緩やかに傾斜している。断面形はV字形または、逆台形である。C3・ 4

グリッド付近では、流路を北側に掘り替えている。【堆積土】13層 に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺

1(D-0601 3に 153)
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物】主に 3～ 5層および、9層 から非ロクロ土師器片 287点、ロクロ土師器片 46点、須恵器片 54点、陶磁器

片 21点、石製品 3点、石製模造品 1点、鉄製品 1点、銭貨 1点が出土 している。そのうち 7点を第 26図 に図

示 した。 1(1181)は陶器のおろし皿である。2(I-180)は 陶器の鉢で、見込み部分は使用による磨滅が顕著である。

3(1123)は 陶器片口鉢の国縁から体部片で、外面の国唇部直下にヘラミガキが施されている。4・ 5(1122・ 171)

は陶器甕の口縁から体部上半片で、国縁部は強 く外反 して開き、口唇部は上方に摘まみ出され、内面には当て

具痕が残る。4は、SK169出 土遺物 と遺構間接合 している。6(N-114)は 銭貨 (北宋銭 )の 「天聖元費」である。

71Ke 155)は 単孔の鏡形石製模造品である。

SD66'毒跡  第 24・ 25・ 27図   図版 11 ・84・ 85

【位置・重複】B2～ 4、 C2～ 5グ リッドに位置する。【方向・規模】東西方向の清で、主軸方向は N79° ―Wであ

る。検出長は 296m、 幅は 28～ 32mである。【深さ。断面形】深さは 98～ 124cm、 東から西にかけて緩やか

に傾斜 している。底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】7層 に分けられ、レンズ状に堆積している。

【遺物】主に底面付近および、岸の立ち上が り付近から非ロクロ土師器片 236点、ロクロ土師器片 68点、須恵

器片 55点、陶器片 15点、鉄製品 1点、土製品 1点、石製品 2点、瓦片 4点銭貨 2点が出土している。そのう

ち 7点を第 27図 に図示 した。1(D-583)は 土師器甕の回縁から体部片で、頸部はくの字状に屈曲し、国縁部は外

反 して開く、体部外面は縦方向、内面は横方向のハケメが施されている。2(D500)は ロクロ土師器の野で、底

面は回転糸切 りの後無調整、内面は黒色処理が施されている。3こ 197)は 陶器播鉢の口縁部片、4(I-187)は 陶器

甕の肩部片である。5(P062)は 管状の土錘である。6'71N-115)は 銭貨で、複数枚が張 り付き、布が付着 した状

態で出土している。錆びにより文字の判読は不能である。

土師器

陶磁器

石製品・礫

金属(古銭含む)

土製品

その他

第26図 9α 123∫
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SD66遺物出土状況
②    ③ ④       ⑤    ⑥    ⑦

岡 田回圏隆瑞導m

第 24図 SD38・ 66溝跡 平画図

SD38遺物出土状況
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齢 上 色 土 性 備 考

D38

1 15Y4/2培 購 色 沙
鑢 砂質シルトブロッタ少量、炭化
テ|― 解イア助締子●rRat新子籍犠産4Jt_

2 10■ 4/1 黄朧 撹監シル ト

こふ C勲 鰤 学 」 瑚 曝 篭 瑯 強 ン ル トン

ユッタ多畳、砂魁會む、自色粒強
こ各議去

3 :うY4/3 オサ‐ブ終隆 噸 シアレト 費識医即
プリクetF6卿ヒ鞭

4 OYR 4/2 灰煮hel 沙
靴 材●卿 B物粒機 に欝 、

5 OYR4/2麟 抄

紳 シルトプロック含むこ褐灰色シ
ントプロック少量(炭化物粒子微遺に

ε CIYR 3/2 黒掘色 ′� ト

7 k5Y4/2 賠灰黄色 ひ婆ぶンタント ミ縁色シルトプロジタを少畳含むむ

たOr 3/1暴褐e 牡

音尻糞色砂質シルトプ●ック颯 ―炭
ヒ物粒子彼景に含む。部分的に尿自色
と土を少登書むぉ

X5Y4/2 暗″疋要M≧ 砂 母灰色砂質シル トプロウク多量に絶

15Y5/2 暗反粛色 紗 機 シルトプロック少量含む。

rゞ 4/ュ 雛 色 ′斡 ト 絨 資魯砂軍ブロツタ1少選、療化物激
識 量に合むぉ

tlYR 3/31 睡 ジ:ルト 翠期露再興歎 褥隆ンルト7rlッ ク含む

CIYR2/1 黒色 せ士 懲続 子を置に書と^

tlYR 3/2騨韓 省土資シル|

騨 魯粘土プ百ック ,灰自魯粘土質シ
レトプ●ツク少量含む。

遺構 土 色 土 性 備 考

SD66

1 10YR 4/4 絶 砂
篤疲色ンルトプロッタ少量 1白色粒〒
・滅化物粒子微量に含む。

2 OYR 4/3 1こぶい黄褐t ″質シルト 需音守,怒色謂 鍮

OYに 4/2 鱒 夢質シル ト
顕 色ンルト粒子合むj自色粒子■炭
rpHf率制麟に書森

4 O強 4′1 喬魔色 頻 シルト
死色シル ト粒子多餓にEtFo ttf監 靱粒

鞍 量に含む。

5 SF 4/2暗 灰費色 ″ルト 勒 貿シル ト粒子少量含む。

る 15Y4れ 黄康色 彗鎮 シ
'ン

トE部 黄偶ttaツ・� .卜粒子が層ポに

毘入する。

7 CIYR 4ん 掲反色 會土質シル I 錨 騨 婿 孝窪露
ツタ・

第25国 SD38・
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0                     10cm

lS‐ 1/3)

411-122・I-133)

幹
6Qゞ 114)

7低e-155)

-

511-171)

0                   10cm

lS‐ 1/4)

0                      5cm

lS‐ 1/2)

No 遺構 層位 種別・器種 口径 lcnll X底 径 lcnll× 器高 lcH 外面 底面 内面 備 考 写真図版 登録番号

1 SD38 堆積土 旬器 。おろし皿 く64〉 X(25) ヨクロナデ F岳鼠
′ア・おうしH

圏版 847
2 SD38 堆積土 電器・ 鉢 く172〉 × (112〉 ×58 コクロナデ ヘラナデ ロクロナデ 雪∫板848
3 Ite土 衛器・片口鉢 ―X― ×01) コクロナデ ヘラミガ■ ロクロナデ ヨ∫板849
4 堆積土 脅器・ 甕 く418〉 X― ×(132) コクロナデ・施釉 ロクロナデ・指押さえ

常滑 13c～ 14c 囲門更84-10 -122・ 133

5 堆積土 旬器・ 甕 く400〉 X― ×(187) 旧き・ロクロナデ 当て具痕・ヘラナテ
書滑 14c 雪版 84-11

遺橋 層 位 種別・ 種類 厚きにml× 径にml 孔径にnll 重き lgl 通貨名 備考 写真図版 登録番号

SD38 堆積土 9134× 24 06 天聖元賓 目版 84■ 2

遺構 層位 種別・ 種類 長さ lcall× 幅 lcml× 厚さ にml 重さ ltl 石材 備 考 写真図版 登録番号

7 lL積土 室既許 を製爛観嵩(鏡 ) 35X36× 04 階板岩 雪サ板84■ 3

第 26図 SD38溝跡 出土遺物
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遺構 層位 口径 ellll× 底径 lmlX器高 lcml 外面 底面 内面 備 考 写真図版 登録番号

1 SD66 唯積土 土師器・甕 〈141〉 ×〈58〉 ×(481 ロクロナデ・ハケメ コクロナデ・ハケメ 雪版 8414

2 SD66 堆積土 上師器・野 350〉 ×一X(72) ロクロナデ 回転糸切 り 圏版 8415 D‐500

3 SD66 堆積土 暁しめ陶器・播鉢 ロクロナデ ヨクロナデ・橘目 呼波 15c後～ 16c EXJ版 85■

4 SD66 堆積土 たしめ陶器・甕 256〉 X― X(117) ロクロナデ コクロナデ 音滑 14c 図版 852

遺構 層位 種別・種類 厚さ にIYll X径 にnll 孔径 他Inl 重さ ltl 備考 写真図版 登録番号

5 SD66 堆積土 土製品・土錘 (55)X155 035 菫版 853

遺欄 層位 種別・種類 厚さにm)x径 にm)孔径にml 重き 他) 通貨名 備考 写真図版 登録番号

6 堆積土 金属製品・銭貨 ―×く26〉 ×〈055〉 不 明 敗張り付き輸縣鮒着 図版 854

SD66 堆積土 金属製品・ 銭貨 (21〉 不 明 敗張り付き・綿 鍋謄 コ版 85‐ 4 155J

第 27図 SD66溝跡出土遺物

SD135溝跡 第 28図

【位置。重複】A・ Blグ リッドに位置し、西岸は西側の調査区に延びる。【方向・規模】南北方向の溝で、東岸を

基準とすると、主軸方向は N5°  Eである。検出長は 4,78m、 幅は 2.09m以 上である。【深さ。断面形】深さ

は 66cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形と考えられる。【堆積土】11層に分けられ、レンズ状に堆積する。第

4・ 9層では、粒径の異なる砂が細かな互層をなす。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 8点、陶器片 1点、

瓦片 1点が出土している。

つ
∪



661n名

(S‐ 1/60)

第 28図 SD135溝跡 平面図・断面図

2)丼戸跡

SEl井戸跡 第 29図  図版 12

【位置。重複】GH。 12グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は南北 1lm、 東西 12mである。【深

さ・断面形】底面は検出していない。検出面から約 lm掘削した段階で、lmの ピンポールを下方に突き刺 したが、

硬い面には至らなかった。断面形は逆台形である。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積する。【遺物】堆

積土中から非ロクロ土師器片 44点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 11点、陶器片 3点が出土 している。

SE2井戸跡 第 29図  図版 12

【位置。重複】G12グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は南北、東西ともに 155mで ある。【深

さ。断面形】底面は検出していない。検出面から約 lm掘削した段階で、lmの ピンポールを下方に突き刺 したが、

硬い面には至らなかった。断面形は逆台形である。【堆積土】5層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【遺物】堆

積土中からロクロ土師器片 24点、須恵器片 13点が出土 している。

SE3井戸跡 第 29。 30図  図版 12・ 85

【位置。重複】H・ 115グ リッドに位置する。SDl・ 4と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は円形で、

規模は東西 4.26m、 南北 42mである。【深さ。断面形】底面は確認 していない。21m掘 り下げた段階で、lmの

ピンポールを下方に突き刺 したが、硬い面には至らなかった。掘 り込みの上半部分は播鉢状、下半は筒状で、全

体の断面形は漏斗形である。【堆積土】 19層 に分けられた。外側に堆積する 15～ 19層 は、一回り小さい掘 り

込みによって切られ、その内側に 1～ 14層 がレンズ状に堆積する。このことからこの井戸跡は掘 り直されたか、

5～ 19層が掘 り方になると考えられる。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 241点、ロクロ土師器片 7点、

須恵器片 20点、陶磁器片 7点、銭貨 1点が出土 している。そのうち 4点を第 30図 に図示 した。 1(E531)は 須

恵器邪の回縁から体部片、2(E-023)は 須恵器甕の口縁部片で、櫛描波状文が施されている。3(I-014)は 土師質土

器の小皿片で、底部は回転糸切 りの後無調整である。4(N010)は 銭貨 (北宋銭 )の 「元豊通費」である。

遺構 土  色 土  性 備  考

D135

OYR 6/1 褐灰色 ン,レ ト 浅黄色シル トブロック微量に含む。

2 OYR 6/1 褐灰色 少質シル ト
褐灰色シル トブロック・炭化物粒子微

量に含む。

3 OYR 4/1 褐灰色 ン,レ ト 浅黄色ンル トブロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

4 10YR 5/1 褐灰色 1/N

円礫含 む。粒径の異なる砂が細かな互

層をなす。

遺構 土 色 土 性 備  考

5 OYR4/1 少質シル ト 浅黄色シル トブロック徹量含む。

6 N  3/ 暗灰色 ンルト 鉄分付着砂粒少量含む。

7 ,G 2/1 緑黒色 /,レ ト 砂粒を少量含む。

8 OYR4/1 褐灰色 ンアレト 緑灰色シル トブロック微量含む。

9 N  6/ 灰色 徹径の異なる砂が細かな互層をなす。

OYR4/1 褐灰色 つレト 炭化物粒子少鼠含む。

OYR4/2灰黄褐色 砂粒を微量に含む。
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第 29図 SEl～ 3井戸跡 平面図・断面図

苗241l V V
一
、

ヽ

ｒ
ヰ
ド

一
、
ヽ

ヽ、
＼

遺構 雪疱 土 色 土 性 備  考

I 10YR4/2灰黄褐色 ン,レ ト
死黄褐色シル トプロック多量、炭化材

牧量に含む。

B5Y3/1黒 褐色 ン,レ ト
え白色粘土質シルトプロック少量、炭

ヒ材微量に含む。

3 10YR3/1黒褐色 省土質シル 吏黄褐色シル トプロック少量含む。

遺構 雪fi 土 色 土  性 備  考

1 10YR3/2黒褐色 ンタレト
炭化物粒子微量、灰黄褐色シル トプロ

ック含む。

2 10YR4/2灰黄褐色 シアレト 疋黄褐色シル トプロック多量に含む。

3 」5Y3/1黒褐色 ン,レ ト
灰黄褐色シル トプロック少量、炭化物

粒子微量、暗灰色粘土質シル トプロッ

ク含む。

4 25Y4/2灰黄褐色 粘土 少粒含む。

5 ど5Y3/2黒褐色 粘土 死黄色粘土質シル トプロック少量含む。

0                     2m

位置 土  色 土 性 備  考

SE3

1 OYR4/2灰黄褐色 シルト ひ粒少量含む。

2 OYR3/2黒褐色 シァレト 少粒少量含む。

3 OYR4/2灰黄褐色 ひ質シルト 死化物粒子少量含む。

4 オ5Y3/2黒 褐色 少質シル ト

5 CIYR3/2黒 褐色 少質シルト 少粒多量、炭化物粒子少量含む。

OYR3/2黒褐色 シアレト 少粒少量含む。

CIYR4/1褐 色 省土質シル ト 沙粒・炭化物粒子・円礫少量含む。

8 OYR2/1黒色 省土質シル ト 免化物粒子密、砂粒少量含む。

OYR 4/1褐 灰色 省土質シル ト 沙粒・炭化物粒子少量含む。

2/2オ リープ黒色 告土質シル ト 捷化物粒子少量含む。

11 5Y 3/2オ リーブ黒色 省土質シル ト

12 4/3オ リープ褐色 告土質シル I 死化物粒子微量に含む。

15Y3/2黒褐色 ン,レ ト 沙粒プロック状に含む。

:5Y4/2暗灰黄色 七土

田
肋

15 OYR5/2灰黄褐色 シ,レ ト 沙粒少量含む。

OYR3/2 黒褐色 シアレト 沙粒少量、炭化物粒子微量に含む。

17 OYR4/1褐灰色 沙質シル ト 沙粒多量、炭化物粒子少量含む。

OYR5/1褐灰色 沙質ンル ト

OYR4/1褐 灰色 沙質シル ト 沙粒多量に含む。
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遺構 層位 種別・器種 回径 lQnl x底 径にllll X器高 loll 外面 底 面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 堆積土 須恵器・郷 ロクロナデ ロクロナデ 図版 855
SE03 准積土 須恵器・ 甕 ―×―×(415) ロクロナデ 節描波状文 雪版 856

3 SE03 唯積土 土師質土器・小皿 〈75〉 ×〈56〉 ×17 ロクロナデ 可転糸切 り ロクロナデ 在地 図版 857

遺構 層位 種別・種類 厚さ にInl× 径 (clnl 孔径 にm】 重さo 通貨名 備考 写真図版 登録番号

4 SE03 堆積土 )101× 24 07 花豊通費 EXJ版 85-8

第 30図  SE3井戸跡 出土遺物

3)土坑

SK8土坑 第 31図

【位置・重複】」16グ リッドに位置し、南側の調査区外に延びる。【平面形・規模】平面形は長方形と考えられ、長

軸方向は N4° ―Wである。規模は、長軸 0,99m以上、短軸 098mである。【深さ。断面形】深さは 75cmである。

底面中央が一段深く掘り込まれ、断面形は逆凸字形と考えられる。【堆積土】3層 に分けられ、ほぼ水平に堆積する。

1層 中には、焼土粒子が混入する。【遺物】主に2層 中から非ロクロ土師器片 H9点、須恵器片 5点が出土している。

SK38土坑 第 31図

【位置。重複】114グ リッドに位置する。SDlと 重複し本遺構が新しい。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N-61° ―Wである。規模は、長軸 0.86m、 短軸 0,77mである。【深さ・断面形】深さは 1lcm、 底面は平坦で、

断面形は皿状である。【堆積土】灰黄褐色シルトの単層で、炭化物が混入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土

師器片が 1点出土している。

SK109■坑  第 31図

【位置。重複】D6グ リッドに位置する。SKH 3と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N40°  Eで ある。規模は、長軸 1.52m、 短軸 1.19mで ある。【深さ。断面形】深さは 14cmで、底面は

丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。1層 中には、多量の炭化

物が混入する。【遺物】主に 1層 から非ロクロ土師器片 5点、須恵器片 1点、馬歯 2点が出土している。

SKl10土坑 第 31図

【位置・重複】D6グ リッドに位置する。SD38と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N41° ―Wである。規模は、長軸 099m、 短軸 073mで ある。【深さ。断面形】深さは 13cmで、底面は

丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。全ての層に炭化物が混入

し、1層 中には焼土粒子の混入も認められる。【遺物】主に 1層 から非ロクロ土師器片 2点、ロクロ土師器片 3点、

馬歯 10点が出土している。

SKlll土坑 第 31図  図版 13

【位置・重複】D5グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-32° ―Wである。規模は、
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長軸 0,78m、 短軸 0.65mである。【深さ・断面形】深さは 26cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

灰黄褐色砂質シル トを主体とし、2層に分けられレンズ状に堆積する。【遺物】堆積土中から磨石片が 1点出土

している。

SKl12上 坑 第 31図

【位置。重複】D5グリッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N78° ―Wである。規模は、

長軸 08m、 短軸 063mで ある。【深さ・断面形】深さは 14cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆

積土】灰黄褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SKl13土 坑 第 31図

【位置 。規模】D6グ リッドに位置する。SK109と 重複し本遺構が古い。【平面形 。規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-15° ―Eである。規模は、長軸 055m、 短軸 045mで ある。【深さ 。断面形】深さは 30cm、 底面は

丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】灰黄褐色砂質シル トを主体とし、2層に分けられ、レンズ状に

堆積する。【出土遺物】出土していない。

SKl14土坑 第 31図

【位置・規模】D5グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は、南北 0.62m、 東西 0.65mで

ある。【深さ。断面形】深さは 17cm、 底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】暗褐色シルトの単層で、

灰黄褐色砂質シルトブロックと、黒褐色シルトブロックを含む。【出土遺物】出土していない。

SKl15土 坑 第 31図

【位置 。重複】D5グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形で、東西方向に長く、長軸方向は

N33° ―Wである。規模は、長軸 085m、 短軸 055mで ある。【深さ 。断面形】深さは 28cmで、南側が一段深

く掘り込まれているが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】3層に分けられ、北側からの堆積である。【出土

遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 6点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 1点が出土している。

SKl16土 坑 第 31図

【位置 。重複】D5。 6グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-51° ―Wである。

規模は、長軸 0.55m、 短軸 0.45mである。【深さ 。断面形】深さは 28cmで、底面は丸みを帯び、断面形は半円

形である。【堆積土】灰黄褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 3点、ロ

クロ土師器片 1点が出土している。

SKl17土 坑 第 31図

【位置。重複】D6グリッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-70° ―Wである。規模は、

長軸 1.35m、 短軸 055mで ある。【深さ・断面形】深さは 28cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積

土】灰黄褐色砂質シルトの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 8点、ロクロ土師器片 4点、

須恵器片 2点が出土している。

SK125土 坑 第 31・ 32図  図版 13・ 85

【位置。重複】F8グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN57°  Eである。規模は、

長軸 206m、 短軸 1,73mで ある。【深さ。断面形】深さは 173cm、 壁面に 2段テラス状の段を有し、断面形は漏

斗形である。【堆積土】9層に分けられ、レンズ状に堆積している。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片

102点 、ロクロ土師器片 13点、須恵器片 11点、陶器片 1点、石製品 2点が出土している。そのうち 1点を第

32図 に図示した。 lα 127)は 陶器鉢の体部片である。
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遺構 土  色 土 性 備  考

SK8

1 10YR 2/2黒 褐色 シ,レ ト 色色粒子・焼土粒子微量に含む。

10YR 4/3に ぶい黄褐色 シルト 天黄色シル トブロック含む。

10YR 3/4暗 褐色 砂質シル ト

SK38 I 10YR 4/2灰 黄褐色 シルト
にぶい黄褐色ンルトプロック・炭化材を

含む。

ＳＫ

‐０９

1 10YR 3/2暗 褐色 少質シル ト 売化材・炭化物粒子夢量に含む。

2 10YR 3/3暗 褐色 砂質シル ト 黒褐色シル トブロック含む。

3 lllYR 3/4暗 褐色 砂質シル ト 夷化物粒子微量に含む。

ＳＫ

‐１０

10YR 3/3暗 褐色 シル ト
売化材・炭化物粒子・焼土プロック

発土粒子・ 自色粒子・骨片含む。

2 10YR 3/2黒 褐色 粘土質シル
黒褐色粘土質シル トブロック多量、白

色粒子・炭化物粒子微量に含む。

3 10報 4/3鈍 い黄褐色 ン,レ ト 白色粒子・炭化物粒子微量に含む。

ＳＫ
山

10YR 5/2灰 黄褐色 ひ質シルト 夫化物粒子微量に含む。

2 10YR 4/2灰 黄褐色 砂質シル ト 黒褐色砂質シル トプロック少量含む。

1 10YR 5/2灰黄褐色 V1/N質 シル ト 炭化物粒子微量に含む。

ＳＫ

‐‐３

1 OYR 3/4暗 褐色 少質シル ト
え黄褐色砂質シル ト主体。黒褐色シル

トプロック少量含む。

2 ∝ R4/2灰黄褐色 少質シル ト 黒褐色砂質シル トプロック少量含む。

ＳＫ

‐‐４
OYR 3/3暗 褐色 ングレト

灰黄褐色砂質シル トブロックと黒褐色

ンル トプロックを含む。

К H

1 OYR 4/2灰 黄褐色 少質シル ト 黒褐色シル トブロック少量含む。

2 OYR 3/4暗 褐色 ン,レ ト 黒褐色シル トブロック多量に含む。

3 OYR 3/4灰 黄褐色 少質シル ト 黒褐色ンル トプロック少量含む。

lKl l | OYR 4/2灰 黄褐色 沙質シル ト 炭化物粒子・焼土粒子微量に含む。

Kll 1 OYR 4/2灰 黄褐色 沙質シル ト 炭化物粒子微量に含む。

/6Cll

遺構 土  色 土  性 備  考

OYR3/3暗 褐色 ン,レ ト

疋黄褐色砂質シル トブロック・褐灰色

少質シル トプロック少量、炭化物粒子

・焼土粒子・ 白色粒子微量に含む。

2 OYR4/2灰 黄褐色 ンルト
目灰色シル トブロック多量、焼土粒子

牧量、灰黄褐色砂質ンル トブロック・

こぶい美橙色シル トプロック・炭化物

笠子含む。

3 OYR2/2黒 褐色 省土質シル ト
央化物粒子・にぶい黄橙色シルトブロ

ック少量、焼土粒子微量に含む。

4 OYR3/2黒 褐色 七上質ンル ト

炭化物粒子少量、にぶい黄橙色シル ト

ブロック・灰黄褐色砂質シル トプロッ

ク含む。

5 OYR3/1黒 褐色 告土質シル ト
掲灰色シル トブロック少量、炭化材微

量に含む。

OYR3/4暗 褐色 七土質シル ト

炭化物粒子・焼土粒子微量、砂粒・に

ぶい黄橙色シル トプロック・ 褐灰色シ

ル トプロック含む。

OYR3/1 黒褐色 少資 シル ト こぶい貢橙色砂質 シル トフ ロ ック含 む。

8 OYR5/2灰 黄褐色 砂

黒褐色粘土質シル トとにぶい黄橙色砂

が細かな互層をなし、レンズ状に堆積

する。

9 5Y4/1黄 灰色 省土質ンル ト
簡土と粘土質シル トが細かな互層をな

し、レンズ状に堆積する。

第 31図 SK8・ 38・ 109～ 117・ 125土坑平面図・断面図
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遺構 層位 種別・器種 ヨ径lcnll× 底径ellll× 器高lml 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 SK125 堆積土 町器・鉢 ―×一×(658) ラヽナデ・ 自然釉 コクロナデ 図版 859 1127

第 32図 SK125土坑 出土還物

SK169二上坑  第 33図  図版 13

【位置・重複】D6グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は、南北 118m、 東西 1,17mで ある。【深

さ・断面形】深さは 30cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。

【出土遺物】堆積土中から非ロクロ師器片 17点、ロクロ土師器片 3点、須恵器片 6点、陶器片 1点が出上している。

本遺構から出土した陶器片 1133は、SD38出 土の 1122(第 26図 4)と 遺構間接合する。

SK266土 坑 第 33図 図版 13

【位置・重複】D4グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N■ 4° ―Eである。規模は、

長軸 088m、 短軸 063mである。【深さ。断面形】深さは 20cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

灰黄褐色砂質シルトの単層。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器の細片が 1点出土している。

SK267:上坑  第 33図

【位置・重複】D5グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N54° ―Wである。規模は、

長軸 0.87m、 短軸 0.64mで ある。【深さ。断面形】深さは 14cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆

積土】黒褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 3点、ロクロ土師器片 2点

が出土している。

SK268土 坑  第 33図

【位置。重複】D4グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は南北

071m、 東西 0,75mで ある。【深さ。断面形】深さは 9cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿

状である。【堆積土】にぶい黄褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 1点

が出土している。

SK269土 坑  第 33図

【位置・重複】C・ D4グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN86° ―Eである。規模は、

長軸 046m、 短軸方向に038mで ある。【深さ。断面形】深さは 8cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆

積土】黒褐色シルトの単層で、検出面より少し高い位置から、拳大の円礫が 11点 まとまって出土している。【出

土遺物】須恵器片が 2点、それぞれ最上層と底面から出土している。

SK270■ 坑  第 33図

【位置・重複】D5グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-19° 一Wである。規模は、

長軸 0.59m、 短軸 0.45mで ある。【深さ。断面形】深さは 24cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆

積土】黒褐色シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 1点、ロクロ土師器片 1点が出

土 している。
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SK271土 坑 第 33図

【位置。重複】D4グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は南北 0.61m、 東西 056mである。【深

さ。断面形】深さは 22cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】黒褐色シル トの単層である。

【出土遺物】堆積土中からロクロ土師器片が 6点 出土 している。

SK272土 坑 第 33図

【位置・重複】D4グリッドに位置 し、南側の調査区外に延びる。【平面形・規模】隅丸方形 と推測され、北辺を基

準 とすると長軸方向は N-89° Eである。規模は長軸 1.86m以 上、短軸 1.48m以 上である。【深さ。断面形】深

さは 40cm、 底面は細かい起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】4層 に分けられ、東側からの堆

積である。【出土遺物】主に最下層の 4層から非ロクロ土師器片 16点、ロクロ土師器片 4点、須恵器片 6点が

出土 している。
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遺構 土 色 土  性 備  考

lK161

1 10YR 3/3晴 褐色 ンルト
た化物粒子・焼土粒子微量、灰黄褐色
ヤ褐灰シル トプロック・にぶい黄褐色

少質シル トブロック含む。

2 10YR 2/2黒 褐色 省土質シル ト
こぶい黄褐色砂質シル トプロック少量

子む。

1 OYR 4/2灰黄色褐色 少質シル ト 荒化物粒子微量に含む。

1 OYR 2/2黒褐色 沙質ンル ト
こぶい黄褐色砂質シル トブロック少量

子む。

1 OYR 5/3に ぶい黄色艇 沙質ンル ト

こぶい黄褐色～暗灰黄色砂質シル トブ

コック多量、砂粒含む、自色粒子微量

こ含む。

OYR 3/3黒褐色 シルト 旨褐色砂質シル トプロック含む。

1 5YR 3/2黒褐色 シルト
黒色シル トブロック・黒褐色シル トブ

コック含む。自色粒子・炭化物粒子微

きに含む。

胞 71 5YR 3/2黒褐色 シ,レ ト
景色ンル トプロック多量に含む。黒褐

ヨシル トブロック含む。白色粒子・炭

ヒ物粒子微量に含む。

0                     2m

lS‐ 1/60)

遺構 層位 上  色 土  性 備  考

1 OYR4/3に ぶい黄褐色 少質シル ト
嗜褐色粘土質シルトプロック・炭化物

笠子微量に含む。

2 OYR4/3に ぶい黄褐色 少質シル ト
瞥褐色粘土質シル トプロック少量含む。

文化物粒子微量に含む。

3 OYR4/2灰 黄褐色 少質シル ト
躙 色粘土質シル トプロック微量に含む

え化物粒子含む。

4 OYR3/3暗 褐色 七土質シル ト 莞化物粒子微量に含む。

78m｀

第 33図 SK169・ 266～ 272土坑平面図 。断面図

4)流路跡

SR2流路跡 第 34～ 36図  図版 85。 86

【位置。重複】F9～ 11、 G9～ 12、 HH。 12グ リッドに位置し、北南両側の調査区外に延びる。SDHと 重複し、

本遺構が新しい。西岸を撹乱 (十日SX13)に よって削平される。【方向・規模】主軸方向は概ね N-18° ―Wである。

検出長は271m、 最大幅は 14.8mで ある。【深さ。断面形】深さは 95cmで ある。底面には多少の起伏を有するが
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概ね平坦で、岸の立ち上が りは緩やかである。断面形は皿状である。【堆積土】堆積上の遺存 している東岸にお

いて 7層に分けられ、東側からの堆積である。【出土遺物】出土遺物の大半は、重複する遺構や、遺物包含層か

らの流れこみと考えられ、非ロクロ土師器片 2050点、ロクロ土師器片 40点、須恵器片 499点、陶磁器片 38点、

鉄製品 3点、土製品 1点、石製品 7点、石造物片 1点、石製模造品 1点、銭貨 22点、瓦片 8点が出土している。

そのうち 26点を第 35。 36図 に図示 した。第 35図 -1(D-191)は土師器の耳皿で、底面は回転ヘラ切 りの後無調整、

底部を高台状に厚 く残 し、内外面 ともに黒色処理が施されている。2α 094)は 陶器の皿、30-002)は青磁壼の底

部片、41K-082)は 板碑片で、銘文は『延□ (文 ヵ )』 である可能性が高い。5～ 181N-055、 056 ① o②、057-①

～⑦、058、 059-①～③ )、 第 36図 1～ 81N060-① ～③ )は銭貨で寛永通宝 21枚、不明 2枚である。複数枚

張 り付いた状況で出土 している。

● 土師器

日 須恵器

口 陶磁器

。 石製品・礫

▲ 金属製品

☆ 馬歯・骨片

32m名

ケタオ考″″,″多

o                            3m
|

lS‐ 1/1001

第 34図 SR2流路跡平面図・断面図

+12装

≒12札 9

崖

勿

82m名
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遼構 土  色 土  性 備  考

I OYR3/4 H音褐色 粘土質シル

ミ褐色粘土ブロック含む。白色粒子少

直、炭化物粒子微量に含む。グライ化

部分の色調は、 25Y3/3暗オリープ色。

2 OYR3/2 黒褐色 ンルト
捷化材微量、黒褐色粘土ブロック・灰

責褐色砂質シル トブロック含む。

OYR4/2 灰策褐色 砂質シル ト 猪化物粒子微量に含む。

4 OYR2/3 黒褐色 ン,レ ト
黒褐色粘土ブロック多量、灰黄褐色砂

=ンル トブロック少量含む。

遺構 土  色 土 性 備  考

SR2

5 25Y4/2 暗灰色 ン,レ ト
下層ほど粒径が粗 く砂質シル トに近い。

音褐色シル トブロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

6 10YR3/2 黒褐色 ′ルト
音灰色シル トプロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

7 10YR3/3 口音褐色 占土質シル ト
R褐色粘上ブロック少量、炭化物粒子

牧量に含む。

斡 鞠
5(N-055)

「口‐‐昧‐‐【‐‐［中ｔｒ‐‐ｔイイイヽ、十‐‐‐

〇噂∞鰻〉
10(N057 ⑨          H側 057⑨

鬱 (D
15(N-058)

‐
―

/

一一
＝＝
ｒ

録
ヽ
」
「

，
｝
ツ

奪⑬

しJ

≒_____」  41K08動

lS‐ 1/0

韓 鰺
6似-056(D)

⑬ げ
7(N-056-(剪 9(N-057《⊃)

|

0 坤 ③⑤ 鱒珍

12側 057③ )

17(N-059(D)

14(N-057‐ C功

lS‐ 1/2)161N059-C) 18(N-059-("

31J-002)

1(D-191)

∞⑬ ∞鱒
8(N-057(D)

⑬e
13m057⑨

遺構 層位 ヨ径(cn X底 経(m× 2岳高耐 外面 底 面 内面 備考 写真図版 登録番号

堆績土 土師器・耳皿 〈31〉 X(52)× (281 コクロナデ・ 黒色処理 郵津 ラヽ切り・黒硼 目版 8510 )191

2 SR2 唯積土 陶器・ l ll (128〉 / く168〉 ×(30) コクロナデ・施釉 コクロナデ・施釉 瀬戸美濃 17c後～
週1板 85H -094

3 SR2 堆積土 青磁・壷 く80〉 ×(38) コクロナデ・施釉 ∃転ヘラケズリ
ヨクロナデ・施釉 近世カ 目版 8512

遼構 層位 種別・ 種類 長さ (cllll× 幅 (cm)× 厚さ (clnl 重き ω 石材 銘文 写真図版 登録番号

4 唯積土 石造物・板碑 (109)X(655〕 ×(225) 1850) 占板岩 (稲 井石・仙台石 ) 延回は 力) 劉1板 8513 く‐082

遺構 層位 種別・種類 厚さ にInl× 径 にm)子L径 に司 重き lRl 通貨名 備考 写真図版 登録番号

5 SR2 堆積土 金属製品・銭貨 0095× 27 06 藍永通宝 青海波 図版 85 4 -ヾ055

6 堆積土 金属製品 '銭貨 0132X23 055 篭永通宝 図版 85 5 W056①

7 SR2 堆積土 金属製品・ 銭貨 011× 23 06 憲永通宝 図版 85 6 0ヾ56②

8 堆積土 金属製品・銭貨 0105X23 06 篭永通宝 図版 85 7 W-057‐①

9 堆積土 金属製品・銭貨 0094× 22 065 豊永通宝 図版 85 8 -ヾ057‐②

0 IL績土 6× 24 06 竃永通宝 劉1板 85 9 ¶057③

1 SR2 lL積土 金属製品・銭貨 05× 24 055 彰永通宝 図版 8520 0ヾ57④

2 SR2 堆積土 金属製品・銭貨 4× 245 055 篭永通宝 文 図版 8521 0ヾ57③

3 SR2 堆積土 金属製品・銭貨 9× 24 055 冦永通宝 文 図版 8522 0ヾ57⑥

4 堆積土 金属製品・銭貨 28・ 0120× 23 055 下明 2枚張 り付き 図版 8523 0ヾ57⑦

5 SR2 唯積土 金属型品・銭貨 1× 24 055 竃永通宝 文 図版 861 -ヾ058

6 堆積土 金属製品・銭貨 0094× 225 055 宅永通宝 図版 862 0ヾ59-①

7 SR2 堆積土 儀属製品・銭貨 0119× 24 055 宅永通宝 文 図版 863 0ヾ59②

8 SR2 堆積土 曽属製品・銭賃 0123X22 055 竃永通宝 図版 864 0ヾ59③

第 35図  SR2流路跡 出土遺物 (1)
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遺構 層位 種別・種類 厚さにml x径 にml 孔径的ω 重き (a 通貨名 備考 写真図版 登録番号

1 SR2 堆積土 金属製品・銭貨 0 43× 24 06 寛永通宝 電版 86‐ 5 N‐ 060(D

2 SR2 堆積土 缶属製品・銭貨 0 38× 24 06 寛永通宝 電版 86‐ 6 N‐060(D

3 堆積土 金属製品・銭貨 07X24 055 寛永通宝 電版 86-7 N-060(D

4 堆積土 金属型品・銭貨 20X245 055 寛永通宝 文 召版 86-8 N-060-④

5 SR2 堆積土 40× 24 06 寛永通宝 召周吹86-9 N-060-⑤

6 SR2 堆積土 金属製品・銭貨 0× 22 06 寛永通宝 ]1板 86■ 0 N-060-⑥

7 堆積土 金属製品・銭貨 5× 245 06 寛永通宝 文 雪版 86H W-060-⑦

8 堆積土 金属製品・鍼貨 0107× 23 06 寛永通宝 ]1板 8612 W-060-③

第 36図 SR2流路跡 出土遺物 (2)

5)性格不 明遺構

SXl性格不明遺構 第 37～ 39図  図版 14・ 86

【位置・重複】115・ 16、 J15グ リッドに位置する。SDlと 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N9°  Eである。規模は長軸 6.22m、 短軸 616mで ある。【深さ 。断面形】深さは 180cmで ある。

壁面は緩やかに立ち上がり、中程にテラス状の段を有し、断面形は概ね播鉢形である。【堆積土】10層に分けられ、

レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 195点、ロクロ土師器片 6点、須恵器片、17

点、陶磁器・土器片 10点、漆器 1点、瓦片 1点が出土している。そのうち 5点を第 39図 に図示した。1(D038)

は土師器長胴甕の口縁から体部上半片で、頸部はくの字状に屈曲し、回縁部は内湾気味に開き、口唇部は内側に

摘まみ出されている。2(E-049)は 須恵器の鉢で、底面の調整は剥離のため不明であるが、底部に線刻の痕跡が認

められる。3(I022)は 陶器鉢の体部から底部片、4(I-023)は 陶器甕の体部片である。5(L001)は 漆器の椀で、外

面に黒漆、内面に黒漆と赤漆が塗られている。

商5m札
6

■「

第 37図  SXl l性格不明遺構平面図
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llD-038)

第 38図 SXl性格不明遺構 断面図

4c-023)

第 39図  SXl性格不明遺構 出土遺物

2(E-049)

5● 0011  
す.・ 黒漆範囲

赤漆範囲

0                     10cm
|

lS‐ 1/31

遺構 目荀 土 色 土 性 備 考

SXl

1 tlYR4/3にぶい黄褐色 ′,レ ト r/N粒少量含む。

2 OYR5/3に ぶい黄褐色 /,レ ト 沙粒少量含む。

3 OYR4/2灰 黄褐色 占土質シル ト 沙粒少量含む。

4 OYR4/2灰 黄褐色 少質シル ト

5 OYR5/1褐 灰色 占土 沙粒少量含む。

遺構 土 色 土 性 備 考

lCIYR5/1褐 灰色 古土 砂粒含む。

10YR3/1黒褐色 告土

5Y3/2黒 褐色 少

10YR3/1黒褐色 古土

Ⅲ5Y3/2黒 褐色 占土 砂粒少量含む。

遺構 層位 種別・器種 日径 lmlx底径 lclnl× 器高 lcrn 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 堆積土 ロクロ土師器・甕 く168〉 ×一×(67) ロクロナデ :負写李事
・回乾ケヽメ

図版 8613 D‐038

2 堆積土 須恵器・鉢 ―×74× 165) ロクロナデ ヘラケズリ ヨクロナデ 図版 8614 E‐049

3 唯積土 ―× (126〉 ×
`671

ロクロナデ・ヘラナラ ヨクロナデ・ヘラナテ常滑 14c～ 15c 図版 86‐ 15 I‐022

堆積土 匂器・甕 ―×一 X(54) ロクロナデ・自然釉 コクロナデ・ヘラナデ 図版 8616 1023

5 堆積土 奈器・椀 一×60× (21) 黒 漆 黒漆・赤漆 と001
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SX70性格不明遺構 第 40・ 41図 図版 86

【位置。重複】C・ D5グリッドに位置し、南側の調査区外に延びる。SD38と重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】

平面形は溝状の細長い長方形と考えられ、主軸方向は N-5°  Eである。検出長は889m、 幅は2.02～ 2.22mで

ある。【深さ。断面形】深さは、96～ 98cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】6層に分けられ、

レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 69点、ロクロ土師器片 6点、須恵器片 7点、

陶磁器片 4点、瓦片 1点が出土している。そのうち 1点を第 41図 に図示した。10-014)は 青磁碗の底部片で、

高台は削り出されている。

77m名

77m名

第 40図 SX70性格不明遺構平面図 。断面図

0                     10cm

lS‐ 1/31

／ｔフ″ル
ち
ノ／

″
,ラ竹分

遺構 土  色 土 性 備 考

SX70

10YR 4/3に ぶい黄褐色 少質シルト

薫褐色シル トブロック・黄褐色砂質シ

レトプロック含む。褐灰色砂質シル ト

ブロック少量、自色粒子・炭化物粒子

牧量に含む。

2 10YR 4/2灰 黄褐色 沙質シル ト

疋黄褐色シル ト粒子を含む。暗褐色シ

レトプロック少量、自色粒子・炭化物

笠子微量に含む。

3 10YR 4/1褐 灰色 少質シル ト

弓灰色シル ト粒子含む。自色粒子・ 炭

ヒ物粒子微量に含む。下層に鉄分の付

雪が顕著。

4 ケ5Y4/1黄灰色 も土質ンル ト
こぶい黄褐色砂質シル ト粒子・炭化物
立子微量に含む。

5 10YR 4/2灰 黄褐色 古土
黒褐色粘土・にぶい黄褐色シル トプロ

ックを含む。

6 10YR 6/3に ぶい貢橙色 も土
たぶい黄橙色粘土・黒褐色粘土プロッ
クを含む。

遺構 層位 種別・器種 口径 lcmlx底径 lcnll X器 高 m 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 SX70 堆積土 磁器 。青磁碗 く58〉 クロナデ・施釉 司転ヘラケズリ・施釉 ヨクロナデ。施釉 龍泉窯 13c 圏円寛86-17 J-014

第 41図 SX70性格不明遺構 出土遺物
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6)ピット

Ha層からは、7基のピットが検出された。柱穴列や掘立柱建物跡を構成する可能性も考慮 し調査したが、規

則性を持って並ぶものではなかった。ここでは観察表にして掲載した。なお出土遺物は細片がうく、掲載遺物は

ない。

遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

層位 土色 土性 備考 遺物 重複
宋さ

Pr29 不整形 N21° W 1881  X  1681

1 瞥褐色 OYR 3/3 シルト え化材少量含む。

筐ロクロ」揺神杉1点 SDは り新 しい。2 黒褐色土 OVR 3/2 シ,レ ト え化材微量含む。

死黄褐色 OYR 4/2 性土質シ,レ

PT123 円形 31   ×   28 え黄褐色 OYR 5/2 砂質シル ト え化物粒子微量含む。

PT124 惰円形 N‐35° 剖V 38   X   32 死黄褐色 OYR 4/2 少質シル ト 死化物粒子微量含む。 Fロ クロ土師器片5ズ

PT125 円形 瞥褐色 CIYR 3/3

W126 E6 楕円形 N-29° ―E 死黄褐色 OYR 4/2 少質シル ト え化物粒子微量含む。 Fロ クロ土師器片3メ

PT127 円形 46   X   43

PT309 円形

1 疋黄褐色 CIYR 4/2 少質シルト え化物粒子微量含む。柱痕。 埠ロクロ土師器片 1デ

2 音褐色 OYR 2/3 艘 シル 沙粒微量含む。
ロクロ土師器片3デ

第2表 ‖a層検出ビット観察表

7)遺構外 出土遺物

Ⅱa層 は遺物包含層であり、主に D・ E・ F7グ リッド以西から遺物が出土している。本層から遺構に伴わない

状態で出土した遺物は、非ロクロ土師器片 307点、ロクロ土師器片 31点、須恵器片 39点、陶磁器片 16点、

鉄製品 2点、石製模造品 1点、瓦片 1点、馬歯 1点である。そのうち 2点を第 42図 に図示した。llN 088)は

鉄製の紡錘車で、紡茎は遺存していない。2(Ke-092)は 二孔の鏡形石製模造品である。(図版 86)
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層位 種別・ 種類 長さ にml× 幅 にml× 厚さ lcml 重き① 素材 備考 写真図版 登録番号

1 Ⅱa層 失製品・紡錘車 〕6× 37× 36 1871 鉄 図版 86‐ 18 f‐088

層位 長さ lcml× 幅 lcml× 厚さ lcml 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

2 Ⅱa層 穏品・τ懇騒魁詰(鏡 28X305× 03 占板岩 菫版 8619 te-092

第 42図  Ha層遺構外 出土遺物
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第 3節 Ⅱb層検出の遺構と遺物
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第 3節  ‖b層検出の遺構と遺物

l Hb層の概要
Hb層 は鴻ノ巣遺跡第 9次調査において、調査区の全域で確認される基本層で、D・ E7グ リッド以東ではこ

の層の上面が最初の遺構確認面となる。検出された遺構は、掘立柱建物跡 1棟、溝跡 13条、竪穴住居跡 4軒、

土坑 123基、性格不明遺構 12基、ピット108基である。

2 Hb層 検出の遺構 と遺物

1)掘立柱建物跡

SBl掘 立柱建物跡 第 44,45図 図版 17・ 87

【位置。重複】I・ 」15。 16グ リッドに位置する。SK6と 重複し本遺構が古い。またΠa層検出の SDl、 SXlに pt5

を削平される。【方向・規模】形態は側柱式で、N3° E南北棟である。規模は南北の棟方向に 3間以上、柱間距

離は総長 6.6m、 東西の桁方向に 1間以上、柱間距離は 24mで ある。柱間寸法は、南北方向の ptl― pt2間 が 1.8m、

南北方向の pt2-pt3 pt4間 、および東西方向の pt4 pt5間 が 2.4mで ある。【出土遺物】各柱穴の掘 り方から非ロ

クロ土師器片 261点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 7点が出土している。そのうち 3点を第 45図 に図示した。

2(E-002)の 須恵器郵片は pt2、 l lD-037)の 土師器郷片、および 31E047)の 須恵器甕片は pt4か ら出土している。

2)溝跡

SD2溝跡 第 46・ 48・ 49図  図版 18。 87

【位置・重複】113～ 16グ リッドに位置する。SD6、 SK9。 10。 17と 重複 し、本遺構が新 しい。また Ha層検出

の SDlに 削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、南側に緩やかに湾由するが、主軸方向は概ね N-86° ―Eで

ある。検出長は 254m、 幅は 0.8～ 1.2mである。【深さ・断面形】深さは 52～ 88cmで、東側から西側に向かっ

て緩やかに傾斜 している。底面の幅は狭 く、断面形は V字形である。【堆積土】 11層 に分けられ、レンズ状に堆

積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 702点、ロクロ土師器片 33点、須恵器片 82点、陶器片 3点、

鉄製品 2点、石製品 3点、石製模造品 2点、瓦片 3点が出土 している。そのうち 10点 を第 48・ 49図 に図示し

た。第 48図 1(C017)は 土師器甕の口縁部片で、頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は外反気味に開き、日唇部

は僅かに外方へ摘み出されている。2(C-018)は 土師器甑または鉢の口縁部から体部片で、体部から回縁部まで

直線的に開き、口縁部は折 り返されている。第 49図 1(D058)は 土師器の郷で、底面は回転ヘラケズリ、内面

は黒色処理が施されている。21E087)は 須恵器野の底部片で、底面は回転糸切 りの後無調整である。31E-009)は

須恵器長顕壼の口縁部片、日縁部は外反 して開き、口唇部に突帯が廻 り断面形が三角形 となる。41E-082)は 須恵

器甕の口縁部片で、国縁部は外反して開き、日唇部に突帯が廻 りその下端は垂下する。5(E-083)は 須恵器甕の頸

部片で、頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は直立気味に立ち上がる。61K-003)は 砥石である。71Ke 003)は 剣形、

81Ke 045)は 単孔の鏡形石製模造品である。

SD3清跡 第 46・ 50図  図版 88

【位置。重複】I・ 」15。 16グ リッドに位置する。SK6と 重複 し本遺構が新 しい。またⅡa層検出の SXlお よび、

試掘坑に削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は N89°  Eで ある。検出長は 2.58m、 幅は

0.65～ 0,7mである。【深さ。断面形】深さは 33cmで、東側から西側にかけて緩やかに傾斜する。底面は平坦

で、断面形は逆台形である。【堆積土】4層 に分けられ、北側からの堆積である。【出土遺物】堆積土中から非ロ

クロ土師器片 42点、ロクロ土師器片 4点、須恵器片 6点、瓦片 1点が出土している。そのうち 1点を第 50図

■lD-008)に 図示した。土師器の邪で、底面は回転糸切 りの後無調整である、内面は黒色処理が施されている。

SDSa清跡 第 46図

【位置・重複】116グ リッドに位置する。SD5b、 SRlと 重複し本遺構が新しい。【方向。規模】南北方向の溝で、主
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位置 土 色 土 性 備  考

ＳＢ‐

Ｐｔ‐

OYR3/3 暗褐色 シル ト 昂色砂～シル ト多量に含む。

2 OYR3/3 暗褐色 シアレト 夏褥色 ンル トフロ ック含 む。

3 OYR4/3 にポい黄褐色 沙質シル ト 衰褐色砂～シル トプロック多量に含む。

4 OYR4/4 褐色 砂

ＳＢｌ

ｐｔ２

I OYR3/3 暗褐色 シ,レ ト
褐色シル トフロック含む。炭化物粒子

微量に含む。

2 OYR4/3 にぶい黄褐色 七土質シル
褐色シル トプロック少量、炭化物粒子

微量に含む。

3 OYR6/3 にぶい黄褐色 グ負ンル ト 策喬 taυ～ ンル トフロ ック多量 に営む。

位置 土 色 土 性 備 考

ＳＢＩ

ｐｔ３

1 10Y昭/2 黒褐色 砂質シル ト
震褐色砂フロック少量、焼土粒子・炭

七物粒子微量に含む。

2 OYR3/3 暗褐色 砂質シル ト
黄褐色砂プロック炭化物粒子微量に含
む。

3 OYR3/2 黒褐色 シアレト
黄褐色～反掲色砂プロック少量、炭化

物粒子微量に含む。

4 OYR4/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 売化材多量、炭化物粒子微量に含む。

ＳＢ‐

ｐｔＳ

OYR3/3 暗褐色 砂質シル ト
死褐色～黄掲色シルトプロック含む。

え化物粒子少量含む。

2 OYR2/2 黒褐色 少質シルト
鷺褐色～灰褐色シル トプロック少量、

え化物粒子微量に含む。

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 シルト
鷺褐色～灰褐色ンル トプロック含む。

売化物粒子少量含む。

No 遺構 層位 種別・器種 日径lml× 底径lmlx器高lGIIl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号
I Dt4掘 り方 土師器・ 郷 コクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 図版 871 )-037

2 〕t2掘 り方 買恵器・ 不 ―×く76〉 ×(13) コクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 図版 872 〕‐002
3 pt4掘 り方 員恵器・甕 149) 上行ロロき 当て具痕 ヨ版873



軸方向は N-9° ―Wである。検出長は 2,8m、 幅は 0.4mで ある。【深さ。断面形】深さは 20cmで、底面は丸みを帯び、

断面形は半円形である。【堆積土】暗褐色シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 58点、

須恵器片 3点が出土している。

SD5b溝跡 第 46・ 50図  図版 88

【位置。重複】116グ リッドに位置する。SD5a、 SK9。 18、 SRlと 重複 し、SK18、 SRlよ り新 しく、他より古い。

またⅡa層検出のSD4に 削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、主軸方向は N-31° ―Wである。検出長は62m、

幅は南西側に向かって広がり、北東側で 065m、 南西側で 1.2mである。【深さ。断面形】深さは 48～ 52cmで、

底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】5層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中

から非ロクロ土師器片 64点、須恵器片 8点、鉄製品 2点が出土している。そのうち 2点を第 50図 に図示した。

2(E-016)は 須恵器瓶類の底部片、3(E-017)は 須恵器蓋で、扁平な擬宝珠状の摘みが貼 り付けられている。

SD6溝跡 第 46・ 50図  図版 88

【位置。重複】115。 16グ リッドに位置する。SD2、 SK9と重複し本遺構が古い。またⅡa層検出の SDlに 削平される。

【方向・規模】東西方向の清で、北岸はSD2に削平されるが、南岸から主軸方向は N-72°  Eである。検出長は 3.4m、

幅は最も遺存状態の良いところで 0,92mである。【深さ。断面形】底面は西側に向かって、階段状に二段深 くなっ

ている。このため深さは、東端で 40cm、 西端で 65cmである。底面の幅は狭 く、断面形は V字形である。【堆積土】

4層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 93点、須恵器片 2点が出

土 している。そのうち 1点を第 50図 -41E-018)に 図示した。須恵器甕の体部片で、外面に並行叩きが施されて

いる。

SD12溝跡 第 46・ 47・ 50図  図版 18・ 88

【位置。重複】H12～ 15グ リッドに位置する。東西両端共に削平される。SD15、 SK29。 45。 46・ 53、 SX8・ 10、

PT37・ 38・ 39と 重複し、本遺構が新しい。またⅡa層検出の PT29に 削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、

主軸方向は N-85° ―Wである。検出長は 31.3m、 幅は 0.9～ 1.7mで ある。【深さ,断面形】深さは 34～ 83cm、

断面形は逆台形である。底面は段差があり、H14グ リッドでは比高差 12～ 21cmの段によって、土橋状に区画

されている。【堆積土】4層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】主に H12・ 13グ リッドから非ロク

ロ土師器片 721点、ロクロ土師器片 39点、須恵器片 69点、陶器片 4点、鉄製品 1点、石製品 2点、馬歯 5点、

炭化種子 1点が出土 している。そのうち 1点を第 50図 51D061)に 図示 した。土師器小形甕の底部片で、体部

はロクロナデ、底部は回転糸切 りの後無調整である。

SD13溝跡 第 51・ 53・ 54図 図版 18。 19。 88

【位置・重複】G10～ 14、 H13・ 14グ リッドに位置する。S13、 SD23・ 29、 SK35。 36・ 39。 49、 SXH、 PT22と重複し、

S13、 SD29、 SK39。 49、 SXllよ り新 しく、他より古い。またⅡa層検出の SDll、 SR2に 削平される。【方向。規模】

東西方向の溝で、緩やかに蛇行するが、主軸方向は概ね N89° ―Wである。検出長は 36.6m、 幅は 1,0～ 2.Om

である。【深さ・断面形】深さは 29～ 70cmである。南岸に犬走り状の段を有し、底面は緩やかな起伏を有するが、

断面形は概ね逆台形である。【堆積土】14層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】主に GH。 12グ リッ

ドから非ロクロ土師器片 622点、ロクロ土師器片 142点、須恵器片 174点、陶器片 7点、鉄製品 2点、石製品

1点、石製模造品 2点、馬歯 3点、瓦片 2点が出土 している。そのうち 9点 を第 53・ 54図 に図示 した。第 53

図 1・ 21D-064・ 131)は土師器郷で、1の底面および体部下端は手持ちヘラケズリ、2の底面および体部下端は

回転ヘラケズリが施されている。何れも内面は黒色処理が施されている。31D073)は 土師器高台付邪または皿で、

底面は回転ヘラケズリの後高台を貼り付け、内面は黒色処理が施されている。4(E160)は 須恵器邪で、底面は回

転糸切 りの後無調整である。5(E-156)は 須恵器瓶類の体部下端から底部片である。61E095)は 須恵器甕の頸部

から肩部片で、肩部は大きく張 り出し外面に並行叩きを施す。頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は直立気味に外
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反して立ち上がる。第 54図 ■lE-157)は 須恵器甕の口縁から頸部片で、三本単位の櫛描波状文が施されている。

2・ 31Ke 036・ 076)は石製模造品で、2は勾玉形、3は二孔の鏡形である。

SD15溝跡 第 46・ 47・ 50図 図版 88

【位置。重複】H12グ リッドに位置する。SD12と 重複し本遺構が古い。またΠa層検出の SDl・ 17に削平される。

【方向・規模】東西方向の溝である。北岸は SD12に 削平されるが、南岸から主軸方向はN81° Eで ある。検出

長は 4.12m、 幅は07m以上である。【深さ・断面形】深さは 45cmで、底面は丸みを帯び、断面形は半円形であ

る。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 64点、ロク

ロ土師器片 5点、須恵器片 12点、灰釉陶器片 1点、石形模造品 2点が出土している。そのうち 1点を第 50図

-61Ke-037)に 図示した。三孔の鏡形石製模造品である。
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遺構 土 色 土 性 備 考

I OYR 2/2黒 褐色 シルト
黄褐色シルトプロック少量、炭化物粒子

微昌に含む。

2 10YR 2/3黒褐色 シアレト 黄褐色シルトプロック含帆

3 10YR 2/3黒褐色 シアレト
黄褐色シルトブロック少量、炭化物粒子

・犠土粒子微量に含む。

4 10YR 4/2灰黄褐色 シアレト 灰黄褐色シルトプロック含む。

5 10YR 3/3暗褐色 シアレト 灰黄褐色シルトプロック少量含む。

6 10YR 4/3にぶい黄褐色 シ,レ ト
にぶい黄褐色砂質シルトブロック・炭化物

粒子含む。

7 ЮYR 4/3に ぶい黄褐色 シ,レ ト
黄褐色シル トブロック・ 白色粒子少量

含む。

8 10YR 3/3暗褐色 シアレト
黄褐色シル トプロック微量、白色粒子

・炭化物粒子少量含む。

9 10YR 3/2黒褐色 少質シル ト
黄褐色シル トプロック・白色粒子少量

炭化材微量に含む。

10YR 3/4暗褐色 告土質シル 1

黄褐色シルトプロック含む。炭化材・

OYR 3/2黒 褐色 告土質シル I

黄褐色シル トプロック少量、焼土粒子

・炭化物粒子微量に含む。

1 OYR 3/2黒褐色 ン,レ ト え化物粒子微量に含む。

2 OYR 2/3黒 褐色 ン,レ ト
黄褐色シルトプロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

3 OYR 3/3暗 褐色 ンル ト 黄褐色シル トブロック少量含む。

4 OYR 4/4褐 色 シ,レ ト 黄褐色ンル トプロック含む。

遺構 土  色 土 性 備 考

SD5

Ю YR 3/3贈褐色 シ,レ ト 鷺褐色～灰色シル トプロック含む。

た蓋褐負シルトブロック多最に含む。

3 :5Y3/2黒 褐色 シアレト 音灰色～灰白色シル トプロック含む。

:5Y S/1黄灰色 七土質シル

ど5Y3/3暗オリーブ髄 シル ト
音オリープ褐色土シル トプロック少量
きむ。

6 B5Y6/3に ぶい黄色 少質シル ト
こぶい黄色シル ト～砂プロック多量に

きむ。

1 !5YR3/2黒褐色 シルト
匂色粒子少量、黄褐色シルトプロック

釘む。

2 】5YR4/2暗 灰黄色 シアレト 音灰黄色シル ト密に含む。

10YR 3/3暗褐色 七土質シル ト
音灰黄色シル トプロック少量、炭化物

立子微量に含む。

4 10YR 5/2灰黄褐色 雀土質シル ト 鷺褐色シル トプロック多量に含む。

SD12

1 10YR 3/3暗褐色 ンルト 鷺褐色シルトブロック含む。

2 10YR 2/3黒褐色 ンルト
鷺褐色シルトブロック少量、焼土粒子微量

こ含む。

10YR 4/1褐灰色 七土質シルト 音灰色～黄褐色シルトプロック少量含む。

4 10YR 4/2灰黄褐色 沙質シルト
こぶい黄褐色砂～シルトブロック多量に

争む。

SDl

10YR 3/2黒褐色 シルト こぶい黄橙シルトプロック微量に含む。

10YR 3/4暗褐色 シ,レ ト
え化物粒子微量に含む。

3 10YR 4/2灰黄褐色 シルト

こぶい黄橙シルトプロック多量、炭化材・

元化物粒子・焼土粒子微量に含む。

SD15ptl内にも堆積している。)

lS‐ 1/31

遺構 個位 種別・ 器種 口径lmlx底径lml×器高lcnll 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 SD2 堆積土 土師器・甕 く172〉 ×一×(35) ヘラナデ・ヨコナデ ヘラナデ・ヨヨナデ 雪版 874

堆積土 土師器・甑または鉢カ ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ 圏版 875

第 48図  SD2溝跡 出土遺物 (1)
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第 49図 SD2溝跡 出土遺物 (2)

遺構 層 位 種別・器種 口径 lonlx底 経 lcmlX器高 m 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 雄積土 1土師器・ 邦 く63〉 ×(41) ロクロナデ 目転ヘラケズリ ロクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 圏用夏87‐6  1D‐ 058
2 雅積士 買謎 ・郷 ロクロナデ ヨ転糸切り ロクロナデ 目版 877 }087
3 堆積土 須恵器・長頸壷 ロクロナデ ロクロナデ 圏用文87-8 1009
4 堆積土 須恵器・甕 く275〉 x― X190) ロクロナデ ロクロナデ 雪1板 87‐9 }082
5 堆積土 須恵器・甕 ―X― X(67) ロクロナデ ロクロナデ 雪舟更87-10 1083

No 遺橋 層位 種別・種類 長さにmlx tt lCml× 厚さにm) 重さ ω 石材 備考 写真図版 登録番号

SD2 堆積土 石製品・砥酒 1325)× 60× 52 60001 ホルンフェルス S面使用 図版 87‐ 11 降003
SD2 堆積土 石製品・石製懐造品 (剣 295)× 22X05 281 粘板岩 図版 8712 Ke-003

堆積土 石製品・石製模造品 (鏡 30× 185× 03 宅紋岩 図版 87‐ 13 Ke-045
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遺構 層 位 種別・器種 口径(� X底径enllx器高lcllll 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

l 堆積土 土師器・邪 ロクロナデ 回転糸切 り コクロナデ ヘラミガキ・黒色処理 雪1板 881 )008

2 堆積土 ―×〈Hl〉 ×(51 ロクロナデ 高台貼 り付け・ ロクロナデ コクロナデ 雪版 882

3 SD5b 唯績土 贋恵器・蓄 ―X一 ×(145) ロクロナデ ヨクロナデ 雪∫板883 ]017

SD6 唯積土 須恵器・甕 ―×一×(74) 並行叩と 片デ ]版 88‐ 4 3018

5 唯積土 J朧 ・刺 酸 ×(22) コクロナデ ]転糸切 り ヨクロナデ 目版 885

No 遺構 層位 種別・種類 長さ lctlll× 幅 lcm)× 厚さ にInl 重き lRl 石材 備 考 写真図版 登録番号

6 堆積土 製 品。石製模遣品 (鏡 ) 21× 225× 025 帖板岩 図版 886

第 50図 SD3・ 5b・ 6・ 12・ 15溝跡 出土遺物

SD23溝跡 第 51・ 55図  図版 19。 89

【位置。重複】G10・ 11に位置 し、南西側の調査区外に延びる。SD13・ 29と 重複 し、本遺構が新 しい。またⅡa

層検出の SD H、 SR2に削平される。【方向。規模】東西方向の溝で、主軸方向は N70° 一Eである。検出長は 9,7m、

幅は、遺存状態の良い東側では 20m、 悪い西側では 08mである。【深さ。断面形】、深さは東側で 52cm、 西側

で 25cmで あるが、底面の標高差はほとんどない。底面は丸みを帯びるが、断面形は概ね逆台形である。【堆積

土】5層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 97点、ロクロ土師器片

3点、須恵器片 41点、陶器片 1点、土製品 1点、鉄滓 1点、瓦片 3点が出土している。そのうち 1点を第 55

図 -l lE-164)に 図示した。須恵器邪の底部片で、底面は回転ヘラケズリが施されている。

SD29溝跡 第 51・ 52・ 55図  図版 19。 89

【位置。重複】G10。 Hグ リッドに位置 し、南西側の調査区外に延びる。SD13・ 23と 重複 し本遺構が古い。ま

たコa層検出の SDllに 削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は N-88° 一Wで ある。検出長は

14.4m、 幅は遺存状態の良い西側では 1.5m、 悪い東側では 0,8mである。【深さ。断面形】深さは東側で 60cm、

西側で 30cmで あるが、底面の標高差はほとんどない。底面は丸みを帯びるが、断面形は概ね逆台形である。【堆

積土】6層 に分けられ、下層では北側から、中層から上層にかけてはレンズ状の堆積である。【出土遺物】主に

Gllグ リッド付近から非ロクロ土師器片 391点、ロクロ土師器片 17点、須恵器片 68点、陶器片 1点、鉄製品

3点、石製品 2点、瓦片 1点が出土している。そのうち 4点を第 55図 に図示した。2(D135)は 土師器長胴甕の

口縁から体部上半片で、頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は外反 して開き、口唇部は上方に摘み出され、外面は

稜を有する。31E169)は須恵器不で、底面は回転ヘラ切 りの後無調整である。4(E165)は須恵器長頸壺の体部片で、

肩部が大きく張 り出す。5(N044)は 無関の長頸鏃である。

SD37溝跡 第 56～ 58図  図版 20'89

【位置。重複】C3～ 6、 D5・ 6グリッドに位置し、東西両側の調査区外へ延びる。SD67・ 68、 SK276、 SX63と 重複し、

SK276よ り古く、他より新しい。またⅡa層検出の SD38、 SKHO、 SX70に 削平される。【方向・規模】東西方向

の溝である。北岸の上端は遺存していないが、主軸方向は概ねN78° ―Wである。検出長は 386m、 幅は遺存

4(E-018)

鰻 冒∞
E三コ:EEI D           6(Ke-037)

o                5cm

(S‐ 1/2)
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第 51図 SD13・ 23・ 29溝跡平面図 。断面図

ぴ、 。。  6

遺構 土 色 土  性 備 考

SD13

1 25Y3/3暗オリープ褐色 占土質シルト
疋黄色粘土ブロック含む。炭化物粒子微

きに含む。

2 10YR 3/2黒 褐色 ミ褐色粘土プロック含む。

10YR 4/2灰 黄褐色

4 10YR 4/3に ぶい黄褐色

5 10YR 4/3灰 黄褐色 少質シルト

25Y4/3オリープ褐色 ンルト 是化物粒子微量に含む。

7 35YR4/3黒 褐色
旨灰黄色粘土質シルトプロック含む。

そ化物粒子微量に含む。

10YR 3/2黒 褐色 ン,レ ト 驚化物粒子微量に含む。

10TR 4/2灰 黄褐色 沙質シルト
こぶい黄褐色砂質シルトブロック微量に

きむ。

10YR 3/2黒 褐色 ン,レ ト 煮褐色シルトプロック少量、炭化物粒子

政量に含む。

遺構 土 色 土 性 備 考

SDl

11 OYR 5/4に ぶい黄褐色 砂
にぶい黄褐色砂質シルトブロック密に含

む 。

12 lCIYR 2/2黒褐色 /アレト 曽黒褐色シル トプロック・炭化物粒子

牧量に含む。

13 10YR 3/2黒褐色 タルト 音褐色土シル トプロック・炭化物粒子

少量含む。

10YR 3/4暗褐色 ノ,レ ト 音褐色土シルトブロック多量、灰褐色
とシルトプロック少量含む。

lCIYR 4/1褐灰色 フアレト こぶい黄褐色砂質シル トプロック含む。

10YR 2/1黒色 ′,レ ト 庭黄褐色砂質シル トプロック少量含む。

SD23 3 ど5Y3/1黒 褐色 /,レ ト 礫ヽ微量に含む。

4 10YR 3/2黒褐色 シアレト 足黄褐色砂質シル ト粒子少量含む。

5 10YR 3/3暗褐色 シ,レ ト 足黄褐色砂質シル ト粒子含む。
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第 52図 SD29清跡 断面図

2α)131)

第 53図 SD13溝跡 出土遺物 (1)

3の‐073)

6(E-095)

4停■601

遺構 土 色 土 性 備 考

SD29

10YR4/3 1こ ぶい黄褐色 沙質シル ト ヨ色粒子少量含む。

10YR3/2 黒褐色 シ,レ ト 沙粒 。自色粒子含む。

10YR3/1 黒褐色 脂土質シル

4 lJYR4/2 灰黄褐色 抄質シアレト

OYR3/2 黒褐色 階土質シル l

疋黄褐色シル トブロック、炭化材少量

争む。

5Y3/2 黒褐色 砂質シル ト
ミ褐色粘土質シルトブロック、灰白色

省土質シル トブロック少量含む。

lω-064)

lS‐ 1/31

No 遺橋 層位 種別・ 器種 回径 lml× 底径 lcmlx器高 lcrn 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SD13 堆積土 と師器・不 〈158〉 X72× 58 ロクロナデ・ヘラケズリ ヘラケズリ ロクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 雪版 887 D‐064

SD13 堆積土 と師器・不 く124〉 ×64× 44 ロクロナデ・回転ヘラケズリ 回転ヘラケズリ ロクロナデ・ヘラミn4・・翻 雪版 88‐8 D■ 31

SD13 堆績土 台付芥または皿
―×62× (31) コクロナデ 疎 ラヽケズリ・高台貼り榊 ) ロクロナデ・ヘラミガキ・黒硼 雪版 889 D‐073

SD13 堆積土 言恵器・ 外 ―×〈82)× 1231 ヨクロナデ 回転糸切り ロクロナデ 電版 8810 E-160

5 SD13 唯積土 ―XくH4〉 ×(1201 コクロナデ・ヘラケズリ・ナデ ロクロサデ・ヘラナデ ヨナ板88‐ H E-156

SD 13 唯積土 買恵器・ 甕 ヨクロナデ。並行叩き ロクロナデ。当て具痕 雪版 88■ 2
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∽ 21Ke-036) Cl― lg 3(Ke-076)

遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lcnll X底 径 lclnl× 器高 ltnl 外面 底 面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 SD13 堆積土 頁恵器・甕 一×一×(72) ケヽメ・波状文 ハケメ 3本単位 目用更88-13 」157

No 遺構 層位 種別・ 種類 長さ(cHll X幅 (ctt X厚 さlcnll 重さ(gl 石 材 備 考 写真図版 登録番号

2 堆積土 看製品 石製検造品 (勾玉 305× 13X065 蛇紋岩 コ用罵88-14

3 堆積土 石製品・石製慎造品 (鏡 〕34× 35× 06 滑石 ]版 88‐ 15 (e-076

第 54図 SD13溝跡 出土遺物 (2)

フ

2(D-135)

1(E-164)
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O               Scm

S幸 1/2)

遺構 層 位 種別・器種 回径 lclnl X底 径 lclnl× 器高 lcln 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

I SD23 唯積土 買恵器・不 ―×く98〉 ×(13) ロクロナデ 回転ヘラケズリ ヨクロナデ コ版89-1

2 SD29 堆積土 と師器 。長胴饗 t209〉 ×―×(94) ロクロナデ コクロナデ・ヘラナデ 召疵文89-2

3 SD29 堆積土 員恵器・郷 126〉 × 〈48〉 ×(39) ロクロナデ 回転ヘラ切 り ヨクロナデ コ舟更89-3

SD29 堆積土 買恵器・長頸壷 ―X― ×(124) ロクロナデ コクロナデ コ版 894

遺構 層位 長さ(cnll X tt lcnll× 厚さlcm) 重さω 備 考 写真図版 登録番号

5 堆積土 燿脇・鏃 38× 06× 06 照関長頸鏃 N-044

第 55図 SD23・ 29溝跡出土遺物

状態の良いところで 296mである。【深さ・断面形】深さは 56～ 86cmで あるが、調査区壁面では 110cmで ある。

断面形は、東端の D5。 6グ リッドで南岸に犬走り状の段を有するが、C3～ 5グ リッドでは認められず、概ね逆

台形である。【堆積土】東側では 3層 に分けられ、レンズ状に堆積するが、西側では黒褐色シルトの単層となる。【出

土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 236点、ロクロ土師器片 38点、須恵器片 26点、陶器片 1点、石製模

造品 1点、瓦片 1点が出土している。そのうち 1点を第 58図 llE 383)に 図示した。須恵器長頸壺の体部下端

から底部片である。
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SD67溝跡 第 56～ 58図  図版 21・ 89

【位 置・重 複 】B～ D4グ リ ッ ドに 位 置 し、 南 北 両 側 の 調 査 区 外 へ 延 び る。SD37、 SK281、 SX73、

PT311・ 312,358・ 359と 重複 し、SX73、 PT358。 359よ り新しく、他より古い。またⅡa層検出の SD38・ 66

に削平される。【方向。規模】南北方向の溝で、主軸方向は N-3°  Eで ある。検出長は 16.64m、 幅は 186～ 274m

である。【深さ。断面形】深さは 60～ 68cmで あるが、調査区壁面では 104cmである。南側から北側に向かって、

緩やかに傾斜 し、底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】8層 に分けられ、レンズ状に堆積する。5層は、

灰白色火山灰を密に含んでいる。【出土遺物】南側 D4グ リッド付近の 5層から、土師器がまとまって出土している。

非ロクロ土師器片 61点、ロクロ土師器片 175点、須恵器片 26点、鉄製品 1点、石製模造品 1点、瓦片 1点、

馬歯 2点で、そのうち 3点 を第 58図 に図示 した。2・ 3(D505。 506)は赤焼土器の郷で、底面は回転糸切 りの

後無調整である。体部外面には、積み上げ痕が残る。41D-502)は 土師器の長胴甕で、体部中程に最大径を持ち、

頸部はくの字状に屈曲し、日唇部は上方に摘み出され、外面に稜を有する。

SD68'毒跡  第 56-58図   図版 21 ・89

【位 置・重 複 】B～ D4グ リッ ドに位 置 し、 南 北両 側 の調 査 区外 へ 延 び る。SD37、 SK274・ 279、 SX73、

PT313・ 315。 320と 重複 し、SX73よ り新 しく、他より古い。またⅡa層検出の SD38・ 66に 削平される。【方

向・規模】南北方向の溝で、主軸方向は N7° Eである。検出長は 14.9m、 幅は 0.86～ 14mで ある。【深さ・断

面形】深きは 48～ 56cmで、底面の幅は狭 く、断面形は V字形である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状

に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 22点、ロクロ土師器片 6点、須恵器片 14点が出土し

ている。そのうち 1点を第 58図 -51D511)に 図示 した。土師器蓋の国縁部片で、天丼部は丸みを帯び、内面は

黒色処理が施されている。

SD71溝跡 第 56・ 57図

【位置。重複】B3グ リッドに位置 し、西端は切土により削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は

N72° ―Wである。検出長は 5.2m、 幅は 035～ 1.Omである。【深さ。断面形】深さは 21～ 34cmで ある。底面

は細かな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆

積上の下層から非ロクロ土師器片 2点、須恵器片 2点が出土している。

士龍テ
'冨

-

lS‐ 1/2501

第 56図 SD37・ 67・ 68・ 71溝跡平面図

SD万ふ
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遺構 雪心 土  色 土 性 備  考

SD37

1 OYR 4/6 褐色 七土質シル I
ヨ色粒子微量、黄灰色粘土質シル ト含

す。

2 OYR 5/1褐灰色 七土質シル I

竜灰色粘土質シルトとにぶい黄褐色粘

ヒ質シルトの混合層。自色粒子含む。

3 OYR 5/3にぶい黄褐色 七土質シル I

奇灰色粘土質シルト主体。にぶい黄褐

ヨ土粘土質シルト含む。

5Y 3/2黒褐色 シ,レ ト
足黄褐色砂質シルトプロック・黒褐

ヨ～黄灰色粘土シルトプロック含む。

SD67

1 OYR 3/2 黒褐色 シ,レ ト
竜褐色砂質シル トブロック少量、自色

立子微量に含む。

2 OYR 3/3 暗褐色 少質シルト
奇褐色砂質シルトプロック少量、自色

立子微量に含む。

3 OYR 3/4暗掲色 沙質シル ト
竜褐色砂質シル トブロック多量、自色

立子微量に含む。

CIYR 4/1褐 灰色 ひ質シルト F層 に灰自色火山灰フロック含む。

遺構 土 色 土 性 備 考

SD6?

OYR 7/1 灰白色 k山灰
天自色火山灰層。灰褐色シル トプロッ

ク少量含む。

OYR 4/2 灰黄褐色 少質シル ト 疋白色火山灰プロック少量含む。

7 OYR 3/1 黒褐色 シアレト

llYR 5/2 灰黄褐色 シルト
竜褐色砂質シル トプロック・ 白色粒子

箋量に含む。

1 OYR 3/1 黒褐色 ンルト
足黄褐色砂質 シル トプロック・ 黒色シ

レトプロック含む。炭化物粒子少量含

」。

15Y 4/2 暗灰黄褐色 ン,レ ト
島灰色砂質シル トプロック少量、炭化

勿粒子微量に含む。

SD71

1 15Y 3/1 黒褐色 ン,レ ト
冤黄色粘土質シル トブロック・砂粒少

琶含む。

「5Y 4/1 黄灰色 古土質シル I

R褐色粘土質シル トプロック多量・灰

竜色粘土質シル トプロック微量に含む。
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(S‐ 1/3)

遺構 層位 種別 。器種 日径 lcml× 底径 lml× 器高 lcII 外面 廠面 内面 備 考 写真図版 登録番号

1 SD37 堆積土 須恵器・長頸壷 ―×一×(65) コクロナデ 訂冒りとチ移 ロクロナデ EXl版 89-5 E-383

2 SD67 5層 赤焼土器・野 134× 52× 46 ヨクロナデ ヨ転糸切 り ロクロナデ 目版 89-6 D-505

3 SD67 5層 ホ焼土器・郷 136× 47× 41 コクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 雪版 897 D-506

4 SD67 5層 214× 90× 310 ロクロナデ。ヘラケズリヘラケズリ・ナデ ロクロナデ・ヘラナデ 雪版 89-8 D-502

5 SD68 堆積土 土師器・蓋 〈130〉 ×―×(24)
コクロナテ
・回転ヘラケズリ

ロクロナデ・ヘラミカ■
雪ナ板 899 D‐511

第 58図 SD37・ 6ア・68溝跡出土遺物

3)竪 穴住居跡

S12竪穴住居跡 第 59・ 60図 図版 22・ 90

【位置・重複】G12グ リッドに位置し、Ⅱa層検出の SE2に 削平される。【平面形。方向・規模】平面形は方形である。

カマドの煙道部から、主軸方向は N-18° ―Eである。規模は、南北 27m、 東西 3.15mで ある。【堆積土】床面ま

では 11層 に分けられ、1～ 5層は竪穴内の自然堆積土でレンズ状に堆積する。6層は周溝の堆積土、7～ 11層

はカマドの堆積土で、煙道部先端方向の北側からの堆積である。12。 13層 はカマド袖の構築土、14。 15層が火

床面、16～ 19層 は掘り方埋上である。【床面。壁面】床面は掘り方埋土上面とし、平坦である。カマ ド周辺か

ら床面の中央にかけて、硬化面が広がる。壁面は 20cmの高さで遺存し、急角度で立ち上がる。周溝は、カマド

部分、北西隅、南壁東側を除いて全周し、幅10～ 15cm、 深さ5～ 8cmで ある。【ピット・柱穴】検出されなかった。【カ

マド】カマドは、北壁中央やや東寄りに付設されている。燃焼部は、袖によって壁面の内側に作りだされている。

火床面は両袖間に広がり、特に被熱の強い部分は、西側に偏っている。煙道部は、壁から長さ 126cm、 幅 30cm

の規模で掘り込まれ、先端部に向かって深くなり、北端では床面より15cm深い。【その他の施設】検出されなかっ

た。【掘り方】床面下を 10～ 20cm掘 り下げている。北西隅を中心に、カマ ドのある北側が深い。火床面の下
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層部分は、僅かに浅 く掘 り残されている。カマ ド対面の南壁際には、楕円形の窪みが確認された。【遺物出土状況】

遺物の出土量は少なく、床面からの出土遺物は僅少であった。【出土遺物】非ロクロ土師器片 159点、ロクロ土

師器片 2点、須恵器片 34点が出土 した。そのうち 2点 を第 60図 に図示 した。1(C-271)は 土師器の不で、南壁

際の床面から H cm上 の 3層から出土 した。底部は丸みを帯び、体部との境は屈曲する。21E-059)は 須恵器不片で、

底部に手持ちヘラケズリが施されている。

カマド     ml

籠禁嘉ャ

78m名

カマド掘り方

と
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耳
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第 59図  S12竪穴住居跡平面図・断面図
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位置 土  色 土  性 備  考

竪 穴

1 75YR3/3暗褐色 シルト
鷺褐色ンル トブロック含む。焼 土粒子少量

釘
=,^

2 OYR3/2黒 褐色 ンルト
鷺褐色ンルトブロック含む。炭化物粒子微

3 OYR2/2黒 褐色 シ,レ ト 驚褐色シルトブロック少量含む。

“

5Y3/2黒 褐色 シルト ピ褐色シルトブロック少最含む。

5 OYR4/3に ぶい黄褐色 シァレト 煮褐色～褐灰色シルトプロック含む。

周潜 i5Y3/3暗オリーブ禍色 シ,レ ト 天黄褐色シルトブロック含む。

カマド

7 5YR3/2黒褐色 シルト
驚褐色シルトプロック・焼土粒子(被熱が

局く完全に赤変し切っていなし→少量含

ζ̂

3/2暗 赤褐色 シルト
暁土ブロック含む。焼土粒子少量含む。

天丼部の崩落土と考えられる。

OYR4/2灰 黄褐色 砂質シルト
昂灰色土ンルトブロック含む。白色粒子

15Y3/1黒褐色 砂質シルト 売化材・炭化物粒子多量に含む。

11 5Y5/1 黄灰色 砂質シルト
昂灰色土シルトブロック含む。自色粒子

)量含む。

位置 土 色 土  性 備  考

マ
袖

12 :5Y4/3オリーブ褐色 砂質シルト 言灰黄色砂質シルトブロック多量に含む。

YR 3/2暗 赤褐色 砂質シルト
音灰黄色砂質シルトブロック・焼土粒子

争む。焼土プロック少量含む。

しマド 5YR4/6赤 褐色 シ,レ ト 茂熱により赤変硬化。

,YR 3/3暗 赤褐色 シルト 炭熱により硬化。

掘り方

10YR4/2灰黄褐色 シルト 疋黄褐色シァレト粒子密に含む。

17 OYR5/2灰 黄褐色 シァレト 疋白シルトプロック含む。

10YR3/4暗褐色 シルト 疋自シルトプロック含む。

10YR4/1褐灰色 シルト
足白色シルトブロック多量、暗灰色粘土

デロック少量含む。

1(C-271)

十!1

尋學嘲
0                     10cm

S‐ 1/3)

遺構 層 位 種別・器種 口径en× 底径ellll× 器高lcllll 外 面 底 面 内面 写真図版 登録番号

3層 土師器・不 〈128〉 ×〈76〉 ×35 ヨコナデ・ヘラケズリ・ヘラミガキヘラケズリ ヨコナデ・ヘラミガキ 図版 901
2 堆積土 須恵器・ ITN (128〉 × (70〉 X31 コクロナデ 回転ヘラ切 り 。ヘラケズリ コクロナデ 図版 902 -059

第 60図  S12竪穴住居跡 出土遺物

SB竪穴住居跡 第 61～ 64図  図版 22・ 90・ 91

【位置。重複】G,H13グ リッドに位置し、カマ ド部分が北側の調査区外に延びていため、調査区を拡張し全体を

検出した。SD13、 PT22と 重複し本遺構が古い。【平面形・方向・規模】平面形は方形である。カマ ドの煙道部から、

主軸方向は N5° ―Eである。規模は南北 55m、 東西 55mである。【堆積土】堆積土は 26層 に分けられ、 1。 2

層は竪穴内の堆積土である。3～ 10層 はカマ ドの堆積土で、煙道部先端方向の北側からの堆積である。 11。 12

層はカマ ド袖の構築土、 13・ 14層 は火床面、 15層 は ptl、 16～ 21層 は貯蔵穴の堆積土で、22～ 26層 は掘 り

方埋土である。【床面・壁面】床面は掘 り方埋土の上面とし、平坦である。硬化面は、床面の外縁部から検出され

た。壁面は 12～ 15cmの 高さで遺存 し、急角度で立ち上がる。周溝は西壁の一部、南壁中央か ら南東隅を除い

て全周する。幅 10cm、 深さ 3～ 5cmである。【ピット・柱穴】床面からピット4基が検出された。検出位置から、

ptl・ 2が主柱穴に相当すると考えられるが、pt2に ついては掘 り込みがやや浅い。南側にも ptl・ 2と 対応する

主柱穴が存在 したものと思われるが、SD 13の 削平により失われたものと考えられる。【カマ ド】カマ ドは、北壁

中央に付設されている。燃焼部は、袖によって壁面の内側に作りだされている。火床面は両袖間に広がり、特に

被熱の強い部分は、西側に偏っている。両袖の形状は西側へ緩やかに湾曲し、火床面周辺の内壁は被熱により赤

変硬化 している。煙道部は、先端部ほど幅が広 くなり、長さ 173cm、 幅 45cmの規模で、12～ 15cmの 深さに

掘 り込まれている。【貯蔵穴】カマ ドの東側、住居の北東隅に、東西 0.95m、 南北 07mの、歪んだ楕円形の土

坑が検出され、貯蔵穴と考えられる。深さは 25cmで 、底面は丸みを帯び、西側に段を有する。貯蔵穴の堆積土は、

上面に薄 く広がる炭化物層を含め、6層 に分けられ レンズ状に堆積する。【掘 り方】床面下を 5～ 40cm掘 り込

む。四方の壁際をより深 く掘 り込む、口の字状の掘 り方である。【遺物出土状況】住居跡北東隅の床面、および

貯蔵穴内から、遺存状態の良い遺物が出土した。【出土遺物】非ロクロ土師器片 437点 、ロクロ土師器片 11点、

須恵器片 35点、石製模造品 2点、瓦片 2点 が出土 した。そのうち 10点 を第 63・ 64図 に図示 した。第 63図

■・ 2(C280・ D581)は 土師器の不で 1は 内面、2は 内外面に黒色処理が施されている。これらの遺物は、カマ
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ドの東側から出土 した。 3・ 4(C275。 277)は、土師器の長胴甕である。 5・ 6(E-065。 067)は須恵器邸で、体部

下端および底面に回転ヘラケズリが施されている。 この二点の郷は、貯蔵穴付近から出土 している。71E-062)は 、

掘 り方埋土から出土 した。須恵器の甑で、体部外面に 6本単位の櫛帖波状文が施されている。第 64図 llF 001)

は軒丸瓦の瓦当部で、八棄の重弁蓮華文である。裏面には研磨 した痕跡があ り転用品 と考えられ、カマ ドの東側

から出土 した。 2・ 31Ke-014・ 015)は二孔の鏡形石製模造品である。

前4m義 18

火床面(13・ 14層 )

簿饉
炭化物範囲〈16層 )

| 1硬化面範囲

・  土師器

・  須恵器

。 石観品・礫

靴ぃ

(S‐ 1/601

第 61図  S13竪穴住居跡平面図・断面図 (1)
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位 圏 土  色 土 性 備  考

竪 穴
1 10YR 3/2黒褐色 ンルト 死白～灰黄褐色シルトプロック少量含む。

2 10YR 3/4暗褐色 シルト 疋自～灰黄褐色シルトプロック含む。

カマド

3 10YR 4/2灰黄褐色 砂質ンルト けマド袖材の砂粒、焼土粒子少量含む。

4 5Y3/3 暗オリープ褐色 砂質シルト 方マド袖プロック含む。

5 ,VR 4/4に ぶい黄褐色 砂
しマド天丼部内壁崩落土。焼土プロック
諺岳

「

合 計ゃ̂

6
'VR 3/3暗

赤褐色 シルト 売上プロッ久 カマド袖ブロック、焼土粒子、

7 10YR 2/2黒褐色 砂質シルト
尭土ブロック・焼上粒子含む。炭化物粒子

8 5YR4/4褐色 砂 カマド柚材多量に含むハ

9 7 5YR2/1黒色 シルト

10 10YR 4/2灰黄褐色 砂 しマド袖材多量に含む。

減
袖

J5Y5/3黄 褐色土 砂質シルト
カマド袖本代 表褐色砂質シルトを多量

,YR 4/3に ぶい赤褐色土 沙質シルト 技熱により赤変硬化。

カマド ,YR 5/6明赤褐色土 シルト 度熱により赤変硬化。

14 ,YR 4/3に ぶい赤褐色土 シルト 皮熱により硬化。

位遭 土 色 土 `陛 備  考

OYR 3/3暗 褐色 シルト 死黄褐色シルトブロック含む。

IYR 2/2黒褐色 シルト
炭化物粒子多量、焼土ブロック・焼土粒子

含む。

OYR 3/3暗 褐色 砂質シルト
灰黄褐色砂質シルトブロック含む。炭化材

少量含む。

OYR 3/4暗 褐色 砂質シルト

5Y4/3暗灰黄色 質シ,レト 死黄色シルトブロック含む。

5Y2/1黒色 V1/N質 シ,レト
炭化物粒子含む。灰黄色ンルトプロック

少量含む。

5Y5/2暗灰貢色 /J/質 シル ト 天貢色ンルトフロック多量に含む。

5Y5/3オリーブ褐色土 沙質シルト

驚褐色土砂質シルト多量、焼土粒子少量

完土粒子は混入というよりも、被熱によ

OYR 3/3暗 褐色土 粘土質シルト 褐灰色シルトプロック少量含む。

OYR 5/2灰 黄褐色土 シアレト 叉黄褐色ンルトプロック多量に含む。

OYR 4/2灰 黄褐色土 シ,レ ト
灰黄褐色シルト～粘土プロック多量に

含む。

OYR 4/3に ぶい黄褐色J 砂質シルト
こぶい黄掲色土砂質シルトブロック多

議に含む。
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71}062)

lS=1/3)

No 層位 種別・器種 外面 底面 内面 備考 写真図版 音録番号

1 床 と師器・郷 (204〉 × く84〉 × 〈77〉 ラヽケズリ・ヘラミガキ ラヽケズリ ラミガキ・黒色処理 騒版 90‐ 3 3-280

床 土師器・ 邪 131× 76× 37 Kttξ 称二■鍮
ハ!

ヨ転ヘラケズリ・黒捌 雪1板 904

3 床 土師器・ 長胴甕 146× 70X184 争衣耳歩異;ナ
デ・ナデ ラヽケズリ ラヽナデ・ヨコナデ 目チ仮905

4 床 土師器・長胴養 180〉 ×一×(183) ケヽロ・ヨコナデ ラヽナデ・ナデ・ヨコナデ ]用兎90-6

S13 床 須恵器・郷 168X100× 36 クロナデ・回転r、ラクズリ ヨ転ヘラケズリ ヨクロナデ 圏れК90-7 ]065

奪蔵穴 質恵器・邪 155× 82× 44 クロナデ・回転
^ラ

ケズリ ヨ転ヘラケズリ コクロナデ ]チ板 90‐8 }067

用り方 須恵器・甑 254〉 × (125〉 X195 う本単位 雪版 91■

第 63図 SB竪穴住居跡 出土遺物 (1)
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遺積 層 位 種別・ 種類 外面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 床 瓦・ 軒丸瓦 八葉 重弁蓮華文 舜磨痕跡 接着面に布目 目版 91-2

遺構 層 位 長さ (clnl× 幅 lc耐 ×厚さ (cml 重さ (gl 石 材 備考 写真図版 登録番号

2 掘り方 百製品・石製離 品 (鏡 26× 26× 025 も板岩 目版 91-3

3 堆積土 石製品・石製模造品 (鏡 25× 25× 03 雀板岩 目版 91-4

第 64図 SB竪穴住居跡 出土遺物 (2)

S115竪穴住居跡 第 65～ 70図  図版 23。 92・ 93

【位置。重複】E・ F7グ リッドに位置する。南西隅が調査区外へ延び、床面中央を撹乱によって削平される。

SK124。 173、 SX60、 PT150と 重複し、SK173、 SX60よ り新 しく、他より古い。【平面形。方向。規模】平面形は

方形である。主軸方向は、カマ ドから N-96° 一Eで ある。規模は、東西 6.82m、 南北 6.72mで ある。【堆積土】

床面までは 4層 に分けられ、概ねレンズ状に堆積する。5～ 10層 はカマ ド火床面、およびカマ ド掘 り方に伴う。

11～ 13層 は貯蔵穴の堆積土、14～ 27層 は ptl～ 4の堆積土、28～ 33層 は pt5～ 11の堆積土、34層 は周溝、

35～ 38層 は住居跡の掘 り方埋上である。【床面・壁面】床面は掘 り方埋上の上面 とし、平坦である。硬化面は、

床面中央から検出された。壁面は 14cmの高さで遺存し、急角度で立ち上がる。周溝は西壁の中央部にのみ検出

され、幅 10～ 4cm、 深さ 5～ 10cmである。【ピット・柱穴】 ピットは 11基検出された。ptl～ 4は、床面か

らの深さが 60～ 80cmで、対角線上に配置されることから、主柱穴と考えられる。【カマ ド】カマ ドは、東壁中

央南寄 りに付設されている。袖は遺存 していないが、明瞭な火床面を検出した。燃焼部、および煙道部は、確認

されなかった。【貯蔵穴】カマ ドの北側、住居の北東隅に、南北に 1lm、 東西に O.8mの楕円形の土坑が検出され、

これが貯蔵穴と考えられる。深さは 42cmで 、底面は丸みを帯び、南側を深 く掘 り込んでいる。また、貯蔵穴の

南側に隣接する pt8は 、平面形が楕円形で、南北 0.51m、 東西 0.37m、 深さ 25cmと 規模は小さいが、遺物がま

とまって出土 しており、貯蔵穴の一つ と考えられる。【掘 り方】規則性は認められず、床面下を 10～ 15cm掘

り込んでいる。【遺物出土状況】貯蔵穴、pt8、 および主柱穴である ptl・ 4内からまとまって出土 した。【出土遺

物】非ロクロ土師器片 1179点、ロクロ土師器片 657点、須恵器片 162点、陶器片 3点、鉄製品 7点、鉄滓 1点、

土製品 3点、石製品 2点、石製模造品 3点、臼玉 1点が出土した。そのうち 25点を第 68～ 70図 に図示 した。

第 68図 ■(C-972)は 土師器の鉢、2～ 6(D218・ 219・ 220。 221・ 226)は土師器の郷で内面に黒色処理が施さ

れている。7・ 81D246・ 247)は 赤焼土器の写、9(D248)は赤焼土器の高台付邪である。10(D-215)は 土師器の

小型甕である。第 69図 ■～ 8(E-248～ 254・ 532)は 須恵器の野で、 1・ 3～ 8の底面は回転糸切 り、2は回転

ヘラきりで、後の調整は行われていない。また E-251に は、明瞭な火だすきが残る。9・ 101N-068・ 069)、 第

70図 ■・21N-070・ 071)|ま鉄製品である。9・ 10は刀子、1は雁股鏃、2は鎌である。3・ 4(Ke■ 05。 106)は鏡

形石製模造品、51Ke-186)は 臼玉である。
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第 66図  S115竪穴住居跡平面図・断面図 (2)

位置 土 色 土 性 備  考

竪穴

1 OYR 2/2黒 褐色 沙質シル ト
叉黄褐色砂質シル トプロック少量、旗

ヒ材・炭化物粒子・ 白色粒子微量に含
Ij。

2 10YR 3/4暗褐色 沙質シ,レ ト 灰黄褐色シル トブロック・黄褐色砂質
シル トプロック多量に含む。

3 10YR 2/3黄褐色 砂質ンル ト
にぶい黄褐色砂質シル トプロック・炭

化物粒子少量含む。

4 10取R2/1黒 色 階土

'マ

ド

5 ,YR 2/3極暗赤褐色 砂質シル ト

毛土粒子夕量・ 焼土プロック・ にぶい

竜褐色砂質シル トブロック・炭化物粒

子含む。

,YR 4/8赤褐色 抄質シル ト
こぶい黄褐色砂質シル トプロックが被

ぺにより赤変硬化。

YR 3/1黒 褐色 ンフレト
こぶい黄褐色砂質シル トプロック少量

子む。被熱により硬化。

5YR 4/4に ぶい赤褐色 沙質 シル ト

OYR 5/4 1こ ぶや`事部目にヨ 少質シル ト
屯土粒子・炭化物粒子微量・黒褐色シ

レトプロック少量含む。

10 OYR 3/2黒褐色 沙質シル ト
花土粒子・ 炭化物粒子微量・黒褐色シ

レトプロック少量含む。

11 OYR 5/2灰 黄褐色 砂

12 OYR 2/2黒褐色 少質シル ト
疋黄褐色シル トブロック・ 炭化材・炭

ヒ物粒子少量・焼土粒子微量に含む。

13 4/2灰黄褐色 砂

OYR 2/2黒 褐色 rJ/・質シル ト
ぶい黄褐色砂質シル トブロック少量、

化材微量に含む。

15 OYR 4/1褐灰色 rf/N質 シル ト
こぶい黄褐色砂質シル トプロック含む。

売化材・焼土プロック微量に含む。

OYR 3/3暗 褐色 沙質シル ト

にぶい黄褐色～にぶい黄橙砂質プロッ

ク含む (ふ ちより夕め)炭化物粒子・

暁土粒子微量に含む。

17 OYR 4/4 褐色 砂
にぶい黄褐色～にぶい黄橙砂質ブロック

多量、炭化材少量・焼土粒子微量含む。

ケ5Y 2/2黒 褐色 沙質ンル ト
こぶい黄褐色砂質シルトプロック多量、
え化物粒子少量、焼土粒子微量に含む。

10YR 4/1褐灰色 少質シル ト

旨灰色砂質ブロック含む。にぶい黄褐

ヨンル トプロック少量、炭化材微量に

争む。

OYR 4/2灰 黄褐色 少質シル ト

こぶい黄褐色シルトプロック・暗灰色

少質プロック含む。炭化材粒子微量に

手む。

5Y 3/1黒 褐色 少暫 シ ,レ ト 少粒子含む。

位置 土 色 土  性 備 考

pt

3・ 4

OYR 2/1 黒色 ン,レ ト

炭化材・ 炭化物粒子含む。灰黄褐色シ

ル トプロック・ 焼土プロック・焼土粒

子少量含む。

OYR 4/2 灰黄褐色 ンタレト
灰黄褐色砂質シルトブロック多量、炭

化材少量含む。

OYR 4/1 褐灰色 ♭質シルト
売黄褐色砂質ンル トプロック・炭化材

・炭化物粒子含む。

OYR 2/2 黒褐色 少質シル ト
自色粒子・炭化物粒子少量、灰黄褐色砂

質シル トブロック含む。

OYR 3/2 黒褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、自

色粒子微量に含む。

OYR 3/1  黒褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック微量に含

む 。

OYR 3/3 暗褐色 少質シル ト
黒褐色粘土質シルト・灰黄褐色砂質シ

ル ト少量、炭化物粒子微量に含む。

pt6 OYR 3/3 暗褐色 少質シル ト
黒褐色粘土質シルト・灰黄褐色砂質シ

ル ト少量、炭化物粒子微量に含む。

10YR 2/2 黒褐色 ′ル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック・炭化物

粒子少量、焼土粒子微量に含む。

pt8 10YR 2/2 黒褐色 /,レ ト 灰黄褐色砂プロック多量に含む。

pt10 10YR 2/2 黒褐色 /,レ ト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、炭

化材・焼土粒子微量に含む。

1∝R3/3 暗褐色 少質シル ト
灰黄褐色シル トプロック含む。自色粒

子・炭化物粒子微量に含む。

周溝 ЮYR 2/2 黒褐色 ′アレト 炭化物粒子多量、白色粒子少量含む。

屈り方

10YR 3/2 黒褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シル トブロック少量・炭

化物粒子微量に含む。

10YR 3/3 暗褐色 少質シル ト
褐灰砂質シル ト・焼土粒子・炭化物粒

子微量に含む。

10YR 4/2 灰黄褐色 少質シル ト
灰黄褐色～にぶい黄褐色砂質シルトブ

ロックタ量・炭化物粒子微量に含む。

10YR 2/2 黒褐色 夕,レ ト
粘質シルトに砂粒が混入する 。炭化物

粒子微量に含む。
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遺構 層位 種別・ 器種 ヨ径 lc「nl× 底径 lml× 器高 lcln 外面 底面 内面 備 考 写真図版 登録番号

1 掘 妨 土師器・鉢 170× 44× 131 ヨコナデ ヘラケスリ ヘラケズリ ヨコナデ・ヘラナデ 雪版 921 C-972

2 堆積土 土師器・郷 (220〉 ×一×(73) ロクロナデ
・ヘラミガキ 雪版 92‐2 D-218

3 SI 5 堆積土 土師器・ 邪 147× く60〉 X48 ロクロナデ 回転糸切 り 知軸
雪版 923 D-219

4 SI 5 貯蔵穴 土師器 。郷 く142〉 ×72× 48 ロクロナデ 回転糸切 り コ版924 D-220

pt4 上師器・郷 (129〉 ×72X46 ロクロナデ 回転糸切 り
・ヘラツ洋 図版 925 D-221

5 堆積土 と師器・不 132× 60X435 ロクロナデ 磨減により不明
′ロナデ・ヘラミガキ 圏版 92‐6 D-226

7 5 堆積土 R焼土器・郷 く128〉 ×56× 41 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 劉版 927 D-246

5 鼈積土 と器・郷 く142〉 X58× 45 ロクロナデ 回転糸切 り。ヘラ記号アロクロナデ ヨ版928 D‐247

5 堆積土 悧先と器・高台付邪 (148〉 ×70× 51 ロクロナデ !皆狩留ユニ同百師ワlVイラロクロナデ 図版 929 D-248

S115 床 と師器・」ヽ型甕 〈97〉 × 〈66〉 X71 ロクロナデ 回転ヘラケズリ コクロナデ・ヘラナデ 図版 9210 D-215

第 68図  S115竪穴住居跡 出土遺物 (1)
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No 遺構 層位 種別・ 器種 口径 ltunlX底 径 lcnll× 器高 lan 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

I 5 貯蔵穴 須恵器・イ 160× 63× 58 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 雪版 931 E-248

2 5 須恵器・郷 154× 70× 435 ロクロナデ 回転ヘラ切 り ロクロナデ 目版 93-2 E-249

3 5 貯蔵穴 須恵器・不 145X59× 41 ロクロナデ 回転糸切り ロクロナデ 図版 93-3 E‐250
4 5 E笏 須恵器・邦 130× 64X38 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 図版 934 }251
5 5 貯蔵穴 須恵器・郷 129× 72X38 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 図版 935 }252
6 5 貯蔵穴 127× 70X39 回転糸切 り ロクロナデ 図版 936 }253

5 pt8 須恵器・郷 136× 64× 39 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 図版 937 E‐254
8 S115 堆積土 須恵器・ 不 〈134〉 ×く48〉 X37 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ コ版938 E-532

-70-

遺構 層位 種別・種類 長さ lcln)× 幅 (cml× 厚き lcml 重さ lal 備考 写真図版 登録番号

S115 堆積土 鉄製品・刀子 (1391× 16× 04 (276) 背関・刃部欠損 目版 93‐9 N‐068

堆積土

`65】

×145× 07 (1521 背関・刃部茎部欠損 図版 9310 N‐069

第 69図  S115竪穴住居跡 出土遺物 (2)
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遺構 層 位 種別・種類 長さ lcm)X幅 にml× 厚さ lc耐 重さ lFrl 備考 写真図版 登録番号

よ 堆積上 鉄製品・ 鏃 (62)× 77× 09 393) 目1板 9311 N-070

2 掘 り方 映製品・鎌 (55)X295X06 刃部欠損 剛板9312

遺橋 層位 種別・種類 長さにm)× 幅にnll× 厚さにnll 重さ(a 石材 備 考 写真図版 登録番号

3 掘 り方 雪製品・石製模進品 (鏡 30× 335× 035 省板消 雪用又93‐ 13 Ke-105

S115 掘 り方 ζ製品 石製税造品イ鏡】305× 31× 025 七板岩 Ke-106

遺構 層 位 種別・積類 厚さ 儘lll× 径 lcm)× 孔径 にm) 重さ lRl 石材 備考 写真図版 登録番号

5 掘 り方 窮期融・石製模造品 (白玉 5× 02 015 1 滑石 EX3版 93-15 Ke-186

第 70図  S115竪穴住居跡 出土遺物 (3)

Sl1 7竪穴住居跡 第 71～ 75図  図版 24・ 94・ 95

【位置。重複】D oE6グ リッドに位置 し、南東隅が調査区外へ延びる。SK187・ 231と 重複し、SK231よ り新 しく、

SK187よ り古い。【平面形。方向・規模】平面形は方形である。主軸方向は、カマ ドから N-13° ―Wである。規模

は、南北 403m、 東西 534mで ある。【堆積土】床面までは 8層 に分けられ、概ねレンズ状に堆積する。9。 10

層は ptl～ 3、 H・ 12層 は pt 4の堆積土、13～ 21層 はカマ ドの堆積土、22～ 24層 はカマ ド袖の構築上である。

25。 26層 は貯蔵穴の堆積土で、レンズ状に堆積する。27層 は掘 り方埋土である。【床面・壁面】床面は掘 り方埋

土上面とし、平坦である。硬化面は、壁際を除いた床面全体に広がる。壁面は 14cmの 高さで遺存し、急角度で

立ち上がる。【ピット・柱穴】ピットは 4基検出されたが、柱穴とは考えられない。【カマ ド】カマ ドは、北壁中

央より東寄 りに付設されれている。燃焼部は、袖によって壁面の内側に作 りだされ、燃焼部内の床は皿状に一段

低 くなっている。火床面は、奥壁から lm内側に広がり、遺存するカマ ド袖とは離れていることから、袖の大部

分が遺存 していないものと考えられる。【貯蔵穴】カマ ドの東側、住居の東壁際に、南北に 1lm、 東西に O,78m

の楕円形の上坑が検出され、これが貯蔵穴 と考えられる。深さは 22cmで、底面は丸みを帯び、中央を一段深

く掘 り込んでいる。【掘 り方】規則性は認められず、床面下を 10cm深 く掘 り込んでいる。【遺物出土状況】遺

物は、カマ ド周辺、および貯蔵穴内に集中している。カマ ド燃焼部内からロクロ土師器の小型甕 (D-249)や 、赤

焼土器の邪 lD 271)な どがまとまって出土 した。またカマ ドの東側からは赤焼土器の邪 (D263)、 西側からは赤

焼土器の高台付皿 lD 287)が 、正位でほぼ左右対称になる位置から出土している。貯蔵穴内からはロクロ土師器

(D-252・ 260)、 赤焼土器 lD-264～ 266・ 268・ 272)、 須恵器 lE 261)の 不が重ねられた状態で出土 した。【出土遺物】

非ロクロ土師器片 210点 、ロクロ土師器片 369点、須恵器片 41点、灰釉陶器片 1点、鉄製品 1点、土製品 3点、

石製品 1点、瓦片 10点 が出土 した。そのうち 21点を第 73～ 75図 に図示 した。第 73図 ■・2(D251・ 252)

は土師器の邪で内面黒色処理が施され、D251は 底面に手持ちヘラケズリを施 し、D252は 回転糸切 りの後無

調整である。3～ 5(D261～ 263)、 第 74図 ■ ～ 11(D-264～ 273・ 275)は 赤焼土器の郷で、何れも回転糸切

り後の調整は行われていない。121D-260)は 土師器の高台付野で内面黒色処理が施され、回転糸切 りの後高台が

貼 り付けられている。第 75図 ■(D-287)は 赤焼土器の高台付皿で、回転糸切 りの後高台が貼 り付けられている。
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靴

2(D-249)は土師器の小型甕、31E-261)は 須恵器の郷で、何れも回転糸切 りの後無調整である。41N-080)は鉄製

の刀子である。
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Ｎ

位置 土 色 土  性 備 考

竪穴

4 10YR 3/4暗褐色 シルト
にぶい費褐色砂質シル トプロック含む。

灰白火山灰プロック少量含む。

OYR 3/1黒 褐色 砂質シル ト

灰白火山灰ブロック含む。にぶい黄橙

色シル トプロック少量、炭化物粒子微

量に含む。

OYR 3/2 黒褐色 砂質シル ト
にぶい黄糧色シル トブロック含む。炭

化物粒子微量に含む。

7 OYR 4/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト
〔ぶい黄褐色シル トプロック密に含む。

苫床。

8 OYR 4/2灰 黄褐色 砂質シル ト
にぶい黄種～にぶい黄褐色シル トプロ

ック含む。黒色粘土プロック少量含む。

評

”

9 OYR 3/3 暗褐色 砂質シル ト
にぶい責褐色～灰貢褐色砂プロック多

量に含む。

OYR 3/2黒 褐色 砂質シル ト 褐灰色砂プロック少量含む。

pt4

11 OYR 4/2灰 黄褐色 シ,レ ト
灰白火山灰プロック含む。炭化物粒子

微量に含む。

OYR 4/4 褐色 シアレト
にぶい黄褐色砂質シルトプロック多量

炭化物粒子少量含む。

位 置 土 色 土 性 備 考

竪穴

I OYR 3/2 黒褐色 シアレト
褐灰色砂質シル トプロック含む。灰白

火山灰プロック少量、炭化物粒子・ 焼

土粒子微量に含む。

2 OYR 3/3 暗褐色 ン,レ ト
褐灰色砂質シルトプロック・灰白火山灰

プロック含む。炭他物粒子微量に含む。

3 OYR 2/1 黒色 ン,レ ト
炭化物粒子含む。褐灰色砂質シル トブ
ロック・灰白火山灰プロック少量含む。
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位置 土  色 土  性 備  考

着マキ

75Y絶/3暗褐色 シルト
尭土ブロック・焼土粒子少量、炭化物

笠子・白色粒子微量に含む。

10YR 3/3暗 褐色 砂質ンル ト
こふい貢褐色砂質ンル トフロツク営む。

え化物粒子少量、焼土粒子微量に含む。

3/2暗 赤褐色 シアレト
尭土プロツク・疑土粒子多量、炭化物

笠子含む。

7 5YR2/1黒 色 ンルト 跛化物粒子多量、にぶい黄褐色砂質シ

ル トプロック・焼土粒子少量含む。

17 5YR 3/2暗赤褐色 砂質シル ト

焼土ブロック・焼土粒子・ にぶい黄褐

色砂質シル トブロック含む。炭化物粒

子少量含む。

10YR 4/2灰 黄褐色 砂質シル ト

疋日火山灰フロツク多量、にふい貢禍

]砂質シル トプロック・炭化物粒子少

責含む。

5YR 4/6赤褐色 砂質シル ト 皮熱により赤変硬化。

位置 層1 土 色 土 性 備  考

,点TI

10YR 4/3にぶい黄掲色 砂
ぶい黄褐色砂ブロック多量、炭化物

子含む。

10YR 4/4褐 色 砂質シル ト
こポい黄褐色砂質ンル トプロック多量、

売化物粒子少盈含む。

マ
紬

10YR 4/4 褐色 砂質シル ト
こふい貢褐色砂質ンルトフロツクタ重、

え化物粒子少量含む。

ЮYR5/3に ぶい貢褐色 砂質シル ト こぶい黄褐色シル トブロック含む。

10YR 3/2暗 褐色 砂質シル ト
=ぶ

い黄褐色シル トフロック多量に含むI

10YR 3/3黒 褐色 砂質シル ト

灰白火山灰ブロツク・灰黄褐色砂質シ

ル トブロック含む。炭化物粒子・焼土

10YR 2/2黒 褐色 シアレト
灰黄褐色砂質ンル トブロック含む。炭

化物粒子微量に含む。

属り方 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト
戻黄褐色砂質シル トプロック多量に含

掘 り方
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第 72図 5117竪穴住居跡平面図 (2)
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第 73図  S117竪穴住居跡 出土遺物 (1)

0                      10Cm

lS‐ 1/31

遺構 層位 ヨ径 (∈向×底径 lml× 器高 lclla 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 7 カマド 土師器・不 162〉 ×59× 52 ロクロナデ ヘラケズリ ロクロナデ・ 目用兎94‐ 1 D-251

ヤ蔵穴 土師器・郷 143〉 ×60× 51 ロクロナデ ヨ転糸切 り ヘラミガキ・黒色処理 雪チ振942 D-252

7 ,蔵穴 赤焼土器・邪 162× 56× 52 ロクロナデ ]転糸切 り ロクロナデ 目用貢94-3 D-261

4 7 床 赤焼土器・不 150× 50× 50 ロクロナデ ]転糸切 り ロクロナデ 野舟史94-4 D-262

5 7 床 赤焼土器・イ 142× 64× 40 ロクロナデ ヨ転糸切 り ロクロナデ 目版 945 D-263
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遺構 層位 コ径 lcml X底 径 lQnl× 器高 (m 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 S117 貯蔵穴 赤焼土器・邦 146× 58× 50 ロクロナデ 回転糸切り ロクロナデ 圏版 946 )-264

2 S117 貯蔵穴 赤焼土器・不 145× 56X45 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 雪版 94‐7 )‐265

3 貯蔵穴 赤焼土器・郷 140X50× 46 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 当用R94-8 )266

カマド 赤焼土器・不 〔46× 55× 40 ロクロナデ 目転糸切 り ロクロナデ 雪版 94‐9 )267

5 寺蔵赤 ホ焼土器・芥 140× 52X49 ロクロナデ ヨ転糸切 り ロクロナデ 雪lIIF 94 10

S117 床 ホ焼土器・邦 138X56X50 ロクロナデ ヨ転糸切 り ロクロナデ 電η度94-11 )‐269

床 示焼土器・郷 143× く60〉 ×44 ロクロナデ ヨ転糸切り ロクロナデ 電附夏94‐ 12

Sl 7 カマド赤焼土器・不 [34X54× 50 ロクロナデ IHI転 糸切 り 雪用死95‐ 1 D-271

引 7 i蔵穴 赤焼土器・邪 134× 55× 455 ロクロナデ IHI転 糸切 り ロクロナデ 目版 95-2 D-272

Sl 7 カマド 赤焼土器・郷 146× 59X41 ロクロナデ ヨ転糸切 り ]ク ロナデ 雪版 953 )-273

7 カマド 赤焼土器・不 〈138〉 × 〈50〉 ×425 ロクロナデ ヨ転糸切 り コクロナデ 雪版 954 D-275

7 t蔵ハ 土師器・高台付不 (145〉 ×705× 53 ロクロナデ 甥 イ手 雪版 955 )-260
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No 遺構 層位 種別・器種 外 面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

床 ふ焼土器・高台付皿 ロクロナデ 呂静発]Ψ手高台貼り付
け ロクロナデ 図版 956 D-287

カマド 土師器・ Jヽ型甕 ロクロナデ ヨ転糸切 り ロクロナデ 図版 957
貯蔵穴 買恵器・邪 ロクロナデ ]転糸切 り ロクロナデ 図版 958 E‐ 261

逮構 層位 種別・種類 長さ (cm)× TE(cmⅢ ×厚き (cmⅢ 重さω 備考 写真図版 登録番号

4 貯蔵穴 1685)X22X065 背関・茎部欠損

第75図 S117竪穴住居跡出土遺物 (3)

4)土 坑

SKl土坑 第 76図

【位置。重複】115。 16グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-78° ―Wである。

規模は、長軸 115m、 短軸 09mである。【深さ・断面形】深さは 22cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。

底面の南側に長径 27cm、 深さ 5cmの ピットを有する。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土

遺物】出土していない。

SK6二上坑  第 76ヘフ78図  図版 25・ 96・ 97

【位置。重複】」15。 16グ リッドに位置する。SBl、 SD3、 SK16と 重複 し、SBlよ り新 しく、他より古い。またⅡ

a層検出の SDl、 SXl、 および試掘坑により、北西辺 と東辺の一部が削平される。【平面形。規模】平面形は、南

辺および東辺が直線的に伸びることから、方形と考えられる。長軸方向は南辺からN88° 一Wである。規模は、

長軸 24m以上、短軸 2.3m以 上である。【深さ。断面形】深さは 30cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆

積土】4層に分けられ、レンズ状に堆積する。堆積土中には炭化物の混入が認められ、特に 1層 中への混入が顕

著である。【出土遺物】主に 2層から非ロクロ土師器片 402点、ロクロ土師器片 296点、須恵器片 112点、鉄

製品 4点、石製模造品 1点、瓦片 2点が出土している。そのうち 17点 を第 77・ 78図 に図示 した。第 77図 ■

～ 7(D-020・ 024・ 026～ 029・ 034)は土師器の野で、何れも内面に黒色処理が施されている。 1・ 2・ 3・ 5の

底面は、回転糸切 りの後無調整である。4・ 6は体部下端から底面にかけて回転ヘラケズリ、7は手持ちヘラケ

ズリが施されている。8・ 9(D018・ 019)は土師器小型甕である。8は体部下半から底部片で、体部下端は手持

ちヘラケズリ、底面は回転糸切 りの後無調整である。9は 口縁部から体部上半片で、日縁部は外反 して開き、国

Ｉ

Ｃ∩
∪
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唇部は上方に摘み出され、端部は僅かに外反する。 10～ 12(E032・ 037・ 038)、 第 78図 ■(E040)は須恵器の

邪である。何れの底面も、回転糸切 りの後無調整である。 10の底面にはヘラ記号、体部外面には火ダスキが残

る。2(E030)は 須恵器甕の回縁から体部片で、頸部はくの字状に屈曲し、国縁部は外反 して開き、端部は外下方

に傾斜する。3・ 41N007・ N-009)は 鉄製品で、3は雁股鏃、4は刀子である。5(Ke 009)は 二孔の鏡形石製模造

品である。

SK7土坑 第 76。 79図  図版 97

【位置。重複】」16グ リッドに位置する。SRlと 重複 し本遺構が古い。また試掘坑により、北東辺が削平される。【平

面形・規模】平面形は、楕円形と考えられる。西辺から、長軸方向は N3° 一Wである。規模は、長軸 195m以上、

短軸 143m以上である。【深さ・断面形】深さは 15cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】暗褐

色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 79点、ロクロ土師器片 7点、須恵器

片 6点、石製品 1点、瓦片 1点が出土している。そのうち 2点を第 79図 に図示した。1(E-042)は須恵器邪の体

部下端から底部片で、底面は回転ヘラ切 りの後無調整である。2(K-019)は 温石で、扁平な円礫を研磨 し端部を

穿孔している。

SK9土坑 第 76図

【位置。重複】116グ リッドに位置し、北東側は削平される。SD2・ 5。 6、 SK10。 18と 重複 しSD5。 6、 SK10。 18

より新しく、SD2よ り古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-80°  Eである。規模は、長軸 20m
以上、短軸 1,6mである。【深さ。断面形】深さは、最も遺存状態の良いところで 76cmで ある。底面の西側に段

を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】6層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土

中から非ロクロ土師器片が 14点 出土している。

SK10土 坑 第 76図

【位置。重複】115。 16グ リッドに位置する。SD2、 SK9と 重複し本遺構が古 く、南側を削平される。【平面形・規模】

平面形は楕円形と考えられ、長軸方向は N-35° ―Wである。規模は、長軸 101m以上、短軸 087m以上である。【深

さ。断面形】深さは 1lcmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に

堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 15点、須恵器片 1点、土製品 1点が出土している。

SK13土 坑 第 76・ 79図  図版 96

【位置。重複】115グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N68° 一Wである。規模は、

長軸 06m、 短軸 0.48mである。【深さ。断面形】深さは 12cmで、断面形は皿状である。底面に深さ 6cmの ピッ

トを有する。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積する。 1層 には、黄橙色粘土ブロック、炭化物、焼土

粒子が混入する。【出土遺物】主に 1層 中から非ロクロ土師器片が 18点 出土 している。そのうち 1点を第 79図

3(C-223)に 図示した。無底単孔の甑である。

SK16土 坑 第 76。 79図  図版 96

【位置。重複】」15グ リッドに位置する。SK6と 重複し、本遺構が新 しい。Ⅱa層検出のSDlに 、西側が削平される。【平

面形・規模】平面形は楕円形と考えられるが、長軸方向は不明である。規模は、東西 0,75m以上、南北 0.87m以

上である。【深さ。断面形】深さは 20cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】

3層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 45点 出土している。その

うち 1点を第 79図 -4(C-224)に 図示 した。土師器甕の底部で、体部はヘラナデ、底面はヘラケズリが施されている。

SK17土 坑 第 80図

【位置。重複】115グ リッドに位置する。SD2と 重複し、本遺構が古い。西辺を除く三方を削平される。【平面形。規模】
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遺構 土 色 土 性 備  考

SK9

1 OYR 3/2黒褐色 古土質シル ト
黄褐色シル トプロック少量、焼土粒子

微量に含む。

2 OYR 4/1褐灰色 占土質シル ト
黄褐色～灰褐色シル トプロック多量、

焼土粒子微量に含む。

3 OYR 2/2黄褐色 告土質シルト
黄褐色シル トブロック含む。焼上粒子

微量に含む。

4 OYR 3/2黒褐色 /,レ ト
黄灰色シル トプロック含む。炭化物粒

子微量に含む。

5 OYR 3/3暗褐色 少質シ,レ ト 灰褐色砂含む。

SK10

1 OYR3/2黒 褐色 古土質シル I
黄褐色シルトプロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

2 tlYR4/2灰黄褐色 告土質シル ト
黄褐色シルトプロック含む。炭化物粒

子微量に含む。

3 OYR3/3暗 褐色 古土質ンル ト
黄～灰色シル ト～粘土プロック少量含

む 。

SK13
1 CIYR3/2黒褐色 告土質シル 十

にぶい黄橙色粘土プロック含む。焼土

粒子微量、炭化物粒子少量含む。

2 CIYR4/3にぶい黄褐色 七土質シル 十
黄褐色シル トプロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

SK16

I OYR3/2 黒褐色 シルト 炭化物粒子少量、焼土粒子微量に含む(

2 OYR3/4暗 褐色 ンルト 炭化物粒子微量に含む。

OYR4/3に ぶい黄褐色 少

遺 構 土  色 土  性 備 考

SKl

1 7 5YR3/2黒 褐色 シ,レ ト 砂粒少量、焼土粒子微量に含む。

2 OYR 4/3に ぶい黄褐色 沙質シル ト 黄褐色～戻掲色の砂ブロック含む。

3 OYR 4/4褐 色 沙質シル ト
黄褐色砂プロック含む。灰褐色砂プロ

ック少量含む。

SK6

1 10YR 2/1黒 色 省土質シル ト

灰・炭化物粒子多量、炭化材少量、焼

土粒子微量、黄褐色シル トプロック含

む。

2 10YR 3/4暗 褐色 七土質シル ト 炭化材・炭化物粒子含む。黄褐色～灰

色シルトプロック少量含む。

3 lCIYR 3/3暗 褐色 省土質シル I 炭化物粒子・シルトプロック少量含む。

4 10YR 4/3に ぶい黄褐色 省土質シル I
灰色～黄褐色シル トプロック・炭化物

粒子微量に含む。

SK7 1 10YR 3/3暗 褐色 VjN質 シルト 砂粒含む。
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遺構 層位 種別・器種 口径lcnllX底径lanlx器高lonl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SK6 2層 土師器・ 郷 と36× 77× 50 ロクロナデ 目転糸切 り クロナデ・ヘラミガキ・黒鯉 圏放 96-1

2層 土師器 。不 124× 63× 39 ロクロナデ ヨ転糸切 り クロナデ・ヘラミガキ・黒鯉 雪版 96‐2 )-024

3 SK6 2層 土師器・ 郷 (142〉 ×84× 42 ロクロナデ 回転糸切 り クロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 雪版 963
4 SK6 2層 土師器 。郷 144× 67× 69 ロクロナデ・回転ヘラケズリ回転ヘラケズリ クロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 目版 96-4 〕‐027

5 2層 土師器・ 邪 く135〉 ×64× 45 ロクロナデ 回転糸切 り コクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 雪版 96‐ 5 )‐028

SK6 2層 土師器・不 〈130〉 ×60× 46 ロクロナデ・回転ヘラケズリ回転ヘラケズリ コクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 目版 96‐6

SK6 2層 土師器・ 郷 134X62X50 ロクロナデ・ヘラケズリ ヘラケズリ コクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 雪門反96‐7 )‐034

SK6 2層 」J師器・/J盤 ―×80× (70) ロクロナデ・ヘラケズリ 回転糸切 り ヨクロナデ コ用又96‐8 )-018

2層 」霜后・」迎警 〈130〉 ×一X(63) ロクロナデ コクロナデ ]1板 969 D‐ 019

SK6 2屑 須恵器・ 邪 140× 75× 40 ロクロナデ 回転糸切 り。ヘラ記号 コクロナデ 邸板 971

11 SK6 2層 須恵器・郷 (160〉 ×〈60〉 ×60 ロクロナデ 回転糸切 り コクロナデ ]版 972 }037
SK6 2層 須恵器・イ く140〉 ×64X■7 ロクロナデ 回転糸切 り コクロナデ 4∫板973 }038

第 77図 SK6土坑 出土遺物 (1)
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遺欄 層位 種別・器種 口径 lml× 底径 lalX器 高 lon 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

〕 2層 須恵器・不 143)× 65× 46 ヨクロナデ ]転糸切 り コクロナデ 雪版 974 1040

2 2層 須恵器・甕 (295〉 ×一×(76) コクロナデ・格子叩き ヨクロナデ 。当て具痕 雪1板 975 -030

選構 層位 種別・種類 長きにml× 幅lcIYll× 厚さに� 重さ ω 備考 写真図版 登録番号

3 2層 鉄製品・ 鏃 86Ⅲ ×(29】 X05 915Ⅲ 刃部茎部欠損

4 2層 鉄型品・ 刀子 221)X155× 035 444) +009

遺構 層位 長さlclnl X tt lcml× 厚きlcml 重さ ω 石材 備考 写真図版 登録番号

5 2層 石製品・石製模造品 (鏡 〕5X39X05 135 古板岩 盟版 976 鮭 009

第 73図 SK6土坑 出上遺物 (2)

＼

1(E‐ 042) ⑪

Φ
2(K-019)

o                     rocm

3(C-223)

lS‐ 1/31

遺構 層伍 種別・ 器種 口径lml× 底径lml×器高6耐 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 堆積土 須恵器・郷 ―×く79〉 ロクロナデ 回転ヘラ切り・高台貼 り付け コクロナデ 目版 977

遺構 1 層位 1  種別・種類   1  長さOmlX幅 ●m)x厚 さにml  l   重さo   l    石材    1   備考 写真図版 登録番号

SK7 堆積土  1石製品・温石 135× 37× 12 貼板岩 雪1板 978 ぐ019

遺構 層位 口径色耐×底径lcnl x器高lanl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

SK13 1層 土師器・甑 く90〉 ×(54〕 ヘラケズリ・ヘラミガキ К底単孔 ラヽナデ・ヘラケズリ・ヘラミガ| 凹版 97-9 ε-223

遺構 層位 種別・器種 回径ltlnl× 底径lonl x器高lml 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

4 SK16 堆積土 土師器・甕 ―×80× (301 ヘラナデ ヘラケズリ ラヽナデ 里∫板9710 ε-224

第 79図 SK7・ 13・ 16土坑 出土遺物
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平面形は不明である。西辺から、長軸方向は N26° 一Wである。規模は、長軸 12m以上、短軸 0。9m以上である。

【深さ・断面形】深さは 32cmで、底面は丸みを帯び、断面形は半円形 と考えられる。【堆積土】3層 に分けられ、

レンズ状に堆積する。また焼土粒子や、炭化物の混入が認められる。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器

片が 14点 出土している。

SK18土坑 第 80・ 81図  図版 98

【位置・重複】116グ リッドに位置する。SD5、 SK9と 重複 し本遺構が古 く、東側と北側の一部が削平される。【平

面形・規模】平面形は不整形であるが、東西方向に長 く、長軸方向は N-32° ―Wである。規模は、長軸 1.82m以上、

短軸 1.18mで ある。【深さ。断面形】深さは 55cmで、中央部が一段深 く掘 り込まれ、南北方向の断面形は逆凸

字形である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 6点、

須恵器片 1点が出土 している。そのうち 1点を第 81図 l lE-046)に 図示 した。須恵器甕の体部片で、外面は並

行叩きが施され、内面に当具痕が残る。

SK19土 坑 第 80図

【位置。重複】I・ 」15グ リッドに位置する。PT12と 重複し、本遺構が新しい。また、Ⅱa層検出の SXlに、東側

を削平される。【平面形・規模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北 2.53m以上、東西 224m以上である。【深

さ。断面形】深さは 48cm以上、壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は皿状と考えられる。【堆積土】2層に分けられ、

レンズ状に堆積する。【出土遺物】出土していない。

SK28:上 坑  第 80・ 81図  図版 25。 98

【位置。重複】H14グ リッドに位置する。SX8と重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N-42° ―Wである。規模は、長軸 0.74m、 短軸 0.66mである。【深さ・断面形】深さは 19cmで 、底面は

丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】主に検出

面とほぼ同じ高さから、非ロクロ土師器片 24点、ロクロ土師器片 3点、須恵器片 3点、鉄製品 1点がまとまっ

て出土 している。そのうち 2点を第 81図 に図示 した。21D-076)は 土師器の郷で、内面には黒色処理が施され、

底面は回転糸切 りの後無調整である。3(N-023)は鉄製の刀子である。

SK29上 坑 第 80'82図  図販 25。 98

【位置。重複】H14グ リッドに位置する。SD12、 PT37と 重複し本遺構が古 く、北側が削平される。【平面形・規模】

平面形は楕円形で、長軸方向は N81° ―Wである。規模は、長軸 1,01m、 短軸 07mである。【深さ。断面形】深

さは 7cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】灰黄褐色シル トの単層である。【出土遺物】主に検

出面とほぼ同じ高さから、非ロクロ土師器片 33点、ロクロ土師器片 16点、須恵器片 7点がまとまって出土 し

ている。そのうち 3点を第 82図 に図示した。llD 081)は 土師器の郷で、内面には黒色処理が施され、底面は回

転糸切 りの後無調整である。2(D078)は 土師器長胴甕の国縁から体部片で、頸部はくの字状に屈曲し、口縁部

は直線的に開き、口唇部は上方に摘まみ出される。3(E-104)は 須恵器の邪で、底面は回転ヘラ切 りの後無調整で

ある。

SK30二上坑  第 80図

【位置。重複】114グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形であるが、東西方向に長く長軸方向は

N78° Eで ある。規模は、長軸 074m、 短軸 0.6mで ある。【深さ・断面形】深さは 6cm、 底面は平坦で、断面

形は皿状である。【堆積土】2層に分けられ、1層 は被熱により赤変硬化したシルトブロックである。【出土遺物】

主に 2層中から非ロクロ土師器片 15点、ロクロ土師器片 2点が出土している。
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SK31:上 坑  身380。 82図  図跡こ25。 26'98

【位置。重複】114・ 15グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N77° ―Wである。

規模は、長軸 213m、 短軸 0,71mである。【深さ。断面形】深さは 48cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、

断面形は概ね逆台形である。【堆積土】4層 に分けられ、レンズ状に堆積する。2層では炭化物、3層では焼土の

混入が顕著である。埋土の堆積状況、および掘 り込みの形状は土師器焼成坑に類似している。このため堆積土の

一部を、サンプリングして洗浄した。被熱 した粘土塊を確認 したが、土師器の調整や焼成段階で発生するもの

ではなかった。【出土遺物】主に 2層 中から非ロクロ土師器片 263点 、ロクロ土師器片 76点、須恵器片 10点、

灰釉陶器片 1点、鉄製品 2点が出土している。そのうち 3点を第 82図 に図示した。4(C-650)は 土師器甕の体部

下半から底部片で、体部内外面にハケメ、底部に筵状の圧痕が残る。51D088)は 土師器の郭で、内面には黒色

処理が施され、底面は回転糸切 りの後無調整である。6(D086)は 土師器の長胴甕の回縁から体部上半片で、国

唇部は僅かに直立し、側縁に凹面が廻る。

SK33土坑 第 83図

【位置。重複】G・ H12グ リッドに位置 し、北端を撹乱によって削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N16° ―Wである。規模は、長軸 0,74m以上、短軸 0.55mである。【深さ・断面形】深さは 15cmで、

底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物や焼土粒子が混入する。

【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土 している。

SK34土 坑 第 83図

【位置。重複】114グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N68°  Eで ある。規模は、

長軸 ■07m、 短軸 0.55mである。【深さ。断面形】深さは 25cmで、西側を一段深 く掘 り込んでいるが、断面形

は概ね逆台形である。【堆積土】4層 に分けられ、レンズ状に堆積する。 1層中には、焼土粒子が混入する。【出

土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 31点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 1点が出土している。

SK35土 坑 第 83図

【位置。重複】G12グ リッドに位置する。SD13と 重複し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N55° 一Eである。規模は、長軸 088m、 短軸 0.56mである。【深さ。断面形】深さは 28cmで ある。底

面は丸みを帯び、西側を一段深 く掘 り込んでいるが、断面形は概ね半円形である。【堆積土】暗オリーブ褐色シ

ル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】出土していない。

SK36土 坑 第 83図

【位置。重複】G12グ リッドに位置する。SD13と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-18° ―Wである。規模は、長軸 2,06m、 短軸 0.67mである。【深さ。断面形】深さは 1lcm、 底面は平

坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色粘土質シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土

師器片 21点、ロクロ土師器片 4点、須恵器片 6点が出土している。

SK37土 坑 第 83図

【位置。重複】114グ リッドに位置し、西端と中央部を撹乱によって削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N45° 一Wである。規模は、長軸 101m、 短軸 058mで ある。【深さ。断面形】深さは 10cm、 底面は

平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色粘土質シル トの単層で、焼土ブロックや炭化物が混入する。【出

土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 49点、ロクロ土師器片 1点が出土している。

SK39土 坑 第 83・ 84図  図版 99

【位置・重複】G・ H12グ リッドに位置する。SD13と 重複し本遺構が古 く、北端 と西端の一部を削平される。【平
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遼構 土 色 土 性 備 考

SK17

,YR 3/2暗赤褐色 シルト 兒土粒子・炭化物粒子・黄褐色シルト
アロック含む。

2 10YR 4/3に ぶい黄褐色 シル ト
鷺褐色シル トプロック多量、炭化物粒

子微量に含む。

3 10YR 4/3に ポい黄褐色 砂
☆褐色シルトプロック含む。炭化物粒

子・焼土粒子少量含む。

SK18

1 10YR 4/4褐色 シ,レ ト 鷺褐色ンル トプロック密に含む。

2 10YR 3/2黒褐色 シルト
竜褐色シル トプロック多量、炭化物粒

子微量に含む。

3 10YR 4/3に ぶい黄褐色 少質シル ト 疋～黄褐色シルト～砂プロック含む。

SK19

1 10YR 2/3黒褐色 少質シル ト 竜褐色土シル トプロック少量含む。

2 10YR 4/5灰黄褐色 告土質ンル
庭色粘土プロック・黄褐色土シルトブ
aッ ク少量含む。

SK28 1 5Y3/2黒 褐色土 シルト
査灰色シルトプロック含む。炭化材少量
キユ争̂

趣 構 土 色 土  性 備 考

SK29 1 10YR 5/2 灰黄褐色 シ,レ ト

SK30

1 35YR 4/6  赤褐色 ンアレト 赤変硬化したシルトプロッ免 焼け面。

2 10YR 3/3  暗褐色 ンテレト
黄褐色シルトプロック含む。炭摺物粒子
・焼土粒子微量に含む。

'K31

1 75YR 3/2 黒褐色 シ,レ ト 炭化物粒子・焼土プロック少量含む。

2 「5YR 17/1黒 色 ンルト
炭化物粒子・灰多量、炭化材・焼土ブロッ

ク少量含む。

3 「5YR 3/4 暗褐色 省土質シルト
免土プロック・焼土粒子含む。炭化物粒子

10YR 3/3  暗褐色 ン,レ ト
天黄褐色シルトプロック含む。炭化物粒子
,棒 十 対 辛 船 謝 含 ユt_

No 遺橋 層位 ヨ径 lmlx底径 lonl x器 高に細 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

I SK18 堆積土 須恵器・甕 ヒ行叩き 当て具痕 ]1板 981

No 選構 層位 種別・ 器種 ヨ径 lml× 底径 lonl× 器高 lQn 外面 は面 内面 写真図版 登録番号

2 SK28 堆積土 土師器・郷 145〉 X64× 505 aクロナデ ]転糸切 り コクロナデ・ヘラミガキ。景雀塑剪 コ版 98-2 )-076

遺構 層位 種別・種類 長さ 他ml× 幅 にml× 厚さ lcm) 重さ lgl 備考 写真図版 登録番号

3 SK28 雅積土 鉄製品・ 刀子 185X12× 03 121 背関

第 81図 SK13・ 28土坑 出土遺物
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0                     10cm

lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・器種 日径 (cn X底径 lolll X器 高 lcm 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

4 2層 ハケメ 筵状圧痕 ケヽメ・ナデ ヨ版 986

5 2層 樹朧 ・郷 く158〉 ×57× 54 ロクロナデ・ヘラケズリ 回転糸切 り コクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 雪版 987
6 2層 土師器・甕 く200〉 X― ×(88) ロクロナデ コクロナデ 図版 988

第 32図  SK29。 31土坑 出土遺物

面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-53° ―Wである。規模は、長軸 2.87m、 短軸 127mである。【深

さ。断面形】深さは 25cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色シルト

の単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】主に東側の堆積土上層から非ロクロ土師器片 34点、須恵器片 1点

が出上し、そのうち 1点を第 84図 -1(C-655)に 図示した。土師器の長胴甕で、外面にハケメが施されている。

SK40上坑 第 83図

【位置・重複】H14グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は長方形で、長軸方向は N-16° ―Wである。規模は、

長軸 1.21m、 短軸 0,77mで ある。【深さ・断面形】深さは 45cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概

ね逆台形である。【堆積土】5層に分けられる。 1・ 2層は、埋没後の再掘削された後の再堆積層と考えられる。

下層の 3～ 5層は、北側からの堆積である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 19点、ロクロ土師器

片 14点が出土している。

遺構 層位 口径 lan× 底径 lcrlll× 器高 lml 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SK29 堆積土 土師器・郷 (130〉 ×64× 42 ロクロナデ 回転糸切 り コクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 蜜版 98-3

2 SK29 堆積土 鰯 ・ 娠 』醸 〈216〉 ×一×(195) ロクロナデ・ヘラナデ ヨクロナデ 目版 984

3 SK29 堆積土 須恵器・郷 ロクロナデ 回転ヘラ切 り ヨクロナデ コ洵死98-5
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SK41土坑 第 83図

【位置。重複】H13・ 14グ リッドに位置する。SK52と 重複 し本遺構が新 しい。また北西辺を試掘坑によって削平

される。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、東西 157m以上、南北 14m以上

である。【深さ。断面形】深さは 48cmで ある。底面は緩やかな起伏を有し、北側をより深く掘 り込み、断面形は

不整形である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 41点、

ロクロ土師器片 2点、須恵器片 1点が出土している。

SK42土 坑 第 83図

【位置。重複】H14グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-86° ―Wである。規模は、

長軸 069m、 短軸 048mで ある。【深さ・断面形】深さは 59cmで、底面の中央は一段深 く掘 り込まれ、断面形

は逆凸字状である。【堆積土】3層 に分けられる。 1層 は、柱または杭の抜取痕 と考えられる。調査区内には、

本遺構と組むことのできる遺構が検出されなかった。 しかし北東側の調査区外に、柱穴列や掘立柱建物跡が展開

する可能性も考えられる。【出土遺物】出土していない。

SK43土 坑 第 83図

【位置・重複】H14・ 15グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N67° ―Wである。

規模は、長軸 068m、 短軸 044mで ある。【深さ。断面形】深さは 8cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆

積土】暗オリーブ色シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】出土していない。

SK44 E上 坑  第 83図

【位置。重複】H14グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN9° Eである。規模は、

長軸 1.5m、 短軸 0.94mである。【深さ・断面形】深さは 25cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

3層に分けられ、北側からの堆積である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 12点、鉄製品 1点が出

土している。

SK45土坑 第 85図

【位置。重複】H15グ リッドに位置する。SD12と 重複し本遺構が古く、北辺を削平される。【平面形・規模】平面

形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 15m以上、短軸 1,97mで ある。【深さ。断面形】深さは

24cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】4層に分けられ、砂を主体とし、

レンズ状に堆積する。また炭化物の混入が認められ、特に 3層中に多く含まれる。【出土遺物】堆積土中から非

ロクロ土師器片が 25点 出土している。

SK46上坑 第 85図

【位置。重複】H15グ リッドに位置し、北側の調査区外に延びる。SD12と 重複し本遺構が古く、南東辺を削平さ

れる。【平面形・規模】平面形は不明、長軸方向は西辺からN33° ―Eである。規模は、長軸 2.33m以上、短軸 1.41m

以上である。【深さ・断面形】深さは、46cmで ある。南側に向かって緩やかに傾斜し、底面は緩やかな起伏を有

するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から

非ロクロ土師器片が 39点 出土している。

SK48土坑 第 85図

【位置 。重複】H14グ リッドに位置する。SD12、 SK52と 重複し、SK52よ り新しく、SD12よ り古く、南側を削

平される。【平面形。規模】南北方向に長い楕円形と考えられ、長軸方向はN3°  Eである。規模は、長軸 118m

以上、短軸 1,3mである。【深さ。断面形】深さは 32cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】

3層に分けられ、レンズ状に堆積する。東側の底面に接する2層中には、焼土粒子と炭化物が混入する。【出土遺物】
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第 33図 SK33～ 37・ 39～ 44上坑平面図・断面図

遺構 土 色 土 性 備 考

1 10YR 3/3暗褐色 少質シルト
焼土プロック少量、炭化物粒子微量に含
む。

SK34

1 10YR 3/1黒褐色 シルト
灰褐色シルトプロック・焼土粒子微量に

含む。

10YR 2/3黒褐色 シルト 感母色シルトプロック含む。

3 10YR 4/2灰黄褐色 シルト 死褐色シルトプロック多量に含む。

4 10YR 3/2暗褐色 シルト 死褐色シルト粒子含む。

SK35 1 】5Y3/3暗オリープ褐雀 炭化物粒子微量に含む。

1 10YR 2/2黒褐色 告土質ンルト 灰黄褐色シルトプロック含む。

1 75YR 2/2黒 褐色 省土質ンルト
褐色シルトプロック含む。焼土ブロック

・炭化材少量含む。

1 10YR 3/2黒掲色 ンタレト 炭化物粒子少量含む。

SK4(

1 5Y 4/2灰 オリープ色 ンルト 炭化材微量に含む。

2 5Y 3/2オ リープ黒色 シルト

3 5Y 4/3オリープ褐色 ひ質シルト 炭化物粒子微量に含む。

4 た5Y 3/1黒褐色 少質シルト 炭化物粒子多量に含む。

5 15Y 4/2暗 灰黄色 沙質シルト

遺糟 土 色 土 性 備 考

SK41
1 10YR 3/2 黒褐色 ″,レト G色シルトプロック少量含む。

10YR 3/4暗褐色 〔ぶい黄褐色シルトプロック含む。

SK42

1 10YR4/3に ぶい黄褐色 ノ,レ ト
職 褐色～にぶい黄橙シルトプロック含

lllYR 3/4暗褐色 古土質シルト
灰黄褐色～にぶい黄橙シルトプロック少

量含む。

3 10YR 3/3 暗褐色 も土質シルト

1 35Y3/3暗 オリーブ色
黄褐色シルトプロック多量、炭化物粒子

少量含む。

)K44

1 10YR 2/3黒褐色 黄褐色シルトブロック少量含む。

2 10YR 3/3 暗褐色 灰黄褐色シルトプロック少量含む。

3 10YR4/3に ぶい黄褐色 音灰色シルトプロック含む。
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遺構 層 位 種別・器種 ヨ径 lcnll× 底径 lml× 器高 lcn 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

SK39 准糟土 ケヽメ・ヨコナデ ヘラナデ・ヨヨナデ 当放 99‐ 1 ,655

第 34図 SK39土坑 出土遺物

主に 2層中から被熱 した礫とともに、非ロクロ土師器片 66点、ロクロ土師器片 4点、須恵器片 1点が出土して

いる。

SK49土坑 第 85図

【位置・重複】G12グリッドに位置する。SD13と 重複し本遺構が古く、北側を削平される。【平面形・規模】平

面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、東西 1.25m以上、南北 09m以上である。【深さ 。断面形】

深さは、最も遺存状態の良いところで 85cmである。底面にピット2基を有するが、断面形は概ね播鉢状である。

【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 13点、須恵器片

1点が出土している。

SK50■ 坑  第 85図

【位置。重複】H14グ リッドに位置する。SK48・ 52と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向はN85° ―である。規模は、長軸 086m、 短軸 0,72mで ある。【深さ・断面形】深さは 21cmで、底面

は丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。2層 中には、焼土粒

子と炭化物が混入する。【出土遺物】出土していない。

SK51土坑 第 85図

【位置 。重複】H14グ リッドに位置する。SK52と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向はN63° ―Wである。規模は、長軸 12m、 短軸 09mで ある。【深さ 。断面形】深さは 24cmで、底面

は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】4層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中か

ら非ロクロ土師器片 22点、須恵器片 1点が出土している。

SK52土坑 第 85図

【位置 。重複】H13。 14グ リッドに位置する。SK41・ 48・ 50・ 51と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平

面形は不整形で、東西方向に長く、長軸方向は N-86° 一Wである。規模は、長軸 4,07m、 短軸 1.26mで ある。【深さ。

断面形】深さは 35cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】2層に分けられ、

レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 99点、須恵器片 2点が出土している。

SK53:上 坑  第 85・ 86図  図版 99

【位置・重複】H13グ リッドに位置する。SD12、 PT38。 39と 重複し本遺構が古く、中央部を削平される。【平面

形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は、N-34° 一Wである。規模は、長軸 2.2m、 短軸 1.8m以上である。【深

さ。断面形】深さは 18cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色シル

トの単層で、焼土ブロックや炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 31点、ロクロ土
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師器片 3点、須恵器片 1点、炭化種子 1点が出土している。そのうち 1点を第 86図 ■lD-101)に 図示 した。

師器郷で、内面には黒色処理が施され、底面は回転糸切 りの後無調整である。
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世
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53土坑 平面図・断面図

ケ

″
πみ竹/″ケテク

迪 構 土 色 土 性 備 考

1 10YR4/3に ぶい黄褐色 琵化物粒子含む。

10YR 4/2灰貢褐色

10YR 1 7/1 黒tヨ え化物粒子多量に含む。

10YR 4/2灰黄褐色 夷化物粒子微量に含む。

:K46

1 10YR 4/2灰貢褐色 砂奮シルト 庚黄褐色シルトプロック微量に含む。

2 OYR 3/3暗褐色 少質シ,レト 灰黄褐色シルトブロック少量含む。

3 OYR5/3にぶい黄褐色 少質シ,レ ト

SK48

1 5YR3/2黒褐色
ぶい黄褐色シ,レ トフロック少量、院上石

微量に含む。

2 5YR3/3暗褐色 タルト
亮土プロック含む。炭化材・焼土粒子少量

等ユ,^

3 10YR 4/2灰黄褐色
こぶい黄褐色ンルトプロック・褐灰色粘土

雪シルトプロック多量含む。

SK49

1 ]5Y3/1黒褐色 砂暫 シ ,レ ト 鷺灰色砂質シルトプロック少量含む。

2 ど5Y3/3暗オリーフ褐色 沙質シルト 驚灰色砂質シルトプロック含む。

3 5Y5/2暗灰黄色 少質シルト 黄灰色砂質シルトプロック多量に含む。

遺構 土 色 土 性 備 考

SK50

1 lCIYR 3/3暗褐色 ンルト こぶい黄褐色シルトプロツク少量含む。

2 5YR4/3褐 色 /,レ ト
え土プロック・炭化物粒子含む。炭化材少

曇含む。

3 lCIYR 4/3にぶい黄褐色 ン,レ ト こぶい黄褐色シルトプロック含む。

SK51

I 10YR 4/2灰 黄褐色 ンアレト 電灰色シルトプロック含む。

2 10YR 5/2灰 黄褐色 シルト
褐灰色シルトブロツク含む。黄褐色シルト

ブロック少量含む。

3 10YR 3/3暗 褐色 シルト 竜褐色土シルトプロック少量含む。

4 OYR 4/3に ぶい黄褐色 シルト 専掲色土シルトプロツク含む。

SK52
1 OYR 3/2黒 褐色 シルト 音灰色シルトブロック少量含む。

2 OYR 3/4暗 褐色 シルト 目灰色シルトプロック多量含む。

1 5YR2/2黒 褐色 シアレト
音褐色土シルトプロツク含む。焼土ブロッ

ク・炭化物粒子少量含む。
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遺精 層位 種別・器種 ヨ径 lQlllX底 径 lenll X器 高 lonl 外 面 底 面 内面 写真図版 登録番号
SK53 堆積土 土師器・不 ―×68× (37) コクロナデ ]転糸切 り クロナデ・ヘラミガキ・黒側 写コ版 992

第 86図 SK53土坑 出土遺物

SK57土坑 第 87図

【位置。重複】H13グ リッドに位置し、SX6と重複 し本遺構が古 く、東側を削平される。【平面形・規模】平面形は

円形または楕円形と考えられるが、長軸方向は不明である。規模は、南北 10m以上、東西 075m以上である。【深

さ。断面形】深さは 25cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】灰黄褐色シル トの単層である。【遺

物】堆積土中からロクロ土師器片が 1点出土 している。

SK74■坑  第 87・ 88図   図肋ヱ26・ 99

【位置。重複】HHグ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。コa層検出の SR2に 、西側の一部が削平される。

【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N59° ―Wである。規模は、長軸 189m、 短軸 131m以上である。【深

さ。断面形】深さは 15cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、

レンズ状に堆積する。 1・ 2層 ともに、焼土ブロックや炭化物が混入する。【出土遺物】主に 1層上層から非ロク

ロ土師器片 171点、ロクロ土師器片 10点、須恵器片 22点が出土 している。そのうち 4点を第 88図に図示 した。

1・ 2(C-794・ 795)は土師器の小型甕で、1は 胴部上半に最大径を持ち、頸部はくの字状に屈曲し回縁部は大き

く外反する。2は頸部の屈曲が弱 く、国縁部と体部の境に段を有する。3(C796)は 土師器の甑で、口縁部 と体部

の境に僅かに段が形成される。4(D153)は土師器の杯で、内面には黒色処理が施され、底面は回転ヘラ切 りの

後無調整である。

SK75土坑 第 87図

【位置・重複】Hllグ リッドに位置する。 Ⅱa層検出の SR2に 、西側の一部が削平される。【平面形・規模】平面

形は楕円形で、長軸方向は N40° 一Wで ある。規模は、長軸 096m、 短軸 075m以 上である。【深さ。断面形】

深さは 24cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】2層に分けられ、東側からの堆積である。

【出土遺物】主に 1層上層から非ロクロ土師器片 34点、須恵器片 2点が出土 している。

SK76土 坑 第 87図

【位置。重複】F9グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-17°  Eである。規模は、

長軸 091m、 短軸 0,7mで ある。【深さ・断面形】深さは 10cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

灰黄褐色砂質シルトの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 5点出土している。

SK77 E上 坑  第 87図

【位置。重複】Fo G9グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N6° 一Eである。規模

は、長軸 145m、 短軸 078mで ある。【深さ・断面形】深さは 20cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆

積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 11点出土している。

SK78■ 坑  第 87図

【位置。重複】F9グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形で、南北方向に長く、長軸方向は N-2°

―Wである。規模は、長軸 082m、 短軸 051mで ある。【深さ・断面形】深さは48cmで、北側が一段深く掘り込

まれているが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中か

ら非ロクロ土師器片 8点、ロクロ土師器片 1点、須恵器片 1点が出土している。
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SK79:上 坑  第 87図

【位置。重複】F・ G9グ リッドに位置し、撹乱により東側の一部が削平される。【平面形・規模】平面形は不整形で、

東西方向に長く、長軸方向はN85° 一Wである。規模は、長軸 上03m、 短軸 078mで ある。【深さ。断面形】深

さは 25cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である 【堆積土】黒褐色シルトの単層で、

炭化物や焼土ブロックが混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 9点、須恵器片 2点が出土して

いる。

SK80土坑  第 87図

【位置。重複】E9グ リッドに位置する。SK81と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N-10° ―Wである。規模は、長軸 077m、 短軸 0.65mである。【深さ。断面形】深さは 14cmで 、底面は

丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】2層に分けられ、南側からの堆積である。1層には、焼土ブロッ

クや炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 19点 出土している。

SK81土坑 第 87図  図版 26

【位置。重複】E9グリッドに位置する。SK80と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方

向は N9° ―Wである。規模は、長軸 15m、 短軸 1.2mである。【深さ。断面形】深さは 33cmで ある。南側にテ

ラス状の段を有するが、主体となる部分の底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】3層 に分けられ、

レンズ状に堆積する。何れの層にも炭化物が混入し、上層ほど多く含まれている。【出土遺物】主に 1層中から

非ロクロ土師器片 89点、ロクロ土師器片 20点、須恵器片 6点が出土している。

SK83:上 坑  第 87・ 88図   図版 99

【位置。重複】E9グ リッ ドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N■ 2°  Eで ある。規模

は、長軸 054m、 短軸 0,46mである。【深さ・断面形】深さは 34cmで、底面は丸みを帯び、断面形は半円形で

ある。【堆積土】4層に分けられ、概ねレンズ状に堆積する。3'4層 には、炭化物が混入する。【出土遺物】堆

積土中から非ロクロ土師器片 1点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 1点が出土している。そのうち 1点を第 88

図 -5(E-189)に 図示した。須恵器の野で口縁部は外反し、底面は回転糸切りの後無調整、焼成は不良で一部未還

元である。

SK34土坑 第 87図

【位置・重複】E9グ リッドに位置し、北東側の調査区外に延びる。【平面形・規模】平面形および、長軸方向は不

明である。規模は、東西 048m以上、南北 0,7m以上である。【深さ。断面形】深さは 18cmで 、底面は緩やかな

起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】灰黄褐色砂質シルトの単層で、炭化物や焼土粒子をふくむ。

【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 3点出土している。

SK89土坑 第 87・ 88図  図版 27。 99

【位置。重複】E・ F9グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN73° 一Eで ある。規模は、

長軸 088m、 短軸 0,7mである。【深さ・断面形】深さは 26cmで ある。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上が

り、断面形は箱型である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】主に 1層 中から非ロク

ロ土師器片 39点、ロクロ土師器片 54点、須恵器片 3点、灰釉陶器片 1点が出土している。そのうち 3点を第

88図 に図示した。6～ 8(D167。 168・ 179)は土師器の邪で、何れも内面に黒色処理が施されている。6は底面

を回転ヘラ切りの後、体部下端と底部縁辺部に手持ちヘラケズリが施される。7は 回転ヘラ切り、8は回転糸切

りの後無調整である。
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遺構 土 色 土  性 備 考

SK57 10YR 4/2灰黄褐色 こぶい黄褐色シルトプロック含む。

SK74
1 ЮYR2/1黒色 シ,レ ト 尭土プロック・焼土粒子少量、炭化材

・炭化物粒子含む。

2 10YR 3/3暗褐色 悟土質シル
元化物粒・ 焼土プロック微量、黒褐色

古土質シル トプロック含む。

SK75
1 10YR 3/3暗褐色 ン,レ ト 疋黄褐色シル トブロック含む。

2 ЮYR4/2灰 黄褐色 沙質シル ト 褐灰色砂質シル トプロック少員含む。

SK76 1 10YR 5/2灰黄褐色 沙質シル ト 褐灰色砂質シル トプロック少量含む。

SK77
I 5Y4/2灰 黄褐色 υ質シルト

黒褐色粘土質シル トブロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

2 」5Y4/3オ リープ褐色 V1/N質 シル ト

SK78 10YR3/2黒 褐色 少質シル ト

黒色粘土質シル トプロックとにぶい黄

掲色砂質シル トプロックの混合土。灰

白色粘土ブロック・炭化物粒子少量含

む。

SK79 OYR2/2黒褐色 シ,レ ト

黒色粘土資シル トフロックとにぶい貢

掲色砂質シル トブロックの混合土。炭

化材・ 炭化物粒子・焼土ブロック微量

に含む。

1 5YR3/2黒褐色 少質ンル ト

掲灰色砂質シル トブロック・焼土プロ

ック・焼土粒子・炭化材・炭化物粒子

含む。

2 10YR4/2灰 黄褐色 砂質ンル ト 写灰色砂質シル トブロック含む。

遺構 土  色 土  性 備  考

SK81

1 10YR3/2黒 褐色 ン,レ ト 疋黄褐色シル トプロック多量、焼土ブ
ヨック・炭化材少量含む。

2 10YR3/3暗 褐色 ンルト 死化材少量、灰黄褐色シルトプロック
きむ。

3 10YR4/2灰 黄褐色 シルト
疋黄褐色シル トプロック多量、炭化物
笠子微量に含む。

SK83

10YR3/2黒 褐色 少質シル ト

音灰色砂質シル トブロック・灰黄褐色

少質シル トプロック少量、炭化物粒子

牧量に含む。

2 10YR4/2灰 黄褐色 シルト 戻黄褐色砂質シルトプロック多量に含
む。

3 10YR3/3暗 褐色 シ,レ ト 灰黄褐色砂質シル トブロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

4 15Y4/2暗 灰黄色 シルト
灰黄褐色砂質シル トブロック・炭化物

粒子微量に含む。

SK84 I OYR4/2灰黄褐色 沙質シル ト 夷化物粒子少量、焼土粒子微量に含む。

SK89
1 OYR2/2黒褐色 シル ト

灰黄褐色シル トブロック・炭化材・焼

土ブロック少量含む。

2 OYR3/3暗褐色 シ,レ ト 天黄褐色シル トプロック含む。
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遺構 層位 種別・器種 日径 lcallX底 径 lanl× 器高 (亜 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SK74 層 と師器・小型甕 く138〉  × 〈60〉 X164 ヘラケズリ・ハケメ・ヨコナデ ヘラケズリ・ヘラミガキ ラヽナデ・ハケメ・ヨコナデ 雪洸更99-3 3‐ 794

2 SK74 層 と師器・小型甕 〈155〉 ×60X147 ヘラケズリ・ハケメ・ヨヨナデ ヘラケズリ・ヘラミガキ ラナデ・ヨヨナデ 圏版 99-5 3-795

3 SK74 層 と師器・甑 〈245〉 ×80× 265 ケヽメ・ヨコナデ・ヘラミガキ 無底単孔 ラチデ・ヘラミガキ �版 99‐4 3‐796

4 SK74 層 と師器・郷 134× 68× 45 ロクロナデ 回転ヘラ切 り クロナデ・ヘラミオ子・黒側 1図版 996 D-153

遺構 層 位 種別・ 器種 回径 lml× 底径 lcnll× 器高 lon 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

5 SK83 雉績土 〈138〉 ×62× 43 ロクロナデ 回転糸切 り ヨクロナデ 目

"え

99-7 E-189

遇 構 層位 種別 。器種 口径 lonl x底 径 lanl× 器高 lon 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

6 SK89 1層 と師器・郵 (148〉 ×65× 50 ロクロナデ・ヘラケズリ 回転ヘラ切 り・ ヘラケズリ コクロナデ・ヘラミガキ・黒色四翌図版 998 D-167

SK89 1層 と師器・不 (136〉 ×70X48 ロクロナデ 回転ヘラ切 り ]クロナデ・ヘラミカキ・黒色四翌図版999 D‐ 168

8 SK89 1層 と師器・郷 ―×64× (271 ロクロナデ・ヘラケズリ 回転糸切 り ユクロナデ・ヘラミガキ 勲圏B里 図版9910 D‐ 179

第 88図 SK74・ 83・ 89土坑 出土遺物
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SK108三上坑  第 89図

【位置。重複】E8、 F7・ 8グ リッ ドに位置する。SK127と 重複 し本遺構が古 く、西辺の一部が削平される。【平面

形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-24° ―Eである。規模は、長軸 1.25m、 短軸 073mで ある。【深さ。

断面形】深さは 23cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】4層に分けられ、レンズ状に堆積する。

2・ 3層には炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 9点、ロクロ土師器片 2点が出土

している。

SKl18土 坑 第 89図

【位置。重複】D6グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は、南北 0,74m、 東西072mである。【深

さ。断面形】深さは 19cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】灰黄褐色砂質シルトの単層で

ある。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 12点 出土している。

SKl19土 坑 第 89図

【位置。重複】F8グ リッドに位置する。SK145と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-31°  Eで ある。規模は、長軸 1 26cm、 短軸 0.68mである。【深さ。断面形】深さは 6cm、 底面は平

坦で、断面形は皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シルトの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】検出面より

やや高い位置から非ロクロ土師器片が 32点 出土している。

SK120二上坑  第 89図

【位置。重複】F8グ リッ ドに位置する。PT138と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N24°  Eで ある。規模は、長軸 0.64m、 短軸 042mで ある。【深さ。断面形】深さは 23cmで、底面は

丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】出土 していない。

SK1 21土坑 第 89図

【位置。重複】E9グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-39°  Eで ある。規模は、

長軸 0.92m、 短軸 0.67mである。【深さ・断面形】深さは 19cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆

積土】灰黄褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 3点出

土 している。

SK122三上坑  第 89図

【位置。重複】E・ F7グ リッドに位置する。SK173と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N29° 一Wである。規模は、長軸 1.08m、 短軸 0.66mである。【深さ。断面形】深さは 10cm、 底面は

平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シルトの単層で、炭化物と焼土粒子が混入する。【出土遺物】

堆積土中から非ロクロ土師器片 23点、ロクロ土師器片 4点が出土している。

SK123土坑 第 89・ 90図  図版 27・ 100

【位置。重複】E8グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN86°  Eである。規模は

長軸 1.36m、 短軸 072mで ある。【深さ。断面形】深さは 35cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積

土】3層に分けられ、レンズ状に堆積する。 1・ 3層中には炭化物が混入する。【出土遺物】主に 1層 中から非ロ

クロ土師器片 37点、ロクロ土師器片 53点、須恵器片 53点、須恵器片 8点、灰釉陶器片 2点が出土している。

そのうち 1点を第 90図 ■lD-295)に 図示した。土師器の邪で、日縁部が強く外反する。底面は、回転糸切りの

後外縁部を回転ヘラケズリ、内面には黒色処理が施されている。
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SK124土 坑 第 89。 90図  図版 27・ 100

【位置・重複】E7グ リッドに位置する。S115と 重複し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N73° ―Eである。規模は、長軸 13m、 短軸 ■07mで ある。【深さ・断面形】深さは 17cmで 、底面は丸

みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積する。2層中には灰白色火山灰ブロッ

クが混入する。【出土遺物】主に 1・ 2層から非ロクロ土師器片 42点、ロクロ土師器片 55点、須恵器片 3点が

出土している。そのうち 2点を第 90図 に図示した。2(D301)は 土師器郷で、内面には黒色処理が施され、底面

は回転糸切 りの後手持ちヘラケズリが施される。3(D-582)は 土師器甑の体部片で、ロクロ整形の後、環状の把

手が貼 り付けられている。

SK126三上坑  第 89図

【位置・重複】E・ F8・ 9グ リッドに位置し、撹乱により北辺の一部が削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N-76° 一Wである。規模は、長軸 1,78m、 短軸 1.12m以上である。【深さ・断面形】深さは 38cmで、

底面は狭 く、断面形は播鉢形である。【堆積土】3層 に分けられ、概ねレンズ状に堆積する。炭化物 と焼土粒子

が混入する。【出土遺物】主に 1層中から非ロクロ土師器片 13点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 9点、灰釉

陶器片 1点、石製品 2点が出土している。

SK127土 坑 第 89図

【位置。重複】E・ F7グ リッドに位置する。SK108と 重複し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N-11° ―Eで ある。規模は、長軸 1.2m、 短軸 072mで ある。【深さ・断面形】深さは 15cmで、断面

形は皿状である。底面に、深さ 15cmの ビットを 2基有する。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物 と

焼土粒子が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 22点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 3点

が出土している。

SK128:上坑  鋳389。 90図] 図肪え27・ 100

【位置。重複】E8グ リッドに位置する。SK150、 PT175と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N-89° ―Eである。規模は、長軸 143m、 短軸 1.24mで ある。【深さ。断面形】深さは 25cmで、底面

は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。何れ

の層にも炭化物が混入する。【出土遺物】主に 1。 2層 中から非ロクロ土師器片 68点、ロクロ土師器片 87点、

須恵器片 45点、灰釉陶器片 3点、馬歯 1点が出土 している。そのうち 2点を第 90図 に図示 した。41D-317)は

土師器の高台付郷で、貼 り付け高台、内面は黒色処理が施されている。51E-272)は 須恵器長頸壼の体部から底部

片で、角高台が貼 り付けられている。

SK129土坑 第 91・ 92図  図版 28。 100

【位置・重複】E7グリッドに位置する。SK130と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は円形で、規模

は東西 0.94m、 南北 0.83mである。【深さ。断面形】深さは 17cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆

積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。 1・ 2層には炭化物が混入する。【出土遺物】主に 2層中から非ロ

クロ土師器片 21点、ロクロ土師器片 15点、須恵器片 4点が出土 している。そのうち 1点を第 92図 ■lD-319)

に図示した。土師器の邪で、体部下端と底面に回転ヘラケズリ、内面は黒色処理が施されている。

SK130土 坑 第 91・ 92図  図販 28。 100

【位置。重複】E7グリッドに位置する。SK129と重複 し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N18° ―Eである。規模は、長軸 1.54m、 短軸 104mである。【深さ・断面形】深さは 17cmで 、底面は丸

みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積する。 1層 中には、炭化物や焼土

粒子が混入する。【出土遺物】主に 1層中から非ロクロ土師器片 100点、ロクロ土師器片 40点、須恵器片 9点

‐
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―
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深 さ

遺構 雪他 土 色 土 性 備 考

1 OYR3/2黒 褐色 少質シル ト
白色粒子・灰黄褐色砂質シル トプロッ

ク少量含む。

2 OYR4/2灰 黄褐色 砂奮シル ト ヨ色粒子・炭化物粒子微量に含む。

3 OYR3/2黒 褐色 V1/1質 ンル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

4 10YR3/3暗褐色 沙質シル ト 灰黄褐色砂質ンル トプロック少量含む。

lKH 1 10YR3/3灰黄褐色 沙質シル ト
灰黄褐色砂質シルトと黒褐色シルトブ

ロックの混合層。

Ж H 10YR3/3暗褐色 砂質シル ト え化物粒子微量、砂粒含む。

K12( 1 10YR3/3暗褐色 少質シル ト 黄褐色砂粒少量含む。

K12 1 10YR4/2灰黄褐色 砂質シル ト
捷化物粒子微量、暗灰シル トプロック

争む。

K121 1 10YR3/4暗褐色 砂質シル ト
夫化物粒子・焼土粒子微量、灰黄褐色

ンル トプロック含む。

X12(

10YR2/2黒褐色 ングレト
疋黄褐色シル トブロック・ 炭化物粒子

〉量含む。

10YR3/4暗褐色 砂質シル ト 疋黄褐色シル トブロック多量に含む。

3 10YR2/3黒褐色 砂質シル ト え化物粒子少量含む。

遺構 土 色 土  性 備 考

K12`

1 10YR4/2灰黄褐色 沙質シル ト え化物粒子微量に含む。

2 10YR2/2黒褐色 少質シル ト
売化物粒子・ 焼土粒子微量、自色火山

叉含む。

3 OYR2/3黒 褐色 少質シル ト
炭化物粒子微量、灰黄褐色砂質シル ト

ブロック含む。

K12(

1 OYR2/2黒 褐色 シ,レ ト
天黄褐色砂質シル トブロック・炭化

勿粒子少量、焼土粒子微量に含む。

2 OYR5/2灰 黄褐色 沙質ンル ト 売化物粒子微量に含む。

3 OYR3/3暗 褐色 少質シル ト 1層 と2層土の混合層。

K12i 1 5Y3/2黒 褐色 沙質シル ト
炭化物粒子・ 焼土粒子微量、灰黄褐色

砂質シル トプロック含む。

K121

1 ЮYR3/3暗 褐色 シ,レ ト 炭化材・炭化物粒子少量、灰黄褐色砂

質シル トブロック含む。

2 10YR2/2 黒褐色 シル ト 炭化材・炭化物粒子微量に含む。

3 ЮYR3/2黒 褐色 シル ト
灰黄褐色シル トプロック多量、炭化材
・ 炭化物粒子少量含む。
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遺緒 層位 ヨ径 lmlX底 径 lonl x器 高 lcm 外面 底面 肉面 写真図版 登録番号

I 1層 土師器・ 郷 145× 63× 50 ロクロナデ ]転糸切 り・ 回転ヘラケズリ ナデ・ヘラミカキ 拶鼈捌哩 1図版 1001 D-295

遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lQlll× 底径 ltllll× 器高 lcn 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

2 堆積土 土師器・ 不 ―×56× (15) ロクロナデ ]転糸切 り・ ヘラケズリ ユクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理1図版 1002

3 堆積土 土師器・ 甑 142× 58× 51 口
ぐザ音

=.把

芋Ajり 付イナ コクロナデ・ヘラナデ 目す板100-3 D-582

No 遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lcnll× 底径 leml× 馬嵩 ltln 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

堆積土 と師器・高台付邦 ―×32× (291 ロクロナデ ・ロクロナデ 雪版 100‐ 4 D-317

5 SK128 堆積土 買恵器 。長頸壷 (103〉 ×196) ロクロナデ き合貼り付け・ロクロナデ コクロナデ 目版 100-5 E-272

第 90図 SK123・ 124・ 128土坑 出上遺物

が出土している。そのうち 3点を第 92図 に図示 した。21D-329)は 赤焼土器の郷で、底面は回転糸切 りの後無調

整である。31D320)は 土師器長胴甕の口縁から体部上半片で、国唇部は上方に摘まみ上げられる。4(E280)は

須恵器の郷で、底面は回転糸切 りの後無調整である。また焼成は不良で、一部未還元である。

SK131土 坑 第 91・ 92図  図版 28・ 100

【位置。重複】E8グ リッドに位置する。SK174・ 180と 重複し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向はN6° ―Wである。規模は、長軸 1.32m、 短軸 12mである。【深さ。断面形】深さは 38cm、 底面は平

坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】4層 に分けられ、レンズ状に堆積する。 1～ 3層 中には炭化物が混入

する。【出土遺物】主に 2～ 3層中から非ロクロ土師器片 175点、ロクロ土師器片 151点、須恵器片 33点が出

土している。そのうち 5点を第 92図 に図示 した。5(D333)は 土師器のIThで、底部下端から底部にかけて回転ヘ

ラケズリが施される。61D-332)は 土師器鉢の体部片で、5・ 6と も内面に黒色処理が施されている。71D-331)は

土師器小型甕の体部から底部で、体部はロクロナデの後下端を回転ヘラケズリ、底面は回転糸切 りの後無調整で

ある。81E283)は 須恵器の不で、底面は回転ヘラ切 りの後無調整である。また底面中央部分に、ヘラ記号が刻ま

れる。9(I-128)は 灰釉陶器の高台付郷で、日唇部は外反し、底面は回転ヘラケズリの後、高台貼 り付け、高台は

ハの字状に開き端部は僅かに内側へ屈曲する、施釉は刷毛による。

SK132土 坑 第 91図

【位置。重複】E8グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N20° ―Eである。規模は、

長軸 112m、 短軸 0.73mである。【深さ・断面形】深さは 25cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 7点、ロクロ土師

器片 3点、須恵器片 2点が出土している。
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SK133:上坑  第 91・ 93図   図版 28・ 101

【位置・重複】E7・ 8グ リッドに位置する。SK140と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N-65° 一Eである。規模は、長軸 1.05m、 短軸 0.94mである。【深さ。断面形】深さは 16cm、 底面は

平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。1層 中には、炭化物や焼土

粒子が混入する。【出土遺物】主に 1層 中から非ロクロ土師器片 14点、ロクロ土師器片 22点、須恵器片 1点が

出土している。そのうち 1点を第 93図 ■lD-339-2)に 図示した。土師器の野で、底面は手持ちヘラケズリ、内

面は黒色処理が施されている。

SK134土 坑 第 91図

【位置。重複】E7・ 8グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N73° ―Wである。規

模は、長軸 085m、 短軸 075mで ある。【深さ・断面形】深さは 31cmで ある。西側にテラス状の段を有するが、

主体となる部分の底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形である。【堆積土】2層に分けられ、

レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 8点、ロクロ土師器片が 1点出土している。

SK135土 坑 第 91・ 93図  図版 29。 101

【位置・重複】E7グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は南北 0.55m、 東西 053mで ある。【深

さ。断面形】深さは 22cmである。底面は平坦、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形である。【堆積土】暗

褐色シルトの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 5点、須恵器片 2点、瓦

片 1点が出土している。そのうち 1点を第 93図 2(G-057)に 図示した。平瓦片で、凹面に布日、凸面に縄目の

叩き痕が施されている。

SK136土 坑 第 91図

【位置。重複】E7グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-87° ―Wである。規模は、

長軸 0.83m、 短軸 0.65mである。【深さ・断面形】深さは 33cmで、底面は丸みを帯び、断面形は半円形である。

【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 7点、ロクロ土師

器片 1点が出土している。

SK137土 坑 第 91図

【位置。重複】E8グ リッドに位置する。SK140と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は半56° 一Wである。規模は、長軸 ■08m、 短軸 ■01mで ある。【深さ・断面形】深さは 45cmで、底面は

丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。何れの層にも、炭化物

が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 52点、ロクロ土師器片 9点、須恵器片 6点が出土し

ている。

SK138土 坑 第 91図

【位置。重複】D7グ リッドに位置し、東側の調査区外に延びる。SK139と 重複し本遺構が新しい。【平面形。規模】

平面形は楕円形と考えられ、長軸方向は N88° ―Wである。規模は、長軸 14m以上、短軸 0.65m以上である。【深

さ・断面形】深さは 26cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積し、

炭化物が混入する。【出土遺物】出土していない。

SK139:上坑  第 94図

【位置・重複】D7グリッドに位置し、北東側の調査区外に延びる。SK138と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】

平面形、主軸方向ともに不明である。規模は、南北 1.Om以上、東西 1.19m以 上である。【深さ。断面形】深さは

50cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】 1
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遺構 土 色 土  性 備  考

X12(

!5Y4/1黄灰色 シアレト 炭化材・ 庚化物粒子少量含む。

2 !3Y3/2黄褐色 シ,レ ト 灰白色火山灰・炭化材・炭化物粒子少

量、灰白色火山灰含む。

3 OYR4/2灰 黄褐色 砂質シル ト

,K13(
1 OYR3/2黒 褐色 シアレト

灰黄褐色砂質シル トブロック少量、

炭化物粒子・焼土粒子微量に含む。

2 OYR3/3暗 褐色 砂質シル ト 灰黄褐色砂質シル トプロック含む。

Ж131

1 OYR2/2暗 褐色 シアレト
灰煮褐色砂資シル トフロック・炭化材

少量含む。

OYR2/1 黒色 シルト 炭化材・ 灰黄褐色砂質シル トプロック
少量含む。

OYR 3/2黒褐色 シルト 炭化物粒子微量、にぶい黄褐色・灰黄
色砂質シル トブロック含む。

4 OYR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト 灰黄褐色砂賢シル トプロック多量に含む

X13を 1 OYR 3/3暗褐色土 砂質シル ト
戻黄褐色砂質シルトブロック多量、炭

ヒ物粒子微量に含む。

SK13(

1 OYR 3/2黒褐色土 ンルト
こぶい黄褐色砂質シル トブロック少量、

え化材・焼土粒子微量に含む。

OYR 3/4暗褐色土 砂質シル ト こぶい黄掲色シルトブロック多量に含む

遺構 土  色 土  性 備 考

Ж13`

1 OYR 3/2黒 褐色土 ンルト え化物粒子微量に含む。

2 OYR 3/4暗 褐色土 少質シル ト 疋黄褐色砂質シル トブロック含む。

lK131 1 OYR3/4暗褐色土 ン,レ ト
炭化物粒子微量、灰黄褐色砂質シルト

ブロック含む。

K13(
1 OYR 2/2黒 褐色土 少質シル ト

死黄褐色砂質シル トブロック少量、炭

ヒ材微量に含む。

2 OYR3/3Fき 褐色土 少質シル ト 死黄褐色砂質シル トブロック含む。

K13′

1 OYR3/3暗褐色土 少質ンル ト
死黄褐色砂質シル トブロック少量、炭

ヒ物粒子微量に含む。

2 OYR 3/2黒 褐色土 少質シル ト
死黄褐色砂質シル トプロック少量、炭

ヒ物粒子・白色粒子微量に含む。

3 OYR 4/2灰 黄褐色土 砂質シル ト
兎黄褐色砂質シル トブロック多量、炭

ヒ物粒子微量に含む。

1 10YR 2/2 暗褐色 シルト
疋黄褐色砂質シル トプロック・炭化材

歩量含む。

2 10YR 2/1 黒色 シルト
元化材・灰黄褐色砂質シル トブロック

少量含む。

3 10YR3/2 黒褐色 シルト
え化物粒子微量、にぶい黄褐色・灰黄

岳色砂質シル トプロック含む。

10YR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト
疋黄褐色砂質シル トプロック多量に含

争。

第 91図 SK129～ 138土坑平面図・断面図
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遺構 層 位 種別 。器種 口径 lmlX底径 lcnllX器 高 lml 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 ,K129 2層 土師器・邪 く120〉 ×63× 415 ロクロナデ・回転ヘラケズリ 回転ヘラケズリ ユクロナデ・ヘラミガキ・員寵梨側 圏版 1006 )-319

遺構 層 位 種別・ 器種 口径 lalllX底 径 lcall× 器高 lcall 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

2 ,K130 1層 赤焼土器・必 (149〉 × 〈58〉 ×48 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 目∫板100‐ 7 )-329

3
'(130

1層 〈120〉 X― ×(137Ⅲ ロクロナデ ロタロチデ・ヘラナデ ヨ∫板1008 )320

4 ,K130 1層 須恵器・イ 〈133〉 ×64× 42 ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 雪版 100-9 ]280

遺構 層位 種別・器種 口径 lanl X底 径 lcml× 器高 lml 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

5 3 堆積土 上RT器・必 〈130〉 ×く67〉 X■25 ロクロナデ・回転ヘラケズリ ]転ヘラケズリ ヨクロナデ・ヘラミガキ・黒硼 コ版 100- )‐ 333

6 3 唯積土 土師器・鉢 く188〉 ×70× 83 ロクロナデ ]クロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 圏版 100

7 3 堆積土 土師器・小型甕 ―×74× (67) ロクロナデ・回転ヘラケズリ ]転糸切 り コクロナデ 圏周吹100 )331

8 3 堆積土 震 謡 ・必 157× 73× 445 ロクロナデ 可転ヘラ切 り ヨクロナデ 雪1板 100 ,283

9 3 堆積土 刀釉陶器・高台付郷 く185〉 ×92X58 ロクロナデ・施釉?ヽケ) P哲少三年季
り・高台貼り付けヨクロチデ・施釉 |ヽ ケ) 雪1板 100

第 92図 SK129。 130・ 131土坑 出土遺物
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遺構 層仕 種別・器種 回径 lmlx底 径 lclnl× 器高 lolll 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SK133 1層 土師器・郷 148〉 × 〈88〉 ×46 ロクロナデ ラケズリ ヨクロナデ・ヘラミガキ 黒色理哩図版 1011 D‐ 339-2

遺構 層位 種別・種類 凹面 凸面 備考 写真図版 登録番号

SK135 堆積土 瓦・平瓦 布 目 電叩き痕 雪,板 10Ⅲ 2 C-057

第 93図 SK133・ 135土坑 出土遺物

層中から灰釉陶器片が 1点出土している。

SK140■ 坑  第 94・ 95図   図肋え29。 101

【位置。重複】D oE8グ リッドに位置する。北側の調査区外に延びるため、調査区を拡張 し全体を検出した。

SK137と 重複し、本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-20° ―Wである。規模は、

長軸 12m、 短勒 0.64mで ある。【深さ。断面形】深さは 31cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積

土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積する。 1層 中には炭化物、2層 中には炭化物と焼土粒子が混入する。【出

土遺物】2層中からほぼ完形の不 3点 (D344～ 346)を含め、ロクロ土師器片や須恵器片がまとまって出土して

いる。非ロクロ土師器片 14点、ロクロ土師器片 53点、須恵器片 3点で、そのうち 5点を第 95図 に図示した。

1。 2(D-344・ 345)は 土師器の写で、底面は回転糸切 りの後無調整で、内面は黒色処理が施される。3(D346)は

赤焼土器の邪で、底面は回転糸切 りの後無調整である。 これら 1～ 3の野は何れの口縁部も、一部を小さく

打ち欠かれている。41D-347)は 土師器高台付皿の口縁から体部片で、日縁部は強 く外反 し、体部下端には高台

のはがれた痕跡が認められる。5(D-348)は 土師器高台付邪の底部で、高台はハの字状に開き端部は外反する。

4・ 5と もに内面は、黒色処理が施されている。

SK141土 坑 第 94図

【位置。重複】E7・ 8グリッドに位置する。SK133と重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N55° ―Wである。規模は、長軸 1.45m、 短軸 0.69mである。【深さ・断面形】深さは 22cm、 底面は平

坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中

からロクロ土師器片が 4点出土している。

SK142三上坑  第 94図

【位置・重複】E8グリッドに位置する。SX58と 重複し本遺構が新しい①【平面形・規模】平面形は円形で、規模は

南北064m、 東西 069mで ある。【深さ。断面形】深さは 17cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆

積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。 1・ 2層共に、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロ

クロ土師器片が 10点 出土している。

SK143上 坑 第 94。 95図  図版 29。 101

【位置。重複】E・ F8グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-4°  Eで ある。規

模は、長軸 1,68m、 短軸 135mである。【深さ・断面形】深さは 51cmで ある。底面は細かな起伏を有し、断面

形は不整形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。2層 中には、炭化物や焼土粒子が混入す

る。【出土遺物】主に 2層中から非ロクロ土師器片 367点 、ロクロ土師器片 129点、須恵器片 60点、陶器片 1
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点、鉄製品 1点、石製品 1点が出土している。そのうち 4点を第 95図 に図示 した。6(D-360)は 土師器の邪で、

底面は手持ちヘラケズリ、内面は黒色処理が施されている。7(D-349)は 土師器長胴甕の口縁部から体部上半片

で、日縁部は緩やかに屈曲し、外方に向かって直立気味に開く。また体部外面には砂粒を含んだ粘土が、付着し

ている。8(D-357)は 土師器の小型甕で、日唇部は屈曲して上方に直立 し、底面は回転糸切 りの後無調整である。

91N081)は鉄製の長三角鏃である。

SK144土 坑 第 94・ 96図  図版 29。 102

【位置。重複】E8グ リッドに位置する。SK150。 158、 PT165と 重複 し、SK158、 PT165よ り新しく、SK150よ り古い。

北辺を SK150に より削平される。【平面形・規模】平面形は南北に細長い溝状で、緩やかに屈曲しているが、長

軸方向は概ね N ll°  Eである。規模は、長軸 2.65m、 短軸 0.45mである。【深さ。断面形】深さは 19cmで 、底

面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】暗褐色シル トの単層で、焼土ブロックや焼土粒子などが混入する。

【出土遺物】主に掘 り込みの中央部分から非ロクロ土師器片 98点、ロクロ土師器片 14点、須恵器片 13点 が出

土 している。そのうち 2点 を第 96図 に図示 した。 1'2(D-368・ 369)は 土師器の邪で、何れも内面は黒色処理

が施されている。 1は底面、2は体部下端および底面に、手持ちヘラケズリが施されている。

SK145土 坑 第 94図

【位置。重複】F8グ リッドに位置する。SKl19と重複し本遺構が古 く、に西辺の一部を削平される。【平面形。規模】

平面形は精円形で、長軸方向は N85°  Eで ある。規模は、長軸 1.01m、 短軸 05mである。【深さ・断面形】深

さは 17cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆

積土中から非ロクロ土師器片 9点、須恵器片 1点が出土している。

SK146:上坑  第 94図

【位置・重複】F8グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-35° ―Wである。規模

は、長軸 067m、 短軸 0.38mである。【深さ。断面形】深さは 6cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積

土】暗褐色砂質シルトの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から土師器片が 4点出土している。

SK147:上坑  第 94・ 96図   図肪こ30。 102

【位置。重複】E7グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N10° Eで ある。規模

は、長軸 0,73m、 短軸 0.6mで ある。【深さ。断面形】深さは 8cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】

暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】主に検出面 とほぼ同じ高さから、非ロクロ土師器

片 9点、須恵器片 4点、石製品 1点が出土 している。そのうち 1点を第 96図 3(E295)に 図示 した。須恵器甕

の体部片で、外面に並行叩きが施される。

SK148土 坑 第 94・ 96図  図版 30。 102

【位置。重複】D・ E7グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N ll°  Eで ある。規

模は、長軸 1.28m、 短軸 0.75mである。【深さ。断面形】深さは 18cmで 、底面に緩やかな起伏を有するが、断

面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物や焼土粒子が混入する。【出土遺物】堆積

土上層から非ロクロ土師器片 6点、ロクロ土師器片 9点、須恵器片 1点が出土している。そのうち 1点を第 96

図 41D372)に 図示 した。須恵器の野で、底面は回転糸切 りの後未調整である。また焼成は不良で、胎土は未還

元である。

SK149土 坑 第 94・ 96図  図版 30。 102

【位置。重複】E7グ リッ ドに位置する。SK157。 191、 SX59と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形。規模】平面形

は楕円形で、長軸方向は N27° 一Eである。規模は、長軸 1.56m、 短軸 1.18mで ある。【深さ・断面形】深さは
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15cmで 、断面形は皿状である。底面の北端に、深さ 13cmの ピットを有する。【堆積土】2層に分けられ、 1層

はピットに伴 う堆積土である。【出土遺物】主に掘 り込みの北西部から非ロクロ土師器片 23点、ロクロ土師器

片 2点、須恵器片 2点、石製品 1点が出土 している。そのうち 2点を第 96図 に図示 した。5(C1314)は 土師器

長胴甕の体部下半から底部で、体部外面にヘラケズリが施される。6(K-140)は石錘で、扁平な円礫の端部を両

面から穿孔 している。
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遺構 土  色 土 性 備  考

lK14】 10YR 3/3暗褐色 少質シル ト
灰褐色砂質シル トブロック・炭化物粒

子少量含む。

X14Z

1 10YR 3/2黒褐色 ひ質シルト
疋黄褐色土砂質シル トブロック・ 自色

笠子少量、炭化物粒子微量に含む。

10YR 4/3にぶい黄褐色 少質ンル ト
炭化物粒子微量、灰黄褐色砂質シル ト

プロック少量含む。

,K14(

1 10YR 4/3暗 褐色 沙質ンル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

2 10YR 2/2黒 褐色 シフレト 売化物粒子・焼土粒子微量に含む。

K144 1 10YR 3/4暗 褐色 シルト
焼土プロック・焼土粒子少量、にぶい

黄褐色砂質シル トプロック含む。

K14: 1 10YR 3/3暗 褐色 沙質シル ト
白色粒子少量、黒褐色土シル トプロッ

ク微量に含む。

X14て 1 10YR 3/3暗 褐色 沙質シル ト
灰褐色砂質シル トブロック・ 炭化物粒

子少量含む。

X147 よ 10YR 3/3暗 褐色 少質シル ト
え黄褐色砂質シル ト少量、白色粒子・

夷化物粒子微量に含む。

I OYR 3/4暗褐色 少質シル ト
夷化物粒子・焼土粒子微量、灰黄褐色

K14〔

J OYR 2/3黒褐色 シル ト ,仕物新平徽景に含むハ

2 OYR 3/2暗褐色 シアレト
灰黄褐色砂質シル トブロック多量、炭

化物粒子微量に含む。

遺構 土 色 土 性 備  考

1 10YR2/2 黒褐色 シ,レ ト
疋黄褐色シル トプロック・ 炭化物粒子
」/N最含む。

2 10YR3/4 暗褐色 沙質ンル ト 天黄褐色シル トプロック多量に含む。

3 10YR 2/3 黒褐色 え化物粒子少量含む。

10YR 3/2 黒褐色 シルト
こぶい黄褐色砂質シル トブロック・炭

イ物給平徽晶に含む^

2 10YR 2/1 黒色 シルト
こぶい黄褐色砂質シル トプロック少量、

え化物粒子・焼土粒子微量に含む。
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層位 種別・ 器種 ヨ径o耐 X底径lcnllX器 高lcrn 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 SK14( 2層 土師器 。郷 150× 70× 53 ヨクロナデ IEI転 糸切 り
ア
ギ 目版 101‐3

2層 土師器・杯 1395× 71× 41 〕クロナデ ]転糸切 り
ロクロナデ・

圏版 1014
2層 よ焼土器・郷 134X47× 45 ロクロナデ ヨ転糸切 り ロクロナデ 雪∫板 1015 )346

4 S(14( 2層 と師器・高台付皿 154X〈 62〉 ×(23) ロクロナデ W響寧 ラヽミガキ・纂負伽理 目拘冤101‐ 6

2層 土師器・高台付郷 ―X74X122) ロクロナデ 目版 101-7

No 遺鵜 層位 ヨ径 的耐 X底径 lcrnl× 器高 にお 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

2層 土師器・ 杯 128〉 X〈62〉 X49 ロクロナデ ラケズリ ラヽミガキ・黒色処理 雪チ板 1018 〕‐360

7 SK143 2層 土師器・長胴蜜 260〉 X― ×(1■05) ロクロナデ コクロナデ 外面に粘土付着 圏門庭101-9

2層 土師器・小型嚢 158× 76× 154 ロクロナデ ヨ転糸切り コクロナデ 晋版 101-10 )357

-102-

遺構 層位 種別・種類 長さ lcml× 中冨lcml× 厚さ lcml 重きω 備考 写真図版 登録番号

SK143 2層 鯉 品 。鏃

`72)X34X05
2691 三三角鏃・茎部欠損

第 95図 SK140・ 143土坑 出土遺物



1(D-368) 21D-369)

■―
|ヽ

:― I,|!ti
kヽ

i「■||

141111

ゝ

キ‐

＝

〃

〃
でく||!|

G‐ _O 61K140)

|

(S‐ 1/3)

No 遺構 層位 口径 lclnl X底 径 C� ×器高にllll 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 堆積土 土師器・不 ×56 ロクロナデ ヘラケズリ ヨクロナデ・ヘラミガキ・黒鯉 雪版 1021 D-368

2 堆積土 土師器・不 〈125〉 ×く65〉 ×40 ロクロナデ・ヘラケズリ ヘラケズリ コクロナデ・ヘラミガキ・黒硼 雪版 102‐ 2

遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lolll× 底径 lQnl× 器高 lQIIl 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

3 SK147 堆積土 須恵器・甕 ―×―×(162) 並行叩と 当て具痕・ヘラナデ 目版 1023 [295

遺構 層位 種別・ 器種 ヨ径飾→×底径lcnll X器 高eml 外 面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

4 SK148 堆積土 土師器・邦 〈48〉 ×(365) ロクロナデ 回転糸切 り ロクロナデ 尭成不良未還元 コ版 102‐ 4

遺構 層位 種別・器種 ヨ径 (ω→×底径 lonlx器高 lcnl 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

5 SK14C 堆横土 土師器 。長胴甕 ―×〈78〉 ×(137Ⅲ ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラナデ 図版 1025

No 遺構 層位 種別・種類 長さ(call× 幅(ctt X厚 きlclnl 重さ 債) 石材 備考 写真図版 登録番号

6 SK149 蛙積土 百製品・錘 61× 35× 16 漏固結凝灰岩 コ版 lo2 6 【140

第 96図 SK144・ 147～ 149上坑 出土遺物

SK150土 坑 第 97図

【位置 。重複】E8グ リッ ドに位置 し、北東側 の調査 区外 に延 び る。SK128・ 144・ 180、 PT175と 重複 し、

SK144・ 180、 PT175よ り新しく、SK128よ り古い。【平面形・規模】平面形は円形または楕円形と考えられるが、

長軸方向は不明である。規模は、南北 2.5m以 上、東西 2.5m以 上である。【深さ。断面形】深さは 17cmで ある。

底面は丸みを帯び緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層で、

炭化物が混入する。【出土遺物】主に床面および、南東壁付近から非ロクロ土師器片 32点、ロクロ土師器片 8点、

須恵器片 6点、馬歯 9点が出土している。

SK1 51土坑 第 97図

【位置・重複】E7グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N68° 一Eである。規模は、

長軸 102m、 短軸 056mで ある。【深さ。断面形】深さは 23cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 8点、ロクロ土師

器片 2点が出土している。
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SK152上 坑 第 97図

【位置。重複】F8グ リッドに位置 し、南端を撹乱によって削平される。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N14° ―Wである。規模は、長軸 0.66m以上、短軸 045mで ある。【深さ。断面形】深さは 23cm、 底面

は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。1層 中に炭化物が混入する【出

土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点 出土している。

SK153土 坑 第 97図

【位置・重複】F8グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN56° 一Wである。規模は、

長軸 1.03m、 短軸 0.69mである。【深さ。断面形】深さは 18cmで 、底面は緩やかな起伏を有 し、断面形は概ね

皿状である。底面の南西端に、深き 8cmの ピットを有する。【堆積土】3層 に分けられ、 1層 はピットに伴 う堆

積である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 1点出土している。

SK154土 坑 第 97・ 98図  図版 30。 102

【位置・重複】E6グリッドに位置 し、上面を試掘坑によって削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-21° ―Eである。規模は、長軸 2.6m、 短軸 13mである。【深さ・断面形】深さは 20cmで、北側が一

段深 く掘 り込まれているが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、南側からの堆積である。 1

層中には炭化物が混入する。【出土遺物】主に北側に堆積する 1層 中から非ロクロ土師器片 113点、ロクロ土師

器片 37点、須恵器片 10点 が出上している。そのうち 1点を第 98図 ■(D-379)に 図示 した。土師器の郭で、内

面は黒色処理が施され、底面は回転糸切 りの後無調整である。

SK156土 坑 第 97図

【位置。重複】F8グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-26° 一Wである。規模

は、長軸 072m、 短軸 0.59mである。【深さ。断面形】深さは 18cmで 、西側を深 く掘 り込まれているが、断面

形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が

3点出土している。

SK157土 坑 第 97図  図版 30

【位置。重複】E7グリッドに位置する。SK149と 重複 し本遺構が古い。【平面形 t規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N54° 一Wである。規模は、長軸 1.03m、 短軸 0.68mである。【深さ・断面形】深さは 20cmで、底面は

丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層で、炭化物や焼土粒子が混入する。【出土遺物】

主に堆積土上層から非ロクロ土師器片 20点、ロクロ土師器片 4点、須恵器片 4点が出上している。

SK158土坑 第 97・ 98図  図版 102

【位置・重複】E8グ リッド位置する。SK144と 重複 し本遺構が古 く、西辺を削平される。【平面形・規模】平面形

は楕円形 と推測され、長軸方向は N88° ―Wである。規模は、長軸 0.85m以上、短軸 0.63mである。【深さ。断

面形】深さは 12cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混

入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 11点、ロクロ土師器片 4点が出土 している。そのうち 1

点を第 55図 -2(D-386)に 図示 した。土師器の野で、体部下端および底面は手持ちヘラケズリ、内面は黒色処理

が施される。

SK159土 坑 第 97図

【位置・重複】E・ F8グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-7° ―Wである。規模は、

長軸 0.59m、 短軸 0.5mで ある。【深さ・断面形】深さは 22cmである。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、

断面形は箱形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。 1・ 2層 ともに、炭化物が混入する。【出
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土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 11点 出土している。

SK160 EL坑   第 97図

【位置。重複】F8グ リッドに位置する。PT152と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出のSK125に削平される。【平

面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-75° ―Eである。規模は、長軸 281m、 短軸 1.29m以上である。【深

さ・断面形】深さは 32cmで、底面は丸みを帯び緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】

2層に分けられ、レンズ状に堆積する。 1・ 2層 ともに、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ

土師器片 47点、馬歯 2点が出上している。

SK161上 坑 第 99図

【位置。重複】F7グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-13° 一Eである。規模は、

長軸 07m、 短軸 046mで ある。【深さ・断面形】深さは 13cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

暗褐色シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 4点 出土している。

SK163:上坑  第 99図

【位置。重複】F9グ リッドに位置し、北側 と西端を撹乱によって削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形 と

考えられ、長軸方向は N69° ―Wである。規模は、長軸 043m以 上、短軸 019m以 上である。【深さ。断面形】

深さは 8cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形と考えられる。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混

入する。【出土遺物】出土していない。

SK164土 坑 第 99図

【位置・重複】F8グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-37° ―Wである。規模は、

長軸 1.02m、 短軸 072mで ある。【深さ。断面形】深さは 30cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。また底

面中央に、深さ 17cmの ピットを有する。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】

堆積土中から非ロクロ土師器片が 1点出土している。

SK165土 坑 第 99・ 100図  図版 30・ 103

【位置。重複】F7グ リッドに位置し、南側の調査区外に延びる。【平面形・規模】平面形は楕円形 と考えられ、長

軸方向は N45° ―Wである。規模は、長軸 175m以上、短軸 0,72m以上である。【深さ。断面形】深さは 26cmで、

底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】にぶい黄褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆積

土中から非ロクロ土師器片 23点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 6点が出土 している。そのうち 2点を第 100

図に図示 した。llD 388)は 土師器の邪で、底面は回転ヘラ切 りの後手持ちヘラケズリ、内面は黒色処理が施さ

れている。2(E-301)は 須恵器の郷で、底面は回転糸切 りの後無調整である。

SK166土 坑 第 99。 100図  図版 103

【位置・重複】E7グ リッドに位置する。SK172と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-10° 一Wである。規模は、長軸 143m、 短軸 0.85mである。【深さ。断面形】深きは 24cmで、底面

は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。何れ

の層にも炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 72点、ロクロ土師器片 2点、須恵器

片 2点、石製模造品 1点が出土 し、そのうち 1点を第 100図 -3(Ke 122)に 図示 した。剣形石製模造品の未製品

と考えられる。

SK168土 坑 第 99図

【位置・重複】D6グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は円形で、規模は南北 087m、 東西 0.86mで ある。【深
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遺構 土 色 土 性 備 考

1 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト
白色粒子 。炭化物粒子微量、にぶい黄

褐色シル トプロック含む。

1 10YR3/1 黒掲色 砂質シル ト
にポい煮褐色砂質シルトプロック少量、

炭化材微量に含む。

1 10YR3/2黒 褐色 シアレト
夷化材少量、にぶい黄褐色砂質シルト
プロッタ含むハ

OYR3/3暗 褐色 砂質シル ト

X15(

1 10YR3/2黒 褐色 砂質シル ト え黄褐色砂質シルトプロック少量含む。

OYR3/3暗 褐色 砂質シル ト 天黄褐色砂質シル トプロック含む。

OYR4/2灰 黄褐色 砂質シル ト
天黄褐色砂質シル トプロック多量に含

X15コ
OYR3/1黒 褐色 シル ト

[ぶい黄褐色砂質シル トプロック少量、
夷化材微量に含む。

OYR3/3暗褐色 シルト にぶい黄褐色砂質シルトプロック含む。

K15( OYR3/3 暗褐色 砂質シル ト [ぶい黄褐色砂質シル トプロック含む

lS V601

通 輔 目柚 土 色 土 性 備 考

lK15' 1 OYR3/2 黒褐色 シ,レ ト
え化材 。炭化物粒子・焼土粒子微量、

又黄褐色砂質シル トプロック含む。

lK151 1 OYR3/2 黒褐色 砂質シル ト
炭化物粒子微量、灰黄褐色砂質シル ト

プロック少量含む。

K15(
CIYR3/2暗 褐色 砂質シルト

炭化物粒子微量、灰黄褐色砂質シル ト
プロッタ少量含む_

OYR3/2黒 褐色 砂質シル ト
天黄褐色砂質シルトプロック少量、炭
|ヒ物粒子微量に含む。

K16(
1 OYR3/2黒 褐色 砂質シル ト

にぶいA4B色砂質シルトプロック少量、

自色粒子・炭化物粒子微量に含む.

OYR3/4暗 褐色 砂質シルト
こぶい黄掲色砂質シル トプロック多量、

尭fr物締平徽量に含む^
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21D-386)

1(D‐379)

0                     10cm

lS‐ 1/3〕

遺構 層位 種別・器種 日径c司 ×底径lcml× 器高lcln 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 1層 土師器・郷 (146〉 ×55× 50 ロクロナデ 回転糸切 り ユクロナデ ヘラミガキ・景驚梨側 コ版 102‐ 7

遺構 層位 種別・器種 日径 lanlx底径 lcllll× 器商 lcrll 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

2 堆績土 土師器・ jlT 〈130〉 (70〉 ロクロナデ・ヘラケズリ ヘラケズリ ユクロナデ・ヘラミガキ・黒硼 雪版 1028 )-386

第 98図 SK154。 158土坑出土遺物

さ。断面形】深さは 15cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】暗褐色粘土の単層で、炭化物が混

入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 4点、須恵器片 4点が出土している。

SK170二上坑  第 99図

【位置・重複】D6グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N78° ―Wである。規模は、

長軸 077m、 短軸 057mで ある。【深さ・断面形】深さは 14cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。〔堆

積土】灰黄褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 5点出土している。

SK171土 坑 第 99。 100図  図版 103

【位置。重複】F7グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。SK165と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】

平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 1.5m以上、東西 1lm以上である。【深さ・断面形】

深さは 13cmで 、断面形は皿状である。北東端に深さ 6cmの ピットを有する。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単

層である。【出土遺物】主にピット付近から非ロクロ土師器片 18点、ロクロ土師器片 10点が出土している。そ

のうち 1点を第 100図 -4(C-1091)に 図示した。土師器長胴甕の国縁から体部上半片で、頸部はくの字状に屈曲し、

回縁部は強 く外反して開く。

SK172土坑 第 99図

【位置。重複】E7グ リッドに位置する。SK166と 重複 し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N28°  Eである。規模は、長軸 1.02m、 短軸 096mで ある。【深さ・断面形】深さは 39cmで、底面は緩

やかな起伏を有するが丸みを帯び、断面形は半円形である。東端に深さ 9cmの ビットを有する。【堆積土】3層

確認さている。 1層はピットに伴う堆積で、2・ 3層 はレンズ状に堆積する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ

土師器片 22点、須恵器片 5点が出土している。

SK173土 坑 第 99。 100図 図版 31・ 103

【位置・重複】E・ F7グ リッドに位置する。S115、 SK122と 重複 し本遺構が古 く、西側を削平される。【平面形。

規模】平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 20m以上、東西 1.22皿 以上である。【深さ・

断面形】深さは 28cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】3層 に分けら

れ、レンズ状に堆積する。 1・ 2層 中には、炭化物が混入する。【出土遺物】主に 1・ 2層 中から非ロクロ土師器

片 237点、ロクロ土師器片 24点、須恵器片 14点、瓦片 1点が出土している。そのうち 3点を第 100図 に図示

した。5・ 61D-396・ 397)は 土師器の邪で、何れも内面は黒色処理が施されている。5の底面は手持ちヘラケズリ、

6の底面は回転糸切 りの後無調整である。71D398)は 土師器の皿で、底部を厚 く残すことで高台の形状を作 りだ

している①底面は回転糸切 りの後外縁部をロクロナデ、内面は黒色処理が施されている。
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SK174土 坑 第 99。 100図  図版 103

【位置。重複】E8グ リッドに位置する。SK131、 PT147と 重複し本遺構が古 く、南西側を削平される。【平面形。規模】

平面形は楕円形 と考えられ、長軸方向は N-19°  Eで ある。規模は、長軸 08m、 短軸 05m以上である。【深さ

。断面形】深さは 30cmで、南側を一段深 く掘 り込んでいるが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】2層に分

けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】主に 2層 中から非ロクロ土師器片 27点、ロクロ土師器片 1点、石

製品 1点が出上 している。そのうち 1点を第 100図 -8(C1315)に 図示 した。土師器鉢の回縁～体部片で、内面

に黒色処理が施されている。

SK176三上坑  第 99図

【位置・重複】E8グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N32° ―Wである。規模は、

長軸 1.15m、 短軸 0.83mである。【深さ。断面形】深さは 17cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

2層 に分けられ、レンズ状に堆積する。 1層 中には、炭化物や焼土粒子が混入する。【出土遺物】主に 1層中か

ら非ロクロ土師器片 9点、ロクロ土師器片 6点が出土 している。

SK180土 坑 第 101図

【位置・重複】E8グ リッドに位置 し、北側の調査区外に延びる。SK128。 131・ 150、 PT147・ 166・ 175と 重複

し本遺構が古い。【平面形。規模】平面形は南北方向に細長い溝状で、長軸方向は N4° 一Eである。規模は、長

軸 384m以上、短軸 073～ 141mで ある。【深さ。断面形】深さは 14cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状

である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 2点、須恵器

片 1点、石製品 1点が出土している。

SK181土 坑 第 101図

【位置。重複】E8グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-80° ―Wである。規模は、

長軸 0,93m、 短軸 059mで ある。【深さ。断面形】深さは 30cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概

ね逆台形である。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層で、焼土や炭化物が混入する。【出土遺物】主に堆積土の下

層から非ロクロ土師器片が 10点 出土している。

SK187三上坑  第 101・ 102図  図販 31 。 104

【位置。重複】D6グリッドに位置する。S117、 PT189。 190と 重複し、S117よ り新しく、他より古い。【平面形。規模】

平面形は楕円形で、長軸方向はN78° ―Wである。規模は、長軸 1.66m、 短軸 125mで ある。【深さ。断面形】

深さは 26cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】3層 に分けられ、1・ 2層

はレンズ状に堆積し、下層の 3層は東側からの堆積である。【出土遺物】主に 1層 中から非ロクロ土師器片 69点、

ロクロ土師器片 9点、須恵器片 1点が出土している。そのうち 1点を第 102図 -1(D-405)に 図示した。土師器

の耳皿で、貼り付け高台、内外面とも黒色処理が施されている。

SK191土 坑 第 101図

【位置・重複】E7グ リッドに位置する。SK149、 SX59と 重複し、SX59よ り新しく、SK149よ り古い。【平面形・

規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN70° ―Wである。規模は、長軸 082m、 短軸 064mで ある。【深さ。断

面形】深さは 22cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】黒褐色砂質シ

ルトの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】主に堆積上の上層から非ロクロ土師器片 9点、ロクロ土師器片

1点、須恵器片 1点が出土している。

SK192土 坑 第 101図  図版 31

【位置。重複】D6グリッドに位置する。SK195・ 205と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

108-



留     78m｀

SK165第 100図 llD 388)

ヽ

南2n―≒予

一ド
引
Щ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耳
刊
ｇ
。
ト

輛
嗚

辞
洞
▼

ヾ 占

78m｀

73m望当        さ

T― ″

飽和 前靴
式

⑮
巡

73m望当       占

笏
――

78n生 引              さ

|  イ|

73mも             離

:::::iil:ii'ii:ii:i:::i:i;':i:ii:iillilll:S

占

弐‐ ウ
|      '4´

塩

【６６　　　　　　「

■ 姉誹‐Ｄ６　
　
　
　
と＼

◎
ＳＫ
ミ

耳
引

日
∞
ト

78m｀

商7n嗚

SK172ピ ット

SK173

前9n―≒予

第100F470398)

第 100図 61D30つ

78m名 と
ゴ

一
軋

　

　

　

　

　

　

可

日
∞
ト

／フ
ァ

イ／

／

予

ｃｍ
＞

南3m塩

SK176

A

八

●土師器

(伴 1/601

自

1留

・ 170～ 174・ 176土坑 平面図・ 断面図

109-

ざ前ゞ導盈 (v_ュ 醤

遺構 土 色 土 性 備  考

OYR3/4暗褐色 シフレト
こぶい黄褐色砂質シル トプロック少量、

見化材微量に含む。

K16【 1 10YR2/2黒 褐色 砂質シル ト
尭土プロック・炭化物粒子少量、灰黄

弓色砂質シルトブロック含む。

K164 1 10YR3/2 黒褐gl 砂質シル ト 負色粒子・炭化物粒子を微量に含む。

K16( 10YR4/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト
こぶい黄褐色シル トプロック多量に含
lj。

K16℃

I 10YR3/3暗 褐色 少質シル ト
え化物粒子・ 白色粒子微量、灰黄褐色

少質シル トプロック少量含む。

2 10YR3/2黒 褐色 少質ンル ト
え化物粒子少量、白色粒子・灰黄褐色

沙質シル トブロック微量に含む。

3 10YR4/2灰 黄褐色 少質シル ト

炭化物粒子・ 自色粒子微量に含む、灰

黄褐色砂質シル トブロックと黒褐色土

の混合土。

K168 1 OYR2/1暗褐色 転土
炭化物粒子微量に含む、にぶい黄褐色

～褐灰ンル トプロック上の混合。

K17C 1 OYR4/2灰黄褐色 ひ質シルト

K171 OYR 3/4暗 褐色 沙質シル ト 兎黄褐色砂多量に含む。

遺構 土 色 土  性 備 考

K171

OYR2/2黒褐色 シアレト
こぶい黄褐色砂質シル トプロック少量

妻む。

OYR3/2黒褐色 砂質シル ト

麦化物粒子・ 炭化材少量、にぶい黄褐

色砂質シル トブロック・灰黄褐色シル

トブロック含む。

3 OYR3/4暗褐色 砂質シル ト
こぶい黄褐色砂質シル トブロック多量、

売化材少量含む。

K17(

1 OYR3/2黒褐色 砂質シル ト

え化材・ 炭化物粒子・ にボい黄褐色砂

資シル トブロック少量、焼土粒子微量

こ含む。

2 OYR3/4暗褐色 ひ質シルト
こぶい黄褐色砂質シルトブロック含も

え化材・炭化物粒子少量含む。

OYR4/4にぶい黄褐色 少質シル ト
ぶい黄褐色砂質シル トプロツク多量

含む。

X17イ

OYR3/2黒褐色 少質シル ト え化物粒子 。白色粒子微量に含む。

2 OYR3/3暗褐色 少質シル ト
え化材・焼土粒子・白色粒子微量、にぶ

ィヽ黄褐色砂質シル トブロック含む。

1 OYR4/2灰黄掲色 少質シル ト
え化物粒子・黄褐色砂質プロック少量

・焼土粒子微量に含む。

2 10YR4/4褐 色 沙質シル ト 戻褐色砂質シル トプロック微量に含む。

第 99図  SK161 ・ 163-166・ 168
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遺構 層位 種別・ 器種 口径 lcnl× 底径 lQnlx器 高 lcna 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 S(165 唯積士 土師器・ 不 く130〉 X〈 58〉 ×36 ロクロナデ・ヘラケズリ 回転ヘラ切り・ヘラケズリ ユクロナデ・ヘラミガキ・黒囲り聖図版 10チ 1 )‐388
SK165 唯績土 貢恵器・雰 〈136〉 ×61× 40 ロタロナデ 回転糸切 り ヨクロナデ 露版 103-2 E-301

遺構 層位 種別・種類 長さ lcml× 幅 lcnll× 厚き lcml 重き lEl 石材 備考 写真図版 登録番号

3 SK166 蝶 土 ヨ製品・石製模造品 (未製品 53× 31× 08 粘板岩 雪∫板 1033 くe-122

遺構 層位 ヨ径 lcnl x底 径 lonl× 器高 lan 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

4 SK171 堆積土 土師器・長月同甕 く243〉 ×一X(176) ヘラナデ・ヨヨナデ ラヽナデ・ヨヨナデ 目版 103-4 C-1091

No 遺 構 層位 種別・器種 ヨ径 lal× 底径 lml× 器高飾 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

5 SK173 2層 土師器 。邪 (132〉 ×70× 54 ロクロナデ ヘラケズリ ユクロナデ・ヘラミガキ・黒錮 雪η寛103-5 D‐396
6 SK173 2層 土師器・ 郷 139X63× 45 ロクロナデ 回転糸切 り クロナデ・ヘラミガキ・写龍現剪 図!板 103-6 D-397

7 SK173 2層 と師器・血 133× 68× 26 ロクロナデ 回転糸切り ユクロナデ・ヘラミガキ。景寵型彎 雷∫板 103‐7 D‐398

110-

No 遺構 層位 種別・ 器種 ヨ径 lQnl X底 径 lmlX器 高 飾 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

8 SK174 2層 土師器・鉢 133× 68× 26 ヘラケズリ・ヘラミガキ ラヽミガキ・黒色処理 図版 1038 C-1315

第 100図 SK165。 166・ 171・ 173・ 174土坑 出上遺物



長軸方向は N-60° ―Eである。規模は、長軸 0.96m、 短軸 053mで ある。【深さ。断面形】深さは 14cm、 底面は

平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】3層 に分けられ、概ねレンズ状に堆積する。2層上層には多量の焼土ブロッ

クが混入する。【出土遺物】主に 2層中から非ロクロ土師器片 2点、ロクロ土師器片 1点、鉄製品 2点が出土し

ている。

SK193土 坑 第 101。 102図  図版 104

【位置。重複】D6グリッドに位置する。SX63と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N-66° ―Wである。規模は、長軸 1.12m、 短軸 0.92mである。【深さ・断面形】深さは 1lcm、 底面は平坦で、

断面形は逆台形である。【堆積土】黒褐色シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】主に堆積土上層の検

出面とほぼ同じ高さから、非ロクロ土師器片 19点、ロクロ土師器片 25点 が出土している。そのうち 2点を第

102図に図示 した。2(D408)は 土師器の邪で、底面は回転糸切 りの後無調整で、内面には黒色処理が施されている。

3(D410)は土師器の高台付皿で、高台部分は剥離し、内面には黒色処理が施されている。

SK194土 坑 第 101。 102図  図版 31・ 104

【位置・重複】E6グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。上面を試掘坑によって削平される。【平面形・規模】

平面形は方形と考えられ、北辺から長軸方向はN89°  Eである。規模は、長軸 2.5m以 上、短軸 16m以上である。

【深さ・断面形】深さは 17cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】3層 に分

けられ、レンズ状に堆積する。上層の 1層は炭化物や焼土の混入が顕著である。また 2層の上面は良好に締まり、

竪穴住居跡の硬化面に酷似 している。 この事 と平面形から、本遺構は 2層上面を床面 とする住居跡であった可

能性が考えられる。【出土遺物】主に 1層中から非ロクロ土師器片 47点、ロクロ土師器片 11点、須恵器片 1点

が出土 している。そのうち 2点を第 102図 に図示 した。4(C-1111)は 土師器甕または鉢の体部下半から底部片で、

体部は緩やかな角度で立ち上がり、底面には擬似木葉痕またはヘラ記号が施される。51D413)は 土師器の野で、

体部下端から底面にかけて手持ちヘラケズリ、内面は黒色処理が施されている。

SK195土 坑 第 101・ 102図  図版 31・ 104

【位置。重複】D6グリッドに位置する。SK192と 重複 し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N-59° 一Wである。規模は、長軸 1.72m、 短軸 0.98mで ある。【深さ・断面形】深さは 32cmで ある。底

面は狭 く、立ち上が り部分は細かな起伏を有するが、断面形は概ね播鉢状である。【堆積土】3層 に分けられ、

レンズ状に堆積する。 1・ 2層 中には、炭化物が混入する。【出土遺物】主に掘 り込み南側の 2層 中から、非ロ

クロ土師器片 107点、ロクロ土師器片 52点、須恵器片 26点、石製品 1点が出土 している。そのうち 2点を

第 102図に図示 した。6(D-414)は 土師器の不で、底面は手持ちヘラケズリ、内面は黒色処理が施されている。

7(E313)は 須恵器の邪で、底面は回転糸切 りの後無調整である。

SK196土 坑 第 101,102図 図版 32・ 104

【位置・重複】D6グリッドに位置する。PT195と 重複し本遺構が古 く、東端の一部が削平される。【平面形・規模】

平面形は楕円形で、長軸方向は N-72° 一Eである。規模は、長軸 1.14m、 短軸 0,71mである。【深さ・断面形】深

さは 29cmで、底面は丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】3層 に分けられ、 レンズ状に堆積する。

何れの層にも、焼土や炭化物が混入する。特に 1層では焼土粒子の混入が顕著である。【出土遺物】主に 1層 か

ら非ロクロ土師器片 10点、ロクロ土師器片 12点 が出土 している。そのうち 1点を第 102図 -8(D417)に 図示

した。土師器の郷で、底面は回転糸切 りの後無調整、内面には黒色処理が施されている。

SK197土 坑 第 103・ 104図  図版 32・ 104

【位置。重複】D6。 7グ リッドに位置する。PT194と 重複 し本遺構が古 く、西辺の一部が削平される。また北東

辺を撹乱および、試掘坑によって削平される。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は、南北 1.45m以 上、東
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187・ 191～ 196土坑 平面図・断面図
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SK196

遺構 雪疱 土 色 土 性 備 考

K13( I ЮYR3/3暗褐色 少質シル ト 灰黄褐色砂質シルトブロック含む。

K181 10YR3/2黒褐色 砂質ンル ト

焼土粒子・焼土プロック少量、炭化物

粒子微量、灰黄褐色砂質シル トブロッ

ク含む。

K181

1 10YR3/1黒褐色 ン,レ ト
炭化材・炭化物粒子・ にぶい黄褐色砂

質シル トプロック微量に含む。

2 10YR3/3暗褐色 シ,レ ト
にぶい黄褐色砂質シルトプロック少量、

炭化物粒子・焼土粒子微量に含む。

3 10YR2/2黒褐色 シァレト
炭化物粒子少量、焼土粒子微量、にぶ

い黄褐色砂質シルトプロック含む。

K191 I 10YR3/2黒褐色 沙質シル ト
炭化物粒子微量、灰黄褐色砂質シルト

プロック含む。

K19ι

I 10YR3/2黒褐色 砂質シル ト
炭化物粒子微量、灰黄褐色砂質シル ト

プロック含む。

2 OYR3/3暗 褐色 沙質シル ト
焼土粒子多量、炭化物粒子・灰黄褐色

砂質シル トプロック少量含む。

3 OYR 4/2灰黄褐色 沙質シルト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

I 10YR3/2黒褐色 シルト
褐灰色砂質シル トプロック・炭化物粒

子少量含む。

遺構 上 色 土 牲 備 考

K19コ

OYR 2/2黒褐缶 抄質シル ト 発土ブロックを少量、炭化物粒子含む

2 OYR 4/2灰黄褐色 砂質ンル ト
こぶい黄褐色砂質ンル トプロック多量、

受化物粒子少量含む。

3 OYR 3/4暗褐色 沙質シル ト こぶい黄褐色砂質シル トブロック含む。

1 10YR3/2黒 褐色 少質シル ト
疋黄褐色砂質シル トプロック・炭化物

立子少量、白色粒子微量に含む。

10YR2/2黒 褐色 少質シル ト
疋黄褐色砂プロック多量、炭化物粒子

牧量に含む。

10YR4/2灰 黄褐色 少質シル ト
少粒多量に含む。一部酸化鉄の沈着が

忍められる。

1 OYR3/2黒褐色 少質シル ト
晃土粒子竪量、炭化物粒子・ 灰貢褐色

少質シル トプロック少量含む。

2 OYR2/3黒褐色 少質ンル ト

姥化物粒子多量、灰黄褐色砂質シル ト

デロック・ 自色粒子少量、焼土粒子微
きに含む。

3 OYR4/2灰黄褐色 少質シル ト 夷化物粒子微量に含む。

野]101Eコ  SK180・ 181・
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遺構 層 位 種別・器種 口径lonl× 底径lcnl× 器高em 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 1層 土師器・ 耳皿 一X― ×(24) ユクロナデ・ヘラミガキ・印 クロナデ・ヘラミガキ・黒起毘明 剛板 1041

遺構 層位 種別・器種 口径 lonl x底 径 ellll× 器高にm 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

2 堆積土 上師器・イ く146〉 X64× 51 ロクロナデ 回転糸切 り クロナデ・ヘラミガキ・果絶配側 �版 104-2

3 SK193 堆積土 土師器・高台付皿 (128〉 ×74× 24 ロクロナデ 今ごι台乎チ膏台賄り付け ユクロナデ・ヘラミガキ 黒捌 EXII板 1043

遺構 層位 種別 。器種 口径enllX底 径lclnlX器 高lcH 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

4 SK194 1層 土師器・甕 ―X186× (59) ラケズリ・ヘラナデ 凝似木棄痕またはヘラ記号 トデ 目的反104-4 C-1111

SK194 1層 上師器・邦 ―×〈68〉 ×(45〕 ロクロナデ・ヘラケズリ ヘラケズリ クロナデ・ヘラミガキ・黒鯉 ヨ版 104‐ 5

遺構 層位 種別・器種 口径lonlx底 径enllx器高lcE 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

6 SK195 2層 土師器・郷 130X65× 45 ロクロナデ ヘラケズリ ユクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理図版 1046

7 SK195 2層 涵恵器・必 163× 76× 56 ロクロナデ 回転糸切 り ユクロナデ 目ん反104-7

遺構 層位 種別・器種 口径 en× 底径 lorll× 器高 lonl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

SK196 1層 土師器・郷 〈185〉 ×く70〉 ×66 ロクロナデ 回転糸切 り クロナデ・ヘラミガキ・黒鯉 コHlx 104 8

第 102図 SK187・ 193～ 196土坑 出土遺物

西 1.33m以 上である。【深さ。断面形】深さは 72cmで、底面は平坦である。壁は下半では急角度に、上半では

緩やかな角度で立ち上がるが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】6層 に分けられ、レンズ状に堆積する。 1

～ 3層中には、焼土や炭化物が混入する。【出土遺物】遺物は主に 2・ 3層 中から非ロクロ土師器片 49点、ロク

ロ土師器片 24点、須恵器片 5点が出土している。そのうち 1点を第 104図 ■lD-418)に 図示した。土師器の邪で、

底面は回転糸切 りの後無調整で、内面には黒色処理が施されている。

113-



SK205土坑 第 103図  図版 32

【位置。重複】D6グ リッドに位置する。SK192、 PT234と 重複し、PT234よ り新しく、SK192よ り古い。【平面

形・規模】平面形は円形で、規模は、南北 2.lm、 東西 1.92mで ある。【深さ。断面形】深さは 18cm、 底面は平坦

で、断面形は皿状である。東側にはピットを 2基有し、ptlの 深さは 15cm、 pt2深 さは 37cmである。【堆積土】

主体をなす部分の堆積土は 2層に分けられ、レンズ状に堆積する。3層はptlの 、4層はpt2内 の堆積土である。

【出土遺物】主にptl付近から非ロクロ土師器片 80点、ロクロ土師器片 16点、須恵器片 7点、鉄製品 1点が出

土している。

SK231土 坑 第 103・ 104図  図版 32・ 104

【位置。重複】E6グ リッドに位置する。S117と 重複し本遺構が古く、西側を削平される。また試掘坑によって東

側を削平される。【平面形・規模】平面形、主勒方向とも不明である。規模は、南北 ■08m以上、東西 0.44m以

上である。【深さ・断面形】深さは 26cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積

土】黒褐色砂質シルトの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から須恵器が 1点出土し、これを第

104図 21E318)に 図示した。須恵器長頸壷の頸部片で、頸部は直立気味に立ち上がり、体部との境に段を有する。

外面には自然釉がかかる。

SK274土 坑 第 103・ 104図 図版 32・ 104

【位置・重複】C4グ リッドに位置する。SD68と 重複し、本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向はN61° 一Wである。規模は、長軸 095m、 短軸 0.62mである。【深さ。断面形】深さは 18cmで 、底面

は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】主に 1層 中

から非ロクロ土師器片 3点、ロクロ土師器片 14点 が出土している。そのうち 1点を第 104図 -3(D-515)に 図示

した。赤焼土器の郷で、体部外面には積み上げ痕が残り、底面は回転糸切りの後無調整である。

SK275土 坑 第 103図

【位置。重複】D4グリッドに位置する。SK282と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は円形で、規模

は南北 055m、 東西 0.56mである。【深さ。断面形】深さは 20cmである。底面は緩やかな起伏を有するが、壁

はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は概ね箱形である。底面の南側に深さ 8cmの ピットを有する。【堆積土】4層

に分けられ、北側からの堆積である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土している。

SK276土 坑 第 103図

【位置。重複】D5グリッドに位置する。SD38よ り古く北辺を削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-72° 一Wである。規模は、長軸 0.81m、 短軸 0.62m以上である。【深さ。断面形】深さは 24cm、 底面

は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積する。2層中には、炭化物や焼

土粒子が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 2点、ロクロ土師器片 3点が出土している。

SK277土 坑 第 103図

【位置・重複】C・ D4グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN-40° ―Wである。規模は、

長軸 0,91m、 短軸 0,78mである。【深さ・断面形】深さは 42cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

3層に分けられ、レンズ状に堆積する。1層中には焼土粒子、1・ 2層中には炭化物が混入する。【出土遺物】出

土していない。

SK278土 坑 第 103図

【位置。重複】D4グリッドに位置する。Ⅱa層面検出の SK271に削平される。【平面形。規模】平面形は精円形で、

長軸方向は N-65° ―Wである。規模は、長軸 0,72m、 短軸 0.54mである。【深さ。断面形】深さは 20cmで、底
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面は丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】暗褐色シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆

積土中からロクロ土師器片が 2点出土している。

SK279上 坑 第 103図

【位置。重複】C4グ リッドに位置する。SD68と 重複し本遺構が新しい。またⅡa層検出の SD66に削平される。【平

面形・規模】平面形は楕円形と考えられ、長軸方向は N29° ―Wである。規模は、長軸 1.Om以上、短軸 0.7mで

ある。【深さ。断面形】深さは 43cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】

3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。2層 中には炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から須恵器片が 1

点出土している。

SK280土 坑  第 103図

【位置。重複】D5グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は南北 062m、 東西 0.66mである。

【深さ・断面形】深さは 26cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】3層に分けられ、東側からの堆

積である。【出土遺物】出土していない。

SK281土 坑 第 105図

【位置。重複】B4グリッドに位置し、北東側の調査区外に延ぴる。SD67と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】

平面形は円形、または楕円形と考えられるが、長軸方向は不明である。規模は、南北 0.8m以上、東西 1,07m以

上である。【深さ。断面形】深さは 20cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】

2層に分けられ、レンズ状に堆積する。1層 中には炭化物が混入する。【出土遺物】出土していない。

SK282上坑 第 105図

【位置。重複】D4グリッドに位置する。SK275と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は

南北 157m、 東西 1.52mで ある。【深さ・断面形】深さは 20cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

黒褐色シルトの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 1点、ロクロ土師器片 1点、

鉄製品 1点が出土している。

SK283土 坑 第 105図

【位置・重複】C3グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N3° ―Wである。規模

は、長軸 089m、 短軸 06mである。【深さ・断面形】深さは 9cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】

灰黄褐色土粘土質シルトの単層で、炭化物や焼土粒子が混入する。【出土遺物】堆積土中からロクロ土師器片が

4点出土している。

SK284土坑 第 105図

【位置。重複】C3グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は南北 066m、 東西 063mで ある。

【深さ。断面形】深さは 9cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】灰黄褐色土粘土質シルトの単層で、

炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 3点、ロクロ土師器片 2点が出土している。

SK285土 坑  第 106図

【位置。重複】C3グ リッドに位置する。Ⅱa層検出の SD66お よび、試掘坑によって削平される。【平面形・規模】

平面形、主軸方向ともに不明である。規模は、南北 1.14m以 上、東西 1.58m以 上である。【深さ・断面形】深さ

は 14cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】にぶい黄橙色砂質シルトの単層である。【出土遺物】

堆積土中から非ロクロ土師器片 5点、ロクロ土師器片 1点が出土している。
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遺構 土 色 土 性 備 考

K19「

1 10YR 3/2黒褐色 沙質ンル ト
褐灰色ンル トプロック多量、自色粒

焼土粒子・炭化物粒子微量に含む。

10YR 3/3暗褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

3 10YR 2/3黒褐色 少質シル ト
夷化物粒子夕量、焼土粒子微量、灰黄

揚色砂質シル トブロック含む。

沼 10YR 3/2 黒褐色 シ,レ ト
疋黄褐色砂質シル トブロック・ 黒褐色

少質シル トプロック・砂粒少量含む。

5 10YR 4/2灰黄褐色 贈 掲色砂質シルトブロック多量に含む

10YR 3/1 黒褐色 シル ト 疋黄褐色砂質シルトプロック多量に含む

1 10YR 3/3暗褐色 少質シル ト
尭土粒子微量、炭化物粒子・ 白色粒子

)量含む。

2 10YR 2/3 黒褐色 沙質ンル ト

北側に灰黄褐色シル トブロック少量、

南側ににぶい黄褐色砂質シル トプロッ

ク少量含む。

3 10YR 2/2 黒褐色 シフレト
夷化材少量、焼土プロック・灰黄褐色

沙質シル トブロック含む。

4 10YR 3/2黒褐色 ンルト
灰黄褐色砂質シル トブロック少量、焼

土粒子微量に含む。

I 25Y 3/2黒 褐色 砂質シル ト
炭化物粒子微量、黒褐色粒ブロック・

にぶい黄褐色砂質シル トブロック含む

1 10YR 4/1 褐灰色 l・1土質シル
黒褐色粘土質シル トブロック少量、自

色粒子微景に含む。

2 10YR 6/2灰黄褐色 粘土質シル 票褐色粘土質シル トブロック微増に含む

遭構 土  色 土  性 備 考

1 10YR 5/2灰黄褐色 告土質シル ト
暗褐色粘土質シル トブロック少量含むて

焼土微量に含む。

2 10YR 4/2灰 黄褐色 も土質ンル I 黒褐色粘土質シル トプロック少量含むて

3 OYR 3/3暗 褐色 古土質シル I 灰褐色粘土質シル トブロック微量に含む

OYR 5/4にぶい黄褐色 沙質シル ト

1 4/3オ リーブ褐色 ン,レ ト
にぶい黄褐色砂質シル ト含む。炭化材

微量に含む。

2 OYR 2/1黒色 ン,レ ト
にぶい黄褐色砂質ンル ト・ 褐灰色砂質

シル ト・炭化物粒子少量含む。焼土粒

子微量に含む。

1 OYR 3/3暗 褐色 七土質シル I

灰黄褐色粘土質シル トブロック少量含

む。炭化物粒子・焼土粒子微量に含む

2 OYR 5/1掲 灰色 省土質シル I

こぶい黄褐色砂質シルトプロック含む。

え化物粒子微量に含む。

3 OYR 4/1褐 灰色 省上質ンル I こぶい黄褐色砂質シル トブロック含む。

1 10YR 3/3暗褐色 シルト
灰褐色砂質ンル ト含む。炭化物粒子微

量に含む。

1 10YR 6/2灰黄褐色 省土質シル I

暗褐色tt土質シル トプロック・ にぶい

黄橙色砂質ブロック微量に含む。

2 10YR 6/2灰黄褐色 七土質シル 1 夷化物粒子微量に含む。

10YR 4/2灰黄褐色 雀土質シル 褐灰色粘土質シアレトプロック含む。

ЮYR 3/3暗褐色 シルト
褐灰色粘土質シル トプロック含む。

黒褐色粘土質プロック少量含む。

10YR 3/3暗褐色 シフレト 天黄褐色シル トプロック少量含む。

5Y5/2暗灰黄色 シルト 黒褐色粘土質シル トブロック少量含む

・ 274～ 280土坑 平面図 。断面図
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llD 418)

2C318)

■|■|■

|_|||.

|!|.   31D-515)

lS‐ 1/3)

遺構 層 位 種別・ 器種 口径 lcml× 底径 lml× 器高 lcna 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SK197 2層 土師器・不 142〉 X56× 57 ロクロナデ ]転糸切 り コクロナデ・ヘラミガキ・票律斑剪 雪版 1049 )-418

遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lcllll× 底径 lgnl× 器高 (叩 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

2 堆積土 貫恵器・長頸壷 ―×(83) ロクロナデ ユクロナデ 憑淵匠104-10 E-318

選構 層 位 種別・ 器種 ヨ径enll× 底径lml× 器高loll 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

3 SK274 1層 ふ焼土器・邪 128× 48× 41 ロクロナデ     1回 転糸切 り ロクロナデ ヨ月冗104-11

第 104図 SK197・ 231・ 274土坑 出土遺物

SK286土 坑  第 106図

【位置。重複】C2・ 3グ リッドに位置する。SX71と 重複 し本遺構が新 しい。またⅡa層検出の SD66お よび、撹

乱によって削平される。【平面形・規模】平面形、主軸方向とも不明である。規模は、南北 182m以上、東西 1.72m

以上である。【深さ。断面形】深さは 22cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、東

側からの堆積である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 4点、琥珀片 1点が出土している。

SK295上 坑 第 106～ 108図  図版 33・ 105

【位置・重複】A2グ リッドに位置し、北東側の調査区外に延びる。【平面形・規模】方形 と推測され、長軸方向は

西辺を基準 とするとN89°  E、 南辺を基準 とするとN4°  Eである。規模は、南北 21m以上、東西 2.13m以

上である。【深さ。断面形】深さは 30cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】

4層 に分けられ、 レンズ状に堆積する。 1層 中には灰白色火山灰が多量混入 し、2・ 3層 には炭化物や、焼土粒

子が混入する。【出土遺物】主に 3・ 4層 中から非ロクロ土師器片 99点、ロクロ土師器片 125点、須恵器片 12点、

鉄製品 1点、石製品 1点が出土している。そのうち 8点を第 107・ 108図に図示 した。第 107図 1(C■ 246)は

土師器長胴甕の回縁から体部片で、頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は外反 して開く、体部外面は縦方向、内面

は横方向のハケメが施されている。2・ 3(D526・ 527)、 第 108図 llD-528)は 土師器の邪で、内面には黒色処理

が施され、底面は回転糸切 りの後無調整である。また 3の国唇部は外方に摘み出される。2(D-521)は 土師器長

胴甕の口縁から体部上半で、日唇部は屈曲し上方に摘み出される。3・ 4(D-584・ 585)は土師器の甕で、接合さ

れなかったが同一個体 と考えられる。頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は外反して開き、端部は面取 りされる。

また内面は黒色処理が施されている。5(N― Hl)は鉄製の刀子である。

К
脂
ト

軋

　

　

　

　

ゴ

日
０
ト

一ト
割
上

　

　

　

「
　

　

　

　

耳
判

日
ｏ
ト

市2m≒9.
SK284((〔

::::))

A

75m｀            さ

o                       2m

(S‐ V60)

輛
嶋

　

一
８３

⑧

¶

前3m札
4

第 105図  SK281～ 284土坑 平面図・断面図

-117-



南7m―持乾商m―≒ぇ

「「

',,テ

ラテFiFiテ
;:ii:,1身 1玩

Ol

74m名 崖 74m名

ルクrlヶ 灯
判
日
ぐ
トと74m望当

74m二当 ユ

第 106図   SK285・ 286・ 295E上坑 平面図・ 断面図

第 107図 SK295土坑 出土遺物 (1)

0                                2m

lS‐ 1/601

|| li

■II

ょil1    21D 526)

31D‐527)

0                          10cm

遺構 土 色 土  性 備 考

K28:

10YR3/2黒褐色 シルト
え白色シル トプロック少量含む。炭化

物粒子微量に含む。

2 10YR6/2灰黄褐色 シルト
にポい黄褐色砂質シル トプロック少量

含む。

1 5YR3/2黒褐色 シル ト

灰黄褐色砂質シル トブロック・褐灰色

ンル トプロック含む。炭化物粒子微量

に含む。

1 10YR4/2灰黄褐色 省土質シル I

黒褐色シルトプロック少量含む。灰自
色粘土質プロック・にぶい浅黄橙色砂
質シル トプロック・ 自色粒子・炭化物
粒子・焼土粒子微量に含む。

1 10YR4/2灰黄褐色 省土質シル ト

黒色粘土プロック含む。炭化物粒子少

量含む。にぶい黄橙色砂質シル トブロ

ック微量に含む。

1 10YR6/3にぶい黄橙色 沙質シル ト
上層に黒褐色粘土プロック多量に含む。

自色粒子微量に含む。

1 10YR5/1褐灰色 七土質シル ト
死白色粘土プロック少量含む。炭化物
笠子微量に含む。

2 iCIYR6/1褐 灰色 七土質シル ト え白色粘上プロック・少量含む。

遺構 土 色 土 性 備  考

10YR4/1 褐灰色 ン,レ ト 疋白色火山灰プロック多量、炭化材少

置含む。

2 10YR2/1 黒色 夕,レ ト
た化物粒子含む。炭化材・焼土粒子少量

手む。

3 10YR3/2 黒褐色 つレト
炭化物粒子含む、炭化材・焼土粒子微

量に含む。

4 10YR3/4 暗褐色 /,レ ト こぶい黄褐色砂質シル トプロック含む。

lS‐ 1/3)

遺構 層位 口径 lonl X底 径 lcnll X器 高 師 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 ,K295 4層 土師器 。長胴甕 く190〉 ×一×(242) ハケメ・ヨヨナデ ヨヨナデ・ハケメ 雪1板 105■ 1246

2 ,K295 4層 土師器・不 184× 62× 61 ロクロナデ 回転糸切 り ヨクロナデ・ヘラミガキ・黒鯉 雪版 1052 )‐526
3 ,K295 4層 上師器・必 165× 57× 57 ロクロナデ 回転糸切 り ユクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理 雪版 1053 527

-118-



llD‐ 5281

31D584)

2ω-521) El

―
　
　
（
ロ
リ

51N lll)

o                5cm

6‐ 1/a

lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・ 器種 口径 lcln X底 径 lmlx器高に直 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 SK295 4層 と師器・郷 142× 58× 51 ロクロナデ 回転糸切 り ヘラミガキ・黒色処理 騒版 105-4 )-528

SK295 3層 216X― ×(218) ロクロナデ・ヘラケズリ ロクロナデ 目版 105‐ 5

SK295 4層 と師器・ 甕 (1■81 ロクロナデ・ヘラケズリ 1585と戸
「

甘剛麻カ 騒1板 1056 )-584

4 SK29G 3層 と師器・甕 ―×li6× (128) ロクロナデ・ヘラケズリ ヘラケズリ 理 と同一徹体カ 圏版 105-7 )‐585

No 遺構 層位 種別・種類 長さlcml X幅 にmlx厚さlcml 重さ (郵 備考 写真図版 登録番号

5 SK295 3層 失製品・刀子 156)× 15X06 2831 旨Bg.茎部欠損

第 108図 SK295土坑 出土遺物 (2)

5)流 路跡

SRl流路跡 第 109図

【位置・重複】H～ J16グ リッドに位置し、東岸は調査区外に延びる。SD4・ 5、 SK8と 重複し本遺構が古い。【方

向・規模】主軸方向は西岸から概ね N-2°  Wで ある。検出長は 19.5m、 幅は 6.8m以上である。【深さ。断面形】

深さは 1,7mである。岸の立ち上がりは緩やかだが、断面形は不明である。【堆積土】8層に分けられ、概ねレン

ズ状に堆積する。3層は、砂とシル トが細かな互層をなす。3a層 と3b層 についてはその境日で、堆積が不整合

であったため細分した。【出土遺物】主に4～ 7層中から非ロクロ土師器片 437点、ロクロ土師器片 17点、須

恵器片 20点、石製品 1点が出土している。
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遺構 土 色 土 性 備 考

OYR4/4褐色 シ,レ ト
疋自～黄褐色シルトプロックが混入する。
一部ではシルト～砂粒が細かな互層を

&づ毛

2 OYR4/3に ぶい黄褐色 シアレト 疋自～暗灰色シルトブロック多量に含む。

3 OYR4/2灰黄褐色 倍土質シルト
にぶい露燈～暗灰色土色シルトが細か箔

豆層をな現

CIYR4/2灰黄褐色 抄質シルト 砂とシルトが細かな互層をな現 3alEと

3be間は、不整合な堆積である。OYR4/4暗褐色 ひ質シルト

10YR3/3暗褐色 シ,レ ト
欝掲色土シルトプロック含む。東壁側では

砂とシルトが細かな互層をな魂

10YR5/2灰 黄褐色 ンルト 更黄褐色シルト多量に含む。

10YR5/6黄 褐色 砂

lklYR2/2黒褐色 シルト 兎黄褐色シルトプロック少量含む。

10YR4/2灰黄褐色 ンルト 兎黄褐色シルト多量に含む。 編

0                          3m

lS‐ 1/100)

第 109図 SRl流路跡 平面図・ 断面図
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6)性格 不 明遺 橋

SX5 1性格不明遺構 第 110・ lH図 図版 33・ 106

【位置。重複】H13グ リッドに位置する。SX6と重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は方形で、長軸方

向は N74° ―Wで ある。規模は、長軸 2.Om、 短軸 1,9mで ある。【深さ・断面形】深さは 40cmで ある。底面は

概ね平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形である。【堆積土】6層 に分けられ、レンズ状に堆積する。

炭化物や焼土粒子が混入し、特に 4・ 5層 に多く含まれる。【出土遺物】主に 4・ 5層 中から非ロクロ土師器片 222点、

ロクロ土師器片 51点、須恵器片 18点、灰釉陶器片 1点、鉄製品 1点が出土している。そのうち 7点を第 lH

図に図示 した。 1～ 3(D569・ 572・ 573)は 土師器の不で、内面は黒色処理が施されている。 1の底面は回転糸

切 りの後無調整である。2は体部下端から底面、3は底面に回転ヘラケズリが施されている。4・ 51D568・ 571)

は土師器小型甕の口縁～体部で、4は 口唇部が上方へ摘み出されている。61D-570)は 土師器長胴甕の国縁～頸部

片で、国唇部が上方へ僅かに摘まみ上げられる。7(E-457)は 須恵器の高台付盤である。

SX6性格不明遺構 第 110。 lH図 図版 33・ 106

【位置。重複】H13グ リッドに位置する。SX5、 SK57と重複 し、SK57よ り新しく、SX5よ り古 く、中央から南辺

にかけて削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-80° 一Eで ある。規模は、長軸 3,72m、

短軸 2.24m以上である。【深さ。断面形】深さは 25cm、 壁の立ち上が りは緩やかで、断面形は皿状である。【堆

積土】5層 に分けられ、概ねレンズ状に堆積する。3層 は焼土層で、その上下に堆積する、2・ 4層 では炭化物

の混入が顕著である。【出土遺物】主に 2・ 3層 中から非ロクロ土師器片 59点、ロクロ土師器片 6点、須恵器片

4点、瓦片 1点が出土している。そのうち 1点を第 111図 8(D-107)に 図示した。土師器の野で、底面は回転糸

切 りの後無調整で、内面は黒色処理が施されている。

SX8性格不明遺構 第 110。 lH図 図版 106

【位置。重複】H14グリッドに位置する。SD12、 SK28と重複し本遺構が古 く、南辺と東辺の一部が削平される。【平

面形・規模】平面形は方形で、北辺から長軸方向は N-83° ―Wである。規模は、長軸 306m、 短軸 2.48m以上で

ある。【深さ。断面形】深さは 18cmで ある。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形である。【堆

積土】8層 に分けられる。 1・ 2層は FPlフ アイヤーピット、3～ 5層は底面まで、6・ 7層が FP2フ アイヤーピッ

ト、8層が pt5の 堆積土である。1層の層厚は薄 く、密な焼土層であることから、被熱により赤変硬化 した堆積

土 と考えられる。4層 は炭化物層で、FPl西側の直下に広がる。【フアイヤーピット・その他の施設】3・ 4層上

層から FPl、 底面からは FP2と 、ptl～ 5が検出されている。 1層 が、FPlの火床面に相当する。FP2は、平面

形が円形で、皿状の掘 り込みを伴 う。掘 り込み内には、焼土ブロック・粒子が混入するが、明瞭な被熱範囲は検

出されなかった。【出土遺物】主に 3層 中から非ロクロ土師器片 163点、ロクロ土師器片 23点、須恵器片 9点、

鉄製品 1点が出土している。そのうち 2点を第 111図に図示した。91D-111)は土師器の雰で、底面は回転糸切

りの後無調整、内面は黒色処理が施されている。101N-029)は 鉄製の刀装具と考えられる。

SX9性格不明遺構 第 112図

【位置。重複】H14グ リッドに位置する。SX10と 重複 し本遺構が新 しい。またⅡa層検出の SDlに 削平される。

【平面形・規模】平面形、主軸方向ともに不明である。規模は、南北 143m以上、東西 3.23m以上である。【深さ

。断面形】深さは 40cmで ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、断面形は皿状である。【堆積土】2層

に分けられ、北側からの堆積である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 34点、ロクロ土師器片 3点、

須恵器片 4点が出土している。

SX10性格不明遺構 第 112図

【位置。重複】H13・ 14グ リッドに位置する。SD12、 SX9と 重複し本遺構が古い。またHa層検出の SDlに削平
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第 110図 SX5・ 6・ 3性格不明遺構平面図・断面図

SX8ピ ット (cm)
h pt3 FPl FP2

深 さ 7 7

遺構 雷疱 土 色 土 性 備 考

SX 5

I OYR 2/2 黒褐色 粘土質シルト 暁土ブロック・炭化材少量含む。

2 OYR 2/1  黒色 ンルト 財酔媚評含硯触 プロックう盾挙子E帆

3 OYR 2/3  黒褐色 シルト 焼土粒子・炭化物粒子微量に含む。

5YR1 7/1黒色 シ,レト 炭化物粒子多量、焼土粒子少量含む。

5 5YR 3/2 黒褐色 シルト
褐色シルトブロック少量、焼土粒子・炭化

6 OYR 4/3にぶい黄褐色 シルト 褐色シルトプロック含む。

SX 6

1 CIYR 3/2 暗褐色 シルト
黄褐色シルトプロック・炭化物粒子少量

含む。

2 OYR 2/2 黒褐色 シルト 炭化材含む。焼土粒子少量含む。

3 YR 4/4にぶい赤褐色 シルト 先土粒子多量、炭化物粒子含む。

4 5YR 2/1 黒色 告土
炭化物粒子含む。にぶい黄色粘土質シル

トブロック少量含む。

5 5Y3/3暗オリープ褐色 省土質シルト こぶい黄褐粘土質シルトプロック含む。

遺構 土 色 土 性 備 考

1 YR 4/4にぶい赤褐色土 シルト 被熱により赤変硬化。

YR 3/3暗赤褐色土 ン,レト 被熱により硬化。

OYR 4/3に ぶい黄褐色土 シルト 黄褐色ンルトプロック少量含む。

4 OYR 4/3黒 褐色土 シルト
炭化物粒子含む。煮褐色シルトプロック

少量含む。

5 OYR 4/6褐 色土 シアレト
黄褐色シルトプロック含む。灰黄褐色シル

トプロック少量含む。

5YR3/3暗 褐色土 ンテレト
焼土ブロック・焼土粒子含む。炭化材少量

含む。

7 OYR 4/3に ぶい黄褐色士 シルト

OYR 3/2黒 褐色土 ン,レ ト 黄褐色シルトブロック少量含む。
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遺構 層位 種別・器種 イ≧lmlX底径 lonlx器高 lan 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 4層 土師器・必 (132〉 ×54× 45 ロクロナデ 回転糸切り クロナデ・Aラ ミガキ・黒倒四理図版 106‐ 1 D-569

SX5 4層 上師器・雰 (145〉 ×く68〉 X47 ロクロナデ・回転ヘラケズリ回転ヘラケズリ クロナデ・ヘラミ舟 F・ 兵亀廻哩 図版 1062 D-572

3 3層 上師器・イ 176〉 × 〈66〉 ×61 ロクロチデ 回転ヘラケズリヵ 1クロナデ・ヘラミガキ・黒幽四望図版 106‐ 3 D-573

4 SX5 4層 (136〉 ×―×(1■71 ロクロナデ コクロナデ・ヘラナデ 目1板 1064

5 4層 蠅 。イ醒 (147〉 X― ×1991 ロクロナデ ヨクロナデ 雪版 106‐ 5 D-571

SX5 4層 魏 ・ 醸 (197〉 ×―×154) ロクロナデ ヨクロナデ 雪版 106-6 D‐570

7 SX5 縫 須恵器・盤 (172〉 Xく 103〉 ×29 ロクロナデ 尉望分ご子ヂ
ツ・面百jtrIツ 1刊 ヮコクロナデ 目月冤106-7 E-457

遺構 層 位 種別・ 器種 ヨ径 loln X底 径

`cn X器
高 lon 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

8 SX6 2層 160X62X50 ロクロナデ 回転糸切り ヨクロナデ・ヘラミがキ・卸 目円魔106-8 D■ 07

No 遺構 層位 種別・ 器種 ヨ径lQnlx底 径lml× 器高ぐれ 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

9 SX8 2層 土師器・不 (128〉 ×〈66〉 ×465 回転糸切 り ユクロナデ・Aラ ミガキ・黒色処理 目版 106-9 D■ 11

123-

No 遺構 層位 長さ にml× 幅 にml× 厚さ lcml 重さ 働 備考 写真図版 登録番号

SX8 2層 奥製品・刀装具カ 37X155X09 資金具カ N‐029

第 111図  SX5。 6・ 3性格不明遺構 出土遺物



される。【平面形。規模】平面形、主軸方向ともに不明である。規模は、南北 12m以上、東西 376m以上である。

【深さ・断面形】深さは 35cmで ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、断面形は皿状である。【堆積土】

2層に分けられ、レンズ状に堆積する。【出土遺物】出土していない。

SXll l陛 格不明遺構 第 112・ 113図  図版 34・ 106

【位置。重複】G13・ 14グ リッドに位置し、北東側の調査区外に延びる。SD13と 重複 し本遺構が古 く、南側を削

平される。【平面形・規模】平面形、主軸方向ともに不明である。規模は、南北 2.lm以上、東西 4.8m以上である。【深

さ・断面形】深さは 50cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は不明である。【堆積土】3層に分けられ、

北側からの堆積である。【遺物】主に検出範囲の東側の 3層 中から非ロクロ土師器片 51点、ロクロ土師器片 13点、

須恵器片 90点、瓦片 1点、馬歯 3点 が出土 している。そのうち第 113図 に 3点 図示 した。llE 127)は須恵器

の長頸壷で、肩部が強 く張 り出し、頸部はほぼ垂直に立ち上がる。2・ 3(E130。 131)は須恵器甕の口縁から肩

部片で、肩部は大きく張 り出し、頸部はくの字状に屈曲し、回縁部は外反して開く。また体部外面には、並行叩

きが施される。

SX24性格不明遺構 第 112・ H3図  図版 106

【位置。重複】G9・ 10グ リッドに位置し、南東側の調査区外に延びる。【平面形・規模】平面形は不明である。直

線的に延びる北辺の一部のみの検出となった。この北辺から長軸方向は N85° 一Eである。規模は、長軸 744m

以上、短軸 4.52m以上である。【深さ・断面形】深さは 15～ 24cmで ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上

がる。壁際は底面よリー段低 く、深さ 6～ 12cmの 溝状に掘 り窪められている。【堆積土】2層 に分けられ、レ

ンズ状に堆積する。1層中には、炭化物や焼土粒子が混入する。【出土遺物】主に 1層 中から非ロクロ土師器片

323点、ロクロ土師器片 3点、須恵器片 26点、灰釉陶器片 1点、鉄滓 1点、石製模造品 1点、馬歯 1点、瓦

片 3点が出土 している。そのうち 1点を第 113図 41D-193)に 図示 した。土師器高台付郷の底部片で、低い高

台が貼 り付けられている。

SX57性 格不明遺構 第 114図

【位置。重複】E6・ 7グリッドに位置する。南側の調査区外に延び、試掘坑に削平される。【平面形・規模】平面形、

主軸方向ともに不明である。規模は、南北 47m以上、東西 2.54m以上である。【深さ。断面形】深さは 15cmで 、

底面は緩やかな起伏を有するが、東辺に向かって緩やかに立ち上がり、断面形は皿状 と考えられる。【堆積土】

暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 14点、ロクロ土

師器片 3点が出土している。

SX58性格不明遺構 第 114図

【位置。重複】E8。 9グ リッドに位置し、北側の調査区外に延びる。SK142、 PT161・ 163・ 164・ 172と 重複し

本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向はN61° ―Wである。規模は、長軸 5,7以上 m、 短

軸 282m以上である。【深さ・断面形】深さは 13cmで ある。底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状

である。【堆積土】黒褐色シルトの単層である。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 10点出上している。

SX59性格不明遺構 第 114図

【位置・重複】D・ E7グリッドに位置する。SK149。 191と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は概ね楕

円形と考えられ、長軸方向は N-19°  Eである。規模は長軸 46m、 短軸 25m以上である。【深さ。断面形】深さ

は 18cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色シル トの単層で、炭

化物が混入する。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 119点、ロクロ土師器片 3点、須恵器片 2点が出

土している。
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第 112図 SX9・ 10。 11・ 24性格不明遺構平面図・断面図

耳刊
目０卜　　　難迎構 土 色 土 性 備 考

SX9
1 CIYR 3/3褐 色 シルト 驚褐色シルト多量に含む。

2 OYR 3/2黒褐色 ンルト 黄褐色シルトプコック少量含むよ

SX10
1 OYR 3/2黒褐色 砂質シルト

2 10YR 3/3暗 褐色 擢 シルト 黄褐色プロツク少量含む。

祝(11

I OYR 4/3と こぶい黄褐色 と土質シルト

2 ltlYR 3/2黒謁色 貼土

3 lllYR 4/2灰 黄褐色 シ,レト 灰黄褐色ンルトプロック多量に含む。

迎 構 土 色 上 性 備 考

Ⅸ24
ユ klYR2/1黒色 ンルト

死化物粒・焼土粒微量、暗褐色シルト
アロック含む。

2 OYR3/2兵部副邑 シルト
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No 遺緯 層位 軽 lCIll× 底径 lmlx器高 lonl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

I SXll 3層 須恵器 。長頸壺 く94〉 X(192) ロクロナデ 呂野分
=7委

り・高台貼り付けロクロナデ 圏版 10610

SXll 3層 (284〉 ×―×192) ロクロナデ・並行叩き ロクロナデ・ 当て具痕 露版 106‐ 11

SXll 3層 須恵器・甕 t240〉 (106〕 ロクロナデ・並行叩き ロクロナデ。当て具痕 図版 10612

No 遺構 層位 ヨ径lon× 底径lmlx器高lQnl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

4 SX24 1層 土師器・ 高台付杯 く70〉 ×(17) ロクロナデ 回
野 翁

ラタ ス ツ・ 高 台 jISり 付 け ロクロナデ 目版 10613 D-193

第 113図 SXll。 24性格不明遺構 出土遺物
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SX60性格不明遺構 第 114・ H5図  図版 34・ 107

【位置。重複】E7グリッドに位置する。S115と 重複し本遺構が古く、西辺が削平される。【平面形・規模】平面形

は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 2.55m以上、東西 1.48m以上である。【深さ。断面形】深さ

は 30cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に

堆積し、何れの層にも炭化物や焼土粒子が混入する。【出土遺物】主に 2・ 3層 中から非ロクロ土師器片 94点、

ロクロ土師器片 39点、須恵器片 9点が出土している。そのうち 2点 を第 115図 に図示した。llD-438)は 土師

器の邪で、底面は回転糸切りの後無調整、内面は黒色処理が施されている。2(D-434)は 土師器長胴甕の日縁部

から体部上半片で、頸部はくの字状に屈曲し、回縁部は外方に向かって直線的に開き、その外面は稜を有する。

78mど当              離

束 7m
市em_≒予

第 114図 SX57～ 60性格不明遺構 平面図・断面図
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遺構 土  色 土  性 備  考

SX57 1 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト
灰黄褐色ンル トブロック少量、炭化物

粒・ 自色粒微量含む。

SX58 1 10YR2/2 黒褐色 ンフレト
灰黄褐色シル トブロック少量、白色粒

微量含む。

SX59 1 10YR3/3 暗褐色 ン,レ ト
炭化物粒・ 白色粒微量、灰黄褐色ンル

トプロック含む。

遺 構 土  色 土 性 備  考

10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
灰黄褐色砂質シル トブロック少量、自

色粒・炭化材・炭化物粒微量含む。

2 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト
こぶい黄褐色砂質シアウトブロック多量、

完化物粒少最、焼土粒微量含む。

3 10YR3/1 黄褐色 砂質シル ト
にぶい黄褐色土砂質シル トプロック少

量、焼土粒・炭化物粒微量含む。

二}■:if

llD 4381

0                         10cm

(S‐ 1/3)

遺構 層位 種別・器種 口径 lcml x底 径 lcnll X器 高にnll 外 面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 SX60 2層 土師器・必 130〉 ×68× 65 ロクロナデ ヨ転糸切り ユクロナデ・ヘラミガキ・黒色処理I図版 1071

2 SX60 2層 土師器・ 長胴甕 くH2〉 ×―X(128) ロクロナデ ユクロナデ・ヘラナデ 目ん文107-2

第 115図 SX60'陛格不明遺構 出土遺物

SX63性格不明遺構 第 116・ 117図 図版 107

【位置。重複】D6グリッドに位置する。SD37、 SK193、 PT236・ 240と 重複し、PT236よ り新しく、他より古い。

【平面形・規模】平面形は南北に細長い溝状で、長軸方向は N-2° ―Eである。規模は、長軸 5.62m以上、短軸 1.36m

である。【深さ。断面形】深さは 16cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】

黒褐色シルトの単層で、炭化物や焼土粒子が混入する。【出土遺物】主に堆積土上層から非ロクロ土師器片 11点、

ロクロ土師器片 10点、須恵器片 6点が出土している。そのうち 1点を第 117図 llD 442)に 図示した。土師器

野の体部～底部片で、体部下端から底部にかけて回転ヘラケズリ、内面は黒色処理が施されている。

SX71 1陛 格不明遺構 第 116・ 117図 図版 34。 107

【位置。重複】C2・ 3グ リッドに位置する。SD66、 SK286と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出の SD38に 削

平される。【平面形・規模】平面形は不明である。東辺の一部は直線的に延び、それから長軸方向は、N20° E
である。規模は、長軸 363m以上、短軸 233m以上である。【深さ・断面形】深さは 23cmで ある。底面は平坦

で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形である。【堆積土】灰黄褐色シル トの単層で、上層に炭化物が混

入する。【出土遺物】主に堆積土上層から炭化物と共に、非ロクロ土師器片 118点、ロクロ土師器片 102点、須

恵器片 12点、瓦片 4点が出土している。そのうち 2点を第 117図に図示した。2(C-1269)は、置きカマド焚口

部分の右側縁部片と考えられる。31D536)は土師器長胴甕の回縁から体部上半片で、頸部はくの字状に屈曲し、

回唇部は上方に摘み出され、外面は稜を有する。

S X73'陛 格不明遺構 第 116図

【位置・重複】C・ D4グ リッドに位置し、南側の調査区外に延びる。SD37・ 67・ 68、 PT323・ 357～ 359と 重複

し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形、主軸方向ともに不明である。規模は、南北 4,7m以上、東西 388m以

上である。【深さ。断面形】深さは 25cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】

2層に分けられ、何れの層も砂質シル トを主体とする。【出土遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 6点、須恵

器片 2点、馬歯 2点が出土している。
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第 116図 SX63 9 71・ 73性格不明遺構平面図・ 断面図

遺構 土 色 土 性 備 考

SX63 1 OYR 2/2黒褐色 シルト
韓 シルトプロッタ少象 劇ヒ物
脱子・焼土粒子微量に含むゃ

SX71 1 OYR e/2灰 黄褐色 シルト
J冒に角と物粒子・下層にたぶい黄橙
色砂質シルト多量に欝 i白色粒子少
量含む

`

SX73
1 15Y 4/1黄 灰色 少質シルト

暗褐色シルトブロック少量ヽ自色粒子

機量に含む。

2 10VP 4/2灰黄褐色 υ質シルト

どヽ      こむ    。
こ

§ ,

硲

■4n名
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llD‐ 442)

′′難‐簸

翼

3ω 530 1コ 煤付着範囲

詮 >ユ
①

2(C-1269)

lS‐ 1/3)

No 遺橋 層 位 種別・ 器種 口径 にlnl× 底径 lcl10 X器 高 19nl 外 面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 SX63 を積土 土師器・ イ ―×く76〉 ×(36) コクロナデ・回転ヘラケズリ 可転ヘラケズリ ユクロナデ・ヘラミガキ・黒色閣哩図版 1073 D‐442

遺構 層 位 種別・ 器種 口径 lclnl× 底径 lml× 器高 lcln 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

SX71 堆積土 土師器・ 置きカマ ドヵ オデ・ヘラナデ ナデ・ヘラナデ 目∫板1074 C-1269

3 SX71 4積土 く230〉 X― ×(701 コクロナデ ロクロナデ 内面煤付着 目ナ板 1075 D-536

第 117図 SX63・ 71性格不明遺構 出土遺物

7)ピ ット

Ⅱb層からは、H4基のピットが検出された。柱穴列や掘立柱建物跡を構成する可能性を考慮して調査 したが、

規則性を持って並ぶものはなかった。ここでは根固め石状の礫が出土 した PT72と 、比較的良好な状態の遺物が

出土 した PT198・ 236・ 317を第 118図に図示 した。またピットから出土 した遺物は第 119図 (図版 107)に 3

点図示 した。1(N-087)は 刀子の刃部片である。2(D430)は PT236か ら出土 した土師器の皿で、底部を厚 く残す

ことで高台の形状を作 り出している。底面は回転糸切 りの後外縁部をロクロナデ、内面は黒色処理が施される。

31D-532)は PT317か ら出土 した赤焼土器の郷で、底面は回転糸切 りの後無調整で、体部外面には積み上げ痕が

残る。なお、本層検出のピットについては、次の観察表にして掲載 した。

73m名     崖

第1"凶 IvN υOり  。■師器
▲鉄製品

76m｀    と

ワ

商3m嗚
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日

●土師器 置

PT317            束2m

、電渤注前in鵠5

第119回 30532)。 上師器

76m名    注
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前4n鵠
6
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ｇ
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ド

軋

郎
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日
∞
ト

PT198

ヽ

臓ヽ

lS学 生/60)

回
礫断面

・ 236・ 317ピ ッ ト平面図・断面図
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遺構 土 色 土 性 備 考

'T72

1 OYR 3/2黒 褐色土 シアレト
灰白色シル トブロック少量、炭化物粒

微量、黒褐色粘土質シル トプロック。

2 OYR 3/3暗 褐色土 沙質ンル ト
黒褐色粘土質シル トプロック少量、炭

化物粒微量。

yr19
1 OYR 3/2黒 褐色土 沙質シル ト

灰黄褐色砂質シル トプロック・ 炭化物

粒少量。

1 OYR 3/2黒 褐色土 沙質シル ト
炭化材・ 炭化物粒・ 灰黄褐色シル トブ

ロック少量、白色粒微量。

y「
31

1 OYR 5/2灰 黄褐色 シアレト
にぶい黄褐色シル トプロック・炭化物

粒子少量含む。

2 3/1オ リーブ黒色 シアレト
にぶい黄褐色シル トプロック少量・

炭化物粒子微量に含む。

第 118図  PT72・ 198
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阿

llN-087)

0               5cm

(S‐ 1/2)

ギ  「 li

II
i li
k=11'

・
エアイ

  2(D-430)
吟

3の‐532)
0                     10cm

lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・種類 長き lcm)× 幅 lc� ×厚さ lclnl 重さ lRl 備考 写真図版 登録番号

PT198 It積土 映製品・刀子 113)× 28× 10 (706) 茎部欠損 切先部分のみ コ版 107‐ 6 ‐ヾ087

No 遺構 層位 国径 tmlX底径 lcnll X器 高にm 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

2 PT236 堆積土 と師器・皿 ―×〈70〉 ×(21) コクロナデ ]転糸切 り 。ロクロナデ ラヽミガキ・黒硼 図版 1077 )‐ 430

3 PT317 2層 i焼土器・不 132)× 53X44 コクロナデ ]転糸切 り コクロナデ コ版 1078 )‐ 532

第 119図 PT198・ 236・ 317ビット出土遺物

第 3表  ‖b層検出ピット観察表 (1)

遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

層位 土色 土性 備考 遺物 重複
深さ

115 円形

1 黒褐色 10YR 3/2 ンルト 黄褐色砂ブロック含む。
非ロクロ土師翻

=21点・ロクロ土師器片 1点・

期 キ0点
2 黒褐色 10YR 2/3 ン,レ ト 黄褐色砂プロック少量含む。

3 褐色 10YR 3/3 砂

PT2 円形 1 黒褐色 10YR 2/8 ンフレト 砂粒少量、焼土粒子微量含む。 非ロクロ土師器片5点

PT3 楕円形 N‐53° J♂ザ I 黒褐色 10YR 2/3 ンルト 砂粒微量含む。

非ロクロ土師器片4点
・ロクロ土師器片 1点

・須調器片 1点

PT4 楕円形 N‐29° ―E 1 黒褐色 /5YR 3/2 シ,レ ト 少粒含 む。 非ロクロ土師器片5点

PT5 楕円形 N-42° ―E 1 黒褐色 10YR 2/2 シ,レ ト 炭化物粒子・ 砂粒少量含む。

非ロクロ土師器片鎌
・ロクロ土師器片 1点

・須恵器片1点

PT6 惰円形 Nl°  E 1 暗褐色 10YR 3/3 砂質シル ト 砂粒含む。

15 桁円形 N-90° ‐E 非ロクロ土師器片3点

pT8 円形

PT9 I 円形 56   ×   52 1 H旨 褐色 10YR 3/3 シルト

PT10 5 橋円形 N75°  VV

PTll 5 楕円形 N77°  E 42   ×   38

PT12 5 円形 50  ×  (47) SK19よ り古い。

PT21 5 円形 (38)  ×   (31) 1 暗褐色 10YR 3/3 シアレト 炭化物粒子微量含む。

PT22 楕円形 N-25° ‐E 働 13よ り新しい。

PT23 円形 1 暗褐色 10YR 3/4 シルト 褐灰色シル ト微量含む。

PT24 楕円形 N‐ 22° ―E

黒褐色 10YR 3/2 七土質シル ト 側 趾 子・斑 碑跡〆聞牧髯頷呪 柱痕

2 暗褐色 10YR 3/3 ン,レ ト 黄褐色シル トブロック含む。

3 にぶい黄褐色 10YR 4/3 ン,レ ト 黄褐色シル トプロックタ量含む。

PT25 楕円形 N5°  E 51   X   40 1 黒褐色 10YR 2/2 粘土質ンル ト 焼土粒子微量含む。

PT26 楕円形 N-68° ‐E 25   ×   19

PT27 円形

PT30 円形 灰黄褐色 10YR 4/2 砂質シル ト

PT31 精円形 N-26° ―E 44   X   39 黒褐色 10YR 2/2 砂質シル ト 非ロクロ土師器片3点

PT32 円形 黒褐色 10YR 3/2 シルト 黄褐色シル トプロック含む。 非ロクロ土師器片2点

PT33 楕円形 N32°  E 暗褐色 10YR 3/3 ングレト 黄褐色シル トブロック多遺含む。 非ロクロ土師器片5点

PT34 不整形 W 32   ×   24 黒褐色 10YR 3/2 砂質シル ト 黄褐色シル トプロック含む。

PT37 橋円形 N-34° ―W
暗褐色 10YR 3/3 シ,レ ト IHZ黄褐色シル トブロック含む。 SI112よ り古 く、

SK29よ り新しい。黒褐色 10YR 3/1 ンルト 夷化物粒子微量含む。

PT38 補円形 N20° ■ 井ロクロ土師器片8点
SD12よ り古く、

SKV3よ り新しい

PT39 橋円形 N-0°  E (381 咋ロクロ土師器片味
SD12よ り古く、
SKV3よ り新し,

楕円形 N-28° ―E
1 褐灰色 ;YR 4/2 シ,レ ト

暁土ブロック含む。炭化物粒子

少量含む。

黒褐色 10YR 2/2 砂質シル ト 炭化物粒子多量含む。

PT41 楕円形 N■ 7°  W 4 1 黒褐色 10YR 2/2 砂質シル ト 炭化物粒子微冠含む。

PT70 円形

I 黒褐色 10YR 3/2 倍土質ンル ト 炭化物粒子微量含む。柱痕。

買恵器片 1点 SX24よ り新しセ2 灰黄褐色 10YR 4/2 シルト

3 黒褐色 10YR 3/1 告土 炭化物粒子微量含む。

PT71 不整形 N-41° ―WV 24   ×   22 15 1 黒褐色 10YR 2/2 シルト 焼土粒子・炭化物粒子微量含む。 咋ロクロ土師器片1点

、131-



遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

層位 土色 土性 備考 遺物 重複
深 さ

PT72 楕円形 N‐ 16°  W
1 黒褐色 10YR 3/2 シフレト

灰白色シル トプロック少量、炭化

物粒子微量含む。柱痕。 lFロ クロ土師器片 1点

・須恵器片 1点
2 暗褐色 10YR 3/3 砂質シル ト

斑 ヒ物粒子微量含む。根固め石と考
えられる円礫2点が、出土している。

PT73 円形
I 黒褐色 10YR 3/2 ンルト 灰白色粘土質シル トブロック含む。

炭化材少量含む。 非ロクロ土師器片2点
・須恵用キ1点

暗褐色 10YR 3/4 砂質シル ト 炭化材・炭化物粒子微量含む。

PT74 精円形 N‐ 39° ―WV
黒褐色 10YR 3/2 砂質シル ト 炭化物粒子微量含む。

非ロクロ土師器片6点
暗褐色 10YR 3/4 砂質シル ト

PT75 円形
にぶい黄褐色 10YR 4/3 砂質シル ト

)にロクロ土師器片1点
黒褐色 10YR 2/2 ンルト

円形 黒褐色 25Y3/2 砂質シル ト 炭化物粒子微量含む。 非ロクロ土師器片 1点

PT77 円形 黒褐色 25Y2/1 砂質シル ト 炭化物粒子微量含む。

PT78 円形

黒色 10YR 2/1 粘土質シルト 炭化物粒子少量含む。柱痕。

灰黄褐色 10YR 4/2 砂質シル ト 炭化物粒子微量含む。

にぶい黄褐色 10YR 4/3 砂質シル ト
灰自色粘土質シル トブロック少量

含む。

PT128 円形 非ロクロ土師器片3点

PT129 楕円形 N-12° ‐E lFロ クロ土師器片2点

PT130 円形

PT131 円形 非ロクロ土師器片5点

PT132 円形 37   ×   36 非ロクロ土師器片7点

PT133 不整形

PT134 円形

PT135 円形 )Fロ クロ土師器片索

PT136 楕円形 N‐ 47° ‐ヽ〕♂ 2〕 Fロ クロ土師器片3点

PT137 円形 (28)  ×   (30) 1 黒褐色 10YR 3/2 シルト 炭化物粒子・焼土粒子微量含む。 咋ロクロ土師器片 1点

PT138 円形 天黄褐色 10YR 4/2 沙質シル ト 炭化物粒子微量含む。
'(120よ

り古い。

PT139 楕円形 N-83° ―E 1

PT140 不整形 N-45° ‐W (36)  ×   32

PT141 精円形 N-30° ―E

PT142 楕円形 N ll° ‐lll 38   ×   34 ロクロ土師器片4点

PT143 円形 1 瞥褐色 10YR 3/3 沙質シル ト 灰黄褐色砂質シル トブロック含む。 Fロ クロ土師器片索

PT144 円形 ヒ掲色 10YR 3/3 沙質シル ト 炭化物粒子微量含む。 唯ロクロ土師器片4点

PT145 楕円形 N-50° ―W

1 暗褐色 10YR 3/3 ひ質ンルト炭化物粒子少量含む。

2 瞥褐色 10YR 3/4 rJ/1質 シル ト

3 瞥褐色 5Y3/3 沙質シル ト 炭化物粒子微量含む。

PT146 楕円形 N-42°  Vヽ ミ褐色 10YR 2/3 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。
トロクロ』 呼制庁1∪点

・須恵需キ1点

PT147 橋円形 N41° ,V′ にロクロ土師器片5点 SK180よ り翔子しし、

PT148 円形 39   ×   35

PT149 円形

PT150 楕円形 N44°  Vヽ 唯ロクロ土師器片2点

PT151 楕円形 N-82° ―Vy

PT152 橋円形 N-29° ―E

1 黒褐色 10YR 3/2 ひ質シルト炭化物粒子・焼土粒子微量含む。
柱痕。

非ロクロ土師器片
10点

SIKl∞より新しし、2 音褐色 10YR 3/3 ひ質シルト 発土粒子少量含む。

3 こぶい黄褐色 10YR 4/3 沙質シル ト

PT153 円形 (42) ×  (58)
黒褐色 10YR 3/2 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。

ロクロ土師器 拓 点 SX57よ り新しセ
2 培褐色 10YR 3/3 ひ質シルト

PT154 楕円形 N-35° ―E

PT155 楕円形 N-90° ‐E 1 堵褐色 10YR 3/3 少質シル ト

PT156 円形 11

PT157 円形 27

PT158 円形 21

PT159 円形

PT160 円形 27   ×   27

PT161 楕円形 N-21▽ ‐E 9 SX58よ り瑠〒しヽ

E・ F8 橋円形 N-87° ‐W 黒褐色 10YR 3/2 砂質シル ト 夷化物粒子少量含む。 咋ロクロ土師器片2点

PT163 橋円形 N52° ‐絋 灰黄褐色 10粒R4/2 砂質シル ト e68よ り新しい。

PT164 楕円形 N-52° 氏ヽ 黒褐色 10YR 3/2 砂質シル ト 炭化物粒子少量含む。 SX58よ り翔〒ししヽ。

円形 灰黄褐色 10YR 4/2 砂質シル ト SK144よ り古い。

PT166 円形 咋ロクロ土師冊キH点 SK180よ り新しし、

PT167 楕円形 N■ 2° ―E コクロ土師器片4点

橋円形 N40° ―私 暗褐色 10YR 3/3 シフレト 夷化物粒子・焼土粒子微量含む。

PT169 F7・ 8 楕円形 N-6° ―W 培褐色 10YR 3/3 砂質シル ト 莞土粒子微量含む。 峰ロクロ土師器片策

PT170 楕円形 N27°  E 暗褐色 10YR 3/3 砂質シル ト

PT171 F7・ 8 橋円形 N-25° ―E 者褐色 10YR 2/3 砂質シル ト え化物粒子微量含む。

PT172 楕円形 N31° E 37   ×   24 灰黄褐色 10YR 4/2 砂質シル ト 峰ロクロ土師器片3点 SX58よ り新しい。

第 4表 ‖b層検出ピット観察表 (2)
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遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

層位 土色 土性 備考 遺物 重複
劃卜南】ヒ×瓢 ・東匹 染さ

PT173 橋円形 N38°  E 黒褐色 10YR 2/2 砂質ンル ト 炭化物粒子微量含む。 唯ロクロ土師器片2点

PT174 楕円形 N21° E I 黒褐色 10YR 3/2 砂質シル ト 炭化物粒子微量含む。 唯ロクロ土師器片2点

PT175 楕円形 N33° ―∬ 1 暗褐色 10YR 3/3 少質シル ト
SK128・ 150・ lⅨ

より新しい。

PT189 楕円形 E l 音褐色 10YR 3/4 シルト 炭化物粒子微量含む。 駅 187よ り新しや、

PT190 楕円形 N23° ―Ⅵ 44   ×   37 1 瞥褐色 10YR 3/3 ひ質シルト炭化物粒子微量含む。 咋ロクロ土師器片 1点 SK187よ り新しセ、

PT194 D6・ 7 円形 1 黒褐色 10弦R3/2 シルト 焼土粒子・炭化物粒子微量含む。
咋ロクロ土師器片 1点

・ロクロ土師器片 1点
Slt197よ り新しセ、

PF195 円形 1 ミ掲色 10YR 2/2 シアレト 炭化物粒子微量含む。 SK196よ り新しし、

PT198 円形 薫褐色 10ЧR 3/2 少質ンル ト 炭化物粒子少量含む。
にロクロ土師器片3点
。ロクロ土師器片1点

・鉄製品1点

PT219 円形 1 ミ褐色 10YR 2/3 ン,レ ト
こぶい黄褐色シル トプロック少量

釘む。
咋ロクロ土師器片1点

PT234 円形 39   X   41

1 ミ褐色 OYR 2/2 沙質シル ト え化物粒子微量含む。
咋ロクロ土師器片7点
。ロクロ土師器片 1点 ,K205よ り吉い。死黄褐色 OYR 4/2 沙質シル ト 捷化物粒子微量含む。

3 唐褐色 OYR 3/3 シルト

PT236 円形 黒褐色 OYR 3/2 砂質シル ト 死化材・炭化物粒子少量含む。
咋ロクロ土師器片2点
。ロクロ土師器片 1点

'X63よ
り古い。

PT239 楕円形 N75°  E 黒褐色 OYR 3/2 砂質シル ト 死化材少量含む。 非ロクロ土師器片1点

PT240 円形 6 図酪より新しい。

PT256 楕円形 WV 1 黒褐色 OYR 2/2 少質ンル ト
非ロクロ土師器片 1点

・須恵瀞キ1点

円形 (34)  ×   (30)

1 黒褐色 上5Y2/1 阻 預 シル

Fロ クロ土師器片 1点
こぶい黄褐色 OYR 4/3 ひ質シルト 黒褐色粘土質シル トブロック少量

争む。

PT289 楕円形 N‐ 4° ‐E ミ褐色 10YR 3/2 砂質シル ト え化物粒子微量含む。 ヨクロ土師器片2点 S15よ り古い。

PT310 B,C4 楕円形 N73° ―Vy 7 弓灰色 10YR 4/1 仕翌質シフレI 少粒含む。

PT311 不整形 N49° ‐Vy 日灰色 10YR 4/1 唆化鉄の沈着あり。 D67よ り新しい。

PT312 楕円形 N-83° ―E 掲灰色 10YR 4/1 態 シル 1 唆化鉄の沈着あり。 貫恵器片 1点 D67よ り新しい。

PT313 円形 27 1 ミ褐色 10YR 3/2 鯉 シル I

SD68・ PT315
より新しい。

PT314 不整形
ミ褐色 10YR 3/2 顕 シル 1

2 天黄褐色 10YR 5/2 占望 シァレ

PT315 脩円形 N15° ―WV 68   ×   39 1 て策褐色 10YR 5/2 と!質シ,レ "68・
PT313

より古く、Pr320
より新しい。

PT316 円形 45   ×   42

1 こぶい黄褐色 10YR 5/4 少質シル ト 柱痕。
唯ロクロ土師器片2点
ヨクロ土師器片働急

聴 器1点

2 て黄褐色 10YR 5/2 と世賢シフレト

3 島灰色 10YR 5/1 と」罠シ,レ ト

PT317 不整形 N-80° ―E
1 疋黄褐色 10YR 5/2 ′,レ ト 炭化物粒子少量含む。

コクロ土師器片41点
,K155よ り
祈しい。2 「 リーブ黒色

'V3/1
つレト 夷化物粒子微量含む。

PT318 円形 I 昂灰色 10YR 5/1 占頚 シ,レ ト

PT319 円形 1 旨褐色 10YR 3/3 ン,レ ト 夷化材微量含む。 Fロ クロ土師器片1点

PT320 不整形 N-70°  W 132) 1 旨褐色 lllYR 3/3 /,レ ト え化物粒子微量含む。
,T315よ り古 く、
,D68よ り新 しい。

PT323 橋円形 N-39° ―E 14 母灰色 10YR 5/1 少質シル ト Ⅸ73よ り新しい。

PT357 楕円形 N-66°  Wヽ 20   ×   18 旨灰黄色 :5Y4/2 ノ,レ ト Ⅸ73よ り新しい。

Pr358 円形 (53)  ×   (39) 音灰黄色 」5Y4/2 /ル ト 非ロクロ土師器片3点 区73よ り新しい。

PT359 不明 (3動 13 音灰黄色 !5Y4/2 /,レ ト Xおより新しい。

第 5表 ‖b層検出ピット観察表 (3)

8)遺 構 外 出土 遺 物

Ⅱb層 は遺物包含層であ り、本層から遺構に伴わない状態で出土 した遺物は、非ロクロ土師器片 6,098点 、

ロクロ土師器片 514点、須恵器片 686点、陶磁器片 51点、土製品 4点、鉄製品 15点、銅製品 1点、銭貨 3点、

石製品 12点、石製模造品 17点、瓦片 11点 である。そのうち 15点 を第 120・ 121図 (図版 107・ 108)に 図示

した。第 120図 -1(D-449)は 土師器の小型甕で、内外面ともに黒色処理が施される。21D580)は 土師器の長胴甕で、

日縁部はくの字状に屈曲し回縁部は外反して開き、日唇部は僅かに上方に摘まみ出され、外面に叩きの痕跡が残

る。3(E-339)は 須恵器の短頸壼で、日縁部は直立する。4(P-061)とよ土製の紡錘車で、全面にヘラミガキが施さ

れる。5(K-150)は 砥石、6・ 7(K152・ 184)は温石である。6は砥石からの転用品と考えられる。第 121図 -1～

3(N-104～ 106)は銭貨で、 1は景徳元質、2は元祐通費、3は一部欠損し 1文字判読不能であるが、皇宋通費と

考えられる。41N036)は耳環である。5～ 8(Ke 130。 162～ 164)は石製模造品で、5は剣形、6～ 8は二孔の

鏡形である。
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31E3391 2(D-580)

層位 種別・ 器種 口径にml× 底径にml× 器高●� 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 Ⅱb層 土師器・小型甕 ―X■ 3× (49) ]転糸切り・ヘラケズリ
ロクロナテ・
ヘラミガキ・黒色処理 ]版 1079

2 Ⅱb層 土師器・長胴甕 198〉 ×―X(224) ロクロナデ・ヘラナデ ]版 10711 )-580

3 Ⅱb層 HO〉 ×一×(78) ロクロナデ ロクロナデ ]月反107-10 ]339

層位 種別 。種類 長さにml× 幅にmlx孔径他ml 重さ lgl 備考 写真図版 登録番号

4 Ⅱb層 土製品・紡錘車 187× 465 073 チデ・ヘラミガキ 判月児108-1 P-061

層 位 種別・ 種類 長さlcml× 幅にmlx厚 さにml 重さ lgl 石材 備考 写真図版 登録番号

5 Ⅱb層 石製品・砥石 170)× (33)× (29) 頁岩 酎板 108‐ 2

6 ■b層 石製品・温石 101× (615)× 26 29501 頁岩 被熱あり 電∫板1083
7 Ⅱb層 115× 51X12 1230 粘板岩 瓢fIE 108-4

第 120図  ‖b層遺構外出土遺物 (1)
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No 層位 種別・ 器種 厚さ lcml X tt lcml 孔径 俺ml 重さ lel 通貨名 備考 写真図版 登録番号

Ⅱb層 013X24 05 25) 盈徳元賓 圏版 1085

Ⅱb層 014× 23 065 え祐通費 凶版 108‐ 6

Ⅱb層 金属製品・銭貨 014× 24 055 ]宋通費 皇宋通費ヵ 目版 108‐7 ¶-106

No 層位 種別・ 器種 長さlcnl X幅 にml× 厚きlcml 重さ⑭ 石材・ 素材 備考 写真図版 登録番号

Ⅱb層 金属製品・耳環 18× 21X05 7 翻製品 雹版

5 Ⅱb層 405X235X05 もOl 陀紋岩 ζ版 08-9 に-130

llb層 石製品・石製模造品 f鏡 265X34X04 481 鮨板岩 召版 ∝‐162

7 Ⅱb層 石製品・石製模造品 (鏡 | 265× 275X045 脂船 当放 08-1 ∝■63

Ⅱb層 石製品・石製模進品 (鏡〕235X325× 045 簡板岩 酎板 108■ 2 ∝‐164
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第 4節 Ⅲ層検出の遺構と遺物

l Ⅲ層の概要
Ⅲ層は Fo G10～ F・ G・ H12、 H15。 16、 」15グ リ

れる基本層である。検出された遺構は、溝跡 12条、

遺構群 1群、ピット79基である。

ッド付近で削平される他は、9年次調査区の全域で確認さ

竪穴住居跡 3軒、土坑 41基、性格不明遺構 5基、小溝状

2 Ⅲ層検出の遺構 と遺物

1)溝跡

SD16溝跡 第 123・ 124図  図版 109

【位置・重複】H12～ 15グ リッドに位置する。PT51・ 52と 重複し、本遺構が古い。またⅡb層検出の SD12、

SK44。 46・ 48・ 51～ 53、 PT38・ 39に削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、緩やかに蛇行するが、主

軸方向は概ね N-89° ―Eである。検出長は 25,8m、 幅は0.6～ 1.22m以上である。【深さ。断面形】深さは 10～

30cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】2層に分けられ、1層はⅢ層に由来する、にぶい

黄褐色砂質シルトが主体となる。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器 157点、ロクロ土師器 1点、須恵器 4点、

石製模造品 4点が出土した。そのうち 4点を第 124図 に図示した。1(C572)は 土師器の甕または壺の体部から

底部で、体部は大きく張り出し上半に最大径を持つ。2～ 4(Ke-039・ 040・ 042)は、何れも二孔の鏡形石製模造

品である。

SD24溝跡 第 123。 124図 図版 109

【位置。重複】114グ リッドに位置し、南側の調査区外に延びる。SK55と 重複し、本遺構が古い。【方向・規模】

南北方向の溝で、主軸方向は N-10° ―Eである。検出長は345m、 幅は0.24～ 0,32mで ある。【深さ・断面形】

深さは 8～ 12cmで 、断面形は逆台形である。【堆積土】黒褐色シルトの単層である。【遺物】堆振土中から非ロ

クロ土師器片 13点、石製品 1点が出土した。そのうち 1点を第 124図 51Ke-185)に 図示した。滑石製の臼玉

である。

SD27溝跡 第 125図

【位置。重複】E・ F9グ リッドに位置し、東端を撹乱に削平されている。【方向・規模】東西方向の溝で、緩やかに

湾曲するが、主軸方向は概ね N-79° 一Wである。検出長は 2.95m、 幅は0.62～ 0,95mである。【深さ。断面形】

深さは8～ 16cmで、底面は細かな起伏が有り、断面形は不整形である。【堆積土】褐灰色砂質シルトの単層である。

【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 15点、須恵器片 3点が出土した。

SD39溝跡 第 125～ 127図 図版 36・ 109

【位置。重複】E7・ 8、 F7グ リッドに位置し、北東、南西両側の調査区外に延びる。SK182・ 184・ 185、 PT182

～ 188と重複し、本遺構が古い。またⅡb層検出の S115、 SK131・ 132・ 166。 180お よび、試掘坑に削平される。

【方向・規模】北東から南西方向の溝で、主軸方向はN-58° 一Eである。検出長は 15,4m、 幅は3.5～ 3.7mである。【深

さ。断面形】深さは 59～ 62cmである。底面は平坦で、立ち上がり部分は丸みを帯びるが、断面形は概ね逆台形

である。【堆積土】4層に分けられ、レンズ状に堆積している。2・ 4層は、砂と粘土質シルトが細かな互層をなす。

また 1層中からピットが24基検出され、埋没過程で何らかの営みがあったと考えられるが、これらのピット群に、

柱穴列や掘立柱建物跡などの規格性は、認められなかった。【遺物】主に 3・ 4層中から非ロクロ土師器片 86点、

ロクロ土師器片 5点、須恵器片 2点、馬歯 1点が出土した。そのうち 2点を第 127図に図示した。1(C-928)は

土師器甕の底部片で、底面に木棄痕が残る。2(C-931)は 、手捏ねのミニュチュア土器で、赤彩が施されている。
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第 4節 Ⅲ層検出の遺構と遺物

ー

lS‐ 1/5001

第 122図  |II層 全体図

-137・ 138-



SD16遺物出土状況

o                   5m

―

(S‐ 1/2501

SD16断 面図

76m｀ 占

lS嘉 1/601

76mど当    ニ   ドと

蒻
SD24断面図

76m tt  μ  76m名   崖

彰   雰

遺構 土 色 土 性 備 考

OYR 4/3にぶい黄褐色 砂質シルト 黄褐色砂質ンルトブロック多量に含む。

2 OYR 3/2黒褐色 砂質シルト
瞥黄褐色砂質シルトプロック多量、自色

位子少量含む。

I OYR 3/2黒褐色 ンルト
褐色シルトプロック少量、炭化物粒子微

量に含む。

第 123図 SD16・ 24溝跡平面図・断面図

_〕 ф            2 (Ke-039)

―∞ 3欝 ―̈ -O�
f _E7CIl 3(Ke-040)

Ⅷ 瞥Ⅷ
4 (Ke-042)中 二□

―◎―

a l1        5(Ke-185)

o                       5cm

lS‐ 1/2)

◎

o                     10cm

lS‐ 1/31

遺構 層位 ヨ径 lmlX底 経 lclnl× 器高 lcrn 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SD16 腱 土師器・ 壷 ―×49× (1171 ヘラケスリ・ヘラナテ ヘラケズリ ヘラナデ・ナテ 4∫板109‐ 1

遺構 層位 種別 。種類 長さOmlX幅 ●Inl× 厚さlcall 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

2 SD16 堆積土 石製品・石製慎造品 (鏡 ) 22× 24X025 粘板岩 雪版 109-2 (e-039

3 SD16 堆積土 百製品・石製模造品 (鏡 ) 22× 295X03 粘板岩 圏版 109-3 くe-040

4 SD16 堆積土 雪製品・石製模進品 (鏡 ) 21× 255X03 粘板岩 圏洵反109-4 Ke-042

5 堆積土 04X02× 018 1 滑石 目拘死109-5 Ke-185

第 124図  SD16・ 24清跡出土遺物
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SD69溝跡  舅子128。 129図

【位置。重複】B3グ リッドに位置 し、SD81、 SX72と 重複 し、本遺構が新 しい。【方向。規模】南北方向の溝で、

主軸方向は N23° ―Eである。検出長は 3.7m、 幅は 0.23～ 044mで ある。【深さ。断面形】深さは 2～ 6cmで、

底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層である。【遺物】遺

物は出土していない。

四 □ 囲

SD27

76m名

o 土師器

★ その他僣・翻

0            5m

―

lS‐ 1/250)

SD39遺物出土状況

0                                   2m

|

lS‐ 1/601

76m名       ユ

蒻

lS‐ 1/601

第 125図 SD27・ 39溝跡平面図・断面図

遺構 土 色 土 性 備 考

SD27 1 OYR4/1 褐灰色 砂質シル ト ヨ色粒子微量に含む。

SD39

1 OYR 4/6褐 色 砂
にぶい黄褐色砂質シル トプロック少量

含む。

2 OYR 5/3 にぶい黄褐色 沙質シル ト
少粒と粘土質シル トが細かな互層を
茂す。

3 OYR 5/2 灰黄褐色 沙質シル ト
沙粒と粘土質シルトが細かな互層を

支す。

4 OYR 5/4 にぶい黄褐色 も土管シルト沙粒含む。
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SD39 2層 上面検出ピット

P些 9693

歳逸

-

(S‐ V250)

第 126図 SD39溝跡平面図

1(C-928)

o                          10cm

lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・ 器種 日径 lmlx底 経 lclll× 器高 lon 外 面 騒 血 内面 写真図版 登録番号

1 SD39 攪 土師器・甕 ―×64× (56) ヘラナデ 木葉痕 ヘラナデ コ1板 1096

2 触 ミニ奮チュア土器 25× 27× 25 ヘラナデ・赤彩 ヘラナデ・赤彩 目版 1097

第 127図 SD39溝跡出土遺物

SD70溝跡 第 128。 129図

【位置。重複】B3グ リッドに位置する。【方向。規模】東西方向の溝で、主軸方向は N-76° ―Wである。検出長は

18m、 幅は0.24～ 0.32mである。【深さ。明面形】深きは 4～ 10cmで 、断面形は半円形である。【堆積土】灰

黄褐色砂質シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 7点、須恵器片 1点が出土した。

SD72溝跡 第 128。 129図

【位置。重複】B3グ リッドに位置し、Ⅱa層 検出の SD66に 削平されている。【方向・規模】南北方向の溝で、主

軸方向は N-5°  Eで ある。検出長は 2.99m、 幅は 021～ 0.27mである。【深さ。断面形】深さは 2～ 3cmで、

断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出

土した。

SD81溝跡 第 128・ 129図

【位置・重複】B2・ 3グリッドに位置し、SD69、 SX75と 重複し、SX75よ り新しく、SD69よ り古い。また切土お

よび、撹乱に削平されている。【方向・規模】平面形はL字状に屈曲し、B2グ リッドでは東西方向、B3グ リッド

では南北方向の溝である。主軸方向は東西溝でN86° 一W、 南北溝で N-13° 一Eである。検出長は東西溝で 64m、

南北溝で 5,2m、 幅は0.3～ 0.6mで ある。【深さ・断面形】深さは8～ 26cmで、断面形は逆台形である。【堆積土】
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黒褐色シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 37点、ロクロ土師器片 5点、須恵器片 5点、

石製模造品 1点が出土した。

SD84溝跡  第 128・ 129図

【位置。重複】A2グ リッドに位置 し、北側の調査区外に延びる。SD88と 重複 し、本遺構が古い。また南端は切土

により削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、主軸方向は N17° Eである。検出長は 4.19m、 幅は 054m

である。【深さ・断面形】深さは 3～ 10cmで、底面は細かな起伏を有 し、断面形は不整形である。【堆積土】黄

灰色シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 19点出上 した。

SD85溝跡 第 128'129図

【位置。重複】B3グ リッドに位置 し、北側の調査区外に延びる。SK296と 重複 し、本遺構が古い。またⅡb層検

出の SD71に 削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、主軸方向は N-17° ―Eである。検出長は 377m、 幅は038
～ 0.5mで ある。【深さ。断面形】深さは 3～ 9cmで、底面は細かな起伏を有 し、断面形は不整形である。【堆積土】

黒褐色シル トの単層である。【遺物】出土 していない。

SD87溝跡 第 128・ 129図

【位置・重複】B3グ リッドに位置 し、北側の調査区外に延びる。 Ⅱb層検出の SD71に 削平される。【方向・規模】

南北方向の溝で、主軸方向は N6°  Eである。検出長は 2.5m、 幅は 0.41～ 0.47mである。【深さ。断面形】深

さは 6～ 13cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】オ リーブ黒色シル トの単層で、炭化物が混

入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 1点出土した。

SD88溝跡 第 128。 129図

【位置・重複】A・ B2グ リッドに位置 し、北側の調査区外に延びる。SD84、 SK293と 重複 し、SD84よ り新 しく、

SK293よ り古い。【方向。規模】北西から南東方向に延びる溝で、主軸方向は N31° ―Wである。検出長は 5,97m、

幅は 0,35～ 0,72mである。【深さ・断面形】深さは 15～ 20cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概

ね皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】出土 していない。

撹舌し
――

  ＼＼ SD85

● 土師器

第 128図  SD69・ 70・ 72・ 81 ・ 84・ 35・ 87・ 88溝跡平面図
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SD69               SD70           SD72

72mlど止 72n■
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生 72m■型堅
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SD84                SD85
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上乾m名  ♀ と

崖 71m与   崖 71m亀  1 注

― J~  帯

崖 71m

Ｌ〉

SD87

72m｀     洪

ψ

適構 土 色 土 性 備  考

SD69 10YR 3/3賠褐色 1/・ 質シ,レ ト 疋黄褐色砂質シル トブロック含む。

,D70 I 10YR 4/2灰黄褐色 少質シル ト

SD72 25Y3/2黒褐色 ン,レ ト
灰黄褐色砂質シル トブロック少量、自

色粒子微量に含む。

SD81 1 35Y3/2黒褐色 シ,レ ト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、白

色粒子微量に含む。

SD8判 I 5Y4/1黄灰色 シアレト
灰黄褐色砂質シル トプロック多量、白

色粒子微量に含む。

SD85

15Y3/2黒 褐色 シルト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、自

色粒子微量に含む。

2 5Y3/2黒褐色 シルト 灰黄掲色砂質ンル トブロック含む。

1 Y 3/1オ リーブ黒色 シルト
灰黄褐色砂質シル トプロツク少量、自

色粒子・炭化物粒子微量に含む。

1 5Y4/2暗灰黄色 シル ト
黄灰色粘土質シル ト多量、炭化物粒子

少電含む。

2 5Y3/3暗 オリーブ褐t 簡土質シル } 灰黄褐色砂質シル トブロック少量含む。

(S‐ 1/601

第 129[コ   SD69・ 70・ 72・ 81・ 84・ 85・ 87・ 88溝跡断面図

2)竪穴住居跡

S19竪 穴住居跡 第 130。 131図 図版 36・ 109

【位置。重複】E・ F9グ リッドに位置 し、PT79～ 81と 重複 し、本遺構が古い。【平面形・方向・規模】平面形は方形で、

東壁から、主軸方向は N20° Eである。規模は、東西 3.32m、 南北 3.35mで ある。【堆積土】8層 に分けられ、

1～ 3層 は竪穴の堆積土で、レンズ状に堆積 している。東壁際の 3層 は、焼土が混入している。4・ 5層 はピツ

トの、6層 は周溝の堆積土である。7・ 8層 は掘 り方の埋土である。【床面。壁面】床面は掘 り方埋土の上面とし、

平坦である。硬化面は、壁際を除 く床面全体で検出された。壁面は 17cmの 高さで遺存 し、急角度で立ち上が

る。周溝は四方の壁際で検出されているが、全周はしない。幅は 10～ 20cm、 深さは 5～ 9cmで 、断面形は逆

台形である。【ピット・柱穴】ピットは、床面で 4基検出されたが、何れも柱穴 とは考えられない。【カマ ド】検

出されなかった。【その他の施設】検出されなかった。【掘 り方】床面全体を 10～ 15cm深 く掘 り下げている。

【遺物出土状況】主に堆積土中から出土 し、床面直上からの出土は僅かであつた。また掘 り方埋土からも、僅か

に出土した。【遺物】非ロクロ土師器片 326点 、ロクロ土師器片 10点、須恵器片 33点 が出土 した。そのうち 3

点を第 131図 に図示 した。 1(C751)は 土師器好の国縁から体部片で、丸底の底部 と口縁部の境に明瞭な稜を有

し、内面は黒色処理が施されている。2(C748)は 土師器甕の体部片で、外面に縦方向のハケメが施されている。

3(C-941)は 、土師器甕の底部片で、底面に木葉痕が残る。

S116竪穴住居跡 第 132～ 135図  図版 37・ 109。 110

【位置・重複】F8。 9グ リッドに位置 し、南側の調査区外に延びる。SK155と 重複 し、本遺構が古い。またⅡb層

検出の SK146。 153、 P129。 143に 削平される。【平面形。方向・規模】平面形は方形 と考えられる。カマ ドから、

主軸方向は畔51° 一Wである。規模は、南東 北西 55m、 北東 ―南西 4.lm以 上である。【堆積土】14層 に分けられ、

1層は竪穴の堆積土である。2～ 5層がカマ ドの堆積土、6。 7層が火床面、8・ 9層 がカマ ド袖の構築土にあた

る。 10層 は貯蔵穴、H～ 13層 はピット、14層 は掘 り方埋土である。【床面。壁面】床面は掘 り方埋土の上面と

し、平坦である。硬化面は、カマ ドから床面中央部にかけて検出された。壁面は 13cmの 高さで遺存 し、急角度

で立ち上がる。周溝は、検出されなかった。【ピット・柱穴】ピットは、床面から 7基検出された。ptl・ 2は床

面からの深さが 22～ 24cmで、ほぼ住居の対角線上に配置されることから主柱穴 と考えられる。【カマ ド】カ

マ ドは、西壁に設けられ、燃焼部は、袖によって壁面より内側に作 りだされている。火床面は両袖間に広がる。

この火床面の直上には、薄い焼土塊が堆積 してお り、火床面の補修が行われていた可能性が考えられる。火床

面の奥には、円筒形の素焼きの支脚が埋め込まれ、固定されている。【貯蔵穴】カマ ドの北側から、長軸 80cm、
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第 130図 S19竪穴住居跡平面図・断面図

第 131図 Sp竪穴住居跡出土遺物

0                     10cm

■部 キ Ⅲ浮 3Cつ4D

S19ビット (cm)
No

深 き

。 多旱渇
2

位 置 雷も 土 色 土 性 備  考

竪穴

1 10YR3/2黒褐色 ひ質シルト 炭化物粒子・焼土粒子微量に含む。

2 10YR3/4黒 褐色 沙質シル ト
灰黄褐色砂質シル トブロック・炭化物

粒子微量に含む。

3 ,YR 4/2暗赤褐色 ン,レ ト
売土プロック・ 焼土粒子・炭化材 。炭イt

吻粒子含む。

4 10YR3/2黒褐色 沙質シル ト
死黄褐色シルトブロック少量、炭化物

&子微量に含む。

5 10YR2/2黒褐色 砂質シル ト 炭化物粒子微量含む。

周溝 6 10YR2/1黒 褐色 砂質シル ト 天黄褐色砂質ンル トプロック少量含む。

7 10YR 4/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト
にぶい黄褐色砂質シル トプロック・ 灰

黄褐色砂質シル トブロック多量に含むI

8 10YR 4/1褐 灰色 ンアレト
灰黄褐色砂質シル トプロック夢量、に

ぶい黄褐色砂質ンル トブロック少量含

む。

1(C-751)

lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・器種 口径 lmlx底経 10nl× 器高 lon 外面 底 向 困 向 写真図版 登録番号

I 腿 と師器・ 不 <160>X― ×(53) ヨコナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ ラミガキ・黒色処理 雪版 1098 C‐ 751

2 掘り方 ヒ師器・甕 ―×一×(73) ハケメ ヘラナデ 図版 1099 C-748

3 掘り方 ヒ師器・甕 ―X<98>× (44) ヘラナテ・指押さえ・ナデ 卜棄痕 ヘラナデ 菫チ板109■ 0 C-941
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短軸 57cmの楕円形の土坑が検出され、これが貯蔵穴と考えられる。深さは 20cmで、断面形は半円形である。【掘

り方】床面下を 5～ 20cm掘 り込む。中央部分を、壁周辺より深 く掘 り込んでいる。【遺物出土状況】主にカマ

ド周辺からまとまって出土した。支脚の上に 1点、その北隣りに 1点、計 2点の甕が正位横並びで出土した。【遺

物】非ロクロ土師器片 449点、須恵器片 2点、土製品 1点、石製模造品 1点、馬歯 1点が出土した。そのうち

6点を第 134・ 135図に図示 した。第 134図 1(C-982)は 土師器の邪で、国縁部は直立し、丸底の底部との境には、

明瞭な段を有する。内面は、黒色処理が施されている。2・ 3(C-974・ 975)は 土師器の長胴甕で、胴部中程に最

大径を有 し、頸部はあまり強 く括れない。2(C-974)の 回縁部は短 く外反 して開き、頸部 と体部の境に緩やかな

稜を有する。4(C-980)は 土師器の甑で、口縁部 と体部の境はほとんど括れない。 第 135図 1(Ke-108)は 、二

孔の鏡形石製模造品である。2(P-049)は カマ ドの支脚である。円筒形で、上下両端部の中央は窪む。

牝
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ｒ
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第 132図 S116竪穴住居跡平面図・断面図 (1)

位置 雪も 土 色 土 性 備  考

竪穴 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト
灰黄褐色砂質シルトプロック・炭化物

粒子少量含む。

しマド

10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト 焼土粒子・炭化物粒子少量含む。

10YR3/2 黒褐色 砂質シル ト
焼土粒子・炭化物粒子少量、灰黄褐色

砂質シル トプロック含む。

4 5YR 3/2 暗赤褐色 砂質シル ト
売上ブロック・ 焼土粒子・炭化材・ 炭

ヒ物粒子含む。

5 10YR 3/3暗褐色 砂質シル ト
え黄褐色砂質シル トプロック多量、炭

ヒ物粒子微量に含む。

6 jYR 4/8 赤褐色 砂 被熱により赤変硬化。

7 ,YR 3/7 暗赤色 砂 被熱により硬化。

マ
袖

8 10H R4/2 とこぶい黄褐色 砂質シル ト

9 10YR4/2 褐色 砂質シル ト

位置 雪む 土  色 土 性 備  考

ICIYR3/2 暗褐色 砂質シル ト
褐灰色砂質シル トプロック含む。炭

化物粒子微量に含む。

pt

11 10YR3/3 暗褐色 砂 焼土粒子微量に含む。

10YR3/3 暗褐色 砂 炭化物粒子微量に含む。

10YR3/3 暗褐色 砂
褐灰色砂質シル トプロック・ 炭化物粒

子微量に含む。

属り方 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト

灰黄褐色砂質シル トプロック・ にぶい

黄褐色粘質シル トプロック・炭化材微

量に含む。
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第 133図 S116竪穴住居跡平面図・断面図 (2)
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lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lanlX底径 lanlx器高 lolll 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 S116 カマド 土師器・必 185)× 一×230 ヨコナデ・ヘラケスリ ヘラケズリ ヘラミガキ 。黒色処理 目周冤109-11 C-982

カマド 土師器・長胴甕 く173〉 ×47× 237 ヘラミガキ
ヘラケズリ ヘラナデ・ヨコナデ 電∫板10912 C,974

カマド 土師器 。長胴甕 一×45X(2651 ヘラケズリ 圏版 110‐ ] G975

4 S116 IBHL 土師器・甑 〈230〉 ×一×(18521 アヽケメ・ヘラミガキ ヘラケズリ コ版 110-2 C-980

第 134図  S116竪穴住居跡出土遺物 (1)
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遺 構 層位 種別・種類 長さ lcml× 幅 (cm)× 厚さ lcml 重さG 石材 備考 写真図版 登録番号

1 掘 り方 石製品・石製模造品 (鏡 35× 37× 035 帖板岩 雪∫板1103 Ke-108

No 遺構 層位 種別・ 種類 長さ (clnl× 幅 lcml X厚 さ lcml 重さ僧 備考 写真図版 登録番号

2 カマド 土製品・カマ ド支脚 1435X45× 40 EX3版 1lo 4 P‐049

第 135図  S116竪穴住居跡出土遺物 (2)

S118竪穴住居跡 第 136・ 137図 図版 38・ 111

【位置・重複】D7グ リッドに位置し、北東側の調査区外に延びる。 Ⅱb層検出の SK138・ 139に 削平される。【平

面形・方向・規模】平面形は方形 と考えられる。西壁から、主軸方向は N19° ―Wである。規模は、南北 4,02m

以上、東西 4.46m以上である。【堆積土】4層に分けられ、1・ 2層が竪穴の堆積土で、レンズ状に堆積 している。

3・ 4層 は掘 り方埋土である。【床面・壁面】床面は掘 り方埋土の上面とし、平坦である。床面全体が良好に硬化

している。壁面は、30cmの高さで遺存し、急角度で立ち上がる。【ピット・柱穴】ピットは、床面から 2基検出

され、ptlは 深さが 50cmあ り、主柱穴と考えられる。【カマ ド】検出されなかった。【掘 り方】床面全体を 10

～ 20cm掘 り下げている。【遺物出土状況】堆積土中から出土 した。【遺物】非ロクロ土師器片 37点、ロクロ土

師器片 4点、石製模造品 1点が出土 した。そのうち 1点を第 137図 -llKe-109)に 図示 した。剣形の石製模造品

である。
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76m名

位置 土 色 土 性 備 考

竪穴
1 10YR2/2 黒褐色 ン,レ ト

死黄褐色砂質ンルトプロック少量、炭

ヒ物粒子微量含む。

10YR3/3 暗褐色 ンルト 更黄褐色砂質シル トプロック含む。

10YR3/4 暗褐色 ン,レ ト
黒褐色粘土プロック・ にぶい黄褐色シ

ルトプロックの含む。

4 ЮYR4/1 褐灰色 ン,レ ト 少粒子微量含む。

lS‐ 1/60)

第 136図 S118竪穴住居跡平面図・断面図

1(Ke-109)　̈全
0                      5cln

lS V21

遺構 層位 長さ にml× 幅 にml× 厚き にml 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

1 堆種土 Efa品・石製模造品 (剣 】 49)X305× 085 陀紋岩 ]版 111‐ 1 Ke‐ 109

第 137図 S118竪穴住居跡出土遺物
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3)上坑

SK20土坑  第 138図

【位置。重複】115グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N56°  Eで ある。規模は、

長軸 0.6m、 短軸 044mで ある。【深さ・断面形〕深さは 17cmで 、南西側が深くなっているが、断面形は概ね皿

状である。【堆積土】黒褐色粘土質シルトの単層で、炭化物や焼土粒子が混入している。【遺物】堆積土中から非

ロクロ土師器片が 3点出土した。

SK32土坑 第 138図

【位置。重複】G12グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN57°  Eである。規模は、

長軸 133m、 短軸 上06mで ある。【深さ。断面形】深さは 16cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概

ね皿状である。【堆積土】暗褐色シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK54土坑 第 138図

【位置。重複】114グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN5° 一Wである。規模は、

長軸 065m、 短軸 0.53mである。【深さ・断面形】深さは 18cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

黒褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK55:上 坑  第 138。 139図  図版 38・ 111

【位置・重複】114グ リッドに位置する。SD24と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N ll°  Eである。規模は、長軸 095m、 短軸 0.52mである。【深さ。断面形】深さは 16cmで 、底面は

細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆嶺土】黒褐色シル トの単層で、焼土粒子が混入している。【遺

物】主に堆積土上層から非ロクロ土師器片 53点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 1点、石製模造品 1点が出土

した。そのうち 3点を第 139図 に図示 した。1(C-670)は 土師器鉢の体部から底部片で、内面に黒色処理が施さ

れている。2(C-671)は 土師器の小型甕で、底面に筵状の圧痕が残る。3(Ke 050)は 、単孔の鏡形石製模造品である。

SK56土 坑 第 138図

【位置。重複】114。 15グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN-69° 一Eである。規模は、

長軸 1.21m、 短軸 049mで ある。【深さ・断面形】深さは 16cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

黒褐色シルトの単層である。【遺物】出上していない。

SK58土坑 第 138図

【位置・重複】H15グ リッドに位置する。Ⅱa層検出の SDlお よび、試掘坑に削平される。【平面形・規模】平面

形は円形または楕円形と考えられるが、長軸方向は不明である。規模は、南北 098m以上、東西 156m以上で

ある。【深さ。断面形】深さは 44cmで、底面は丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】3層に分けられ、

レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 43点 出土した。

SK155土坑 第 140図

【位置。重複】F8グ リッドに位置する。S116と 重複し本遺構が新しい。またⅡb層検出の PT131に 削平される。【平

面形・規模】平面形は精円形で、長軸方向は N58° ―Wである。規模は、長軸 0,9m、 短軸 061mで ある。【深さ

。断面形】深さは 30cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物

が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 30点 出土した。
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第 138図  SK20・ 32・ 54～ 58土坑 平面図・断面図
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遺構 土 色 土 性 備 考

SK2( 10YR2/2黒 褐色 簡土質シル ト
辱色シルトプロック含む。炭化物粒子
・焼土粒子微量に含む。

SK3Z 10YR 3/4 暗褐色 シルト 黄褐色シルトプロック少量含む。

SK54 25Y3/2 黒褐色 沙質シルト 黄灰色砂質シルトプロック含む。

SK55 10YR 3/2 黒褐色 シルト 尭土統子微量に含む。

SK5( 10YR 3/3 暗褐色 ンルト こぶい黄褐色シルトプロック少量含む。

SK58

10YR 3/3 暗褐色 ンルト
天黄褐色シルトプロック炭化物粒子微量

こ含む。

2 10YR 2/1  黒色 シルト 夷化物粒子多量、焼土粒子微量に含む。

3 lCIYR 4/1 褐灰色 シ,レ ト

lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・器種 口径 lmlx底 径 lcmlx器高 lcln 外面 風 画 内 向 写真図版 登録番号

SK55 織 土師器・鉢 ― ×<82>× (62) ヘラケズリ・ヘラチデ ヘラケズリ 圏版 1112
SK55 縄 と師器・小型甕 164× 92× 134 ハケメ・ ヨコナデ・ヘラナブ 筵状の圧痕 霊版 1113 C‐671

遺構 層位 種別・種類 長さlcm)X tt lcm)X厚 さ(cml 重き lgl 石材 備考 写真図版 登録番号

SK55 堆積土 E12品・石製模造品(鏡 275× 295× 025 粘板岩 目版 1114 Ke‐ 050

第 139図 SK55土坑出土遺物
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SK162土 坑 第 140図

【位置。重複】F7グ リッドに位置 し、南西側の調査区外に延びる。【平面形・規模】平面形は円形または楕円形 と

考えられるが、長軸方向は不明である。規模は、南北 0.56m以上、東西 0.81m以上である。【深さ。断面形】深

さは 15cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層である。【遺物】堆積土中

から非ロクロ土師器片が 1点出土した。

SK175土 坑 第 140図

【位置。重複】E・ F8グ リッドに位置 し、 Ⅱb層検出の SK159に 削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N-18° 一Eである。規模は、長軸 2.28m、 短軸 1.15mである。【深さ・断面形】深さは 8cm、 底面は平坦で、

断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物や焼土粒子が混入する。【遺物】堆積土中か

ら非ロクロ土師器片 13点、鉄滓 1点が出土 した。

SK1 77土坑 第 140図

【位置。重複】E・ F9グ リッドに位置する。SK186と 重複し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N-58° 一Eである。規模は、長軸 089m、 短軸 0,71mである。【深さ。断面形】深さは 32cmで、底面

は丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】暗オリーブ褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入する。【遺

物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 15点 出土した。

SK178三上坑  第 140図

【位置。重複】E8グリッドに位置し、PT179と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方

向は N-81° ―Wである。規模は、長軸 075m、 短軸 0.59mである。【深さ。断面形】深さは 27cmで、底面は丸

みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から

非ロクロ土師器片が 12点 出土した。

SK179土坑 第 140・ 141図  図版 38・ Hl

【位置・重複】F8・ 9グ リッドに位置する。PT178と 重複し本遺構が古い。またⅡb層検出のSK126 1こ 削平される。【平

面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-79° 一Eである。規模は、長軸 3.03m、 短軸 121mである。【深さ

。断面形】深さは 13cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色シルトの単層で、炭化物が混入

している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 33点、石製模造品 1点が出土した。そのうち 1点を第 141

図 -llKe-123)に 図示した。勾玉形の石製模造品で、底面から出上した。

SK182土 坑 第 140図

【位置・重複】E7グ リッドに位置する。SD39と重複し本遺構が新しい。またⅡb層検出のS115に 削平される。【平

面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 0.9m以上、東西 1.37m以上である。【深

さ。断面形】深さは 20cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。また中央に長軸 44cm、

短軸 40cm、 深さ 16cmの ピットを有する。【堆積土】暗褐色砂質シルトの単層で、炭化物が混入している。【遺物】

堆積土中から非ロクロ土師器片が 25点 出土した。

SK183土 坑 第 140図

【位置・重複】E8・ 9グリッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-7° ―Eである。規模

は、長軸 0.55m、 短軸 0,47mである。【深さ・断面形】深さは、27cmである。底面は平坦で、壁は急角度で立ち

上がり、断面形は箱形である。【堆積土】暗褐色砂質シルトの単層で、炭化物が混入している。【遺物】堆積土中

から非ロクロ土師器片が 5点出土した。
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SK184上 坑 第 140図

【位置・重複】E8グ リッドに位置する。SD39と 重複 し本遺構が新しい。またコb層検出の SK180に 削平される。【平

面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 0.65m、 東西 0.54mである。【深さ。断面形】

深さは 50cmで、底面は狭 く、断面形は漏斗形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積 している。【遺

物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 3点出土した。
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第 140図  SK155。 162・ 175・ 177～ 179。 182-184三上坑 平面図・ 断面図
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遺構 土 色 土 怪 備  考

K15 1 10YR2/2黒褐色 沙質シル ト
死黄褐色砂質シルトブロック少量、炭
ヒ物粒子微量に含む。

KlS 1 lCIYR3/3暗 褐色 沙質シル ト 〔ぶい貢褐色砂質シアレトプロック含む。

K17( 1 lCIYR3/2黒 褐色 砂質シル ト
え化物粒子・焼土粒子微量、にぶい貢

母色砂含む。

K17 1 25Y3/3暗オリーブ褐色 沙質シル ト

K17(
1 lCIYR3/1黒 褐色 シ,レ ト 死黄褐色砂質シルトプロック少量含む。

2 lllYR4/4暗 褐色 少質ンル ト 疋黄褐色砂質シルトプロック多量に含視

K17( 1 lllYR3/2黒 褐色 シル ト 抄粒、炭化物粒子微量に含む。

K18と 1 lllYR3/3暗 褐色 砂質シル ト 紹ヒ材少量、灰白シル トプロック含む。

K18〔 1 lllYR3/3暗 褐色 砂質シル ト
え黄褐色砂質シルトプロック少量、炭

ヒ物粒子微量に含む。

K18Z
1 10YR3/2 黒褐色 抄質シル ト 兎黄褐色砂質シル トプロック含む。

2 ltlYR4/2灰 黄褐色 砂質シル ト 天黄褐色砂質シル トプロック少量含む。

遺構 層位 種別・種類 長さ(mlX tt lcml× 厚きにml 重き ω 石材 備考 写真図版 登録番号

1 SK179 堆積土 30× 135X05 宅紋岩 雪版 11工5 Ke-123

第 141図  SK1 79土坑出土遺物
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SK185土坑 第 142図

【位置。重複】E8グ リッドに位置する。SD39と 重複 し本遺構が新しい。またⅡb層検出のSK144・ 180に 削平される。

【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-4° ―Eである。規模は、長軸 125m、 短軸 0.51m以上である。【深

さ・断面形】深さは 39cmで、北側が一段深 くなっているが、底面の幅は狭 く、東西方向の断面形は V字形である。

【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 3点、須恵器片 1

点が出土した。

SK186■ 坑  第 142図

【位置。重複】E・ F9グ リッドに位置する。SK177と 重複し本遺構が古い。またⅡb層検出のSK126に削平される。

【平面形。規模】平面形は楕円形と考えられ、長軸方向は、N-60° ―Wである。規模は、長軸 095m以上、短軸 070m

以上である。【深さ・断面形】深さは 22cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色砂質

シルトの単層で、炭化物が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 5点出土した。

SK188:上坑  第 142図

【位置。重複】E・ F8グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN27° ―Wである。規

模は、長軸 0,95m、 短軸062mで ある。【深さ。断面形】深さは 12cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆

積土】にぶい黄褐色砂の単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 14点 出土した。

SK190二土坑  第 142図

【位置。重複】E9グリッドに位置し、北東側の調査区外に延びる。【平面形・規模】平面形は円形または楕円形と

考えられるが、長軸方向は不明である。規模は、南北 07m以上、東西 095m以上である。【深さ・断面形】深さ

は 42cmで、西側をより深 く掘 り込むが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】3層 に分けられ、1層 はレン

ズ状に堆積 し、2・ 3層は東側からの堆積である。【遺物】出土 していない。

SK198土 坑 第 142図

【位置。重複】D5グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN64° ―Wである。規模は、

長軸 0.68m、 短軸 058mで ある。【深さ。断面形】深さは 24cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

暗褐色シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 5点、鉄製品 1点 (釘)が出土した。

SK199:上坑  第 142図

【位置。重複】D5グリッ ドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-64° ―Wで ある。規模は、

長軸 0.78m、 短軸 0,7mで ある。【深さ・断面形】深さは 38cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

3層に分けられ、 1層はレンズ状に堆積 し、2・ 3層は南東側からの堆積である。【遺物】堆積土中から非ロクロ

土師器片 3点、ロクロ土師器片 2点が出土 した。

SK200土坑 第 142図

【位置。重複】D5グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-19° ―Wである。規模は、

長軸 0.6m、 短軸 053mで ある。【深さ。断面形】深さは 28cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

2層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

SK201三上坑  第 142図

【位置。重複】D6グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-6°  Eである。規模は、

長軸 0.75m、 短軸 0.61mである。【深さ・断面形】深さは31cmである。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、

断面形は箱形である。【堆積土】3層に分けられ、1層はレンズ状に堆積し、2・ 3層は北側からの堆積である。【遺
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物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 7点出土した。

SK202土 坑  第 142図

【位置・重複】D6グリッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN63°  Eである。規模は、

長軸 082m、 短軸 064mで ある。【深さ・断面形】深さは 9cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】

黒褐色砂質シルトの単層で、炭化物が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土した。

SK203土 坑  第 142図

【位置。重複】D6グ リッドに位置し、Ⅱb層検出の SK196に 削平されている。【平面形・規模】平面形は楕円形と

推測され、長軸方向はN5°  Eである。規模は、長軸 1.26m以上、短軸 062mで ある。【深さ。断面形】深さは

18cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層で、炭化

物粒子や焼土粒子を含む。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 4点出土した。

SK204土 坑  第 142図

【位置・重複】D6グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN9° ―Wである。規模は、

長軸 078m、 短軸 064mで ある。【深さ。断面形】深さは 20cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は

概ね逆台形である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入している。【遺物】堆積土中から非ロク

ロ土師器片 9点、須恵器片 2点が出土した。

SK206土 坑 第 142図

【位置・重複】D6グ リッドに位置する。PT206・ 207と 重複 し本遺構が古い。【平面形。規模】平面形は楕円形で、

長軸方向はN23°  Eである。規模は、長軸 07m、 短軸 054mである。【深さ。断面形】深さは 17cm、 底面は平坦で、

断面形は逆台形である。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積 している。何れの層にも、炭化物が混入し

ている。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 11点、ロクロ土師器片 2点、須恵器片 1点が出土した。

SK208土 坑 第 143図

【位置。重複】D6グリッドに位置する。SK211、 PT208と 重複し、SK211よ り新しく、PT208よ り古い。【平面形・規模】

平面形は楕円形で、長軸方向は N-60° ―Wである。規模は、長軸 1.4m、 短軸 078mで ある。【深さ。断面形】深

さは 12cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色シル トの単層で、

炭化物が混入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 3点、ロクロ土師器片 2点が出土した。

SK211土 坑 第 143図  図版 38

【位置。重複】D6グ リッドに位置する。SK208、 PT199。 200と 重複 し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は

不整形で、長軸方向は N-68° ―Wである。規模は、長軸 1,78m以 上、短軸 1,75mで ある。【深さ。断面形】深さ

は 24cmで ある。底面には環状の土手が廻 り、その内側が深くなっている。断面形は概ね皿状である。【堆積土】

黒褐色シル トの単層で、炭化物が混入している。【遺物】出土していない。

SK220土 坑 第 143図

【位置。重複】E5グリッドに位置 し、南西側の調査区外に延びる。【平面形・規模】平面形、長軸方向ともに不明

である。規模は、南北 183m以上、東西 1.99m以 上である。【深さ。断面形】深さは 1lcm、 底面は平坦で、断

面形は皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器

片が 4点 出土した。
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第 142図  SK185。 186・ 188・ 190。 198-204・ 206三上坑 平面図 。断面図
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還構 土 色 土 性 備 考

Kl餃 10YR 3/4暗 褐色 ンルト 疋黄褐色砂質シル ト含む。

1 10YR 3/3 暗褐色 少質ンル ト
天黄褐色砂質シルトプロック少量、炭

七物粒子微量に含む。

10YR 4/2灰 黄褐色 少質シル ト 褐灰色シルトプロック少量含む。

3 10YR 4/3に れ 翻ヽ珀 少質シル ト え黄褐色砂質シルトプロック少量含む。

1 lCIYR 3/3暗 褐色 夕質シル ト
戻黄褐色砂質シルトプロック少量、炭
「
ヒ物粒子微量に含む。

lljYR 4/2灰 黄褐色 少質シル ト 褐灰色シルトプロック少量含む。

K20〕

1 lllYR 3/2黒 褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂賀シル トブロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

10YR 3/3 暗褐色 ひ質シルト え化物粒子微量に含む。

3 10YR 4/2灰 黄褐色 ン,レ ト 夷化物粒子微量に含む。

1 OYR 3/2黒褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

1 OYR 3/2黒褐色 シ,レ ト
褐灰色砂質シルトプロック・焼土粒子

・炭化物粒子少量含む。

OYR 3/3暗褐色 沙質シル ト
炭化物粒子微量、灰黄褐色ンル トプロ

ック少量含む。

OYR 2/1黒色 七土質シル ト
炭化物粒子・炭化材多量、焼土粒子微
量に含む。

OYR 3/3暗褐色 シアレト 夷化物粒子・焼土粒子少量含む。

3 OYR 2/2 黒褐色 シ,レ ト 夷化物粒子・炭化材含む。

選構 土 色 土 性 備 考

K18〔

1 OYR 2/2黒褐色 少質ンル ト
とぶい黄褐色砂質シルトプロック少量、

2 OYR 5/3 にぶい黄襴副ヨ /,レ ト
ぶい黄福色砂質シルトプロック多握

含む。

K18( 1 OYR 2/2黒褐色 少質シル ト え化材微量、褐灰色砂プロック含む。

K18( 1 OYR 4/3 1こ ぶい要静勘色 沙 疋黄褐色砂質シルトプロック少量含む。

K191

1 OYR 3/3暗褐色 ン,レ ト
]色粒子微量、にぶい黄褐色砂質シル

トプロック含む。

2 OYR 2/2黒褐色 シ,レ ト 疋黄褐色砂質シル トプロック少量含む。

3 10YR 3/1黒 褐色 少質シル ト 母灰色砂質シル トプロック多量に含む。
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遺構 雷位 土  色 土  性 備  考

1 10YR3/3 暗褐色 シルト
え化物粒子微量、褐灰褐色砂質シルト

ブロック含む。

,K211 1 75Y3/1 黒褐色 ,レ ト
こぶい黄褐色砂質シルトブロック少量、

え化物粒子微量に含む。

(S‐ 1/601

遺構 上  色 土 性 備 考

1 ど5Y3/3 暗オリーブ褐色 ひ質シルト
こぶい黄褐色砂質シル トブロック多量
こ含む。

2 ど5Y3/1 黒褐色 ン,レ ト
にぶい黄褐色砂質シル トブロック少量、

黒褐色粘土ブロック含む。

第 143図 SK208・ 211・ 220土坑 平面図・断面図

SK288土 坑 第 144図

【位置。重複】B3グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-39° ―Wである。規模は、

長軸 088m、 短軸 0,7mで ある。【深さ。断面形】深きは 7cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】暗オリー

ブ褐色シル トの単層で、炭化物が混入する。【遺物】出土していない。

SK289土 坑 第 144図

【位置。重複】B3グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N56° ―Wである。規模は、

長軸 165m、 短軸 1.Hmである。【深さ・断面形】深さは 1lcmで、底面中央が一段深 くなっているが、断面形

は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層で、炭化物が混入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器

片 1点、ロクロ土師器片 2点、馬歯 1点が出土 した。

SK290土 坑 第 144図

【位置。重複】C4グ リッドに位置する。Πa層検出のSD66お よび、Ⅱb層検出の SD68に 削平される。【平面形・規模】

平面形、長軸方向ともに不明である。規模は、南北 0,75m以 上、東西 033m以 上である。【深さ。断面形】深さ

は 12cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗オリーブ褐色シル トの単層で、

炭化物が混入する。【遺物】出土していない。

SK291:上坑  第 144図

【位置。重複】C4グ リッドに位置する。Ⅱa層検出のSD66および、Ⅱb層検出のSD67に 削平される。【平面形・

規模】平面形は円形または楕円形と考えられ、長軸方向はN68° 一Wである。規模は、長軸0.55m以上、短軸037m

以上である。【深さ。断面形】深きは24cmで、東側が深くなっているが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】

暗オリーブ褐色シルトの単層である。【遺物】堆積土中から須恵器片が 1点出土した。

SK293土 坑  第 144図

【位置・重複】A・ B2グ リッドに位置する。SD88、 SX75と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形。規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N21°  Eで ある。規模は、長軸 2.26m、 短軸 0,95mで ある。【深さ・断面形】深さは、 5cm、 底面は
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平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色粘土質シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師

器片が 3点出土 した。

SK296土 坑  第 144図

【位置・重複】B3グ リッドに位置する。SD85、 SX72と 重複し、SD85よ り新しく、SX72よ り古い。【平面形・規模】

平面形は橋円形と考えられ、長軸方向はN-75° ―Wである。規模は、長軸 2.48m以上、短軸 0.89mである。【深

さ・断面形】深さは7cmで、底面は細かな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】2層に分けられ、レ

ンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から須恵器片 3点、石製模造品 1点が出土した。

SK289

ヽ

遺構 土 色 土 性 備 考

1 5YR3/3暗オリープ褐佳
灰黄褐色砂質シル トプロック少量、白

色粒子・炭化物粒子微量に含む。

1 5Y3/2黒 褐色
売化材・炭化物粒子・灰黄褐色砂質シル
トプロック少量、白色粒子微量に含む。

1 5Y3/3暗オリープ褐t /ル ト
灰黄褐色砂質シルトプロック少量、自

色粒子・炭化物粒子微量に含む。

lK291 1 5Y3/3暗オリーブ褐t
灰黄褐色砂質シルトブロック少量、自

色粒子微量に含む。

第 144図  SK288-291 ・ 293・ 296■坑平面図・断F面図

4)性 格不明遺構

SX65性格不明遺構 第 145図

【位置。重複】D5・ 6グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。PT214・ 227と 重複し本遺構が古い。Ⅱ

a層検出の SX70お よび、Ⅱb層検出のPT219に 削平される。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は

N-90° ―Eである。規模は、長軸 7.64m以上、短軸 2.6m以上である。【深さ。断面形】深さは 10～ 34cmで、底
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遺構 目も 土  色 土 性 備 考

I 上5Y3/2黒褐色 帖土質シル ト
死黄褐色砂質シルトプロック・黄灰色

省土質シルトプロック含む。

I OYR 2/1黒色 シルト
医 1ヒ物種 子多重、灰に材少量、魔 主粒

子微 量 に含む。

2 15Y3/2黒 褐色 シルト 疋黄褐色砂質シル トブロック少量含む。
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面は細かな起伏を有し、

ロクロ土師器片 63点、

断面形は不整形である。【堆積土】暗褐色シル トの単層である。

須恵器片 1点が出土した。

【遺物】堆積土中か ら非
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第 145図  SX65性格不明遺構 平面図・断面図

SX72性格不明遺構 第 146図

【位置・重複】B・ C3グ リッドに位置し、北側の調査区外に延びる。SD69、 SK296、 PT367と 重複し、SK296よ

り新しく、他より古い。またⅡa層検出の SD66お よび、Ⅱb層検出の SD71に 削平される。【平面形・規模】平

面形は不整形で、長軸方向は N-7° ―Eである。規模は、長軸 8.8m以上、短軸 1.56m以 上である。【深さ・断面形】

深さは 8～ 22cmで、底面は細かな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】黒褐色シルトの単層である。

【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 48点、ロクロ土師器片 8点、須恵器片 9点、馬歯 2点が出土した。

遺構 土 色 土 性 備 考

X65 1 10YR3/3 日離髄 シ,レ ト 白色粒子微量、にぶい黄掲色シルトプ
ロック含む。
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|
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第 146図 SX72性格不明遺構平面図・断面図

SX75性格不明遺構 第 147図 図版 38

【位置。重複】A・ B2・ 3グリッドに位置し、北西側の調査区に延びる。SD81・ 88、 SK293と 重複 し、本遺構が古い。

【平面形・規模】平面形は方形 と考えられ、方向は西辺から N‐ 1° 一Eである。規模は、南北 7.35m以上、東西 7.8m

以上である。【深さ。断面形】深さは 12～ 20cmで、底面は住居の掘り方状の細かな起伏を有し、断面形は不整

形である。【堆積土】暗褐色シルトの単層で、焼土粒子が混入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 81点、

馬歯 1点が出土した。
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市6れ―与屯

高3m北

72m｀

72m名                                    崖

o                                2m

lS‐ 1/601

遺構 土 色 土 性 備 考

ジ(75 1 10YR3/4暗褐色 シルト
灰黄褐色砂質シルトプロック含む、焼

土粒子微量に含む。

第 147図 SX75性格不明遺構平面図 。断面図

5)小 溝状遺構群

SSDl小溝状遺構群 第 148図 図版 38

【位置・重複】G10グ リッドに位置し、Ⅱa層検出の SR2に 削平される。小溝は 9条検出され、北側から4条目

の SSDl― b― ①とした小溝は、平面形が L字状であり、区画を意識した小澪と判断し、これより北を a群、南をb

群とした。

SSD l― a君畔

【方向・規模】3条の小溝で構成され、長軸方向はN70° 一E～ N-80° ―Eで、範囲は南北 1,74m、 東西 1.33mで

ある。最大長は SSD l― a― ②の 1.5mで、幅は 008～ 029m、 小溝の間隔は 0,35～ O.44mで、平均 041mで ある。
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【深さ。断面形】深さは 3～ 18cmである。底面は緩やかな起伏を有 し、断面形は逆台形、ないし皿状である。明

瞭な工具痕は検出されなかった。【堆積土】埋土は灰黄褐色砂質シル トの単層である。【遺物】出土していない。

SSDl― b雅洋

【方向・規模】6条の小溝で構成され、長軸方向は N-72° ―E～ N-88° Eで、範囲は南北 209m、 東西 1.52mで

ある。最大長は SSD l― b― ①の 1.4mで 、幅は 0.03～ 0.3m、 小溝の間隔は 0,28～ 0.5mで、平均 0.36mである。【深

さ。断面形】深さは 2～ 9cmで ある。底面は緩やかな起伏を有し、断面形は逆台形、ないし皿状である。【堆積土】

灰黄褐色砂質シル トの単層である。明瞭な工具痕は検出されなかった。【遺物】出土していない。
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第 148図 SSDl小溝状遺構群 平面図・断面図

6)ピ ット

Ⅲ層からは、79基のピットが検出された。調査段階では、柵列や掘立柱建物跡を構成する可能性も考慮 したが、

何れについても規則性を持って並ぶものではなかった。ここでは比較的良好な状態の遺物 (第 150図 -1・ 図版

Hl)が出土 した、PT181の平面図と断面図を第 149図に図示した。1(Ke 127)は 、二孔の鏡形石製模造品である。

なお本層検出のピットについては、次の観察表にして掲載した。

南9n塩

b⑥~

束3m  Цん
南師≒1。

0

9

El― l Cl

0                     2m

lS‐ 1/60)

前6n≒
i。

76m」螂      と

″,1,ィヶィル

0                               2m

lS‐ 1/601

第 149図 PT181ピ ット平面図・断面図

llKe‐ 127)

0                5cm

lS‐ 1/2)

遺構 層1 土 色 土  性 備 考

1 10YR4/2灰黄褐色 砂質シル ト

選構 目も 土 色 土 性 備 考

T18 1 10YR 4/2灰 黄褐色土 砂質シル ト 晨褐色粘質シル トブロック。

No 通 構 層位 種別・ 種類 長さ (cln)X幅 他mlX厚 さ lcml 重さ lgl 石材 備考 写真図版 登録番号

I PT181 堆積土 石製品・石製模造品 (鏡 ) 335× 375× 035 粘板岩 週版 111-6 (e‐ 127

第 150図  PT1 81ピ ット出土遺物
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遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

冒他 土色 土性 備考 遺物 重複

露萌・南北×短朝・身翌 深 さ

PT13 I 円形

PT14 円形
非ロクロ土獅職拙Dミ
・ロクロ土師器片1点

PT15 円形 19   ×   17
1 こぶい黄褐色 OYR 4/3 少質シル ト 柱痕。

2 こぶい黄褐色 CIYR 5/コ 少質シル ト

PT16 楕円形 N81° ‐�V 33   ×   26

PT17 円形

1 こぶい黄褐色 10YR 3/4 沙質シル ト

非ロクロ土師器片1点2 弓灰色 10YR 4/1 沙質シル ト 柱痕。

3 疋黄褐色 10YR 5/2 少質シル ト

PT18 円形

1 こぶい黄褐色 10YR 4/3 少質シル ト

2 こぶい黄褐色 10YR 5/3 夕質シル ト

G灰色 10WR5/1 少質シル ト

PT28 円形 (401 (461

1 黒色 5YR 2/1 ン,レ ト 炭化物粒子微量含む。
|トロクロ土師副キ10点

竜褐色 10YR 4/2 /,レ ト

PT35 円形

PT36 橋円形 N■ 5° ―E

PT42 円形 (27)  ×   (42)

1 音褐色 10YR 3/3 ン,レ ト 焼土粒子微量含む。

疋黄褐色 10YR 4/2 ン,レ ト

3 景褐色 10YR 2/2 性と質シフレI

4 こぶい黄褐色 10YR 4/3 ンフレト 焼土粒子微量含む。

PT43 円形 46   ×   4電
1 R褐色 10YR 3/2 砂 炭化物粒子微量含む。

2 疋黄褐色 OYR 4/2 少質ンル ト

PT44 15 楕円形 N35°  E 28   X   22 I 音褐色 OYR 3/3 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。

PT45 5 橋円形 N-36° ■ 38   ×   35 I 音褐色 OЧR 3/4 少質シル ト

PT47 4 楕円形 Nl°  E 11 I 音灰黄色 !5Y4/2 沙質シル ト

PT48 円形 38   X   42 1 ミ褐色 OYR 3/2 シアレト 焼土粒子微量含む。

PT49 5 円形 30   X   28 1 疋黄褐色 OYR 4/2 少質シル ト

PT50 円形 46   ×   44 1 ミ褐色 5YR 3/2 砂管 シル ト

非ロクロ土師器片

11点・須恵器片 3点

精円形 N-22° ヽ

“

√ S灰缶 10YR 4/1 υ質シルト ,D16よ り新ししヽ。

PT52 楕円形 N-51° ―E 1“

亀褐色 10YR 3/2 シルト 炭化物粒子微量含む。柱痕。
,D16よ り新しい。

2 こぶい黄褐色 10YR 4/3 シルト

PT79 円形 25   ×   26 19 黒褐色 5YR 2/2 沙質シル ト 炭化物粒子少量含む。

S19・ PT80よ り

新しい。

不整形 24   ×   22 黒褐色 10YR 3/2 沙質シル ト 炭化材・炭化物粒子微量含む。
■9よ り新 しく、

PT79よ り古い。

PT81 円形 1 黒褐色 10YR 2/2 /,レ ト 炭化物粒子少量含む。
〕停ロクロ土師器片1点

・ロクロ土師器片2点
■9よ り新 しい。

PT82 円形 7

PT83 F9 円形 5 非ロクロ土翻器片Z蕉

PT84 F9 楕円形 N77°  E 45   ×   33 1 旨褐色 OYR 3/3 少質シル ト 丈化物粒子微量含む。 非ロクロ土師器片索

PT86 不整形 29   ×   38

PT86 円形 22   ×   22 音オリー期 15Y3/3 ひ質シルト 売化物粒子微量含む。 非ロクロ土師器片4点

PT87 円形 l R褐色 i5Y3/2 少質シル ト 売化物粒子・焼土粒子微量含む。

Pr88 楕円形 N35°  E
1 ミ褐色 5Y3/1 沙質シル ト 夷化物粒子微量含む。柱痕。

2 子リーブ褐色 15Y4/3 砂

PT176 楕円形 N-48° ‐�V 1 音褐色 OYR 3/4 沙質シル ト

PT177 楕円形 N■ 0° Vヽ lFロ クロ土師器片 1点

PT178 円形 K179よ り新し�

PT179 円形
1 瞥褐色 OYR 3/2 少質シル ト

K178よ り新しい

こぶい黄褐色 OYR 4/3 少質シル ト

PT180 円形 29   ×   27 ,Fロ クロ土師器片1点

PT181 E8'9 不整形 (47)  ×   (56) 11 1 死黄褐色 OYR 4/2 ひ質シルト
非ロクロ土師器片

41点・ 石製品1点

Pr182 円形 41   ×   44 1 黒褐色 OYR 3/2 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。 ,D39よ り新しい。

PT183 不整形 E 1 旨褐色 10YR 4/4 /,レ ト ,D39よ り新しセ

PT184 円形 R褐色 10YR 2/2 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。 非ロクロ土師器片5点 ,D39よ り新 しし

PT185 円形 169) ×  (64) よ て黄褐色 10YR 5/2 少質シル ト 炭化物粒子少量含む。
,D39よ り新しく
SK166よ り古い。

PT186 円形 56   ×   56
ミ褐色 5Y3/2 ン,レ ト 炭化物粒子・ 焼土粒子微量含む。

非ロクロ土師器片8点 SD39よ り新 し�

音灰黄色 」5Y4/2 少質シル ト

PT187 円形 36   X   32 ミ褐色 10YR 3/2 少質シル ト 炭化物粒子少量含む。
'D39よ

り新 しい

PT188 円形 26   ×   25 罠褐色 10YR 3/2 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。 SD39よ り新 し�

PT191 E8,9 円形 27   ×   25 黒褐色 10YR 3/2 少質シル ト にロクロ土師器片末

楕円形 N75° ―Vy 黒褐色 10ЧR 3/2 ン,レ ト 炭化物粒子微量含む。

PT193 円形 I 黒褐色 10YR 2/2 少質シル ト 炭化物粒子・焼土粒子微量含む。
Fロ クロ土師器片1点

・須罵翻キ1点

PT196 楕円形 N-64° ―E Fロクロ土師器片2点

PT197 楕円形 N-25° ―E 黒褐色 10YR 3/1 少質ンル ト 炭化物粒子微量含む。 咋ロクロ土師器片5点

第 6表  III層 検出ピット観察表 (1)

163



遺構名 グリッド 平面形 1主軸方向
規模

劇 。南北×短軸・菊西 深さ
層位 土 色 土性 備考 遺物 重複

PT199 橋円形 N-8° ―h
〕 唇褐色 10YR 3/4 シアレト 非ロクロ土師器片7点

・ロクロ土師器片 1点
K211よ り新しセヽ十

2 ミ褐色 10YR 2/2 シ,レ ト

PT200 楕円形 N48° ■ 59   ×   50

ミ褐色 10YR 3/2 少質シル ト え化物粒子微量含む。柱痕。

非ロクロ土師器片 1点 )貶 11よ り新しセヽ12 疋黄褐色 10YR 4/2 ひ質シル ト 主痕。

3 時褐色 10YR 3/3 シ,レ ト

PT201 円形 1 ミ褐色 10YR 2/2 ひ質シルト
非ロクロ土師器片2点
・須恵副 (1点

PT202 精円形 N-13° ―Vy 〕 瞥褐色 10YR 3/3 シアレト

楕円形 N27°  E

死黄褐色 10YR 4/2 少質ンル ト 炭化物粒子少量含む

2 黒褐色 10YR 3/2 少質ンル ト え化物粒子少量含む。 非ロクロ土師器片2点
・ロクロ土師器片1点
・須恵器片 1点3 黒褐色 10YR 2/2 ひ質シルト 元化物粒子少量含む。

4 旨褐色 10YR 3/3 少質シル ト え化物粒子微量含む。

PT204 不整形 31   ×   32 1 黒褐色 10YR 3/2 少質ンル ト 非ロクロ土師器片1点

不 明 (33)  ×   (36) 〕 黒褐色 10YR 3/2 少質シル ト え化物粒子少量含む。
非ロクロ土師器片2点

・ロクロ土師器片1点
・須恵器片1点

PT206 楕円形 Nl° ―VV J ミ褐色 10YR 2/2 少質シル ト
十ロクロ土師器片9点
・ロクロ土師器片4点
・察礎聡杵 2点

K206よ り新しい

円形 25   ×   22 】 ミ褐色 10YR 3/2 少質シル ト 紺ヒ物統子少量、焼土粒子微量含む。
非ロクロ土師器片5点
・須恵器片1点

K206よ り新し�

PT208 円形 26   ×   25 1 R褐色 10YR 2/2 ン,レ ト え化物粒子微量含む。 ロクロ土師器片 1点 IK2k18よ り新しい

PT214 D5・ 6 楕円形 N-89° ―E 〕 ヒ褐色 10YR 3/3 ンタレト

PT227 楕円形 N-87° ‐Vy Ⅸ65よ り新 しい。

PT321 不整形 26   ×   27 7 〕 疋黄褐色 10ЧR 5/2 ひ質シルト

Pr324 楕円形 N24°  W 17 1 疋黄褐色 10YR 5/1 ひ質シルト

PT325 楕円形 N24°  E
, 母灰色 10YR 4/1

2 母灰色 10YR 5/1 i止日罠シアレI

PT326 楕円形 N-61° ‐�V 49   ×   29 17
1 雪オリーフ獲鷹 5Y3/3 沙質シル ト

2 量褐色 ,5Y3/2 シフレト

PT327 不整形 N-68° ‐WV 5 薫褐色 5Y3/3 砂質シル ト

PT328 不 明 131) 黒褐色 5Y3/2 ンルト

PT330 楕円形 N-73° Vヽ 瞥褐色 :5Y3/3 ン,レ ト 捷化物粒子微量含む。

PT333 円形 6 ミ褐色 5Y3/2 ン,レ ト 死化物粒子微量含む。

楕円形 N52°  WV 45   ×   31 薫褐色 5Y3/2 シアレト え化物粒子微量含む。

PT335 B3・ 4 円形 瞥褐色 10YR 3/3 ン,レ ト

PT336 B・ C3 円形 11 黒褐色 5Y3/2 ン,レ ト

楕円形 N-82° ■V (401 請 リー鶏 5Y3/3 ンルト 見化物粒子微量含む。

PT338 円形 亀褐色 オ5Y3/2 ン,レ ト え化物粒子微量含む。

PT341 円形 黒褐色 5Y3/3 ン,レ ト 鳴酪より新しし、

PT342 円形 吉オリー雅 5Y3/3 ンタレト

PT345 円形 (361 9 黒褐色 ′5Y3/2 ンアレト

PT349a 楕円形 N-59°  W 音オリー雅 5Y3/3 �」匿資シフレト炭化物粒子微量含む。 買恵器片 1点 T349bよ り古い

PT349b 楕円形 N-22°  W 黒褐色 5Y3/2 ン,レ ト 鞭 り新しヤ、

PT356 楕円形 N-66° ‐�V (201 I 黒褐色 5Y3/2 ン,レ ト
T341・ 349
庶り古い。

円形 (31) 1 子リーブ黒色
'YR 3/2

シルト 炭化物粒子微量含む。 X72よ り新 しい。

第 7表 Ⅲ層検出ピット観察表 (2)

7)遺 構 外 出土 遺 物

Ⅲ層は遺物包含層であり、本層から遺構に伴わない状態で出土 した遺物は、非ロクロ土師器片 3,836点、ロク

ロ土師器片 92点、須恵器片 117点 、陶磁器類 3点、鉄製品 2点、土製品 1点、石製品 17点、石製模造品 21点、

瓦 2片点である。そのうち 16点 を第 151・ 152図 (図版 lH・ 112)に 図示 した。第 151図 -1(C-894)は土師器

の浅い丸底の邪で、体部 と底部の境に稜を有 し、内面には黒色処理が施される。2(C719)は土師器の中型壼で、

体部が球状に張 り出す。3(C-716)は 土師器の壺で、体部中程が大きく張 り出し、外面全体にヘラミガキが施され

る。4(C-720)は 土師器の甕で、頸部はくの字状に屈曲し、国縁部は直線的に開 く。5(C-722)は土師器の小型甕

で、体部外面の砥石転用の痕跡と考えられる線刻が残っている。6(C1204)は 手捏ねのミニュチュア土器である。

7(Ke-134)お よび、第 152図 ■ ～ 6(Ke-135～ 140)は 何れも石製模造品の未製品で、細長い石材の端部一箇所

に穿孔があることから、剣形の未製品と考えられる。7(K-091)は 砥石、8(P-009)は 土製の紡錘草、9(N102)は

鉄製の短頸三角鏃である。
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1(C-894)

21C719)

31C716)

ハ

沼

日

日

川

日

―‐

日

Ｈ

□

]  E>     71Ke‐ 134)

(詳 1/21

6(C-1204)

|

lS‐ 1/31

No 層位 ヨ径lml× 底径lQnl× 器高(g→ 外面 医 向 内面 備 考 写真図版 登録番号

1 Ⅲ層 と師器・邦 160× 40× 53 ヨコナテ ヘラミガキ・黒色処理 賢版 7 9-894

皿層 上師器・ 中型壷 一×38× (104) ヨコナデ・ヘラナデ ヘラナデ 指押え 図版 D-719

Ⅲ層 ヒ師器・壷 ―×64× 1344) ヘラナデ 図版 1 }716

4 Ⅲ層 ヒ師器・ 甕 <152>× 一×(185)
へ
亀宮聾 f尺ゴζ環. ヨコナデ・ヘラナデ 図版 11110 3-720

Ⅲ層 ヒ師器・1理嚢 126× 46Xl■0 ・ヘラナデ・ヘラミガキ ヘラナデ・ヨコナデ 外面に線刻あ り。 図版 1-1 3-722

皿層 49× 21× 41 ナデ ナデ ナデ 図版 1204

層位 種別・種類 長さ他ml× 幅にml× 厚きにml 重さ④ 石材 備考 写真図版 登録番号

7 Ⅲ層 雪塑魅品・ 蜘         (負 明 ミ曇と詰 ) 108× 315X065 285 粘板岩 圏版 1122 Ke-134

第 151図  IIl層 遺構外出土遺物 (1)
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層位 種別・種類 長さにm)× 幅lcllll× 厚さlcnll 重さ lR) 石材 備考 写真図版 登録番号

Ш層 硼 ・ τ 胞熙勢環致皆活舌 (負レ＼ヨ製皆舌 ) 145× 40× 07 115 粘板岩 圏版

2 Ⅲ層 47× 295× 055 127 粘板岩 雪版

3 Ⅲ層 軸 ・ τ 確麟勢察致皆活私 (父し k電製L舌 1× 405× 045 粘板岩 コ!板

4 Ⅲ層 石製品・石黎躾過弔(剣未鍋吊 テ05× 38× 04 粘板岩 】:`I,仮

5 Ⅲ層 闘 ・石擢隅第蒙致占着舌(負しk電製指議〕45×39X065 粘板岩 雪版

Ⅲ層 硼  κ確眠儲蒙敦占ぢ舌(貧しヽヨ製店舌) ,25× 285× 055 粘板岩 雪版

7 Ⅲ層 石製品・砥石 525)× (331X(1781 流紋岩質凝灰岩 被熱あり。 雪版 1-1 K-091

層位 厚さlcml× 径 (cnll× 子L径 lcmⅢ 重さ (0 備考 写真図版 登録番号

Ⅲ層 35× 18X07 212 圏1板 11113 P-009

層位 種別・種類 長さ lcml× 幅 lcml× 厚さ lcnll 重さ 倒 備考 写真図版 登録番号

9 Ⅲ層 次製品・鏃 163)X(35)× (08) (213) 短頸三角鏃・ 茎部欠損 当用東112-9 N-102

第 152図  lll層 遺構外出土遺物 (2)
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第 5節 Va層検出の遺構と遺物

-

lS‐ 1/5001

第 153図 Va層全体図
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第 5節 Va層 検出の遺構と遺物

l Va層 の概要

Va層 は E・ FoGH～ F・ G・ H13グ リッド付近では検出されず、遺構確認面 として面的に提える事が出来た

のは、E・ F10グ リッド以西である。検出された遺構は、掘立柱建物跡 2棟、溝跡 9条、竪穴住居跡 3軒、土坑

54基、性格不明遺構 10基、小溝状遺構群 3群、ピット96基である。なお S119。 20の埋没過程でVa層の堆

積後にできた落ち込みである SX62・ 66については、遺構から除外 し欠番 とした。同じくS113上 層の落ち込み

であるSX25に ついては、遺物がまとまって出土 し、埋没過程で人為的行為が介在している可能性があるため、

遺構として報告する。

2 Va層 検出の遺構 と遺物

1)掘立柱建物跡

SB2掘 立柱建物跡 第 154図 図版 41

【位置。重複】E7・ 8グ リッドに位置する。SK221と 重複し本遺構が新 しい。またⅢ層検出の SD39お よび、試掘

坑に削平される。【方向・規模】形態は側柱式で、方向は西側および北側の柱列が検出されたのみであるが、西側

の柱列は N-7°  E、 北側の柱列は N-83° 一Wである。規模は南北 2間以上、総長 40m以上、東西 2間以上、総

長は 34m以上である。柱間寸法は、南北方向のpt3 pt4間、pt4 pt5間 が 2.Om等 間、東西方向のptl pt2間 が 1.8m、

pt2 pt3間 が 16mで ある。何れの柱穴からも、柱痕が検出されなかった。【遺物】pt3・ 5の掘 り方から非ロクロ

土師器片がそれぞれ 4点ずつ出土 した。
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第 154図  SB2掘立柱建物跡 平面図・断面図

遺構 目心 土  色 土 性 備  考

SB2

I ЮYR3/3 暗褐色 砂質シル ト
白色粒子少量、灰黄褐色砂質シルトブ
ロック含む。

2 10YR3/1 黒褐色 砂質シル ト
小礫少量、自色粒子微量、灰黄褐色砂

質シル トブロック含む。

25Y4/1 灰黄褐色 砂質シル ト 灰黄褐色砂質シル トブロック少量含む

醜

深 さ 14 30
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SB3掘立柱建物跡 第 155図 図版 41

【位置・重複】C・ D5グリッドに位置 し、SSD6、 PT350と 重複 し本遺構が古い。またⅡa層検出の SD38お よび、

Ⅱb層検出の SD37に 削平される。【方向。規模】形態は総柱式で、N-2° 一Eの南北棟である。規模は、棟行総長

4.2m、 2,lm等間、桁行総長 3.6m、 ptl―pt2、 pt4-pt5、 pt7-pt8間 ■6m、 pt2-pt3、 pt5-pt6、 pt8-pt9間 生8mである。

柱痕は ptl・ 2・ 4・ 5・ 6・ 7・ 8で確認され、Pt3・ 9では確認されなかった。【遺物】pt2,4・ 7・ 8の掘 り方か

ら非ロクロ土師器片が 1点ずつ出土した。
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位置 土  色 土 性 備  考

1 10YR 3/2黒褐色 シルト 灰自色粘土質シル トプロック少量含む。

2 10YR 4/2灰黄褐色 ン,レ ト 黒褐色粘土ブロック少量含む。

1 5Y4/1 黄灰色 粘土質シル I 灰黄褐色砂質シル トブロック含む。

1 5Y3/3暗 オ リーブ褐t ン,レ ト
灰黄褐色砂質シル トブロック含む、白

色粧子微量に含む。

2 黒色 粘土質シル ト灰黄褐色砂質ンル トブロック少量含む。

1 10YR 3/2黒褐色 粘土質ンル I

2 10YR 2/1黒色 粘土
黒色粘土質シル トブロック・黒褐色粘

土質シル トプロック含む。

25Y3/2黒 褐色 帖土質シル |

黒色粘土質ンル トブロック多量・灰黄

褐色砂質シル トプロック少量・ 白色粒

子微量に含む。

4 ]5Y 3/1 黒褐色 省土質シル 黒褐色粘土質シアレトブロック密に含む。

1 10YR 2/2黒褐色 省土質シル
黒褐色粘土ブロック多量、灰黄褐色砂

質シル ト少量含む。

2 10YR 3/3暗褐色 少質シル ト

灰黄褐色砂質シル トプロック含む、黄

褐色粘土質ンル トプロック少量、自色

粒子微量に含む。

2)溝

SD14溝跡 第 156～ 168図 図版 42。 43・ 44・ 113～ 120

【位置。重複】Fll。 12、 G12・ 13、 H12～ 14、 114・ 15、 J15。 16グ リッドに位置し、南北両側の調査区外に延びる。

SD21、 SX12、 PT46と 重複 し本遺構が古い。またⅡa層検出の SXl、 SR2、 Hb層検出の SBl、 SDl・ 2・ 12・

13、 S12・ 3、 Ⅲ層検出の SK55'57、 PT48・ 50に 削平される。【方向・規模】南東から北西に向かって、緩やか

に蛇行する。主軸方向は概ね N46° ―Wである。検出長は 584m、 幅は 27～37mで ある。【深さ。断面形】深

さは 0,75～ 1.Om、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。」15・ 16グ リッド付近では、この溝の一部が悟鉢状

に深掘 りされている箇所があり、そこでの深さは 1.15mで ある。底面の標高は、北西端で 6,737m、 南東端で

6.61mで、北西から南東に向かって、緩やかに傾斜 している。【堆積土】 レンズ状に堆積 している。4～7層 は、

Ⅲ層に由来すると考えられる、黄褐色砂質シル トを主体 としている。また 3層 上面では 37基、4層上面では

1基 ピットが検出されている。これらのピット群の並び方に、規則性は認められなかった。【遺物】非ロクロ土

師器片 6295点、須恵器片 22点、石製品 11点、石製模造品 8点が出土 した。主に G12グ リッド付近では岸の

立ち上がり際の 8～ 10層 中、H13～ 14付近では 9～ 11層、」15。 16グ リッド付近では 9層上面からまとまっ

て出土した。特に 114・ 15グ リッド付近の 4～7層 中においては、遺存状態の良好な遺物が集中的に出土してい

る。そのうち 37点 を第 160～ 168図に図示 した。第 160図 ■～ 5(C-187・ 506～ 508・ 514)は不である。 1

～ 4(C-187・ 506～ 508)は 口縁部 と体部の境に稜を有 し、1(C-187)の 底部は球状で深い、3(C507)は 浅い丸底

である。2・ 4(C506・ 508)は 平底で、2は外面にハケメが施される。5(C-514)は 丸底の邪で、外面の稜はない。

第 161図 ■・2(C-475。 479)は小型壼である。1(C-475)の体部は扁平な球状で、国縁部は低 く直立気味に外反し、

2箇所に孔を有する。2(C-479)の 胴部は扁平な球状で、下半に最大径を有 し、孔が開けられる。3(C-476)は 中

型壺である。体部は球状で、頸部はくの字状に屈曲する。日縁部は直線的に開き、日縁部最大径が、体部最大径

より大きい。4(C-505)は 鉢である。国縁部は外反 して開き、体部との境に段を有する。底部は厚 く平底である。

5(C-463)、 第 162図 ■(C464)、 第 163図 ■(C465)は 大形の壺である。第 162図 ■ の頸部はくの字状に屈曲し、

口縁部は外反 して開き、国唇部は外方に摘まみだされ、内面の上端に突帯状の稜が廻る。第 163図 -1は 体部の

下半に最大径を有する。第 163図 2(C-467)は 壼で、体部は球状で、中程に最大径を持つ。頸部はくの字状に屈

曲し、体部との境には明瞭な段を有する。第 164図 1・ 2(C480。 481)は 甕で、頸部は緩やかなくの字状に屈曲し、

体部上半に最大径を持つ。3～ 5(C180・ 497・ 498)は 小型甕である。3(C180)の体部 と頸部の境には、明瞭な

段を有し、頸部から口縁部にかけては、緩やかに屈曲し外反する。4(C497)も 頸部 との境に僅かながら段を有する。

第 165図 ■(C-194)は小形の長胴甕で、体部中程に最大径を持つ。頸部は緩やかに屈曲し、体部 との境に段を有

する。2,3(C490。 491)、 第 166図 1～ 4(C492～ 494。 495)は長胴甕で、体部 と頸部の境に段を有するもの

第 165図 2・ 3(C490。 491)、 第 166図 3・ 4(C-494。 495)と 、そうでないもの第 166図 1・ 2(C-492・ 493)が

ある。また口縁部が強く外反 し、口唇部が反 り返るもの第 165図 2、 第 166図 2(C490。 493)が ある。第 167

位置 土  色 土  性 備  考

I 5Y3/2 黒褐色 シルト 灰黄褐色砂質シル トブロック含む。

I OYR3/2 黒褐色 七土質シル I

2 OYR2/1 黒色 省土
黒色粘土質シル トブロック・黒褐色粘

土質シル トブロック含む。

3 !5Y3/2 黒褐色 省土質シル I

黒色粘土質シル トプロック多量・灰黄

褐色砂質シル トブロック少量・ 白色粒

子微量に含む。

4 :5Y3/1 黒褐色 告土質シル ト黒褐色粘土質シル トブロック密に含む。

1 OYR3/2 黒褐色 佑土
黒褐色粘土ブロック多量、黄灰色粘土

質シル トプロック少量含む。

2 ,5Y3/2 黒褐色 シルト
鳶灰色粘土質シル トプロック多量、灰

鷺褐色砂質シアレトブロック少量含む。

pt9 J 10YR2/2 黒褐色 粘土質ンル キ 疋黄褐色砂質シル トブロック含む。
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図 ■ ～ 3(C186・ 245・ 477)は 甑で、体部が張 り出さないもの 1・ 21C186。 245)と 、甕 と同様の器形のもの

3(C-477)が ある。4・ 51C-524・ 525)は 、手捏ねのミニュチュア土器である。61P-021)は 、羽回の先端部片である。

第 168図 1(K-016)は 、垢瑞製のスクレイパーである。2～ 61Ke 006～ 008・ 043・ 044)は 二孔の鏡形石製模造品、

7・ 81Ke-071・ 072)は剣形の石製模造品である。

(6481)

第 166口 ]

図
０

６４

　

・
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第 156図 SD14溝跡 平面図 (1)
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77m名

第 157図 SD14溝跡 平面図 (2)・ 断面図 (1)

lS・ 1/601

注

77m名                             注

-173-



77m名

位置 土  色 土 性 備  考

A.A'

C‐C'

OYR 4/4 褐色 砂
こぶい黄褐色ンルトブロックが層状に

昆入する。

2 OYR 5/3 にぶい黄褐t シルト 沙粒が層状に混入する。

3 OYR 4/2 灰黄褐色 ひ質シルト
え自色粘土質シル トプロック・黒掲色
七十管シル トブロック含■f^

伊

ｇ

nvR 3/■ 贈編缶

OVR 17/1黒 缶 缶十暫 シル ト

'イ

ヒ物粁平宅旨ι
「

含糸 ^

OYR 4/3にぶい黄褐色 沙質シルト 疋黄褐色粘土質シルトプロック含む_

OVR 3/2辰苦 IS角 牛十暫 シ ,レ ト

aVR 3/4Π き
'日

侵

7 OYR 3/3暗褐色 沙質シルト こぶい黄4B色砂質シルトプロック含む̂

砂宵 シ ル ト

9 OYR 4/2灰黄褐色 沙質シルト
ぶい黄橙ンルトブロック層状に堆積す

SY 3/3膳 オリーブtB々 v1/N暫シ,レ ト 疋～賠灰徹シルトブロック・砂対含ユf^

OYR4/3にぶい黄褐色 シフレト
疋～黄褐色シル ト含む。炭化物粒子微

OYR4/2灰 苛悟 fh r1/N管 シル ト

3 OYR 3/2黒 褐色 砂質シル ト
鷺褐色～灰自シル トプロック少量含む。
b鯖含ユ,^薩 イヒ物附子御昌に含ユe^

4 OYR 5/1褐 灰色 七土 え化物粒子微量に含む。

lS‐ 1/601

位置 言色 土  色 土  性 備 考

L―L

1 101FR 3/3暗褐色 沙質シル ト
死黄褐色粘土～シルトブロック少量含
と̂

2 10YR 6/3に ぶい黄橙色 七土

3 /5YR4/2灰 褐色 砂質シル ト 掲灰色粘土ブロック少量含む。

4 10YR 5/2灰 黄褐色 七土

5 10YR 4/3に ぶい黄褐色 秒質 シル ト 天黄褐色粘土ブロック少量含む。

6 10YR 5/2灰黄褐色 告土

10YR 1 7/1黒 色 夷化物層

7 10YR 4/2灰 黄褐色 沙質シル ト 天黄褐色粘土ブロック微量に含む。

8 10YR 5/2灰 黄褐色 七土 夫化物粒子微量に含む。

9 25Y3/3暗オ リーブ褐色 少質シル ト

灰黄褐色粘土ブロック少量含む。下層

からは、土師器片が多量に出上 してい

る。

10YR 3/3暗 褐色 沙質シル ト 黄褐色砂含む。灰黄褐色粘土少量含む。

SD14上面検出ピッ ト

十

十

pt30

pt3

13

SD14ビ ット (cm)

第 158図 SD14溝跡平面図 (3)。 断面図 (2)
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第 159図 SD14溝跡 断面図 (3)

2(C‐ 506)

0                          10Cm

lS‐ 1/3)

位置 土 色 土 性 備 考

10YR3/2 暗褐色 シアレト 黄褐色シルトプロック・黄褐色シルト粒
=心 雷・膨 イレ物 対 平 衡 葺 た含 お ^

2 10YR4/4 褐色 シアレト
黄褐色シルトフロック・貢褐色シルト粒子

・炭化物粒子微量に含む。

37・ ま
OYR3/3 暗褐色 シ,レト 黄褐色シルトプロック少量含む。

～36
b OYR2/2 黒褐色 シ,レト 夷化物粒子微量に含む。

3(C-507)

5(C-514)

4(C-508)

齢 層位 種月1・ 器種  |口径 lcnl× 底径 lmlX器高 lcrn 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 SD 堆積土 上師器・ 邪 (134〉 ×20× 82 ラナデ・ヘラミガキ ヘラナデ ヘラミガキ・黒色処理 廣面に線刻有 り。

2 雑積土 と師器・不 122X55× 78 ヨコナデ・ハケメ・ナデ ヘラケズリ ヘラミガキ ζ∫板 3‐506

3 SD 4 堆積土 138× 18× 62 ヨヨナデ・ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラミガキ・ 黒色処理 ]版 ε-507

4 SD 4 堆讚土 と師器・ 郷 く160〉 X―×(8 Cll
ヨコナデ・ヘラナデ ヘラナデ・ヘラミガキ ヘラナデ・ヨヨナデ 召版 ∈508

5 SD14 際 土 土師器・ 杯 (157〉 ×20× 60 荘牙笑

`

ヘラケズリ・ヘラミガキ ヨヨナデ・ヘラミガキ コ版 C-514

第 160図 SD14溝跡出土遺物 (1)
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2(C-479)

0                     1ocm

lS 1/3)

3(C-476)

導

Ⅷ
榔

5(C-463)

No 通 構 層位 種別・器種 口径 tn× 底径 に耐 X器高にお 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 SD14 堆積土 鰤 器・」雌 70X18× 79 ヘラケズリ ラヽケズリ ラヽナデ・ナデ
圏版 1136

2 SD14 堆積土 と師勝器・/J這堕壼 ―×一 X(71) ・ヘラミガキ ラヽケズリ トデ・ヘラナデ・ヨヨナア 圏円反113‐ 8 C-479

3 堆積土 と師器・中型臣 く142〉 ×一―X(142) ヘラナア・ヨコナデ
ヘラミガキ ラヽナデ・ヘラミガキ ラヽナデ・ヘラミガキ 剛板 1137 C‐476

SD14 堆積土 と師器・鉢 135X51× 78 ヨヨナデ・ナデ ラヽケズリ ラナデ・ヨコナデ 目版 C-505

5 SDl判 堆憤土 と師器・ 壷 225× 90× 512 ラケズリ ヘラミガキ 本部に疑似日縁有 り 1目版 C‐463

第 161図  SD14溝跡出土遺物 (2)
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1(C-464)

lS‐ 1/31

遺構 層位 種別・ 器種   1口径 lmlx底径 lonl× 器高 lonl 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 唯積土 土師器 。重 3× 〈85〉 X444 ハケメ・ヨヨナデ・ヘラミガキ ラケズリ ラヽナデ・ハケメ・ヨコナデ 割板 1151 C‐464

第 162図  SD14溝跡出土遺物 (3)
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2 (C-467)

lS‐ 1/3)

層位 種別・器種 ヨ径 lcrrll× 底径 lonl X器 高 lcnl 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号
1 SD14 堆積土 土師器・壷 195〉 ×――X(407) ヨコナデ・ヘラケズリ・ヘラミが→ ラナデ・ヨヨナデ ]版 116-1 3-465

2 SD14 堆積土 土師器・壷 147〉 ×一×(1681 ヨコナデ・ヘラケズリ・ヘラナデ ラナデ・ヨヨナデ 図版 1162 〕467

第 163図 SD14溝跡出土遺物 (4)
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〆

遺橋 層柱 日径 lcml x底 径 lml× 器高 lon 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

I SD14 4積士 235× 66X282 ヨコナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ ラナデ 、ラナデ・ヨコナデ EXd版 ε-480

2 准積土 ―×72× (239) ヨコナデ・ヘラケズリ・ヘラミガ→ ラケズリ ラヽナデ・ヨヨナデ 圏版 17-2

3 睦積土 師 器・打迎 甕 142× 57× 124 ケヽメ・ヨヨナデ・ヘラナデ ラケズリ 圏版

4 堆積土 土師器・イヽ型甕 151× 58X172 「野罫ア|〔k9ぐ発キ ラケズリ ラヽナデ・ヨヨナデ 目版 3‐497

5 堆積土 上師器・ガ迎 落 145× 56X160 ケヽメ・ヘラナデ・ヨヨナラ ラヽケズリ・ヘラナデ 雷版 18-2 C-498

第 164図  SD14溝跡出土遺物 (5)
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C491擬似口縁

lS‐ 1/3)

2(C-490)

遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lcnll X底 径 lml× 器高 lml 外面 底面 内面 備 考 写真図版 登録番号

堆積土 135× 59× 219 ヨコナデ・ヘラミガキ 託似木葉痕 ラヽナデ・ヨコナデ 露∫板118‐4

2 SD14 堆積土 ヒ師器 。長胴整 180× く63〉 X347 ・ヘラミガキ ラナデ ヨヨナデ・ヘラナデ・ナラ 圏洵児118-6 C-490

3 SD14 堆積土 ヒ師器 。長胴整 196× 一Xく266) 本部に擬似口縁有 り 圏版 1185 C-491

第 165図 SD14溝跡出土遺物 (6)
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4(C-495)

ゝ
(半 1/31

遺構 層位 ヨ径に耐 X底経 lml× 器高 lanll     外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 唯積土 と師器 。長胴養 (193〉 ×70× 315 ヨヨナデ・ハケメ ケヽメ・ヨコナデ 図版 C-492

2 SD 唯積士 と師器・ 長胴甕 く165〉 X――×(219) ケヽメ・ヨヨナデ・ヘラミガキ 、ラナデ・ヨコナデ 図版 C-493

3 SD 4 堆積土 と師器・長胴甕 (162〉 X〈68〉 X341 ヨヨナデ・ヘラナデ ラヽナデ・ヨコナデ 図版 3‐494

4 SD14 堆積土 と師器 。長胴甕 (170〉 ×一×(2531 ヘラミガキ
、ラケズリ・ヘラナデ・ヨヨナデ 図版 ,‐495

第 166図  SD14溝跡出土遺物 (7)
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2(C-245)

4(C-524)

ヽ
＼

6(P-021)

lS‐ 1/3)

3(C-477)

No 遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lcnll× 底径 lclll× 器高 lol 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

SD14 堆積土 と師器 。甑 」34X88X246 ヨコナデ・ヘラケズリ・ヘラミガ哺無底単孔 ヨコナデ・ヘラミガキ 園版

SD14 堆積土 と師器・甑 238″ X― X(156) ヘラナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ ヘラミガキ 目版 20‐ 3 〕‐245

SD14 jlr積土 と師器・ 甑 1222) 2205 ・ヘラミガキ 喪礁足箕鵜臣子L ヘラナデ・ヘラミガキ 雪版

4 SD14 蓬積土 ラナデ ヘラナデ ヘラナデ 雪放 ,524
SD14 篭積■ ヒ師器・ミニュチェア土器 ―X30× 13 tll ラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ 珊版 20‐5 〕‐525

No 遺構 層位 種別・種類 長さlclnl× 幅にml× 厚さlcml 重さ 筒 備 考 写真図版 登録番号

堆積土 641× 〈78〉 ×(31) 圏翔x120-6

第 167図 SD14溝跡出土遺物 (3)
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第 168図 SD14溝跡出土遺物 (9)
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遺構 層位 種別・種類 長さlcml X幅 にml× 厚さにml 重さrol 石材 備 考 写真図版 登録番号

l 4 堆積土 丁製石鶴・ スクレイパー 471 罵義 四版 降016

2 4 雑積土 ど2× 22X05 1361 ヒ紋岩 圏版 20-8 Ko006

3 唯績土 :5× 26X05 601 花紋岩 目版 20-9 Kc-007

4 4 唯積土 75× 34× 04 告板岩 園版 Ke-008

5 4 雄積土 ξ製品・石製検造品 鏡 B5X39X03 省板岩 図版 120- Ke-043

6 SEl 4 堆積土 ξ製品 。石製模造品 鏡 38X36X035 と板岩 図版 120‐ Ke-044

7 SD 4 堆積土 ξ製品・石製懐造品 ,OX2 35× 09 幅 圏版 120- 3

8 SD14 堆積土 S製品・石製模造品 7XllX03 8僕岩 図版 120‐ 4 Ke-072



SD21溝跡 第 169～ 171図 図版 44。 121

【位置。重複】Fll・ G9～ 12グ リッドに位置する。S112、 SD14,30'32、 SSD2と 重複 し本遺構が新 しい。 また

Ha層検出の SD H、 SR2お よび、試掘坑に削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は N-89°  E
である。検出長は 356m、 幅は 06～ 21伍 である。【深さ・断面形】深さは 60～ 110cmで 、西から東へ向かっ

て緩やかに傾斜 している。底面の幅は狭 く、岸は急角度で立ち上が り、断面形は V字形である。【堆積土】中央

から西側の G9～ 11グ リッド付近ではレンズ状、東端の G12グ リッド付近では北側からの堆積である。【遺物】

非ロクロ土師器片 549点、須恵器片 92点、陶器類 5点 (う ち灰釉陶器 2点 )、 鉄製品 2点、瓦片 3点 が出土 し

た。そのうち 3点を第 171図 に図示 した。 1・ 2(C736・ 737)は土師器不で、底部は丸底、1(C736)の 体部 と口

縁部の境は、屈曲するが外面の稜は不明瞭で、日縁部の断面形は柳葉形である。2(C-737)の 体部と口縁部の境は、

屈曲し外面に稜を有する。また国縁部外面の中程に、沈線状の凹みが廻る。3(C735)は 土師器の無底単孔の甑で、

頸部はほとんど括れず緩やかに外反 し、国縁部は大きく開く。

SD30溝跡 第 169～ 171図  図版 121

【位置。重複】G9グ リッドに位置する。SD21、 SSD2-e群 と重複 し、SSD2よ り新 しく、SD21よ り古い。北岸は

SD21に 削平され遺存 していない。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は N88° ―Wである。検出長は 5.2m、

幅は 0.45m以上である。【深さ。断面形】深さは 15cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形と考えられる。【堆積土】

3層 に分けられ、レンズ状に堆積 している 【遺物】堆積土中から非ロクロ師器片が 49点 出土し、そのうち 1点

を第 171図 4(C1309)に 図示 した。土師器の郷で、丸底の底部 と口縁部の境に明瞭な稜を有 し、内面は黒色処

理が施されている。

SD32溝跡 第 169。 170図

【位置。重複】GHグ リッドに位置する。SD21、 SX28・ 29と 重複 し本遺構が古い。またコb層検出の SD23に 削

平される。【方向・規模】南北方向の溝で、緩やかに屈曲するが、主軸方向は概ね N-6° 一Eである。検出長は 3.55m、

幅は 0.55～ 0.65mで ある。【深さ。断面形】深さは 15～ 25cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 3点 出土した。

土師器

須忠器

石製品・礫

金属

その他倍・歯・種子et)

H13

-

(S‐ 1/2501

第 169図  SD21・ 30・ 32清跡 平面図
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SD21遺物出土状況    SD30遺 物出土状況

SD21

77m｀

77m名

77m名

SD32

74mゝ

注   77m名

77m名

崖 77m名

77m名

32溝跡 平面図・断面図
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ェ崖

魁

77m名 と
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ク
/フィ
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第 170図  SD21・ 30・

″″/
1/″″

;▼
―
″ヶ々,

遺構 土  色 土  牲 備 考

SD21

1 OYR3/2 黒褐色 ン,レ ト
疋黄褐色シル トブロック少量、炭化材

牧量に含む。

OYR4/2 灰黄褐色 少質シル ト
死黄褐色砂質シルトブロック少量、炭

ヒ材微量に含む。

10YR3/1 黒褐色 七土質シル 少粒・炭化物粒子微量に含む。

4 10YR3/1 黒褐色 省土質シル 沙粒・炭化物粒子少量含む。

5 10YR2/3 にぶい黄褐色 砂
灰黄褐色砂質シル トブロック多量に

含む。

10YR3/2 黒褐色 省土質シル
灰黄褐色砂質シル トプロック多量に

含む。

7 10YR4/2 灰黄褐色 沙質シル ト 妻偶色粘土質ンル トブロック少量含む。

8 10YR5/3 にぶい黄褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シアレトプロック多量に

含む。

9 】5Y3/1 黒褐色 省土質シル 十
黒褐色粘土質シルトプロック多量に

含む。

35Y4/1 黄灰色 シルト
にぶい黄褐色粘土質シル トブロック多

量、黒褐色粘土質シル トプロック少量

含む。

「5YR 3/1黒 褐色 シルト
黄褐色シルトプロック少量、炭化物粒子微

量に含む。

10YR 3/3暗褐色 砂質シルト 灰黄褐色砂質シルトプロック含む。

tlYR 4/2灰黄褐色 砂

llYR 3/2黒褐色 佑土質シルト

OYR 5/2灰黄褐色 粘土質シルト
灰白色シルトと褐灰色粘土プロックの混

合土。

OYR 4/2灰黄褐色 砂 灰自色シルトプロック含む。

17 5YR 2/1黒 色 粘土

15Y4/2暗 灰黄色 砂 灰白色シルトブロック含む。

上5Y3/3暗 オリーブ褐色 粘 土
黒色粘土主体、灰白色シルトブロック少

曇含む_

」5Y7/2灰 黄色 佑土質シルト 死白色シルトブロック・砂粒含む。

SD3C

1 10YR3/2 黒褐色 少質シル ト

疋黄色土褐色砂質シル トプロック 。暗

死色粘質シル トブロック少量、炭化物

立・焼土プロック微量に含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 沙質シル ト
庭黄褐色砂質シル トブロック、暗灰色

七土質シル トプロック少量含む。

3 10YR5/2 灰黄褐色 沙質シル ト
疋黄褐色砂質シル トフロック多量、昭

疋色粘土質シル トブロック少量含む。

SD32 10YR3/3 暗褐色 沙資シル ト え化物粒微量に含む。

SD21ビ ット (cm)
No

深 さ

″イテオケ′
'7
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1(C-736)

2(C-737)
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遺構 層 位 種別・器種 口径 lQnl× 底径 lml× 器高師 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SD21 准積士 土師器・第 (170〉 X20× 56 ラヽケズリ・ヨコナデ ヘラケズリ ヽラミガキ・ 黒色処理 雪版

SD21 進績土 土師器・邦 〈154〉 ×一X(491 ラヽケズリ・ヨコナデ ラケズリ ヨヨナデ・ヘラミガキ・黒色処理 1図版

准積土 く270〉 × く90〉 ×245 ヨコナデ・ヘラミガキ К底単孔 ヨコナデ・ヘラミガキ 雪版 3 3‐735

4 SD30 雀積士 土師器・不 ―×12× (24) ラヽケズリ ヘラケズリ ラミガキ・黒色処理 目版 4 1309

第 171図  SD21・ 30溝跡出土遺物

SD40溝跡 第 172図

【位置。重複】D6・ 7グ リッドに位置しする。SK207・ 213、 SX66と 重複し、SK213、 SX66よ り新しく、SK207

より古い。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は N-89° 一Eである。検出長は 505m、 幅は0.2～ 0.45m

である。【深さ。断面形】深さは 7～ 12cmで、底面は丸みを帯び、断面形は半円形ないし皿状である。【堆積土】

黒褐色砂質シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 7点出土した。

SD43溝跡 第 172・ 173図 図版 121

【位置・重複】F8グ リッドに位置する。SX61と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出の SK125お よび、Ⅲ層検

出のS116に 削平される。【方向。規模】南北方向の溝で、主軸方向は N-1° ―Eである。検出長は38m、 幅は 0.65

～ 1.22mで ある。【深さ。断面形】深さは 20～ 30cmで、底面は起伏に富み、断面形は不整形である。【堆積土】

暗褐色砂質シルトの単層である。【遺物】堆積土の下層から非ロクロ土師器片 10点、須恵器片 4点が出土した。

そのうち 1点 を第 173図 1(E240)に 図示した。須恵器甕の口縁から体部上半片で、頸部はくの字状に屈曲し、

日縁部は強く外反して開く。口唇部直下には突帯が廻り、その下方に 4本単位の櫛描波状文が施される。

SD44溝跡 第 172図

【位置・重複】F8グ リッドに位置する。SX61と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出のSK125に 削平される。【方

向。規模】北東から南西方向に延びる溝で、主軸方向は酢52° Eである。検出長は2.33m、 幅は03～ 038mで ある。

【深さ。断面形】深さは 10～ 18cmで 、底面は細かな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】黒褐色砂

質シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 6点出土した。
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第 172図 SD40・ 43・ 44溝跡 平面図・断面図

No 遺構 層位 種別・器種 日径 lcn× 底径 lml× 器高 lQn 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 堆積土 須恵器・ 甕 く152〉 X― ×(1■Ol 寺海波文・ ロクロナデ 本単位 コ版 1215 E-240

第 173図 SD43溝跡 出土遺物

SD83溝跡 第 174・ 175図 図版 121

【位置・重複】B3グ リッドに位置する。Ⅱa層上面検出のSD66お よび、Ⅲ層上面検出のSK296、 SX72に 削平される。

【方向。規模】南北方向の溝で、主軸方向はN13° ―Eである。検出長は 2.4m、 幅は071mで あるc【深さ・断面形】

深さは 4～ 8cmで、底面は細かな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】暗オリーブ褐色土シル トの単

層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 37点、須恵器片 1点、琥珀片 1点が出土した。そのうち 1

点を第 175図 -1(C1241)に 図示した。土師器高郷の脚部である。脚柱部と裾部の境で外方に屈曲し、大きく開く。

遺構 土 色 土 性 備 考

,D40 l iCIYR 3/4 黒褐色 少質シル ト
自色粒子微量、褐灰色砂質シル トプロ

ック含む。

10YR 3/4 暗褐色 沙質シル ト こぶい黄褐色砂質プロック含む。

通磯 土 色 土 性 備 考

,D4ね 1 10YR 3/2 黒褐色 少質シル ト
天褐色シル トプロック少量、自色粒子

救量に含む。

187-



SD89'毒跡  第 174図

【位置。重複】D5グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。SSD6と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出

の SX70に 削平される。【方向・規模】北東から南西方向へ延びる溝で、主軸方向は N-64° ―Eである。検出長は

6.02m、 幅は0,73～ 1.05mで ある。【深さ。断面形】深さは 13cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】

堆積土は3層 に分けられ、北東側ではレンズ状、南西側では北側からの堆積である。【遺物】出土していない。

寸
１

／

SD83遺物出土状況

閣
棚

0                                2m

lS‐ 1/601

0

-

lS‐ 1/2501

第 174図 SD83・ 89溝跡 平面図 。断面図

lS‐ 1/31

遺構 土  色 土 性 備 考

SD83 1 狂5Y3/3暗 オ リープ褐色 シ,レ ト
灰黄褐色砂質シルトプロック含む。白

臼粒子・焼土粒子微量に含む。

SD89

1 」5Y4/2暗 灰黄色 砂質シル ト
こぶい黄褐色砂質シル トプロック多量、

色色粒子微量に含む。

2 15Y3/3暗 オリーブ褐色 シアレト

語褐色粘土質シル トプロック多量、に

ぶい黄褐色砂質シル トプロック含む、

彗色粒子微量に含む。

3 10YR4/2灰黄褐色 砂質シル ト

にぶい黄褐色砂質シル トブロック多量、

黒褐色粘土質シル トプロック黒褐色粘

土質シル トプロック少量含む。

No 遺構 層位 種別・ 器種 口径 lanlx底径 lmlx器高 en 外 面 底面・脚部内面 内面 写真図版 登録番号

l SD83 堆積土 土師器・高不 ―×く1■ 4〉 X190) ヘラミガキ ナデ・指押え 図版 1216

第 175図 SD83溝跡 出土遺物
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3)竪 穴 住 居 跡

5110竪 穴住居跡 第 176～ 180図  図販 45。 46・ 121～ 123

【位置。重複】F10グ リッドに位置 し、SX26と 重複 し本遺構が古い。またⅡa層検出の SR2に削平される。【平

面形・方向。規模】平面形は方形である。主軸方向はカマ ドから N-77° ―Eで ある。規模は、東西 4.15m、 南北

4,05mで ある。【堆積土】24層 に分けられる。 1～ 3層は床面までの堆積土で、レンズ状に堆積 している。2層

中からは、遺物と共に多量の炭化材が出土しており、本遺構は焼失住居であった可能性が考えられる。3層は火

床面の西側に広がり、砂粒が多量に混入することから、カマ ド袖の崩落土と考えられる。4・ 5層は周提の構築土、

6～ 10層 が主柱穴、H～ 13層が火床面、14～ 17層 が貯蔵穴、18～ 24層が掘 り方の埋土である。【床面・壁

面】掘 り方埋土上面を床面とし、平坦である。硬化面は、床面中央を中心に広がる。壁面は 20cmの高さで遺存

し、急角度で立ち上がる。周溝は検出していない。【ピット・柱穴】ピットは 4基検出された。対角線上に配置

され、床面からの深さが 40～ 65cmで あることから、主柱穴 と考えられる。全ての柱穴から、柱痕が確認され

た。pt2・ 3か らは直立した状態の炭化材が検出され、柱材が燃え切らずに残ったものと考えられる。【カマ ド】

カマ ドは、東壁側に付設され、煙道部の掘 り込みはない。袖は遺存 していないが、良好に 赤変硬化した火床面

が検出されている。火床面の直上には、灰と炭化物を密に含む層が堆積し、その上層には焼土ブロックが厚 く堆

積している。この焼土ブロックがカマ ド天丼部の崩落土と考えられる。また火床面の壁側には、土師器の郭が逆

位に半分埋められた状態で出土しており、カマ ド支脚として転用されたものと考えられる。【貯蔵穴。その他の施

設】カマ ドの南側、住居の南東隅には方形で、東西 1,16m、 南北 0.99m、 床面からの深さ 55cmの土坑が検出さ

れ、貯蔵穴と考えられる。貯蔵穴の西側には、灰白色粘土質シル トを主材とした土手状の周提があり、その上面

は床硬化面のように固く締まっている。この周提は、平面形が L字形で、貯蔵穴の西側を方形に区画している。

【掘 り方】床面下を 15～ 25cm掘 り下げている。特に東から南側の壁際を深 く掘 り込む、L字形の掘 り方である。

【遺物出土状況】堆積土中層から床面直上にかけて、多量の炭化材と共に遺存状態の良好な遺物が多数出土した。

特に貯蔵穴内西壁際から、まとまって出土 した。こうした出土状況から、多くの遺物は、焼失の過程、あるい

は直後に一括廃棄されたものと考えられる。【遺物】非ロクロ土師器片 458点 、鉄製品 1点、石製品 4点、石

製模造品 4点、琥珀片 3点が出土 した。そのうち 17点 を第 178～ 180図に図示した。第 178図 ■ ～ 5(C765

～ 768。 7701は 郷である。 1・ 5(C-765・ 770)は 体部と口縁部の境に稜はなく、 1の 口縁部は僅かに内湾する。2

～ 4(C-766～ 768)は体部 と口縁部の境に稜を有 し、2・ 3(C766・ 767)は 口縁部が内傾 し、41C768)は 直立す

る。6(C762)は 甕で、頸部の括れは緩やかで、丸底である。7・ 81C-755・ 756)は 中型壼である。7(C-755)は 体

部片で、上半に最大径を有する。8(C-756)は 底部片、平底で体部は扁平球状である。9(C-754)は 壺である。体

部は球状で、頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は直立気味に外反する。第 179図 ■・2(C757・ 759)は 甕で、

1(C-757)は 体部の中程に最大径を持ち、頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は僅かに外反する。2(C-759)の 国縁

部は、外反 して開く。3・ 4(C763・ 764)は 鉢で、体部は扁平な球状で、日縁部は上方に屈曲して直立 し、4に

ついては体部 との境に段を有する。5(C761)は 甑で、頸部は緩やかに屈曲し、日縁部は外反 して開く。第 180

図■・ 2(Ke 077・ 078)は剣形石製模造品、31Ke-080)は 剣形石製模造品の未製品である。

S111竪 穴住居跡 第 181～ 184図 図販 47・ 124

位置・重複】E・ F9・ 10グ リッドに位置し、北側の調査区外に延びる。SK87・ 88・ 90・ 91、 PT101・ Hlと重複

し本遺構が古い。【平面形。方向。規模】平面形は方形と考えられ、主軸方向は西壁からN12° 一Eである。規模は、

南北 4.35m、 東西 3.25mである。【堆積土】堆積土は 11層 に分けられ、 1～ 4層が床面までの堆積土で、概ね

レンズ状に堆積 している。5～ 8層が炉跡、9。 10層 がピット、 11層 が掘 り方の埋土である。【床面。壁面】掘

り方埋土上面を床面とし、平坦である。明瞭な硬化面は、検出されなかった。壁面は 15cmの 高さで遺存し、急

角度で立ち上がる。周溝は検出していない。【ピット・柱穴】ピットは 2基検出され、床面の中軸線状に並ぶ。【カ

マ ド】検出されなかった。【貯蔵穴。その他の施設】床面の北側に、南北 40cm以上、東西 52cmの被熱範囲が検

出され、炉跡と考えられる。【掘 り方】床面下を 5～ 15cm掘 り下げている。特に四方の壁際を深 く掘 り込む。【遺
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第 176図 S110竪穴住居跡平面図・断面図 (1)

位置 土 色 土 性 備  考

竪穴

1 10釈4/3にぶい黄褐色 砂質シル ト

こぶい莞橙色ンル トブロック・ 炭化材・

梵化物粒子少量、暗灰色粘土質シル ト

デロック含む。

2 10YR3/1黒 褐色 砂質シル ト
姥化材微 観図参Ю 多量、にぶい黄橙色
ンル トプロック少量、炭化物粒子含む

`

3 10YR4/3に ぶい黄褐色 砂質シル ト 少粒多量に含む。

周提

lClyR6/4に ぶい黄燈色 lt土質シル
疋自色粘土質シル トプロック多量に

子む。

5 10YR6/灰 黄褐色 佑土質シル
疋白色粘土質シル トブロック多量に

キむ^

位 置 土 色 土 性 備  考

μ

一

6 OYR2/3黒褐色 シルト 兎自色粘土質シル トブロック少量、炭

ヒ材微量に含む。

OYR3/1黒褐色 篭土 夷化材少量含む。

8 OYR4/3にぶい黄褐色 沙質シル ト 疋自色シアレトブロック多量に含む。

9 OYR4/1褐灰色 シ,レ ト 又自色シル トプロック含む。

OYR4/1褐灰色 シ,レ ト

カマド
11 OYR3/1 暗赤灰色 沙資シルト 衰も硬化している火床面。

12 5YR/ 赤褐色 沙質シルト ふ変硬化している火床面。

13 5YR/ 暗赤灰色 沙質シルト ふ変の及んでいない、火床面。

14 OYR3/3 暗褐色 V1/N質 シル ト
中位以下、グライ化が進み青灰色を呈

する。炭1ヒ材少量含む。

15 ;B4/1 暗青灰色 沙質シル ト
グライ化 している。灰自色粘土質ンル

トプロック少量含む。

OYR3/1 黒褐色 沙質シル ト
灰白色粘土質シル トプロック・ 炭化材

多量に含む。

17 ;PB4/1 暗青灰色 少質シル ト グライ化 している。炭化材少量含む。

OYR4/2灰黄褐色 疋白色粘土質シル トブロック含む。

10YR2/1黒 褐色 見白色粘土質シル トブロック少量含む I

10YR4/2灰黄褐色 シ,レ ト
疋白色粘土質 シル トプロ ック微量 に含

「♀̂碍イレ物対平小目含ユf_

10YR3/1黒褐色 シアレト
曳化物粒子多量、灰自色シル トプロッ

ク含む。

10YR4/3に ぶい黄褐色 省土質シル I こぶい黄褐色シァレトプロック密に含むて

10YR2/1黒褐色 シァレト 疋白色粘土質ンル トプロック少量含む

】5Y4/2灰黄褐色 シ,レ ト 死黄褐色シル ト多量に含む。
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遺物出土状況

掘り方平面図
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第 177図 S110竪穴住居跡平面図・断面図 (2)
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1(C‐765) 2(C‐ 766) 3(C-767)

5(C‐ 770)

4(C-768)

6(C-762)

9(C-754)

迪 構 層位 種別・器種 口径 lQnlx底径 lclnlX器 高 lal 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 S110 カマド と師器・邦 58× 39× 58 ヘラケズリ・ヘラナデ・ヨコチデ ラヽケズリ ラヽナデ・ヨコナデ 圏Ak C-765

2 S110 と師器・邦 (139〉 ×64X61 ヘラケズリ・ヨコナデ・ヘラミガキ ラヽケズリ・ヘラミガキ ヘラナデ・ヨコナデ 雪版 21-3 C‐766

3 S110 唯積土 上師器・ イ 139× 70× 625 ヘラクズリ・ヨヨナデ・ヘラミガキ ラヽケズリ・ヘラミガキ ヘラナデ・ヨコナデ 電版 C-767

4 貯蔵穴 土師器・ 不 139× 26X61 ラヽケズリ・ヘラナデ・ヨコナデ ラヽケズリ ヘラナデ・ヨコナデ 霞!板 ◆768
5 S110 堆積土 土師器・イ 〈162〉 ×一X136) ヨコナデ・ヘラミガキ・赤彩 ヨヨナデ・ヘラミガキ・赤彩 雪版 21-11 C-770

6 カマド 土師器・甕 ― X45× (165) ヨコナデ・ヘラナデ ヘラナデ・ヨヨナデ 目版 C,762

7 床 土師器・ 中型壼 ― X― X181) ヘラケズリ・ヘラミガキ・赤彩 ヘラナデ ]版 22-2 C-755

8 堆積土 土師器 。中型壷 ―×44× (38) ヘラケズリ・ヘラミガキ ヘラケズリ・ヘラミガキ ヘラナデ・ヘラミガキ 雪版 C-756

9 S110 貯蔵穴 〈134〉 X―×(108) ヨコナデ・ヘラナデ ヘラナデ・ヨコナデ 圏版 22-4 C‐754

第 178図 引10竪穴住居跡 出土遺物 (1)
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2(C,759)

3 (C-763)

5 (C-761)
4 (C-764)

l___司ド___ィーーーー
「
―――¬――-lfm

lS‐ 1/31

No 通 情 種別・器種 ヨ径 lmlX底径 lmlX器 雨 lcrd 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 S110 貯蔵穴 土師器・甕 く169〉 ×77× 326 ・ヘラミガキ
ラヽナデ・ヨコナデ 目版 23‐ 」 ,757

2 S110 堆積土 土師器・甕 38×一 X(181) ヨヨナデ・ヘラケズリ・ヘラナデ ラナデ・ヨヨナデ 騒版 22‐ 6 〕-759

3 S110 床 と師器・鉢 10× 一×(1041 ヨヨナデ・ヘラケズリ・ヘラナデ オデ・ヘラナデ・ヨコナデ 菫版 23-2 〕-763

4 S110 床 と師器・鉢 157×一×(104) ヨヨナデ・ヘラチデ傭腕 ラヽナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ 雪版 23-3 ,764

5 S110 貯蔵穴 土師器・甑 〈2616〉 ×78× 262 ヨヨナデ・ヘラミガキ 照底単孔 ラヽナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ1図版

第 179図 S110竪穴住居跡 出土遺物 (2)
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No 遣構 層 位 種別・ 種類 長さ (cm)× 幅 (cml× 厚さ (cmⅢ 重さ ω 石材 備考 写真図版 登録番号

, 床 石製品・石勢模造品 (剣 1645)× 275× 04 1391 豪色片岩 コ用冗123-4 Ke‐ 077
2 床 石製品・石製離 品 (剣 ) 495× 18× 05 之紋岩 賢版 1235 Ke-078

3 堆積土 昭綱 罫 215× 135× 045 敢横石 図版 1236 Kc-080

第 180図 S110竪穴住居跡 出土遺物 (3)

物出土状況】主に 3～ 4層中から出土した。【遺物】非ロクロ土師器片 106点、須恵器片 1点、礫石器 1点、鉄

製品 1点が出土した。そのうち 8点を第 183・ 184図に図示した。第 183図 ■～ 4(C769・ 773・ 1306・ 1307)

は必である。1～ 3(C769・ 773・ 1306)は 外面に稜を持たず、1(C-769)は 平底で、体部は内湾気味に立ち上が

り、日縁部は外方に屈曲し、直線的に開く。4(C-1307)は体部と口縁部の境に、僅かな稜を有する。第 184図
-1・ 21C771・ 774)は高邪の邪部で、底部と体部の境は稜を持って屈曲する。l lC-771)の 体部は直線的に開き、

日縁部は僅かに内湾する。2(C-774)の 体部は外反気味に開く。3(C772)は 中型壺で、底部は狭い平底、体部は

球状である。41K186)は石英片岩製の磨石である。

74mも

74m名

lS‐ 1/601

第 181図 S111竪穴住居跡平面図・断面図 (1)
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掘 り方平面図

喫9

炉跡 掘 り方

≒lo

炉床 (6・ 7層 )

lS‐ 1/401

卜
旺
キ

lS‐ 1/601

第 182図 S111竪穴住居跡 平面図・断面図 (2)

第 183図  S111竪穴住居跡 出土遺物 (1)

0                          10Cm

位 置 巨fi 土 色 上 性 備 考

竪穴

I OYR2/2 黒褐色 砂質シルト
炭化物粒子微量、黒褐色粘土質シル ト

プロック含む。

2 tlYR3/3 暗褐色 砂質シル ト

黒褐色粘土質シル トプロック・炭化材

少量、焼土粒子微量、灰黄褐色砂質シ

ル トプロック含む。

3 OYR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト 夷化物粒子・焼土粒子微量に含む。

4 10YR5/3 にぶい黄褐色 顕カレト隆蓬糧9宅藉≫害jブ碁愁:・
こぶい

位 置 土  色 土 性 備 考

炉跡

5 YR3/2 暗黄褐色 ンアレト
毛土プロック・焼土粒子・炭化物粒子
すむ。

6 5YR4/4 にぶい赤褐色 砂質シル ト 史熱により赤変硬化。

7 5YR3/3 暗赤褐色 砂質シル ト 党熱により硬化。

8 7 5YR4/9 褐色 砂質ンル ト だ名色砂質シルトブロック含む。

ptl 9 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト ヨ色シルトブロック少量含む。

pt2 tlYR4/2 灰黄掲色 砂質シル ト 争色シル トプロック少量含む。

OYR5/2 灰黄褐色 砂質シル ト こぶい黄燈色シル トプロック少量含む。

2(C‐ 773)

4(C-1307)

lS‐ 1/31

遺構 層位 種別・ 器種 γttlmlX底径lcml× 器高(痢 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 床 土師器・不 138〉 ×40× 53 ・ココ,ザ・ヘラミガキ・赤彩 ラヽケズリ・ヘラナデ。赤彩 ヨコナデ・赤彩 目版 ε-769

2 唯積士 土師器・不 (120〉 ×一×49 ヨヨナデ・ヘラミガキ ヨコナデ・ヘラミガキ 雪版 3-773

3 堆積土 土師器・郷 く93〉 X―×(491
ラヽタスリ・ヘラナテ

・ヨコナデ・赤彩
ヨコナデ・ヘラナデ・赤彩 圏版 1306

4 Sl 堆積土 土師器・ 邪 〈154〉 ×一×30 ラヽナデ・ヨコナデ ラヽミガキ 。黒色処理 雪版 1307
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2(C-774)

1(C-771)

3(C-772)

4(K-186)

0                     10cm

(S‐ V3)

遺構 層位 ヨ径 lml× 底径 lcm x器高 lQn 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 堆積土 土師器・高野 く166〉 ×――X(58) ヘラケズリ・ヘラミガキ ヨコナデ・ヘラミガキ 至ナ板 1245 C‐771

床 土師器・高不 ― X― ×(41) ヘラナデ・ヘラミガキ ヘラナデ 電1仮 1246 C-774

3 在積土 土師器・ 中型壷 一X38× (32) ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラナデ EXI∫板1247 C-772

遺繕 層位 長さにInl× 幅にIlal× 厚さにInl 重さ lgl 石材 備 考 写真図版 登録番号

4 唯積土 礫石器・磨石 111)× 45× 22 116501 石英片岩 雪肝屈 124-8 に186

第 184図  S111竪穴住居跡 出土遺物 (2)

S112竪穴住居跡 第 185。 186図 図版 48・ 124

【位置。重複】FHグ リッドに位置 し、北側の調査区外に延びる。SD21と 重複 し本遺構が古い。 また Ha層検

出の SDllお よび、試掘坑に削平される。【平面形・方向。規模】平面形は方形と考えられ、主軸方向は西壁から

N-23° Eである。規模は、南北 335m以 上、東西 4.45m以 上である。【堆積土】17層 に分けられ、 1～ 3層

が床面までの堆積土で、レンズ状に堆積している。4・ 5層 は ptl、 6層 は pt2、 7・ 8層 は pt3、 9・ 10層は pt4、

11層 は pt5、 12～ 14層 は pt6、 15～ 17層 は掘 り方埋土である。【床面・壁面】掘 り方埋土上面を床面とし平坦

で、床面全体が硬化 している。壁面は 20cmの高さで遺存 し、急角度で立ち上がる。周溝は検出されなかった。

【ピット・柱穴】ピットは 6基検出された。対角線上に配置され、床面からの深さが 25～ 35cmで あることから、

ptl・ 3が主柱穴 と考えられる。また pt2は長径 60cmの楕円形で、堆積土中に焼土ブロックが混入 していたため、

火床面の可能性を考慮して調査を進めたが、被熱の痕跡は認められなかった。【カマ ド】検出されなかった。【貯

蔵穴。その他の施設】検出されなかった。【掘 り方】床面下を 5～ 15cm掘 り下げている。特に東西の壁際を、深

く掘 り込んでいる。【遺物出土状況】主に 2～ 3層から出土 した。【遺物】非ロクロ土師器片 132点、須恵器片

13点、石製模造品 1点が出土 した。そのうち 4点を第 186図 に図示 した。1(C-777)は 必で、底部は浅い丸底で

ある。国縁部は直線的に開き、体部との境に明瞭な稜を有する。2(C776)は甕の口縁から肩部片で、頸部は緩

やかに屈曲し、日縁部は外反する。外面にはハケメが施される。31E184)は 須恵器甕の体部片で、外面は横方向

のハケメ、内面は青海波文が施される。41Ke 081)は 勾玉形の石製模造品である。

ω

196-



五デ聰惑輩ぉジ
崖

R

題斑ヒ肌蜘囲 北11

o 石製模進品
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鬱

位置 土  色 土 性 備 考

竪穴

10YR3/2 黒褐色 砂質シルト
疋黄褐色砂質シルトプロック少量、炭

ヒ材・焼土粒子微量に含む。

2 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 琵化物粒子・ 焼土粒子微量に含む。

3 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂暫シル ト 掟化材少量含む。

10YR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト 死白色シル トブロック少量含む。

5 10YR5/2 灰黄褐色 砂質シル ト 死白色シル トプロック微量に含む。

6 5YR3/3 暗赤褐色 砂質シル ト
灰白色砂質シル トプロック・ 炭化材少

量、焼土プロック多量に含む。

7 10YR4/3 にぶい黄褐色 少質シル ト 疋褐色シル トプロック少量含む。

8 OYR3/3 暗褐色 七土質シル I 戻白色シル トプロック少量含む。

位 置 土 色 土  性 備 考

10YR2/2 黒褐色 少質シル ト 死褐色砂質プロック微量に含む。

10YR4/2 灰黄褐色 質シァレト 死自色砂質プロック少量含む。

11 ICIYR4/2 灰黄褐色 ひ質シル「 灰白色砂質シル トプロック少量含む。

10YR3/3 暗褐色 沙質シル ト 死褐色シアレトプロック少量含む。

13 OYR4/3 にぶい黄褐色 沙質ンル ト 砂粒含む。

4 OYR4/2 灰黄褐色 沙質シル ト 天褐色シル トブロック少量含む。

屈り方

OYR3/1 黒褐色 沙質シル ト
炭化物粒子・黄灰色砂質シル トプロッ

ク少量含む。

OYR5/4 にぶい黄褐色 沙質シル ト
砂粒。灰自色粘土質シル トフロック少

量含む。

OYR3/2 黒褐色 砂質シル ト
灰自色粘 土質 シル トプ ロ ック少 量、炭
「
「

助対平術魯 ιr含糸 ^
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4(Ke-081)

遭構 層位 種別・器種 ヨ径 lclnl X底 径 lc「nl× 器高 lcrnl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 IL積土 と師器・必 く155〉 ×〈50〉 ×47 ヨコナデ・ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 図版 1249 777
2 床 ケヽメ・ヨコナデ ヨヨナデ・ヘラナデ 図版 12410
3 IL積土 買恵器・甕 ハケメ 青海波文 図版 124‐ 11

遺構 届 位 種別・ 種類 長さ lcnll X幅 (cml× 厚さ lclnl 重さ lFrl 石材 備考 写真図版 登録番号

4 S112 堆積土 30× 22× 035 粘板岩 雪版 12412 Ke‐ 081

第 186図 S112竪穴住居跡 出土遺物

4)土 坑

SK63土坑 第 187図

【位置。重複】114グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。調査区壁面でのみ確認され、Ⅲb層上面から

掘り込まれた遺構 (第 11図 ヲ)に 削平される。【平面形・規模】平面形は方形と考えられ、長軸方向は北東辺か

らN28° ―Wで ある。規模は、長軸 1.4m以上、短軸 生05m以上である。【深さ。断面形】深さは 58cmで ある。

底面は平坦で、壁は急角度で立ち上り、断面形は箱形である。【堆積土】堆積土は 5層 に分けられ、1～ 4層 は

レンズ状に、5層は水平な堆積である。掘り込みの形状や、堆積土の状況から、5層上面を床面とする。住居跡

である可能性も考えられる。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 71点出土した。

SK86土坑 第 187図

【位置。重複】F10グ リッドに位置する。SX26と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は不整形で、長

軸方向は N-73° ―Wである。規模は、長軸 0.65m、 短軸 0.4mで ある。【深さ。断面形】深さは 15cmで、底面は

緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺

物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 1点出土した。
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SK87:上坑  第 187図

【位置。重複】F10グリッドに位置する。S111、 SK88と 重複 し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N77° 一Wである。規模は、長軸 0,99m、 短軸 087mで ある。【深さ。断面形】深さは 12cm、 底面は

平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層で、焼土ブロックや焼土粒子が混入 している。

【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 15点、須恵器片 1点が出土した。

SK88二上坑  第 187図

【位置。重複】F10グリッドに位置する。SIH、 SK87と 重複 し、SIHよ り新しく、SK87よ り古い。【平面形・規模】

平面形は歪んだ長方形で、長軸方向は N73°  Eである。規模は、長軸 1.78m、 短軸 1.45mで ある。【深さ。断面形】

深さは 33cmで 、中央部をより深 く掘 り込むが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】3層 に分けられ、西側

からの堆積である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 11点 出土した。

SK90二上坑  第 187図  図肋こ49

【位置・重複】F10グリッドに位置 し、北側の調査区外に延びる。S111と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形・規模】

平面形は楕円形 と考えられ、長軸方向は N-2° 一Eである。規模は、長軸 0,99m以上、短軸 0.86mである。【深

さ。断面形】深さは 17cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】2層 に分け

られレンズ状に堆積 している。 1層 には、焼土ブロック、焼土粒子などが多量に混入する。【遺物】堆積土中か

ら非ロクロ土師器片 18点、須恵器片 2点が出土 した。

SK91土坑  第 187図

【位置・重複】E・ F9グ リッドに位置する。SI Hと 重複し本遺構が新しい。またⅡb層検出のSK89お よび、撹

乱に西側を削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN35°  Eである。規模は、長軸 14m、

短軸 1.13mで ある。【深さ。断面形】深さは 32cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】堆積土は、

5層に分けられ、南側からの堆積である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 3点出土した。

SK92二上坑  第 187図

【位置。重複】F9グ リッドに位置する。SX27と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N-63° 一Wで ある。規模は、長軸 0.62m、 短軸 038mで ある。【深さ。断面形】深さは 18cmで 、底面は

緩やかな起伏を有する。が、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積している。

2層には炭化物が混入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 6点出土した。

SK93 E上 坑  第 187図

【位置・重複】F10グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N81° ―Wである。規模

は、長軸 0.58m、 短軸 0.54mである。【深さ・断面形】深さは 24cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆

積土】3層 に分けられ、西側からの堆積である。 1層には炭化物が混入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土

師器片が 1点出土 した。

SK94 E上 坑  第 187図

【位置・重複】G10。 Hグリッドに位置し、コa層検出の SR2に削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形と

考えられ、長軸方向はN28° ―Wである。規模は、長軸 0.84m以上、短軸 0.82mで ある。【深さ。断面形】深さ

は 5cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非

ロクロ土師器片が 3点出土した。
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SK95土 坑 第 188・ 189図  図版 124

【位置。重複】GHグ リッドに位置する。SK98と 重複 し本遺構が新 しい。またコb層検出の SD13に 削平される。

【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 1.68m以 上、東西 2.lm以上である。【深

さ,断面形】深さは 23cmで 、底面は細かな起伏を有 し、断面形は不整形である。【堆積土】3層に分けられ、東

側からの堆積である。【遺物】主に 3層から非ロクロ土師器片 37点、石製模造品 1点が出土 した。その うち 1

点を第 189図 ■(Ke-084)に 図示した。剣形の石製模造品である。

SK96土坑 第 188・ 189図  図版 49。 124

【位置。重複】GHグ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN67° ―Wである。規模は、

長軸 1.49m、 短軸 1.3mで ある。【深さ・断面形】深さは 18cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概

ね皿状である。【堆積土】灰黄褐色シル トの単層である。【遺物】堆積土下層から非ロクロ土師器片 37点、須恵

器片 7点、石製品 1点 (玉髄製の火打ち石 )、 琥珀片 4点が出土 した。そのうち 1点を第 189図 -2(C818)に 図

示 した。土師器高郷の脚部片で、脚柱部と裾部の境に稜はなく、円錐状に広がる。

SK97土 坑 第 188図 図版 49

【位置・重複】F10。 11グ リッドに位置する。SX26、 PT86と 重複 し本遺構が古い。またⅡa面検出の SD Hに削

平される。【平面形。規模】平面形は円形または、楕円形と推測されるが、長軸方向は不明である。規模は、南北

21m以上、東西 1,86m以上である。【深さ。断面形】深さは 26cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆

積土】2層 に分けられ、多量の炭化物が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 5点 出土 した。

SK98土坑 第 188。 189図 図版 49。 124

【位置。重複】Gllグ リッドに位置 し、SK95と 重複 し本遺構が古い。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方

向は N-61°  Eである。規模は、長軸 0.88m、 短軸 0.49mで ある。【深さ。断面形】深さは 26cm、 底面は平坦で、

断面形は逆台形である。【堆積土】2層に分けられ、西側からの堆積である。【遺物】堆積土下層から非ロクロ土

師器片が 26点 出土 した。そのうち 1点を第 189図 -3(C-819)に 図示 した。土師器甕の国縁から頸部片で、頸部

はあまり括れず、口縁部は直立気味に開く。

SK100土 坑 第 188。 190図 図版 49。 125

【位置・重複】HHグ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN15° ―Wである。規模は、

長軸 0.91m、 短軸 0.67mで ある。【深さ。断面形】深さは 17cmである。底面は平坦で、壁面は急角度で立ち上がり、

断面形は箱形である。【堆積土】灰黄褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入 している。【遺物】主に堆積土の上

層から、非ロクロ土師器片が 29点出土 した。そのうち 3点 を第 190図 に図示 した。 1・ 2(C-821・ 824)は 土師

器の邪で、国縁部 と体部の境に稜を有 し、内面は黒色処理が施されている。3(C-823)は 土師器甑の口縁から体

部上半片で、頸部と体部の境には段を有する。休部外面は縦位のハケメ、内面はヘラミガキが施されている。

SK189土 坑  第 191 図

【位置。重複】E8グリッドに位置し、北東端が調査区外に延びる。PT249と 重複し本遺構が新しい。【平面形。規模】

平面形は円形で、規模は南北 0,7cm、 東西 0,71cmで ある。【深さ。断面形】深さは 16cm、 底面は平坦で、断面

形は逆台形でみる。また底面の南端に深さ 18cmの ピットを有する。【堆積土】黒褐色砂質シルトの単層である。

【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 5点、鉄製品 1点が出土した。

SK207土 坑 第 191図

【位置。重複】D6。 7グ リッドに位置する。SD40、 SX64と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は不整

形で、長軸方向は N-69° ―Eである。規模は、長軸 084m、 短軸 0,61mである。【深さ。断面形】深さは 7cmで、
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遺構 層4 土 色 土 性 備 考

SK63

1 10YR 2/1 黒色 ン,レ ト え黄褐色シルトプロック少量含む。

2 10YR 4/1 褐灰色 シルト
死黄褐色シルトプロック多量、炭化物粒子

少量含む。

3 10YR3/2黒 褐色 砂質シルト 夷化物粒子微量に含む。

ЮYR3/3暗褐色 シルト
て黄褐色シルトプロック少量、炭化物粒子

践量に含む。

5 10YR4/2灰 黄褐色 砂 こぶい黄褐色土砂質シルトプロック含む (

,K86
1 10YR3/2 黒褐色 砂質シルト 竜褐色砂質シル トプロック微量に含む。

2 OYR5/2 灰黄褐色 砂質シル ト 衰褐色砂質シルトプロック少量含む。

5(87 1 5YR3/2 暗褐色 砂質シル ト

Б灰色粘土質シル トプロック・灰黄褐

ヨ砂質シルトプロック・焼土プロック

争む。焼土粒子少量含む。

SK88

1 5YR4/2 灰褐色 砂質シル ト 疋自砂質シル トプロック少量含む。

5YR5/2 灰掲色 砂質シルト
売化物粒子少量含む。微量ながら混入

チる砂粒に酸化鉄の付着が見られる。

5YR4/1 褐灰色 砂質シアレト
兎褐色粘土質シルトプロック少量含む。

昆入物に酸化鉄の付着が見られる。

I ,YR3/2 暗赤褐色 少質シ,レ ト
離 プロック多量、焼土粒子・炭化材少
論 む。

2 5YR3/2 黒褐色 沙質シル ト
尾黄褐色砂質シル ト多量、炭化物粒子

枚量に含む。

迪 構 土 色 土 性 備 考

SK91

1 を5Y3/3 暗オリーブ褐色 砂 夷化粒子微量に含む。

2 25Y3/1 黒褐色 砂
足黄褐色シルトプロック・炭化物粒子

炉量含む。

3 25Y4/2 暗灰黄色 砂
疋黄褐色シル トブロック・暗灰色粘土

量シル トプロック少量含む。

!5Y2/1 黒色 告土質シル ト 疋白色粘土質シル トプロック少量含む。

5 15Y5/2 暗灰黄褐色 告土質シル Ⅲ
音灰色粘土質シルトプロック・灰自色

占土質シルトプロック微量に含む。

SK92
1 ItlYR3/2 黒褐色 少質シル ト 疋褐色砂質シル トプロック多量に含む

2 10YR3/1 黒褐色 rJ/N奮シル ト 琵化材微量に含む。

SK93

1 10YR3/2 黒褐色 少質シル ト
疋白色シルトプロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

2 ltlYR3/4 `こぶい黄褐色 少質シルト
瞥灰色粘土質シルトプロック少量、灰

彗色シルトプロック含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 υ質シルト 砦灰色粘土質シル トプロック含む。

1 15Y3/2 黒褐色 シルト
死黄色粘土質シルト主体、黒褐色粘士

賢シルトプロック含む。

第 187図 SK63・ 86～ 88
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lS‐ 1/2)

1(Ke-084)

3(C-819)

lS‐ 1/31

遺構 土 色 土 性 備 考

1 10YR3/2 黒褐てヨ ひ質シルト 焼土プロック・灰自色シル トプロック

炭化材少量含む。

10YR4/2 灰黄褐色 沙質シル ト
炭化材・ 焼土プロック少量、灰白色シ

ル トプロック含む。

10YR3/2 灰黄褐色 少質シル ト 灰自色シルトプロック・炭化材少量含
む。

SK96 10YR5/2 灰黄褐色 ンルト 黒褐色砂質シル トプロック含む。

遺構 土  色 土 性 備 考

1 5YR2/1 黒色 シ,レ ト 期ヒ物粒子密、焼上ブロック・焼土粒子

例豊含む。

2 5Y酷/2 黒褐色 沙質シル ト 発化材含む。

IK98
1

'YR3/3 
暗赤褐色 七土質シル ト た上プロック・炭化粒子少量、砂粒含む

2 上5Y3/3 暗オリープ褐色 告土質シル ト 沙粒少量含むЬ

Klα 1 OYR4/2 灰黄褐色 少質シル ト
え土プロック・焼土粒子・炭化材・炭
ヒ物粒子少量含む。

No 遺構 層位 種別・種類 長さ lclnl× 幅 にml× 厚さ 砲ml 重さ(al 石材 備考 写真図版 登録番号

SK95 堆積土 石製品・石製模造品 (剣 41× 21× 04 緑色片岩 露版 124■ 3 Ke-084

No 遺 構 層位 種別・器種 口径 lmlx底 径 lcnll X器 高 lcrn 外面 底面・脚部内面 内面 写真図版 登録番号

2 SK96 堆積土 土師器・高郷 ―×一×(38) ラヽミガキ ヘラナデ 四版 12414 C-818

3 SK98 鼈績土 く194>X― ×

`106Ⅲ

ヨコナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ ラヽナデ・ヨコナデ。ナデ 雪版 12415 C‐819

第 189図 SK95。 96。 98土坑 出土遺物

-202-



2(C‐821)

選構 層位 コ径lml× 底径eml× 器高lola 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

I 唯積■ 土師器・郷 <174>× 一 X(58) ヨコナデ・ヘラケズリ・ヘラミガヨ ラヽケズリ・ヘラミガキ ラヽミガキ・黒色処理 雹版 1251

2 SK10( 堆積土 土師器・郷 170× 一×(38) ヨコナデ・ヘラミガキ ラヽミガキ・黒色処理 召版 1252

3 SK10( 堆積土 土師器・甑 <176>× 一×(133) ケヽメ・ヨコナデ ラミガキ ζ用反125-3 1823

第 190図 SK100上坑 出土遺物

底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】灰黄褐色砂質シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非

ロクロ土師器片が 2点 出土した。

SK209土 坑 第 191図

【位置。重複】D6グ リッドに位置する。PT209と 重複し、本遺構が古い。またⅡb層検出の SK192・ 197に 削平

される。【平面形・規模】平面形は歪な長方形と考えられ、長軸方向は N-2° 一Eである。規模は、長軸 1.41m以上、

短軸 1.15mである。【深さ。断面形】深さは25cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆

積土】黒褐色シル トの単層で、炭化物や焼土粒子が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 26点、

須恵器片 2点が出土した。

SK210上 坑 第 191・ 192図  図版 50・ 125

【位置。重複】D7グリッドに位置する。SX64と 重複し、本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は長方形で、長

軸方向は酢 10° 一Eである。規模は、長軸 1,7m、 短軸 1.Omである。【深さ。断面形】深さは 32cm、 底面は平坦で、

断面形は逆台形である。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】掘 り込み北側の底面近くから、

人間の下顎骨と大型の刀子が出土した。このことから本遺構は土坑墓であり、刀子は副葬品と考えられる。下顎

骨は、左側の遺存状態が良好で、咬合面が北側を向き、西側から第一小臼歯・第二小臼歯 。第一大臼歯。第二大臼

歯と並ぶ。その出上位置と向きから、被葬者は頭を北にし、顔は西側を向いていたと考えられる。堆積土中から

非ロクロ土師器片 31点、須恵器片 5点が出上 した。土器類は全て細片で副葬品に当たるものはない。これらの

うち 1点を第 192図 1(N086)に 図示した。大型の刀子である。刀身は平造 りと考えられ、カマス切先で、両関式、

茎尻は刃上がり栗尻である。飾金具として円形の金属製品が、切先側は片側に、柄頭側には両側に装着されてい

る。このことから切先側の飾金具が装着されている側が、侃表と考えられ、切先側を右側に向け図示 した。出土

時点では柄側が北を向き、侃表とした部分が、下側に向けられ骨片と考えられるものが付着していた。柄頭側の

飾金具については、両側に装着されていることから、目釘穴隠しの飾と考えられる。柄装具、鞘装具全体に皮革

と考えられる細帯が巻かれている。一本の細帯を一定方向に巻きつけていることから、片手巻きと考えられる。

203



SK212土 坑 第 193図

【位置。重複】E7グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-20° ―Eである。規模は、

長軸 1,Om、 短軸 0,61m以上である。【深さ・断面形】深さは 15cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】

暗オリーブ褐色砂の単層で、炭化物が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土した。

SK213上 坑 第 193図

【位置 。重複】D6グ リッドに位置する。SD40、 PT121と 重複し、本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円

形 と考えられ、長軸方向は N-17° ―Eで ある。規模は、長軸 0.88m以上、短軸 0.45mである。【深さ 。断面形】

深さは 10cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】暗褐色シル トの単層である。【遺物】出土

していない。

SK215土 坑 第 193図

【位置。重複】E7グリッドに位置する。PT216と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形と推測され、

長軸方向は N-32° ―Eである。規模は、長軸 0.9m以上、短軸 0.56m以上である。【深さ 。断面形】深さは 9cm、

底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色砂の単層である、炭化物が混入 している。【遺物】出土し

ていない。

SK216:上坑  第 193図

【位置・重複】D5。 6グリッドに位置する。Ⅱb層検出の SX63お よび、Ⅲ層検出の SK200に 削平される。【平面形。

規模】平面形は楕円形 と考えられ、長軸方向は N59° 一Wである。規模は、長軸 2.37m以上、短軸 1.78m以 上

である。【深さ。断面形】深さは 15cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】3層 に分けられ、

レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 11点 出土した。

SK217土坑 第 193図

【位置。重複】D7グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN88° ―Eである。規模は、

長軸 0.64m、 短軸 0.3mで ある。【深さ。断面形】深さは 16cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概

ね皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、西側からの堆積である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 1

点出土 した。

SK218:上坑  第 193図  図版 50

【位置・重複】D6グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN69° ―Wである。規模は、

長軸 064m、 短軸 0.54mである。【深さ 。断面形】深さは 25cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積

土】2層に分けられ、西側からの堆積である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 5点出土した。

SK219土坑 第 193図

【位置。重複】E7グリッドに位置する。【平面形。規模】平面形は不整形で、長軸方向は N-75° ―Eである。規模は、

長軸 0,74m、 短軸 0.41mである。【深さ。断面形】深さは 18cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆

積土】暗褐色砂質シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 1点出土した。

SK221土 坑 第 193図

【位置・重複】E7グリッドに位置する。SB2の pt3と 重複し本遺構が古い。またHb層検出のS115の 貯蔵穴に

削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形と考えられ、長軸方向はN82° ―Wである。規模は、長軸 0.6m

以上、短軸 033mで ある。【深さ 。断面形】深さは 10cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】暗褐

色砂質シルトの単層で、多量の炭化物が混入している。【遺物】出土していない。
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遺構 雪付 土 色 土 性 備 考

K18( I OYR 3/2黒褐色 砂質シル ト 庭黄褐色砂質シルトブロック少量含む。

1 OYR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト
音褐色ンル トプロックと灰黄褐色砂質

ンル トブロックの混合土。白色粒子含

す。

I 5YR3/2黒褐色 ン,レ ト
た化材少量 。焼土粒子微量、灰黄褐色

少質シル トプロック含む。

lK21

I 10YR 2/2黒 褐色 砂質シル ト
ヨ色粒子・炭化物粒子微量、灰黄褐色砂

賓シルトブロック含む。

2 ЮYR3/2黒 褐色 砂質シル ト
疋黄褐色砂質シル トプロック少量、自

ヨ粒子微量に含む。

3 10YR 3/1黒 褐色 砂質シル ト
疋黄褐色砂質シルトフロック微量に含
よ。

1(N-086)

遺 構 層位 長さ にml× 幅 lcml× 厚き lcml 重さ⑭ 備 考 写真図版 登録番号

1 SK210 3層
決製品・刀子

突製品・刀身

366X37× 33
355× 25X09

7522g
カマス切先・平造 リカ

両閥式・刃上が り栗尻
図版 1254 N-086

第 192図 SK210土坑 出土遺物
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SK222土 1克  第 193図

【位置。重複】E8グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N71°  Eである。規模は、

長軸 168m、 短軸 083mである。【深さ・断面形】深さは 26cmで 、底面は緩やかな起伏を有し、断面形は不整

形である。【堆積土】黒褐色砂質シルトの単層で、炭化物が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器

片が 6点出土した。

SK223土坑 第 193図

【位置。重複】E8グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向はN-87°  Eで ある。規模は、

長軸 0.56m、 短軸 0.37mで ある。【深さ。断面形】深さは 18cmで、底面は起伏を有し、断面形は不整形である。【堆

積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 7点出土した。
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/Y

遺構 雪色 土 色 土 性 備 考

K21 1 ナ5Y3/3 暗オリープ褐客 砂 姥化物粒子少量含む。

K21 1 OYR 3/3暗褐色 シアレト
ヨ色粒子微量、灰黄褐色砂質シルトブ
コック含む。

K21 1 15Y3/2黒褐色 砂 姥化材少量含む。

1 OYR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト
是化物粒子微量、灰褐色砂質シル トブ

コック少量含む。

2 OYR4/3に ぶい黄褐色 シル ト
にぶい黄褐色シル トプロック多量、白

色粒子微量に含む。

3 OYR 3/1黒褐色 シル ト にぶい黄褐色シル トプロック少量含む。

観C21

1 5YR3/3暗褐色 砂質シル ト
炭化材少量、焼土粒子・炭化物粒子含

む 。

2 OYR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト 夷化物粒子微量に含む。

遺構 土 色 土  性 備  考

,K21〔

1 OYR 3/1黒褐色 シルト こぶい黄褐色ンル トプロック少量含む。

2 5Y3/3暗オリーブ褐色 シルト
こぶい黄褐色シルトプロック多量に含
r」。

iK21 1 OYR 3/3暗褐色 砂質シル ト 疋黄褐色砂質シル トブロック含む。

jK22 OYR 3/4暗褐色 砂質シル ト
rcふ い東褐色ンル トフロック・ 炭 1ヒ材

多量・ 自色粒子少量含む。

1 OYR2/2黒褐色 少質シル ト

仄褐色砂質シル トプロック・ 白色粒子

少量・ 炭化物粒子微量、黒褐色粘土質

ンル トブロック含む。

1 OYR3/3暗褐色 砂 ヨ色粒子・炭化物粒子微量に含む。

OYR2/2黒褐色 少質シル ト
疋黄褐色シル トプロック・炭化物粒子

歩量含む。
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SK224二L坑  第 194図

【位置。重複】F7グリッドに位置する。SX61と 重複 し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は溝状の細長い楕円

形で、長軸方向は N55° 一Eである。規模は、長軸 1.66m、 短軸 0.3mで ある。【深さ・断面形】深さは 6cmで、

断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入している。【遺物】堆積土中か ら非ロ

クロ土師器片が 2点出土した。

SK225土 坑  第 194図

【位置・重複】E7・ 8グ リッドに位置する。SX61と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は溝状の細長い

楕円形で、長軸方向はN55° 一Eである。規模は、長軸 1.6m、 短軸 026mである。【深さ。断面形】深さは 10cmで、

断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シルトの単層で、炭化物が混入している。【遺物】出土していない。

SK226土 坑  第 194図

【位置・重複】F8グ リッドに位置する。SK233、 SX25と 重複 し、SK233よ り新 しく、SX25よ り古い。【平面形・

規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-86° ―Wである。規模は、長軸 086m、 短軸 0.39mである。【深さ。断

面形】深さは 13cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色砂の単層である。【遺物】出土 して

いない。

SK227 E上坑  第 194図

【位置。重複】F8グ リッドに位置する。SX61と重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方

向は N-55° ―Eである。規模は、長軸 063m、 短軸 0.48mである。【深さ。断面形】深さは 1lcmで 、底面は緩や

かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シルトの単層で、炭化物や焼土粒子が混

入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土した。

SK228=上坑  第 194図

【位置・重複】D6グ リッドに位置する。SSD3-② と重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は円形または楕

円形と考えられるが、長軸方向は不明である。規模は、南北 0.31cm以上、東西 0.49mである。【深さ・断面形】

深さは 26cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】灰黄褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出

土していない。

SK229土 坑  第 194図

【位置。重複】F8グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は不整形で、長軸方向はN72° ―Wである。規模は、

長軸 0.5m、 短軸 0,43mで ある。【深さ。断面形】深さは 25cmで、断面形は悟鉢形である。【堆積土】暗褐色砂

質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK230土 坑 第 194図

【位置。重複】F8グ リッドに位置する。 Ⅱa層検出の SK125および、 Ⅱb層検出の SK160に 削平される。【平面

形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 131m以上、東西 1.97m以 上である。【深

さ。断面形】深さは 18cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】にぶい黄褐

色砂質シル トの単層で、炭化物が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 1点出土 した。

SK233土 坑 第 194図

【位置・重複】F8グリッドに位置する。SK226、 SX25と 重複 し本遺構が古い。【平面形。規模】平面形は円形また

は楕円形 と考えられ、長軸方向は不明である。規模は、南北 2.1凱上 m、 東西 1.8m以上である。【深さ・断面形】

深さは 18cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層で、

-207-



炭化物が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 21点出土した。

SK234土 坑 第 194図

【位置。重複】F9グ リッドに位置する。SX25と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方

向は N-68° 一Eである。規模は長軸 0,99m、 短軸 062mで ある。【深さ・断面形】深さは 8cm、 底面は平坦で、断

面形は皿状である。【堆積土】黒褐色シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が3点出土した。

SK235上 坑 第 194図

【位置・重複】E・ F8グ リッドに位置する。PT244・ 245と 重複し本遺構が古い。またⅡb層検出のPT146に 削

平される。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N-11° ―Wである。規模は、長軸 213m、 短軸 1.03m

である。【深さ。断面形】深さは 26cmで、底面は細かな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】灰黄褐

色砂の単層である。【遺物】 堆積土中から非ロクロ土師器片 25点、須恵器片 1点、石製模造品の石材 1点、石

製模造品 1点 (鏡未製品)が出土した。

SK236土 坑 第 194図

【位置。重複】F8グ リッドに位置し、Ⅲ層検出のS116の 掘り方に削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形と

考えられ、長軸方向は N-67° ―Eである。規模は、長軸 088m、 短軸 0.38m以上である。【深さ。断面形】深さは

12cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆

積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土した。

SK237土 坑 第 194図

【位置。重複】E8グ リッドに位置し、Ⅱb層検出の SK137に 削平される。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長

軸方向はN55° Eで ある。規模は、長軸 088m、 短軸 0,8mである。【深さ・断面形】深きは 15cmで 、底面は

緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層である。【遺物】堆積土

中から非ロクロ土師器片が 4点出土した。

SK238土 坑 第 195。 196図 図版 50・ 126

【位置・重複】E8・ 9グ リッドに位置し、Ⅲ層検出の SK183に 削平される。【平面形。規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N3° ―Wである。規模は、長軸 173m、 短軸 1.05mで ある。【深さ・断面形】深さは 17cmで 、底面

は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入し

ている。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 1点、石製模造品の石材 1点、石製模造品 1点が出土した。そ

のうち 1点を第 196図 1(Ke 125)に 図示した。二孔の鏡形石製模造品である。

SK239土 坑 第 195図

【位置・重複】F8グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。SK242、 SX61と 重複し本遺構が古い。【平面

形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 1.Om以上、東西 1.08m以 上である。【深さ

。断面形】深さは 15cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シル

トの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土した。

SK240土 坑 第 195図

【位置・重複】F8グ リッドに位置する。SX61と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方

向はN74° 一Eである。規模は、長軸 162m、 短軸 0.85mである。【深さ。断面形】深さは 23cmで、底面は細か

な起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シルトの単層で、炭化物が混入している。【遺

物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 4点出土した。
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第 194図  SK224～ 230。 233～ 237土坑 平面図・断面図
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遺構 土 色 土 性 備 考

15Y2/2黒褐色 少質シル ト
死黄褐色砂質ブロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

I 10YR3/2黒 褐色 少質シル ト
ヨ色粒子・炭化物粒子微量、灰貢褐色

少質シルトプロック少量含む。

I 10YR2/2黒 褐色 沙
自色粒子・灰黄褐色砂質シル トブロッ

ク少量含む。

I 10YR3/4暗 褐色 ひ質シルト
死黄褐色砂質シル ト多量、炭化物粒子・

先土粒子微量に含む。

I 10YR4/2灰 黄褐色 少質シル ト
司系色砂質シル ト多量、暗褐色シル ト

ブロック少量含む。

1 OYR3/3暗褐色 少質シル ト 写灰色シル トプロック含む。

遺構 冒む 土 色 土 性 備 考

I OYR 4/3に ぶい黄褐色 少質シル ト
楚化物粒子微量、黒色粘土ブロック・

音褐色シルトプロック含む。

I OYR 3/3晴褐色 砂質シル ト
琵化物粒子微量、褐灰色砂質プロック

等if^

I OYR 3/2黒褐色 シァレト ヨ色粒子微量、砂粒含む。

I OYR 4/2灰黄褐色 抄 音褐色シル トプロック含む。

I OYR 3/3暗褐色 砂 捷化物粒子少量、にぶい黄褐色砂。

2 OYR 4/3にぶい黄褐色 砂質シルト
少粒多量、暗褐色シルトプロック少

き含む。

I OYR 3/3暗 褐色 少質シル ト 島灰色シルト・自色粒子・焼土粒子含む
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SK241土 坑 第 195図

【位置・重複】F9グ リッドに位置する。SX25、 PT255と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形と

考えられ、長軸方向は N-12° 一Wである。規模は、長軸 0.68m、 短軸 05m以上である。【深さ。断面形】深さは

9cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層である。

【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 6点出土 した。

SK242土 坑 第 195図

【位置・重複】F7・ 8グリッドに位置し、南西側の調査区に延びる。SK239、 SX61と 重複 し、SK239よ り新しく、

SX61よ り古い。【平面形。規模】平面形は円形または楕円形 と考えられるが、長軸方向は不明である。規模は、

南北 09m以上、東西 1.04m以上である。【深さ。断面形】深さは 14cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断

面形は概ね皿状である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積 している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土

師器片が 1点出土 した。

SK265土 坑 第 195・ 196図  図版 50。 126

【位置・重複】E8グ リッドに位置し、北東側の調査区外に延びる。Ⅱb層検出のSK137に 削平される。【平面形・規模】

平面形は楕円形と考えられ、長軸方向はN59° 一Wである。規模は、長軸 0.83m以 上、短軸 046m以上である。【深

さ。断面形】深さは 18cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】4層に分けられ、

西側からの堆積である。【遺物】主に 1層から、非ロクロ土師器片が 41点出土 した。そのうち 2点を第 196図

に図示した。2(C-1138)は 広口甕で、体部最大径は口縁部より小さく、頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は直線

的に開く。3(C H39)は 小型甕で、体部は球状である。頸部は緩やかに屈曲し、口縁部は直立気味に外反する。

SK287土 坑 第 195図

【位置・重複】C3グ リッドに位置する。 Ⅱa層検出の SD66、 Ⅱb層検出の SK286に 削平される。【平面形・規模】

平面形は隅丸方形で、長軸方向は N-23° ―Eま たは N67° 一Wである。規模は南北 0,74m、 東西 073mで ある。

【深さ。断面形】深さは 36cmで ある。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形である。また北

東隅の底面に、深さ 6cmの ピットを有する。本遺構は掘 り込みの形状から、南側に隣接する。SK297と合わせて、

掘立柱建物跡と考えられたが、これ以上の展開は認められず、個別の土坑として扱った。【堆積土】2層に分けられ、

レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 1点出土 した。

SK292土 坑 第 195図

【位置・重複】B2・ 3グ リッドに位置する。SK302と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は不整形で、

長軸方向は不明である。規模は、南北 0.63m、 東西 068mで ある。【深さ。断面形】深さは 8cmで、断面形は皿

状である。また底面の南側に、深さ 16cmの ピットを有する。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層で、炭化物が

混入している。【遺物】出土していない。

SK294土 坑  第 195図

【位置。重複】C4グ リッドに位置し、 Ⅱb層検出の SD67に 削平される。【平面形。規模】平面形および、長軸方

向は不明である。規模は、南北 0,73m、 東西 0.28mである。【深さ。断面形】深さは 18cmで 、底面は丸みを帯び、

断面形は半円形である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土

師器片が 8点出土した。

SK297土 坑 第 195図

【位置・重複】C2・ 3グリッドに位置する。PT360と 重複 し本遺構が古い。またⅡb層検出の SX71に 削平される。

【平面形・規模】平面形は L字形で、長軸方向は N-62° ―Wである。規模は、長軸 0,93m、 短軸 0.67mである。【深
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さ。断面形】深さは 23cmで ある。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形である。また北西

隅の底面に、深さ 14cmの ピットを有する。【堆積土】黒褐色シルトの単層である。【遺物】出土していない。
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第 195図  SK238-242・ 265・ 287・ 292・ 294・ 297三上坑 平面図・ 断面図

芭3m#盈

o若墨穣造品・礫ξ

遺構 土 色 土 性 備  考

1 OYR3/3 暗褐色 少質シル ト
室色粒子・炭化物粒子微量、灰黄褐色

少質シル トプロック含む。

OYR3/2黒褐色 少質シル ト
こぶい貢褐色粘土少量、褐灰色砂蜜ラ

レトプロック・黒褐色粘土含む。

1 OYR3/2黒褐色 沙質シル ト
完化物粒子・ 白色粒子微量、灰黄褐色

沙質シル トプロック少量含む。

罷 41 1 10YR3/4暗 褐色 沙質シル ト 死黄褐色砂質シル トプロック少量含む。

K24
1 ЮYR4/2灰黄褐色 沙質シル ト え化物粒子・白色粒子微量に含む。

2 10YR4/1褐 灰色 沙質シル ト 天黄褐色シル トブロック少量含む。

10YR5/2灰 黄褐色 ンルト こぶい黄褐色ツ質シル トプロック含む。

2 ど5Y3/3暗オリープ褐色 占土質シル ト
こぶい黄褐色砂質シルトプロック少量

争む。

3 ]5Y3/1黒褐色 占土質ンル ト
こぶい黄褐色土砂質シルト粒子・炭化
加 子少量含む。

4 5Y3/2黒褐色 占土質シル ト こポい黄褐色砂質シル ト粒子少量含む。

o                                2m

lS‐ 1/601

遺構 土  色 土 性 備 考

1 10YR6/2灰 黄褐色 シタレト
こぶい黄橙色シルトプロック含む。

次分粒子少量含む。

2 10YR 6/1褐 灰色 佑土質シル
こぶい黄橙色シルトプロック・炭化物

位子少量含む。

1 25Y3/2黒 褐色 シアレト
灰黄褐色砂質シルトプロック含む、自

色粒子・炭摺物粒子微量に含む。

I 5Y3/1黄灰色 シルト
灰黄褐色砂質シルトプロック含む、自

色粒子微量に含む。

2 5Y3/2離 色 シルト
灰黄褐色砂質シル トプロック・暗灰黄

色粘土質シル トプロック含む、自色粒

子微量に含む。

1 5Y3/1黒 褐色 シァレト
灰黄褐色～褐灰色砂質シル トプロック

含む。
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―∞ 普〇

lS‐ 1/2)

0                     10cm

lS‐ 1/3)

3(C-1139)

No 遺構 層位 種別 。種類 長さ lcm)× 幅 lcml× 厚さ lcllll 重き

`』

石材 備考 写真図版 登録番号

1 SK238 堆積土 石製品・石製模造品 (鏡 ) 215× 215× 03 rt板岩 目版 1261

No 遺 構 遺構 ヨ径 lml× 底径 lmlX器 高 lcnl 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

2 SK265 唯積土 (285>×一×(131) ヨコサデ・ヘラナデ ヘラナデ・ヨコナデ ]版 1262
3 SK265 堆積土 土師器・小型甕 126>X― X164) ヨコナデ・ヘラチデ ヘラナデ・ヨヨナデ 雪版 126-3

第 196図 SK238・ 265土坑 出土遺物

SK299上 坑  第 197図

【位置・重複】C4グ リッドに位置し、Ⅱb層検出の SD37に 削平される。【平面形。規模】平面形は楕円形と考えられ、

長軸方向は N9° ―Wである。規模は、長軸 098m以上、短軸 035m以 上である。【深さ。断面形】深さは 25cmで、

底面は緩やかな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層である。【遺物】出土 し

ていない。

SK300 E上坑  第 197図

【位置。重複】B2グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N25° 一Eで ある。規模は、

長軸 0.52m、 短軸 0.4mである。【深さ・断面形】深さは 25cmで、底面の幅は狭 く、断面形は南北方向で逆台形、

東西方向では V字形である。【堆積土】にぶい黄褐色シル トの単層で、炭化物が混入 している。【遺物】出土 し

ていない。

SK301土 坑 第 197図

【位置・重複】C3グ リッドに位置 し、Ⅲ層検出の SX72に 削平される。【平面形。規模】平面形は不整形で、長軸

方向は不明である。規模は南北 083m、 東西 0,93mで ある。【深さ・断面形】深さは 10cmで、底面は緩やかな

起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層で、炭化物や焼土粒子が混入している。

【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 1点出土した。

SK302土坑  第 197図

【位置・重複】B2・ 3グ リッドに位置する。SK292と 重複し本遺構が古い。またⅢ層検出のSX75に 削平される。【平

面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 0.62m以上、東西 0.6m以上である。【深

さ。断面形】深さは 4cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色シル

トの単層である。【遺物】出土していない。
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遺構 土 色 土 性 備  考

I 3/1黒褐色 シ,レ ト
足黄褐色砂質シル トプロック含む、自

ヨ粒子微量に含む。

l OYR4/3に ぶい黄褐色 シルト
疋自色粘土質シル トブロック少量、炭

ヒ物粒子微量に含む。

第 197図 SK299～ 302土坑平面図・断面図

5)性 格不 明遺構

SX12性格不明遺構 第 198。 199図  図版 126

【位置。重複】H13・ 14グ リッドに位置する。SD14と 重複し本遺構が古い。【平面形。規模】平面形は楕円形と考

えられ、長軸方向はN50° ―Eである。規模は、長軸 2.85m以上、短軸 303mで ある。【深さ。断面形】深さは

40cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】砂ないし、砂質シル トが主体

で、5層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 115点、須恵器片 20点、

馬歯 1点が出土している。そのうち 1点を第 199図 ■(C-699)に 図示した。小形壼の頸部片で、頸部は上方に屈

曲し口縁部は直立気味に立つ。

fT

|

lS‐ 1/601

遺構 土  色 土 性 備  考

K301 1 OYR2/2黒褐色 シフレト
疋黄褐色砂質シル トブロック含む、炭

ヒ材・炭化物粒子。焼土粒子微量に含む。

lK302 1 5Y3/2黒褐色 シルト
疋黄褐色砂質シル トプロック多量、自

ヨ粒子微量に含む。

遺構 雪衛 土 色 土 性 備  考

SX12

1 5Y3/3暗オリープ褐色 砂

2 :5Y5/3黄褐色 砂

3 5Y4/2暗黄褐色 砂質ンルト 疋白色シルトブロック層状に混入する。

4 10YR4/5にぶい黄褐色 砂
と体となる砂粒の粒子は粗い。灰白色シ

レトプロック少量含む。

5 10YR2/2黒 褐色 砂質シルト え化物粒子多量に含む。

o                     2n
|

lS‐ 1/60)

第 198図  SX12性格不明遺構平面図・断面図

o                     10cm

lS 1/31

Y   tt3n  tl
市3m≒

14

No l遺 構 層位 種別・器種 ヨ径 lcml× 底径 lcnllX器 高 lml 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

I I SX12 堆積土 と師器・小型壺 ヨヨナデ・ヘラミガキ 七押え・ ヨコナデ 瓢版 1264

第 199図 SX12性格不明遺構 出土遺物

SX25性格不明遺構 第 200・ 201図  図版 51・ 126

【位置・重複】F8。 9グ リッドに位置する。 Ⅱb層検出の SK126・ 152・ 163・ 164。 173、 PT143お よび、Ⅲ層検

出の S19・ 16、 SK179。 186に 削平される。本遺構は、Vb層検出の S113と 外形が一致 してお り、S113が完全

に埋没する前にVa層 が堆積 し、そこにできた落ち込みと考えられる。【平面形・規模】平面形は隅丸方形で、長
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軸方向は N19° 一Wである。規模は、長軸 7.lm、 短軸 6.5mである。【深さ・断面形】深さは 54cmで、底面は

丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】7層 に分けられ、レンズ状に堆積 している。【遺物】主に 2層 中か

ら非ロクロ土師器片 380点 、須恵器片 2点、石製品 2点 が出土 した。そのうち 4点を第 201図 に図示 した。

1(C-1155)は 丸底の邪で、国縁部は直線的に開き、体部との境に稜を有する。2(C l149)は 甕で、体部は球状である。

頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は外反 して開 く。3(C― H48)は小型長胴甕で、頸部は緩やかに屈曲し、口縁部

は外反 して開く。外面には縦位のハケメが施されている。41K-149)は 黒曜石の原石で、外面は風化している。

● 上師器

I~iS■ 3上端ライン

″″

76m4

多
lS‐ 1/601イ

|ク

第 200図 SX25性格不明遺構 平面図・断面図

遺構 土  色 土 性 備 考

Ⅸ2G

1 OYR4/4褐色 少質シルト
にぶい黄褐色砂質シル トプロック多量
に含む。

2 tOYR4/2灰 黄褐色 沙質シル ト
天黄褐色砂質シル トプロック多量、に
ぶい黄褐色砂質シル トプロック少量含
む。

3 10YR3/3贈褐色 沙質シル ト ミ褐色粘土質シルトプロッタ含む。

4 10YR4/3に ぶい黄褐色 沙質シル ト
え黄褐色土砂質シル トプロック・黒褐
色粘土質ンル トブロック含む。

遺構 雷も 土 色 土  性 備 考

SX25

5 :5Y5/2暗灰黄色 シルト
にぶい黄橙色砂質シル トプロック・黒

褐色粘土質ンル トプロック含む。

炭化物粒子微量に含む。

10YR 2/1 黒色 粘土 砂粒少量、炭化物粒子微量に含む。

7 15Y3/1黒褐色 粘土 砂粒含む。
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llC l155)

21C■ 1491 0
lS‐ 1/3)

4((149)

10cm

No 遺構 層 位 種別 。器種 コ径 lcnll× 底径 lcml× 器高 (m 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

SX25 2層 土師器・不 162× 60× 59 ラケズリ・ヨヨナデ ラケズリ・ナデ ヘラミガキ・ 黒 色処 理 目1板 1265

2 SX25 2層 土師器・甕 ―×一×(160) ラヽケズリ・ヨヨナデ・ヘラ彰げ4 ヘラナデ・ハケメ・ヨコナデ 至チ板 126‐ 6

3 SX25 2層 土師器・小型長胴甕 <152>X44× 177 ヘラケズリ・ヨコナデ・ハケメ ナ デ ラナデ・ヨコナデ 目版 126‐ 7

遺構 層位  1  種別 。種類 長さにml× 幅にml x厚 さωω 重さ ω 石材 備考 写真図版 登録番号

4 SX25 2層  1礫・原石 3X515× 368 黒曜石 図版 126‐ 8

第 201図  SX25性格不明遺構 出土遺物

SX26 1生 格不明遺構  第 202ヘツ204図   図版 51・ 126・ 127

【位置。重複】F10・ Hグ リッドに位置 し、北側の調査区外に延びる。S110、 SK97、 PT105～ 107と 重複 し本遺

構が新 しい。またⅡa層検出の SD H、 SK86、 SR2、 PT89。 108に 削平され、壁の立ち上が りなど外形部分は

遺存 していない。【平面形・規模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北 5,lm、 東西 6.3mである。【深

さ・断面形】検出面より 15cm下層から、平坦で竪穴住居跡の床硬化面 と同様の面が検出されている。このため

住居跡である可能性も考えられたが、硬化面以外に住居跡に付帯する諸施設が検出されなかったため、住居跡

とはしなかった。断面形は不明である。硬化面下の掘 り方部分までの深さは、55cmで ある。【堆積土】20層

に分けられ、 1～ 3層がこの硬化面直上までの堆積である。4～ 13層 はピットの堆積土で、14～ 20層 が掘 り

方埋土となる。掘 り方は、検出範囲の中央部分を一段深 く掘 り込んでいる。【遺物】硬化面の上面から炭化材と

共に土師器などがまとまって出土した。硬化面の下層からは、石製模造品が出土 し、深掘 りされている部分か

らは、焼土ブロックと共に土師器がまとまって出土 した。非ロクロ土師器片 675点、須恵器片 3点、鉄製品 1

点、土製品 2点、石製品 2点、石製模造品 3点、馬歯 2点、琥珀片 2点である。そのうち 10点を第 204図に

図示 した。 1・ 2(C865。 866)は 郷である。1(C-865)は 浅い丸底で、体部 との境の稜は緩やかである。2(C-866)

は平底で、頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は開 く。3(C863)は 鉢で、体部は直線的に立ち上が り、口縁部に

至る。4・ 5(C855・ 857)は長胴甕である。4は体部中程に最大径を持ち、頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は

外反する。体部外面と口縁部内面に、ハケメが施される。5は頸部との境に段を有する。61P040)は円筒形の土

製品で、カマ ドの支脚 と考えられる。71K-101)は 黒曜石製のスクレイパーである。8(Ke-088)は剣形石製模造品、

9・ 10(Ke-089・ 090)は二孔の鏡形石製模造品である。
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位置 土  色 土 性 備  考

化

上

硬

面

lCIYR3/2 黒褐色 ンタレト 灰黄褐色シル トプロック少量、炭化材
・炭化物粒子微量に含む。

2 10YR3/3 晴褐色 r17・ 管 シル ト 吸黄褐色シル トプロック含む。

3 10YR2/1 黒色 シルト 吸黄褐色シル トブロック・炭化物粒子

含む。

10YR3/4 暗褐色 ひ質シルト
死白色粘土質シル トプロック少量、炭

ヒ材微量に含む。

5 10YR4/3 とこぶい黄褐色 少質シル ト
疋褐色シル トプロック・炭化材少量含
lj。

6 ЮYR4/3 灰黄褐色 少質シル ト
死黄褐色シル トプロック少量、炭化物

笠子微量に含む。

7 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂

8 〕5Y4/1 黄灰色 少質シル ト 売化物粒子微量に含む。

9 ど5Y4/2 暗灰黄色 砂

位 置 土 色 土  性 備 考

10YR3/2 黒褐色 告土質シル ト 天黄褐色砂質シル トブロック少量含む I

11 OYR5/2 灰黄褐色 沙質シァレト 灰黄褐色砂質シル ト粒子多量に含む。

OYR3/4 暗褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シル ト粒子含む。炭化物

粒子少量含む。

!5Y4/1 黄灰色 沙質シル ト 焼土粒子微量に含む。

屈り方

10YR4/2 灰黄褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック多量、炭

化材少量含む。

10YR4/1 褐灰色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック多量、暗

灰色粘質シル トブロック少量含む。

10YR2/2 黒褐色 少質シアレト
灰黄褐色砂質シアレトプロック・炭化材

含む。

17 ЮYR2/2 黒褐色 少質シル ト
3層に類似するが、焼土プロックが混

入 している。

オ5Y4/2 暗灰黄色 少質シアレト
暗灰黄色砂質ンルトブロック密、暗灰

色粘土質シルトブロック少量含む。

,YR4/2 灰褐色 告土質シル ト焼土プロック多量、厠 ピ物粒子少量含む(

オ5Y2/1 黒色 告土 財 B物粒子多量、焼止プロック少量含む

ア /



2(C-866)

3(C-863)

5(C-857)

6(P-040)

0                     10cm

lS‐ 1/31

‐０
々 7(降 101)

0                     5cm

lS‐ 2/3)

∞ 飲ヽ
…

9(Ke‐089)

―け
CEl― 10

鼠
図
曰
曰
蒻
目

一

8(Ke-088)

に

10(Ke-090)

0                5cm

lS‐ 1/2)

No 遺構 層位 種別・ 器種 コ径lcml× 底径lcnllX器 高e� 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

SX26 掘 り方 と師器・郷 157× 32× 45 ヨコナデ ラヽケズリ ラヽミガキ 霊∫板 26‐ 9 C,865

2 SX26 唯積土 (110〉 ×20× 48 ラヽケズリ・ヘラナデ・ヨコチラ ラヽケズリ ラナデ・ヨコナデ ヨ版 26‐ 10 C-866

3 SX26 唯績土 (164〉 ×〈90〉 ×92 ラナデ・ヨヨナデ ラヽケズリ ラナデ・ヨヨナデ 圏∫板

4 SX26 唯積■ 163× 62× 305 ラヽケズリ・ハケメ・ヨコナデ ラヽナデ ケヽメ・ヘラナデ・ヨコナデ 劉版 27-1 C-855

5 SX26 堆積土 と師器 '長胴甕 ―×一 X(145) ケヽメ・ヨヨナデ ヨヨナデ・ヘラナデ 圏版 C-357

遺構 層位 種別・種類 長さ lcml X tt lCnll X厚さ lcml 重さ 働 備考 写真図版 登録番号

6 SX26 掘 り方 と製品・ カマ ド支脚 i69)× 〈5C≫  × 〈50 12301 四版 1273

No 遺構 層位 種別・種類 長さ にml× 幅 にm)x厚 さにml 重きω 石初 備考 写真図版 登録番号

7 SX26 堆積土 丁製石器・ スクレイパー 1× 24X12 黒曜石 電問魔127-4 K‐ 101

SX26 掘り方 561× 295× 035 (104) 緑色片岩 ]周碇127-5 Ke‐ 088

SX26 掘り方 30× 33X05 蛇紋岩 127-6 Ke-089

SX26 掘り方
=製

品・石製模造品 (鏡 26× 28X03 緑色片岩 ]周死127-7 Ke 090

第 204図 SX26性格不明遺構 出土遺物
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SX27性格不明遺構 第 205・ 206図 図版 52・ 127

【位置。重複】E・ F9グ リッドに位置する。SK91・ 92、 PT100と 重複 し本遺構が古い。またⅡb層検出の SK81、

Ⅲ層検出の S19お よび、撹乱に削平される。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N-25° ―Wである。

規模は、長軸 4.25m、 短軸 4.lmである。【深さ・断面形】深さは 31cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断

面形は概ね皿状である。【堆積土】堆積土は 3層 に分けられ、レンズ状に堆積する。2層中には、薄い灰層が堆

積する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 109点、須恵器片 2点 が出土 した。そのうち 2点を第 206図

に図示 した。1(C-876)は 土師器鉢の底部片で、内面にヘラミガキが施される。2(C-871)は 長胴甕の国縁から肩

部片で、頸部はくの字状に屈曲する。

南8n―≒る

束 9m
苗2m北

第 205図 SX27性格不明遺構平面図・断面図

lS‐ 1/3)

耳
Ч
日
ゃド

遺構 土 色 土  性 備 考

,X27

1 OYR3/2 黒褐色 砂質シル ト
炭化物粒子少量、灰黄褐色砂質シルト

プロック含む。

2 OYR5/2 灰黄褐色 鮨質シル ト 砂粒少量、炭化物粒子微量に含む。

3 OYR3/3 暗褐色 七土
砂粒・黒褐色土シルトプロック少量含
む。

2(C-871)

遺構 層位 種別・ 器種 日径 lml× 底径 lonl X器 百 1ml 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SX27 堆積土 土師器・鉢 ×48× (29) ナデ・ヘラナデ ヘラナデ ラヽミガキ コ門反127‐ 8

SX27 堆積土 193>X― ×(88) ヨコナデ・ヘラナデ・ヘラケズ ラナデ・ヨコナデ �洵叉127‐ 9

第 206図 SX27性格不明遺構 出土遺物
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SX28性 格不明遺構 第 207図

【位置。重複】GHグ リッドに位置する。SD32と 重複 し本遺構が新 しい。またⅡa層検出の SDll、 SR2、 Ⅱb層

検出の SD23お よび、試掘坑に削平される。【平面形。規模】平面形は不明である。長軸方向は西辺から N-2° ―W
である。規模は、長軸 23m以上、短軸 1.22m以 上である。【深さ。断面形】深さは 28cm、 壁は緩やかな角度で

立ち上がり、断面形は皿状 と考えられる。【堆積土】堆積土は 2層 に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】

堆積土中から須恵器片が 9点出土した。

SX29性格不明遺構 第 207・ 208図 図版 127

【位置。重複】Gllグ リッドに位置する。SD32と 重複 し本遺構が新 しい。またⅡa層検出の SR2、 Ⅱb層検出の

SD23お よび、試掘坑に削平される。【平面形・規模】平面形は不明である。長軸方向は東辺からN14° 一Wである。

規模は、長軸 2.15m以上、短軸 2.55m以上である。【深さ。断面形】検出面より20cm下 層から、平坦で住居の

床硬化面と同様の面が検出されている。硬化面下の掘 り方部分までの深さは、46cmで ある。このため本遺構は、

住居跡である可能性も考えられたが、硬化面以外に住居跡に付帯する諸施設が検出されなかったため、住居跡 と

はしなかった。【堆積土】堆積土は 7層 に分けられ、 1～ 3層 がこの硬化面までの堆積土、4～ 7層が掘 り方埋

土となる。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 28点、須恵器片 2点、鉄滓 1点、石製模造品 1点が出土 した。

そのうち 1点を第 208図 ■(Ke-091)に 図示した。二孔の鏡形石製模造品で、硬化面下層の 4層中から出土 した。

77mピ当 77m｀

|

6‐ 1/60)

第 207図 SX28・ 29性格不明遺構 平面図・断面図

忌斡―域
lS‐ 1/2)

遺構 土 色 土 性 備 考

SX28

1 OYR3/2 黒褐色 沙質シル ト 天黄褐色砂質シル トブロック少量含む。

2 OYR3/3 暗褐色 砂質シル ト
炭化材微量、灰黄褐色砂質シル トブロ

ック含む。

SX29

1 OYR2/2 黒褐色 佑土質シル ト
完土粒子微量、黒色粘土質シル トプロッ

ク・灰黄褐色砂質シル トプロック含む。

2 OYR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト

灰黄褐色砂質シル トブロック多量、炭

化物粒子・焼土粒子微量、灰色ンル ト

ブロック含む。

遺構 ご亀 土  色 土 性 備  考

3 10Ⅵも/2 黒褐色 砂質シル ト

三ぶい黄褐色シル トプロック少量、炭

ヒ材・炭化物粒子微量、灰黄褐色砂質
/ル トプロック含む。

4 OYR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト 疋自色シル トプロック少量含む。

5 OYR5/2 灰黄褐色 砂質シル ト
て白色シル トプロック多量、黒褐色シ

レトブロック少量含む。

OYR3/2 黒褐色 少質シル ト 天白色シル トブロック多量に含む。

7 OYR2/2 黒褐色 沙質シル ト シル トプロックは含まれない。

-220-

No l 遺構  1 層位 種別・種類 長さlclnl× 幅にm)× 厚さlc→   1   重さlg) 石材 備 考 写真図版 登録番号

1 1 SX29 1掘 り方 ξ製品・石製模造品 (鏡 ど0× 205× 035               120 粘板岩 電版 127‐ 10

第 208図 SX29性格不明遺構 出止遺物



SX53性 格不明遺構 第 209。 210図 図版 52・ 128

【位置。重複】F10グ リッドに位置 し、北東側の調査区外に延びる。PTl15と 重複し本遺構が新しい。またⅡa層

検出の SR2に 削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-86° 一Wである。規模は、長軸 2.45m、

短軸 16m以上である。【深さ・断面形】検出面からの深さは 20cmで あるが、調査区北壁では 40cmで ある。底

面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】堆積土は 6層 に分けられ、レンズ状に堆積している。 1・ 3層

中には、多量の灰が混入する。【遺物】主に 1層 中から出土している。また本遺構の東側、検出面よりやや高い

位置からも炭化材や灰と共に土師器片が出土 しており、これらの遺物も本遺構に関連すると考えられる。非ロク

ロ土師器片が 197点出土 した。そのうち 2点を第 210図 に図示 した。 1(C881)は 土師器の大型の雰で、口縁部

は外反 して開き、体部 との境に稜を有 し、内面は黒色処理が施されている。2(C880)は 土師器の長胴甕で、頸

部は緩やかに屈曲し、国縁部は外反 して開く。体部の中程に最大径を持ち、外面にはヘラミガキが施される。

SX54性 格不明遺構 第 209図

【位置。重複】GH。 12グ リッドに位置する。SD32、 SX28と 重複 し本遺構が古い。またコb層検出の SD H。 23

に削平される。【平面形。規模】平面形は東西方向に細長い溝状で、長軸方向はN80° 一Eで ある。規模は、長軸 72m

以上、短軸 165mである。【深さ。断面形】深さは 42cmで、壁は緩やかな角度で立ち上が り、断面形は皿状である。

【堆積土】堆積土は 3層 に分けられ、レンズ状に堆積 している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点

出土した。

前3m+t。

遺構 雪位 土  色 土 性 備  考

SX53

1 25Y6/3 にぶい黄色 ンルト 灰夢量、炭化材少量、砂粒含む。

10YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト 災黄褐色砂質シル トプロック少量含む。

3 25Y5/3 黄褐色 ンルト 灰多量、灰黄褐色シル トブロック含む。

判 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト
灰黄褐色砂質シル トブロック・灰プロ

ック含む。

5 10YR4/2 灰黄褐色 砂 炭化材少量含む。

10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 砂粒含む。

SX54

1 10YR3/4 暗褐色 砂質シル ト 嗜灰色粘質シル トブロック少量含む。

2 10YR4/3 暗褐色 ン,レ ト 黄褐色～灰白色シル トブロック含む。

3 10YR4/3 暗褐色 ン,レ ト 黄褐色～灰白色シル トプロック含む。

前2m≒
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匠]1層範囲

匠]3層範囲
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第 209図 SX53・ 541性格不明遺構 平面図・断面図
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No l遺 構 1屑位 種別・器種 口径 lanl× 底径 lonl× 器高 lcrll 外面 底面 内面     1 写真図版 登録番号

1 1SX531 1層 土師器・ 不 205× ――X(79) ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラミガキ・ 黒色処理   1図版 1281 C-881

2 1SX531 1層 土師器・ 長胴甕 167× 73× 322 ヨコナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ ヘラケズリ ヨコナデ・ヘラナデ    1図版 1282

第 210図  SX53性格不明遺構 出土遺物

SX61性格不明遺構 第 2H～ 213図 図版 52・ 128

【位置。重複】E・ F7'8グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。SD43・ 44、 SK224・ 225。 227・ 239。

240・ 242と 重複 し本遺構が新 しい。またⅡb層検出の SK123・ 132・ 160に 削平される。【平面形。規模】平面

形は隅丸方形と考えられる。長軸方向は北西辺からN-53° 一Eで ある。規模は、長軸 58m以上、短軸 6.lmで ある。

【深さ・断面形】深さは 30cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】堆積土

は 7層 に分けられ、東側からの堆積である。【遺物】主に堆積土下層から非ロクロ土師器片 175点、須恵器片 1点、

石製模造品 1点、琥珀片 1点が出土 した。そのうち 8点を第 212・ 213図 に図示 した。第 212図 1(C■ 166)は

丸底の土師器の野で、日縁部と体部の境には稜を有する。2(C― H59)は 土師器の壺で、頸部はくの字状に屈曲し、

国縁部は外反して開く。3～ 7(C l170～ 1174)は手捏ねのミニュチュア土器である。第 213図 ■(Ke 128)は 二

孔の鏡形石製模造品である。

SX64性格不明遺構 第 214図

【位置・重複】D6・ 7グ リッドに位置する。SK207・ 210、 PT217と 重複 し、本遺構が古い。またⅡb層検出の

SK195、 PT194に 削平される。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N87° 一Wである。規模は、長軸

5,Om以上、短軸 1.36mで ある。【深さ。断面形】深さは 10cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概

ね皿状である。【堆積土】暗褐色砂質シル トの単層で、炭化物が混入している。【遺物】出土 していない。
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第 211図 SX61性格不明遺構平面図・断面図
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第 212図 SX61性格不明遺構 出土遺物 (1)

71C■ 174)         lS‐ 1/3)
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遺構 土  色 土 性 備 考

SX61

ЮYR3/3 暗褐色 シ,レ ト
黒褐色粘土ブロック・灰黄褐色砂質シ

ウトプロック少量、炭化物粒子微量に

訂む。

15Y3/3 暗オリープ褐色 ン,レ ト
とぶい黄褐色土砂質シル トブロック多

重、炭化物粒子微量に含む。

を5Y3/よ 黒褐色 シ,レ ト
ミ色粘土プロック少量、炭化物粒子微

き、灰黄褐色砂質シル トプロック含むて

4 1044/2 灰黄褐色 砂
尋灰色砂ブロック多量、炭化物粒子微

重に含む。

遺構 土  色 土  性 備 考

SX61

5 10YR 3/2黒褐色 シルト
にぶい黄橙色ンルトプロック少量、褐

灰色砂プロック・黒色粘土プロック含
む。

6 10YR 2/1黒色 粘 土

黒色粘土ブロック多量、灰黄褐色砂質

シルトブロック・褐灰色砂ブロック少

量、炭化物粒子微量に含む。

10YR 2/3黒 褐色 砂質シル ト

褐灰色砂ブロック、灰黄褐色砂質シル

トブロック・黒色粘土ブロック少量、

炭化物粒子微量に含む。

4(C-1171) 5(C-1172)

2(C-1159)

No十 遺構 層位 種別・器種 日径 lml× 底径 mX器 高 lml 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SX61 堆積土 ■師器・外 (138>× 一 ×(50) ヘラケズリ・ヨヨナデ ラケズリ ヘラ ミガキ・黒色処理 圏版 28‐3

2 SX61 堆積土 土師器・重 30×一×(65) ヨコナデ・ヘラミガキ 含三字季ムすて努キ 圏版

3 SX61 堆積土 山師器・ミニュチュア土器 <82>× 64X65 ナデ・ヘラケズリ ヘラケズリ ナ デ コ版 28-5

SX61 唯積土 山師器・ ミニュチュア土器 ×32X(76) 指 押 え・ナ デ ヘラナデ ナデ・ヘラナデ 雪版

5 SX61 堆積土 ■aTA・ ミニュチュア土器 X40X(35) iヘ ラナデ ヘラナデ ヘラナデ 図版 28-7

6 SX6J 堆積土 土師器・ミニュチュア土器 7× 30× 31 |ナ デ・ヘラナデ ナ デ ナ デ 図版

7 SX61 畦積土 土師器・ミニュチュア掛 X33× (24Ⅲ ヘラナデ ヘラナデ ナ デ 図版
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No l 遺構 層位  1  種別・種類 長さにInl× 幅tnal× 厚さにml  i   重さlRl   l    石材 備考 写真図版 登録番号

1  1  SX61 堆積土 十石製品・石製模造品 (鏡 : 8× 39× 045            76        1粘 板岩 コ1仮 128-10 (e-128

第 213図  SX61性格不明遺構 出土遺物 (2)

商6n北
6

南6n札
7

前9m鵠
6

遺橋 土 色 土  性 備  考

SX6ィ 10YR3/3暗 褐色 砂質シアレト
疋黄褐色砂質シル トブロック少量、炭
ヒ物粒子・自色粒子微量に含む。

第 214図  SX64性格不明遺構平面図・断面図

5)小 溝状遺構群

SSD2小溝状遺構群 第 215図 図版 52

【位置。重複】G9・ 10グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。SD21・ 40、 PT438と 重複し本遺構が古い。

またⅡb層検出の SD29に 削平される。【範囲】刈ヽ溝は合計 21条検出され、小溝同士の重複関係および、主軸方

向から、a～ e群に分類した。a群は 5条、b群は 4条、c群は 3条、d群は 6条、e群は 3条の小溝で構成される。

またaob・ c群は互いに重複し、a群が新しく、c群が最も古い。小溝 a～ e群全体の範囲は、南北 434m以上、

東西 97mである。

SSD2-a群 第 216図

【方向・規模】主軸方向はN19° ―W～ N-2° ―Eで、範囲は南北 255m以上、東西 2.62mで ある。最大長は

SSD2-a― ③の 2.55m以 上、幅は0.1～ 0.67m、 小清の間隔は0,18～ 0,78mで、平均は0,48mである。【深き・断面形】

深さは 2～ 14cmで ある。底面は細かな起伏を有するが、断面形は逆台形ないし、皿状である。明瞭な工具痕は

検出されなかった。【堆積土】暗灰黄褐色シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器の細片 123点、

須恵器の細片 47点が出土している。

SSD2-b群  第 216図

【方向。規模】主軸方向は N-16° 一W～ N-1° ―Wで、範囲は南北 414m、 東西 374m以上である。最大長は

SSD2-b③の36m以上、幅は0.16～ 064m、 小清の間隔は0.53～ 1.15mで、平均は 0.85mで ある。【深さ・断面形】

深さは 2～ 35cmである。底面は細かな起伏を有するが、断面形は逆台形ないし、皿状である。明瞭な工具痕は

検出されなかった。【堆積土】暗灰黄褐色シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器の細片 11点、

須恵器の細片 19点が出土している。

SSD2-c群  第 216図

【方向・規模】主軸方向は N-29° ―W～ N-10° 一Wで、範囲は南北 377m以 上、東西 202mで ある。最大長は
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SSD2c ③の 3.7m以上、幅は03～ 084m、 小溝の間隔は 05～ 0,7mで、平均は 0.6mである。【深さ。断面形】

深さは 2～ 25cmで ある。底面は細かな起伏を有するが、断面形は逆台形ないし、皿状である。明瞭な工具痕は

検出されなかった。【堆積土】暗灰黄褐色シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器の細片 17点、

須恵器の細片 20点 が出土している。

SSD2-d群 第 217図

【方向・規模】主軸方向はN20° ―W～ N-13° ―Wで、範囲は南北 ■7m以上、東西 395mで ある。最大長は

SSD2 d ③の 127m以上、幅は 0。 18～ 0.8m、 小溝の間隔は0.6～ 09mで、平均は079mである。【深さ・断面形】

深さは 2～ 27cmで ある。底面は細かな起伏を有するが、断面形は逆台形ないし、皿状である。明瞭な工具痕は

検出されなかった。【堆積土】暗灰黄褐色シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器の細片 17点、

須恵器の細片 7点が出土している。

SSD2-e群  第 217図

【方向・規模】主軸方向は N-1° ―W～ N-3°  Eで、範囲は南北 上83m以上、東西 1,75mで ある。最大長は

SSD2-e一 ②の 155m以上、幅は 02～ 0.76m、 小溝の間隔は 057～ 078mで、平均は 0.67mである。【深さ。断面形】

深さは 5～ 28cmで ある。底面は細かな起伏を有するが、断面形は逆台形ないし、皿状である。明瞭な工具痕は

検出されなかった。【堆積土】暗灰黄褐色シル トの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器の細片 32点、

須恵器の細片 10点が出土している。

前2n≒
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lS‐ 1/601

第 215図  SSD2小溝状遺構群平面図・断面図 (1)

げス圃）
蜘

岸・
⑥

‐

③④③

遺構 土 色 土 性 備 考

SSD2 25Y4/2 暗灰黄色 シアウト 砂粒・ 白色粒子少量含む。
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第 217図  SSD2可 溝ヽ状遺構群 平面図・断面図 (3)

SSD3小溝状遺構群 第 218図

【位置。重複】D oE5・ 6グ リッドに位置する。SK228と 重複 し本遺構が新 しい。またⅡb層検出の SX63、 Ⅲ層

検出の SK2 H、 PT214に 削平される。【範囲】4条の小溝で構成され、範囲は南北 492m、 東西 52mである。【方

向・規模】主軸方向は N86° ―W～ N-74° 一Wで ある。最大長は SSD3-②の 40m、 幅は 0.08～ 068m、 小溝の

間隔は 117～ 1,7mで、平均 141mで ある。【深さ。断面形】5～ 13cmである。底面は細かな起伏を有するが、

断面形は逆台形ないし、皿状である。明瞭な工具痕は検出されなかった。【堆積土】SSD3 ①は 2層 に分けられ、

レンズ状に堆積 している。SSD3-②～④は暗褐色シル トの単層である。【遺物】SSD3-① o④ の堆積土中から非ロ

クロ土師器片が 11点が出土している。
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第 218図  SSD3小溝状遺構群 平面図 。断面図
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位置 土  色 土  性 備 考

①

10YR 3/3暗 褐色 シ,レ ト
ヨ色粒子・ 炭化物粒子微量、灰黄褐色

少質シル トプロック少量含む。

2 10YR 4/3に ぶい黄褐色 シ,レ ト
にぶい黄褐色シルトプロック多量、白

色粒子微量に含む。

位置 土  色 土 性 備 考

D・ 1 OYR3/3 暗褐色 シアレト
自色粒子微量、にぶい黄褐色シル トプ

ロック含む。

④ CIYR3/3暗褐色 シアレト
にぶい黄褐色砂賓シル トフロック・褐

灰色粘土質プロック含む。

SSD3小溝状遺構群堆積土註記表

SSD6小溝状遺構群 第 219・ 220図  図版 52

【位置。重複】C・ D4・ 5グ リッドに位置 し、SB3、 SD89、 PT331・ 332・ 350・ 351・ 353と 重複 しSB3、 SD89よ

り新しく他より古い。またⅡa層検出の SD38、 SX70、 Ⅱb層検出の SD37、 PT316、 Ⅲ層検出の SX65、 PT327

に削平される。【方向・規模】主軸方向は N-9° 一W～ N-7° 一Eで、範囲は南北 10.64m以上、東西 11.14m以上

である。最大長は SSD6-③の 10.3m以 上、幅は 02～ 0.48m、 小溝の間隔は 0.6～ 2.2mで、平均 1.36mで ある。

【深さ・断面形】深さは 5～ 21cmで ある。底面は細かな起伏を有するが、断面形は逆台形ないし、皿状である。

明瞭な工具痕は検出されなかった。【堆積土】黄灰色、暗褐色、黒掲色シル トの単層である。【遺物】SSD6-① 。

③～⑤・③の堆積土中から非ロクロ土師器片が 14点 出土 している。
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75m当  ⑥ ⑤   ⑥ ◎
淫   75m名 ⑤ ⑥ ⑦ ③

崖

75m当  ①
崖

位置 土 色 土 性 備  考

① 1 」5Y3/3暗オリープ褐色 シアレト
灰黄褐色砂質シル トブロック含む、

自色粒子・焼土粒子微量含む。

② 1 5Y4/1黄 灰色 ンフレト
褐灰色砂質シル ト少量、自色粒子微量

に含む。

③ 1 B5Y3/2黒褐色 シ,レ ト
灰黄褐色砂質ンル トプロック多量、自

色粒子微量に含む。

④ 1 10YR3/2黒褐色 シ,レ ト
灰黄褐色砂質シル トブロック、自色粒

子微量に含む。

⑤ ! :5Y3/2黒褐色 シ,レ ト
灰黄褐色砂質シル トブロック少量、自

色粒子微量に含む。

③ 1 ]5Y3/2黒褐色 シ,レ ト
灰黄褐色砂質シルトプロック少量、自

色粒子微量に含む。

第 220図 SSD6小溝状遺構群 断面図 (2)

7)ピ ット

Va層からは、96基のピットが検出された。柱穴列や掘立柱建物跡を構成する可能性も考慮 し調査 したが、

何れについても規則性を持って並ぶものではなかった。ここでは次の観察表にして掲載した。なお出土遺物は細

片が多く、掲載遺物はない。

第 3表 Va層 検出ピット観察表 (1)
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◎⑦⑥⑤

位置 土  色 土 性 備  考

⑦

1 10YR 3/4暗 褐色 つレト
天黄褐色砂質シル トブロック含む。白
圭粒子微量に含む。

2 10YR 3/4暗 褐色 ンルト
基本的に 1届 と同じだが、灰黄褐色砂

質シル トプロックの混入量がやや夕い。

③ 1 10YR 3/3 1音 褐色 ンルト
褐灰色シル トプロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

③

1 10YR 2/2黒 褐色 少質シル ト
ヨ色粒に 。褐灰色シル トブロック微量

[含む。

2 10YR 4/2灰 黄褐色 少質シル ト B灰色シルトプロック少量含む。

遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

層位 土色 土性 備考 避物 重複
深 さ

PT46 115 円形 20   ×   22 11 :D14よ り新しい。

PT54 橋円形 N-87° ―E 非ロクロ土師器片4点 SD14よ り新 しヤ

PT55 円形

PT89 橋円形 N57° ‐VF
黒色 7 5YR 2/1 少質シル ト 炭偲物粒子夕量・焼土粒子少量含硯

かロクロ土師器片5点 SX26よ り新 しい。
2 掲色 7 5YR 4/4 /1/N質 ンル ト 炭化物粒子微量含む。

PT90 円形 12 1 こぶい黄褐色 10YR 4/3 シルト 砂粒含む。炭化物粒子微量含む。 Fロ クロ土師器片2点

PT91 円形
戻褐色 5YR4/2 沙質シル ト 夷化物粒子微量含む。

非ロクロ土師器片5点
2 黒褐色 5YR 2/2 少質シル ト 夷化物粒子多量含む。

PT92 楕円形 N‐84° ‐E

PT93 楕円形 N-76° ―E 29   ×   19 非ロクロ土師器片2点

PT94 円形 17 黒褐色 5YR 2/2 え化物粒子多量含む。

PT95 楕円形 N-62°  _E 黒褐色 /5YR 2/2 r1/N質 シル ト え化物粒子多量含む。

PT96 楕円形 N‐62° ―WV 9 嗜褐色 5YR 3/3 砂質シル ト

PT97 不整形 N‐21° ―E
1 死褐色 5YR 4/2 沙質シル ト え化物粒子微量含む。 非ロクロ土師器片5点

・ロクロ土師器片3点
・須恵器片3点2 ミ褐色 ′5YR 3/2 沙質シル ト 発化物粒子微量含む。

PT98 円形 17 黒褐色 75YR 3/2 砂質シル ト やロクロ土師器片2点 ■104よ り新しセ

PT99 橋円形 N■ 0° E 掲灰色 10YR 4/1 沙質ンル ト

円形 7 黒褐色 10YR 3/2 沙質ンル ト 売化材微量含む。 非ロクロ土師器片1点 ,X27よ り新しt

Prlol 不整形 1 黒褐色 10YR 3/1 砂質シル ト 莞化物粒子微量含む。
ヰロクロ土師器片疎
・須慧翻キ1点

11よ り新しい。

不整形 N-32° ‐E 34   ×   26 1 黒褐色 10YR 2/2 砂質シル ト 発化材少量含む。 |ロ クロ土師器片1点

PT103 円形 1 悟褐色 10YR 3/3 沙賀シル ト

PT104 楕円形 N39° ―∬ (38)  X   31
1 黒褐色 10YR 3/1 砂質シル ト 売化物粒子微量含む。 )T98よ り古い。
2 砦褐色 10YR 3/4 砂質シル ト

PT105 不整形
I 黒褐色 10YR 3/2 砂質シル ト 完化物粒子微量含む。

峰ロクロ土師器片2点 ,X26よ り古い。
2 にぶい黄褐色 10YR 5/4 佑土

PT106 不明 26   ×   (22) I 営灰黄色 25Y4/2 砂質シル ト ,X26よ り古い。

PT107 楕円形 N‐ 23° ―E 1 こぶい黄褐色 10YR 4/3 砂質シル ト え化材少量含む。 |ロ クロ土師器居2点 Ⅸ26よ り古い。

PT108 不明 (27)  X   (45) 1 黒褐色 10YR 3/2 V1/N質 シル ト 亮化物粒子微量含む。 唯ロクロ土師器片6点
'X26よ

り古い。

PT109 Gll 楕円形 N-18° ―E 8 1 疋褐色 10YR 4/2 シルト 少粒少量含む。
,Fロ クロ上師器片4点
・須恵器片1点

SD32・ SX29
より古い。

PTlll F9・ 10 円形 (30)  ×   (37)
1 こぶい黄褐色 10YR 4/3 少質シル ト 売化材少量含む。

唯ロクロ土師器片2点 Hよ り新しい。
2 疋黄褐色 10YR 4/2 ,質ンル ト



遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

層位 土色 土′性 備考 遺物 重複
朱さ

PTl15 楕円形 N25°  E 1 10YR 3/3 ン,レ ト 少粒少量、炭化物粒子微量含む。
唱ロクロ土師器片3点
・須恵器片1点

,X53よ り古い。

PT209 楕円形 N-82° ‐E 9 1 音褐色 10YR 3/3 少質シル ト 売化物粒子少量含む。 К約9よ り新しヤヽ

PT210 楕円形 N‐87° 」♂ザ 1 音褐色 10YR 3/4 少質シル ト
唱ロクロ土師器片3点

・須恵器片1点
,X66よ り新しい

PT211 不整形 45   ×   4“ 17 1 疋黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 売化物粒子微量含む。 SX66よ り新 しい

PT212 円形 1 旨オリープ褐色 25Y3/3 少質シル ト え化物粒子微量含む。 唯ロクロ土師器片2点 SX66よ り新 しい。

PT213 E6 円形 1 音褐色 10YR 3/3 ンルト
'X66よ

り新 しい。

PT215 D・ E6 円形
1 ミ褐色 10YR 3/2 少質シル ト

唯ロクロ土師器片2点
SK213・ SX66
より新しい。2 黒褐色 10YR 2/2 少質 シル ト

PT216 楕円形 N-45° ‐E 1 音褐色 10YR 3/3 沙質シル ト 夷化物粒子微量含む。
咋ロクロ土師器片4点

・ロクロ土師器片3点
Ж劉 5よ り新しい

PT217 D6・ 7 楕円形 N80° ■V I 疋黄褐色 tCIYR 4/2 シ,レ ト 売化物粒子・焼土粒子微量含む。 咋ロクロ土師器片17点 SX64よ り新 しし

PT218 不整形 N■ 3° W 77   ×   32 I 音褐色 10ヽR3/3 シ,レ ト 夷化物粒子微量含む。 SX66よ り新しい。

PT220 楕円形 N‐20° ―E I 母灰色 10YR 4/1 シフレト 夷化物粒子微量含む。
非ロクロ土師器片4点
・コクロ土師器片1点

,T221 円形 I ミ褐色 10YR 2/2 少質シル ト 夷化物粒子少量含む。 SX62よ り新 しし

Pr222 円形
I 黒褐色 10YR 2/3 シル ト 炭化物粒子微量含む。 中ロクロ土師器片1点

2 疋黄褐色 10YR 4/2 砂

PT223 橋円形 N-0°  E
1 ミ褐色 〔OYR 3/2 少質シル ト え化物粒子少量含む。 非ロクロ土師器片2点

・ロクロ土師器片疎2 疋黄褐色 10YR 4/2 沙質ンル ト 炭化物粒子微量含む。

PT224 E7 楕円形 N30° W 58   ×   37 1 嘩褐色 10YR 3/4 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。

非ロクロ土師器片 1点

・ ロクロ土師器片2点

・須恵器片1点

PT225 不整形 N‐76° ‐E ヒ褐色 10YR 3/3 少質シル ト 炭化物粒子少量含む。

PT226 D6・ 7 円形 黒褐色 10YR 2/2 シ,レ ト

Pr228 円形 ミ褐色 10YR 2/2 少質シル ト 莞化物粒子含む。 非ロクロ土師器片1点

PT229 E7 楕円形 N8° ■ 黒褐色 10YR 2/2 沙質シル ト

楕円形 N-7° ―V√ 49   ×   40 黒褐色 10YR 2/2 ン,レ ト え化物粒子含む。 非ロクロ土師器片3点

PT231 橋円形 N52° ―Vユ 15 暗褐色 10YR 3/3 沙質シル ト 発化物粒子少量含む。 lX62よ り新 し彰

PT232 楕円形 N-2° ―V′

黒褐色 10YR 2/2 シ,レ ト え化物粒子微量含む。
)津ロクロ土師器片5点
・須恵器片1点

2 暗褐色 10YR 3/3 少質ンル ト

3 天黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト

PT233 円形 黒褐色 10YR 3/2 ひ質シルト え化物粒子微量含む。

PT235 橋円形 N-7° ―E え黄褐色 10YR 4/2 秒萱シル ト え化物粒子少量含む。

PT237 橋円形 N-86° 却y 8
黒褐色 10YR 3/2 シ,レ ト え化物粒子・砂粒少量含む。

Fロ クロ土師器片1点
瞥褐色 10YR 3/3 沙質シル ト

PT238 楕円形 N80° W 黒褐色 ど5Y3/1 省土 Fロ クロ土師器片1点

PT24J 楕円形 N-72° ―E 財 リー鶏 ど5Y3/3 秒暫 シル ト 完土粒子微量含む。 Fロ クロ土師器片2点

PT242 楕円形 N54°  E 砦褐色 10改R3/3 少質シル ト え化物粒子微量含む。 咋ロクロ土師器片4点

PT243 楕円形 N61° E 32   ×   25 営褐色 10YR 3/3 沙質シル ト 黒褐色粘土質カ レトブロック少壇 含む

PT244 円形 41 9 瞥褐色 10YR 3/3 砂 死黄褐色シル トプロック少量含む。 К発 5よ り新しヤヽ

PT245 楕円形 N-87° ―WV 46   X   30 砦褐色 10散R3/3 沙質ンル ト 夷化物粒子少量含む。 К発 5よ り新しい

PT246 楕円形 N‐55° ,M 27   ×   22 黒褐色 10YR 2/2 沙質シル ト 夷化物粒子少量含む。

PT248 橋円形 N-18° ―WV 8 黒褐色 10YR 3/2 少質シル ト 夷化物粒子微量含む。

PT249 不整形 N30° ‐■ 8 暗褐色 10YR 3/3 シルト SK189よ り古い。

PT250 惰円形 N-70° ―E 9 褐灰色 10YR 4/1 沙質シル ト ,X61よ り古�ヽ。

PT251 円形 44   ×   22 9 黄褐色 10YR 3/1 シ,レ ト 炭化物粒子含む。 非ロクロ土師器片2点

PT252 円形 暗褐色 10YR 3/4 ル ト 夫化物粒子微量含む。 非ロクロ土師器片 1点

PT253 円形 暗褐色 10YR 3/3 砂質シル ト 非ロクロ土師器片4点

PT254 円形 (301  X  33 黒褐色 10YR 3/2 少質ンル ト

PT255 楕円形 N-70° ―Ⅵ
黒褐色 lCIYR 2/2 /ル ト 炭化物粒子微量含む。

非ロクロ土師器片4点
SK241・ SX25
より新しい。疋黄褐色 10YR 4/1 り質シルト

PT257 F8。 9 橋円形 N51° ■ 46   X   30 ミ褐色 10YR 2/2 少質シル ト

PT258 円形 ミ褐色 10YR 2/2 /,レ ト 炭化物粒子微量含む。 非ロクロ土師器片凍 X61よ り新 しい。

PT259 不整形 N-79° ―E (53)  ×   (30) 黒褐色 10YR 2/2 少質シル ト 炭化物粒子少量含む。 非ロクロ土師器片凍

PT260 楕円形 N69° M 瞥褐色 10YR 3/4 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。

PT261 円形 17 瞥褐色 10YR 3/3 少質シル ト 炭化材・ 炭化物粒子微量含む。 非ロクロ土師器片1点 IX25よ り古い。

PT262 円形 6 疋黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。

PT263 円形 7 Ⅸ25よ り古い。

PT322 円形 写灰色 10YR 6/1 少質シル ト

PT329 不明 (28) ×  (35) 母灰色 10ヽ狼4/1 ンフレト

PT331 円形 (23)  ×   (24) 1 ミ褐色 lCIYR 3/2 ンルト
Ыみ⑤より新しく
4332よ りれ ヽ

PT332 円形 黒褐色 10VR 3/2 ンルト
ISD6-⑤、 PT332
kり 新しい。

PT339 楕円形 N‐55° ―Vy 黒褐色 10VR 2/2 ン,レ ト

PT340 楕円形 N74°  E 1 ミ褐色 〕5Y3/2 シ,レ ト 捷化物粒子微量含む。

PT343 円形 19   ×   20 1 掲灰色 10泣家4/1 ン,レ ト

第 9表 Va層 検出ピット観察表 (2)
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遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

層位 土色 土性 備考 遺物 重複
認咄・南北×短軸・環醒 深 さ

PT344 楕円形 N‐27° ―E 45   ×   39 1 ミ褐色 」5Y3/2 ノルト

PT346 楕円形 N-79°  E 9 1 悟オリーフ種 5Y3/3 つレト 非ロクロ土師器片凍

PT350 楕円形 N-36°  Vヽ 52   ×   36
死黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 売化材少量含む。 粥3 pt8、 SSI130

より新しヒヽ
瞥オリー期 」5Y3/3 夕,レ ト

PT351 楕円形 W
1 黄灰色 」5Y4/1 少質シル ト え化物粒子微是含む。 SB3 pt5、 SSI130

より新し彰ヽ
2 駁トリー功駆 :5Y3/3 タアレト

PT353 円形 (33) ×  (37) 嗜褐色 10YR 4/3 夕,レ ト 売化物粒子微量含む。 蜘 より新しい

PT354 円形 27   ×   26 死黄褐色 10YR 4/2 ン,レ ト

楕円形 N-60° ―M 26   ×   23 黒褐色 B5Y3/2 売化物粒子微量含む。 十ロクロ土師器片 1点

C2・ 3 橋円形 N-68° ‐Ⅵ 43   ×   32 黒褐色 :5Y3/2 売化物粒子微量含む。 胞 97よ り新しい。

PT361 不明 (36)  X   (39) 黒褐色 〕5Y3/2 /ル ト

PT362 楕円形 E 33   ×   25 黒褐色 25Y3/2 ン,レ ト 十ロクロ土師器片 1点

PT363 円形 32   ×   29 黒褐色 」5Y3/2 ンァレト

PT364 橋円形 N22° ―Ⅵ (23) X  19 黒褐色 ]5Y3/2 /ル ト

PT365 円形 33   ×   31 黒褐色 〕5Y3/1 ン,レ ト

PT437 G 楕円形 N‐49° ―E 25   X   21 5

C 楕円形 N7° ―Vy 30   X   22 11

PT439 不整形 N21° WV 5

PT440 G 円形 24   ×   26

第 10表  Va層検出ピット観察表 (3)

8)遺 橋 外 出土 遺 物

Va層は遺物包含層であり、本層から遺構に伴わない状態で出土 した遺物は、非ロクロ土師器片 2,431点 、須

恵器片 42点、鉄製品 1点、石製模造品 12点、琥珀片 2点、臼玉 2点である。そのうち 15点を、第 221～

223図 (図版 128～ 130)に 図示 した。第 221図 ■・2(C-906・ 1210)は 土師器の邪である。 1は平底で、日縁

部は緩やかに括れる。2は丸底で、日縁部はくの字状に屈曲し括れる。3(C-1297)は土師器の高邪で、邪体部と

底部の境は稜を有 し、脚柱部から裾部にかけては外反して円錐状に開く。第 222図 -1(C-899)は土師器の中型壷、

2(C-1205)は 小型壼である。 1の体部は球状で、日縁部は直線的に開く。外面全体と口縁部内面は、赤彩が施さ

れる。2の体部は、中程が算盤玉状に屈曲する。3(C-1209)は土師器の小型甕で、体部は球状で、頸部はあまり

括れず、回縁部は外反する。4(C-900)は 土師器の甕で、体部中程に最大径を有 し球状で、頸部はくの字状に屈

曲し、国縁部は外反 して開く。5(C903)は 土師器の広口甕で、体部上半に最大径を有 し、頸部はあま り括れず

緩やかに屈曲し、日縁部は僅かに外反する。第 223図 ■lK-064)は 撥形の打製石斧である。2～ 8(Ke 141・ 143

～ 146・ 150・ 170)は 石製模造品で、2は剣形、3～ 8は二孔の鏡形である。

lS‐ 1/31

No 層 位 種別・器種 回径 lmlx底 経 lcml× 器高 lcnl 外面 底面・脚部内面 内面 写真図版 登録番号

1 Va層 土師器・郷 ―×46× 163) ラケズリ・ヘラナデ ヘラケズリ ラナデ 圏版 12811 C-906

Va層 土師器・妬 123× 22× 73 ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラケズリ ヘラナデ・ヨヨナデ EX3版 12812 C-1210

Va層 土師器・高不 <194>× <132>× 157 、ラナデ・ヨコナデ ヘラナデ・ヨコナデ ヨヨナデ・ヘラミガキ ヨ版 128-13 C-1297

第 221図  Va層 遺構外出土遺物 (1)
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0                           10cln

lS‐ 1/31

層位 種別・ 器種 口径 lal× 底径 lonl× 器高 lal 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 Va層 と師器・中型重 115X40X157 ヘラクスリ・ヘラナデ・
ヨコナデ・ヘラミガキ・未彩 ラケズリ 雪百手傘7案透

・指押さえ。]版 129‐ 1

2 Va層 と師器・ 小型重 X31X(621 ラケズリ・ヘラナデ ラヽケズリ 者押さえ・ヘラナデ ]版 1292 C‐ 1205

3 Va層 と師器・小型甕 <131>X47Xll l さξ子傘 ヘラケズリ ヨコナデ・ヘラナデ ]版 129‐ 3 C-1209

4 Va層 と師器・ 甕 <182>X― X(2625) ヘラナデ・ヨコナデ ]版 13t11 C‐900

5 Va層 と師器・広回簑 <474>×一×(3■ 8) ヘラナデ。ヨコナデ 登版 1294 C-903

第 222図  Va層 遺構外出土遺物 (2)
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層 位 種別・種類 長さ にnll× 幅 lclnl X厚さ にml 重さω 石材 備 考 写真図版 登録番号

1 Va層 (160)× 595× 25 1140 粘板岩 撥形・擦痕あり。 至版 1302 ぐ064

層 位 種別・ 種類 長さ 俺ml× 幅 にHll× 厚き にml 重さ ω 石材 備考 写真図版 登録番号

2 Va層 石製品・石製模造品 (父 1 52X215× 045 粘板岩 目版 30-3 Ke 141

3 Va層 石製品・石製模造品 (鏡 〕315× 355× 04 粘板岩 目版

Va層 石製品。石製模造品 (鏡 ) 29× 28× 035 蛇紋岩 国版

5 Va層 石製品・石製模造品 (鏡 ) 265× 29× 04 粘板岩 四∫板 30-6

6 Va層 石製品・石製模造品 (鏡 ) 215X285× 035 粘板岩 電チ板

7 Va層 石製品・石製模造品 (鏡 ) 29× 31X04 粘板岩 圏版

8 Va層 石製品 石製模造品 (鏡 305X37X04 粘板岩 雪版 30-9 Ke‐ 170

第 223図  Va層 遺構外出土遺物 (3)
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第 6節 Vb層 検出の遺構と遺物

l Vb層 の概要

Vb層 は調査区北壁では F12グ リッド、調査区南壁では 114グ リッ ド以西で検出された基本層である。E～

G9グ リッドより西側は上面が遺構検出面になっているが、それより東側ではⅥ～Ⅶ層上面で、Vb層上面から

掘 り込まれたと考えられる遺構を検出した。検出された遺構は、柱穴列 3条、溝跡 16条、竪穴住居跡 10軒、

土坑 54基、性格不明遺構 5基、小溝状遺構群 2群、ピット 113基である。

2 Vb層 検出の遺構 と遺物

1)柱穴列

SAl柱穴列 第 224図

【位置・重複】H16グ リッドに位置する。SD9と 重複し本遺構が新しい。またⅡa層検出の SD4に削平される。【方

向・規模】4基のピットが同軸線上に並び、主軸方向は N3° ―Wで ある。総長 36m、 柱間距離は ptl～ 2・ pt3

～ 4間が 09m、 pt2～ 3間が 1.8mで ある。【遺物】出土していない①

SA2柱穴列 第 226・ 227図 図版 55。 131

【位置。重複】H14。 15グ リッドに位置する。SD8、 SK60と 重複 し本遺構が新 しい。またコa層検出の SDl、 Ⅱ

b層検出の SD12・ 14に 削平される。【方向・規模】布掘 りを伴う柱穴列で、16基のピットほぼ東西方向に並ぶ。

西側の 14基の主軸方向は N81°  E、 総長 88m、 東側の 3基の主軸方向は N72°  E、 総長 31mで ある。【遺物】

布掘 り部分、pt2・ 4・ 6・ 8。 10。 11の 堆積土中から非ロクロ土師器片 54点、臼玉 1点が出土した。その うち

1点を第 227図 1(Ke-183)に 図示した。滑石製の臼玉である。

前Sm鵠
16

南5m≒
16

lS‐ 1/601

第 224図 SAl柱穴列 平面図・断面図
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第6節 Vb.層検出の遺構と適物

□蹴爾麟 L軍
扇蔚

響

第224国 Vb層全体図
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第 226図 SA2柱穴列 平面図・断面図

― ◎ ―  屈 ◎

αD        l(Ke 183)

0                5cm

S‐ 1/2)

pt10

ケ
笏
彩
ル

／

／

／

′

／

／

／

Na Dt2 pt4 pt6 pt9

深 さ 〈21〉

配 っt10 pt12 pt13 pt14 pt16 pt1 7

深 さ 7 く78) 〈81〉 く87〉 〈80〉 〈80〉 〈70〉

位置 土 色 土 桂 備 考

1 CIYR5/2 灰黄褐色 砂質シルト
え白色シルトプロック・炭化物粒子微量

こ含む
^

I 上5Y3/1 黒褐色 シルト え化物粒子微量に含む。

2 上5Y5/2 暗灰黄色 砂質シルト こぶい黄褐色砂質シルトプロック含む。

3 5Y4/2 暗灰黄色 砂質シルト
こぶい黄褐色砂質シルトプロック少量含

Lf_

1 3/1 黒褐色 シルト 売化物粒子微量に含む。

2 5Y3/2 黒褐色 シルト
更黄色シルトプロック含む。炭化物粒子

残量に含む。

1 OYR5/1 褐灰色 砂質シルト
天黄色シルトブロック含む。炭化材微量

こ含む。

pt10

1 10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト
灰白色シルトプロック・炭化粒子微量に

含む。

2 10YR4/1 褐灰色 砂質シルト 更白色シルトプロック微量に含む。

3 オ5YR4/1 黄灰色 砂質シルト

pt1 2 l 5/1 黄灰色 砂質シルト 天黄色シルトプロック含む。

pt1 3 1 llJYR5/1 褐灰色 砂質シルト
天黄色シルトプロック含む。炭化材微量

こ含む。

pt15
,16

よ lljYR3/2 黒褐色 砂質シルト 天自色シルトブロック少量含む。

2 10YR4/1 褐灰色 砂質シルト 天褐色シルトブロック微量に含む。

1 10YR4/1 褐灰色 砂質ンルト え黄色シルトプロック含む。

遺構 層位 長さ(cml X tt lcml× 孔径 lcml 重さ lgl 石材 備考 写真図版 登録番号

SA2 輔 ・ 鰤   (鶴 D15X04 015 I 滑石 1超チ板 俺■ 83

第 227図 SA2柱穴列 出土遺物
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SA3-a 野ヨ228・ 229:コ

【方向・規模】ptl～ 7の 7基の柱穴からなり、ptl～ 5は布掘 りを伴い同軸線上に並ぶ。主軸方向は N74°  Eで、

総長は 114mで ある。この柱穴列の南側には pt6・ 7が位置し、一間四方の張 り出し状の施設を構成する。【遺物】

布掘 り部分から非ロクロ土師器片が 7点出土 した。

SA3-b 鋳3228・ 230[コ

【方向・規模】pt8～ 11の 4基からなる。主軸方向は N73° 一Eで、総長は 11.4mで ある。【遺物】出土していない。

SA3-c 野ヨ228・ 230[コ

【方向・規模】pt12～ 22の 11基か らなる。西側 pt1 2～ 14間 の主軸方向は N-70° ―Eで、総長 26mで ある。

中央 pt14～ 17間の主軸方向は N-72° ―Eで、総長 4.6mで ある。東側 pt1 7～ 22間の主軸方向は N76° ―Eで、

総長 8.8mで ある。【遺物】出土 していない。

東 5m
前h札

12

E SA3a

鯵 SA3 b

SA3‐c

市師≒:3

74m tt IA 74m名  離  74m名 注  74m4

pt8

秘2

74m｀

ｐｔ‐２

２
賜

醇6‐

ム

74m名

74m名 と  74m当

第 228図  SA3柱穴列平面図・断面図 (1)
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ｍ津 と 74m4 ユ

第 229図  SA3柱穴列 平面図・断面図 (2)
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ケ
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No pt6 pt7

深 さ 〈71〉 〈73〉 (107〉

SA3-bピ ット
No ot10

深 さ (101〉 く54〉 く71〉

SA3‐cピット
血 っt12 っt13 pt1 5 pt17 pt18 pt19 pt20 pt21 Dt22

深 さ 110″ 〈97〉

位置 土 色 土 性 備 考

燃
郎

1 OY 4/1 灰色 砂奮シル ト 疋白色シル トブロック少量含む。

2 5YR4/2 暗灰黄色 少質シル ト
疋白色シル トプロック少量、黒褐色シ

ウトプロック微量に含む。

B‐B'

pt1 2

1 OY 5/1 灰色 沙質シル ト 死白色シル トプロック少量含む。

2 5YR4/2 暗灰黄 紗質ンル ト 死白色シル トブロック微量に含む。

C‐C'

pt1 3

1 1働R3/2 黒褐色 七土質ンル ト
疋白色シル トブロック多量、粒子の粗

`ヽ

砂粒少量含む。

2 ケ5YR4/2 暗灰黄色 砂質シル ト 少粒多量に含む。

剛
ｐｔ‐５

1 」5YR3/2 黒褐色 砂質ンル ト 腟痕。灰褐色シル トブロック少量含む。

2 10YR 5/2 灰黄褐色 砂質シル ト 天褐色シル トプロック微量に含む。

5YR 5/2 灰褐色 砂質シル ト
灰自色シル トプロック多量、黒褐色シ

ル トブロック少量含む。

μE'

I‐I.

1 10YR 3/3暗 褐色 砂質シル ト え白色ンルトプロック少量含む

2 10YR 2/3黒褐色 砂質シル ト 戻白色ンル トプロック微量に含む。

3 10YR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト 天白色シル トブロック少量含む。

4 10YR 3/3 暗褐色 砂質シル ト 天自色シル トブロック多量に含む。

5 10YR 2/2黒褐色 ンアレト 天褐色シル ト粒子少量含む。

τ掘 6 10YR 3/1 黒褐色 ンルト 天褐色シル トブロック微量に含む。

7 10YR 3/1 黒褐色 砂質シル ト 天褐色シル トブロック含む。

10YR 2/3黒褐色 砂質シル ト 天褐色シル トプロック含む。

10YR 4/1 褐灰色 砂質シル ト 灰褐色シル トプロック含む。

F― F'

pti

I 10YR 4/3に ぶい黄褐色 少質シル ト
柱痕。灰白色シル トプロック微量に含
む 。

OVR 4/2福辰徹 rj7・ 管 シル ト 灰白色ンル トプロック少量含むぅ

10YR 2/3黒 褐色 少質シル ト

4 lYR 4/3灰黄褐色 秒質シル ト

位 置 土 色 土  性 備 考

剛
ｐｔ‐７

, 5YR 2/2 黒褐色 シアレト 主痕。

2 5YR 6/2 灰オリープ色 砂
柱痕。黒掲色土シル トプロック微量に

含む。

3 5YR 4/2 暗灰黄色 砂
ヨ色シル トプロック多量、黒褐色シル

トブロック少量含む。

∬

ｐｔ２

OYR 3/2灰黄褐色 ン,レ ト
痕

ｏ

柱
む

灰白色ンル トプロック微量に含

2 OYR 4/2灰黄褐色 古土質ンル ト柱痕。灰白色シル トプロック少量含む。

OYR 3/1黒掲色 古土 灰白色シル トブロック含む。

L‐と'

pt3

OYR 4/2灰黄褐色 少質シル ト 天白色シル トプロック含む。

2 OYR 2/3黒褐色 少質シル ト 柱痕。

3 OYR 6/2灰煮褐色 り管シルト え白色シル トプロック多量に含む。

N―N'

pt19

1 OYR 4/2灰黄褐色 l1/N

2 OYR 3/2黒褐色 ひ質シルト 砂粒多量に含む。

σ

Ｈ

Ｏ
．

ｐｔ

OYR 4/3に ぶい黄褐色 r1/N質 シル ト 自色シル トブロック多量に含む。

2 OYR 4/2灰黄褐色 少質シル ト 白色シル トブロック少量含む。

3 OYR 4/2灰黄褐色 少質シル ト 砂粒多量に含む。

4 OYR 3/2黒褐色 少質シル ト 砂粒多量に含む。

Ｐ
・
Ｐ

ｐｔ４

1 OYR 2/3黒褐色 シル ト 砂粒少量含む。

2 OYR 3/2黒褐色 沙質シル ト 砂粒多量に含む。

哩
ｐｔ５，
ｐｔ２〇
一
Ｄｔ２２

1 5Y2/1黒 色 ンタレト 柱痕。

2 OYR 4/1綱灰角 秒管 シル ト 死白色シル トプロック少量含む.

3 OYR 2/3黒褐色 少質シル ト 少粒多量、灰白色シル トプロック含む。

拶|%″′′ケレ
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第 230図 SA3柱穴列平面図・断面図 (3)

2)溝跡

SD8溝跡 第 231～ 241図  図版 56・ 57・ 131～ 135

【位置・重複】H14～ 16、 115。 16、 J15。 16グ リッ ドに位置す る。SA2、 S11・ 7、 SD9・ 10・ 20と 重複 し、

SD9。 10よ り新 しく、他より古い。またⅡa層検出の SE3、 SDl・ 4、 SXl、 Ⅱb層検出の SD12、 SRl、 Va層
検出の SD14に 削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、南北両側 とも調査区外に延び、主軸方向は祥26°

‐Wである。H15グ リッド付近で、西岸が西方向へ、そこから更に北方向へ とクランク状に屈曲する。東岸に

ついては、調査の最終段階で一部調査区を拡張 し、岸下端の立ち上が り部分が西方向へ屈曲するのを確認 して

いる。検出長は 27.2mである。南北溝の幅は 2,8～ 3.7mで 、屈曲部の幅は 5,4mである。【深さ・断面形】深さ

は 1.4～ 1.6m、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。底面の標高は、北端 5,845m、 南端 5.57mで、北から

南側へ緩やかに傾斜 している。【堆積土】19～ 21層 に分けられ、 レンズ状に堆積 している。また堆積土中に、

3か所の焼け面が検出され、その付近には明瞭な炭化物層あるいは、灰層が堆積 している。【遺物】H15グ リッ

ドでは、炭化物・灰層である 3・ 12層上面に、115・ 16、 」15・ 16グ リッドでは、炭化物層である 6・ 10。 13層

の直上でまとまりを持って出土 した。種別ごとの出土点数は非ロクロ土師器片 7,729点、須恵器片 17点、土
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製品 5点、石器。石製品類 6点、石製模造品 2点 で、そのうち第 235～ 241図 に 38点区示 した。第 235図 ■

～ 5(C― H5。 119・ 121・ 447・ 448)は 土師器の邪で、口縁はくの字状または、上方に屈曲する。第 236図 1～

6(C123・ 136・ 030・ 153・ 124。 127)は 土師器の高郵で、1・ 2・ 5の邪部は稜を有 し、5は さらに突帯を有す

る。2・ 4は、脚柱部に孔を有する。6は裾部で、端部に段を有する。7・ 8(C040・ 044)は小型壺、9(C053)、

10(C-433)、 第 237図 -1・ 2(C042・ 050)は 中型壺で、 1・ 2の 国縁部は屈曲し、外面には突帯状の稜を有する。

3・ 4(C032・ 061)は土師器壷の口縁部から頸部片で、複合口縁である。5(C060)は土師器の壺で、肩部の 1箇

所に突起を有する。第 238図 -1～ 4(C066・ 069・ 085・ 084)、 第 239図 1・ 2(C093・ 432)も 土師器の壺で、

体部は球状あるいは、中程に最大径を持ち、頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は外反する。3(C082)は 土師器

の甕、第 240図 ■(C-081)は土師器の甕または壼の体部から底部で、壺同様に体部は球状である。2(C065)は 広

口甕で、体部最大径より口縁部径の方が大きくなる。3～ 5(C-047'049・ 074)は小型甕で、3の 口縁部は低い。

第 241図 1・ 2(C075・ 107)は無底単孔の甑、31C443)は 鉢形単孔の甑である。4(P017)は 球形の土玉である。

51Ke 005)は 剣形の石製模造品である。

SD9溝跡 第 242・ 243・ 245～ 247図  図版 57・ 58・ 135・ 136

【位置。重複】H・ 115・ 16グ リッドに位置 し、南北両側 ともに調査区外へ延びる。SAl、 S11、 SD8と 重複 し本

遺構が古い。またコa層検出の SD4、 Ⅱb層上面検出の SK18、 SRlに 削平される。【方向・規模】南北方向の

溝で、主軸方向は N23° ―Wで ある。検出長は 17.2m、 幅は 2.2～ 3.6mで ある。【深さ。断面形】深きは 35

～ 70cmで ある。岸は緩やかに立ち上が り、底面は概ね平坦で、断面形は逆台形である。底面の標高は、北

端 6.282m、 南端 6453mで、南から北側へ緩やかに傾斜 している。【堆積土】H15グ リッドでは 6層、116グ

リッドでは 7層に分けられ、、レンズ状に堆積する。最下層の 11層 は、砂層と粘土層が細かな互層をなす。【遺

物】主に H15。 16グ リッドの底面付近から、非ロクロ土師器片 309点が出土 した。そのうち 20点を第 245

～ 247図 に図示 した。第 245図 ■・ 2(C-162・ 177)は 土師器の鉢で、1の体部は括れ、2は平底である。3～

5(C163・ 164・ 178)は 小型丸底鉢である。第 246図 1・ 2(C172・ 174)は高邪の脚部である。 1の 脚柱部 と裾

部の境は屈曲し、外面は赤彩が施される。2は 円錐状である。3(C-170)は 高邪または器台の裾部である。4～

7(176・ 169・ 175・ 173)は器台で、4・ 5は受部、6・ 7は脚部である。4・ 5の 口唇部は摘まみ出される。6は

三方向に円形の透穴を有する。7は二方向に透穴を有し、側面にも僅かながら透穴の痕跡が認められることから、

四方向に開けられていたと考えられる。8(C-165)は 直口壼で、体部は球状である。9～ 11(C-158。 159・ 161)

は壼の口縁部で、複合口縁である。Hは外面に明瞭な稜線を有 し、赤彩が施されている。12(C-160)は 壺また

は甕の体部で、中程に最大径を有 し、球状である。第 247図 1～ 3(C1316・ 168・ 167)は甕である。2の体部

は球状で、頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は強く外反する。

SD10溝跡 第 242・ 243図

【位置。重複】H・ I・ 」15グ リッドに位置する。S17、 SD8、 SK26・ 27、 PT67と 重複 しSK27よ り新 しく、他より

古い。またⅡa層検出の SDl、 SXl、 Va層検出の SD14に 削平される。【方向。規模】南北方向の溝で、主軸方

向は N23° 一Wである。検出長は 17.25m、 幅は 10～ 128mで ある。【深さ・断面形】深さは 30～ 40cmで ある。

断面形は、H15グ リッドで西岸に犬走 り状の段を有するほかは、概ね逆台形である。【堆積土】H15グ リッドで

は 3層、I。 」15グ リッドでは 5層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器

片 45点、黒曜石の剥片 1点が出土した。

SD18溝跡 第 252・ 253図

【位置。重複】G o H12・ 13グ リッドに位置する。SD22、 SK62と 重複 し、SK62よ り新しく、SD22よ り古い。【方

向・規模】東西方向の溝で蛇行しているが、主軸方向は概ね N-86° ―Eである。検出長は 5.6m、 幅は 14～ 165m

である。【深さ。断面形】深さは 50cmで、底面は丸みを帯びるが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】6層

に分けられ、 1～ 4層はレンズ状、5・ 6層 は北側からの堆積である。【遺物】出土していない。
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①3層上面遺物出土状況
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第 232図 SD8溝跡 平面図
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第 233図  SD8溝跡 断面図 (1)
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位置 土 色 土 性 備 考

A4'

1 OYR3/3 暗褐色 シルト 褐灰～灰白色シルトブロック含む。

2 lJYR5/3 とこぶい黄褐色 少質シルト
砂粒とシルト・砂質シルトが細かな互層

をなす。

3 OYR2/1 黒色 シ,レ ト 炭化物粒子・灰多量に含む。

4 OYR4/1 褐灰色 シルト
にぶい黄橙色砂質シルトとシルトが互層

をなす。

5 OYR5/2 にぶい黄褐色 沙質シルト 炭化物粒子・灰・焼土粒子少量含む。

6 OYR3/1 黒褐色 省土質シルト
炭化物粒子、灰黄褐色シルトプロック少

量含む。

7 OYR4/2 灰黄褐色 沙質ンルト
炭化物粒子焼土粒子を含む層と、灰層が

互層をなす。

8 CIYR4/3 1こポい黄褐色 沙質シルト にぶい黄褐色シルトプロック少量含む。

9 OYR 3/1 黒褐色 七土質シルト
灰・炭化物粒子・焼土粒子が細かな互層

をなす。SD8‐ FPl。

OYR4/3 にぶい黄褐色 ンルト え化物粒子微量に含む。

0釈4/2 灰黄褐色 少質シルト 沙粒と砂質シルトが互層をなす。

OYR3/1 黒褐色 シアレト え化物層と灰層が互層をなす。

OYR5/2 灰黄褐色 少質シルト
にポい黄橙色砂質シルトと砂流が細かな

互層をなす。

OYR3/3 暗褐色 少質シルト
褐灰色～にぶい黄橙色シルトプロック少

量含む。

OYR4/3 にぶい黄褐色 シルト
色調の異なるシルトと砂質シルトが細か

な互層をなす。

OYR3/3 暗褐色 シルト 弓灰色粘土質シルトプロック少量含む。

17 OYR3/4 暗褐色 ン,レ ト
嗜褐色～褐灰色粘土質シルトプロック含

OYR4/2 灰黄褐色 沙質シルト
にぶい黄橙色土シルトプロック・褐灰色土

シルトプロック少量含む。

OYR4/1 褐灰色 ひ質ンルト
こぶい黄橙色～褐灰色シルトプロック含

Io^

OYR2/2 黒褐色 省土
黒褐色～褐灰色粘土プロック・にぶい黄

橙色シルトプロック多量に含む。

OYR4/2 灰黄褐色 ひ

位 置 土  色 土 性 備 考

ｇ

げ

1 OYR4/3 にぶい黄褐色 シアレト 灰～褐色シル トが互層をなす。

灰褐色粘土プロック徽量に含む。

2 OYR4/2 灰黄褐色 シ,レ ト 炭化物粒子を少量含む層 と、褐灰色粘

土プロックを含tFEが互層をなす。

3 OYR4/3 にぶい黄褐窪 シルト
天自～褐色シル ト～粘土ブロック炭化

吻粒子微量に含む。

4 上5Y3/2 黒褐色 シアレト え化物粒子微量に含む。

5 5YR4/2 灰黄褐色 ンルト
少量の褐灰色粘土プロックが層状に堆

積する。

6 CIYR1 7/1黒 色 え化物層。

7 llYR5/2 灰黄褐色 ンル ト 色調の異なるシル トが互層をなす。

8 5Y4/3 オリーブ褐色 ンルト 灰黄色粘土プロック含む。色調の異な

るシル トが互層をなす。

9 ,5Y4/2 暗灰黄色 ン,レ ト ヨ調の異なるシル トが互層をなす。

OYR1 7/1黒 色 夷化物層。

35Y4/2 暗灰黄色 ン,レ ト 七土プロック微量に含む。

10YR4/2 灰黄褐色 シアレト
粘土プロック少量、炭化物粒子微量に

含む。

10YR1 7/1黒 色 売化物層。

ど5Y3/2 黒褐色 脂土質シル 1

35Y4/2 暗灰黄色 階土質シル 1

灰黄色～暗灰色土シル ト～粘土ブロッ

クを含む。

ど5Y4/3 暗灰黄色 佑土質シル I

灰黄色～暗灰色土シル ト～粘土プロッ

クを含む。

10YR5/3 にぶい黄褐色 /J/N 立径の異なる砂粒が互層をなす。

10YR4/1 褐灰色 省土質シル I

黒褐色粘土・黄灰色シル トプロックを

きむ。

ア5Y4/2 暗灰黄色 立径の異なる砂粒が互層をなす。
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位置 土 色 土 性 備 考

ＳＤ

ＦＰ

1 4/1 貢灰色 シルト 死多量、炭化物粒子、焼土粒子少量含む。

2 YR 4/6 赤褐色 砂質ンルト 技熱により赤変硬化。

YR 4/2 褐灰色 シルト た 炭化物粒子・焼土粒子含む。

4 5YR4/3褐色 ン,レ ト 碑十粘 平含 むハ

・ 木,i木 製品 炭化材

o                     5m

lS‐ 1/1501

第 234図  SD8溝跡平面図 (3)・ 断面図 (2)

第 235図  SD8溝跡 出土遺物 (1)
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位 置 土 色 土  性 備  考

ＳＤ

炒

1 YR 4/4 にぶい赤褐色 ン,レ ト 軽熱により赤変硬イヒ.

YR 4/2 灰褐色 ン,レ ト

ＳＤ

ＦＰ

1 OYR 4/3 にぶい黄褐色 と士 発土プロック・炭化物粒子少量含む。

2 YR 2/2 黒褐色 シ,レ ト 被熱により硬化。

3 OYR 2/1 黒色 告土 え化物粒子多量、焼土粒子少量含む。

YR 4/4 にぶい赤褐色 七土質シル 尭土プロック多量、灰含む。

5
'YR 3/4 

暗赤褐色 省土 毛土プロック・灰含む。

6 ,YR 4/6 赤褐色 告土
k床面、粘土プロックによって貼 られ

t面が被熱により赤変硬化。

YR 3/2 暗赤褐色 粘土 k床面、被熱により硬化。

8 YR 2/3 極暗赤褐色 佑土 姥化物糀子、焼土ブロック微量に含む。

9 5YR2/1 黒色 簡土 梵化物粒子多量に含む。

5YR1 7/1黒 色 見化物粒子 と灰の純層。

OYR 2/2 黒褐色 ン,レ ト え化物粒子含む。

OVR 2/3 黒4B色 ン,レ ト 受化物粒子少量、焼土粒子微量に含む

nVP 4/R たパい苦絡Ⅲ ンルト

SD8出土遺物垂直分布図

SD8出土遺物垂直分布図見通 しライン

遺構 層位 日径lolll× 底径lmlx器 高〈

“

外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SD8 絶積土 土師器・ 不 117)× 40× 70 ラヽケズリ・ヘラミガキ・ヨコナラ綸台状 ヘラケズリ・ヘラナデ・ヨコナテ 目版 115

2 佳積土 と師器・郷 106X30× 70 ラヽケズリ・ヘラナデ ヨヨナデ 綸台状 旨押さえ・ヘラナデ・ヨコナデ 圏版

3 在積土 土師器・郷 1885)× 26× 595 ラヽケズリ・ヨコナデ・ヘラナデ ヘラケズリ・ヘラミガキ 指押さえ・ヘラナデ・ ヨコナデ ヨ1板

4 牲積土 土師器・不 p Olx_x<47> ラヽケズリ・ヨコナデ・ヘラナテ ヘラケズリ ヘラナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ ヨ版 〕447

5 准積土 と師器・イ 103)×一 X(53) ラヽケズリ・ヨコナデ・ヘラナデ ヘラケズし ヨコナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ 図版 〕448



51C124)

41C-153)

71C040) 81C‐ 044)
6(C-127)

lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・ 器種 日径 lGnl× 底径 lcml× 器高 (∞ 外面 底面 。脚部内面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 SD8 七積土 土師器・高琴 (195〉 X144× 157 ラヽミガキ デ・ヘラミガキ
ヘラミガキ 雪版 1317 C

2 SD8 七積土 土師器・高不 221X170× 154 ヨコナデ・ヘラミガキ ヨヨナデ 一方向透六 目版 1318 C-136

3 SD8 塩積土 土師器・高跡 148X123× 105 ヘラミガキ ・ヘラミガキ
ヘラミガキ 図版 1319 C‐030

佳積土 と師器・高不 ― X172× (122) ナデ・ヨコナデ・ヘラナラ 一方向透穴 図版 1 C-153

5 SD8 ヒ積土 と師器・ 高邪 190× 一×(501 ヨコナデ・ヘラミガキ ヨコナデ・ヘラミガキ る部外面に鋸 有り図版 3
6 ヒ積土 上師器・高邪 ―×157× (215) ラヽナデ・ヨヨナデ ヘラナデ・ヨコナデ 図版 3

7 ヒ積土 と師器・刀ヽ型重 100× 35× 107 ラヽケズリ・ヘラナデ ヘラケズリ ラヽナデ・ヨコナデ 図版 13 3‐ 040

8 SD8 佳積土 と師器・ 小型壷 99× 40× 87 ケヽメ・ヨコナデ
ヘラナデ・ヘラミガキ ヘラケズリ ヨヨナデ・ヘラナデ 図版 3-044

9 SD8 ヒ績土 と師器・ 中型壷 ―×35× 99 ヘラケスリ・ヘラナデ
ヘラミガキ ラケズリ 区版 13115 3‐053

ヒ讃土 と師器・中型壷 ―×一×e41 ヨコナデ・ヘラミガキ ラケズリ 君 R4ニ
ヘフア

雪版 132‐ 1 C‐433

第 236図  SD8溝跡 出土遺物 (2)
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llC 042)

第 237図  SD8溝跡 出土遺物 (3)

o                     10cm
|

6‐ 1/31

2(C0501

No 遺構 遺 構 口径lmlx底径lonlx器高に嗣 外 面 底面 内面 備 考 写真図版 登録番号

1 SD8 櫛慣土 土師器・ 中型重 (128〉 ×一X(144) ヨコナデ・ヘラミガキ
府ア・ヨヨナテ・ヘラナラ
ヘラミガキ 露版 32-2

2 准積土 土師器・中型壷 1■8X48× 145 R笞季準∫買デ壺 ラヽケズリ ラナデ・ヨコナデ ヨ版 132‐ 3

3 SD8 進積土 土師器・壼 190〉 ×一×(731 ヨヨナデ・ヘラミガキ ラナデ・ヘラミガキ 図版 3032

4 SD8 陛積土 土師器・壷 156〉 ×一×(75) 青翠章景ェ
ヘラナデ オデ・ヘラチデ・ヨヨナラ 図版 1325

ヒ積土 土師器 。壷 142× 一―×(242) 舟亀7ッ r買デ登夏キ
ラヽナデ・ヨコナデ
ヘラミガキ 言部に一箇所突起 図版 1326 3‐060
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遺構 層位 ヨ径 lcrnl× 底径 lc「Ill× 器高 lcna 外面 底面 内面 写真図版 警録番号

I SD8 ヒ積土 と師器・ 壷 〈153〉 ×65× 275 ラヽケズリ 七押さえ・ヘラナデ・ヨヨナデ 図版

2 簾 土 と師器・壷 く174)× 一×(202) ラヽナデ・ヨヨナデ ヘラナデ・ヨコナデ 図版

3 ヒ積土 と師器・ 壷 く158〉 ×――×(254) ラヽナデ・ヨコナデ ヘラナデ・ヨコナデ 図版

4 SD8 ヒ積土 と師器・ 壷 190〉 ×一―X(2085) 」三争季Y六今三券軍
.

ラナデ・ヨコナデ 図版 33-2

第 238図 SD8溝跡 出土遺物 (4)
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2(C-432)

0                     10Cm

併 1/9

No 遺構 層位 種別・ 器種 ヨ径 lcrnl× 底径 lanl x器 高 (� 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

l 牲積土 土師器・壼 162×一 X(2571 ヨコナデ・ヘラミガキ ヨコナデ・ヘラナデ 図,板 133‐ 3

2 七積土 土師器・重 152×一×(118)
ラヽケズリ・ヘラナデ ヨコナデ・ヘラナデ 目版 1334 -432

3 七積土 上師器 。甕 ―×一 X194) ラヽナデ・ヘラケズリ・ヨコナラ ラヽケズリ 電ζ傘隼.く▼≦恥キ 圏版 1341 -082

第 239図 SD8溝跡 出土遺物 (5)
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4(C‐ 0491

2(C‐ 065)

51C074)

0                            10cm

31C047)

lS‐ 1/3)

No 遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lmlx底径 lonlX器高 lcnl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 嵯積土 ヒ師器・壷または蟄 ――×71× (228) ラヽケズリ・ヘラミガキ ラヽケズリ ラケズリ・ヘラナデ 図版 34-2

2 ヒ積土 ヒ師器・広口甕 く294)〉 ×一×(1861
ラヽクズリ・ヘラナデ
ヨコナデ 電箕牽≧

・ヘラナデ 菫版 1343 C-065

3 SD8 ヒ積土 ヒ師器・小型甕 〈102〉 ×59X(1091 ヨコナデ・ヘラナデ ラヽケズリ ラナデ・ヨコナデ 圏版 134‐ 4 C‐047

佳積土 ヒ師器・小型甕 77× 31X77 ラヽケズリ ラナデ・ヨヨナデ 圏版 1345 6049

5 SD8 桂積土 ヒ師器・イヽ型甕 〈132〉 ×50X128 命台状 ラヽナデ・ヨコナデ・ナデ 目版 34-6 C-074

第 240図 SD8溝跡 出土遺物 (6)
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Ⅷ

ザ
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酬
Ⅲ
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脚
酬
卿
Ⅲ
四
ツ

ф 5低e005)

0               5cm

lS‐ 1/21

Φ
41P017)

⑧

０

０
lS‐ 1/9

遺構 層位 種別・器種 国径loEX底径lmlx器高lan 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 堆積土 土師器 。甑 ―X〈76〉 X(118) ラヽクスリ・ヘラナデ
無底単孔

ラヽナデ・ナデ・指押さえ
ヘラケズリ 図版 1351

2 唯積土 土師器・ 甑 一 X74× (224) ケヽメ・ヘラナデ 無底単子L
ラヽナデ・ヘラタスリ
ヘラミガキ 図版 1352

3 准積土 土師器・甑 く186〉 ×28× 143 単孔 図版 1353

遺構 層位 長さ lcml× 径 lcm)× 子し径 (cml 重さω 備考 写真図版 1 登録番号

4 ヒ積土 土製品・土玉 長 32X径 33 055-09 圏版 1354 1P‐ 017

遺構 層位 長さlclnl X tt lclnl× 厚さlcml 重さ9 石材 僑者 写真図版 登録番号

5 陰積土 製 品・石製模造品 (父 1 54)X19× 04 陀紋岩 雪!仮 1355 Ke-005

第 241図 SD8溝跡出土遺物 (7)

SD19,書働卜 雰ヨ242・ 243Eコ

【位置・重複】H14・ 15グ リッドに位置する。S15と 重複し、本遺構が新しい。またⅡa層検出の SDlに、南岸を

削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、北岸から主軸方向は概ねN-88° ―Wである。検出長は4.48m、 幅は05m
以上である。【深さ・断面形】深さは 14cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は半円形ないし、皿状である。【堆積

土】2層に分けられ、レンズ状に堆積する。【遺物】出土していない。

SD20溝跡 第 242～ 244・ 248～ 251図  図版 58・ 59・ 136～ 139

【位置 。重複】H12～ 15グ リッドに位置する。SA3、 SD8・ 25、 SK61・ 69・ 71、 PT53・ 59・ 60と 重複 し、

SA3、 SD8・ 25、 SK69。 71よ り新しく、他より古い。またⅡa層検出の SD17、 Va層検出の SX12に 削平され

る。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は N80° ―Eである。検出長は 25.25m、 幅は2.15～ 3.15mで あ

る。【深さ・断面形】深さは、95～ 120cmで ある。両岸は中程で屈曲し、下半では急角度、上半では緩やかな

角度で立ち上がる。底面は平坦で、断面形は概ね逆台形である。底面の標高は、6.H～ 6.195mでほとんど比高
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差はない。【堆積土】土層断面の観察は、ベル ト2地点、調査区北壁面の計 3地点で行った。ベル トと北壁とで、

土層は完全に一致しなかったが、共通項は見出された。土層全体はレンズ状に堆積し、下層では地山ブロックの

混入が顕著である。中～下層では、砂層と粘土層が細かな互層をなす。また H13グ リッドと、H14グ リッドの

東側の中層には、薄い炭化物層が堆積する。【遺物】主に炭化物層の直上から、非ロクロ土師器片 2227点 、石

器・石製品類 3点、石製模造品 2点、玉類 1点、土製品 2点が出土する。そのうち 21点を第 248～ 251図 に図

示した。第 248図 1～ 4(C517・ 568～ 570)は 土師器郷で、1(C-517)の 回縁部は内側に屈曲、2(C568)の 回縁

部内面は稜を有 し、3・ 41C569。 570)の 国縁部は内湾する。5・ 6(C-573・ 574)、 第 249図 -1・ 2(C602・ 603)

は高邪で、第 248図 -5・ 6。第 249図 2の野部は、体部と底部の境に稜を有 し、第 249図 ■ の邪部は体部と底

部の境がなく、直線的に開く。5の脚部は円錐形で端部が外反 し、6・ 2の脚部は、脚柱部 と裾部の境が屈曲す

る。第 249図 3・ 4・ 5(C-539～ 541)は 中型壼である。3・ 4は平底で、体部は球状である。5は 口縁から頸部で、

口縁部は直線的に開く。6(C550)、 第 250図 ■(C-555)は大形の重の口縁から体部 と、体部下端から底部で、器

厚が lcm以上 と非常に厚 く、同一個体である可能性も考えられる。2(C-533)は 壼、31C-556)は 甕、4(C-600)は

壼または甕の体部から底部である。いずれの体部も球状である。5(C557)は 広口甕で、体部最大径より口縁部

の径の方が大きい。第 251図 ■(C598)は ミニュチュア土器で、高台が付けられ、内面は黒色処理が施される。

21P033)は 土製の紡錘車、31K-056)は 円礫の端部を穿孔 して作られた石錘、41Ke-184)は 臼玉である。

SD22溝跡 第 252～ 258図  図版 59・ 60・ 139・ 140

【位置。重複】G10～ 14、 Hll～ 14グ リッドに位置する。S14、 SD18と 重複しSD18よ り新 しく、S14よ り古い。

またⅡa層検出の SDll・ 17、 Ⅱb層検出の SD13、 Va層検出の SD14に 削平される。【方向・規模】東西方向の

溝で、主軸方向は N76° Eで ある。検出長は 353m、 幅は 7.4～ 92mである。【深さ・断面形】深さは 1.65～

1.8mで ある。底面は緩やかな起伏を有するが、その幅は広 く、断面形は逆台形である。底面の標高は Hllグ

リッド5314m、 G12グ リッド5.551m、 G13グ リッド5,585mで、西から東へ緩やかに傾斜 している。【堆積土】

G・ H10・ 11グ リッドで 18層、G・ H12・ 13グ リッドでは 20層 に分けられ、レンズ状に堆積する。砂層と砂質

シル トやシル トが、細かな互層をなす堆積も確認されている。また南岸側から北岸側への、掘 り直しの痕跡も認

められる。【遺物】主に G・ H10・ 11グ リッドでは、北側の新 しい溝の砂層中、G o H12・ 13グ リッドでは南側

の古い溝の砂層中から、非ロクロ土師器片 1463点、須恵器片 6点、土製品 3点、木製品。木材 15点、馬歯 2点、

琥珀片 1点、種子 2点が出土した。そのうち 16点 を第 255～ 258図 に図示 した。第 255図 1・ 2(C-619・ 620)

は土師器の野で体部は内湾し、 1の 口縁部は緩やかに、2は くの字状に屈曲する。3・ 4(C621・ 622)、 第 256図

1～ 3(C627・ 743・ 623)は高邪で、第 255図 -3・ 4、 第 256図 -2・ 3の郷部の体部と底部の境は稜を有し、第

256図 -3は 更に突帯が廻る。4(C-643)は 器台の受部である。5(C644)は 壼形のミニュチュア土器である。6～

8(C-610。 6H・ 741)は 小型壼で、6の体部は扁平な球状、7の体部は最大径部分が鋭角的に屈曲する。9(C-613)

は甕で、体部中程に最大径を有する。頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は外反して開く。第 257図 ■(L-008)は

鋤柄の未製品、第 258図 1(L-009)は二又鍬である。2(P026)は 土師器甕類の体部片を加工した、円盤状土製品

である。

SD25溝跡 第 242・ 244図

【位置・重複】H14グ リッドに位置し、北側の調査区外に延びる。SD20と 重複 し本遺構が古い。【方向・規模】南

北方向の溝で、主軸方向は N-15° 一Wであるが、南端で N-2° ―Eの方向に緩やかに屈曲する。検出長は 1.93m、

幅は 0,37～ 0.45mである。【深さ・断面形】深さは 27cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】3

層に分けられ、レンズ状に堆積する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 14点 出土 した。

SD45溝跡 第 259～ 261図  図版 61・ 140

【位置・重複】E7・ 8、 F7グ リッドに位置する。SK253、 PT268・ 273・ 275と 重複 し本遺構が古い。またⅡb層

検出の S115-pt2、 Ⅲ層検出の SD39に 削平される。【方向・規模】北東から南西方向の溝で、主軸方向は N-59°
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―Eである。検出長は 15,44m、 幅は 3.6～ 40mである。【深さ。断面形】深さは 39～ 48cmで ある。底面は平坦

で、岸の立ち上がり部分は丸みを帯びるが、断面形は概ね逆台形である。底面の標高は南西端で 6.731m、 北東

端で 6696mと 、僅かながら南西から北東にかけて緩やかに傾斜 している。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ

状に堆積する。【遺物】主に 2層 中から非ロクロ土師器片 207点、石製模造品 2点 が出土 した。そのうち 3点

を第 261図 に図示 した。1(C-938)は 高邪で、野部の体部と底部の、境に稜を有する。2(C937)は 小型甕である。

31Ke■ 76)は蛇紋岩製の勾玉形石製模造品である。

第謎 “H67  
第辟問

ゼ朗4 sD外弟酬!ど翌

粋甥ヽ    十H4   朗 と剖9

0            5m

―

lS‐ 1/2501

o 土師器

E 須恵器

o 石製品・礫

△ 木片・木型品・炭化材

★ 土製品

☆ その他(骨・歯・種子eto

16…

SD20遺物出土状況SD9遺物出土状況

lC 153)

第 242図  SD9・ 10・ 19・ 20・ 25溝跡 平面図
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発
皓
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SD9

71m｀

71m名

71m名

SD19

73m名

75m当

津 71m名

占  70m名 70m名注

0                     2m

lS‐ 1/601

75m名

淫   75mゝ

第 243図  SD9・ 10・ 19・ 20,脅跡断面図

ユ 70m名 と

蒻

75m名

澪  75m亀  
メ2 

農

0                      2m

lS‐ 1/60)

ptl

と

遺構 土  色 土 性 備 考

5YR 5/4に ぶい黄褐色 シル ト ヨ色粒子少量含む。

2 5YR 5/3に ぶい黄褐色 沙質シル ト 占土プロック含む。

3 5YR 4/2灰 黄褐色 沙質シル ト
占土プロック少量、炭化物粒子微量に

子む。

4 5YR5/2灰 黄褐色 砂

5 5YR6/3に ぶい黄橙色 省土

6 ,SY 3/2黒褐色 七土 省土とンル トが互層をなす。

7 5Y4/3オ リープ褐色 シル ト 七土プロック含む。

8 OYR 4/1褐 灰色 七土質シル I こぶい黄褐色土粘土プロック少量含む。

9 OYR 3/2黒 褐色 告土 え黄褐色シル ト少量含む。

OYR 4/2灰 黄褐色 省土質シル I こぶい黄橙シル トプロック微量に含む。

OYR 3/3 黒褐色 砂
シル トプロック含む。砂粒 と粘土が互

層をなす。

遺構 土 色 土 性 備  考

ど5Y3/2 黒褐色 丈化物粒子微量に含む。

15Y4/2 暗灰黄色 戻白ンルトプロック含む。

3 25Y 4/3 オリープ褐色 砂 戻白シルトプロック少量含む。

4 10YR 4/2 灰黄褐色 砂暫シル ト え化物粒子微量に含む。

10YR 5/2 灰黄褐色 砂質シル ト 売化物粒子微量に含む。

10YR 5/3 にポい黄褐t 砂質シル ト

7 10YR 3/2 黒褐色 砂質シル ト え化物粒子微量に含む。

10YR4/1 褐灰色 砂質シル ト 雲い粒子の砂粒を含む。

SD19
1 25Y3/2黒 褐色 粘土質シルト て黄色ンルトブロック含む。

25Y3/3暗 オリーブ褐色 シルト 庭黄色シルトプロック多量に含む。
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第 244図  SD20・ 25溝跡 断面図

2(C‐ 177)

第 245図 SD9清跡 出土遺物 (1)
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41C164)

0

位置 土 色 土 性 備 考

２０

ｒ

Ｗ

ＳＤ

降

Ｎ
．

1 OYR 5/3 にぶい黄褐色 砂質シルト 秒粒含む。

2 OYR4/2 灰黄褐色 シルト
夷化物粒子少量含む。砂粒とンルトが互

言をなす。

3 OYR 4/3 にぶい黄褐色 砂質シルト
砂粒に赤褐色の鉄分の付着が認められ

る。

4 5YR4/3 褐色 砂質シルト

砂粒を多量に含む。

下層ほど砂粒の粒径が粗くなる。

炭化物粒子少量含む。

5 10YR 5/2 灰黄褐色 砂質シルト 炭化物粒子微量に含む。

6 10YR 4/3 にぶい黄褐色 砂
下層ほど砂粒の粒径が粗くなる。灰褐色

シルトプロック含む。炭化物粒子少量含む。

7 10YR 5/2 灰黄褐色 砂質シルト 砂粒含む。

8 10YR 2/2 黒褐色 砂 粒子のXEIい砂層。炭化物粒子多量に含む

9 10YR 4/3 にぶい黄褐色 砂
比較的に砂のとめが揃い、他の混入物は

無い。

10YR 5/2 灰黄褐色 砂質シルト 笠子の粗い砂を多量に含む。

1よ 25Y5/3 黄褐色 砂
笠子が粗く、灰褐色シルトプロック少量含
r」。

10YR 2/3 にぶい黄褐色 砂質シルト きめが揃つた砂粒を多量に含む。

10YR 3/1 黒褐色 ンルト
え化物・灰白色シルトプロックを少量含
rp・ 。

OYR 5/4 にぶい黄褐色 沙

10YR 4/3 にぶい黄褐色 沙質シルト

10YR 4/2 灰黄褐色 少質シルト
死白色シルトブロック微量に含む。

こ含む。

17 10YR 3/2 黒褐色 砂質ンルト 死自色シルトブロックを少量含む。

10YR 5/2 灰黄褐色 砂質シルト 天白色シルトプロック含む。

10YR 3/1 黒褐色 シルト 灰白色シルトプロック多量に含む。

位置 土 色 土 性 備  考

ＳＤ２０
∽

1 10YR 5/3に ぶい黄褐色 ン,レ ト 少質ンルトとシルトが互層をなす。

2 25Y5/2暗 灰黄色 砂 三層をなす。炭化粒子微量に含む。

3 (OYR 3/3暗 褐色 ン,レ ト 捷化物粒子・炭化材混入層と灰層が細か

箕互層をなす。

4 10YR 4/2灰 黄褐色 砂質シルト
少粒とシルトが互層をなす。炭化物粒子

牧量に含む。

10ЧR 4/3にぶい黄褐色 砂 母灰色ンルトプロック少量含む。

6 10YR 4/1褐 灰色 砂質シルト 瞥灰～灰白色粘土質シルトブロック含む

7 10YR 6/3に ぶい黄橙色 シ,レ ト 疋多量に含む。

10YR 3/1黒 褐色 シルト え化物粒子多量、焼土プロック少量含む。

10YR 4/2灰 黄褐色 シ,レ ト
母灰ンルトと灰自色シルトの混合堆積層。

え化物粒子微量に含む。

10 10YR 3/3暗 褐色 シルト
母灰色シルトブロック・にぶい黄褐色砂

ブロックを含む層と、炭化物粒子を含む

目が互層をなす。

10YR 4/2灰 黄褐色 粘土質シルト
こぶい黄褐色砂質シルトブロック少量含

r」 。

12 10YR 4/3に ぶい黄褐色 砂

位径の異なる砂粒が互層をなし、下層ほ

ど粒径が粗くなる。暗灰～灰白色粘土質

シルトブロック微量に含む。

13 10YR 3/2黒 褐色 砂質シルト
売化物・砂粒・シルトが層状に堆積する。

発化粒子、炭化材微量に含む。

10YR 3/3暗 褐色 砂質シルト 夷化物粒子微量に含む。

15 ]5Y3/3暗オリープ褐t 砂質シ,レト
天黄色粘土質シルトと砂粒が細かな互燿

をなす。

ど5Y3/2黒 褐色 粘土 少粒少量含む。

]5Y4/2暗灰黄色 砂質シルト 音灰色～灰黄色シルトブロック・砂粒含む。

, OYR3/2黒 褐色 粘 土

OYR3/2灰 黄褐色 砂質シルト
疋黄色シルトブロック・黒色粘土プロック

牧量に含む。

遺構 土 色 土  性 備  考

SD2〔

1 10YR 4/2灰黄褐色 少質シルト
こぶい黄褐色砂質シルトブロック多量に

争む。

2 10YR 3/3暗褐色 ′アレト こぶい黄褐色砂質シルトプロック含む。

3 25Y3/1 黒褐色 占土質シルト
こぶい黄褐色砂質シルトブロック微量に

争む。

＼
鎖

51C■ 78)

lS‐ 1/31

遺構 層位 ヨ径 lcallXは 径 lal× 器高 lcnll 外面 底面 内面 備 考 写真図版 登録番号

1 隆積土 上師器・鉢 124〉 ×一―×(39) ヨコナデ・ヘラミガキ ヨコナデ・ヘラミガキ ヨ版 〕162

積土 と師器・鉢 一×45× (245) ナデ ラケズリ・ナデ 指押さえ・ナデ・ヘラナラ 週1仮 7

3 盗積土 ヒ師器・小型丸底鉢 68〉 X(48)× 一 チデ・ヨコナデ
・ヘラミガキ・赤影 雪版 35-8

4 SD9 筐積土 と師器・小型丸底鉢 〈74〉 ×停91× 一 ヨヨナデ・ヘラミガキ ヨヨナデ・ヘラミガキ EXII板

SD9 ヒ積土 L師器・小型丸底鉢 〈32〉 ×(16) ラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ コ版 35‐ 10



3(C1701 41C■ 761
21C‐ 174)

1(C-172)

5(C-169)

7(C-173)
61C■ 75)

10(C‐ 1591

81C■ 65)

那冊『

121C160)
lS‐ 1/31

遺構 層位 ヨ笹 lcml× EtX ICnllX器 高 lan 外 面 底面・脚部内面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 SD9 ヒ積土 と師器・高不 × く98〉 ×(95) ラミガキ・赤影 ナデ 目版

SD9 鱗 土 上師器・高14N X―一×(48) ラヽミガキ ナデ ]版

3 SD9 ヒ積土 華邪または器台
X〈 109〉 ×(53) ラヽナデ・ヘラミガキ ラケズリ・ヘラミガキ 電∫板

4 SD9 ヒ積土 上師器・器台 (92〉 ×――×(47) ヨコナデ・ヘラミガキ オデ ヨヨナデ・ヘラミガキ 目版

5 監績土 ヨコナデ・ヘラミガキ ヨコナデ・ヘラミガ手 電版

ヒ積土 上師器・ 器台 ラヽミガキ・ナデ ラヽケズリ・ナデ 〕方向透久 割板

SD9 ヒ積土 土師器 。器台 ラヽミガキ オデ 方向透穴 電版

筐積土 土師器・ 直日重 本部最大径 116× 20× (83) ラナデ・ヘラミガキ ラナデ ラナデ コ版

ヒ積土 土師器 。壺 154〉 ×――X(74) ケヽメ・ヘラミガキ ケヽメ・ヘラミガキ �版

10 SD9 佐積土 土師器・ 壷 137〉 ×一―X(49) ヘラミガキ
ヘラナア・ハケメ
・ヨコナデ 雪版 C-159

11 ヒ積土 土師器・ 壷 (230〉 X――X(39) コ版 C161

佐積土 と師器・壷または類 日ヽ爆大径Q93〉 X― X12601 コ版 i36‐ ( C-160

第 246図 SD9溝跡 出土遺物 (2)
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第 247図  SD9溝跡 出土遺物 (3)

llC■ 3161

0                     10Cm

2(C-168)

lS‐ 1/3)

遭構 層位 種別 。器種   十日径 lclnl× 底径 (甲〕×器高 やれ 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 牲積土 土師器・褒 23 6〉 X― X146) ケヽメ・ヨコナデ ヘラケズリ・ヘラナデ・ヨコナブ 雪版 136-6

監積土 土師器・ 甕 148〉 ×―×181) ケヽメ・ヨコナデ ヘラナデ・ヨコナデ 目版 1367

3 ヒ糟土 135〉 ×一X89 ヨコナデ・ ヘラミガキ・ 赤彩 ヘラナデ・ヘラミガキ・赤彩 召版 1368

31C569)

(畔 V3)

No 遺構 層位 種別・ 器種 ヨ径 lQIllX底 径 lGlll× 器高 o■ 外面 底面・ 脚部内面 内面 写貢図版 登録番号

1 SD20 塩積土 土師器・不 132〉 ×42× 57 指押さ暴事ナデ・
ヘラナデ ラヽケズリ・ヘラナデ ラミガキ・ヨコナデ 雪版 36-9 ,517

4積土 土師器・不 148〉 X42× 61 ヘラケズリ・ヨヨナデ・ヘラミガヨ ラケズリ ヨコナデ・ヘラミガキ ]版 36‐ 10
'568

SD20 准積土 と師器・郷 110× 一×68 ラヽケズリ・ヨヨナデ・赤形 ラヽケズリ ラヽナデ・ヨコナデ・赤彩 目版 36‐ 11

4 SD20 准積土 ヒ師器・必 liO× 34× 56 ヨヨナデ・ヘラケズリ ラヽケズリ ヨコナデ。ヘラナデ 雪版 ,570

5 SD20 堆積土 ヒ師器・高邪 177× 133X143 ラヽケズリ・ヨコナデ オデ・ヘラナデ ヨコナデ・ヘラミガキ 電版 1573

SD20 進績土 と師器・高必 186〉 X く136〉 X127 ヨコナデ・ヘラミガキ・ヘラナデ ラナデ。ヘラミガキ ヨコナデ・ヘラミガキ 目版 37-3 ナ574

第 248図  SD20溝跡 出上遺物 (1)
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6‐ 1/3)

通 構 層位 種別・ 器憧 ヨ径 lml× 底径 lml× 器高 lonl 外面 内面 写真図版 登録番号

1 SD20 と積土 L師器・高不 179〉 ×一×(1261 ヘラナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ >デ・ヘラナデ ラナデ・ヨコナデ ]版 3-602

2 SD20 鱗 土 ヒ師器・高郷 176X132X(1465) ヘラナデ・ヘラミガキ・ヨヨナラ たデ・ヘラナデ・ヨヨナデ ヨコナデ。ヘラミガキ ]版 〕-603

3 SD20 佐積土 L師器・中型壷 ― X40× (53)
ヘラナデ・ヘラクズリ
・ヘラミガキ ラヽケズリ オデ・ヨコナデ ]版 37-6 〕-539

4 SD20 佳積土 ヒ師器・中型壷 47× 57× 194)
ラヽナテ・アヽケメ・ヨコナデ
ヘラミガキ ラヽナデ ヘラナデ・ナデ・ヨヨナデ コ版 〕-540

5 SD20 ヒ積土 L師器 。中型壷 く88〉 ×――×(53) ヘラナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ 全野ζ環≠見ぐラ豊ガキ コ版

6 SD20 籐 土 L師器・大型壷 く200〉 ×――×(344) ヘラナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ ラナデ・ヨヨナデ ]版

第 249図 SD20溝跡 出土遺物 (2)
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2(C-5331

＼

遺織 層位 ヨ径onX底径lcrnl× 器高lcnl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 SD20 ―×く124〉 ×(1021 ラヽケズリ・ヘラミガキ ヘラケズリ ラナデ コn文 138-2 3‐ 555

2 SD20 笠積土 と師器・壼 (180〉 ×一X(1361 ヨヨナデ・ヘラナデ・ヘラミガ| ラナデ・ヨヨナデ ]洵屍138‐ 3 3-538

3 SD20 籐 土 と師器・甕 177X一 X(175) ラヽケズリ・ヨコナデ・ヘラナラ ラヽナデ・ヨコナデ ]版 1384 D-556

4 SD20 醸 土 と師器・壼または雷 254× 68X(157) ラヽケズリ・ヘラミガキ ラケズリ ラヽナデ 憑1板 138‐ 5 3-600

5 SD20 481土 と師器。広口甕 〈296〉 ×一X(1891 ラナデ・ヨコナデ 動板 139■ 3‐ 557

第 250図 SD20溝跡 出土遺物 (3)
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0                       5cm
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O                     10cm

(S‐ 1/3)

遺構 層位 ヨ径 lonl× 底径 lmlX器高 lQnl 外 面 底 面 内面 写真図版 登録番号

SD20 ヒ積土 ミニュチ 一×〈36〉 X1231 ヨコナデ ヨコナデ ヘラミガキ 。黒色処理 ]版 1392 ,‐598

遺構 層位 長さlcmⅢ ×径 (cml X ttLtt lclnl 重さ⑪ 備考 写真図版 登録番号

2 SD20 ヒ積土 21× 44 06 里1板 139塑

遺構 層位 種別・種類 長さ にnll× 幅 にmlx厚 さ にInl 重さ (a 石材 備考 写真図版 登録番号

3 SD20 監積土 写製品・石錘 (561× 615× 29 (712) 弱国結砂質凝灰岩 海綿骨針多量含む �周貶139-5 ←056

遺構 層位 種別・種類 長さlcn】 ×径(cmlX孔径 lclnl 重さ lRl 石材・素材 備考 写真図版 登録番号

4 SD20 ヒ積土 窮鶏舌・石製懐進品 (臼玉 03× 055 02 弩石 コ版 1393 ∝-184

第 251図  SD20清跡 出土遺物 (4)
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SD22ptl・ 2

靴H名吝注名盈
ptl       pt2

58m｀  占 58m BI崖

γ  γ

遺構 土  色 土 性 備 考

SD18

1 25Y3/2黒褐色 省土 R黄色砂～シルトプロック含む。

2 25Y3/1黒褐色 七土 て黄色砂～シルトプロック微量に含む。

3 25Y4/2暗灰黄色 沙質シルト
旨灰黄色砂質ンルトプロック・灰黄色砂～

/ルトプロック含む。

4 5Y5/2暗灰黄色 ひ質シルト 疋黄色砂～シルトプロック含む。

5 5Y4/3オリープ褐色 沙 雇黄色シルト粒子少量含む

6 25Y5/2暗灰黄色 沙 に黄色土シルトプロック含む

SD22ビ ッ
Na

深 さ

位置 土 色 土 性 備 考

ぽ

ピ

Ｂ
，
と

1 10YR4/3 にぶい黄褐色 ノルト 少粒、炭化物粒子微量に含む。

2 」5Y3/3 暗オリーブ褐色 少 ヨ調の異なる砂粒が細かな互層をなす。

3 15Y5/3 黄褐色 シフレト

3 10YR4/3 にぶい黄褐色 少質シル ト 疋白色粘土ブロック含む。

4 10YR5/4 にぶい黄褐色 少奮シル ト 黄褐色砂質シル トブロックと砂粒含む

5 10YR4/3 にぶい黄褐色 沙
砂鉄を少量含み、砂粒とシルトが細か

な互層をなす。

6 10YR5/3 にぶい黄褐色 少質シル ト
黒褐色粘土プロック・灰自色粘土ブロ

ック・ 砂粒、炭化物粒子微量に含む。

7 10YR4/2 灰黄褐色 ♭質シルト
丈化物粒子を少量含み、砂粒とシルト

び細かな互層をなす。※木製品出土層

8 10YR3/2 黒褐色 少質シルト
黒褐色粘土プロック・灰白色粘土プ
ロック・砂粒、炭化物粒子少量含む。

g を5Y3/3 暗オリープ褐色 少質シル ト

黒色粘土プロック多量、灰白色粘土質

シル トプロック・砂粒少量、炭化物粒

子微量に含む。

位置 目も 土 色 土 性 備 考

∬
肥

9 25Y4/3 暗オリープ褐色 炭化物粒子含む。

10YR5/3 にボい黄褐色 少
黒色粘土プロック・灰白色胎土プロッ

ク少量含む。

11 25Y3/2 黒褐色 占土質シル ト
黒褐色粘土プロック・灰白色粘土プロ

ック・砂粒含む。

25Y5/3 黄褐色 少
黒色粘土プロック少量、炭化物粒子微

量に含む。

13 10YR3/1 黒褐色 と土
黒色粘土プロック・灰白色粘土プロッ

ク・砂粒少量含む。

10YR4/3に ぶい黄褐色 少
黒色粘土プロック少量含み、粒径の異

よる砂粒が互層をなす。

25Y3/1 黒色 古土
黒色粘土プロック・灰自色粘土プロッ

ク・砂粒含む。

25Y3/2 黒褐色 ひ
戻白色粘土プロック少量含み、砂粒と

戻黄褐色シルトが互層をなす。



78m亀

78m名

位 置 土  色 土  性 備  考

α

Ｆ

1 !5Y4/3オ リーブ褐色 シ,レ ト
蔵灰色ンルトブロック含む。黒色粘土ブ

コック少量含む。

OYR5/2にぶい黄褐色 砂質シルト

OYR5/2灰黄褐色 砂質シルト

CIYR 5/3に ぶい黄褐色 砂
黒褐色粘土ブロック微量に含み、粒径の

亀なる砂粒が互層をな現

lJYR 5/2灰 黄褐色 砂
少粒 と褐灰色 シル ト粒子 が細かな互層を

箕i

CIYR 5/1褐 灰色 シルト

7 5Y3/2黒 褐色 粘土質シルト 沙粒、褐灰色シルトブロック少量含む。

5Y4/3オ リーブ褐色 砂 沙鉄を含み、砂粒と互層をな坑

OYR 3/2黒 褐色 粘土
にぶい黄褐色シルトプロック含む。砂粒

少量含む。

4/3オ リーブ褐色 砂 沙鉄を含み、砂粒と互層をな現

0                   3m

S‐ 1/1001

第 254図 SD22溝跡 断面図 (2)

位置 土  色 土 性 備 考

Ｇ

Ｆ

SY 4/3オ リーブ褐色
沙鉄を含み、砂粒と互層をな現

黒褐色粘土プロック含む。

15Y4/3オリープ褐色 沙鉄を含み、砂粒と互層をなす

15Y3/1黒褐色 七土
鷺灰色粘土ブロック、にぶい黄色ンルト

′ロック含む。、砂粒少量含む。

15Y3/2黒褐色 省土質シルト
灰白粘土質シルトプロック・灰色ンルトプ

ロック含む。

5Y4/3オ リープ褐色 少 砂粒とシルトが互層をな究

5Y4/1黄 灰色 省土質シルト砂粒含む。

17 5Y3/2黒 褐色 七土質シルト 黒色粘土プロック含む。

i5Y6/3に ぶい黄色 粘土質シルト 砂粒とシルトが互層をな魂

i5Y4/2暗灰表色 砂
抄粒とにぶい黄褐色シルトが細かな互擢

5Y 3/1オリープ黒色 粘土質シルト
黒褐色粘土質シルトとにぶい黄褐色シァレ

トが互層をな魂

4(C-622)

3(C-621)

lS‐ 1/3)

No 遺構 層位 種別・器種 IFIIX lcm× 底径 lcnll× 器高 16n 外面 底面・ 脚部内面 内面 写真図版 登録番号

l SD22 ヒ積土 と師器・邦 109×一×67 ラヽケズリ・ヘラナデ・ヨヨナラ ラケズリ ラヽナデ・アヽケメ・ヨコナデ
目版 3-619

2 SD22 ヒ積土 L師器・芥 〈94〉 × 〈30〉 X 〈47〉 ラヽケズリ・ヘラナデ・ヨコナラ ラケズリ ラヽナデ・ナデ・ヨヨナデ 劉版 }620
3 SD22 監積土 ヒ師器・ 高不 180× 155X154 ヨヨナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ オデ・指押さえ・ヨコナデ ヨヨナデ・ヘラミガキ 目版 39‐8

4 土 F器・高邦 181X127× 129 ヨヨナデ・ヘラミガキ・赤彩 ヨコサデ・ヘラナデ・ナデ ヨコナデ・ヘラミガキ・赤棄 目版 39-9 8‐622

第 255図 SD22溝跡 出土遺物 (0

-262-



2(C-749

(傲9

51C644)

7(C-611)

61C610)

0                     10Cm

lS‐ 1/3)

通 構 層位 種別・器種 口径 lonl× 底径 lmlX器 高 lal 外面 底面 。脚部内面 内面 写真図版 登録番号

1 SD22 雄績土 上師器・ 高不 170× (1301X188 ナデ。ヘラナデ・ヨヨナデ ヨヨナデ・ヘラミガキ 邸板 139■ 0 ε-627

2 SD22 進積土 173〉 X一×(1201 ヨヨナデ・ヘラミガキ ナデ ヨコナデ・ヘラミガキ コ版 39-11 ε-743

3 SD22 准積土 ヒ師器。高雰 !00×一×(142) ハケメ・ヨコナデ・ヘラミガキ ナデ・指押さえ・ヨコナデ ラヽミガキ ]版 3‐623

4 SD22 を積土 86〉 ×一×(301 ヨコナデ・ヘラミガキ ラヽナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ 電版 40-2 }643

5 SD22 准積土 X〈425〉 ×〈535〉 ヘラミガキ ヘラミガキ オデ 目版 40-3 〕-644

6 SD22 4積土 と師器 。小型重 ×39× 179 ヘラケズリ・ヨコナデ・ヘラナデヘラケズリ ラヽナデ・指押さえ・ヨヨナデ 電版 40‐ 4 3-610

7 SD22 ヒ積土 と師器・ 小型壷 30X30× 75 淀亀玲隼fで写ζ葛羊 ヘラケズリ 習ξ子■ナテ・ヨ
ヨナテ 目的冤140-5 3-611

8 SD22 佐積土 と師器・刀ヽ型壼 ×一×(57) ヘラケズリ・ヘラナデ ヘラケズリ >デ・ヨコナデ 目版 40‐ 6

9 ヒ積土 と師器・甕 182X82X234 ヘラケズリ・ハケメ・ヨコナデ
・ヘラチデ・ヘラミガキ

ヘラケズリ ラヽナデ・ハケメ・ヨヨナデ 週版 40-7 }613

第 256図 SD22溝跡 出土遺物 (2)
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75m名

75m名

離

lS V601

第 260図 SD45溝跡 断面図

2(C-937)

0                        10cm

lS‐ 1/3)

Φ   郎 』 n

遺槽 土 色 土 性 備 考

1 25Y4/1 黄灰色 占土質シル ト
黒褐色粘土プロック含む。灰白色粘土

質シル トプロック・白色粒子少量含む。

25Y5/1 黄灰色 占土質シル ト
黒褐色粘土プロック・灰自色粘土質シ

ル トプロック含む。

llC‐ 9381

通 構 層位 種別 。器種 口径o耐 X底径lmlx器高o耐 外面 底面・脚部内面 内面 写真図版 登録番号

1 SD45 2層 (119〉 ラヽナデ・ヨヨナデ 交り・ ヘラナデ ヨコナデ 既∫板140‐ 9 ‐938

2 SD45 2層 と師器・ 小型甕 (126〉 X― X(621 ラヽナデ・ヨコナデ・赤彩 郡板 140■ 0 -937

選 構 層位 種別・ 種類 長さ lcml× 幅 lcml× 厚さ lcml 重さ lFIl 石材 備考 写真図版 登録番号

3 SD45 〕層 割磐静 石製検造品 (勾玉 3× 27× 11 8紋岩 目劇反140-11 (c-176

第 261図 SD45溝跡 出土遺物

-266-



SD79,脅跡  第 262・ 263図  図版 140

【位置。重複】C3グ リッドに位置 し、西側の調査区外に延びる。またⅡb層検出の SD37に 削平される。【方向・

規模】東西方向の溝で、主軸方向は N-85° ―Eである。検出長は 2.15m、 幅は 0.22～ 0.29mである。【深さ・断

面形】深さは 7cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】灰黄色砂質シル トの

単層である。【遺物】底面から二孔の鏡形石製模造品が 1点出土 し、第 263図 -1(Ke■ 57)に 図示した。

SD80,寺跡  第 262図

【位置。重複】C3グ リッ ドに位置 し、西側の調査区外に延びる。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は

N84° ―Wである。検出長は ■94m、 幅は 0.2～ 0.27mである。【深さ。断面形】深さは 6cmで ある。底面は細

かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層である。【遺物】出土 していない。

SD94溝跡 第 262図

【位置・重複】B・ C4グ リッドに位置し、コa層検出の SD66に 削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、主軸

方向は N-1° ―Eである。検出長は 2.31m、 幅は 20～ 35cmで ある。【深さ。断面形】深さは 14cmで ある。底面、

立ち上がり部分は、ともに丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆積土】暗灰黄色シル トの単層である。【遺物】

出土していない。

SD97溝跡 第 262図

【位置。重複】A・ B2グ リッドに位置する。【方向・規模】北東から南西方向の溝で、主軸方向は N-50° ―Eである。

検出長は 2.2m、 幅は0.33mである。【深さ・断面形】深さは 15cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆

積土】灰黄褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SD102,毒 跡  第 262図

【位置。重複】C・ D4グ リッドに位置する。SD123・ 132と 重複し本遺構が新しい。またⅡb層検出の SD37・ 68

に削平される。【方向。規模】南北方向の溝で、主軸方向は N-26° 一Wである。検出長は 4.13m、 幅は0.3～ 102m

である。【深さ。断面形】深さは 5cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】灰

黄褐色シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土した。

SD123'曽 働い 身3262[雪

【位置。重複】C・ D4グ リッドに位置する。SD102・ 132と 重複し、SD102よ り古く、SD132よ り新しい。また

Ⅱb層検出のSD37・ 68に 削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向はN-66° 一Eである。検出長は3.8m、

幅は0.47～ 0.64mで ある。【深さ・断面形】深さは9cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。

【堆積土】暗オリーブ褐色シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SD132溝跡 第 262図

【位置。重複】C・ D4グリッドに位置する。SD102・ 123と 重複し本遺構が古い。またΠb層検出の SD68に 削平

される。【方向・規模】南北方向の溝で、主軸方向はN8° 一Eである。検出長は 3.18m、 幅は 0.2m双上である。【深

さ!断面形】深さは 12cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】オリーブ褐色

砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。
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lS‐ 1/601

1(Ke-157)
lS‐ 1/2)

遺構 土 色 土 性 備  考

オ5Y4/1黄灰色 沙質シル ト
尾黄褐色砂質シルトプロック多量に含
す。

1 15Y3/1黒褐色 シルト
こぶい黄褐色砂質シルトプロック少量

子む。

1 15Y4/2暗灰黄色 シ,レ ト
疋黄褐色砂質シル トブロック、黒褐色

古土質シル トプロック少量、炭化物粒

子・白色粒子微量に含む。

l 10YR 4/2灰 黄褐色 少質シル ト ζ色粒子微量に含む。

1 10YR 4/2灰 黄褐色 シルト 旨灰黄色砂質シル トブロック・黒褐色

古土質シルト、自色粒子微量に含む。

1 15Y3/3暗オリーブ褐迄 シアレト
景褐色シル ト・暗灰黄色粘土質シルト
・砂粒子、炭化物粒子微量に含む。

1 15Y4/3オ リープ褐色 少質シル ト

旨灰黄色砂質シル トブロック、黒褐色

主む。

第 262図  SD79・ 80・ 94・ 97・ 102・ 123・ 132溝跡 平面図 。断面図

〇―もⅧ
ー

遺構 層琶 長さ lcml× 幅 (cml× 厚さ lcml 重さ ltl 石材 備考 写真図版 登録番号

1 ヒ積土 g製品・石製模造品

`鏡

32× 285X04 七板岩 召円魔140-12 Ke-157

第 263図 SD79溝跡 出土遺物

-268-



3)竪 穴 住 居 跡

S11竪穴住居跡 第 264～ 268図  図版 62・ 141

【位置。重複】115・ 16、 」16グ リッ ドに位晉する。SD8。 9と 重複 し本遺構が新 しい。また Ⅱa層 検出の SXl、

Hb層検出の SBlお よび試掘坑に削平される。【平面形・方向・規模】平面形は方形で、主軸方向はカマ ドから

N-39° ―Wである。規模は、南北 3.9m、 東西 40mである。【堆積土】22層 に分けられ、1～ 5層が床面までの

堆積土である。6～ 8層 がカマ ド燃焼部内の堆積土である。 7・ 8層 はカマ ド内壁の崩落土で、多量の焼土が混

入する。9。 10層 はカマ ドの袖、H層 は赤変硬化 した火床面、 12～ 15層 がカマ ドの掘 り方埋土、16～ 22層

は竪穴の掘 り方埋土である。【床面。壁面】掘 り方埋土上面を床面 とし、平坦である。硬化面は、カマ ド周辺から

床面中央に広がる。壁面は北壁、東壁の一部が 13cmの 高さで遺存 し、急角度で立ち上がる。【ピット・柱穴】床

面中央部から東寄 りに、ピットを有する。床面からの深さは 32cmで ある。【カマ ド】北壁に付設され、煙道部

は検出されなかった。燃焼部は袖によって作 りだされ、内壁は良好に被熱、赤変硬化 している。火床面は、両

袖間の先端部付近に広がる。【貯蔵穴。その他の施設】検出されなかった。【掘 り方】床面下を 10～ 30cm掘 り

込み、特に東辺を深 く掘 り込む。【出土状況】カマ ドのある北側の床面付近から、多 く出土 した。【遺物】非ロ

クロ土師器片 920点、土製品 7点、石製模造品 3点が出土 し、そのうち 11点を第 266～ 268図 に図示 した。

第 266図 ■・2(C207・ 208)は必で、体部は内湾気味に立ち上が り、2の 国唇部は僅かに外反する。何れも赤彩

が施される。3(C196)は 中型重で、体部は球状で、日縁部は直線的に立ち上がる。4(C205)は 壼の口縁部であ

る。5(C203)、 第 267図 1・ 2(C204・ 206)は 甕で、1は ハケメが施される。3(C202)は 無底単孔の甑である。

4(P-010)は カマ ドの支脚 と考えられるが、カマ ド燃焼部ではな く、カマ ドの西側の床面から出土 した。第 268

図 1・ 2(Ke 012・ 013)は二孔の鏡形石製模造品である。

付 置 十 色 土 性 備  考

竪穴

1 5YR 3/3暗 褐色 シルト 売化物粒子微量に含む。

2 5YR2/1黒色 シルト
焼土粒子・炭化物粒子微量、浅黄色粘

土ブロック含む。

3 10YR 3/4暗褐色 シル ト 売上プロック・ 焼土粒子少量含む。

4 5YR 3/2黒 褐色 莞土粒子・ 炭化物粒子・ 白色粒子含む。

5 5YR4/3に ふ い薫褐色 薫褐色 シル トフロ ック管 む 。

マ ド

6 10ЧR 4/3にぶい黄褐色 シァレト

7 lYR 4/6赤 褐色 シルト 発土プロック含む。炭化物微量に含む

8
'YR 3/4暗

赤褐色 完土粒子含む。焼土プロック少量含む

マ

袖

5Y7/4浅 黄色 七土 カマ ド袖。

5YR6/6橙色 七土 カマ ドの内壁。被熱によ り赤変硬化。

,マ ト

屈り方

'YR 5/6明
赤褐色 シ,レ ト カマド火床面。被熱により赤変硬化。

5YR4/3褐色 シル ト

'YR 4/6赤
褐色 省土質シル 尭土プロック多量に含む。

5YR 3/3暗 褐色 シフレト 完土ブロック含む。焼土粒子・炭化物

笠子少量含む。

5YR 3/2黒 褐色 シ,レ ト え化物粒子・焼土粒子・焦土ブロック
渋量に含む。

5YR2/2黒褐色 シル ト 完化物粒子多量に含む。炭化材含む。

5YR4/4暗褐色 シルト 完土粒子・炭化物粒子微量に含む。

5YR3/2黒褐色 シル ト 文化物粒子少量含む。

5YR3/4暗褐色 シルト え化物粒子微量に含む。

5YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト

10YR 4/6褐色 シ,レ ト
え化物粒子・焼土粒子微量に含む。
常まり良好。

10YR 2/2黒褐色 シルト え化物粒子微量に含む。

分
ち

脅
S11ピ ット (cm)

|

lS‐ 1/601

第 264図 SH竪穴住居跡 平面図・断面図
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竪穴住居跡平面図 。断面図 (2)

0                      10cm

lS‐ 1/3)

31C■ 96) 41C205)

No 遺構 層位 種別・ 器種 朝≧lQnlX底径 lmlX器高 価 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

l カマド と師器・不 146× 35× 47 ヨヨナデ・ヘラミガキ・赤彩 ラヽミガキ・赤彩 ヨコナデ・ヘラミガキ・赤彩 賢放 1 〕-207

2 カマド 上師器・イ く166〉 ×一×60 ラヽケスリ・ヨコナテ ラヽケズリ・ヘラミガキ・赤彩 ヘラナデ・ヨコナデ
・ヘラミガキ・赤彩 目版 3-208

3 SI 床 100X― ×194】 ラヽナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラナデ・ヨヨナデ 電版

4 lL績土 230〉 ×一×(95) ラヽナデ・ヨコナデ ラナデ・ヨコナデ 圏版 ε-205

5 床 上師器・甕 一×82× (10 1Jl ラナデ ラヽケズリ ラナデ 盟版 5 3-203

第 266図 S11竪穴住居跡 出土遺物 (1)
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4e‐010)

0                     10Cm

lS‐ 1/31

No 遺構 遺構 種別・ 器種 ヨ径 lml× 底経 lml× 器高 lQD 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

l 末 と師器・ 甕 190〉 ×一―×
`154)

ケヽメ・ヨヨナデ ヘラナデ・ヨヨナデ 盟版 ,-204

2 末 上師器・甕
`243〉

×一X(212) ラヽナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラナデ・ヨヨナデ 盟版 7 〕‐206

3 末 X〈93〉 X(2102) ラケズリ・ヘラミガキ К底単孔 ヘラナデ コ版 3-202

4 末 と製品・カマド支闊 78× 105X127 肯押さえ i天丼部)ヘラナデ ヘラナデ・指押さえ 圏版

第 267図  SH竪穴住居跡 出土遺物 (2)
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(S‐ 1/2】

遺構 層位 種別・種類 長さ (cm)× 幅 (cm)× 厚さ (cm) 重さ 倒 石材 備 考 写真図版 登録番号

1 床 石製品・石製模造FI(鏡 ) 27× 29× 03 省板岩 当ナ仮 14■ 10 【c-012

2 床 石製品・石製模造品 (鏡 ) (22)× (30)× 035 七板岩 図版 141H 013

第 268図  Sll竪穴住居跡 出土遺物 (3)

S14竪穴住居跡 第 269～ 272図 図版 63・ 142

【位置。重複】HH。 12グ リッドに位置 し、南側は調査区外に延びる。SA3。 SD22と 重複 し本遺構が新 しい。ま

たⅡa層検出の SDll・ 17に 削平される。【平面形・方向・規模】平面形は方形で、主軸方向はカマ ドか らN65°

―Eである。規模は、東西 57m以上、南北 553m以上である。【堆積土】 19層 に分けられ、 1～ 5層は床面まで

の堆積土である。6～ 10層 がカマ ド燃焼部内の堆積土で、7・ 8層 はカマ ド内壁の崩落土である。H。 12層 は

カマ ドの袖、 13・ 14層 は火床面、 15。 16層 は貯蔵穴の堆積土である。 17～ 19層 は竪穴の掘 り方埋土で、褐

灰色シル トブロックが混入 している。【床面・壁面】掘 り方埋土上面を床面 とし、平坦である。明瞭な硬化面は、

検出されなかった。壁は 8cmの 高さで遺存し、急角度で立ち上がる。周溝は検出されなかった。【ピット・柱穴】

床面からピット2基が検出され、対角線上に配置され、床面からの深さは 21～ 24cmで あることから、主柱穴

と考えられる。本来は 4本柱の構造と考えられるが、SD17と の重複や、遺構の一部が調査区外となるため、全

ては検出されなかった。【カマ ド】東壁のほぼ中央に付設され、煙道部は検出されなかった。燃焼部は、砂質シ

ル トによる袖によって作 り出され、火床面は両袖の先端部間に広がる。【貯蔵穴。その他の施設】カマ ドの南側、

南東隅に、南北 60cm以上、東西 85cm以上、深さ 18cmの 土坑が検出され、貯蔵穴と考えられる。平面形は楕

円形 と考えられ、底面は平坦で、断面形は逆台形である。【掘 り方】床面下を 10～ 30cm掘 り込む。特に東壁、

北壁際が深 く掘 り込まれ、口の字状の掘 り方であったと考えられる。【出土状況】カマ ドの燃焼部内、およびそ

の周辺の床面からまとまって出土 した。【遺物】非ロクロ土師器片 372点、馬歯 1点が出土した。そのうち 5点

を第 271・ 272図 に図示した。第 271図 ■・2(C296・ 298)は 不で、赤彩が施される。体部は内湾して立ち上が

り、日唇部は僅かに摘み出される。第 272図 ■・2(C-285。 287)は壼で、2の頸部は緩やかに屈曲し、日縁部は

外反気味に立ち上がる。3(C292)は広口甕または甑と考えられる。

S15竪穴住居跡 第 273～ 275図 図版 64・ 142・ 143

【位置。重複】H・ 114グ リッドに位置する。S16、 SD19と 重複 し、S16よ り新 しく、SD19よ り古い。またHa層

上面検出の SDl、 Ⅱb層上面検出の SD2、 Va層上面検出の SD14に 削平される。【平面形・方向・規模】平面形

は方形で、主軸方向は西壁から‖ 12° ―Wである。規模は、東西 4.4m以上、南北 432m以 上である。【堆積土】

30層 に分けられ、1～ 15層 は床面までの堆積土で、レンズ状に堆積する。中層の 7層 は焼け面、8層 は焼け面

に伴 う炭化物層である。また床面上には 12層 の炭化物層、13層 の灰白色粘土ブロック混入層が堆積する。16

～ 22層 は pt2～ 4、 23・ 24層 は pt5の 堆積土である。25～ 30層 は掘 り方埋土で、黄灰色シル トブロックが混

入 している。【床面・壁面】掘 り方埋土上面を床面とし、平坦である。硬化面は、床面の中央に広がる。壁は 30

～ 35cmの高さで遺存 し、緩やかな角度で立ち上がる。壁溝は検出されなかった。【ピット・柱穴】6基のピット

が検出され、pt2・ 4・ 5は位置 と規模から、主柱穴 と考えられる。pt5は 床下から検出され、pt5か らpt4への

柱の付替えがあったと考えられる。【炉跡・カマ ド】検出されなかった。【貯蔵穴。その他の施設】南東隅に位置

する pt3は、東西 50cm、 南北 48cm、 深さ 48cmの 隅丸方形土坑で、貯蔵穴と考えられる。【掘 り方】規則性は

認められず、床面下を 10～ 20cm掘 り下げている。【出土状況】主に住居南側の堆積土中層から、下層にかけ

てより出土した。【遺物】非ロクロ土師器片 694点 、黒曜石の剥片 2点、石製模造品 3点、臼玉 1点、琥珀片

6点が出土した。そのうち 8点を第 275図 に図示 した。1(C-309)は 不で体部は内湾して立ち上が り、日縁部は

屈曲し回唇部が開く。2(C302)は中型壼の体部で、扁平球状である。3・ 4(C-303・ 717)は壼で、体部中程に最

ξ ―ド尋33ヨ)一

ф :口 睦

―

   「 ヽ 1(ke-012)
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第 270図  S14竪穴住居跡平面図・断面図 (2)

第 271図 S14竪穴住居跡 出土遺物 (1)

0                          10cm

∈ラ木 _ 
°
Sど辞影Q⑨

鞠顆

◎
シ

位置 土  色 土  性 備  考

竪穴

1 OYR 3/2黒 褐色 沙質ンルト
時灰色シルト粒子少量、焼土粒子微量に

年むハ

2 OYR 4/2灰 黄褐色 沙質シルト
疋黄褐色シルト粒子含む。焼土粒子微量

こ含む。

3 YR 4/6赤褐色 シルト 尭土ブロック多量含む。

4 5YR2/1黒 色 ンアレト 文化物粒子多量に含む。焼土プロック・焼

鋤 子・灰黄褐色シルトプロック含む。

5 OYR 4/1褐 灰色 シ,レ ト 兎自～暗灰色粘土質シルトプロック含む。

カマド

6 YR 3/1黒褐色 ンルト
疋黄褐色シァレト粒子含む。焼土プロック

チ量含む。

7 YR 3/3暗赤褐色 ンフレト 尭土ブロック・焼土粒子含む。

8 YR4/4 にぶい赤褐色 ンルト え土ブロック多量に含む。焼土粒子含む。

9 5YR 4/2灰褐色 シ,レ ト
疋黄褐色シルト粒子含む。焼土粒子少量

針if^

YR1 7/1 黒色 ンルト
え化物粒子密に含む。焼土粒子含む。焼

とプロック少量含む。

位 置 土 色 土 性 備 考

カマド
袖

,YR 3/6暗赤褐色 砂質シアレト カマドの内壁。被熱により赤変硬化。

10YR 4/3に ポい黄褐色 砂質シルト カマド袖。

カマド 13 :5YR5/4に ぶい赤褐色 シアレト 被熱により赤変硬化。

15YR 3/2暗 赤褐色 ラ/'レ ト 被熱により硬化。

10YR 4/1 褐灰色 シアレト 炭化物粒子微量に含む。

10YR 4/2暗 灰黄色 砂質シルト 灰黄色砂含む。

掘り方

17 10YR 3/2黒 褐色 粘土質シルト
掲灰色シルト粒子含む。褐灰色シル トプ

ロック少量含む。

10YR 4/2灰 黄褐色 シルト 褐灰色シルトプロック多量に含む。

10YR 3/2黒 褐色 粘土質シルト 褐灰色シルトプロック少量含む。

lS‐ 1/9

遺構 層位 種別・ 器種 ヨ径 lcnll× 底径 lcHll× 器高 lcnl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 床 土師器・不 143× 52× 66 ヘラケズリ 雪版 1421 ,296

2 床 土師器・郷 138× 57× 64 ラヽケズリ 雪版 1422 〕298
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0                          10Cm

lS=1/31

遭橋 層位 種別 。器種  |口径 lml× 底経 ltllll× 器高 m 外面 底面 内面 備考 写真図版 登録番号

1 しマド 土師器・ 壷 220〉  X――X(241) ラヽケスリ・ヘラナテ ラヽナデ 外面に燦付着 圏版 1423 ,-285

宇蔵穴 土師器・壺 135×一×(1701 ・ヘラミガキ 習 R4ニ
ハ フ

圏版 1424 ε-287

3 と積土 !膏議衿・
H潔 i326〉 ×一×(1701 ヨヨナデ・ヘラナデ

ヘラナデ・ヨヨナテ
・ヘラミガキ 圏版 1425

第 272図  Si4竪穴住居跡 出土遺物 (2)

大径を持ち、球状である。頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は外反する。5(Ke-016)は 単孔の鏡形石製模造品、

61Ke-018)は 剣形石製模造品、71Ke-019)と ま剣形石製模造品の未製品、81Ke-177)は 臼玉である。

S16竪穴住居跡 第 276～ 283図  図版 65。 143～ 146

【位置・重複】H4・ 15グ リッドに位置する。S15、 SK63・ 68・ 70と重複 し、SK68。 70よ り新しく、他より古い。

またⅡa層検出の SDl、 Ⅱb層検出の SD2、 Va層検出のSD14に削平される。【平面形。方向・規模】平面形は方形で、

主軸方向は西壁から N-25° 一Wである。規模は、南北 4.2m以上、東西 6.5mである。【堆積土】41層 に分けられ、

1～ 14層 は床面までの堆積土で、レンズ状に堆積している。堆積土には炭化物の混入が顕著で、特に 7・ H層

は密に含まれ、その直下には焼け面が検出されている。 このことからこれらの炭化物は、外部から流入 したも

のではなく、住居跡が埋没 してゆく過程で、火を受けたため発生 したものと考えられる。 15～ 19層 は ptl、 20

層は pt4、 21～ 24層 は pt5、 25～ 31層 は pt6、 32～ 36層 は pt8の 堆積土である。37～ 41層 は掘 り方埋土で、

灰白色シル トブロックが混入 している。【床面・壁面】掘 り方埋土上面を床面とし、平坦である。床面全体が良好

に締まっている。壁は 20cmの 高さで遺存し、緩やかな角度で立ち上がる。周溝は検出されなかった。【ピット・

3(C-292)
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第 273図 S15竪穴住居跡平面図・断面図 (1)

推

hlo pt6

深 さ (48)く 60〉

位置 土  色 土  性 備 考

1 10YR 4/1 褐灰色 砂質シルト
こぶい黄褐色砂質シルトブロック・炭化物

笠子少量含む。

2 10YR 5/1 褐灰色 砂質シルト
こぶい黄橙ンルトブロック炭化物粒子微

ミに含む。

3 10YR 4/2 灰黄褐色 砂質シルト
こぶい黄橙シルトプロック含む。炭化物

10YR 7/1 灰白色 ン,レ ト 疋含む。炭化物粒子少量含む。

5 10YR 7/2 にぶい黄橙色 シルト

6 10YR 5/1 褐灰色 シアレト
こぶい黄橙色シルトプロック・炭化物粒

子少量含む。

竪穴 2 5YR4/4 1こ ぶい赤褐色 シアレト 院け面。被熱により赤変硬化。

8 10YR 2/2 黒褐色 シルト 炭化物粒子多量に含む。

9 ,5Y4/2 暗灰黄色 砂質シルト
にぶい黄橙色シルトブロック・炭化物粒子

少量含む。

10YR 4/1 褐灰色 砂質シルト にぶい黄橙色シルトプロック含む。

11 10YR 3/1 黒褐色 粘土 にぶい黄橙色粘土質シルト粒子含む。

「5YR 7/1黒色 シルト 炭化物粒子密に含む。

35Y6/1黄 灰色 粘土
灰白色粘土ブロック多量、炭化物粒子少

量含む。

10YR 3/2 黒褐色 粘土質シルト こぶい黄橙色シルトプロック含む。

10YR 4/2 灰黄褐色 少 壁崩落土。

位 置 土 色 土  性 備  考

ｐ

２
．

10YR 3/2 黒褐色 省土
にぶい黄褐色土シルトブロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

17 10YR 3/2 黒褐色 七土
灰自色シルトフロック含む。炭化物粒子

微量に含む。

10YR 17/1黒 色 七土 炭化物粒子密に含む。

ЮYR 3/2 黒褐色 告土
灰白色シルトブロック含む。炭化物粒子

微量に含む。

25Y 2/1 黒色 告土
炭化物粒子多量、灰白色シル トブロック

微量に含む。

10YR 4/2 灰黄褐色 ひ冒シルト 灰白色シルトプロック多量に含む。

10YR 6/2 灰黄褐色 灰自色シルトプロック密に含む。

10YR5/2灰 黄褐色 沙質シアレト 黄灰色シルトプロック含む。

10YR 4/1 褐灰色 砂質シルト
黄灰色ンルトブロック多量に含む。シル

トプロックと砂粒の混合土。

掘り方

10YR3/2黒 褐色 砂質シルト
黄灰色ンルトプロック含む。炭化材微量

に含む。

10YR4/2灰 黄褐色 シアレト
炭化物粒子含む。灰黄色シアレトプロック
/」/N目合 Jf^

10YR3/3 暗褐色 少質シルト 黄灰色シルトプロック微量に含む。

10YR3/4 暗褐色 沙質シルト
黄灰色シルトプロック少量、炭化物粒子

微量に含む。

10YR4/3 にぶい黄橙色 少質シルト 黄灰色シルトプロック少量含む。

10YR5/2灰 黄褐色 少質シルト 黄灰色シルトプロック多量に含む。
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第 274図 引5竪穴住居跡平面図・断面図 (2)
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通 情 層位 長さにInl× 幅lcml× 厚さにml 重さ(け 石材 備考 写真図版 登録番号

七積土 ヨ製品・石製模造品 (鏡 〕 17× 18× 025 (13) 蛇紋岩 雪版 143‐ 3

准積土 ―IM品・石製模進品(剣 〕465X18× 045 蛇紋岩 雪版 143-4

7 (25)× 13× 045 蛇紋岩 雪先尾143-5 te-019

選構 層位 種別・種類 厚さ にml× 径 にml× 孔径 lcml 重さ lol 石材 備考 写真図版 登録番号

蓬積土 )lX035×02 蛇紋岩 雪版 1436

第 275図  S15竪穴住居跡出土遺物

柱穴】床面から検出されたピットはptlの みであったが、柱痕が確認され主柱穴と考えられる。掘り方、および

重複する S15、 SD14の 底面からは、pt2～ 8ま で検出され、全て対角線上に並ぶことから主柱穴と考えられる。

住居跡廃絶時の柱穴は、床面で検出されたptlと これに対応するpt5と 考えられる。この内側にはpt2・ 4・ 7・ 8が、

外側には pt3・ 6が配置され、本住居跡は少なくとも3回建て替えられたと考えられる。【炉跡・カマ ド】検出

されなかった。【貯蔵穴。その他の施設】検出されなかった。【掘り方】床面下を 10～ 35cm掘 り込む。特に壁

際を深く掘り込んでおり、口の字状の掘り方と考えらる。また、長方形に深く掘り込まれている部分がある。【出

土状況】主に炭化物層である 7・ H層の上層から遺物がまとまって出土し、特に 7層上層では面的な広がりが

認められる。【遺物】非ロクロ土師器片 1806点、石器・石製品類 8点、石製模造品 4点、臼玉 5点出土した。そ

のうち 27点 を第 280～ 283図に図示した。第 280図 ■～ 5(C-332・ 342～ 345)は郷である。 1・ 2・ 4・ 5の

体部は内湾して立ち上がり、国縁に至る。3の口縁部は屈曲し、日唇部は直立する。第 281図 ■(C349)は 高邪で、

郷部外面には突帯状の稜を有し、脚柱部と裾部の境は屈曲する。2(C319)は 小型壷で、体部は扁平球状で、口

No 遺構 層位 種 別 ・ 3諄 重 口径 lcall× 底径 lmlX器 高 lml 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 土師器・郷 141× 37× 56 ・ヨヨナデ・ヘラミガキ ヘラケズリ ヘラナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ ]版 3‐ 309

2 進積土 土師器 。中型壷 ― X― X(77) ラヽケズリ・ヘラナデ・ヘラミガ1 ラヽナデ 召j板 42-7 ε-302

荘積土 土師器・壷 (180〉 ×一X(1635) ラヽナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ ヘラナデ・ナデ・ヨヨナデ コ版

J 在積土 土師器・壷 131×一×(162) ケヽメ・ヨヨナデ・ヘラミガキ ヘラナデ・ハケメ。ヨコナデ 召版
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縁部は高 く直線的に広がる。3(C317)は 壺の体部で、体部上半に最大径を持ち球状である。4・ 5(C-322・ 323)、

第 282図 -1～ 3(C-327・ 329。 333)は甕で、体部中程に最大径を持つ。第 283図 ■(C336)は 広口甕で、体部

最大径より口縁部径の方が大きい。21C341)は 無底単孔の甑である。31X001)|ま種別不明の上器の口縁部片

で、国唇部直下に 2個単位の刺突文が三段廻 り、同様の工具による沈線が施される。器形は異なるが、類似の

文様の施された遺物が、市川橋遺跡で古墳時代前期の壼 として報告されているが、この遺物は沈線ではなくハ

ケメが施されている。(多賀城市文化財報告書第 85集 pp.4.8.9)41K-030)は 砥石、51K-031)は 滑石製の紡錘車、

6・ 71Ke-021・ 023)は 剣形石製模造品、81Ke-022)は 単孔の鏡形石製模造品、9～ 13(Ke-178・ Ke-179①～④ )

は臼玉である。
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位置 土 色 土  性 備 考

竪穴

I 5YR3/3暗褐色 ン,レト
月褐色シルトプロック・炭化物粒子微量

こ含む。

2 5YR3/4暗褐色
明褐色シルトプロック・炭化物粒子少量

含む。

3 5YR2/3極 暗褐色 夷化物粒子含む。

4 5YR4/1褐 灰色 少質シルト

5 OYR 2/1黒色 クルト え化物粒子多量に含む。

6 OYR 3/2黒褐色 クルト え化物粒子微量に含む。

7 OYR1 7/1 黒色 /ル ト え化物粒子密に含む。

8 OYR 3/2黒褐色 /,レ ト え化物粒子微量に含む。

9 5YR3/1黒 褐色 ン,レト 売化物粒子含む。

OYR 3/3暗褐色 ン,レ ト 炭化物粒子微量に含む。

11 OYR1 7/1 黒色 シ,レト 炭化物粒子密に含む。

5YR3/1黒褐色 砂管シルト 褐灰色シルトプロック微量に含む。

5YR4/2灰褐色 砂質ンルト 黒褐色粘土プロック含む。

5YR2/2黒褐色 給土 灰白色ンルトプロック含む。

15Y2/1黒色 シルト 夷化物粒子多量に含む。柱嵐

5Y4/1灰 黄褐色 砂質シ,レト 黄灰色シルトプロック少量含む。

5Y5/2暗 灰黄色 砂質シ,レト 黄灰色シルトプロック含む。

B5Y4/2暗灰黄色 砂質シルト 黄灰色シルトプロック少量含む。

】5Y5/2暗 灰黄色 砂質シルト 黄灰色シルトプロック含む。

pt4 」5Y4/2暗 灰黄色 砂質シルト 天白色シァレトプロック多量含む。

pt5

:5Y3/3暗オリープ褐色 砂質シルト 灰自色シルトプロック多量に含む。

5Y 3/2 黒褐色 砂質シルト 天白色シルトプロック少畳含む。

」5Y4/3オ リーブ掲色 砂質シルト 天白色シルトブロック含む。

」5Y4/2暗 灰色 シルト え白色シルト粒子多量に含む。

位 置 土 色 土 性 備 考

10YR7/2 にポい黄橙色 七土奮シルト こぶい黄橙色粘土質シルト密に含む。

lllYR4/1 褐灰色 ン,レ ト 〔ぶい黄橙色粘土質シルトプロック含む。

黒褐色 シァレト
死黄褐色粘土質 シル トプロック含 む。

手r14物 対平紺 岳 ιr含 ),ヽ

10YR3/1  黒褐色 ン,レト

黄灰色 こぶい黄橙色粘土質シルトプロック含む。

10YR3/2  黒掲色 シルト
ぶい黄橙色粘土質シルトプロック微量

含む。

ЮYR3/3 暗褐色 シルト
ぶい黄橙色・灰黄褐色土粘土質シルト

ロック含む。

pt8

10YR3/2 黒褐色 粘土
こぶい黄褐色シルトブロック少量、炭化

勿粒子微量に含む。

10YR1 7/1 黒色 粘土 期ヒ物粒子密に含む。

10YR2/3 黒褐色 粘土質シルト
こボい黄褐色シルトプロック含む。炭化

勿粒子微量に含む。

OYR4/2 灰黄褐色 砂質シルト 疋自色シルトプロック多量含む。

OYR6/2 灰黄褐色 砂質シルト 灰自色シルトプロック密に含む。

掘り方

OYR3/2 黒褐色 砂質シルト 灰自色シルトプロック少量含む。

OYR4/2 灰黄褐色 沙質シルト 灰白色シルトプロック含む。

OYR4/3 にポい黄褐色 砂 灰白色シルトプロック含む。

ljYR5/2 灰黄褐色 ひ質シルト 灰白色シルトプロック多量に含む。

OYR7/1 灰白色 シルトブロック。

S16 7層 (炭化物層)範囲 11層上面焼け面範囲

焼け面

籐  炭化物出土範囲

竪穴住居跡 平面図 (2)
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崖
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21C342) 3(C3431

41C344)

lS‐ 1/3)

No 選構 層位 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 佐積土 土師器・郷 く145〉 X――×(69) ヘラケズリ・ヘラミガキ 目版

2 ヒ積土 土師器・邪 〕0× 28× 48 ヨヨナデ・ヘラミガキ 、ラミガキ ヨヨナデ・ヘラミガキ 図版

3 佐積土 土師器・郷 〕8× 32× 61 ヘラケズリ・ヨコナデ・ヘラミ潮 ラヽケズリ ラヽナデ・ヨコナデ 図版

ヒ積土 土師器・邪 139× 70X55 ヨコナデ・ハケメ・ナデ 命台状 ラヽナデ・ヨヨナデ 図版 }344

5 ヒ積土 と師器・外 〕4× 26× 52 ヘラケズリ・ヨコナデ・ヘラミガヨ ラヽケズリ ヨコナデ・ヘラミガキ 図版 43-1

第 280図 S16竪穴住居跡 出土遺物 (1)
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21C319)
1(C-349)

4(C-322)

lS‐ 1/3)

遺橋 層位 種別・器種 ヨ径 lcnllX底 径 lQnl× 器高 (中 外面 底面・ 脚部内面 内面 写真図版 登録番号

1 監積土 土師器・高郷 124)X162× (111) ラヽナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ ナデ・ハケメ・ヨコナデ ヘラミガキ ∃1板 43-12 3‐ 349

2 S16 ヒ積土 土師器・小型壷 β8)× 一×(83) ヨヨナデ・ヘラミガキ
ヘラケズリ ヘラナデ・ヘラミガキ 電版 3‐319

3 S16 陶償土 土師器・壷 ×70X`1361 ラケズリ・ヘラミガキ ヘラケズリ。ヘラ ヘラナデ 召版 44-2 3-317

と積土 3301× 一×(1761 ラナテ・アヽケメ・ ヨヨナア ヘラケズリ・ヘラナデ ハケメ 召版 44‐3 ε-322

5 S16 佐積土 土師器・甕 194〉 ×一×(2861
ヘラケズリ・ヘラナデ

4百色今旱
ナデ・指押さえ

∃版 44-4 323

第 281図  S16竪穴住居跡 出土遺物 (2)
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31C3331 0                     10cm

lS‐ 1/31

層位 ヨ径 lclnlX底 径 lcrnlX器 高 lct4 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 S16 4橋土 ―×(2371 Yアメ・ヘラナデ。ヘラミガキ ヘラナデ 当用児145-] ;327

2 4積土 と師器・ 甕 230〉 X―×1247) ケヽメ・ヨコナデ・ヘラナデ
・ヨョナデ ∃版 145-2

3 S16 権積土 と師器・養 ど04×一 X(153) ヨヨナデ・ヘラナデ・ヘラミガ■ ヨコナデ・ナデ・ヘラナデ 目版 145‐3 〕‐333

第 282図 S16竪穴住居跡 出土遺物 (3)
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- 71Ke‐023)

6(Ke-021)

一◎― の ◎   ―◎-2 ◎

ぃ                E「 D

10(Ke-179-C)             11(Ke-179-t功

源 飛 ＼ 』 I巳

Ｄ郎
51K031)

0                          10cm

lS‐ 1/3)

CEI D

―

―◎ -5 ◎

9低e-178)

£ け
―

中

―◎一 日 ⑥

O:D

12(Ke-179-("

―◎ ― 自 ◎

13低e179⑨

0                       5cm

(S‐ 1/2)

No 遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lcml× 底径 lanl X器 高 (銅 外 面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 と積土 土師器・ 広回甕 〈228〉 ×68× 150 ラヽタスリ・ヘラナテ
・ヘラ押きえ・ョコナデ

ヘラケズリ ヘラナデ。ヨコナデ コ版 1461

2 笠積土 土師器・ 甑 ――X 〈100〉 ×(64) ケヽメ 無底単孔 ヘラミガキ・ヘラケズリ 電版 146-2

牲積土 不明・鉢カ ―×一×130) J突文・沈線 題版 146-3 ←001

違僑 層位 種別・種類 長さ lcml× 幅 lcml× 厚さ (cml 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

唯積土 g製品・砥石 70)× (49× (185Ⅲ f711 頁岩 二面使用 コ版 146-4 (030

遺構 層位 種別・種類 長さにml× 幅にml× 厚さ(cml 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

堆積土 g製品・紡錘車 125× (43)X1065) (1461 僣石 �版 146-5

遺構 層 位 種別・種類 長さにml× 幅lcml× 厚さ(clnl 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

蛛 土 38× 195× 035 138) 蛇紋岩 判周貶146-6 籠-021

7 掘 り方 g製品・石製模造品 (剣 ) 29X17× 035 蛇紋岩 ]版 1467 色 023

床 写製品・石製模造品 (鏡 ) 22× 27× 03 蛇紋岩 ]版 1468

遺構 層 位 種別・種類 厚さにml× 径に司 孔径lcml 重さ (gl 石材 備考 写真図版 登録番号

堆積土 守鎚品・石艘桜確品 (臼玉 0175× 045 02 陀紋岩 コ版 146-9 俺■ 78

床 035× 05 02 滑石 当版 146‐ 0 籠‐179‐①

床 03× 055 02 滑石 目版 146 1 179-②

床 銑 ・石製模進品 (白玉 025X05 02 滑石 雪版 146 〔e‐ 179-

床 霊闘吊・石塁賠翌錦 (臼玉 025× 05 015 滑石 コ版 146 3 (e‐ 179-

第 283図 S16竪穴住居跡 出土遺物 (4)
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S17竪穴住居跡 第 284～ 288図 図版 66。 146・ 147

【位置・重複】H o115グ リッドに位置する。SD8・ 10と重複 し本遺構が新 しい。またⅡa層検出の SE3、 SDl、 Ⅱ

b層検出の SD2に削平される。【平面形・方向・規模】平面形は方形で、主軸方向はカマ ドから N l12° 一Wである。

規模は、東西 5.44m以上、南北 6.15mである。【堆積土】34層 に分けられ、1～ 14層 は床面までの堆積土で、

レンズ状に堆積 している。 15～ 19層 は炉跡に伴 う堆積上で、炭化物や灰、被熱した粘土ブロックなどが混入し、

19層 は炉床である。20層 は ptl、 21～ 23層 は pt3、 24層 は pt4、 25。 26層 は pt5に 伴 う堆積土である。27

～ 34層 は掘 り方埋土で、砂および砂質シル トを主体 としている。【床面。壁面】掘 り方埋土上面を床面とし、平

坦である。明瞭な硬化面は、検出されなかった。壁は 28cmの 高さで遺存し、急角度で立ち上がる。西壁際の一

部から、周溝状の小溝が検出されている。【ピット・柱穴】 ピットは 5基検出され、位置 と規模から pt3・ 5が主

柱穴と考えられる。【カマ ド】西壁際に位置する。床面直上に炭化物層が堆積 し、その直下の床面が被熱により

赤変している。 この被熱範囲が、火床面 と考えられる。煙道は、火床面西側の壁を、長さ 65cm、 幅 20～30cm、

深さ 5～ 25cmの規模で掘 り込んでいる。袖は遺存 していない。【貯蔵穴。その他の施設】貯蔵穴は検出されなかっ

た。【掘 り方】規則性は認められず、床面下を 10～ 20cm掘 り下げている。【出土状況】主に炉跡のある住居跡

西側から出土 した。炉床の直上からは完形の中型壷 (C359)、 北西隅付近の壁の立ち上がり際からは口縁部を欠

損 した中型壺 lC-3601と 完形の野 lC-364)が 出土 した。【遺物】非ロクロ土師器片 817点、須恵器片 3点、臼玉

1点が出土 した。そのうち 6点を第 287・ 288図に図示 した。第 287図 l lC-364)は 丸底の邪で、国縁部は屈曲

し口唇部は開 く。2・ 3(C-368・ 371)は高郷で、郷部の体部 と底部の境は稜を有する。2の脚柱部 と裾部の境は

屈曲して開き、3の脚部は外反 して開く。第 288図 -1・ 2(C-359・ 360)は 中型壷で、底部は径の小さい平底で、

体部は球状である。 1の頸部はくの字状に屈曲し、国縁部は直線的に開く。31Ke-180)は 臼玉である。
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第 285図 S17竪穴住居跡 断面図 (1)

位置 土 色 土 性 備  考

竪穴

I OYR2/2黒 褐色 シアレト
灰黄褐色ンルトプロック含む。炭化材少

量含む。

2 OYR4/2灰 黄褐色 沙質シルト
灰黄褐色シルト粒子多量、炭化物粒子少

量含む。

3 OYR4/3にぶい黄褐色 沙質シルト にぶい黄橙色シルトブロック・炭化材少

4 CIYR4/1褐灰色 沙質シルト
にぶい黄橙色ンルトプロック少量、炭化

物粒子微量に含む。

5 OYR5/3に ぶい黄褐色 ひ 輩崩落上。

6 OYR4/3に ぶい黄褐色 沙 炭化材・炭化物粒子少量含む。

7 OYR5/3にぶい黄褐色 砂
にぶい黄褐色シルトプロック含む。

炭化物粒子少量含む。

8 OYR3/1黒褐色 シルト
にポい黄褐色シル ト含む。炭化物粒子

少量含む。

9 OYR4/2灰 黄褐色 少質シアレト 炭化物粒子微量に含む。

OYR4/1褐 灰色 階土

OYR4/2灰 黄褐色 砂質シルト
灰黄色シルトプロック少量、炭化物粒子

微量に含む。

OYR3/2黒 褐色 砂質シアレト
灰黄色シルトフロック・炭化物粒子少重

含む。

13 OYR3/4暗 褐色 砂質シルト
焼土プロック・灰黄色ンルトプロック・炭

化粒子少量含む。

OYR4/3 1こぶい黄褐色 砂 焼土粒子・炭化物粒子少量含む。

iYR1 7/1 黒色 ン,レ ト 炭化物粒子密に含む。

:YR2/1 黒褐色 砂質シルト
炭摺物粒子・粘土プロック含む。粘土プロ

ックの一部は被熱している。

17 5YR2/2黄 褐色 砂 炭化物粒子含む。

lYR 4/4 にぶい黄褐色 火床面。被熱により赤変。

,YR4/3 にぶい赤褐色 火床面。被熱により赤変。

位 置 土 色 土 性 備  考

OYR2/2黒 褐色 砂質シルト 疋黄褐鬱 )レ トブロック・炭化材少量含硯

OYR3/3暗 褐色 砂質ンルト こぶい黄橙色シルトプロック微量に含む。

OYR4/3に ぶい黄褐色 砂質ンルト とぶい黄橙色シルトプロック含む。

OYR4/2灰 黄褐色 砂質シルト こぶい黄橙色シルトプロック少量含む。

OYR4/1褐 灰色 砂質シルト こぶい黄橙色シルトプロック少量含む。

pt5
OYR2/1 黒色 シアレト

電白ンルトブロック・炭化物粒子含む。炭

レ新 小 毒 合 ユ♀_津滝 _

OYR5/3に ぶい黄褐色 沙質シルト て白シアレトプロック含む。

屈り方

5YR3/2黒 褐色 砂
そ化材・灰黄色シルトプロック含む。

5YR 3/1黒褐色 砂
荒化物粒子・灰黄色シル トプロック含む。

応土粒子微量に含む。

5YR 4/3褐色 砂 雇黄色シルトプロック微量に含む。

OYR 4/1褐 灰色 砂質シルト

5YR 3/3暗褐色 砂 て黄色シルトブロック少量含む。

OYR 4/2灰 黄褐色 砂 尾黄色シルトブロック含む。

ナ5Y3/1黒 褐色 ンフレト 是化物粒子多量に含む。

!5Y3/3暗 オリーブ掲色 砂質ンル ト
こぶい黄褐色シルトプロック少量、炭

ヒ粒子微量に含む。

血 ,t3

深 さ 8 (52)
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第 286図  S17竪穴住居跡 平面図・断面図 (2)

第 287図 S17竪穴住居跡 出土遺物 (1)
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31C371)

0                     10cm

lS‐ 1/3)

遼 構 層位 種別・器種 ヨ径e直けX底径lml× 器高lQnl 外 面 底面・脚部内面 内面 写真図版 登録番号

悔償土 土師器・ 郷 141× 37× 49 ナデ・・ヘラケズリ・ヨコナデ ラヽケズリ ラヽナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ ]版 146-14 ε-364

2 佳積土 土師器・ 高郷 (159〉 X―×(103) ヨヨナデ・ヘラミガキ オデ・ヘラサデ・ヘラミガキ ヨヨナデ。ヘラミガキ コ用反146-15 ε‐368
3 牲橋土 (167〉 X148× 115 ヨヨナデ・ヘラミガキ オデ・指押きえ・ヨコナデ ヨコナデ・ヘラミガキ 判悧貶146-16



で
一 ―③― 圏

1く □
31Ke 180)

0               5cm

(S‐ 1/2)

S‐ 1/31

遺構 層位 種別・器種 口径 lQnl× 底径 lmlX器 高 lan 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

末 と師器・ 中型壷 〕3× 46X153 ラケズリ・ヨヨナデ・ヘラミガ
= ラケズリ 翻 さえ・ヘラナデ・ヘラミガキ 当放 146‐ 17

2 来 ―×42× (107〕 ヘラケズリ・ヘラミガキ ヘラケズリ ヘラナデ 電版 1471

遺構 層位 種別・種類 厚さlcm)× 径 lcIIll 孔径にm) 重さ (gl 石材 備考 写真図版 登録番号

3 掘り方 槻 ・石製暇虻品 (臼玉 )33× (05】 02 骨石 コ版1472 (e‐ 180

第 288図 S17竪穴住居跡 出土遺物 (2)

S18竪穴住居跡 第 289～ 294図  図版 67・ 68。 147・ 148

【位置・重複】113'14グ リッドに位晉し、南西側の調査区外に延びる。SK68と重複 し本遺構が新 しい。またⅡa

層検出の SDl、 Ⅱb層検出の SD2に 削平される。【平面形・方向・規模】平面形は方形と考えられ、主軸方向は東

壁からN20° ―Wである。規模は、南北 734m扱上、東西 7.Om以 上である。【堆積土】45層 に分けられ、1～

23層 は床面までの堆積土で、レンズ状に堆積 している。堆積土は炭化物の混入が顕著で、特に 9。 15層 は多量

の炭化物を含む。また 10。 16層 には灰の混入も認められ、それぞれの下層の 13・ 20層 は被熱により赤変硬化

した焼け面に当たる。このことからS16同様に埋没の過程で、火を受けたと考えられる。そして 16層 については、

比較的に形状のしっかりした炭化材が出土 し、貯蔵穴内にも 16層が入 り込んでいる。このことから、こうした

行為が住居廃絶後あまり間を置かず行われた、あるいは本遺構が焼失住居である可能性も考えられる。24・ 25

層は pt2、 26。 27層 は pt3、 28～ 30層 は pt7、 31～ 34層 は pt9、 35～ 38層 は貯蔵穴に堆積する。39～ 45

層は、掘 り方埋土である。【床面。壁面】掘 り方埋土上面を床面とし、平坦である。床面全体が良好に締まってい

る。壁は調査区壁面で 55cmの高が確認され、緩やかに立ち上がる。北壁際で壁溝が検出され、それと並行する

小溝 lpt3)も 確認されている。【ピット・柱穴】 ピットは 8基検出され、ptl・ 7。 9は、対角線上に配置され、床

面からの深さは 98～ 125cmで あることから、主柱穴 と考えられる。全ての主柱穴で、地山の黒色泥炭層であ

るⅧ層まで、柱を打ち込んでいる状況が確認され、柱材も出土した。特に pt9か ら出土 した柱材 (L004)は、良

好な遺存状態であった。【炉跡・カマ ド】検出されなかった。【貯蔵穴。その他の施設】南東隅から、東西 105cm

以上、南北 95cm以 上、深さ 58cmの土坑が検出され、貯蔵穴 と考えられる。平面形は隅丸方形で、東側を一

段深 く掘 り込む。【掘 り方】床面下を 10～ 25cm掘 り込む。特に壁際を深 く掘 り込んでいることから、口の字

状の掘 り方と考えられる。【出土状況】主に炭化物層の直上、および貯蔵穴周辺から多くの遺物が出土した。ま

た pt9の 掘 り方からは、7点の臼玉 lKe-182①～⑦ )が数珠繋ぎの状態で出土 した。【遺物】非ロクロ土師器片

956点、石器・石製品類 2点、石製模造品 5点、土製品 1点、臼玉 8点、木材 7点が出土 した。そのうち 34点

を第 292～ 294図 に図示 した。第 292図 ■(C-393)は平底の邪で、国縁部は内湾する。2(C-402)は 高郷の邪部

で、底部と体部の境に稜を有し、体部から回縁部は直線的に開く。3(C372)は 中型壼で、体部は扁平球状である。

4,5(C376・ 381)は小型壼である。平底で、体部最大径より口縁部径の方が大きい。6(C390)は 壼である。体

部は球状で、頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は強 く外反 して開く。7・ 8(C-383・ 384)は甕である。7の頸部

はくの字状に屈曲し、回縁部は直線的に開く。8は体部中程に最大径を持ち、球状である。第 293図 1(C391)

は無底単孔の甑で、頸部はくの字状に屈曲し、国縁部は外反する。2(P013)は 勾玉形の土製品である。3(K-036)

は砥石で、端部に孔が開けられる。4(Ke-025)は 二孔の鏡形石製模造品、51Ke-026)は 勾玉形の石製模造品である。

61X004)は硝子製の、7～ 131Ke-182① ～⑦ )は 滑石製の臼玉である。第 294図 1(L004)は、pt9か ら出土 し

た柱材である。
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位置 土 色 土 性 備 考

竪穴

1 klYR3/3暗 褐色 砂質カ レト
疋黄褐色ンルトプロツク含む。炭化物粒子

)量含む。

2 ЮYR2/3黒掲色 砂質シルト 囀 色カ レトプロック・炭化物粒子含む

3 :OYR4/2灰黄褐色 シルト 疋自色シルトプロック・炭化粒子少量含む (

4 YR 4/6赤褐色 砂質ンルト 発け面。被熱により赤変硬化。

5 OYR4/2灰黄褐色 砂質シルト
こぶい黄橙色砂質シルトプロック少量含

`。

llYR4/1 褐灰色 砂質シルト
自灰色粘土プロック少量、にぶい誨橙色

少質シルトプロック微量に含む。

7 CIYR3/4 晴褐色 砂質シルト
こぶい黄褐色シルトプロッタ・炭化材・炭

恥 子含む。

tlYR4/2灰黄褥色 つ灌皇シァレト
こぶい黄褐色シルトブロック含む。炭化刷

OYR3/1 黒褐色 ン,レ ト 捷化物粒子多量に含む。

OYR4/1 褐灰色 砂質ンルト 期眈 子・灰含む。

11 llYR5/2灰黄褐色 沙質シルト 疋白色粘上質ンルト含む。

45Y3/3暗 オリーブ橘 t シ,レト
こポい黄褐色シルトプロック少量、炭化物

立子含む。

jYR 3/4暗赤褐色 シルト えけ面む被熱により赤変硬化。

10YR5/1 褐灰色 シ,レト 疋多量、炭化物粒子、焼土粒子少量含む

10YR1 7/1黒色 シアレト 避化物粒子多量に含む。

10YR5/2灰黄褐色 粘土 電多量、炭化材 ,炭化粒子少量含む。

CIYR3/3 暗褐色 シルト 訛 物粒子少量含むき

OYR4/3 にぶヤヽ黄褐色 砂質シルト 惑ヒ物粒子微量に含む。

tlYR3/2黒 褐色 シルト
二ぶい黄褐色シルトプロック少量炭化物
y子微量に含む。

YR 3/2暗赤褐色 砂質シ,レト 略tナ面。被熱により赤変硬化。

OYR3/3暗褐色 砂質シルト 茫化物粒子多量に含む。

OYR4/2灰黄褐色 砂質シルト
こぶい黄橙色シルトプロック少量 炭化物

立子微量に含むき

5Y5/1 黄灰色 シルト
庭白色粘土質シルトプロック含む。炭化

勿粒子微量に含む。

位置 土 色 土 性 備 考

OYR 2/1 黒色 ン,レ ト
死自色シルトプロック少量、炭化物粒子

脱量に含む。

OYR 3/3 暗褐 色 シルト え自色シルトプロック・炭化物粒子含む。

15Y3/2黒 褐色 シアレト
誨掲色シルトプロック・炭化物粒子含む。

完土ブ百ック微量に含む。

5Y3/3暗 オリープ褐t シルト
驚褐色シルトプロック少量、炭化物粒子

数量に含む。

pt7

5Y3/2黒 褐色 シルト え化物粒子彼量に含む。柱嵐

4/1黄灰色 砂 疋自粘土質シルトプロック含む。

30 5Y4/2暗 灰黄色 ひ質シルト 足白粘土質シルトプロツク多量に含む。

pt9

OYR 3/2 黒褐色 移質シルト 物粒子少量含む。議

OYR 5/1褐灰色 砂質シルト
疋白色粘土質シルトプロック少量、炭化

勿粒子微量に含む。

tlYR 4/1褐 灰色 砂質シルト
え自色粘土質シルトプロック,黒色粘主フ

ヨック含む。

:5Y3/1黒 褐色 シルト
え自色粘土質シルトプロック・黒色粘土フ

コック多量に含む。

CIYR 4/2灰 黄褐色 乙呼竃ライアレト
こぶい黄種色シルトプロツク少量、反化

笏粒子微量に含む。

36 CIYR 3/3暗 褐色 砂質シルト
庭白色粘土質シルトプロック少量、炭化

嬌 F‐4F4量 に含む。

OYR 3/2 翼肇褐てヨ 砂質シルト 量に含む。

ljYR 3/1黒 褐色 シルト
疋白色粘土質シルトプロック・炭化粒子

散雷に含む^

穏り方

lklYR 3/2黒褐色 少質シルト
死白色粘土質シルトプロック・炭化物粒

子少量含む心

10YR 4/3に ぶい黄褐色 ひ資シルト

41 10YR 4/4褐 色 砂
兎白粘土質シルトブロック少量 炭化物

笠子微量に含む。

ltlYR 4/3にポい黄褐色 沙質シルト 更白粘土質シルトプロック含む。

lllYR 4/31こ ぶい黄褐色 砂 死白色粘土質シルトプロツク少量含む。

10YR 5/2灰 黄褐色 υ質シルト 天白色粘土質シルトプロック多量に含む

!OYR 4/2灰黄褐色 少質ンルト

第1炭化物層①層)・焼け面範囲

ヽ

着銘専鶏

囲擁けM14局鯛

■声ヒ物層鯨)鯛

第 290図 Ы8竪穴住居跡 平面図 (2)
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第2炭化物層(15層 )・

焼け面 (13層〉範囲

掘り方

着鈷!打骨
睡国

焼け面(1舗諭範囲

■艤 種(お層)範囲

lS 1/601

第 291図 S18竪穴住居跡 平面図 (3)
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llC 393)

0                     10Cm

lS 1/31

遺構 層位 回径 lmlX底径 lCml× 器高 lal 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

唯積土 と師器・邦 〈70〉 く38〉 ×415 ヨコナデ・ヘラミガキ ラケズリ ハケメ・ヨヨナデ・ヘラミガキ 電版 47‐ 3 ,-393

2 床 と師器・高邪 211× 一 X(70) ケヽメ・ヘラチデ・ヨヨナデ ラヽナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ 図版 47-4 ε‐402

3 S18 唯積土 土師器・ 中型壷 125×一 X(69) ヨヨナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ 図版 ε-372

4 S18 牲積土 土師器・小型壺 (102)Xく 41〉 ×92 ヨコナデ・ヘラミガキ
ヘラケズリ ナデ。ヘラナデ・ヨヨナデ 図版 47-6 3‐376

5 S18
『

蔵穴 土師器・ 小型壷 85× 48× 99 ヘラナデ・ヘラミガキ ラケズリ ナデ・ヘラナデ 図版 ,381

6 S18
『

蔵穴 土師器・霊 280× 一×(165) ナデ・ヨコナデ・ヘラミガ■ ヘラナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ図版 3-390

7 静横土 土師器・ (150〉 ×一X1901 ヨヨナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ ヘラナデ・ヨヨナデ 図版 1479 3-383

8 土師器・ 一×95× (233) ヘラナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラケズリ。ヘラナデ ヘラナデ・ヨヨナデ 図版 147‐ 10 3-384

第 292図 S18竪穴住居跡 出土遺物 (1)
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CE Cl

遺構 層位 ヨ径 lCallX底 径 lclnl× 器高 lcrnl 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 S18 堆積土 土師器・甑 〕40× 79× 292 ごョr讐 ∫ズゴ≦3 照底単孔 ラヽナデ・ヨコナデ ヘラミガキ 雪版 1481 }391

遺構 層位 長さ lcml X tt lclnl× 厚さ lclml 重さ (gl 備 考 写真図版 登録番号

2 S18 畦積土 角玉型土製品 (201× (16)X(11) 目1板 148‐2 P‐013

通 備 層位 長さ (cml× 幅 (cIIll× 厚さ lclnl 重さ ⑭ 石材 備考 写真図版 登録番号

3 床 石製品・砥石 (42)× 425× 11 245) 緑色凝灰岩 二面使用 雪版 148-3 (036
4 在積土 言製品・石製模造品 (鏡 (19)× 27X03 屹紋岩 目版 148,4 (e,025

5 褻晰卜 7褻蜘栽錦 (勾玉 305X14X045 宅紋岩 雪版 148-5 くe-026

No 遺構 層位 厚さ にIIII X径 にHll 孔径 にml 重き⑭ 石材 備考 写真図版 登録番号

6 牲積土 ガラス製品・ガ玉 025X04 015 0 電1板 (004
7 軸 ・的   (ELI) 03X035 01 0 弩石 雪版 48-7 Ce 182 ①

8 硼 ・ 蜘   (饂 ) 03X035 01 0 唇石 電版 に 182②
9 π耳塗騒吊・ 蜘         (饉 ) 025× 035 015 0 滑石 召版 te 182 ③

石製品・石撃暇造品 (臼玉 ) 025X035 015 0 滑石 諷版 0 ∝ 182‐④
百製品 翌魂録 皓品 (白玉 025× 035 015 0 滑石 判胸庭148‐ (c-182⑤

石製品・石撃賠鼈品 (臼玉 02X035 015 0 滑石 コ版 148‐ (e‐ 182⑥
石製品・石撃曙鼈品 (白玉〕 015× 035 015 0 骨石 騒版 148‐ 182(D

第 293図 S18竪穴住居跡 出土遺物 (2)
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匡∃欠損部分

0            10cm
llL‐004)   ~

lS‐ 1/0

通 構 層位 種別・種類 長さやmlX tt lCmlX厚 さlcml 備考 写真図版 登録番号

1 木製品・柱 170 3Ⅲ X 16 3× 1■8 チ004

第 294図 S18竪穴住居跡 出土遺物 (3)

S113竪穴住居跡 第 295～ 302図  図版 69。 70。 148～ 150

【位置・重複】E9、 F8・ 9グ リッドに位置する。SK244～ 246、 PT271・ 280と 重複し本遺構が古い。【平面形・方

向・規模】平面形は方形で、主軸方向はカマ ドからN-20° 一Wである。規模は、南北 6.14m、 東西 6.14mで ある。【堆

積土】46層 に分けられ、1～ 6層 は床面までの堆積土で、レンズ状に堆積 している。7・ 8層 はカマ ドの西側に

広がる炭化物層で、床面直上に堆積 していることから、カマ ドの使用に伴 うものと考えられる。9～ 14層 はカ

マ ドの堆積上で、10層 は焼土ブロックを多量に含み、カマ ド天丼部および内壁の崩落土と考えられる。 15・ 16

層は赤変硬化した火床面、 17～ 22層 はカマ ドの袖とその土台にあたる。23～ 26層 は ptl～ 4、 27～ 29層 は

pt5、 31～ 35層 は貯蔵穴 1、 36～ 39層 は貯蔵穴 2、 40～ 43は pt7、 44層 は周溝の堆積土である。45。 46層

は、掘 り方埋土である。【床面。壁面】掘 り方埋土上面を床面とし、平坦で、床面全体が良好に締まっている。壁

は 30cmの高さで遺存 し、急角度で立ち上がる。壁溝は、掘 り方調査の段階で検出され、南。東壁の一部と、カ

マ ドの東側で検出されている。【ピット・柱穴】床面からは 6基のピットが検出され、ptl～ 4は対角線上に配置
―
―
―
Ｉ
Ｌ
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され、床面からの深さが 74～94cmで あることから、主柱穴と考えられる。主柱穴からは、柱痕も確認されてい

る。ptlの 南側に隣接する、pt5に ついても柱痕が確認され、主柱の付替え、あるいは補強が行われたと考えら

れる。また pt3の 柱痕である 24層 中には空洞が認められ、pt5の 柱痕の直上には円筒形の粘土塊が検出された。

これらは住居跡の埋没後、柱材が腐食 してできた空洞、あるいはその痕跡 と考えられる。【カマ ド】北壁のほぼ

中央に付設され、煙道部は検出されなかった。燃焼部は、砂質シル トによる土台の上に、粘土質シル トを主材と

する袖によって作 り出されている。このためカマ ド全体が、床面よりも 8～ 10cm高 い位置に作られている。火

床面は両袖の先端部間、西側の袖寄 りに広がる。またこの上台の下層、カマ ドから東に少しずれる位置から pt7

が検出されている。pt7は 、堆積土中には炭化物や灰、焼土等が混入し、カマ ドまたは炉跡の痕跡と考えられる。

【貯蔵穴。その他の施設】掘 り方調査の段階で、カマ ドの対面の位置に当たる南壁際の中央から、東西 95cm、 南

北 82cm、 深さ 65cmの 円形の上坑が検出された。平面形は楕円形、断面形は箱形で、貯蔵穴 1と した。カマ ド

の西側の床面からは、東西 82cm、 南北 67cm、 深さ 40cmの土坑が検出された。平面形は楕円形、断面形は逆

台形で、貯蔵穴 2と した。【住居の作 り替え】主柱穴、カマ ド、貯蔵穴ともに作 り替えの痕跡が認められた。新

段階の住居 (第 295図 )は、遺存 している土台を伴ったカマ ド、貯蔵穴 2、 柱材の痕跡が確認された pt5で構成

される。旧段階の住居 (第 296図 )は、カマ ド土台下層のカマ ドまたは炉跡の痕跡、貯蔵穴 1、 ptlと 、周溝で

構成される。なお pt2～ 4に ついては、新旧どちらの段階でも共通 して使われたと考えられる。【掘 り方】床面

下を 8～ 35cm掘 り込む。四方の壁際を深 く掘 り込み、口の字状の掘 り方である。【出土状況】主にカマ ド周辺、

および貯蔵穴内からまとまって出土した。特に貯蔵穴 1内 と、カマ ドの東側から、遺存状態の良好な甕や郭が

出土した。【遺物】非ロクロ土師器片 806点、石器・石製品類 5点、石製模造品 8点、柱材 1点、琥珀片 1点が

出土 した。そのうち 11点 を第 300～ 302図 に図示 した。第 300図 1・ 2(C-960。 961)は邸である。 1の 回縁

部は緩やかに屈曲し、口唇部は外反する。2の体部は内湾して立ち上がり、日縁部は僅かに内傾する。3(C-778)

は小型壷の体部片で、下半に最大径を持つ。4・ 5(C948・ 947)は 壺で、体部は球状で、頸部はくの字状に屈曲し、

国縁部は外反 して開く。第 301図 -1・ 2(C-779・ 946)は 甕で、体部は縦に長 く中程に最大径を持ち、頸部はく

の字状に屈曲する。 1の口縁部は直立気味に立ち上がり、外面全体 と、国縁部内面に赤彩が施される。2の 口縁

部は、外反 して開く。31K-073)は 軽石製品である。4・ 51ke-100・ 101)は 二孔の鏡形石製模造品、61Ke-102)は

単孔の鏡形石製模造品、第 302図 llKe-104)は 鏡形石製模造品の未製品と考えられる。

S114竪 穴住居跡 第 303～ 306図  図版 71・ 150・ 151

【位置・重複】F10。 H、 G10グ リッドに位晉する。 Πa層検出の SD H、 Va層検出の S110、 SK97、 SX26に 削

平される。【平面形・方向。規模】平面形は方形で、主軸方向は炉跡からN38° 一Eである。規模は、南北 4.02m、

東西 39mである。【堆積土】堆積土は 18層 に分けられ、1～ 4層が床面までの堆積土で、南東からの堆積であ

る。3層は床面中央から東側にかけての床面上に堆積 し、炭化材を含んでいる。これらの炭化材の内、大きなも

のは長さ 45cmを測 り、本住居が焼失住居であった可能性も考えられる。5・ 6層は炉床にあたり、特に 5層は

良好に被熱 している。7～ 11層 は ptl～ 6の堆積土で、7～ 9層は柱痕である。 12～ 17層 は貯蔵穴、 18層は

掘り方埋上である。【床面・壁面】掘 り方埋土上面を床面とし、平坦である。硬化面は、床面中央を中心に広範囲

に広がる。壁は 10cmの高さで遺存 し、急角度で立ち上がる。周溝は検出されなかった。【ピット・柱穴】床面か

らは 6基のピットが検出され、pt3～ 6は対角線上に配置され、床面からの深さは 57～ 80cmで あることから、

主柱穴と考えられる。また ptl・ 2に ついても、主軸 と平行方向の同軸線上の主柱穴間に位置し、建物構造の補

助的な役割を担っていたと考えられる。【炉跡】北西辺に面した主柱穴 lpt3・ 6)間、壁から65cm内側に位置する。

平面形は長軸 40cm、 短軸 35cmの楕円形の地床炉である。【貯蔵穴。その他の施設】炉跡の東側、住居の東隅か

ら、東西 75cm、 南北 80cm、 深さ 43cmの土坑が検出され、これが貯蔵穴と考えられる。平面形は円形で、南

西側を中心に深さ 12cmの テラス状の段が、コの字状に設けられている。【掘 り方】規則性は認められず、床面

下を 8～ 15cm掘 り下げている。【出土状況】主に貯蔵穴内と、その周辺からまとまって出土した。【遺物】非ロ

クロ土師器片 163点、石製模造品 1点が出土 した。この石製模造品は、掘 り方埋土中から出土 した。そのうち

8点を第 305・ 306図 に図示 した。第 305図 1～ 3(C791・ 792・ 790)は邪である。 1の口縁部は屈曲し、日唇
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第 295図 S113竪穴住居跡平面図 。断面図 (1)

ml

位層 土 色 土 性 備  考

竪穴

10YR 3/3暗褐色 砂質シル ト
褐灰色砂質ンルトブロック含む。白色

粒子・炭化物粒子微量に含む。

2 25Y4/2暗 灰褐色 砂質シル ト
砂粒多量、暗灰色粘土質プロック少

量、炭化物粒子微量に含む。

3 黒褐色 粘土 黒褐色粘土プロック・砂粒含む。

10YR 3/1黒褐色 砂質シル ト

戻白色粘土質シル トプロック・暗灰色

七土質プロック少量、炭化材・炭化物

立子微量に含む。

5 10YR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト

疋白色粘土質シル トプロック・灰黄褐

ヨ粘土ブロック含む 。炭化物粒子微量

こ含む。

25Y4/2暗 灰褐色 沙質シル ト こぶい黄褐色砂質シアレトプロック含む。

7 5YR7/1黒色 シルト

え化物粒子多量、炭化材含む。焼土粒

子。にぶい黄褐色砂質プロック少量含
r」。

8 ЮYR5/3にポい黄褐色 少質シル ト
こぶい黄褐色砂質シルトプロック多量、

え化材粒子少量含む。

(S‐ 1/601

位置 層4 土  色 土 性 備  考

25Y3/3暗 オリーブ褐色 少質シル ト
砂粒・黒褐色粘土質シル トブロック含

む。焼土粒子・炭化物粒子少量含む。

;YR 4/4 にポい赤褐色 ンルト 焼土プロック・焼土粒子多量含む。

5/1褐灰色 も土
灰色土密、焼土粒子含む。炭化物粒子
微量に含む。

7 5YR2/1黒色 少質シル ト
炭化物粒子多量、砂粒含む・ 焼土粒子

微量に含む。

13 7 5YR2/2黒褐色 少質ンル ト
灰黄褐色砂質シル トブロック含む・焼

土粒子少量含む。

10YR4/3に ぶい黄褐色 焼土粒子含む。

'マ

ド 15 5YR4/3 にぶい黄褐色 ンルト 被熱により赤変硬化。

;YR 3/2暗赤褐色 少質シル ト 被熱により硬化。

マ
袖

17 ;YR 4/8赤褐色 ン,レ ト

,YR 3/2暗赤褐色 告土質シル ト カマ ド内壁。被熱により赤変硬化。

UY(5/2仄典個■ ンルト 炭化物粒子・焼土粒子少量含む。

10YR 6/3 にぶ�ヽ黄橙 古土質シル ト 砂粒少量含む。

10YR 6/3にぶい黄橙色 告土質シル I

坤鈴
10YR 3/3暗褐色 少質シル ト

砂粒多量、炭化物少量、焼土粒子微量

に含む。

-297-



位置 雪疱 土 色 上 性 備 考

pt

l-4

OYR4/2灰黄褐色 少質シル ト 疋自色粘土質ンル トプロック微量に含む

OYR3/3暗褐色 占土質シル ト 功 の痕跡。下部は粘土化している。

OYR5/2灰黄褐色 少質シル ト
疋白色粘土質シル トプロック少量、炭
ヒ物粒子微量に含む。

OYR3/1 黒褐色 少質シル ト 疋褐色シル トプロック少量含む。

OYR3/4暗褐色 り筐シルト 捷化物粒子・白色粒子微量に含む。

tlYR5/2灰黄褐色 少質シル ト
疋白色粘土質シル トプロック含む。
見化物粒子微量に含む。

CIYR4/2 灰黄褐色 少雷シル ト 疋自色粘土質シル トプロック少量含む。

1

klYR4/2灰黄褐色 少質シル ト
疋褐色砂質シル トプロック少量、炭化

勿粒子微量に含む。

OYR3/1黒褐色 と土質シルト沙粒少量、炭化材微量に含む。

tlYR3/2黒褐色 占土質シル ト

OYR5/2灰 黄褐色 少質シル ト 疋自色砂質シル トプロック少量含む。

OYR3/2黒褐色 少質シル ト 疋白色砂質シル トプロック多量に含む。

OYR3/2 黒褐色 少質シル ト
捷化材・炭化物粒子多量、自色粒子少
霊含む

^

tlYR4/2灰黄褐色 少質シル ト
姥他物粒子・ 白色粒子少量、灰褐色砂

資シル トプロック少量含む。

2 OYR3/1黒褐色 少質シルト 見化材・ 炭化物粒子多量、白色粒子・

疋褐色砂質シル トプロック少量含む。

llYR5/2灰黄褐色 少質シル ト
見化物粒子 。自色粒子少量、灰褐色砂
豊シル トプロック少量含む。

位置 土 色 土 性 備 考

5YR 4/4にぶい赤褐色 シル ト
焼土プロック・ 焼土粒子・灰自色粘土

質シル トプロック多量、炭化物粒子少

量含む。

5YR 17/1黒色 シルト
炭化物粒子・灰多量、焼土粒子少量含

む 。

ЮYR5/3に ぶい黄褐色 粘土質シル 灰白色粘土質シル トブロック密に含むI

5YR 17/1黒色 シルト
炭化物粒子・灰密、焼土プロック・炭

化材少量含む。

周溝 lCIYR 4/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 炭化材少量含む。

25Y3/3暗オリー鶏 砂
砂粒密、黒掲色粘土質シル トプロッ

ク少量含む。

10YR 3/2  黒褐色 砂質シル ト
灰白色粘土質ンルトプロック・黒褐色

粘土プロック、炭化材微量に含む。

旧段階平面図

lC e61)

・「 可

第 296図  S113竪穴住居跡 平面図 (2)
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第 298図  S113竪穴住居跡平面図 (4)・ 断面図 (3)
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第 299図

21C‐ 961)

第 300図  S113竪穴住居跡 出上遺物 (1)

31C‐ 7781

4(C‐ 948)

5(C‐ 947)

lS‐ 1/31

遺構 層位 種別・ 器種 回径 lQnl× 底径 lonlx器高 lcm 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

3 唯讃土 上師器・郷 く158〉 ×――×(775, ヨヨナデ・ ヘラミガキ・赤彩 ヨヨナデ・ヘラミガキ・赤形 目版 48-14 〕960

2 S113 土師器・不 139X―×62 ヨコナデ・ヘラミガキ・赤彩 ラヽケズリ
ヘラナテ・ ヨヨナテ
・ヘラミガキ・赤彩 圏版 14815 ,‐961

3 Sl 3 屈り方 と師器・小型壼 く104〉 X―X09 ヘラナデ・ヘラミガキ ヨコチデ・ヘラナデ・ナデ 菫版 48‐ 16 1778

3 と師器・壷 〈160〉 X――× 〈153〉 ヘラミガキ ヘラナデ・ヨコナデ 困版 48‐17 }948

5 3 と師器・ 壷 (19よ〉×一X(167) ヘラケズリ・ヘラナデ・ヨコナデ ヘラナデ・ヨコナデ 雪版
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31K‐ 073)

CIl-9

0                      10cm

lS 1/3)

-0-を 0-Ⅷ ]¬ ∞_移 畏
―

51Ke 101)

-

4降 1001 61Ke‐ 102)

Scm

lS‐ 1/2)

No 遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lcallX底 径 lmlx器高衝 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 臓 穴 と師器・ 甕 152× 102× 315 ヘラタスツ・ヨヨナテ
.ヘラミガキ・赤彩 ラヽケズリ ラヽナデ・ヨヨナデ・赤彩 雪版 1492

2 と師器・ 甕 166× 68× 254 .ヘ ラケズリ。ヘラミガキ ラヽケズリ 】そ́Fr甦手み 目版 1493 }946

No 遺構 層位 長さ (cmlX幅 にml X厚 さ 化ml 重さ⑭ 石 材 備考 写真図版 登録番号

3 佳積土 16X98× 485 罐石 目∫板150■

No 遺構 層位 長さlcml× 幅lcml× 厚さlcml 重さ (gl 石材 備 考 写真図版 登録番号

4 床 秘鴫 ・種 喉 鼈 留 鏡〕 30× 32X05 階臓 瓢チ板 1502 Ke-100

5 カマド 凛螂己・再鰺製品 (鏡 ) 24× 28X045 皓板岩 目版 150‐ 3 Ke 101

6 堆積土 百製品・石製模造品 (鏡 ) 22× 215X03 蛇紋岩 雪版 150-4 Ke-102

第 301図 S113竪穴住居跡 出土遺物 (2)
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部は外反する。2の 口縁部は、内湾 して立ち上が り直立する。3は丸底で、体部は球状である。日縁部はくの字

状に屈曲し、回唇部は開 く。また体部外面には、断面形が V字状の、直線的な疵があり、砥石に転用されたと

考えられる。4(C-785)、 第 306図 -1(C-913)は 中型壺である。底部径の小さい平底で、体部は扁平球状である。

1の頸部は、 くの字状に屈曲し、日縁部は直線的に開く。2～ 4(C-786・ 787・ 916)は甕で、体部は縦に長 く中

程に最大径を持ち、頸部はくの字状に屈曲する。2・ 4の口縁部は外反する。

斡一ミ∞
⇒ llKe‐ 104)

o               5cm
|

lS‐ 1/21

遺構 層位 種別・種類 長さ (cml× 幅 にml× 厚さ 他ml 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

1 S113 堆積土 325)× 32X065 結板岩 未穿孔 図版 1505

第 302図  S113竪穴住居跡 出土遺物 (3)

膝
SDll  l   =           

“

| 町
緋
勒
物

ｐｔ４

一

‐ｏ
蒻

�

71m4

ptl

71m名 7と

蒻
獅
プ

71m」i pt5卜 J,

陰
ド

Ｎ

の
「

材乳

　

　

　

可

日
ヽ
ト

軋

《

岡

》

耳

lS‐ 1/601

第 303図  S114竪穴住居跡平面図・断面図 (1)

Ж

日

0              1m

lS‐ 1/401

4ビッ )

血

深 さ

hlo

深 さ

No pt6

深 さ

-303-



位置 層{ 土  色 土  性 備 考

竪穴

1 OYR4/3にぶい黄褐色 沙質シル ト
黒褐色粘土質シル トブロック・炭化材
少量含む。

2 ,5Y4/1黄 灰褐色 沙質シル ト
炭化物粒子微量、暗灰色シルトブロッ
ク含む。

3 OYR3/3暗褐色 沙質シル ト
炭化材・炭化物粒子微量、にぶい黄褐

色砂質ブロック含む。

4 OYR5/2灰黄色 沙質シル ト

炉跡

5 YR3/2暗赤褐色 省土質シル I 炉薦 被熱により赤変硬イ丘

6 OYR4/3にぶい黄褐色 沙質シル ト 炉床。被熱により硬化。

ptl-6

7 OYR2/2黒褐色 沙質シル ト 砂粒含む。

8 OYR4/2灰黄褐色 少質シル ト
灰褐色砂質シル トブロック・ 炭化材少

量含む。

位置 土  色 土 性 備 考

ptl-6

9 OYR4/1褐灰色 七土

OYR3/3暗褐色 告土質シル I
黒褐色粘土質シル トブロック多量、灰

白色粘土質シル トプロック含む。

OYR5/2灰 黄褐色 少質シル ト 疋自色シル トブロック多量に含む。

OYR4/3に ぶい黄褐色 少賃シル ト 売化物粒子微量に含む。

OYR5/3に ぶい黄褐色 少質シル ト え化材多量に含む。

OYR3/1黒褐色 少質シル ト 灰褐色砂質シルトブロック微量に含む。

15 OYR5/1褐灰色 少質シル ト 炭化物粒少量含む。

OYR4/2灰黄褐色 少質シル ト 灰黄褐色粘土質シル トプロック少雪含む

17 OYR4/1褐灰色 少質シル ト 灰黄褐色粘土質シル トブロック少量含む

掘リナ OYR3/2黒褐色 と土質シルト
黒褐色粘土質シル トプロック微量に含

む。炭化材 とにぶい黄褐色砂質シル ト

プロックの混合土。

掘 り方
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第 304図  S114竪穴住居跡 平面図・断面図 (2)
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遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lclul× 底径 lonl x器 高 lolll 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 4 f蔵穴 と師器・雰 142× 23X70 ヘラケズリ ラケズリ ラヽナデ 雪版 50‐6

2 4 七積土 上師器・ 郷 106× 20× 43 ヘラケズリ・ヘラナデ・ヨコナデ ラヽケズリ ラヽナデ・ヨコナデ 雪版 792

3 4 未 と師器・不 136〉 ×一×90 ヘラケズリ・ヘラミガキ・ヨコナラ ラヽケズリ。ヘラミガキ ラヽナデ・ヨヨナデ 至版 50-8 -790

4 4 常蔵穴 と師器・中型壷 ×35× (42) ヘラケズリ・ヘラミガキ ラヽケズリ ラヽナデ ヨ版 50-9 -785

第 305図 S114竪穴住居跡 出土遺物 (1)
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o                     10cm

lS‐ 1/31

麟 層位 種別・ 器種 Mtt lCnl× 底径lanl× 器高lcrnl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

I 監積土 土師器・中型壼 ―×70X(1■61 ヘラケズリ・ヘラナデ・ヘラミガヨ ラケズリ ナデ・ヨコナデ 雪版

2 宇蔵穴 土師器・甕 154× 60X294 ・ヘラナデ・ヘラミガキ ヘラケズリ ヨコナデ・ヘラナデ 目版 1786

S114 輸 穴 土師器 。甕 〈68〉 X293 ヘラケズリ・ヘラナテ
・ヨョナデ・ヘラミガキ ラヽケズリ ラケズリ・ヘラナデ 瓢版

4 S114 籐 土 154× 74X313 ヘラケズリ・ヘラナデ・ヨコナテ ラヽケズリ ヘラナデ・ヨコナデ 雪版

第 306図 S114竪穴住居跡 出土遺物 (2)

-305-



S119竪 穴住居跡 第 307～ 314図  図版 72・ 73・ 151～ 154

【【位置・重複】D・ E6。 7グ リッドに位置する。PT265。 267と 重複 し本遺構が古い。またⅢ層検出の SK211に

削平される。【平面形・方向。規模】平面形は方形で、主軸方向はカマ ドからN66° ―Eで ある。規模は、東西

678m、 南北 6.86mである。【堆積土】本遺構は焼失住居で、堆積土中に多量の炭化材、炭化物を含み、土層は

全体で 30層 に分けられる。 1～ 4層 は竪穴内の堆積土で、3層 は壁の崩落土である。4層 は消失に伴 うもの、

あるいはその直後の堆積と考えられ、炭化材は主にこの層から出土 した。5～ 11層 はカマ ド周辺、12～ 15層

は貯蔵穴内の堆積土である。7・ 8・ 10層 は炭化物層で、カマ ド両脇の床面直上に堆積する。この炭化物の一部

は、貯蔵穴内にも入 り込んでいる。 16～ 18層 はカマ ド燃焼部内の堆積上で、17層 は天丼部および内壁の崩落

土、18層 は燃焼部内の灰層にあたる。 19～ 21層 はカマ ド袖、22・ 23層 は火床面にあたり、22層 については

良好に赤変硬化している。24～ 26層 は ptl～ 4、 27層 は pt5の堆積上で、24。 25層 は柱痕となる。28～ 30

層は掘 り方埋土で、硬 く締まる。【床面・壁面】掘 り方埋土上面を床面とし、平坦である。硬化面は床面中央を中

心に広がり、特にカマ ドと貯蔵穴付近は、良好に硬化している。壁は 40cmの高さで遺存し、ほぼ垂直に立ち上

がる。【ピット・柱穴】床面からは 5基のピットが検出され、ptl～ 4は、対角線上に配置され、床面からの深さ

が 65～85cmで あることから、主柱穴 と考えられる。Pt2に ついては、柱痕の直上に空洞の存在が確認されてい

る。この空洞は住居跡の埋没後、燃え残った柱材が腐食 して出来た痕跡 と考えられる。【カマ ド】東壁に付設さ

れ、煙道部は検出されなかった。袖によって燃焼部が作 りだされている。袖は粘土を主体とする灰黄褐色土によっ

て構築され、火床面は両袖先端部間の北寄 りに広がる。カマ ドの床は、周囲の床面より5～ 6cm高 く盛 り上げ

て作 られている。【貯蔵穴。その他の施設】カマ ドの南側に隣接 した東隅に、南北 120cm、 東西 104cm、 深さ

62cmの土坑が検出され、これが貯蔵穴と考えられる。平面形は長方形、断面形は箱形で、カマ ドに面 した北辺

に深さ 22cmの段を有する。【掘 り方】床面下を 15～ 25cm掘 り下げている。【出土状況】主にカマ ドと貯蔵穴

の周辺、および pt3周 辺から出土した。貯蔵穴では、その四隅に甑と甕が、それぞれ対角線上で対になるように

配置されている。また pt3の 検出位置の床面からは、 10点以上のlThが まとまって出土した。【遺物】非ロクロ土

師器片は 642点 で、土師器の遺存状態が良好であったため、出土量に対 して破片数は少ない。その他に石器。石

製品類 13点、石製模造品 12点、柱材 3点が出土 した。そのうち 41点を第 310～ 314図 に図示 した。第 310

図■ ～ 15(C-1009。 1010・ 1012・ 1014。 1016～ 1026)、 第 311図 ■ ～ 5(C-1027・ 1028・ 1030～ 1032)は

邪である。第 310図 ■・2の 口縁部はくの字状に屈曲して開き、3・ 4の 口縁部は外方に屈曲して開く。5の 口

縁部は外反する。6～ 9。 11・ 13の 口縁部は内側に屈曲し、6の 国縁部は高 く、他は低い。 10・ 12・ 14・ 15、

第 3H図 -1・ 5の 口唇部は直立または、僅かに内湾する。2の 回唇部は屈曲して直立 し、3の 口唇部は上方に

摘まみだされる。4は 国縁部内面に、稜を有する。第 3H図 -6(C■ 000)は 中型壼で、頸部はくの字状に屈曲し、

日縁部は直立気味に立ち上がる。7(C996)は 壷で、体部上半に最大径を持つ。頸部はくの字状に屈曲し、口縁

部は外反する。8(C-1001)、 第 312図 -1・ 2(C-997・ 1002)は 甕で体部は縦に長 く、8は下半に、 1・ 2は 中程に

最大径を持つ。頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は外反する。3(C1006)は 小型甕で、体部上半に最大径を持

ち、内外面にハケメが施される。第 313図 1・ 2(C1007・ C-1008)は 無底単孔の甑で、体部最大径より口縁部

径の方が大きく、日縁部は外反 して開く。また 1は、頸部 と体部の境に段を有する。31K187)は 、流紋岩の磨

石である。4～ 6(Ke-110～ 112)、 第 314図 ■～ 41Ke-113～ 116)は二孔、5(Ke-117)は 単孔の鏡形石製模造品、

6。 7(Ke-118・ 119)は勾玉形の石製模造品、8・ 91Ke 187・ 188)は 臼玉である。

S120竪 穴住居跡 第 315～ 319図  図版 74・ 75。 154～ 156

位置。重複】D oE7グ リッドに位置 し、北東側の調査区外に延びる。Va層検出の SK210に 削平される。【平面

形。方向。規模】平面形は方形で、主軸方向はカマ ドから N-69° ―Eである。規模は、東西 5.05m、 南北 4.28mで

ある。【堆積土】本遺構は焼失住居で、堆積土中に多量の炭化材、炭化物を含み、土層は全体で 22層 に分けら

れる。 1～ 3層が竪穴内の堆積土で、概ねレンズ状に堆積する。2層 は消失に伴 うもの、あるいはその直後の

堆積 と考えられ、多量の炭化材が出土した。4・ 5層 は、貯蔵穴周辺の周提の構築土で、非常に固く締まってい

る。6～ 9層 はカマ ド燃焼部内の堆積土で、7・ 8層 は天丼部および内壁の崩落土である。 10・ 11層 はカマ ド
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lS‐ 1/401
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位 置 土  色 土 性 備  考

飲

1 10YR 3/2黒 褐色 沙質シル ト 雪色粒子・ 炭化物粒子微量に含む。

2 10YR 4/3に ぶい黄掲色 砂質シル ト
争色粒子少量、炭化物粒子・灰褐色シ

レトブロック微量に含む。

3 10YR 4/2灰黄褐色 シ,レ ト
少粒少量、鉄分多量、自色粒子微量に

筈む。

4 10YR 5/2灰黄褐色 沙質シル ト
捷化物泣子・炭化材多量、焼土粒子・

疋白色シル トプロック 。鉄分少量含む。

カマド

5 10取R3/3暗褐色 シル ト 少粒少量・白色粒子微量に含む。

6 ЮYR 2/2黒褐色 七土質シル
灰白色粘土プロック・炭化物粒子少量
含む。

10YR1/17黒色 シ,レ ト 炭化物粒子多量、焼土プロック少量含
む。

8 10YR4/4褐色 七土質シル I

灰白色粘土質シル ト粒子多量、炭化物
粒子少量含む。

9 OYR4/2灰黄褐色 少質シル ト
夷化物粒子・ 焼土粒子・焼土プロック
・灰白色シアレトプロック少量含む。

YR 17/1黒 色 佑土質シル I 夷化物粒子密、焼土粒子含む。

11 OYR4/2灰黄褐色 砂質シアレト
戻白色シル トブロック含む。焼土粒子
少量含む。

位置 土 色 土 性 備 考

OYR4/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト

夷化物粒子・ 灰褐色砂質シル トブロッ

ク少量、焼土粒子 。自色粒子微量に含

む。

OYR3/1 沙質シル ト
彗色粒子微量、砂粒多量、灰黄褐色シ

レトプロック少量含む。

OYR4/2灰黄褐色 沙質シル ト

夷化物粒子・ 自色粒子微量、灰褐色砂

罠シル トプロック・ 灰 自色ンル トプロ

ック少量含む。

15 OYR3/2黒色 シル ト 炭化物・ 炭化材少量含む。

カマド

OYR3/2暗褐色 沙質シル ト 夷化物粒子・ 白色粒子少量含む。

17 ,YR 3/6暗赤褐色 シアレト 莞土粒子・焼土ブロック多量に含む。

17/1 黒色 シアレト 天・斑 B物粒子密、焼止粒子微量に含む.

カマド
袖

10YR4/2灰 黄褐色 七土 白色粒子微量に含む。

4/4 にぶい赤褐色 ζ土質シルト崚熱により赤変硬化。

5YR 2/1黒 色 告土質シル I 被熱により硬化。

しマド
,YR 5/8 明赤褐色 砂質シル ト 被熱により赤変硬化

'YR 5/4 
にぶい赤褐色 粘土質シル I 夜熱により硬化。

ptl-4

10YR 2/3 黒褐色 粘土質シル I 売化材・焼土プロック少量含む。

10YR 2/2黒褐色 粘土
売化物粒子・ にぶい黄橙粘土質シル ト

立子微量に含む。

5Y 3/2黒 褐色 粘土 こぶい黄橙粘土質シル トプロック含む。

10YR3/2黒褐色 粘土質シル
にぶい黄褐色粘土質 シル トブロック少

量、白色粒子・炭 Tヒ物粒子微量に含む

幅リブ

!5Y3/3 暗オリープ褐色 帖土質シル

疋白色粘土質シル トブロック・ 黒色粘

とブロック・灰黄褐色砂質シル トブロ

ンク含む。

5Y4/2暗灰黄褐色 省土 疋黄褐色砂質シル ト含 む。

5Y3/2黒褐色 省土 雇白色粘土質シル トブロック少量含む。
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2(C■ 0101

5(C‐ 1016)

81C1019)

第 310図  S119竪穴住居跡 出土遺物 (1)

12(C10231

151C■ 0261

0                            10cln

71C‐ 1018) 91C■ 0201

101C■ 021) 11(C-1022)

131C1024) 14(C‐ 1025)

lS‐ 1/3)

遺構 層 位 ヨ径 lcnll× 底径 lmlx器高 lon 外面 底面 内面 偏考 写真図版 登録番号

1 末 と師器・イ 130×一×57 ヨヨナテ・ヘラミガキ ヨヨナデ・ヘラミガキ 雪版 009

2 末 土師器・不 125X―×53 ラヽケズリ ヨヨナデ。ヘラミガキ 目版 1010

3 七積土 と師器・必 147× 40X60 ラヽナデ・ヨコナデ ラヽケズリ ラヽナデ・ヨヨナデ 霊版

末 と師器・不 161× 44× 76 ラヽケスリ・ヨコナテ
ヘラミガキ・赤彩

ヘラケズリ ラミガキ・赤彩 雪版 5 1014

5 S119 塩積土 と師器。必 152X―×69 ラヽケズリ・ヨヨナデ ヘラケズリ ヨコナデ・ヘラミガキ 菫1板

6 S119 カマド と師器・不 137〉 ×64× 57 ヨヨナデ・ヘラミガキ ヘラケズリ ヨコナデ・ヘラミガキ 野版 51-7 1017

7 末 上師器・ 郷 144X―×575 ヘラケズリ・ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ。ヘラミガキ 目版 5 ,1018

8 末 と師器・郷 155 ヘラケズリ ヨコナデ 目版 15 ,1019

9 末 と師器・不 150× 31× 64 ヘラケズリ。ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ・ヘラミガキ 当版 5 ,1020

末 と師器・不 142X52× 59 ヘラケスリ・ヨコナデ
・ヘラミガキ ラケズリ ヘラナデ・ヨヨナデ 菫かに赤彰の勘 あり。 雪版 5 1 ,‐ 1021

11 末 と師器・郷 147× 一×51 ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラミガキ ヨコチデ・ヘラミガキ 目版 5 1022

末 と師器・イ 146× 一×65 ・ヘラミガキ ヘラケズリ ヨコチデ。ヘラミガキ 雪版 5 ,1023

13 来 と師器・不 137× 325× 64 ヘラミガキ
ヘラケズリ ヘラケズリ・ヨコナデ ]版 1024

14 S119 佳積土 とR市器・イ 146X― X51 ラケズリ・ヨコナデ ヘラケズリ ヨヨナデ・ヘラミガキ コ版 5 1025

15 SIよ 9 佐積土 と師器・邪 147× 一×51 ヘラミガキ ヘラケズリ ヨコナデ・ヘラミガキ 里版 5 -1026
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1(C-1027)

41C1031) 51C■ 032)

61C■ 0001

0                            10Crn

lS‐ 1/31

No 遺構 層 位 望と《痢X底径lmlX器高lun 外面 底面 内面 備 考 写真図版 登録番号

上師器・イ 147X―×58 ラヽナデ・ヨコナデ ラナデ ヘラナデ・ヘラミガキ 置石転用の線刻有 り 雪版

2 土師器・郷 154X50X57 壇ζ子学r堺▽
アア ラヽケズリ ヨヨナデ・ヘラミガキ 雪版 152‐ 2 ,‐ 1028

14積土 土師器・郵 143× 48× 51 ラケズリ ヨコナテ・ヘラミガキ
目版 52-3

4 土師器 。不 165× 50× 63 ヘラミガキ・赤影 ラケズリ 目版 1524

S119 床 土師器・不 161× 40× 56 ラヽケスリ・ヨヨナテ
ヘラミガキ・赤彩 ラケズリ・ヘラミガキ 露版 152‐ 5 1032

土師器・中型目 10× 一×(73) 'ヽ
ケメ・ヨコナテ

・ヘラミガキ Fg・ITさえ・ナデ・ヨコナデ ヨ版 1526 1000

7 床 土師器・菫 158× 94× 251 ヨヨナデ・ヘラミガキ ラヽケズリ。ヘラミガキ Fttξ季挙
イ`フ

図版 1527 〕-996

床 土師器・甕 169〉 ×(625)× (2501 ラヽケズリ ・ヨョナデ 図版 1528 1001

第 311図  S119竪穴住居跡 出土遺物 (2)

-311-



lS‐ 1/31

遼構 層位 ヨ径 lml× ほ径 lCmlX器高 lanl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 筐積土 と師器・甕 174× 68× 322 ヨヨナデ・ヘラケズリ・ヘラミガヨ ラヽナデ・ヨコナデ 超版 152‐ 9 3‐997

2 佐積土 と師器・甕 161)Xく 78〉 X(2861 ヘラクスリ・ヘラナデ
・ヨコナデ・ヘラミガキ ラヽケズリ ラヽクズリ・ヘラナデ・ヨコナラ 電版 1531 3-1002

3 S119 と師器・小型甕 156× 52X145 ハケメ・ヘラケズリ・ヨコナデ ラヽケズリ ケヽメ・ヨコナデ 四月夏153,2 3‐ 1006

第 312図 引19竪穴住居跡 出土遺物 (3)
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lS 1/2)

No 遺構 層位 種別・器種 口径 lmlX底 径 lanl x器 高 (ωl 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 と師器・ 甑 244× 82× 264 ヘラケズリ・ヘラナデ・ヨコナラ 照底単孔 ]サ板1533 3-1007

2 土師器・ 甑 245× 85× 240 ヨコナデ・ヘラナデ・ヘラミガキ 照底単孔 ]版 1534 3‐ 1008

通情 層位 長さ lcml× 幅 債 nl× 厚さ lcml 重さ ω 石 材 備考 写真図版 登録番号

3 准積土 礫石器・磨石 149× 52× 40 虎紋岩 目円反154-1

4 蓬積土 石製品・石製懐造品 (鏡 32× 36× 03 と板岩 目円魔154-2 俺■ 10

5 准積土 石製品・石製複造品 (鏡 265× 275X035 !板岩 雪疵又154-3 に
‐111

唯積土 百製品・石製模造品 (鏡 245× 24X035 七板岩 目1板 154‐ 4

第 313図  S119竪穴住居跡 出土遺物 (4)
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遺稿 層位 種別・ 種類 長さにm)× 幅にInl× 厚きにml 重さ lRl 石材 備 考 写真図版 登録番号

1 末 三製品・石製愧造品 鏡 ) 27× 27× 03 粘板岩 図版 3

2 准積土 耳製品・石製模造品 鏡 ) 235× 265× 035 粘板岩 ヨ版 4

3 と積土 ゴ製品・石製模造品 鏡 〕 235× 23× 03 鱈板岩 目版 54-7 5

4 末 耳製品・石製横造品 鏡 ) 195× 195× 03 協板岩 図版 6

5 准積土
=製

品・石製模造品 鏡 ) 205× 21× 03 陀紋岩 図版 7

七積土 槻 ・石製暖確吊 (角玉 425× 255× 035 七板岩 図版 54-10 8

7 と績土 405× 22× 035 rt板岩 ヨ版 9

遺構 層位 種別・種類 厚さにnll X径 にm)子 L径 にm) 重さ lRl 石材 備 考 写真図版 登録番号

8 茉 p既許 石製模造品 (臼玉 025× 05 02 骨石 雪版 15412

進績土 鵡晰卜 石製模進品 イ臼玉 03× 05 02 01 骨石 ヨ版 15413

第 314図 S119竪穴住居跡 出土遺物 (5)

袖、 12・ 13層 は火床面に当たり、内壁、火床面共に良好に赤変硬化 している。 14～ 17層 は、貯蔵穴内の堆積

土で、レンズ状に堆積する。貯蔵穴中層に堆積する 15層 は、炭化物や炭化材の混入が顕著であることから、消

失に伴 う堆積 と考えられる。 18～ 21層は ptl～ 4の堆積土である。22層 は掘 り方埋土で、灰白色砂質シル ト

ブロック、黒褐色粘土ブロックが混入 している。【床面。壁面】掘 り方埋土上面を床面とし、平坦で、全面が良好

に硬化している。壁は 30cmの高さで遺存 し、急角度で立ち上がる。【ピット・柱穴】ピットは 4基検出され、対

角線上に配置され、床面からの深さは 34～ 88cmで あることから、主柱穴 と考えられる。ptlに ついては S119-

pt2と 同様に、検出位置の直上に空洞が確認されている。【カマ ド】東壁に付設され、煙道部は検出されなかっ

た。燃焼部は袖によって作 りだされ、奥壁側は一段深 く掘 り窪められている。袖は灰褐色粘土質シル トによっ

て構築され、火床面は両袖の先端部間に広がる。【貯蔵穴。その他の施設】カマ ドの南側に隣接した東隅に、南北

100cm、 東西 95cm、 深さ 45cmの 土坑が検出され、貯蔵穴と考えられる。平面形は長方形、断面形は逆台形で

ある。また貯蔵穴周辺の床は、一段高 く周提状の高まりとなっている。【掘 り方】床面下を、15～ 25cm掘 り下

げている。【出土状況】主にカマ ドの周辺 と燃焼部内、および貯蔵穴周辺の床面から出土 した。また S119同 様、

貯蔵穴の四隅には甕・甑が配置されている。【遺物】非ロクロ土師器片 894点、石製品 2点、石製模造品 3点、

臼玉 1点、柱材 1点が出土 した。その うち 16点 を第 317～ 319図 に図示 した。第 317図 1～ 8(C1052～

1054・ 1056・ 1058・ 1059・ 1062,1063)は 必である。 1は 平底で、体部は緩やかに内湾 して立ち上が り口縁

部に至る。2～ 4の 日縁部は屈曲して開く。5の 国縁部は、屈曲して立ち上がる。6の 口縁部は内湾する。7・ 8

の国唇部は僅かに摘まみだされる。9(C1035)は 中型壺で、体部は扁平球状で、国縁部は直線的に開く。第 318

図 -1・ 2(C1037。 1038)は 甕である。 1の体部は球状で、2は縦に長 く中程に最大径を持つ。3(C1039)、 第 319

図 1(C1040)は 壺で、体部は球状で、頸部はくの字状に屈曲し、国縁部は強 く外反する。2(C1049)は 小型甕で、

頸部はくの字状に屈曲し、口縁部は直立気味に外反する。3(C-1050)は無底単孔の甑で、頸部はくの字状に屈曲

する。4(Ke 120)は 二孔の鏡形石製模造品、5(Ke 189)は 臼玉である。
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第 315図  S120竪穴住居跡平面図・断面図 (1)
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第 316図 S120竪穴住居跡平面図・断面図 (2)

図

hlo

深 さ

位置 雷れ 土 色 土 性 備 考

竪穴

1 10YR 3/4暗 褐色 少質シル ト
雪色粒子・炭化物粒子少量・焼土粒子

2 10YR 2/2 黒褐色 少資シル ト

3 10YR 4/3に ぶい黄褐色 賢シル ト κ貢褐笛紗質 シル トフロック多量に含む

周提

4 10YR 5/2灰 黄褐色 省土質シル ト
こふ い東厘 巴柄 主猟 ンル トフ ロックタ

重に含 む。

5 4/1褐灰色 七土質シル ト
こぶい策短色T●上質シル トフロック少

曇含む。

6 10YR 3/4暗 褐色 沙質シル ト ヨ色粒子・焼土粒子微量に含む。

lCIYR 4/4暗褐色 沙管 シル ト え土プロック・炭化物含む。
カマ ,YR 3/3赤 褐色 シアレト え土プロック密に含む。

10YR 17/1 黒色 シ,レ ト 見化物粒子・灰夢量、焼土プロック少

位置 土 色 土 性 備 考

カマト
袖

「5Y 6/8 橙色 シアレト 被熱により赤変硬化。

11 「5Y 4/2灰褐色 粘土質シル 十
自色粒子少量・ 灰白色シル トブロッ
ク少量含む。

けマ ;YR 5/8明 赤褐色 ン,レ ト 破黙により赤変硬化。

13 ,YR 3/2暗 赤褐色 シル ト 破熱により硬化。

10VR 3/2 豪紹偽 シルト

15 10YR 2/2黒 褐色 ンアレト
莞化物粒子・炭化材・砂粒子・白灰色

省土質シル トプロック含む。

10YR 3/4賠褐 負 ンル ト

17 ЮYR 4/1褐灰色 シルト
黒褐色粘土質シル トフロック・砂粒子

・ 灰白色シル トブロック少量含む。

ptl,4 10YR 4/4 褐色 階土
疋自色粘土質シル トプロック・炭化物

笠子少量含む。

:5Y 3/2黒 褐色 佑土質シル
疋白色粘土質シルトプロック・黒褐色

も土質ブロック含む。

pt3 10YR 3/2黒 褐色 脇土 疋白色粘土質シル トプロック含む。

10YR 5/2褐 灰色 シァレト 兎自色粘土質シルトブロック多量に含む

15Y 4/1黄 灰色 シルト
疋白色砂質シル トブロック・黒褐色土

告土プロック・ 灰黄褐色砂質ンル トプ
コック含む。
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1(C-1052) 21C■ 0531

31C‐ 1054) 4(C-1056)

5(C-1058) 6(C‐ 1059)

91C1035)
0                     10cm

lS‐ 1/3)

遼構 層 位 種別・ 器種 ヨ径lml× 底径loEX器高(叩 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

1 S120 床 土師器・不 〈186〉 ×54× 71 ラヽケズリ ヨコナデ・ヘラミガキ・赤彩 目版 54‐ 14

2 床 と師器・必 152×一×675 ラケズリ・ヨコナデ ラヽケズリ ヨコナデ 雪版

3 床 と師器・不 153× 44× 62 ヨコナデ・ヘラミガキ・赤彩 ヨコナデ・ヘラミガキ 。赤彩 目版

4 床 土師器・不 152X30× 67 ヘフケスリ・ヨヨナテ
・・ヘラミガキ。経 ラヽケズリ ヨコナデ・ヘラミガキ 雪版 7

5 S120 カマド 土師器・郷 152×一×75 ラケズリ・ヨヨナデ ラケズリ ヨコナデ 目版

6 床 土師器・不 145X― ×55 ラケズリ・ヨコナデ ラケズリ ヨヨナデ・ヘラミガキ ]版

7 S120 床 土師器・ ITN 176× 45× 66 ラヽケズリ ヨコナデ・ ヘラミガキ・ 赤彩 雪版 54-20 1062

8 床 土師器・不 158× 51× 68 ラヽケズリ ヨコナデ 。ヘラミガキ・赤彩 圏版 54-21 063

9 床 土師器・中型壺 103×一×138 'ヽ
クメ・ヘラナテ・

,ヘラミガキ・赤彩 着押さえ・ ヨコナデ・赤彩 週版 54-22 035

第 317図  S120竪穴住居跡 出土遺物 (1)
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lS‐ 1/3)

No 遺構 層 位 種別・ 器種 確 lmX底径 lmlx器 高 lQn 外面 底面 内面 写真図版 登録番号

I 庁膚賜代 土師器・ 甕 186× 65× 301 ラヽケズリ ・ヨコナデ・ハケメ 盪版 1551 D‐ 1037

2 SX20 床 土師器・甕 161× 77× 281 ヨζ粂摯∫紹 ζ承_ ラヽケズリ ヘラナデ・ヨコナデ 目版 1552 3-1038

3 S120 床 土師器 。壺 185× 72× 259 ラヽケズリ ラナデ・ナデ・ヨヨナデ 目版 155-3 3-1039

第 318図  S120竪穴住居跡 出土遺物 (2)
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0                      10cm

〈S‐ 1/3)

一◎一 種 ◎

a=。    5低 e‐ 189)

0                      5cln

(S‐ 1/2)

還構 層位 ヨ径 lmlX底 径 lonl× 器高的| 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 S120 床 174〉 ケヽメ・ヨコナデ ラヽナデ・ハケメ・ヨコナデ 圏版 1561 1040

2 カマド 94〉 X― X(74) ラヽミガキ・赤彩 ラヽナデ・ヘラミガキ・赤彩 雪版 1562 1049

3 S120 床 ヒ師器・甑 2675)× 79× (2481
ラヽクスリ・ヨコナテ
ヘラナデ・ヘラミガ■ 無底単孔

ラヽナデ・ヨヨナテ
ハケメ・ヘラケズリ 雪版 1563

遺橋 層位 長さ (cml× 幅 lcml× 厚き lcml 重さ (Ftl 石柄 備考 写真図版 登録番号

4 床 翻 品・石製向齢駅 鏡 1 425× 44× 035 も板岩 雪版 1564

選構 層位 厚さ lcml× 径 lcml 孔径 (cml 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

5 S120 堆積土 石製品・再鰤鍵品 (臼玉 05X02 02 吃紋岩 雪版 1565

第 319図 S120竪穴住居跡 出土遺物 (3)

4)上 坑

SK24土坑 第 320図

【位置・重複】115グ リッドに位置する。Ⅱa層検出の SXl、 Va層検出の SD14に 削平される。【平面形・規模】

平面形は楕円形と考えられ、長軸方向は不明である。規模は、南北 087m以上、東西 0.66m以上である。【深さ。

断面形】深さは 13cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【遺物】出土していない。

SK26土坑 第 320・ 321区  図版 157

【位置 。重複】I・ 」15グ リッドに位置する。SD10と 重複し本遺構が新しい。またHa層検出の SDl、 SXl、 Va
層検出のSD14に削平される。【平面形・規模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北 1.87m以上、東西 142m

以上である。【深さ。断面形】深さは 38cm、 底面は緩やかな起伏を有するが概ね平坦で、断面形は逆台形である。

北端に深さ22cmの ピットを有する。【堆積土】3層 に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】主に1層中から、

非ロクロ土師器片が 135点出土し、そのうち 1点を第 321図 ■(C235)に 図示した。壼の回縁部片で、強く外
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反する。

SK27:上 坑  第 320図

【位置 。重複】」15グ リッドに位置する。SD10と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は円形で、規模

は南北 0.68m、 東西 0,70mである。【深さ・断面形】深さは 12cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。

【堆積土】にぶい赤褐色砂の単層である。この色調は、酸化鉄の沈着によるものである。【遺物】堆積土中から非

ロクロ土師器片が 1点出土した。

SK59上坑 第 320。 321図  図版 76・ 157

【位置。重複】H14グリッドに位置する。口a層検出の SDl、 Va層検出の SD14に 削平される。【平面形・規模】

平面形は円形と考えられ、規模は南北 214m以上、東西 3.16mである。【深さ 。断面形】深さは 50cmで、底面

は細かな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】5層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺

物】主に掘り込みの北西部の、4層中からまとまって出土し、非ロクロ土師器片 1529点、石製模造品 3点、鉄

製品 1点である。そのうち 3点を第 321図 に図示した。2(C-679)は 丸底の邪である。体部は半球状で、国縁部

は緩やかに屈曲し外反する。3(C-466)は 壼で、体部は球状である。頸部はくの字状に屈曲し、日縁部は強く外

反して開く。41Ke-052)は 剣形石製模造品である。

SK60■坑  第 320図

【位置 。重複】H14グ リッドに位置する。SA2、 S15と 重複し、本遺構が古い。またVa層検出の SD14に 削平さ

れる。【平面形・規模】形平面形は楕円形と考えられ、長軸方向は北東辺からN45° ―Wである。規模は、長軸246m

以上、短軸 095m以上である。【深さ。断面形】深さは 20cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆

積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

SK61土坑 第 320図

【位置・重複】H14グ リッドに位置する。SD20、 PT60と 重複し、SD20よ り新しく、PT60よ り古い。またⅡb

層検出の SK51、 Va層検出のSX12に 削平される。【平面形・規模】形平面形は楕円形で、長軸方向は N7°  E
である。規模は、長軸 229m以上、短軸 06mである。【深さ・断面形】深さは 26cmで、底面は平坦で、断面

形は皿状である。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片

が 2点出土した。

SK62土坑 第 322図

【位置・重複】H13グ リッドに位置し、SD18・ 22と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形と推測され、

長軸方向は N27° ―Wである。規模は、長軸 1.25m以上、短軸 0.55mである。【深さ。断面形】深さは 14cmで、

底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】3層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土

中から非ロクロ土師器片が 3点出土した。

SK67三L均屯 雰子322:コ

【位置・重複】113グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。またHa層検出のSDlに 削平される。【平面

形。規模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北方向に074m以上、東西方向に 133m以上である。【深

さ・断面形】深さは 55cmで、西側を深く掘り込むが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】4層に分けられ、

レンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

SK68土坑 第 322図

【位置。重複】114グ リッドに位置する。S16・ 8と重複し本遺構が古い。またHb層検出のSD2に削平される。【平
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遺構 土  色 土 性 備  考

I OYR3/3暗褐色 シアレト 黄褐色シルトプロック含む。自色粘土

少量、炭化粒子微量に含む。

2 OYR4/1褐 灰色 シルト 白色粘土微量に含む。

3 OYR4/2灰 黄褐色 シ,レ ト

SK27 I YR 4/3に ぶい赤褐色 砂
この色調は被熱によるものではな

く、酸化鉄によるもの。

10YR 3/2 黒褐色 天黄褐色シルトプロック少量含む。

2 」5Y3/2 黒褐色 天黄褐色シルトブロック少量含む。

3 35Y5/2 暗灰黄色 /,レト 天養褐色シルトプロック多量に含む。

5Y3/1 黒褐色 /ル ト

灰黄褐色シルトプロック・黒色粘土質シ

ルトプロック含む。

本層から遺物が多量に出土している。

5 OYR 3/3 暗褐色 夕,レ ト え黄褐色シルトプロック含む。

SK60

I OYR3/1 黒褐色 少質シルト え黄褐色砂ブロック少量含む。

2 5Y3/1 黒褐色 ン,レ ト 天黄褐色砂粒子微量に含む。

3 OYR 5/2 灰黄褐色 沙 天黄褐色砂多量に含む。

1 OYR 4/2 灰黄褐色 少質シルト 掲灰色砂質シルトプロック含む。

2 OYR3/2 黒褐色 少質シルト

3 5Y5/1 黄灰色 少質シルト 褐灰色砂質シルトプロック少量に含む。
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l lC‐ 235)

0                     10cm

lS‐ 1/31

遺構 層位 種別・ 器種 ヨ径 lmlX底径 lQnl× 器高 lc「n 外面 底 面 内面 写真図版 登録番号

1 SK26 I層 134〉 X―×(495) ケヽメ・ヨヨナデ ケヽメ・ヘラナデ・ヨコナデ 図版 1571

2 4層 土師器・ 邦 134〉 ×一X(57) ヨコナデ・ヘラミガキ ラヽ載 キ ラヽナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ 雪版 1572

3 SK59 4層 土師器・ 壷 (200〉 く265〉 X(2161 犠 二l忌 ゴ́rCラケズリ ラヽナデ・ナデ・ヨヨナデ 雪版 1573

遺構 層位 種別・ 種類 長さにmlx幅 にml× 厚さにnll 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

SK59 層 石製品・石製模造品 (剣 17 骨石 目版 157-4 Ke-052

第 321図 SK26・ 59土坑 出土遺物

面形・規模】平面形は不明である。長軸方向は南辺からN-70° 一Eである。規模は、長軸 083m以上、短軸 0.24m

以上である。【深さ・断面形】深さは 10cmで、底面に細かな起伏を有し、明面形は不整形である。【堆積土】灰

黄褐色砂質シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土した。

SK69:上 坑  第 322図

【位置・重複】H13グ リッドに位置する。SD20と 重複し本遺構が古い。またVa層検出のSD14に 削平される。

【平面形・規模】形平面形は楕円形と考えられ、長軸方向は N-89° ―Eで ある。規模は、長軸 1.15m以上、短軸

067m以上である。【深さ 。断面形】深さは 15cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】4層に分け

られ、レンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

SK70土 坑 第 322・ 323図  図版 76・ 157

【位置 。重複】114グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。S16と 重複し本遺構が古い。【平面形・規

模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北 0.64m以上、東西 0.81m以上である。【深さ・断面形】深

さは 21cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層

で、炭化物が混入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 11点、馬歯 1点が出土した。そのうち 1点を

第 323図 -1(C-687)に 図示した。高邪の脚部で、脚柱部と裾部の境は屈曲する。

SK71土 坑 第 322図

【位置・重複】H13グ リッドに位置する。SD20、 PT68と 重複し、PT68よ り新しく、SD20よ り古い。またIa
層検出の SDlに 削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形、または溝状と考えられ、長軸方向はN20° 一W

骸
饉
雨
圏
囚
鰻
圏
園
摺
燭
§

一

申     【   1            4(Ke‐
052)

0                      5cm

lS‐ 1/2)
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である。規模は、長軸 1.03m以上、短軸 065mで ある。【深さ 。断面形】深さは 21cmで、底面は平坦で、断面

形は逆台形である。【堆積土】黒褐色粘土質シル トの単層である。【遺物】出上 していない。

SK99上 坑 第 322図

【位置。重複】G9グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形である。規模は、南北 0.89m、 東西 082m

である。【深さ 。断面形】深さは 27cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】3層に分けられ、レ

ンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 13点 出土した。

SK1 01土坑  第 322図

【位置・重複】F9グ リッドに位置する。SK102重 複し本遺構が新しい。【平面形 。規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N20° ―Wである。規模は、長軸 062m、 短軸 042mで ある。【深さ 。断面形】深さは 30cmで、底面

は平坦で、断面形は逆台形である。底面中央に深さ 5cmの ピットを有する。【堆積土】2層に分けられ、レンズ

状に堆積している。【遺物】出土していない。

SK102三上坑  第 322図

【位置 。重複】F9グ リッドに位置する。SK101と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向はN31° ―Wである。規模は、長軸 0,76m以上、短軸 036mで ある。【深さ 。断面形】深さは 12cmで 、

底面は起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】褐灰色粘土質シルトの単層である。【遺物】出土し

ていない。

SK103土 坑 第 322図

【位置。重複】F10グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形である。規模は、南北045m、 東西 0.43m

である。【深さ・断面形】深さは 38cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】

灰黄褐色砂質シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 3点出土した。

SK104:上坑  第 322図

【位置 。重複】Gll。 12グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N51°  Eで ある。

規模は、長軸 071m、 短軸 0.41cmで ある。【深さ 。断面形】深さは 13cmで 、底面中央を深 く掘 り込むが、断

面形は概ね皿状である。【堆積土】2層に分けられ、 レンズ状に堆積 している。【遺物】出上 していない。

SK105:上坑  第 322図

【位置。重複】G10。 Hグ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-31° 一Wである。

規模は、長軸 0,88m、 短軸 071mで ある。【深さ 。断面形】深さは 31cmで、底面は丸みを帯びるが、断面形は

概ね逆台形である。【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

SK106土 坑 第 324図

【位置 。重複】GHグ リッドに位置する。Va層検出の SD21に 削平される。【平面形・規模】平面形は不整形で、

長軸方向は N-80° ―Eである。規模は、長軸方向に 1.19m、 短軸 0.65m以 上である。【深さ。断面形】深さは 31cmで 、

底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】5層 に分けられ、レンズ状に堆積 している。【遺物】4～ 5

層中から非ロクロ土師器片が 6点出上した。

SK232土 坑  第 324図

【位置 。重複】E8グ リッドに位置する。PT247と 重複し本遺構が古い。【平面形 。規模】平面形は不整形で、長

軸方向はN44° ―Wである。規模は、長軸 1.24m、 短軸 07mである。【深さ 。断面形】深さは 15cmで 、底面
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離 土 色 土 性 備 考

SK69

こ 5YR3/3 暗褐色 七土質シルト
ぶい黄橙色粘土質シルトプロック多量
合,f^

10YR3/1  黒褐色 告土質シルト 少粒少量含む。

10YR4/1 褐灰色 省土質シルト こぶい黄褐色砂質シルトプロック含む。

4 5Y3/1 黒褐色 七土質ンルト

1 10YR3/2 黒褐色 秒質シルト え化物粒子少量含む。

SK71 1 5YR3/2 黒褐色 七土質シルト 褐灰色シルトプロック少量含む。

SK99

I 5Y3/3 暗オリーブミ 色 砂質シル ト
灰黄褐色砂質プロック・暗灰粘土質シ
ル トプロック少量含む。

2 「5Y3/2 黒褐色 砂質シル ト 暗灰色粘土質シル トプロック少量含むI

3 猪5Y3/1 黒褐色 砂質シル ト
暗灰色粘土質シルトプロック。炭化物粒
子微畳に含む。

ＳＫ

‐０１

1 OYR4/1 褐灰色 簡土質シル
灰白色粘土プロック・黒褐色シルトプ
ロック多量に含む。

2 OYR3/1 黒褐色 ll土質シル 灰自色粘土プロック少量含む。

K10` 1 OYR4れ  褐灰色 脂土質シル 灰自色粘土プロック少量含む。

1 OYR4/2 灰黄褐色 沙賀シル ト
黄褐色シル トブロック鑢 炭化材微量
に含む。

ＳＫ

‐０４

1 OYR4/2 灰黄褐色 偕土質シル 灰白色シル トプロック少量含む。

OYR6/2 灰黄褐色 悪十管シル 灰褐色シル トプロック微量に含む。

ＳＫ

‐０５

1 OYR4/1 褐灰色 倍土質シル 砂粒微量に含む。グライ化している。

15GY4/1 暗オリープ灰色 沙質シル ト グライ化している。

還構 目疱 土 色 土 性 備 考

SK62

I 10YR 4/1 褐灰色 ンルト こぶい黄橙シルトプロック少量含む。

2 10YR 5/2 灰黄褐色 沙質シルト
こぶい黄橙砂質 シル トプロック多量 に

鮮ユ♀_

3 10YR 6/2 灰黄褐色 砂
=ぶ

い黄橙砂質シルトプロック含む。

1 10YR 3/2 黒褐色 沙質シルト にぶい黄褐色砂少量含む。

2 ι5Y5/2 灰黄褐色 沙質シルト にぶい黄褐色砂を含む。

3 〕5Y4/1 黄灰色 沙質シルト 灰白色粘土質シルトプロック少量含む。

4 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂 にぶい黄褐色砂を多量に含む。

1 10YR 4/2 灰黄褐色 少質シルト
黄褐色シルトプロック少量、炭化物粒子

徹量に含むぅ
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No 遺構 層位 種別・器種 ヨ径 lcllll× 底径 lcml× 器高 lall 外面 底面・脚部内面 内面 写真図版 登録番号

I SK70 唯積土 上師器・高郷 140〉 X40× 48 ラミガキ たデ・ヘラナデ・ヨコナデ 雪版 1575 〕687

第 323図 SK70土坑 出土遺物

は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積 し、炭化物

が混入している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 13点 出土した。

SK243土 坑 第 324図

【位置。重複】F8・ 9グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N84° Eである。規模は、

長軸 0,97m、 短軸 0.5mで ある。【深さ。断面形】深さは 15cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆

積土】にぶい黄褐色砂の単層である。【遺物】出土していない。

SK244土 坑  第 324図

【位置 。重複】E・ F9グ リッドに位置する。S113、 SK246と 重複し本遺構が新しい。またVa層検出の SK241、

PT255に 削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N65° ―Eである。規模は、長軸 103m、

短軸 092mである。【深さ・断面形】深さは30cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。

【堆積土】にぶい黄褐色砂の単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 15点 出土した。

SK245上 坑 第 324図

【位置 。重複】F8グ リッドに位置する。S113、 PT271と 重複し、S113よ り新しく、PT271よ り古い。【平面形・

規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N10° 一Eである。規模は、長軸 0.55m、 短軸 045mで ある。【深さ 。断

面形】深さは 21cmで、底面は丸みを帯び、断面形は逆台形である。【堆積土】にぶい黄褐色砂の単層である。【遺

物】出土していない。

SK246土 坑  第 324図

【位置 。重複】E・ F8。 9グ リッドに位置する。S113、 SK244と 重複 し、S113よ り新 しく、SK244よ り古い。ま

たVa層検出の SK241に 削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-58°  Eである。規模は、

長軸 474m、 短軸 164mで ある。【深さ 。断面形】深さは 16cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は

概ね皿状である。【堆積土】にぶい黄褐色砂の単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 6点出土した。

SK247:上坑  第 324図

【位置 。重複】F8グ リッドに位置する。SK251と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N32°  Eである。規模は、長軸 058m、 短軸 0.50mである。【深さ 。断面形】深さは 8cmで、底面

は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】にぶい黄褐色砂の単層である。【遺物】出土していない。

SK248土 坑  第 324図

【位置。重複】E・ F8グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN89° 一Wである。規模は、

長軸 1lm、 短軸065mで ある。【深さ。断面形】深さは 10cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。北西の壁
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際に深さ 5cmの ピットを有する。【堆積土】暗褐色砂の単層である。【遺物】出土 していない。

SK249土坑  第 324図

【位置・重複】E8グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-52° ―Wである。規模は、

長軸 0.56m、 短軸 048mで ある。【深さ・断面形】深さは 9cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

2層に分けられ、レンズ状に堆積し、炭化物が混入している。【遺物】出土していない。

SK250上 坑 第 324図

【位置・重複】F8グ リッドに位置する。PT272と 重複 し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-49° ―Wである。規模は、長軸 0.6m以上、短軸 049mで ある。【深さ 。断面形】深さは 9cmで、南

東側を一段深 く掘 り込んでいるが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】にぶい黄褐色砂の単層である。【遺物】

出土していない。

SK251土 坑 第 324図

【位置・重複】F8グ リッドに位置する。SK247と 重複 し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-33° ―Wである。規模は、長軸 0,87m、 短軸 0,52mである。【深さ・ 断面形】深さは 30cm、 底面は

平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】出土 していない。

SK252土 坑 第 324・ 325図  図版 76。 157

【位置・重複】E8グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N81° ―Eである。規模は、

長軸 1.1lm、 短軸 0.57mである。【深さ。断面形】深さは 23cmで、底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】

にぶい黄褐色砂の単層である。【遺物】遺構の西端の底面付近から非ロクロ土師器壼の体部片 43点 が、ほぼ元

の形状をとどめた状態で出土 した。この遺物を第 325図 -1(C l132)に 図示 した。壺の体部で、上半に最大径を

持ち、球状である。

SK253 E上坑  第 326・ 327図   図販 76・ 158

【位置 。重複】E8グ リッドに位置する。SD45、 PT257と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形

で、長軸方向は N-56° ―Eである。規模は、長軸 1.03m、 短軸 0,49mである。【深さ 。断面形】深さは 12cmで 、

底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シル トの単層である。【遺物】

堆積上下層の底面付近から、石製模造品 1点、琥珀片 1点が出土 した。そのうち 1点を第 327図 -1(Ke-126)に

図示した。二孔の鏡形石製模造品である。

SK254土 坑 第 326図

【位置。重複】E6・ 7グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-68° ―Eである。規模は、

長軸 ■97m、 短軸 102mである。【深さ 。断面形】深さは 15cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。

底面中央に深さ 21cmの ピットを有する。【堆積土】灰黄褐色シル トの単層である。【遺物】出土していない。

SK255土坑 第 326・ 327図  図版 77・ 158

【位置・重複】E7グ リッドに位置する。PT289。 292と重複 し本遺構が新 しい。またⅡb層検出の S115の pt3、

Va層検出の PT216、 南東側をカクランによって削平されている。【平面形・規模】平面形は円形と考えられる。

規模は、南北 164m以上、東西 14m以上である。【深さ・断面形】深さは 16cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、

断面形は概ね皿状である。【堆積土】灰黄褐色砂質シル トの単層である。【遺物】南側の堆積土上層から、非ロク

ロ土師器片が 12点 出土 した。そのうち 2点 を第 327図 に図示 した。2・ 3(C-1133・ H35)は郷である。2は 口

縁部内面に稜を有し、3は赤彩が施される。
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離 土  色 土 性 備 考

SK
106

1 10YR4/2 灰黄褐色 少質シル ト
期防 多量、灰自色ンルトプロック少量

争む。

2 10YR5/3 1こ ぶい黄褐色 砂 疋褐色シル トブロック少量含む。

lCIYR3/2 黒褐色 沙質シル ト
灰自色シル トプロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

4 10YR5/2 灰黄褐色 沙質シル ト

黄褐色砂質シル トプロック・灰自色砂

質シルトプロック・炭化物粒子少量、

焼土粒子微量に含む。

:5Y3/1 黒褐色 少質シアレト
天自色砂質シル トブロック少量、炭化

物粒子微量に含む。

遺構 巨亀 土  色 土 性 備 考

I OYR2/1黒 色 沙質シアレト え化物粒子多量、にぶい黄褐色砂含む。

2 OYR4/3とこぶい黄褐色 砂 弓色砂多量、炭化物粒子微量に含む。

OYR5/3に ぶい黄褐色 沙 L層 に粗粒の砂多量に含む。

OYR4/3に ぶい黄褐色 砂 音褐色シル トプロック少量含む。

OYR5/3に ポい黄褐色 砂

OYR5/3に ぶい黄褐色 砂 え化材微量に含む。

OYR4/3に ぶい黄褐色 砂 疇褐色粘土質シルトブロック少量含む

1 OYR3/4暗褐色 砂
にぶい黄褐色粘土質シルトプロック少

量含む。

1 llYR3/3暗褐色 砂質シル ト
え化材・炭化物粒子微量、黒褐色シル

トブロック含む。

2 OYR4/2灰 黄褐色 砂質シル ト
え化物粒子少量、自色粒子・灰褐色砂

資シルトプロック微量に含む。

1 OYR5/4に ぶい黄褐色 砂
炭化物粒子微量、黒褐色粘土質シル ト

プロック少量含む。

貶 5:

1 OYR5/3に ぶい黄褐色

OYR3/3晴 褐色 省土質シル
砂粒・にぶい赤橙色粘土質シアレトプロ

ック含む。

1 OYR4/3に ぶい黄褐色
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0                     10cm

lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・器種 口径 lQnlx底径 lanl× 器高 lml 外 面 底面 内面 写真図版 登録番号

SK252 准積土 土師器・壷 (264)× 一―×(195〕 ヘラナデ ヘラナデ 雪版 1576 1132

第 325図 SK252土坑 出土遺物

SK256=L坑  第 326図

【位置。重複】E7グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は南北 0,73m、 東西 0,72mである。【深

さ。断面形】深さは25cmで、南西側を深く掘り込むが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】2層 に分けられ、

レンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

SK258土 坑 第 326図

【位置・重複】D6グリッドに位置する。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN68° ―Wである。規模は、

長軸 09m、 短軸 0.52mである。【深さ・断面形】深さは 21cmで、西側を深く掘り込むが、断面形は概ね逆台形

である。【堆積土】3層に分けられ、概ねレンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 3

点出土した。

SK259土 坑 第 326図

【位置。重複】E5グリッドに位置し、南東側の調査区外に延びる。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向

は N-62° ―Wである。規模は、長軸 077m、 短軸 0.54m以上である。【深さ・断面形】深さは 6cmで、底面は平

坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色粘上の単層で、炭化物が混入している。【遺物】出土していない。

SK260土 坑 第 326図

【位置・重複】D6グ リッドに位置する。SX67と 重複し本遺構が新しい。またコb層検出のSD37に削平される。【平

面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N-47° ―Eである。規模は、長軸 1.95以上 m、 短軸 0,76mである。

【深さ。断面形】深さは 7cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色粘

土の単層である。【遺物】出土していない。

SK261:上坑  第 326図

【位置・重複】D7グリッドに位置し、北東側の調査区外に延びる。SK262と 重複し本遺構が新しい。またⅡb層

検出の SK197に 削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形と考えられ、長軸方向は N-42°  Eで ある。規模は、

長軸 085m以上、短軸 066mで ある。【深さ。断面形】深さは 7cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。

【堆積土】2層に分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。
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SK262土 坑  第 326図

【位置・重複】D7グ リッドに位置 し、SK261と重複 し本遺構が古い。また Ⅱb層検出の SK197に 削平される。【平

面形・規模】平面形は円形 と考えられ、規模は、南北 0.40m以 上、東西 049mで ある。【深さ・断面形】深さは 7cmで、

底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】2層に分けられ、西側からの堆積である。【遺物】出土して

いない。

SK298土 坑  第 328図

【位置・重複】D3・ 4グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。【平面形・規模】平面形は円形と考えられ、

規模は、南北 0,48m以上、東西 0.54mである。【深さ・断面形】深さは 7cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿

状である。【堆積土】黄灰色シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK303土坑 第 328・ 330図  図版 77・ 158

【位置。重複】C3グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は円形で、規模は南北 0,72m、 東西 0,71mで ある。

【深さ。断面形】深さは 8cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】灰黄褐色シルトの単層で、

炭化物が混入している。【遺物】遺構の南側の堆積土上層から、同一個体である非ロクロ土師器高郷片 12点が

出土した。この遺物を第 330図 1(C■ 252)に 図示した。高野の脚部で、脚柱部から裾部にかけて外反して開く。

SK304土坑 第 328・ 330図  図版 77・ 158

【位置。重複】C3グ リッドに位置し、試掘坑、およびⅡa層検出の SD66に 削平される。【平面形・規模】平面形

は楕円形で、長軸方向はN62° ―Eである。規模は、長軸 1,92m、 短軸 0.92mで ある。【深さ。断面形】深さは

16cmで、底面中央部を深く掘り込むが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗灰黄色シルトの単層である。【遺物】

主に遺構北西部の堆積土上層から、非ロクロ土師器片が 187点出土した。そのうち 2点を第 330図 に図示した。

2(C-1256)は 高邪で、不部外面に稜はなく、脚柱部から裾部にかけて外反して開く。3(C-1253)は重の体部片で、

球状である。

SK305土 坑 第 328・ 330図  図版 77・ 158

【位置。重複】C3グ リッドに位置し、Ⅱa層検出の SD66に 削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-76° ―Eで ある。規模は、長軸 256m、 短軸 0.9mで ある。【深さ。断面形】深さは 9cmで、底面は

緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】2層 に分けられ、西側からの堆積である。【遺

物】主に遺構中央の 1層から、非ロクロ土師器片が 150点出土した。そのうち 2点 を第 330図 に図示した。

4・ 5(C-1262・ 1263)は 高郷で、郷体部と底部の境に稜を有する。5の脚部は、脚柱部から裾部にかけて屈曲し

て開く。

SK306土 坑 第 328図

【位置・重複】D4グリッドに位置し、SK311と 重複し本遺構が新しい。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N63°  Eで ある。規模は、長軸 232m、 短軸 1.Hmで ある。【深さ。断面形】深さは 15cmで 、底面は平

坦で、断面形は皿状である。底面のほぼ中央に深さ 5cmの ピットを有する。【堆積土】3層に分けられ、レンズ

状に堆積する。【遺物】出土していない。

SK307土 坑 第 328図

【位置。重複】D4グ リッドに位置する。SSD8-② と重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、

長軸方向は N-67° ―Wである。規模は、長軸 053m、 短軸 039mで ある。【深さ・断面形】深さは 9cmで、底面

は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】灰黄褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。
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通構 土 色 土 性 備 考

1 OYR3/1黒 褐色 少質シルト

死黄褐色砂質シル トプロックと黒色粘

圭質シル トブロックの混合層。自色粒

K25` l klYR4/2灰黄褐色 シ,レ ト
少粒・ 灰自色シル トプロック少量、自

ζ粒子微量に含む。

1 OYR4/2灰黄褐色 ひ質シルト
ヨ色粒子・灰黄褐色砂質シル トプロッ

ク少量、 ・炭化物粒子微量に含む。

1 lYR 4/2灰黄褐色 少質シルト
こぶい黄褐色砂質シルトプロックと暗
S色土粘土プロックの混合土。

2YR 3/4暗褐色 シ,レ ト
鷺灰色粘土プロック少量、炭化物粒子

牧量、暗褐色粘土プロック含む。

遺構 目心 土 色 土 性 備 考

I 10YR 3/2黒褐色 砂質シル ト
え黄褐色砂質シルトプロック多量、自

範 子少量、炭化物粒子微量に含む。

2 10YR 4/2灰黄褐色 砂質シル ト
死黄褐色砂質シルトプロック多量に含

3 25Y3/1黒 褐色 粘土質シル
ヨ色粒子微量、褐灰色シルトプロック

少量含む。

1 10YR2/2黒褐色 協土
炭化物・砂粒少量、灰黄褐色粘土質プ

ロック含む。

1 tOYR3/2黒褐色 皓土
自色粒子・炭化物微量、灰黄褐色粘土

質プロック含む。

K26〕
I 10YR 2/1 黒色 脂土

白色粒子・陵化物粒子微量、にぶい黄

褐色砂質シルトプロック含む。

2 10YR4/2灰黄褐色 脇土 自色粒子微量に含む。

l ЮYR2/2黒褐色 出土
白色粒子・炭化物粒子微量、灰黄褐色

粘土質シルトプロック含む。

2 10YR 4/2灰 黄褐色 占土質ンル ト え化物粒子微量に含む。
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遺構 層位 長さに耐×幅にm)× 厚きにm) 重さ(D 石材 備考 写真図版 登録番号

1 SK253 ヒ積土 石製品・石製模造品 (鏡 ) 28× 295× 03 (501 柁紋岩 目版 158-1 te-126

遺構 層 位 種別・器種 ヨ径 lmlx底径 lcllll X器 高 lml 外 面 底 面 内面 写真図版 登録番号

2 SK255 堆積土 ヒ師器・郷 144〉 ×一×(146) ヘラケズリ・ヨヨナデ ラケズリ・ヨコナデ 目版 1582

3 SK255 堆積土 ヒ師器・邪 1381X(301× く45〉 ラヽケズリ・ヘラミガキ・赤彩 ヨコナデ・ヘラミガキ・赤彩 目用更158‐ 3

第 327図  SK253・ 255土坑 出土遺物

SK308土 坑 第 328図

【位置。重複】C4グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-73° ―Wである。規模は、

長軸 0.6m、 短軸 0.45mである。【深さ。断面形】深さは 27cmで、底面は丸みを帯び、断面形は半円形である。【堆

積土】オリーブ黒色粘土質シル トの単層である。【遺物】出土していない。

SK309土 坑 第 328図

【位置・重複】D5グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N-53°  Eで ある。

長軸 0.62m、 短軸 0.35mで ある。【深さ。断面形】深さは9cmで、底面は平坦で、断面形は皿状である。

オリーブ黒色粘土質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK31 0■坑  第 328図

【位置。重複】C4グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN13° ―Wである。

長軸 0.64m、 短軸044mである。【深さ・断面形】深さは 16cmで、底面は平坦で、断面形は逆台形である。

黒褐色シルトの単層である。【遺物】出上していない。

規模は、

【堆積土】

規模は、

【堆積土】

SK311土 坑 第 328・ 330図  図版 77・ 158

【位置・重複】D4グ リッドに位置する。SK306と 重複し本遺構が古い。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N-1° 一Wで ある。規模は、長軸 1.84m、 短軸 1,lmで ある。【深さ。断面形】深さは 10cmで 、底面は平

坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層である。【遺物】主に堆積土上層から非ロクロ土師器

片が lH点出土した。そのうち 1点を第 330図 -6(C-1264)に 図示 した。甕の回縁部から体部片で、頸部はくの

字状に屈曲し、体部は球状である。

SK312土 坑 第 329図

【位置・重複】C4グ リッドに位置する。SSD作 ③、PT419と 重複し、SSD7 ③より古 く、PT419よ り新 しい。【平

面形・規模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北 0.57m以上、東西 0.49m以上である。【深さ。断面形】

深さは 6cmで、底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】灰オリーブ色砂質シル トの単層である。【遺物】

出土していない。

つ
０

つ
０



SK313:上坑  第 329図

【位置・重複】D5グ リッドに位置し、Ⅱa層検出の SX70、 Va層検出の SD89に 削平される。【平面形・規模】平面形、

長軸方向は不明である。規模は、南北 2.26m以上、東西 137m以上である。【堆積土】2層 に分けられ、レンズ

状に堆積している。【遺物】出土 していない。
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遣構 土  色 土 性 備 考

K29〔 I 15Y4/1黄灰色 シルト
弓灰色砂質シル トプロック含む。白色

笠子微量に含む。

I CIYR4/2灰黄褐色 シルト

こぶい黄褐色砂質シル トブロック多量、

重に含む。

I 15Y4/2暗灰黄色 シ,レ ト
黒褐色粘土質シル トプロック多量、に

ドい黄褐色砂質シル トブロック少量、

雪色粒子微量に含む。

I 35Y4/2暗灰費褐色 少質シ,レ ト

疇灰黄灰色砂質シル ト多量、黄灰色粘

と質シルト少量、自色粒子・焼土粒子

脱量に含む。

2 10YR3/3暗褐色 少質シル ト
鷺灰色粘土質シルト含む、暗灰黄色砂

竃シル ト少量、白色粒子微量に含む。

I 10YR4/2灰黄褐色 少質シルト

こポい黄褐色砂質シ,レ トブロック・黒

目色粘土質シル トプロック含む。

死化物粒子。白色粒子微量に含む。

2 」5Y3/2黒 褐色 ンルト

黒褐色粘土質シル トプロック多量、に

ドい黄褐色砂質シル トプロック少量、

え化物粒子・白色粒子微量に含む。

3 ど5Y3/3暗オリープ褐色 砂質シル ト
こぶい黄褐色砂質シァレトプロック含む。

当色粒子微量に含む。

ЮYR4/2灰 黄褐色 シアレト

こぶい黄褐色砂質シル トプロック・ 黒

母色粘土質ンル トプロック含む。自色

立子微量に含む。

I 5Y 3/1 オリープ黒色 も土質シルI

桑褐色粘土質シル トブロック多量、に

ドい黄褐色砂質シル トプロック少量、

3色粒子微量に含む。

I 3/2オ リープ黒色 告土質シル ト 砂粒子含む、自色粒子少量含む。

K31( , 上5Y3/1 黒褐色 ンアレト
黄灰色粘土買ンル ト・ 暗灰黄色砂質シ

ル トブロック含む、白色粒子・炭化物

粒子微量に含む。

K311 1 15Y3/2黒褐色 ン,レ ト
晨褐色粘土質シル ト・ 灰黄褐色砂質シ

レト含む、白色粒子・ 炭 Tヒ物粒子微量

こ含む。

鰤繭
響
争
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第 330図 SK303～ 305・ 311土坑 出土遺物
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遺構 土 色 土 性 備  考

I 5Y5/2 灰オリープ色 少質シル ト 匂色粒子微量に含む。

I 5Y3/1 オリープ黒色 と土質シルi
灰黄色砂質シルト粒子少量、自色粒子
微量に含む。

2 5Y5/2暗灰黄色 少質シル ト
オリープ黒色粘土質シル トプロック少
量含む。

61C1264)

No 遺構 層位 種別・器種 回径 lml× は径 lcrnlX器 高 lcn 外 面 底面・ 脚部内面 内面 写真図版 登録番号

I SK303 4積土 土師器・高不 一Xは 301× 176) ラナデ・ヘラミガキ たデ・ヘラナデ・ヨヨナデ 図版 58‐ 4

堆積土 土師器・高郷 〈211〉 ×――×(145) ラヽナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ 旨押さえ・ ヨヨナデ ヨコナデ 旨版 58-5

SK304 准積土 土師器・壷 一×一×(148) ラヽナデ 図版 58-6

4 SK305 1層 140〉 X――×(46) ラナデ ラミガキ 旨版 58‐ 7 262

SK305 1層 上師器・高郷 ―×一×(104) ラナデ,ヘラミガキ ラヽナデ・ナデ・ヨコナデ ラミガキ 図版 68‐ 8

SK311 雅積土 土師器・甕 く150〉 ×一―×(102) ラナデ・ヨヨナデ ラナデ・ヨヨナデ 図版 58‐ 9

-333



5)性 格不 明遺構

SX4性格不明遺構 第 331'332図  図版 159

【位置。重複】114・ 15、 」15グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。SX7と 重複し本遺構が新しい。ま

たVa層検出の SD14に 削平される。【平面形。規模】平面形は不明であるが、長軸方向は西辺からN-59° ―Eで

ある。規模は、長軸 33m以上、短軸 5,34m以上である。【深さ。断面形】深さは 30～ 45cmで ある。底面は平

坦で、西壁は急角度で立ち上がることから、断面形は逆台形または、箱形と考えられる。【堆積土】15層 に分け

られ、レンズ状に堆積している。7・ 9層は、炭化物粒子を多量に含んでいる。【諸施設】堆積土中から、焼土を

伴った掘り込みが、2基検出されている。底面から約 10cm上 層で、15層上面に位置する。何れも皿状の浅い

掘り込みを伴い、その上面に明瞭な焼土の堆積が認められ、FPl・ 2フ アイヤーピットとした。このフアイヤーピッ

ト北東側の SD14底 面からは、ピット3基が検出されている。ptlは 円形で、底面中央が一段深く柱穴と同様の

形状である。pt3は ptlの 北側に位置する、方形の掘り込みである。FPが炉床の痕跡と捉えるならば、15層上

面は床面と考えられ、これらのピットはその位置と形状から、ptlは 主柱穴に、pt3は 貯蔵穴に当たる可能性が

考えられる。【遺物】主に炭化物を含む 7～ 12層 中から非ロクロ土師器片 959点 、鉄製品 1点、石製品 2点が

出上した。そのうち 3点を第 332図 に図示した。1(C691)は高邪で、郷体部と底部の境に稜を有し、脚柱部か

ら裾部にかけては緩やかに屈曲して開く。2(C-265)は 壼で、体部は球状である。3(C261)は 壼または甕の底部

である。

SXア 性格不明遺構 第 333・ 334図 図版 159

【位置・重複】114。 15グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。SX4と 重複し本遺構が古い。またVa層

検出の SD14に 削平される。【平面形。規模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北 1,95m以 上、東西 3.3m

以上である。【深さ。断面形】深さは 15～ 46cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆

積土】8層 に分けられ、レンズ状に堆積している。4層は焼け面である。【遺物】主に 7・ 8層から非ロクロ土師

器片 14点、石製模造品 1点が出土した。そのうち 1点を第 334図 -1(Ke-053)に 図示した。勾玉形石製模造品

である。

SX55性格不明遺構 第 333図

【位置。重複】Fll・ 12グ リッドに位置し、北東側の調査区外に延びる。またVa層検出の S112、 SD14に削平される。

【平面形。規模】平面形は不明であるが、長軸方向軸は南西辺の下端からN-34° ―Wである。規模は、長軸 3.4m以上、

短軸 1.4m以上である。【深さ。断面形】深さは 50cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】5層に

分けられ、レンズ状に堆積している。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土した。

SX67性格不明遺構 第 333図

【位置。重複】D6グ リッドに位置する。SK260と重複し本遺構が古い。またHb層検出のSD37に 削平される。【平

面形・規模】平面形は不整形である。長軸方向は概ねNl° Eである。規模は、長軸 2.35m、 短軸 0.62mで ある。【深

さ。断面形】深さは 13cmで 、底面は細かな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】黒褐色砂質シルトの

単層である。【遺物】出土していない。

SX76性格不明遺構 第 335図

【位置。重複】B3・ 4グリッドに位置し、北側の調査区外に延びる。SD71、 PT368～ 373と重複し本遺構が古い。

【平面形・規模】平面形は楕円形と考えられ、長軸方向はN34° 一Wである。規模は、長軸 1036m以上、短軸 386m

以上である。【深さ。断面形】深さは 16cmで 、底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シル

トの単層である。【遺物】出土していない。
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タ テ

遺構 目衝 土  色 土 性 備 考

SX4

1 10YR 3/2 黒褐色 シアレト 母灰色～暗灰色土プロック少量含む。

2 :5Y3/3 暗オリープ褐色 ン,レ ト 旨灰黄色粘土プロック少量含む。

3 15Y3/1 黒褐色 粘土質シル I

レ量の炭化物が層状に堆績し、下層には

'量

の黄灰色粘土プロックを含む。

4 ど5Y4/1 黄灰色 砂質シルト 捷化粒子少量含む。

5 10YR 3/3  暗褐色 シ,レ ト 疋褐色シルトプロック少量含む。

6 「5YR4/3 褐色 砂質シルト こぶい黄褐色土砂質シルトプロック含む

7 5YR3/2 黒褐色 ン,レト え化物粒子多量に含む。

8 OYR 3/2 黒褐色 シアレト
こぶい黄褐色ンルトプロック少量、炭化
笏給子徹置 に含 む

^

9 OYR 2/2 黒褐色 シルト
兌化物粒子多量、灰黄褐色シルトプロッ

タ含む。

遺構 層ri 土  色 土  性 備 考

SX4

10YR4/2 灰黄褐色 ツルト
疋黄褐色シルトプロック、炭化物粒子少

葺合 ,,^

11 5Y3/2 黒褐色 少質シルト 見化物粒子少量含む。

10YR4/2 灰黄褐色 少質ンルト 捷化物粒子微量に含む。

10YR2/2 黒褐色 り 捷化物粒子微量に含む。

15Y3/3 暗オリーブ褐色 /,レト 疋黄色シルトプロックを含み、多量の炭化

立子が層状に堆積する。

15Y4/4 オリープ褐色 ′ルト 疋黄色シルトプロック多量に含む。

位 置 土 色 土 性 備 考

ＳＸ

Ｐ

1 ,YR 4/6 暗赤褐色 ンルト 皮熱により赤変。

2 lYR 3/2 暗赤褐色 /,レ ト 元化物粒子・灰含む。

SX4
FP2

lYR 4/6赤褐色 ン,レ ト 皮熱により赤変。

2 ,YR 3/1 黒褐色 ンアレト
尋色土シル トプロック含む。炭化粒子

>量含む。
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第 332図 SX4性格不明遺構 出土遺物
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第 333図  SX7・ 55・ 67性格不明遺構 平面図・断面図

遺構 層位 種別 。器種 ヨ径 lcallX底 径 lmlX器 高 lcEl 外面 底面・ 脚部内面 内面 写真図版 登録番号

I SX町 佐積土 169× (145〉 ×156 ヨコナデ・ヘラミガキ ヨコナデ。ヘラナデ ラミガキ コ門文159-1 C-691

2 SX4 ヒ績土 土師器 。壺 263× 80× (2091 ヘラナデ・ヘラケズリ ラケズリ ラナデ コ版 1592 C-265

3 SX4 ヒ積土 上師器・壺または甕 ―×62× (55) ヘラケズリ・ヘラナデ・ヘラミガヨ ラケズリ ラナデ 雹用歴159-3 C-261

南8m名
2

遺構 土 色 土 牲 備 考

SX7

1 OYR 2/2 黒褐色 少質シルト 死黄褐色ンルトプロック少量含む。

2 OYR 3/3 暗褐色 夕,レ ト 兎黄褐色シルトプロック含む。

3 OYR 2/3 黒褐色 夕,レ ト
灰黄褐色砂プロック少量、炭化物粒子微

量に含む。

4 YR 4/6 赤褐色 /,レ ト 夜熱により赤変硬化。

5 YR 2/4 極暗赤褐色 ノ,レ ト 碇熱により硬化。

6 OYR 3/2 黒褐色 少質シルト
灰黄褐色砂プロック含む。炭化物粒子少

量含む。

7 OYR 3/4 暗褐色 少賀シルト 天黄褐色砂プロック少量含む。

8 OYR 4/4 褐色 /,レ ト こぶい黄褐シルトプロック多量に含む。

SX55

1 15Y4/1 にぶい黄色 占土質シル ト え白色シル トプロック含む。

2 OYR5/2 灰黄褐色 /ル ト 天白色シル トプロック多量に含む。

3 OY 4/1 褐灰色 古土質シルト天白色シル トプロック少量含む。

4 5Y3/2 黒褐色 占土 天白色シル トプロック微量に含む。

5 OYR3/1 黒褐色 占土 疋白色シル トプロック微量に含む。

SX67 1 ∝ R3/2 黒褐色 少質シル ト
自色粒子微量、灰黄褐色砂質シル トブ

ロック少量含む。
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No 遺構 層位 長さにml× 幅にmlx厚さにml 重さ (a 石材 備考 写真図版 登録番号

I SX7 7層 石製品・石製鋼   (勾 玉 ) 36× 19X06 781 改槙石 目∫板1594 Ke-053

第 334図  SX7性格不明遺構 出土遺物

商3m―桂蔵

市en塩

71m｀                           さ

遺構 土 色 土 性 備 考

SX76 1 」5Y3/2 黒褐色 砂質シルト

瞥灰黄色砂質シル トプロック含む。黄

死色粘土質シルトプロック少量、白色

立子微量に含む。

第 335図 SX76性格不明遺橋 平面図・断面図

レタタ笏タタタ修笏クタル勿

lS‐ 1/60)

71m名

調査区外
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6)小 溝状 遺構群

SSD7小溝状遺構群 第 336図

【位置。重複】C4グ リッドに位置する。SK312と 重複し本遺構が新しい。またコa層検出の SD66、 および試掘坑

に削平される。【範囲】3条の小溝で構成され、西側に位置する SSD7-③の南端は東方向に屈曲し、区画を意識

した小溝と考えられる。範囲は南北 5,04m、 東西 226mで ある。【方向・規模】主軸方向は N3°  E～ N5° ―E

である。最大長は SSD7 ③の 334m以上で、幅は0.39～ 066m、 小溝の間隔は0.8～ 09mで、平均 085mで
ある。【深さ。断面形】深さは 6～ 14cmで 、底面は丸みを帯び、断面形は半円形または、皿状である。明瞭な工

具痕は検出されなかった。【堆積土】SSD件 ①o②は黒褐色、暗オリーブ褐色粘土質シル トの単層である。SSD7

③は 2層 に分けられ、レンズ状に堆積する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 7点出土した。

SSD8/」 溝ヽ】犬遺構群  第 336図

【位置。重複】D4・ 5グ リッドに位置する。SK307と 重複し本遺構が古い。またコa層検出の SX70に 削平される。

【範囲】3条の小溝で構成され、範囲は南北 443m、 東西 369mである。【方向。規模】主軸方向はN64°  E～
N-66°  Eで ある。最大長は SSD8-①の 3.84m以上で、幅は 0,22～ 089mで ある。【深さ・断面形】深さは 8～

13cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形または、皿状である。【堆積土】SSD8 ①o②は暗灰黄色、黒褐色粘土質

シルトの単層である。SSD8 ③は 2層に分けられ、レンズ状に堆積する。【遺物】出土していない。

さ

71m名  ♀ 崖

一①

市ln鵠
4

71m名
③
  津

71m名    ③     ②     ①  ユ

|    lf 72m｀ ?注 72m名  ② 崖72m名
③注

す  万T T
72m名  ①         ②     ③   ユ

lS‐ 1/60)

第 336図 SSD7・ 8小溝状遺構群 平面図・断面図

遺構 土 色 土 性 備  考

SSD7

[ 5Y3/2黒褐色 艦土質ンル +

黒褐色粘土質シル トブロック多量、灰

黄褐色砂質シル トプロック少景、自色

粒子微量に含む。

2 15Y3/3暗 オリーブ褐色 粘土質シル ト

黄灰色粘土質シル ト多量、暗灰黄色砂

質シル トブロック少量、白色粒子微量

に含む。

3 5Y2/1黒色 階土質シル ト黒褐色粘土質シル トブロック密に含む。

4 3/1オ リーブ黒色 粘土質シル ト
黒褐色粘土質シル トブロック多量、自

色粒子微量に含む。

5 :5Y3/3暗 オ リーブ褐色 シルト
黒褐色粘土質シル トブロック夢量、灰

黄褐色砂質シル トプロック含む。白色

粒子微量に含む。

遺構 土 色 土  性 備  考

SSD8

1 25Y3/2暗 灰黄色 省土質シル ト

奇灰色粘土質ンル トフロック含む。灰

奇褐色砂質シル ト少量、自色粒子微量

こ含む。

2 5Y3/2黒褐色 告土質シル I

黒褐色粘土質シル トプロック含む。灰

掲色砂質シル トプロック少量、白色粒

子微量に含む。

3 25Y3/3暗オリーブ褐色 少質シル ト
にぶい黄褐色砂質シル トブロック多量、

自色粒子微量に含む。

B5Y3/1黒褐色 ン,レ ト
黒褐色粘土質ンル トプロック多量、に

ぶい黄褐色砂質ンル トプロック少量、

当色粒子微量に含む。
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7)ピ ット

Vb層からは、112基のピットが検出された。柱穴列や掘立柱建物跡を構成する可能性を考慮 して調査 したが、

規則性を持って並ぶものはなかった。一覧表にして掲載した。なお出土遺物は細片が多く、掲載遺物はない。

第 11表 Vb層 検出ピット観察表 (1)

遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

層位 土 色 土性 備考 遺物 重 複
動 ・南北X短軸・麺 深 さ

PT19 円形カ (37)  ×   (20) 1 黒褐色 10YR 2/2 シ,レ ト 夷化物粒子微量含む。

PT20 橋円形 N-20° ―E 40   ×   31
'D9よ

り勲〒しし

PT53 楕円形 43   ×   31 D20よ り古い。

PT56 不整形 ¶‐20°  ‐WV 11
I 暗褐色 10YR 4/2 少質シル ト

2 にぶい黄褐色 10YR 4/3 ひ質シルト

PT57 楕円形 ¶66° W 31 15 1 暗褐色 10YR 3/3 少質ンル ト 天褐色シル トプロック少量含む。 非ロクロ土師器片1点

PT58 円形 37   ×   36 1 黒褐色 10YR 3/2 ひ質シルト 天褐色シル トプロック含む。

PT59 橋円形 ¶46° 剖V 46   ×   41 I 黒褐色 10YR 3/2 シァレト え化物粒子僅かに含む。 D20よ り翔〒ししヽ。

PT60 H14 円形 50   ×   49

I 灰黄褐色 10YR 4/2 シ,レ ト こぶい黄褐色シル トブロック含む。

ID20、 SK61よ り
折ししヽ。

2 にぶい黄掲色 10YR 4/3 ン,レ ト 暗灰色シル ト含む。

3 褐 色 10YR 4/6 少質ンル ト
にぶい黄褐色シル トプロック多量

含む。

PT61 楕円形 N‐35° ―E

PT62 楕円形 -ヾ87° ―V了 1 黒褐色 10YR 3/2 (占土質シユレト 天黄褐色シル トブロック少量含む。

PT63 円形 1 灰黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト

PT64 114 円形 1 黒褐色 5YR 2/2 ン,レ ト
にぶい黄褐色砂質シル トプロック

含む。
咋ロクロ土師器片3点

PT65 楕円形 ,ヾ49° ―W (48)  X   (40)

1 黒褐色 10YR 3/4 省」」貢シアレI

2 暗褐色 10YR 3/4 シ,レ ト にぶい黄褐色シル トプロック含む。

3 灰黄褐色 10YR 4/2 シ,レ ト
にぶい黄褐色シル トプロック多量

含む。

PT66 円形 38   ×   35

1 灰黄褐色 10ゝR5/2 少質シル ト 柱痕。

2 灰黄色 5Y4/1 シ,レ ト
灰黄褐色砂質ンル トプロック少量

含む。

3 暗灰黄色 !5Y4/2 少質シル ト
灰黄褐色砂質シアレトプロック多量

含む。

PT67 円形 1 灰黄褐色 10YR 5/2 少質シル ト 瞥灰色粘土ブロック少量ふ くむ。 'D8よ
り古く、

D10よ り新しい。

PT68 H13 楕円形 N-9° ―WV
1 褐灰色 10YR 4/1 少質シル ト 沙粒多量含む。柱痕。

ⅢK71よ り古い。
2 にぶい黄褐色 10YR 4/3 ン,レ ト

PT69 円形 31
1 黒褐色 10YR 3/2 少質シル ト 柱痕。

2 黒褐色 10YR 2/2 少質シル ト

PTl10 不整形 9 1 黒褐色 とllYR 3/2 t■aシルI
灰白色粘土質シル トプロック・砂粒

少量含む。

PTl12 楕円形 N7° E

1 にぶい黄褐色 10YR 4/3 砂 死白色砂質シル トプロック微畳含税

2 灰黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 戻白色砂質シル トプロック微量含む 咋ロクロ土師器片2点

3 黒褐色 10YR 3/1 少質シル ト 天自色砂質ンルトプロック少酷 転

PTl13 楕円形 -ヾ42 ―VΥ 1 灰黄褐色 10YR 4/2 沙質シル ト 天白色砂質シル トブロック多量含む。Fロ クロ土師器片5点

PTl14 楕円形 N-21° ―E 1 黒褐色 10YR 3/〕 告土質シ,レ 十
灰白色粘土質シル トプロック少量

含む。

PTl16 Fll 楕円形 N-58°  ―E 11 1 暗灰黄色 サ5Y4/2 七土質ン,レ ト こぶい黄褐色シル トプロック含む。

PTl17 楕円形 N■ 2°  E

I 灰黄褐色 10YR 4/2 沙質シル ト え化物粒子微量含む。

2 褐灰色 10YR 4/】 沙質シアレト 死褐色シル トブロック多量含む。

3 黒褐色 10YR 3/J 社J賢シル | 疋褐色シル トブロック少量含む。

4 褐灰色 10YR 3/2 少質シル ト 天褐色シル トプロック微量含む。

PTl18 円形 37

1 暗赤褐色 ,YR 3/2 少質シアレト
戻褐色砂質シル ト・炭化物・焼土

位子少量含む。
Fロ クロ土師器片1点

2 灰黄褐色 10YR 4/2 少質シアレト 死自色シル トブロック少量含む。

3 灰黄褐色 10YR 5/2 沙質シアレト 掲灰色シル トプロック少量含む。

PTl19 円形 I 灰黄褐色 10YR 4/2 沙質シル ト

PT120 円形 24   x   24 1 黒褐色 OYR 3/2 少質シル ト 死褐色砂質シル トブロック少畳含む。

PT121 楕円形 N■ 1° E 1 灰黄褐色 OYR 4/2 沙質シル ト 疋褐色砂質シル トプロック少畳含む。

PT122 円形 1 黒褐色 OYR 3/2 少質シル ト 兎白色シル トプロック少量含む。

PT247 円形 I 黒褐色 OYR 2/2 hLEシアレトえ化物粒子微量含む。 牛ロクロ土師器片2
・須恵器片 1点

SK232よ り翔子しいI

PT264 円形

照ロクロ土師器片 7ズ

・須恵器片4点
・ 石製品1点

PT265 D6・ 7 糖円形 N30°  E 31 1 褐灰色 OYR 4/J 髄宝質シアレ コ色絃子・砂粒含む。 ,119よ り新しい。

PT266 惰円形 N-26°  ―E 1 灰黄褐色 OYR 4/2 砂質シル ト 雪色粒子・炭化物含む。 |ロ クロ土師器片 4茉 P1270よ り新 しい

PT267 橋円形 N34°  E 1 黒褐色 OYR 3/2 砂質シル ト
天黄褐色砂質シル トプロック少量、
え化物粒子微量含む。

,119よ り新しい。

PT268 不整形 N-89° ―E SD45よ り新 しい。

PT269 楕円形 72° ―WV 6 暗褐色 OYR 3/3 砂質シァレト 売化物粒子・白色粒子少量含む。
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遼構名 グリッド 平面形 主軸方向
規 模

層位 土色 土性 備考 遺物 重複
瓢 。南北×短軸・凍盟 深 さ

PT270 円形 47   ×  (40) 1 こぶい黄褐色 OYR 4/3 ′,レ ト 自色粒子・ 砂粒含む。 |ロ クロ土師器片 1点 T266よ り古い。

PT271 円形 1 ミ褐色 OYR 3/2 少質シル ト 夷化物粒子微量含む。
113、 S(245
kり 新しい。

円形 1 疋黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。 K250よ り新しヤヽ|

PT273 円形 8 T275よ り新しい

PT27判 楕円形 N66▽ ―h 32   ×   27 13 黒褐色 10YR 2/2 占土質シ,レ 砂粒含む。 ロクロ土師器片1点

PT275 不整形 35   ×  (40) l 曽褐色 10YR 3/4 少質シル ト
K253よ り新しく

T373よ り古い。

PT277 楕円形 N-57° Ⅲヽ 薫褐色 10YR 2/2 少質シル ト 先土粒子・炭化物粒子微量含む。 ロクロ土師器片 1点

PT278 楕円形 N-68°  W 17 1

PT279 楕円形 N-39° ‐E 11

PT280 E・ F9 楕円形 N-39° ‐E 7 1 ミ褐色 10YR 2/2 少質シル ト
炭化物粒子少量、炭化材・焼土プ

ロック微量含む。
13よ り新しい。

PT282 楕円形 N‐61° ‐E 9 1 死黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 夷化物粒子・ 白色粒子微量含む。

PT283 橋円形 N‐47° ‐E 9 疋黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 灰白色砂質シルトブ粕 ックウ魏

PT234 楕円形 N-61° ‐W 1 疋黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 白色粒子微量含む。

Pr285 円形 咋ロクロ土師器片4点

PT286 橋円形 N-22° 却y

PT287 円形
咋ロクロ土師器片4点
・須恵器片 1点

PT288 円形 13 店褐色 10YR 3/4 少質シル ト 炭化物粒子少量含む。

PT290 円形
1 瞥褐色 10YR 3/3 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。

黄灰色 ,5Y4/1 つレト 砂粒含む。

PT291 円形 28   ×   29 黒褐色 10YR 3/2 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。

PT292 楕円形 N61° ■

1 疋黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 炭化物粒子少量含む。

К555よ り古い。黒褐色 10YR 3/2 つレト 天白色シル ト
~/Elッ

ク・砂位少里訥

写灰色 10YR 4/1 /,レ ト 灰自色シル トブロック少量含む。

PT298 橋円形 N-78° ‐E 34   ×   25 ミ褐色 10YR 3/2 少質シル ト 炭化物粒子・焼土粒子微量含む。

PT294 円形 黒褐色 10YR 3/2 少質シル ト 榊 砂質ンルトプロック少量含む 唯ロクロ土師器片2点

不整形 23   ×   25 黒褐色 10YR 3/2 少質シル ト 白色粒子・ 炭化物粒子微量含む。 ロクロ土師器片7点

PT296 円形 23   ×   25 1 R褐色 10YR 3/2 少質シル ト 炭化物粒子微量含む。
咋ロクロ土師器片2点
・須恵器片 1点

PT297 円形 26   ×   23 1 て黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 自色粒子・ 炭化物粒子微量含む。

円形 19   X   20 1 ミ褐色 10YR 3/2 少質シル ト 自色粒子 。炭化物粒子微量含む。

PT299 楕円形 N‐ 37° ―M 37   ×   28 1 旨褐色 10YR 3/3 少質シル ト
白色粒子・ 灰黄褐色砂質シル トブ

ロック少量含む。

PT300 円形 11 R褐色 10YR 3/2 駆 シルト夷化物粒子少量含む。

Pr304 円形 30   X   26 更黄褐色 10YR 4/2 少質シル ト 黒褐色粘土プロック少量含む。

楕円形 N‐ 69° ―私 9 亀褐色 10YR 3/2 ン,レ ト 軸 砂質シルトブコック少量含む X76よ り新 しい。

PT369 橋円形 N‐76° ‐E 17 7 R褐色 10YR 3/1 /ル ト 榊 砂質シルト/11ッ ク多量含む X76よ り新しやヽ。

PT370 楕円形 N-32° ―E 31   ×   20 9 阜褐色 10YR 3/2 灰黄褐色砂質シアレトブロック少量含む X76よ り新しい。

PT371 B3・ 4 楕円形 N-82° ‐M 35   ×   23 R褐色 10YR 3/2 /1レ ト 天黄褐色砂質シル トブロック含む。 X76よ り新しい。

PT372 不整形 N22° ―M 34   ×   27 旨褐色 10YR 3/3 /,レ ト 灰黄褐色砂質シル トブロック含む。 X76よ り新 しい。

円形 21   ×   21 5 亀褐色 10YR 2/2 ′,レ ト 苑鶏亀 砂質シルトブロック少量含む X76よ り新 しい。

PT374 円形 34   ×  (33)

1 旨オリープ褐色 ど5Y3/3 少質シル ト
にぶい黄褐色砂質シル トプロック

多量含む。

2 R褐色 ど5Y3/2 と世賢シフレ}
黒褐色土粘土質シル トプロック多

量含む。

PT375 楕円形 N50° M 9 ミ褐色 〕5Y3/1 と世賢シル 灰黄褐色砂質シル トブロック含む。

PT378 楕円形 N82° M 52   ×   37 トリープ黒色 ,Y3/1 置慣シル 夷化物粒子少量含む。 D102よ り新しい

PT379 B・ C4 円形 22   ×   22 旨オリーブ掲色 :5Y3/3 /,レ ト 天黄褐色砂質シル トブロック含む。

PT380 円形 12 旨オリープ褐色 】5Y3/3 ノ,レ ト 庵難碓 砂質シル トプロック少量含む

PT381 橋円形 N40°  E 14 1 ミ褐色 :5Y3/2 態 シル 1

死黄褐色砂質シル トプロック少量、
夷化物粒子微量含む。

頁恵器片 1点

PT382 円形 25   ×   27 9 1 まオリープ褐色 」5Y3/3 と!質シ,レ 1 天黄褐色砂質ンル トプロック含む。

PT383 C,D4 楕円形 N25° 朝 1 R褐色 10YR 3/2 ′,レ ト 兎叢間色砂質シル トブロック少垣含む

PT385 円形 23   ×   23 9 1 亀褐色 10YR 3/2 ′,レ ト
黄灰色粘土質シル トプロック・灰

黄褐色砂質シル トブロック含む。

PT386 円形 22   ×   25 ミ褐色 ,5Y3/2 麒 シ,レ 1 庭難雛割暇 シル トプロック少糧8む

楕円形 N-65° ―M 8 まオリープ褐色 5V3/3 とP質シ,レ I こぶい黄褐色砂質シル ト少量含む。

PT389 円形 25   ×   27 11 R褐色 :5Y3/2 丘世質シ,レ I 殖叢岡色砂質カ レトプロック少珀

PT300 円形 (19)  ×   (22) 7 島灰色 10YR 4/1 少質シル ト 黒褐色シル トブロック含む。

PT391 楕円形 45   ×   38 旨オリープ掲色 :5Y3/3 解 シル I 夷化材微 量宮 む。 Fロ クロ土師器片1点

PT392 楕円形 E (29〕   ×   21 11 1 ミ褐色 :5Y3/2 /,レ ト
天黄褐色砂質シル トブロック多量、

売化物粒子微量含む。

PT393 楕円形 N‐77° ―M 6 R褐色 :5Y3/2 少質シル ト
灰黄褐色砂質シアレトブロック多量

含む。

W394 円形 て黄褐色 10YR 5/2 少質ンル ト 掲灰色シル トプロック少量含む。

PT395 円形 8 き灰黄色 10YR 5/2 少質シル ト 砂粒含む。

PT396 不整形 11 ミ褐色 」5Y3/2 態 シ,レ I 魏 砂質シル トブロック少重含む

Pr397 楕円形 N-90° ―E 37   ×   21 5 旨灰黄色 10YR 4/2 少質シル ト 黄灰色粘土質シル トブロック含む。

PT398 円形 12 亀褐色 10YR 3/2 /,レ ト 死黄褐色砂質シル トブロック含む。

第 12表 Vb層 検出ピット観察表 (2)
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遺構名 グリッド 平面形 主軸方向
規模

層位 土色 土性 備 考 遺物 重複
際さ

PT399 脩円形 N-20°  Wヽ 8 1 息褐色 ′5Y3/1 クレト
天黄褐色砂質ンル トブロック少量、
え化物粒子微量含む。

PT400 円形 5 1 黒褐色 OYR 3/2 眼 シル I

にぶい黄褐色砂質シル トプロック

含む。

PT401 楕円形 N-39° ―WV 16   X   14 黒褐色 ,5Y3/1 二土質シアレト
叉黄褐色砂質シル トブロック少塁

争む。

PT402 楕円形 N-16° ―hr 17 l 請 リー期 15Y3/3 ヨ土質シアレト瞥灰色砂質シル トブロック含む。

PT403 楕円形 N-20° ―V了 請 リー期 15Y3/3 少質シル ト
黄灰色粘土質ンル トプロック少量

含む。

PT404 円形 7 1 音褐色 10YR 3/3 ′ルト
にぶい黄褐色砂質シル トプロック

少量含む。

PT405 楕円形 8 1 ミ褐色 10YR 3/2 ツルト 死黄褐色砂質ンル トブロック含む。

売化物粒子微量含む。

PT406 楕円形 N6° E 9 1 ミ褐色 10YR 3/2 と」賢シフレトえ黄褐色砂質シルトプロック含む。

PT407 精円形 1 音オリー理 5Y3/3 ′ル ト 謹飩撃緒色砂質シアレトプロック含む

PT408 円形 1 音オリー功 寵 オ5Y3/3 悟灰黄色砂質シル トプロック少量

争む。

円形 I 黒褐色 5Y3/2 崖質シルキ暗灰黄色砂質シル トプロック少量

含む。
T419よ り新しい

PT410 楕円形 N‐76° ―Vy 1 音オリープ褐色 オ5Y3/3 れ飩淳輩庖砂質シル トプロック釣

PT411 楕円形 N-76° ―VΥ 34   ×   31 音オリープ褐色 」5Y3/3 ′
,レ ト こぶいコ認雛ヨ顕 シルトブロック釣

PT412 円形 22   ×   24 11 1 黒褐色 10YR 2/2 ′,レ ト こ熱 ラ部雛ヨ頒 シアレトブロック鉗

PT413 円形 27   ×   25 9 ミ褐色 llJYR 2/2
にぶい黄褐色砂質 シル トプロック

少量、炭化物粒子微量含む。

PT414 橋円形 N-79・ ―W 25   ×   20 8 1 黒褐色 10YR 3/2 疋黄褐色砂質ンル トプロック含む。

PT415 円形 1 鷺灰色 5Y4/2 tIELAシルI 天黄褐色砂質シル トブロック含む。

PT416 円形 33   ×   34 1 目灰色 10YR 4/1 占鎮 シ,レ I
灰黄褐色砂質シル トプロック少量

含む。

PT417 円形 20   ×   20 1 ,「 リーブ褐色 5Y3/3 ノルト 疋黄褐色砂質ンル トプロック含む。

PT419 不整形 41   ×   39 1 音オリーブ掲色 5Y3/3 /ル ト
疋黄褐色砂質ンル トブロック少量

争む。

K312、 PT409
kり 古い。

PT421 楕円形 N-86° ―E (11)  ×   30 1 疋色 10YR 4/1 腰 シルト
灰オリ‐ブ色砂質シル トプロック少

量含む。

第 13表 Vb層 検出ピット観察表 (3)

8)遺 構 外 出土 遺 物

Vb層 は遺物包含層であり、本層から遺構に伴わない状態で出土した遺物は、非ロクロ土師器片 733点、須

恵器片 3点、石製模造品 8点、琥珀片 1点 である。そのうち 5点 を第 337・ 338図 (図 版 159)に 図示 した。

1・ 2(C-922・ 923)は高邪である。1の不部は体部と底部の境に稜を有し、脚部は脚柱部から裾部にかけて屈曲する。

2の邪部は体部 と底部の境に稜を有 し、脚部は円錐状に開き裾端部は外反する。3(C914)は 小型壷で、体部は扁

平球状で、日縁部は直立気味に立ち上がる。1(Ke 096)は 剣形、2(Ke■ 52)は 二孔の鏡形石製模造品である。

Vb層 遺結外 出土遺物 (1)

…341-

lS‐ 1/3)

層位 種別・器種 回径 lcHll× 底径 lcEll× 器高 lml 外面 底面・脚部内面 内面 写真図版 登録番号

Vb層 土師器・高不 199× (152)X140 ヘラミガキ 旨押さえ・ヘラナデ ヘラミガキ 図版 1595 1922

2 Vb層 土師器・高不 144Xlll× 121 ヘラナデ・ヨコナデ ヨヨナデ・ヘラミガキ 圏,板 1596 〕923

3 Vb層 土師器・ガヽ型壷 ―×265× (64) ヘラケズリ ヘラナデ・ヨコナデ 図版 159‐ 7 ,914

第 337図
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lS‐ 1/21

No 層位 種別・種類 長さ lcml X tt lcml X厚 さ lcml 重さlgl 石材 備考 写真図版 登録番号

1 Vb層 g型品・ 石製糠追品 (剣 B Cll× 275X07 Ftu岩 図版 159‐ 8 Ke‐096

2 Vb層 145× 265X035 枯板岩 菫版 1599 Ke‐ 152

第 338図  Vb層 遺構外 出土遺物 (2)
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第 7節 Ⅵ層検出の遺構と遺物

第 339図 Ⅵ層全体図
-

S■ 1/5001
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第 7節 Ⅵ層検出の遺橋と遺物

l Ⅵ層の概要
Ⅵ層は F～ H12グ リッドから西側で、確認された基本層である。F～ H12グ リッド以東では、Ⅵ層上面から

掘 り込まれた遺構は検出されていない。検出された遺構は、溝跡 36条、竪穴住居跡 1軒、土坑 24基、性格不

明遺構 6基、小溝状遺構群 5群、ピット18基である。

2 Ⅵ層検出の遺構 と遺物

1)溝跡

SD31溝跡 第 340図  図版 79・ 80

【位置。重複】E・ F9。 10、 G10グ リッドに位置し、南北両側ともに調査区外に延びる。SD33、 SX56と 重複し、

SX56よ り新しく、SD33よ り古い。またVa層検出の SD21、 PTlllに 削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、

僅かに屈曲するが、主軸方向は概ね N9° ―Wである。検出長は 17.2m、 幅は0.9～ 1.35mで ある。【深さ。断面形】

深さは32～ 47cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】5層確認され、概ねレンズ状に堆積している。

1層は溝の北側、5層は溝の北側から中央部に堆積する。【遺物】出上していない。

SD33溝跡 第 340図  図版 79・ 80

【位置。重複】E・ F9、 G9。 10グ リッドに位置し、南北両側ともに調査区外に延びる。SD31と 重複し本遺構が新

しい。またVa層検出の SD21に 削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、僅かに屈曲するが、主軸方向は概

ね N5° 一Wで ある。検出長は 16.95m、 幅は0.5～ ■Omである。【深さ。断面形】深さは 18～ 25cmで、底面

は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】4層確認され、概ねレンズ状に堆積している。 1・ 2層は溝の南側

で確認され、2層は西側からの堆積である。【遺物】出土していない。

SD34溝跡 第 340図  図版 79。 80

【位置・重複】F・ G10グ リッドに位置し、南北両側とも調査区外に延びる。SD35、 SX56と 重複し本遺構が新しい。

またⅡb層検出の SD29、 Va層検出の S110、 SD21、 Vb層検出のPTl17に 削平される。【方向。規模】南北方

向の溝で、僅かに屈曲するが、主軸方向は概ね N2° ―Wである。検出長は 1495m、 幅は 1.5～ 185mである。

【深さ・断面形】深さは 43～ 57cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】6層確認され、レンズ状

に堆積している。【遺物】出土していない。

SD35溝跡 第 340図

【位置。重複】Fll、 G10～ 12グ リッドに位置し、東側の調査区外に延びる。SD34と 重複し本遺構が古い。また

Ⅱb層検出の SD H、 Va層検出の S114、 SD14・ 21、 PT105、 Vb層検出の SK105。 106、 PT122に 削平される。

【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向はN73° Eで ある。検出長は 17.65m、 幅は 5.Omである。【深さ・断面

形】深さは 10～ 30cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】3層確認され、レンズ状に堆積している。

【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 24点出土している。

SD36溝跡 第 340図

【位置。重複】FHグリッドに位置し、東側の調査区外に延びる。またHa層検出のSDllに 削平される。【方向・規模】

東西方向の溝で、主軸方向はN66° ―Eで ある。検出長は327m、 幅は018～ 0.28mで ある。【深さ・断面形】

深さは 6～ 12cm、 底面は平坦で、断面形は逆台形である。【堆積土】2層確認され、レンズ状に堆積している。【遺

物】出土していない。
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SD48溝跡  第 341図

【位置・重複】E6・ 7グ リッドに位置する。SK334、 SSD5-bと 重複し本遺構が新しい。【方向・規模】L字状に屈曲

する溝で、主軸方向は、東側の南北溝が N-21° ―W、 西側の東西溝が N-71° ―Eである。検出長は南北溝が 1.53m、

東西溝が 2.98m、 幅は0.23～ 0.46mで ある。【深さ・断面形】深さは3～ 10cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、

断面形は逆台形または、皿状である。【堆積土】暗褐色粘土質シルトの単層で、砂粒が多く混入する。【遺物】堆

積土中から非ロクロ土師器片が 2点出土した。

SD59溝跡 第 341図

【位置。重複】E7グ リッドに位置する。SSD5-a① と重複し本遺構が古い。【方向・規模】東西方向の清で、主軸方

向はN76° 一Eである。検出長は 163m、 幅は 012～ 0.18mで ある。【深さ・断面形】深さは 1～ 4cmで、底面

は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】灰黄色砂質シルトの単層である。【遺物】出土し

ていない。

SD60溝跡 第 341図

【位置。重複】E8グ リッドに位置し、北西側の調査区外に延びる。【方向・規模】L字状に屈曲する溝で、主軸方向は、

東側の東西溝がN-70° 一E、 西側の南北溝がN-16° ―Wである。検出長は東西溝が 1.38m、 南北溝が 1.95m、 幅は0.4

～ 0.8mである。【深さ・断面形】深さは 4～ 15cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。

【堆積土】灰黄褐色砂質シルトの単層で、砂粒を含む。【遺物】出土していない。

SD61,静跡  第 341図

【位置。重複】DoE7グ リッドに位置する。SSD5-cと 重複し本遺構が古い。またVb層検出のS120に 削平される。【方

向・規模】東西方向の溝で、主軸方向はN-63° 一Eである。検出長は3.3m、 幅は016～ 026mである。【深さ。断面形】

深さは 1～ 7cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は半円形または、逆台形である。【堆積土】灰黄褐色

砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SD62溝跡 第 341図

【位置。重複】D oE6グ リッドに位置する。【方向・規模】南北方向の溝で、主軸方向は N-25° 一Wである。検出長

は 1.66m、 幅は 0.15～ 0.25mで ある。【深さ・断面形】深さは 1～ 6cmで、底面は細かな起伏を有するが、断

面形は半円形または、逆台形である。【堆積土】褐灰色粘土質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SD63溝跡 第 341図 図販 80

【位置・重複】D5～ 7グリッドに位置し、東側の調査区外に延びる。SK316、 SX68と 重複し本遺構が新しい。ま

たVb層検出の SK260、 PT293・ 294に削平される。【方向。規模】東西方向の溝で、緩やかに蛇行するが、主軸

方向は概ねN89° Eである。検出長は 1518m、 幅は 1.34～ 2.5mで ある。【深さ・断面形】深さは 20～ 30cm

である。東側では南岸に、西側では北岸に犬走り状の段を有する。【堆積土】3層確認され、東側では 1・ 2層、

西側では 2・ 3層がレンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

SD64,毒跡  第 341図

【位置。重複】E6グリッドに位置し、Vb層検出のS119に 削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向

はN63° Eである。検出長は215m、 幅は0.25m以上である。【深さ。断面形】深さは 3～ 5cm、 底面は平坦で、

断面形は皿状である。【堆積土】暗褐色砂の単層である。【遺物】出土していない。

SD98,毒 跡  第 342図

【位置。重複】C5グ リッドに位置する。SDl17・ 118と 重複し本遺構が新しい。またⅡa層検出の SD38に 削平
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第 340図 SD31・ 33・ 34・ 35・ 36溝跡平面図・断面図
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遺構 雪位 土 色 土 性 備 考

SD34

1 10YR3/2 黒褐色 汐質シル ト 少粒・ 灰黄褐色シル トプロック含む。

2 10YR2/1 黒色 古土質シル I

疋白色粘土質シル トブロック、炭化物

立子少量含む。

3 10YR3/1 黒褐色 古土質シル I

罵白色粘土質ンル トプロック多量、黄

て色粘土質シル トプロック少量、炭化

勿粒子微量に含む。

4 10YR6/2 灰黄褐色 ンル ト

奇灰色粘土質シル トプロック・ 黒褐色

占土質シル トブロック少量、炭化物粒

子む。

5 10YR5/3 にぶい黄褐色 砂
歴白色シル トプロック少量、黒褐色粘

と質シル トプロック微量に含む。

6 J5Y4/2 暗灰黄色 七土質シル I

竜灰色粘土質シル トプロック・黒褐色

古土質ンル トプロック含む。

SD35

ICIYR5/3 にぶい貢褐色 砂 疋褐色シルトプロック少量含む。

2 10YR3/2 黒褐色 沙質シル ト
疋黄褐色砂質シル トプロック多量、灰

ヨ色粘土質シル トプロック少量含む。

3 10YR4/2 灰黄褐色 告土質シル I

少粒少量、灰自色砂質プロック微量に

きむ。

SD36
ttlYR4/2 灰黄褐色 沙質シル ト 疋自色シル トプロック多量に含む。

2 OⅥも/1 黒褐色 沙質シル ト 疋白色砂質シル トプロック少量含む。

遺構 土 色 土 性 備 考

SD31

OYR6/2 灰黄褐色 砂質シル ト 灰褐色砂質シル トプロック少量含む。

2 OYR5/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト

3 OYR5/2 灰黄褐色 階土質シルキ砂粒少量含む。

4 OYR3/2 黒褐色 粘土質シル ト灰自色ンル トプロック多量に含む。

5 OYR6/2 灰黄褐色 粘土質シル キ灰白色シル トプロック含む。

SD33

I OYR4/2 灰黄褐色 砂質シル ト
灰白色シル トブロック少量、炭化物粒

子微量に含む。

2 OYR2/1 黒色 粘土質シル I

灰白色粘土質ンル トブロック多量に含

む 。

3 OYR5/2 灰黄褐色 砂質シル ト
黄灰色粘土質ンル トプロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

4 OYR6/2 灰黄褐色 粘土質シル I

黒褐色粘土プロック多量、灰白色砂質

プロック少量含む。
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遺構 土 色 土  性 備 考

10YR3/3暗 褐色 皓土質シル 沙粒多量に含む。

SD59 35Y4/1黄灰色 砂質シル ト

SD60 10YR5/1灰黄褐色 砂質シル ト 砂粒含む。

SD61 lljYR5/2灰 黄褐色 砂質シル ト 褐灰色粘土質シル ト少量含む。

SD62 10YR4/1褐灰色 lt土質シル 砂粒含む。

SD63

10YR4/3に ぶい黄褐色 脇土 灰白色粘土質シル トブロック少量含む。

10YR5/4に ぶい黄褐色 悩土質シル I

10YR3/4暗褐色 シアレト 砂粒含む。

SD64 1 10YR3/3暗 褐色 沙 灰黄褐色砂質シル トプロック少量含む。

第 341図  SD48・ 59・ 60～ 64溝跡平面図・断面図

される。【方向・規模】L字状に屈曲する溝で、主軸方向は、東側の南北溝が N31° ―W、 西側の東西溝が N-61°

―Eである。検出長は南北溝が 3,lm、 東西溝が 3.lm、 幅は 0,3～ 0.4mで ある。【深さ・断面形】深さは 4～ 5cmで、

底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】暗褐色シル トの単層である。【遺物】出土

していない。

SD100溝跡 第 342図

【位置。重複】C3・ 4グ リッドに位置する。SD109、 SK328と 重複し本遺構が新 しい。またⅡa層検出のSD66お よび、

試掘坑に削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は N-79° 一Eで ある。検出長は 3.88m、 幅は 026
～ 0.42mである。【深さ・断面形】深さは 6～ 12cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。

【堆積土】オリーブ褐色シル トの単層である。【遺物】出土していない。

SD101溝跡 第 342図

【位置。重複】B・ C3グ リッドに位置 し、 Ⅱa層検出の SD66に 削平される。【方向。規模】東西方向の溝で、主軸

方向は N-73° ―Eである。検出長は 2.39m、 幅は 0.31～ 0.43mである。【深さ・断面形】深さは 15～ 18cmで 、

底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形である。【堆積土】黒褐色シル トの単層である。【遺物】出土

していない。

SD64肺
ヴ 0                                2m

lS 1/601

-348-



SD103溝跡 第 342図

【位置。重複】C4グ リッドに位置し、西側の調査区外に延びる。Ⅱa層検出の SD38・ 66、 コb面検出のSD67に

削平される。【方向。規模】東西方向の溝で、主軸方向は N-77°  Eである。検出長は 122m、 幅は 026～ 0.58m

である。【深さ。断面形】深さは 4～ 12cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね逆台形または、皿状

である。【堆積土】東側は灰黄褐色シル ト、西側はオリーブ褐色土砂質シルトの単層である。【遺物】出土してい

ない。

SD104溝跡 第 342図

【位置・重複】C4グ リッドに位置する。Ⅱa層検出の SD66、 Ⅱb層検出の SD68に 削平される。【方向・規模】東

西方向の溝で、主軸方向は N-84° ―Wである。検出長は 4.76m、 幅は 0.24～ 05mである。【深さ・断面形】深

さは 7～ 12cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね半円形または、皿状である。【堆積土】灰黄

褐色シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SD105溝跡 第 342図

【位置 。重複】C4グ リッドに位置する。Ⅲa層検出の SD38、 Ⅱb層検出の SD67に 削平される。【方向・規模】

東西方向の溝で、主軸方向は北岸からN-82° ―Eである。検出長は273m、 幅は 0.3m以上である。【深さ 。断面

形】深さは 5～ 8cmで、底面は細かな起伏を有し、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シルトの単

層である。【遺物】出土していない。

SD107溝跡 第 342図

【位置・重複】C3・ 4、 D4グリッドに位置する。SD124、 SX81、 PT436と 重複し本遺構が新しい。またⅡb層検

出の SD37・ 68に削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、主軸方向はN23° ―Wで ある。検出長は 34m、

幅は0,22～ 0.49mである。【深さ・断面形】深さは 5～ 20cmである。一部の底面幅は狭く、細かな起伏を有し、

断面形はV字状または、皿状である。【堆積土】暗オリーブ褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SD108溝跡 第 342図

【位置・重複】B oC4グ リッドに位置し、北側の調査区外に延びる。SX80と 重複し本遺構が新しい。またⅡa

層検出の SD66、 Ⅱb層検出の SD67に 削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、主軸方向は西岸からN-2°

―Wで ある。検出長は 4.3m、 幅は 06m以上である。【深さ 。断面形】深さは 8～ 16cmで、底面は細かな起伏

を有するが、断面形は概ね半円形または、皿状である。【堆積土】暗オリーブ褐色土シルトの単層である。【遺物】

出土していない。

SD109溝跡 第 342図

【位置 。重複】C3グ リッドに位置する。SD100・ 129と 重複しSD100よ り古 く、SD129よ り新しい。またHa

層検出の SD66お よび、試掘坑に削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、僅かに屈曲するが、主軸方向は

概ね N-15° ―Wで ある。検出長は 3.14m、 幅は0,25～ 0.51mで ある。【深さ 。断面形】深さは 4～ 10cm、 底

面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗オリーブ褐色砂質シル トの単層で、炭化

物が混入する。【遺物】出土していない。

SDl10溝跡 第 342図

【位置・重複】Bo C4グ リッドに位置し、北狽Iの調査区外に延びる。SX80と 重複し本遺構が新しい。またⅡb層

検出の SD67に 削平される。【方向。規模】南北方向の溝で、主軸方向は東岸から N-8°  Eで ある。検出長は 26m、

幅は 0,96m以上である。【深さ 。断面形】深さは 4～ 12cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿

状である。【堆積土】暗灰黄色砂質シル トの単層で、炭化物が混入する。【遺物】出土していない。
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SDlll溝跡 第 342図

【位置。重複】C4グ リッドに位置する。Ⅱa層検出の SD66、 Ⅱb層検出の SD67・ 68に 削平される。【方向・規模】

東西方向の溝で、主軸方向は南岸からN-77° 一Eである。検出長は 17m、 幅は0.25m以上である。【深さ。断面形】

深さは 6～ 10cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗灰黄色砂質シル ト

の単層である。【遺物】出土していない。

SDl12溝跡  第 342図

【位置。重複】C5グ リッドに位置する。SK331と 重複し本遺構が新しい。またⅡa層上面検出の SD66、 および、

試掘坑に削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は南岸からN78° Eである。検出長は 4.62m、

幅は 0,29m以上である。【深さ。断面形】深さは 2～ 9cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状

である。【堆積土】暗オリーブ褐色シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SDl14,薄 働い 身ヨ342Bコ

【位置。重複】C4グ リッドに位置する。SD103・ 131と 重複し、SD103よ り古く、SD131よ り新しい。またVb
層検出の SK308に 削平される。【方向・規模】南北方向の溝で、主軸方向は N-11° ―Wである。検出長は276m、

幅は 13～ 16cmである。【深さ。断面形】深さは 5～ 10cmで 、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね

半円形である。【堆積土】暗オリーブ褐色砂質シル トの単層である。【遺物】出土していない。

SDl16う書働い 鋳手342[コ

【位置・重複】C3グ リッドに位置し、Ha層検出の SD38、 Va層検出のPT364に 削平される。【方向・規模】東

西方向の溝で、主軸方向は北岸からN-85° ―Wである。検出長は 3.52m、 幅は0,73m以上である。【深さ。断面形】

深さは 3～ 6cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】オリーブ褐色シルト

の単層である。【遺物】出土していない

SDl17溝跡 第 342図

【位置・重複】C4・ 5、 D4グ リッドに位置し、東西両側の調査区外に延びる。SD98と 重複し本遺構が古い。ま

たⅡa層検出の SD38に 削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は N-65° Eである。検出長は

157m、 幅は0.25～ 0.32mである。【深さ。断面形】深さは 4～ 10cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面

形は概ね逆台形または、皿状である。【堆積土】暗オリーブ褐色砂質シルトの単層である。【遺物】堆積土中から

非ロクロ土師器片が 1点出土した。

SDl18溝跡 第 342図

【位置。重複】C4・ 5、 D4グ リッドに位置する。SD98、 SK331と 重複し本遺構が古い。またHa層検出の SD38

Vb層検出の SD102に 削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向はN66°  Eである。検出長は

10.6m、 幅は0.23～ 0.32mである。【深さ。断面形】深さは 3～ 7cmで、底面の幅は狭く、断面形はV字状または、

皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SDl19溝跡 第 342図

【位置・重複】C5、 D4・ 5グ リッドに位置し、西側の調査区外に延びる。SD122、 SK326。 330、 SX68と 重複し

SK326よ り古く、他より新しい。またⅡa層検出の SD38、 SX70、 Vb層検出の SSD8 ②、PT399に削平される。

【方向・規模】東西方向の溝で、緩やかに蛇行するが、主軸方向は概ね N-63° 一Eである。検出長は 9=87m、 幅は 042

～ 068mで ある。【深さ。断面形】深さは 2～ 6cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。

【堆積土】黒褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。
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SD122溝跡 第 342・ 344図  図版 80。 160

【位置。重複】D4・ 5グ リッドに位置し、西側の調査区外に延びる。SDl19、 SX68と 重複し、SD H9よ り古く、

SX68よ り新しい。またⅡb層検出のPT316に 削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、緩やかに蛇行するが、

主軸方向は N75° 一Eである。検出長は744m、 幅は 033～ 06mである。【深さ。断面形】深さは 2～ 12cmで 、

底面は丸みを帯び、断面形は半円形または、皿状である。【堆積土】オリーブ褐色砂質シルトの単層である。【遺

物】堆積土の下層から、石製模造品が 1点出土した。この遺物を第 344図 ■lKe-158)に 図示した。二孔の鏡形

石製模造品である。

SD124,善 働い 野3342。 343[電

【位置。重複】C3・ 4グ リッドに位置し、西側の調査区外に延びる。SD107と 重複し本遺構が古い。【方向。規模】

東西方向の溝で、主軸方向は N77° 一Eである。検出長は 2.5m、 幅は0.29～ 035mで ある。【深さ。断面形】深

さは 5～ 9cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シルトの単層

である。【遺物】出土していない。

SD126溝跡 第 342・ 343図

【位置。重複】A2グ リッドに位置する。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は酢55°  Eである。検出長は251m、

幅は0,1～ 0.17mである。【深さ。断面形】深さは 2～ 7cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね逆

台形または、半円形である。【堆積土】暗褐色シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SD129溝跡 第 342・ 343図

【位置。重複】C3・ 4グリッドに位置する。SD109、 PT427と 重複し本遺構が古い。またⅡb層検出の SD67に 削

平される。【方向・規模】東西方向の濤で、主軸方向はN77° Eで ある。検出長は344m、 幅は021～ 0.45m

である。【深さ。断面形】深さは 2～ 8cmである。底面は細かなの起伏を有し、断面形は不定形である。【堆積土】

暗オリーブ褐色シルトの単層で、炭化物が混入する。【遺物】出土していない。

SD130清跡 第 342・ 343図

【位置・重複】C2・ 3グリッドに位置する。SK319と重複し本遺構が古い。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方

向は N-80° ―Eである。検出長は 4.87m、 幅は033～ 0,6mで ある。【深さ。断面形】深さは 2～ 8cmで、底面

は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】灰黄褐色シルトの単層である。【遺物】出土して

いない。

SD131溝跡 第 342・ 343図

【位置。重複】C4グ リッドに位置する。SD H4と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出の SD66、 Hb層検出の

SD67・ 68に削平される。【方向・規模】東西方向の溝で、主軸方向は N-72°  Eである。検出長は573m、 幅は014

～ 025mで ある。【深さ。断面形】深さは 2～ 8cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね半円形または、

皿状である。【堆積土】黒褐色粘土質シルトの単層で、炭化物が混入する。【遺物】出土していない。

SD134溝跡 第 342・ 343図

【位置。重複】C3グ リッドに位置し、西側の調査区外に延びる。またHa層検出の SD38お よび、試掘坑に削平

される。【方向。規模】東西方向の溝で、主軸方向はN63°  Eである。検出長は315m、 幅は025～ 0.4mで ある。

【深さ。断面形】深さは 20～ 25cmである。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形である。【堆

積土】暗オリーブ褐色シルトの単層である。【遺物】出土していない。
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第 343図 SD124・ 126・ 129～ 131・ 134溝跡 断面図

遺構 目旬 土  色 土  性 備  考

1 10YR3/3暗褐色 シルト
暗灰黄褐色砂質シル ト含む、白色粒子

微量に含む。

D10 1 :5Y3/3暗 オ リーブ褐荏 諧土質シル ト
黒褐色粘土質シル ト多量、暗灰黄色砂

質シル ト少量、自色粒子微量に含む。

D101 1 」5Y3/2黒 褐色 ンフレト
黒褐色粘土質シル ト・暗灰黄色砂質シ

ル トプロック含む、自色粒子微量に含

む。

I 10YR4/2灰黄褐色 シアレト
黒褐色粘上質シル トプロック含む、暗

灰黄色砂質シル トブロック少量、白色

粒子・炭化物粒子微員に含む。

2 5Y4/4オ リーブ褐色
rr1/N質 シル ト

暗灰黄色砂質シル トプロック多量、黒

褐色粘土質シル トブロック少量含む。

1 CIYR4/2灰黄褐色 シルト 暗灰黄色砂質シル トブロック少量含む。

1 !5Y3/2黒褐色 七土質シル I

暗灰黄色砂質シル トプロック少量、白

色粒子微量に含む。

,5Y3/3暗オ リーブ褐色 ひ質シルト
にぶい黄褐色砂質シル トプロック多量、

褐灰色粘土質シル トプロック少量含む。

15Y3/3暗オ リープ褐色 シアレト
暗灰黄色砂質シル トブロック含む、白

色粒子微量に含む。

1 」5Y3/3暗 オ リープ褐色 沙質シル ト

にぶい策褐色砂質シル トブロック多量、

黒褐色粘土質シル トブロック少量、白

色粒子・炭化物粒子微量に含む。

lDH( 1 5Y4/2暗 灰黄色 rJ/N質 シル ト

こぶい黄褐色砂質シル トブロック多量、

日灰色粘土質シル トプロック少量、自

と粒子・炭化物粒子微量に含む。

Dll 15Y4/2暗灰黄色 沙質シル ト
こぶい黄掲色砂質シルトプロック多量、

3色粒子微量に含む。

1 ど5Y3/3暗 オリープ褐色 シルト

にぶい黄褐色砂質シル トブロック・黒

掲色粘土質シル トブロック含む、自色

粒子微量に含む。

遺構 土 色 土 性 備  考

Dllィ 〕5Y3/3暗オ リープ褐色 砂質シル ト
にぶい黄褐色砂質シアレトブロック多盈、

自色粒子微重に含む。

Dll( 1 ど5Y4/3オ リーブ褐色 シフレト
灰黄色砂質シル トプロック多量、黒褐

色粘土質シル トブロック含む。

Dll :5Y3/3暗 オリープ褐色 砂質シル ト

にぶい黄褐色砂質シル トブロック多量、

黒褐色粘土質シル トプロック含む、自

色粒子微量に含む。

1 を5Y3/3黒褐色 砂質シル ト

黒褐色粘土質シル トブロック含む、暗

灰黄色砂質シル トブロック少量、白色

粒子微量に含む。

2 J5Y4/3オ リーブ褐色 砂質シル ト
こぶい黄掲色砂質シル トブロック・褐

天色砂質シル ト含む。

Dll( 1 25Y3/2黒 褐色 砂質シル ト

暗灰黄色砂質シル ト粒子多蛋、黄褐色

佑土ブロック少重、白色粒子微量に含

む。

D12′ 1 5Y3/2オ リープ黒色 砂質シル ト
暗灰黄色砂質シル ト粒子多量、暗褐色

粘土質シル トプロック少量含む。

1 B5Y3/2黒褐色 砂質シル ト
黒褐色粘土質シル ト多量、暗灰黄色砂

質シル ト・砂粒含む。

1 10YR 3/3暗褐色 シルト 褐灰色粘土質ンル トプロック含む。

め12( 1 10YR 4/2暗オリーブネ号t シルト

にぶい黄褐色砂質ンル ト多量、黒褐色

粘土質シル トブロック含む、炭化物粒

子・白色粒子微量に含む。

D13( I 10YR 4/2灰 黄褐色 ンルト
にぶい黄褐色砂質シアレトブロック・褐

灰色粘土質ブロック含む。

1 25Y3/2黒 褐色 粘上質シル

黒褐色粘土質シル トプロック多量、暗

灰黄色砂質シル トブロック少量、炭化

物粒子微量に含む。

D13` 1 25Y3/3暗 オリープ褐色 シァレト

にぶい黄褐色砂質シル トブロック・黄

灰色粘土質シル トブロック含む、自色

粒子微尼に含む。

―̈ く0
1低e158)

(S・ 1/2)

遺構 層位 種別・種類 長さ (cml× tB(cnll X厚 さ (cml 重さω 石材 備考 写真図版 登録番号

1 SD122 14積土 石観品・石製模進品 (鋭 ) 20× 205X035 佑板岩 電版 1601 くe-158

第 344図 SD122溝跡出土遺物

2)竪 穴住居跡

S121竪穴住居跡 第 345～ 347図 図版 81・ 160

【位置。重複】E・ F7・ 8グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。SSD4-⑥ と重複し本遺構が新しい。また

Vb層検出の SD45に 削平される。【平面形・方向・規模】平面形は方形と考えられ、主軸方向は東壁からN ll°

―Eである。規模は、南北 5.4m以 上、東西 5,9m以上である。【堆積土】6層確認され、1層が床面までの堆積土

である。2～ 5層はptl～ 3の堆積土、6層は掘り方埋土である。【床面。壁面】掘り方埋土上面を床面とし、平

坦である。明瞭な硬化面は検出されなかった。壁は 12cmの高さで遺存し、緩やかな角度で立ち上がる。【ピッ

ト・柱穴】床面から3基、SD45底 面から 1基検出されている。これらのピットは、対角線上に配置され、床面

からの深さは 50～ 78cmであることから、主柱穴と考えられる。【炉跡・カマド】検出されなかった。【貯蔵穴

。その他の施設】検出されなかった。【掘り方】規則性は認められず、床面下を 2～ 10cm掘 り下げている。【出

土状況】主に床面直上および、柱穴内から出土している。【遺物】非ロクロ土師器片 91点、石製品 1点が出土
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した。そのうち 4点を第 347図に図示 した。 1(C10701は 丸底の郷で、体部は内湾 して立ち上がり、口縁部との

境に稜を有 し、口唇部は内傾する。 2・ 3(C1067・ 1068)は 高郷で、野体部 と底部の境に稜を有し、国縁部は強

く外反する。3の脚柱部は下半で外反 して開く。41K-128)は 頁岩製の砥石で、表裏の二面使用されている。

方肋
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ｈ
瓜
キ
ャ
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0                               2m
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第 345図  S121竪穴住居跡平面図・断面図 (1)

蔦器 ,
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73m名 73m島

/

I'// 位置 土  色 土 性 備 考

竪穴 1 OYR 3/3暗 褐色 少質シル ト
疋黄褐色砂質シル トプロック含む 。黒

弓色粘土質プロック少量含む。

2 OYR4/2 灰黄褐色 少質シル ト え化物粒子多量に含む。

3 OYR3/3 暗褐色 少質シル ト 死黄褐色砂質シル トプロック少量含む。

OYR3/4 暗褐色 シルト 戻黄褐色プロック微量に含む。

5 OYR6/2 灰黄褐色 シ,レ ト 戻褐色シル トプロック少量含む。

堀リズ

6 OYR 3/2黒 褐色 少質シル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック・ 白色シ

ル トプロック少量含む。

7 OYR 3/2 黒褐色 沙質シル ト
灰黄褐色砂質シル トプロック少量 。自

色シル トプロック少量含む。

1(C■ 0701

lS‐ 1/601

(2)

41K128)

10cm

lS‐ 1/31

No 遺橋 層位 種別・器種 口径 10nl× ほ径 lQnl× 器局に洵 外 面 底面・脚部内面 内面 写真図版 登録番号

1 七積土 土師器・不 136〉 X‐ ×(76) ヘラケズリ・ヨコナデ ヘラナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ 菫版 160‐ 2 C-1070

2 上師器 。高邦 167〉 ×―X(491 ヨヨナデ 。ヘラミガキ・ 赤彩 ヨヨナデ・ヘラミガキ・赤彩 目版 160‐ 3 1067

1 土師器・ 高郷 151〉 ×―X(135) ヘラナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラナデ ヘラナデ・ヨコナデ・ヘラミガキ 図版 1604

遺構 層位 長さ (cml× 幅 lcml× 厚き lcml 重さ ω 石材 備考 写真図版 登録番号

百製品・砥石 1205× 325× 12 ヨ娼 雪版 1605

第 347図 S121竪穴住居跡 出上遺物

3)上坑

SK107:上坑  第 348図

【位置。重複】G10グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。Ⅱb層検出のSD23、 Vb層検出のSD22に

判平される。【平面形・規模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北098m以上、東西 147m以上である。【深
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さ。断面形】深さは 75cmで、底面の中央部が一段深 く掘 り込まれ、断面形は逆凸字形である。【堆積土】3層確

認され、レンズ状に堆積している。堆積土中には、Ⅶ層に当たる灰白色粘土質シル トブロックの混入が顕著であ

る。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 2点が出土した。

SK263土 坑  第 348図

【位置。重複】D6グ リッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-27°  Eである。規模は、

長軸 0.64m、 短軸 0.45mで ある。【深さ・断面形】深さは 45cmである。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、

断面形は箱形である。【堆積土】4層確認され、レンズ状に堆積している。【遺物】3層 中から非ロクロ土師器片

が 5点出土した。

SK264土 坑  第 348図

【位置。重複】E・ F8グ リッドに位置する。PT306と 重複し本遺構が古い。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-56° ―Wである。規模は、長軸 076m以上、短軸 0,71mである。【深さ。断面形】深さは 26cmである。

底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、断面形は箱形である。【堆積土】3層確認され、レンズ状に堆積し

ている。【遺物】出土していない。

SK314土 坑 第 348図

【位置。重複】D5グリッドに位置する。SX68と 重複し本遺構が新しい。またVb層検出の SSD移 ②に削平される。

【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N32° ―Wである。規模は、長軸 095m以上、短軸 049mで ある。

【深さ。断面形】深さは 9cmで、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色粘土質シルトの単層

である。【遺物】出土していない。

SK315土 坑 第 348図

【位置。重複】D5グ リッドに位置する。SX68と 重複し本遺構が新しい。またVa層検出の SB3-pt7に 削平される。

【平面形・規模】平面形は円形である。規模は、南北 0.8m、 東西 0.82mである。【深さ。断面形】深さは 9cmで、

底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色シル トの単層である。【遺物】出土していない。

SK316■ 坑  第 348図

【位置。重複】D5グリッドに位置する。SX68と 重複し本遺構が新しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向はN68° ―Eである。規模は、長軸 155m、 短軸 058mである。【深さ。断面形】深さは 3cm、 底面は平坦で、

断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK317土坑 第 348図

【位置・重複】B2・ 3グリッドに位置する。SX78と 重複し本遺構が新しい。またVa層検出の SK292に 削平され

る。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N-55° ―Wである。規模は、長軸096m、 短軸 078mである。

【深さ。断面形】深さは 10cmで 、断面形は皿状である。底面に深さ 4cmと 8cmの ビット2基を有する。【堆積土】

黒褐色粘土質シルトの単層で、炭化物が混入する。【遺物】出土していない。

SK318土坑  第 348図

【位置。重複】B3グリッドに位置する。SX78と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸

方向は N-26° ―Wである。規模は、長軸 0,87m、 短軸 0,78mで ある。【深さ,断面形】深さは 6cmで、底面は緩

やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】オリーブ褐色土砂質シル トの単層である。【遺物】

出土していない。
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SK319三上t荒  第 348図

【位置。重複】C3グ リッドに位置する。SD130と 重複 し本遺構が新 しい。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N87° ―Wである。規模は、長軸 073m、 短軸 063mで ある。【深さ。断面形】深さは 7cmで、底面は

緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】オリーブ褐色土シル トの単層である。【遺物】出

土していない。

SK320土坑  第 348図

【位置。重複】C3グ リッドに位置し、 Ⅱa層検出の SD38に 削平される。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N88° ―Eである。規模は、長軸 0.68m、 短軸 0.43m以上である。【深さ,断面形】深さは 1lcm、 底面

は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒色シル トの単層で、炭化物が混入する。【遺物】出上していない。

SK321土 坑 第 348図

【位置。重複】B3グ リッドに位置する。【平面形。規模】平面形は精円形で、長軸方向は N-5° 一Wである。規模は、

長軸 1.31m、 短軸 10mである。【深さ・断面形】深さは 8cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね

皿状である。【堆積土】灰黄褐色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK322土坑 第 348図

【位置。重複】B3グ リッドに位置する。SX78と 重複し本遺構が新しい。またⅢb層検出のSD71に削平される。【平

面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN33° ―Wである。規模は、長軸 0,99m、 短軸 084mで ある。【深

さ。断面形】深さは 16cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗オリーブ褐

色シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK323土 坑 第 348図

【位置。重複】C3グリッドに位置し、Ⅲb層検出のSK297に 削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N61°  Eである。規模は、長軸 058m、 短軸 0.41m以上である。【深さ・断面形】深さは 18cmで、底

面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】褐灰色粘土質シルトの単層で、炭化物が混

入する。【遺物】出土していない。

SK324土 坑  第 348図

【位置。重複】C4グ リッドに位置し、Ⅱb層検出のSD67に 削平される。【平面形。規模】平面形は不整形で、東

西方向に長く、長軸方向はN79° Eで ある。規模は、長軸 1.38m以 上、短軸 0,95mである。【深さ。断面形】

深さは 12cmで 、底面は細かな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】褐色シルトの単層で、炭化物が

混入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器の細片が 1点出土した。

SK325土坑 第 349図

【位置・重複】C3グリッドに位置する。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN78°  Eである。規模は、

長軸 082m、 短軸05mである。【深さ。断面形】深さは7cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね

皿状である。【堆積土】オリーブ褐色シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK326土 坑  第 349図

【位置。重複】C5グ リッドに位置する。SDl19と 重複し本遺構が古い。またHa層検出の SX70、 コb層検出の

SD37に 削平される。【平面形。規模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北 0.53m以上、東西051m

以上である。【深さ・断面形】深さは 1lcmで 、底面は丸みを帯び、断面形は皿状である。【堆積土】オリーブ黒

色砂質シルトの単層である。【遺物】出土していない。
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第 348図  SK107・ 263・ 264・ 314-324土坑 平面図・ 断面図

義 婆

遺構 土 色 土 性 備 考

K107

1 10YR 4/2灰黄褐色 少質 シル ト 灰白色粘土プロック微量に含む。

2 10YR 3/3暗褐色 少質シル ト 砂粒。灰白色粘上ブロック少量含む。

3 10YR 3/2黒褐色 と土
灰白色粘土プロック・黒色粘土ブロッ
ク・砂粒含む。

1 ЮYR5/2灰 黄褐色 ンルト にぶい黄褐色砂質ンル トプロック含む。

2 」5Y3/3暗 オリーブ掲色 告土質シル ト
にぶい黄褐色砂質シル トブロック少量
含む。

3 5Y3/1黒 褐色 告土質シル ト
[ぶい黄褐色土砂質シル ト粒子・炭化
防粒子少量含む。

4 上5Y3/2黒 褐色 古土質シル トにぶい黄褐色砂質ンル ト粒子少量含む。

1 10YR 3/3暗 褐色 少質シル ト
白色粒子・灰黄褐色砂質シル トブロッ

ク少量含む。

2 」5Y5/2暗灰黄色 告土 死白色粘土質シル トプロック少量含む。

3 5Y3/3暗 オ リーブ掲色 古土 炭化物粒子微量に含む。

IK31 OYR 3/2黒褐色 告土質ンル ト

黒褐色粘土質シル トプロック多量、暗

灰黄色砂質シル トプロック少量、自色

粒子微量含む。

K31 1 OYR 2/1黒褐色 ンルト
黒褐色シル ト・ 黄灰色砂質シル ト含む。

自色粒子微量に含む。

遺構 土 色 土 性 備  考

K31て OYR 2/2黒褐色 少質ンル ト
褐灰色砂質シル ト多量、黒褐色シル ト

含む。白色粒子微量に含む。

K31, 1 5Y3/2黒褐色 告土質シル I
灰黄褐色シル ト少量、炭化物粒子微量

に含む。

聰 1〔 5Y4/3オ リーブ褐色 少質シル ト 灰黄色砂質シル トプロック多量に含む。

K31( 1 5Y4/3オ リーブ褐色 ン,レ ト 鷺灰黄色砂質シルトプロックタ量に含む

1 5Y2/よ 黒色 シ,レ ト
黒色粘土粒子・灰黄褐色砂質シル ト粒

=
含む、自色粒子・炭他物粒子少量含む。

K321 1 0釈 4/2灰 黄褐色 沙質シル ト

暗灰黄色砂質シル トブロック多量、黒

褐色粘土質シル トプロック少量、自色

粒子微量に含む。

1 5Y3/2暗オリープ褐色 ン,レ ト 暗灰黄色砂質シル トブロック・黒褐色

粘土質ンルト含む。自色粒子微量に含む

OYR 4/1褐灰色 告土質シル ト

黒褐色粘土質シル トプロック多量、灰

黄褐色砂質シル トプロック少量、炭化

物粒子微量に含む。

K32イ 1 OYR 4/4褐色 少質シル ト

にぶい黄褐色土多量、褐灰色粘土質シ

ル トプロック含む。炭化物粒子微量に

含む。
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SK327上 坑 第 349図

【位置・重複】D5グリッドに位置する。SX68と 重複し本遺構が新しい。またⅡb層検出のPT309に 削平される。【平

面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N2° 一Wである。規模は、長軸 1.02m、 短軸 0.72mである。【深さ

。断面形】深さは 1lcm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】2層確認され、レンズ状に堆積している。

【遺物】出土していない。

SK328土 坑  第 349図

【位置・重複】C3グリッドに位置する。SD100と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出のSD66に 削平される。【平

面形・規模】平面形は円形または、楕円形と考えられ、長軸方向は不明である。規模は、南北 1.23m以上、東西

199側 以上である。【深さ。断面形】深さは 7cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆

積土】オリーブ褐色シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SK329土 坑  第 349図

【位置。重複】B3グ リッドに位置し、Πa層検出のSD66に 削平される。【平面形・規模】平面形は隅丸方形と考

えられる。長軸方向は、西辺からN43° ―Wである。規模は、長軸 1.8m以上、短軸 168m以上である。【深さ

。断面形】深さは 8cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】灰黄褐色砂質シ

ルトの単層である。【遺物】出上していない。

SK330上 坑 第 349図

【位置。重複】D4グリッドに位置する。SDH9、 SX68、 PT425と 重複し、SX68よ り新しく、他より古い。また

Vb層検出のSK307に 削平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向は N14° 一Wである。規模は、

長軸 261m、 短軸 077mで ある。【深さ・断面形】深さは 1lcm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】

2層確認され、レンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

SK331上 坑 第 349図

【位置。重複】C5グ リッドに位置し、北側の調査区外に延びる。SDl12・ H8と 重複 しSDl18よ り新 しく、

SD H2よ り古い。【平面形。規模】平面形は円形、または楕円形と考えられ、長軸方向は不明であるc規模は、

南北 062m以上、東西 15m以上である。【深さ・断面形】深さは 10cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面

形は概ね皿状である。また底面の東側には、深さ9cmの ピットを有する。【堆積土】灰黄褐色砂質シルトの単層

である。【遺物】出土していない。

SK332土 坑  第 349図

【位置・重複】C4グ リッドに位置する。SSD9-② と重複 し本遺構が古い。【平面形。規模】平面形は楕円形で、長

軸方向は N-4° 一Eである。規模は、長軸 0.55m以上、短軸 0.5mで ある。【深さ・断面形】深さは 5cmで、底面

は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】オリーブ褐色砂質シル トの単層である。【遺物】

出土していない。

SK333土 坑 第 349図

【位置。重複】D4・ 5グリッドに位置する。SX68と 重複し本遺構が新しい。またVb層検出の SSD8 ②・③に削

平される。【平面形・規模】平面形は楕円形で、長軸方向はN-42° ―Wである。規模は、長軸 1,95m以上、短軸 1.05m

である。【深さ・断面形】深さは 10cm、 底面は平坦で、断面形は皿状である。【堆積土】黒褐色シルトの単層である。

【遺物】出土していない。
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SK334:上坑  第 349図

【位置。重複】E6・ 7グ リッドに位置 し、南西部の調査区外に延びる。SD48と 重複 し本遺構が古い。【平面形・規模】

平面形は不整形で、長軸方向は北辺から N-80° ―Wで ある。規模は、長軸 1.3m以上、短軸 0.75m以上である。【深

さ・断面形】深さは 1lcmで 、底面は細かな起伏を有し、断面形は不整形である。【堆積土】暗褐色粘土質シルト

の単層である。【遺物】出土していない。
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遺構 土 色 土 性 備 考

I た5Y4/3オ リープ褐色

こぶい黄褐色砂質シル トプロック・黄

天色粘土質シルトプロック含む。白色

笠子微量に含む。

I OYR4/2灰 黄褐色 少質シル ト
瞥灰黄色砂質シルトプロック多量、褐
兎色粘土賀シルトプロック少量含む。

1 15Y3/1黒褐色 ンァレト
黒色粘土質シルトプロック多量、黄禍

色砂質シル ト少量、炭化物粒子・ 白色

粒子微量に含む。

2 15Y3/3暗オリ‐―プ褐迄 ひ質シルト 天黄褐色砂質シルト多量、黒掲色粘土
質シルトプロック少量含む。

聰 3: 1 OYR4/2灰 黄褐色 沙質シル ト

にぶい黄褐色砂質シルトプロック多量、

黒褐色粘土質ブロック少量、自色粒子

微量に含む。

上5Y4/3オ リープ褐色 沙質シル ト
こぶい黄褐色砂質シルトプロック多量、

母灰色粘土質シルトプロック少量含む。

1 」5Y3/2黒 褐色 シルト
疋黄色砂質シル トプロック、白色粒子

牧量に含む。

適橘 目も 土 色 土 性 備  考

1 オ5Y4/4オ リープ褐色 シアレト
唇灰黄色砂質シル トプロック・ 黒褐土

豊シル トプロック含む。

1 lCIYR3/1オ リープ黒色 少質シル ト
沙粒子 。灰色粘土質シルトプロック含
r」。

1 !5Y2/1黒 色 シルト
死黄褐色砂質シル ト含む、炭化物粒子
J/N量含む。

10YR4/3にぶい黄褐色 砂質シル ト
死黄色砂質シル ト粒子多量、自色粒子

残量に含む。
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4)性 格不 明遺構

SX56性格不明遺構 第 350図

【位置・重複】G10グ リッドに位置する。SD31・ 34と 重複し本遺構が古い。またVa層上面検出の SD21に 削平

される。【平面形・規模】平面形、長軸方向は不明である。規模は、南北 1.25m以上、東西 1,84m以 上である。【深

さ。断面形】深さは 27cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】2層確認され、

レンズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

商的≒tO

南師≒1。

■1前 1盤
1。

|

lS‐ 1/60)

迪 構 目も 土  色 土 性 備 考

Ⅸ56
1 10YR 4/2灰 黄褐色 rJ/・ 兎自色砂質シルトプロック少量含む。

lCIYR 4/3にぶい黄褐色 少 死自色シル トプロック少量含む。耳
引
日
ミ
ト

第 350図  SX56性格不明遺構 平面図・ 断面図

SX68性格不明遺構  第 351・ 352図

【位置。重複】D4～ 6、 E5・ 6グ リッドに位置し、南西側の調査区外に延びる。SD63。 119・ 122、 SK259・ 314

・315・ 327・ 330・ 333、 PT425と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出のSX70に削平される。【平面形・規模】平

面形は不整形で、長軸方向は不明である。規模は、南北 10.65m以 上、東西 14,9m以 上である。【深さ。断面形】

深さは 16～ 26cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】3層確認され、レン

ズ状に堆積している。【遺物】出土していない。

第 351図 SX68性格不明遺構 平面図
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第 352図  SX68性格不明遺構断面図

SX78性格不明遺構 第 353・ 354図  図版 82・ 160

【位置・重複】B2・ 3グ リッドに位置する。SK317・ 318。 322と 重複し本遺構が古い。また北西側を撹乱に削平

される。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N-32° ―Wである。規模は、長軸 64m以上、短軸 224m

以上である。【深さ。断面形】深さは 4～ 12cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆

積土】オリーブ褐色シルトの単層で、炭化物が混入する。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片 56点、石製

品 2点が出土した。そのうち 1点を第 354図 1(C■ 283)に 図示した。高邦で、郷体部と底部の境に稜を有し、

脚柱部から裾部にかけて円錐状に広がり、端部は反り返る。

SX79性格不明遺構 第 353図

【位置。重複】B3グ リッドに位置する。SSD 10-⑥ と重複し本遺構が古い。またⅡa層検出の SD66に 削平される。

【平面形・規模】平面形は不整形で、東西方向に長く、長軸方向は N-69°  Eで ある。規模は長軸 3.55m、 短軸 101m

以上である。【深さ。断面形】深さは 3～ 10cmで、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆

積土】暗灰黄色粘土質シルトの単層で、炭化物が混入する。【遺物】出土していない。

SX80性格不明遺構 第 353図

【位置・重複】B4グ リッドに位置する。SD108・ HOと重複し本遺構が古い。またⅡb層検出のSD67に 削平される。

【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向は N-84° ―Wである。規模は、長軸 7.6m以上、短軸 22m以上である。

【深さ・断面形】深さは 8cmで、底面は緩やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】暗褐色粘

土質シルトの単層である。【遺物】出土していない。

SX81性格不明遺構 第 355図

【位置。重複】C・ D4グリッドに位置する。SD107、 PT426と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出の SD38、 Π

b層検出の SD67、 Vd層検出のSD123に 削平される。【平面形・規模】平面形は不整形で、長軸方向はN12°

―Wである。規模は、長軸 76m以上、短軸 2.18m以上である。【深さ。断面形】深さは 6～ 24cmで、底面は緩

やかな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。【堆積土】3層確認され、レンズ状に堆積している。【遺物】

出土していない。

遺橋 土 色 土 性 備  考

25Y3/3暗オリープ褐色 シル ト

こぶい黄褐色砂質シル トプロック・黄

戻色粘土質ンル トプロック ,自 色粒子

・炭化物粒子微量に含む。

2 25Y4/3オ リーブ褐色 沙質シル ト

にぶい黄褐色～暗灰黄色砂質シル トブ

ロック多量、砂粒・白色粒子微量に含

む。

3 25Y3/2黒 褐色 シ,レ ト
黒褐色～黄灰色粘土質シル ト多量、砂

粒・炭化物粒子微量に含む。
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日

S‐ 1/601

第 353図 SX78～ 80性格不明遺構平面図・断面図

ミ

浪

遺構 目心 土 色 土 性 備 考

SX78 I B5Y4/3オ リープ褐色 う,レ ト
暗灰黄色砂質シル トブロック・褐灰色

粘土質シルトプロック含む。炭化物粒

子微量に含む。

SX79 1 〕5Y4/2暗灰黄色 粘土質シル
褐灰色粘土質シル トプロック多量、黄

褐色砂質シル トプロック・炭化物粒子

微量に含む。

躙 0 I OYR 3/3暗 褐色 粘土質―シル 死黄褐色砂賀シル ト少量含む。

7 tlm名
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0                     10cm

lS‐ 1/3)

遺構 層位 種別・ 器種 聡 lCnll X底 径 lclll× 器高 lcnll 外 面 底面・脚部内面 内面 写真図版 登録番号

1 SX78 堆績土 上師器・高邪 く166〉 ×(110〕 ヨヨナデ・ヘラミガキ ナデ・ヨヨナデ ナデ 図版 1606 1283

第 354図  SX78性格不明遺構 出土遺物

束 3m
商6n―桟弘

71m｀

71m島

lS‐ 1/601

遺構 土 色 土 性 備  考

1 5Y3/1 黒褐色土 ンルト

黒褐色粘土質ンル トブロック多量、

暗灰黄色砂質ンル トプロック少量、

白色粒子微量に含む。

2 i5Y3/3暗オリーブ褐色土 沙質ンル ト

暗灰 黄色 砂質 ンル トブロ ック・ 黒褐

色粘土 質 ンル トプロ ック含 む、砂粒

子少 昌合 ユ,^

3 5Y5/2暗灰策色土 シ,レ ト
暗灰貢色シル ト・ 暗灰黄色砂質シル

ト多量に含む。

第 355図  SX81性格不明遺構平面図・断面図

5)小 溝状遺構群

SSD4小溝状遺構群 第 356図 図版 82

【位置。重複】E・ F8グ リッドに位置する。S121と 重複し本遺構が古い。またⅡa層検出の SK125、 Vb層検出

の SD45、 SK249に 削平される。【範囲】6条の小溝で構成され、範囲は南北 77m、 東西 57mである。【方向・規

模】主軸方向はN26° ―W～ N17° ―Wである。最大長は SSD4 ⑥の 5.06mで、幅は0.1～ 0.84mである。小

溝の間隔は0.5～ 1.55mで、平均 104mである。【深さ。断面形】深さは 1～ 22cmで 、底面は細かな凹凸を有し、

断面形はV字形または、皿状である。明瞭な工具痕は検出されなかった。【堆積土】SSD4-①～④はにぶい黄褐

色砂の単層で、⑤・⑥は暗褐色粘土質シル トの単層である。【遺物】SSD4-⑤ の堆積土中から非ロクロ土師器片が

2点出土した。
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SSD4

東 2m
南7m塩

南3m礁

位置 量慟 土 色 土 性 備 考

① 1 OYR4/3にぶい黄褐色 砂
暗褐色粘土質シルトプロック・炭化物

笠子微量に含む。

② 1 OYR4/3にぶい黄褐色 砂
瞥褐色粘土質ンル トプロック・ 炭化物

笠子微量に含む。

⑥ 1 OYR4/3にぶい黄褐色 砂
暗褐色粘土質シル トブロック少量、炭

化物粒子微量に含む。

南7m―≒亀

輸
・ 励

ユ

o                                2m

lS V60)

位 置 土 色 土 性 備 考

④ 五 OYR4/3にぶい黄褐色 砂
惜褐色粘土質シルトブロック・炭化物

位子微量に含む。

③ 1 OYR3/3晴褐色 沙質シル ト 灰黄褐色砂質シル トプロック含む。

⑥ 1 tlYR4/2灰 黄褐色 沙質シル ト 灰褐色砂質シル トプロック含む。

第 356図  SSD4 Jヽ溝状遺構群平面図・断面図

SSD5小溝状遺構群 第 357～ 359図  図版 82

【位置】D7、 E6～ 8グリッドに位置し、全体の範囲は南北 10.35m、 東西 11.7mで ある。主軸方向、重複関係、

区画の違いからSSD5-a～ cの 3群に分類 した。

SSD5-a:坪

【位置。重複】E6・ 7グ リッドに位置する。SSD5-b― ① と重複 し本遺構が新しい。【範囲】2条の小溝で構成され、

範囲は南北 272m、 東西 381mで ある。【方向・規模】主軸方向は N-56° ―W～ N-40° 一Wである。最大長は

SSD5-a― ①の 2.46mで、幅は 0.19～ 0,4mである。小溝の間隔は 1.85mで ある 【深さ。断面形】深きは 2～ 8cm

で、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。明瞭な工具痕は検出されなかった。【堆積土】暗

褐色または、灰黄褐色砂質シル トの単層である。【遺物】出土していない。

SSD5-bを畔

【位置・重複】E6・ 7グリッドに位置し、SSD5-b③ は西側の調査区外に延びる。SD48、 SSD5-aと 重複 し本遺構が

古い。またⅡb層検出の S115-pt2に 削平される。【範囲】5条の小溝で構成され、北側に位置する SSD5 b ①の

西端は南方向に湾曲し、区画を意識した小溝と考えられる。範囲は南北 6.17m、 東西 5,1lmで ある。【方向・規模】

主軸方向は N72° 一E～ N76° ―Eで ある。最大長は SSD5-b― ③の 4.4mで 、幅は 0.31～ 0,72mで ある。小溝の
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間隔は 1,1～ 1.46mで、平均 134mである。【深さ。断面形】深さは 3～ 12cmで、底面は細かな起伏を有するが、

断面形は概ね皿状である。明瞭な工具痕は検出されなかった。【堆積土】SSD5-b― ①は暗褐色、SSD5-b― ②は灰黄

褐色砂質シル トの単層で、SSD5-b― ③～⑤は暗褐色粘土質シル トの単層である。【遺物】出土していない。

SSD5-c群

【位置。重複】D7、 E7・ 8グ リッドに位置する。SD61と 重複し本遺構が新 しい。またVa層検出の PT223・ 233、

Vb層検出の S120、 PT304に 削平される。【範囲】東西方向の小溝 4条以上 と、南北方向の小溝 2条が、連子状

に組み合わされた形状で、範囲は南北 6.57m、 東西 9,8mである。【方向・規模】東西溝の主軸方向は N78°  E
～ N80° 一E、 南北清の主軸方向は N22° ―W～ 畔9° 一Wである。東西溝の最大長は 8.43m以上、南北溝の最

大長は 7.02mで 、幅は 0.12～ 0.88mで ある。東西清の間隔は ■25～ 303mで、平均 ■49mで ある。【深さ。断

面形】深さは 6～ 12cmで 、底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。明瞭な工具痕は検出され

なかった。【堆積土】にぶい黄褐色砂の単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 1点出土した。

商2耐―七酔

lS‐ 1/1001

a①
72m聾当     と 72mａ・①〕‐）十一

市5m―特孔

72m tt a② 崖

ーイ′イ ク|

前5n―七ン

第 357図  SSD5小溝状遺構群平面図 。断面図 (1)

72m tt  a②  ュ

″
0                     2m

lS‐ 1/60)

市Om札
6

商9m―≒話

位置 土  色 土 性 備 考

SSD5
a群

1 OYR 3/4暗褐色 少質シル ト 少粒含む。

2 OYR 4/2灰黄褐色 少質シル ト 少粒含む。
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72m名        ド

ー

亨 ケ

72m虫

mゝ

ず
群
ルゴ

ぐ

72m名

位 置 土 色 土 性 備 考

OYR 3/3暗褐色 砂質シル ト 天黄褐色砂質シル トプロック少量含む

OYR 4/2灰黄褐色 沙質シル ト 砂粒含む。

OYR 3/3暗褐色 脇土質シル I 砂粒含む。

OYR 3/3暗褐色 粘土質シル I 沙粒含む。

OYR 3/3暗褐色 粘土質シル I 少粒含む。

lS‐ 1/601

位置 土 色 土 性 備 考

,SD5
縛

l 10YR 4/3にぶい黄褐色 砂
嗜褐色粘土質シル トプロック少量・ 炭

|ヒ物粒子微量に含む。

2 10YR 5/2灰黄褐色 砂質シル ト 日灰色粘土質シル ト少量含む。

70m名

第 359図 SSD5小溝状遺構群断面図 (3)

SSD9小溝状遺構群 第 360図 図版 82

【位置・重複】BoC4グ リッドに位置し、東側の調査区外に延びる。SD104、 SK332と 重複しSK332よ り新しく、

SD104よ り古い。またⅡa層検出の SD66に 削平される。【疑囲】3条の小溝で構成され、範囲は南北 2.62m、

東西 4.48mで ある。【方向・規模】主軸方向はN68° ―E～ N-72° 一Eである。最大長は SSD9-②の 2.49m、 幅は

016～ 0.31mである。小溝の間隔は0.58～ ■85mで、平均 1.25mで ある。【深さ。断面形】深さは 2～ 9cmで、

底面は細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。明瞭な工具痕は検出されなかった。【堆積土】オリー

ブ褐色または、灰黄褐色砂質シル トの単層である。【遺物】出土していない。

東９ｍ七

飩ゝ
ゲ 鳴琢

70m4 
②    ①

  卜⊇L 70m二喝 ③              ②  崖

ア カ γ 万 亨 万 ▼ 万 万     SD6枠
ラ タ π 7ア 形 多 万 ア フ ラ フ 多 π ラ 房

lS‐ 1/601

遺構 土  色 土 性 備  考

SSD9

5Y4/3 オ リープ褐色 砂質シル ト
暗灰黄色砂質シル トプロック・ 黒褐色

七土質シル トブロック含む。

10YR4/2 灰黄褐色 砂質シルト

にぶい黄褐色砂質シル トプロックタ量、

掲灰色粘土質シル トプロック少量、自

色粒子微量に含む。

25Y4/3 オリープ褐色 ンタレト 暗灰黄色砂質シルト・黒褐色粘土質シ

1/ト プロック、自色粒子微量に含む。

第 360図 SSD9小溝状遺精群平面図・断面図

SSD10小溝状遺構群 第 361図 図版 82

【位置・重複】B3。 4グ リッドに位置し、東側の調査区外に延びる。SX79、 PT424と 重複し、SX79よ り新しく、

PT424よ り古い。またVb層検出の SX76に 削平される。【範囲】東西方向の小溝 6条で構成され、北側の 4条

の西端は南北方向につながり、連子状の形状である。範囲は南北 6.75m、 東西 708mで ある。【方向・規模】主

軸方向はN70° ―E～ N-74° ―Eである。最大長はSSD10 ⑥の 514m以上、幅は0.1～ 088mで ある。小溝の

間隔は0.9～ 1,45mで 、平均 1,22mで ある。【深さ。断面形】深さは 2～ 10cmで、底面は細かな起伏を有するが、

断面形は概ね皿状である。明瞭な工具痕は検出されなった。【堆積土】黄褐色砂質シルトまたは、オリーブ褐色

シルトの単層である。【遺物】堆積土中から非ロクロ土師器片が 3点出土している。

②

予ヶイイ,フ
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ユ
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lS 1/601

第 361図 SSD10小溝状遺構群 平面図・断面図

/

D

ア肋 ,   I

遺構 巨も 土  色 土 性 備  考

1 25Y5/3黄褐色 砂質シルト

灰黄色～にぶい黄褐色砂質シル トプロ

ック多量,黒褐色～暗オリープ褐色粘

土質シル トプロック含む。

2 25Y4/3オ リープ褐色 シルト
瞥灰黄色砂質シル トプロック・褐灰色

省土質プロック含む。

25Y4/3オ リープ褐色 シルト
瞥灰黄色砂質シルトプロック・黒褐色

七土質シルト含む。
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SSDll小清状遺構群 第 362図 図版 82

【位置。重複】A2グリッドに位置し、北東側を切土により削平される。【範囲】2条の小清で構成され、範囲は南

北353m、 東西 125mで ある。【方向・規模】主軸方向はN34° E～ N-43°  Eで ある。最大長はSSD H― ①の227m
以上、幅は0.14～ 0 31cmで ある。小溝間の幅は 0,85mで ある。【深さ・断面形】深さは4～ 12cmで 、底面は

細かな起伏を有するが、断面形は概ね皿状である。明瞭な工具痕は検出されなかった。【堆積土】灰黄褐色または、

黒褐色シル トの単層である。【遺物】出土していない。

前Sm≒
2

苗8m北
2

①

68m｀
手与」

止
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第 362図  SSDll可 溝ヽ状遺構群平面図・断面図

遺構 土 色 土 性 備  考

蝸Dl

I 10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト
黒褐色粘土質シル トプロック多量、に

ドい黄褐色砂質シル トプロック、自色

立子微量に含む。

2 :5Y3/2 黒褐色 シル ト
天黄色シル トプロック・黒褐色粘土質

ンル トプロック含む。
②

ザ

一

ｍ

6)ピット

Ⅵ層上面では、 18基 のピットが検出された。柵列や掘立柱建物跡を構成する可能性を考慮 して調査 したが、

規則性を持って並ぶものはなかった。一覧表にして掲載した。なお出土遺物はない。

第 14表 Ⅵ層検出ピット観察表

遺構名 クリッド 平面形 主軸方向
規模

層 位 土色 土性 備 考 遺物 重複
傑さ

PT305 F8 円形 10

PT306 楕円形 N55°  Vヽ 38   ×   31 戻黄褐色 OYR 4/2 砂

PT307 橋円形 N-36°  LV 7 死黄褐色 OYR 4/2 砂質ンル ト 鷺灰色粘土プロック含む。

PT308 楕円形 N80° ■ (261  ×  20 7 黒褐色 5Y3/2 も韻 シジレ ヨ色粒子・ 砂粒含む。

PT420 楕円形 N-64° ‐Vy (30  × (25) 懸オリー期 25Y3/3 シルト 醜 砂質シルトブロック少量含む

PT424 楕円形 N‐86° ‐E 悟オリー期 25Y3/3 篭土質シル 痴叢岡色砂質シルトプロック少量含む

PT425 円形 37   ×   40 ミ褐色 10YR 3/2 鶴 預 シル 褐灰色砂質シル ト含む。 照発0よ り新しし、

PT426 円形 30   ×   30 4 ミ褐色 25Y3/2 シルト 嗜灰黄色砂質シル トブロック含む。 X81よ り新 しい。

PT427 不 明 (53)  ×   (27) 7 こぶい褐色 OYR 4/3 砂 暗灰黄色砂質カ レトブロック少酌 D129よ り新しし、

PT428 円形 29   ×   30 こぶい黄褐色 OYR 4/3 ン,レ ト 婚灰黄色砂質シルトブロック多量含む

PT429 不整形 52   ×   54 5 I 曽オリー募 確 B5Y3/3 シ,レ ト
にぶい黄褐色砂質シル トプロック

多量、炭化物粒子微量含む。

PT430 円形 20   X   21 6 疋黄褐色 OYR 4/3 少質シル ト 暗灰黄色砂質シル ト多量含む。

楕円形 N50° Ⅵ 36   X   33 8 音褐色 OYR 4/3 シルト 羮灰色砂質シル トプロック少量含視

PT432 楕円形 N-84°  E 9 疋黄褐色 OYR 4/2 少質 シル ト 黒褐色粘土フロック含む。

PT433 B2・ 3 円形 30   ×   31 5 疋黄褐色 OYR 4/2 少質シル ト ミ褐色粘土質シル トブロック含む。

楕円形 N-65° ―lA 40   ×   32 9 疋黄褐色 OYR 4/2 少質シル ト ミ褐色粘土質シル トブロック含む。

PT435 橋円形 N‐ 47° ―E 音灰黄色 5Y4/2 少質 シル ト 動殉働臨土質シフレトプロックリ魏

不明 (28)  X   (53) 雇黄褐色 OYR 4/2 少質シル ト 母灰色粘土ブロック含む。
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第 3章 調査の成果

第 1節 出土遺物の時期区分

1 古墳時代

県内での上師器の編年については、氏家和典氏によってその形態的な特徴などから、7段階の型式が示された。

(氏家 1957)そ の後資料の増加とともに、細分化や議論がなされてきた。(氏家 1972、 宮城県教育委員会 1983、

藤沢 1992、 仙台市教育委員会 2010な ど)鴻ノ巣遺跡についても、報告書のなかで詳細な検討が行われている。(宮

城県教育委員会 1974、 仙台教育委員会 2004)

こうした研究成果を踏まえて、今回の調査で出土した土器を、各型式の特徴と照らし合わせてみたい。この対

象とする遺物を抽出するに当たっては、竪穴住居跡の床面、カマ ド、貯蔵穴など、所属時期を示す位置から出土

しているものを中心に行った。その中で資料の不足している部分については、竪穴住居跡と重複する溝跡などの

堆積土中から出土している遺物で補完した。(第 364・ 365図  古墳時代土器変遷図 1・ 2 第 366・ 367図  古

墳時代堆積土出土遺物 1・ 2)

塩釜式 この型式の特徴として口縁部が屈曲し、外面に稜を有する壺 (第 365図 C-161)が 上げられる。また

複合口縁の壼 (C158。 159)も 共伴する。甕については台付甕や、球状の胴部にハケメの施されたもの (C168)

がある。器台 (第 364図 C-176。 169。 175・ 173)や、小形丸底鉢 (C163・ 164・ 178)については、塩釜式以降

の型式にはあまり見られず、器台や、高不の脚部には、三方向と四方向の透孔を有する lC-175、 C-173)こ とが

特徴とされている。

南小泉式 この型式は器種構成の中で、高不の比率が高いことが一つの特徴とされている。この型式の高郵は、

郭部体部と底部の境に稜を有し、脚柱部と裾部の境は屈曲する (第 364図 C-402・ 368、 第 366図 ∈123・ 603・

574・ 621・ 622・ 627)と いう特徴を持つ。また邪部の屈曲部に突帯が廻るもの (第 366図 C-124・ 623・ 349)や 、

裾部に段を有するもの (C127)も ある。塩釜式の特徴の残存として、脚部に孔の有るもの (第 366図 C-136)も

存在する。甕や重は、最大径を中程に持つ球状の体部に、強 く屈曲する頸部と、短 く外反する単調な国縁を有す

る (第 365図 C390。 384、 第 367図 C-432・ 093・ 060・ 084・ 047・ 556)と されている。小型壺や中型重につ

いては、口縁高と体部高、口縁径 と体部径とが近い法量となるもの (第 365図 C-381、 第 366図 C-040・ 044・

319・ 611)、 日縁部に突帯の廻るもの (第 366図 C050)が挙げられ、また内面の屈曲する甕形の邪 (第 366図

C-115・ H9・ 121・ 447・ 448・ 619。 620)が含まれるのも、特徴の一つとされている。

引田式 この型式の郷は、日縁部が外側に屈曲し内面に稜が形成される (第 364図 C-296・ 298。 791・ 790・ 30

9・ 364)と いう特徴を持つ。中型壼については、体部に対 して口縁が小さくなる (第 365図 C-359)こ とが指摘

されている。甕は、口縁の器厚が体部より厚 く、体部がやや縦長になる (第 365図 C-779・ 786)と されている。

またこの段階では高必が消滅するとされているが、鴻ノ巣遺跡第 7次発掘調査報告書の中で、この段階の最終

段階に当たるⅢ期においても、「この段階でも一定量出土している。」 とされている。

引田式と住社式の中間期 この時期に当たる土器型式は、今のところ設定されていない。(註 1)鴻 ノ巣遺跡

第 7次発掘調査報告書では、Ⅲ期 とⅣ期の中間期として報告され、「土器型式としては、多 くの邪などに南小泉

式以来の前型式の特徴を残しているが、Ⅳ期につながる野が出現することや、鉢の出現・甕の長胴化などに着目

し、Ⅳ期の初期的状況を示すもの」 としている。前段階の郷の特徴は、日縁部の屈曲 (第 364図 C-1009・ 1010

。1014・ 1053・ 1056)が あげられ、次の段階につながる必の特徴としては、外面の体部と口縁部に稜を有する (第

364図 C766。 767・ 1017、 第 366図 C506・ 508・ 507・ 187)こ とがあげられる。高郷は消滅するとされるが、

中型壼 (第 365図 C-1000。 1035)は 依然残るようである。またこの段階では鉢 (第 364図 C763・ 764、 第 366

図 C-505)や 、長胴甕 (第 367図 ひ490・ 493・ 494)の出現も指摘されている。

住社式 この型式の特徴は、体部と口縁部の境に稜を有する郷 (第 364図 C-982・ 736・ 737・ 751・ 777)に ある。

また長胴甕については、まだこの段階では頸部に段の形成はみられない (第 365図 C-974・ 975)と されている。
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2 古代

古代の須恵器・土師器の変遷については、郷類の

ロクロからの切離 し・調整の有無 と方法および、器

形の特徴、特に口径に占める底径の比率 (底径/口

径 )の変化から、詳細な時期区分の検討が行われて

きた。 (岡 田 。桑原 1974、 白鳥 1980)そ れによる

と時代が下るほど、ロクロから切 り離 した後の調整

が行われな くなることや、底径 と口径の比が小さく

なることなどが指摘されている。 ここではこうした

研究成果を踏まえて、遺構の時期区分の足掛か りと

していきたい。

南小泉遺跡第 22次・ 23次調査報告書において、

こうした須恵器の郭の変化 と年代観が簡潔にまとめ

られている。不の底部の切 り離 しが回転ヘ ラ切 り

で、再調整の有るもの、底径回径比 0.64～ 0.50の

ものが、8世紀末から 9世紀前棄・回転ヘラ切 り主

体で、底径回径比 0.60～ 048の ものが、9世紀前

葉。再調整するものと、糸切 り無調整のものが有 り、

底径口径比が 055～ 0,46の ものが、9世紀前葉～

中葉 。回転糸切 り無調整のものが主体で、底径口径

比 0.46～ 035の ものが、9世紀後葉～ 10世紀前

葉の 4期 に分けられている。 これをふまえた上で、

須恵器 とともに土師器の郷の器形的変化も合わせ南

小泉遺跡 では、 Ⅲ A期 は 9世紀中葉、 Ⅲ B期 は 9

世紀末～ 10世紀初頭の年代が与えられている。(仙

台市教育委員会 1994)

これに倣い、今回の調査で出土 した須恵器 。土師

S13   須恵器   切離し

土師器   切離し

Sl1 5  須恵器   切離し

土師器   切離し

SK6  須恵器   切離し

土師器   切離し

SD13  土師器   切離し

S117  土師器   切離し

赤焼土器  切離し

SD67  赤焼土器  切離し

SK295 土師器   切離し

不明

不明

調整

調整

回転糸切 り 調整

回転糸切 り 調整

回転糸切 り 調整

回転糸切 り 調整

不明    調整

回転糸切 り 調整

回転糸切 り 調整

回転糸切 り 調整

回転糸切 り 調整

底径/口径
060
059
0.58

0.57

0.56

055
0.54

0.53

0.52

0.51

0.50

0,49

0.48

047
046
045
0.44

0.43

0.42

0.41

040
039
038
037
0,36

0.35

0.34

0,33

0.32

0,31

030

遺構名

回転ヘラケズリ ………………………………………底径回径比

回転ヘラケズリ ………………………………………底径口径比

無主体 … ……………… …… … … … … …底径口径比

無……………………………………………………… ………底径口径比

無……………………………………………………………………底径口径比

無・ 回転ヘラケズリ主体 …………………………底径口径比

回転ヘラケズリ 。手持ちヘラケズリ……底径口径比

無・手持ちヘラケズリ ………… ………………底径口径比

無――………… ………………………………………………底径回径比

無………… … … … … ………………… … … 底径回径比

無………………………………………………………………………底径回径比

●  土師器  切離し :回転糸切り  調整 :無

▲  土師器  切離し:不明     調整 :回転ヘラケズリ

■  土師器  切離し:不明     調整 :手持ちヘラケズリ

O  須恵器  切離し :回転糸切り  調整 :無

◎  須恵器  切離し:回転ヘラ切り 調整 :無

△  須恵器  切離し:不明     調整 :回転ヘラケズリ

☆  赤焼土器 切離し:回転糸切り  調整 :無

※  灰白色火山灰が堆積土中に混入する遺構。

第 363図 古代遺構出土杯類底径口径比分布図

●

　

Ｏ

Ｏ

◎

■ｏ中Ｏ

9世紀末～
10世紀初頭

O

O

☆

●☆
☆☆☆
☆☆
☆
☆
☆

■☆☆
☆

☆

器 。赤焼土器の邪類の、切離し 。調整の有無と方法および、底径口径比を求め、まとめた。郷類を抽出するに当

たっては、次に上げる事項に当てはまる遺構を対象とした。床面、カマ ド、貯蔵穴など、廃絶時期を示す位置か

ら遺物がまとまって出土 している竪穴住居跡 (S13・ 15。 17竪穴住居跡)。 その竪穴住居跡 と重複 し、比較的遺

物の出土量が多い遺構 (SD13)。 狭い層位や範囲から遺物がまとまって出土 し、同一遺構内での出土遺物に、あ

まり時期差が生 じていないと考えられる遺構 (SD67、 SK6。 295)以 上の遺構である。(第 363図 古代遺構出土

郷類底径国径比分布図 参照 )

☆   ●
●

06-053

058
056-039
056ヘン051

054´-038

059′-046

052-046
042-036
045⌒ン033
039⌒ン035
041⌒ン034

と、S13竪穴住居跡が 8世紀末から 9世紀前葉、以上の結果から、南小泉遺跡の成果 と比較する
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跡・SD13溝跡 。SK6土 坑が、9世紀中葉から後葉、SK295土 坑は 9世紀末～ 10世紀初頭の年代に相当すると

考えられる。S117堅穴住居跡、SD67溝跡から出土 した赤焼土器についても、須恵器・土師器と同様の傾向を示

すとするならば、帰属年代を 9世紀末～ 10世紀初頭に求めることが出来ると考えられる。なお S117については、

小皿を含まないという器種構成の点 (岡 田・桑原 1974)、 また S117に加え SD67、 SK295に おいては堆積土中に

灰白色火山灰を含む点からも、9世紀末～ 10世紀初頭に帰属年代を求めることができる。(第 368・ 369図 古

代の土器変遷図 1・ 2)

3 中世～近世
今回の調査では僅かながら陶磁器類が出土 している。SX70性 格不明遺構からは、13世紀所産の竜泉窯の青磁

碗片、SDl・ H・ 38溝跡、SXl'14格不明遺構からは、 14世紀～ 15世紀所産の常滑産の陶器片、SD66溝跡から

15世紀後半～ 16世紀所産の丹波産の播鉢片が出土している。

SR2流路跡の堆積土中からは、17世紀後半～ 18世紀初頭の瀬戸美濃の皿、22枚の寛永通宝などが出上 して

いる。

第 2節 遺構群の変遷

鴻ノ巣遺跡ではこれまでも、調査が行われている。ここでは前節を踏まえて、主要遺構を年代ごとに整理し、

東北新幹線建設に伴う宮城県教育委員会による調査、および第 7次調査の成果 と合わせて、遺構群の変遷を追っ

てゆきたい。(第 370。 371図  遺構群変遷図 1・ 2)

1 古墳時代
古墳時代前期 塩釜式に当てはまる時期の遺構は、SD9と考えられる。SD9は 第 9次調査区の北東端、現在の

七北田川の河道に最も近い地点に位置する。この時期に鴻ノ巣遺跡で居住域が存在したかは不明であるが、何ら

かの人の営みがあったと考えられる。

古墳時代中期前半 南小泉式に当てはまる時期の遺構は S18竪穴住居跡と考えられる。堆積土中からではある

が同様の遺物が出土している遺構を加えると、第 9次調査区でのこの時期の主要遺構は、竪穴住居跡 2軒、溝

2条、柱穴列 1条、7次調査区では竪穴住居跡 8軒である。第 9次調査区の SD20溝跡 とSA2柱穴列はほぼ同じ

主軸を持ち、東西方向に並行して延びている。 このことから区画施設であると考えられる。第 7次調査区では、

非常に高い密度で住居跡が重複 している。このことから第 7次調査区が居住域の主要部分で、本調査区は居住

域に対する区画があつたと考えられる。また SD20溝跡に先行する SD8溝跡は、南北方向に延び、北側の西岸が

クランク状に西方向へ屈曲する。この屈曲部分は、区画に伴う張 り出しである可能性が考えられる。 しかしこれ

が張 り出しであるならば、区画の対象となる居住域は、これまで調査の行われてきた地域よりも東側に広がると

考えられる。

古墳時代中期後半 引田式に当てはまる時期の遺構は S14・ 5・ 7・ 13古段階。14竪穴住居跡 と考えられる。

堆積土中からではあるが同様の遺物が出土 している遺構を加えると、第 9次調査区でのこの時期の主要遺構は、

竪穴住居跡 7軒、溝 1条、柱穴列 1条、宮城県教委調査区では竪穴住居跡 2軒、第 7次調査では竪穴住居跡 5軒、

溝 2条、柱穴列 2条である。全ての調査区で、 この時期の竪穴住居跡が検出され、第 9次調査区の東側から第

7次調査区にかけて居住域が広がると考えられる。また第 9次調査区では、同じ主軸をもった SD22溝跡 とSA3

柱穴列が検出されている。第 7次調査区でも、SD37溝跡 とSAl柱穴列、SD45溝跡 とSA2柱穴列が検出されて

いる。この 3条の区画施設は、全て主軸が一致せず、直交するものもない。このことからこの時期では、区画を伴っ

た居住域が頻繁に作 りかえられていたと考えられる。

古墳時代後期前半 引田式と住社式の中間期に当てはまる遺構は、S110。 13新段階。19。 20竪穴住居跡 と考

えられる。堆積土中からではあるが同様の遺物が出土 している遺構を加えると、第 9次調査区でのこの時期の

主要遺構は、竪穴住居跡 4軒、溝跡 1条である。全ての竪穴住居跡が、第 9次調査区の中央部分から検出され

ている。また SD14溝跡は、直線的に延び、掘 り込みの深い古墳時代中期に属する溝跡 と異なり、緩やかに蛇行

して延び、壁の立ち上 りは緩やかな溝である。このことからこの時期では、居住域が東から西へ移転し、それに
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古墳時代後期後半 住社式の時期に当てはまる遺構は、S116竪穴住居跡 と考えられる。堆積土中からではあ

るが同様の遺物が出土 している遺構を加えると、第 9次調査地点でのこの時期の主要遺構は、竪穴住居跡 3軒、

溝跡 1条、第 7次調査地点では竪穴住居跡 1軒、溝跡 4条である。居住域 としては、第 9次調査区から第 7次

調査区と広がるが、遺構の密度は低 くなる。

古墳時代終末期 栗囲式の時期に当てはまる竪穴住居跡は、第 9次調査区では検出されなかった。第 7次調

査区でも溝跡のみが 2条検出されるにとどまった。 このことからこの地点は、この時期の居住域から外れてい

ると考えられる。

2 古代以降
奈良時代 この時代の遺構は S13竪穴住居跡と考えられる。堆積土中からではあるが同様の遺物が出土 してい

る遺構、および重複関係からこの時代に当てはまると考えられる遺構を加えると、第 9次調査区の主要遺構は

竪穴住居跡 2軒、掘立柱建物跡 1棟である。第 7次調査では竪穴住居跡 1軒、溝跡 2条である。 このことから

再びこの地点が、居住域の一部となると考えられる。

平安時代 この時代の遺構は S115・ 17竪穴住居跡、SD13・ 67、 SK6・ 295と考えられる。堆積土中か らでは

あるが同様の遺物が出土 している遺構、および重複関係からこの時代に当てはまると考えられる遺構を加える

と、第 9次調査区の主要遺構は竪穴住居跡 2軒、溝跡 4条、土坑 2基である。第 7次調査区では竪穴住居跡 2軒、

溝跡 5条である。また両調査区ともに、この時期の遺物を伴った土坑が検出されている。 このことから奈良時

代から引き続き居住域の一部となっていると考えられる。

中世 この時期の遺物は、堆積土中からの出土で出土量も少ないため、遺構の時期を確実に反映しているとは

言い難いが、これらの遺物が出土 した SDl・ 38・ 66、 SXl・ 70は、概ね中世の遺構と考えられる。中世期の主

要遺構は、第 9次調査区では井戸跡 1基、溝跡 3条、性格不明遺構 2基、第 7次調査区では井戸跡 2基、溝跡

4条である。両調査地点 とも検出された溝跡は直線的に延びるものと、ほぼ直角に屈曲するものがある。第 9次

調査区の屈曲する溝跡は調査区の南西側を、第 7次調査地点の溝跡は調査区北西側を囲うように屈曲している。

このことから両調査区の間に屋敷地があった可能性が考えられる。

近世 遺構の重複関係から、SR2流路跡は最も新 しい時期の遺構 と考えられる。また堆積土中からは、僅かな

がら近世所産の遺物が出土 している。このことからSR2は近世の遺構 と考えられ、この地点はこの時期の居住

域から外れているものの、何らかの人の営みがあったと考えられる。

第 3節 SK210土坑と出土遺物について
Va層上面検出遺構 として報告した SK210土坑からは、大型の刀子 (第 192図 ■ N-086)が 出土 している。出

土した当初、肉眼観察で鉄製品と判断できたが、外面に骨片の付着が認められたため、成分分析を行った。その

結果、本体は鉄製品、骨片は人骨であることが明らかとなった。 この刀子は、銹化が著しいため、適宣レン トゲ

ン写真 (図版 124)を 併用 して観察、図化した。なお、本体を破損する恐れがあるため完全に銹を落 とす ことが

できなかった。刀身は平造 りと考えられ、カマス切先、両関式で、茎尻は刃上がり栗尻である。これらの特徴か

ら、古墳時代後期後半以降の所産と考えられる。このため本遺構はVa層より上層から掘 り込まれている可能性

も考えられる。

第 4節 まとめ
鴻ノ巣遺跡では古墳時代前期から、近世までの遺構と遺物が検出された。居住域については古墳時代中期前半

から古墳時代後期後半まで営まれた。その後古墳時代終末期でいったん途絶え、再び奈良時代から中世まで営ま

れていた。最も居住域 として密度を増すのが、区画施設を伴う古墳時代中期から、継続して大型の堅穴住居跡が

作られる古墳時代後期前半である。

(註 1)こ の段階の土器群について、藤沢氏は「佐平林式並行期」の名称を提唱している (藤沢 1992)。
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時期区分 検出面 主要遺構 同期の遺構 当該層検出遺構 形式名
7次調査古墳
時代時期区分

7次調査の基準
遺構・主要遺構

古墳時代前期 不明 SD9 塩釜式

古墳時代中期前半

Ⅵ層上面

S18

SA2・ S121
・ SD8。 20

。SX4

SD31・ 34・ 35・ 63・ SK107・ 263・ 264
。314・ 315。 316・ 317・ 318・ 319
'320・ 321・ 322・ 323・ 324・ 325
,326・ 327・ 328・ 329'330・ 332

・333・ 334・ SX68'78'79・ 80。 81
および小溝・小溝状遺構群 南小泉式

I期 1段階 S16

Vb層上面

■1・ SD10・ 18・ 19。 25・ 45。 SK24・ 26
・60・ 61・ 62・ 67・ 68・ 69,71'99
。101・ 102・ 103・ 104・ 105。 106
・232・ 243・ 244・ 245・ 246・ 247
・248・ 249・ 250・ 251・ 252・ 253
・254・ 255・ 256・ 258・ 259。 260
・261・ 262・ 298・ 303・ 304・ 305
'306・ 307・ 308。 309・ 310・ 311
・312・ 313。 SX7・ 55・ 67・ 76

および小溝・小溝状遺構群

I期2段階 SX8

古墳時代中期後半

S14・ 5。 S17

・S113古
。S114

SA3・ S11

・ 6。 SD22

引田式

I期3段階 S111

Ⅱ期 S110。 13

Ⅲ期 SD23A l・ 2,雷

古墳時代後期前半

S110
・S113新
'19。 20

SD14 十 Ⅲ～Ⅳ期

Va層上面

SB2・ 3・ SD30・ 32・ S111・ SK63・ 86
・87・ 88。 90'91・ 92・ 93・ 94・ 95
'96・ 97・ 98・ 189・ 207・ 209,210
・212・ 213・ 215。 216・ 217・ 218
・219。 221・ 222・ 223・ 224・ 225
'226・ 227・ 228・ 229。 230・ 233
・234・ 235。 236・ 237・ 238・ 239
・240・ 241・ 242・ 262・ 265・ 287
・292・ 294・ 297・ 299・ 300・ 301
・302・ SX12・ 27・ 28・ 29・ 54

・62・ 64お よび小溝・Jヽ溝状遺構群

吉墳時代後期後半 S116 S19。 11

12・ SD21
住社式

Ⅳ期1段階 SR3b o S15-1'冒

Va～Ⅲ層
上面

Ⅳ期2段階
3b層土器群 。

SR3a o SX3a

古墳時代終末期 Ⅲ層上面

SD16・ 39'S118。 SK20・ 32・ 54・ 55
・56・ 58・ 155'162・ 175・ 177・ 178

。179。 182・ 183・ 184・ 185'186
・ 188・ 190。 198。 199・ 200・ 201
,202・ 203・ 204,206・ 208・ 211
・220・ 288・ 289。 290・ 291・ 293

・296。 SX65'72'75・
および小溝・小溝状遺構群

栗囲式

Ⅳ～V期

V期 1段階 SD 16

V期2段階 SD7

奈良時代

咄
藤

Ⅱb層上面

SD3・ 5a・ 5b・ 6・ 15・ 23・ 29。 37
・68・ 71'SKl'7・ 9。 10・ 13・ 16
'17・ 18。 19。 20'30・ 33・ 34。 35
'36・ 37・ 39・ 40・ 41・ 42・ 43・ 44
,45。 46・ 48・ 49・ 50・ 51・ 52・ 53
.57・ 75・ 76・ 77'78・ 79・ 80。 81
83・ 84・ 89・ 108・ 118・ 119・ 120

・121・ 122・ 126・ 127・ 132・ 134
・135'136・ 137・ 138・ 139。 141
・ 142・ 145,146・ 147・ 149。 150
・ 151・ 152・ 153・ 156・ 157・ 159
・ 160・ 161・ 162・ 163・ 164・ 166
・ 168・ 170'171・ 172・ 174・ 176
。180・ 181・ 191・ 192・ 197・ 205
。274。 275・ 276・ 277・ 278。 279
・280・ 281・ 282・ 283・ 284・ 285
。286・ SRl・ SX9。 10,24・ 57・ 58

・59・ 63・ 73

国分寺
下層式

V期 3段階 SD20

8世紀
中葉

S14・ SKll
8世紀末～
9世紀初頭

S13 SBl ・ S12

平安時代 表杉ノ入式
9世紀

中～後葉

SD13・ S115
。SK6

SD2・ 12・ Y28
・ 29。 31・ 231

・ 83・ 89。 123

'124・ 128・ 1丞

'1∞・ 131・ 1嵌

'140'143・ 1字

'148・ 154・ 1駁

'165。 173■∝

'1餡・ 195'191
・ 231・ 餡 ・6
・ 8・ 60。 71

S11・ 3

9世紀末～
10世紀初露

SD67・ S117
・SK295

SK131・ 187

中世
Ⅱb～ Ⅱa
層上面

SDl・ 11'38
・66・ SXl・ 70 SE3 SD4・ 17・ 135'SEl・ 2・ 3・ SK8・ 38

。109,110・ 111・ 112・ 113・ 114
・115,116・ 117・ 125・ 266・ 267
・268・ 269・ 270・ 271・ 272・ SX70

SDl。 2。 13・ 14

・SE2・ SK29。 49

近世 SR2

※7次調査では、塩釜式の遺構が検出されなかったため、この段階の時期区分は、設定されていない。

第 15表 鴻ノ巣遺跡検出遺構の時期区分
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器種 器台 高杯 小型丸底鉢 鉢・杯

古墳時代
前期

面 誦

爪 瓜
濯 離  響 離

△
B」F輩晟土

VI｀日リ                                 

ー
蹴 堀議主献 輻第世

闇
鉢 控嶺■

醐

輩
D駆

代
半

時
前

墳
期

古
中

?
ィ Ha■

代
半

時
後

墳
期

古
中

高イ 撃粛と

高イ 推嶺土

Ы4C298イ 床   Ы14C791イ 貯蔵穴

SW4 C 790杯 床

古墳時代
後期前半

SIIO C 764 鉢 床    Sl10● 76B 鉢 床

引1,●10101F床

S11,C‐ i014不 床
罰19C i032不 床    Ыi3 Cつ 61イ pt7

引1,●1022 4 床    引1,●1021 イ 床

S119● 102B4 床
Ыl,←,020 イ 床   S屹 0●i058イ カマド

★割10C766 イ 増髄土 ★Ы10C767 不 堆顧と Ы19● 1017 」F カマド

蒻騨

★SD21 C 736イ 堆粛土 ★SD21 C73'Ⅲ  堆嶺■
Sl16Cつ e2イ カマド

☆は、堆積土中より出上 した遺物である。

第 364図 古墳時代土器変遷図 (1)
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小・ 中型菱 董 甕 甑

嘉鶏時代

Sla C 390嚢 鸞自床

Sta C 304第 床

★Sla C 391慎 駐

車覇需筆

Ψ
4錘解鋲

S‖●287壼 鸞自穴

Ы,B←779義 貯蔵穴,

車騨

Ыl'C,96豊 床

★飢酌 ●1039重 4a L

割10●757窮 貯蔵穴

★S119← iO02 第 1離嶺土
れ,C9464 pt7

Sl19∈ i∞7 饉 床

- 7,11ニ

ヰ:与14ど

`山

6C,74長鰯嘉 カマド

鰈

★は、堆積土中より出土した遺物である。

第 365図  古墳時代土器変遷図 (2)
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器種 器台・高杯 郷 小・中型壷

車覇欝挙

SDB Ci24騨 下 線 ■

SD8 C030再 不 増鑽■

荼
SD8●127E4 増霰土

藝咆〕禅〔中〕）蜘］
中型車 推積土

攀〕）い『弾）］］

古墳時代
中期後半

珍
譜

2解
≧

」F 増税土

鯵
イ 4aL

O
杯 4hL 『〕蛯）鱒弾

〕咆〕（”）］］
中中（螂〕）］］
◎ ◎
J骰跳  」盤 離

雇鏑籍筆

箇  

《

」螢  路嶺土

第 366図 古墳時代堆積土出土遺物 (1)
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壷 甕 甑 器種

SDe C‐ t132奎 犠 土

SD8 C 432菱 雛

SDa C―060壼 髪瀬
=

SDa Cl184奎  堆載土

SD20● 556車 lttL
SDO CttB饉 4H■

SD8● 107転 4a■

車覇雛筆

S10● 32,窮  堆績土

SD22● 613整  増績土

S16C336広口甕 路類■

蒲麟

SDllC“ 67壺 堆積エ

SD14C 464壺 雛
EBH 雛

SDl犠
継

観

藩騨

第 367図 古墳時代堆積土出土遺物 (2)
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種別 土師器 須恵器・灰釉陶器 赤焼土器

器種 鉢・ イ・高台付杯・高台付皿

B撻筋嶺 ヤ
不 床

9世紀中葉～後葉 V
SK6 E‐ 032第  2層

SK6 D‐ 027イ  2層

イ 推嶺土

＼醤 ▽
SK6 D● 24不  ,層

イ pt4

＼

彰

須恵器 体 pts

彰
須意器 イ 掘り方

＼
＼
ツ

縮
I繰〔

懇L

SK6 E 038イ  ,層

鬱
SK6D026 4 2B

彰
輩"懇F

υ
須恵器 イ 貯蔵穴

百
商台付皿 堆積土

V
不 貯臓穴

恙占]漂鵞魯綴生

IF 貯蔵穴

沢迎 ワ

甘"駆
6

M
甘"羅

8

9世紀末～
10世紀初頭 V

イ 貯蔵穴
不 カマド

彰
イ 堆嶺土

4床

イ 貯蔵穴 イ 床

彰
高台付不 堆嶺土

イ 貯蔵穴

不 カマ ド

V
イ カマド

V
イ カマド

ジ
イ カマド

ア
床

銅̈

イ 貯茂穴

竪穴住居跡の堆積土中より出上した遺物である。第 363図には含めていない。

第 368図 古代土器変遷図 (1)
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土師囃 須憲器 種別

瓢 糞          イ理 褻 甕 甑 器種

B瑠瞭霞尋裏

翠鵡難

rl
SK6 E l1304 卿ロ

9世紀中葉～後業

5卿 顔吊F中

上
一一ブ

島鍮

第 369図 古代土器変遷図 (2)
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